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長ミ長)法: 

老:句 

偈"偈經? 

解:：解::解:: 

題::題:題:: 

譯者 立花俊道 

,p^m 

^Tf^ni #©ra^u 

妒氣を以て即譯の#4すが如し• 

ために鰓对のI味を漱锨したるこi&lなるかをi,らヤ。がwの槲に微ひて之を韻f-轉じ，簡朴に 
35^li fAJKし いrte t CP 0 *1®%iis 1 こ*_J ひHr'A^ A St 

して莊重なs原文の意義を十分に寫したきは余が飽くまで希望する所なりしも"之は非凡の文才あb 

解題 一 



I ' 

法句軾K.老拇益老尼佛 

めよb之を企つることを止め、纪|取す6に嫩%をmてした--。 

j M語の•ぎぎM;き取する墓勒ならざるは心が總§を祀す，^,の赞しぐ^^する鹏いるべし。 

篡にSぎ&をFんとすれば觀-<ぎぎ、g幻を粗L：してK■し^らしめんと和むゎば！^ 

如<力代の文，—：似の：るにgてはぎ繼を二i，i?,&ぇすんばゃらす。繫 

—4不ルWQぎtんふれ一！:はIIの？4Lf，；はiのgiにTo i 

S句S本經は一5&§1一士一：ぎt%れKて影ぎて、志f5虹ふるlに 

結雾の際、艰■迦®を抓め五西3諸-^影"^■したるもの！.：て、^^^■ょ.c^giに<•っか：南拟せし 
を、W紀,妬一世紀叫、錫1めヴッタガ！，：1—必のJI11めて！！紀せ—ものな^^ぜふ。政起船W 

ドS諸經も亦闻じく？結1の断に網艇せられ、ヴッタガ！：7必槪1^の2、gめて齡gせられた 

るものなること，法句船i叛なら中ilaひ艇ふ- 

SUMH' ^ 
vB0^ppufi 0$^^. 



脱#なる把沉紙辦Sとしては'4MW研1做船らざるuなきな\ tを稱Lて亂urの私ふも此 

して^|一一一！iiにあら*?るべきを^す。 

SIA1S 
にて、抓机は一千二百七十九mlよむ%^'、船於は五百二十二lよれぼる，而して共に小ri柯川に祕す 

ること，Sに职叫せる此のiiE^JM)®ことなI。歡恕也デ1忠ルの叫，或ものは一似を犯、或もの 
U二ぎ，&し，纪ものは三f.qmsf况ず七十imtを體せb。おを其の遗したsmの傲によ-^て分頓tl 

軾毈ゃ，把齡の舰把じょら中して、"stirntwmif狐の8にょれるは二繼の輿1ゃ？ 
狐の船s机き！^にFける！は、一時に謝mlせられしものにぁら中して，純神の城“も拟合にP.し 

たるを肥めたるものの11。霞へば、n十狐|の麼柯趾览の似とせらるるnq十mll、初.の-.mu比[': 

ずs懇に8f、Mrmf I船iて1いたるもの“ 

し船.叫したる！Jぁb.。卽1^_,tの！^にぁi」は、は^^私s*を他^<511せしを一絡に 

Fbt fmT^ff 1-s^pfx 



"編*：:：'1巧 US® 

法旬fe摄老似疫老Mra 
めたtのにて、悉く佛のivtiた！せ倉る證^:、,_きぎgぁるは、また一 

異彩たらすんばあらす。 

r^ti!は得 f は f 
法の長老Is駐『f‘IJは氍tいf霧'iし？舵r。 

四 



i < 广〆 尸ふ C 

_譯法句經 
^ しや5しやそA令しi- しゃ^■へLAルYLやfr^々r9 

彼の祥者、It贵袭、正遍覺者に歸命す 

0f. 
%, ' |_ _w *%3b^Lf^V^ Lt_ 

こく聪_の、ざを撒けるものの跡に〔隨ふ3が如し。 

F%rられ、溶Iらる，〔_し齡きが茁マm浴つ，ば^ょ 
'!!の〔pfef^rL” 

やぶ -C ら か*'■$ ひV»I^ 

【一)一】「fe〕M>—,れVかてな、だへ办」と、iるpi,けfのは、其の影くることなし。 

S「〔ぎSをり、•打て^'、虹れり、览へb」と、Mる思が,'?。もS其SSH。 

on Wのfじ槪n>*如ど^:」してはポに解くベから中，漱を以てぞ解く •へき、こl永城•の.法 

S「斑杂は.^度に(--)嫩ぶるものなりと、き如勒は夕基ら弋1游し之を费れば、其ょりして举 

雙瓚品聃一 
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M譯法句M 

息む• 
II 

足1Aほの斯るんを動かすこと、猶ほ跟のlf如を〔ipす〕が邮し。 

人を動力すことなき、猶ti風の石lILj:於けるが*P;し® 

1?人にして煩惱な|のこそ、氍の露をデぺけれ。駆なく二&|」もの'に影は 

得ることあらじ。 , f 
S0^^iirs^ 

-a yn, .is£i 0. s&t 
Jls uたの中遺—がf’gf ?鹄自iTrなし。 

p：i此處に憂へ？世にぞ惡をデすものはigTyぞgは齡へg?:?lgれたるgを 



て。 

【一七】i霞に苦み、來る世に苦み、 
おちい *すiTく恭L 

に瞄らて益益苦む。 

【1八}此處に歡び、來る世に歡び、 
a-l-ttiTci 

に生れて益益歡ぶ0 ‘ 

0<ls鎖M"を觀辦すること鱗しと配も、放氣にして之を行ふことなCば、把者の他人の牛を算ふる 
ごと 二Sしや&/L? 亡い 5 と-3 

が如く、一 沙P1']道に於て得る所なし。 

i lrg觀するこi谷^^■蝱罄f\ F齡i,rをが 

ょくtsせるものは、、iの把政の世にずなくして、(二)沙内道に违すベし。 
CI〕M®UU1古」の®Lわ法^轫註解捭ult「*の法"總ゅ3佛'辟ナ乂佛、潴逾0脒厢の路みた^逬」と粹乜り。〇1〕^5 

日职|_應王の挞|1服乜らる1死1:近く、死|:行<*拊ぇ果つ嘧の趑1ぁリ‘0-5胺典!:ては「他しの字か用ひ*「行者な除をて 

他の1の」と释す0〔四〕見沏し知©す5物體|:對して壯裘なり淸按なリ愛すべみ19^り等の齪忿か抱く知公ふ0〔丘〕限耳奧* 

身®Iの六极か制せす、此部蹄根のra戶か_らざるか首ふ。〔六〕fttとはffifaisaなり。〔七〕「精」とは「»ss*t1»M*艰部し^の義^1 

り、「弗精しと!I之1:反して，緊迆ならざる部分なり0C八〕「那思悱JXU3正®惟しか其の分別の「糙界S鞔阅 >す5の尨なり〇〔九t 

厨£5には*耵義、冇刺等の_あり、佛の瞠かれ亡る敎 ふ。〔一S”沙門逝S分得农IIあらす：〔10沌盤に速すろ/>言，^ 

んKAだい 

精勤品第二 

精勤a第uS 

mを！：す—Imtl稱。「ゎれssi;を総—て彭、贏歡 

Sを船—はiimiv「11U4 ?」とて齡V ■ 



Ifl 
るg 

を—ド 

■ mつ逸〗; 3?^渚; 
にんるのほの 

樂デよか•徒と山え 
みしち如ミのm- 
、て < 中之に11を八 
放？帝なにに立ず：以ミ 
逸$釋ふしあてて 
のはくてI) 〇 放f 
ぎfit:諸i-進？てfa 
る天之む精i渚ふを 
ベの.。勤〖■レ> 拂ミ 
、’ 3Eゅ し^ 、ふ 

> 、地5時4 
敗な ■•上？、 
nれ れの彼t: 
らノi 〇恐ぐは 
ぢ:, A?教心| 

rグ :)稱; 
、へ 

!? n % 
.m 
.n m 
:sは :へお 
に -^>i 

ら 
る 

の を rン 
:舰^ つm 

(: る nu h が < h 如ミ 
% 

て し 宵ち 能1 0 

( の 
醒3 樓マ 
め 職. 
た に 
る しの 上は K 
斯t 
の 

9 
て 、 

如f 憂;1 
if 

贺ち 
i: 
は 

m JKい 私> 
の 

〇 

生f 

界^ 
を 

iみ 

0 ^ ^ AM fe 

るが如し。 

雪M;は黠で琴fギ音を駕\馨系鬣1? 

^ pf ^ I. 

靈一i£pf pをf i"f (一〉f g すこ參f f->4 

^ rrBf 0^ 
安樂を得べけわばなbo 



-I J j { ^ ^ > G i ^ ^ ^ ^ _葙を L_ し J 法る‘ 

f】齡艇p雛V節fの術气へ—粥れるは、す？-i艦uすして、ぼ嫩 
〔l〕ffi想か捡かいふ。〔一P说惱-L*云ふ、赴れ炽描!衆生の心か越ひ鮎びて生死海■-流轉ゼしむろが故tfyo 

^lln 二 

【13齡ぎ' S气組-^艦く、Sへ雛き％ 沿は9を 

SJ1にkてられ、*%Vsl4を離れたるSの如く、此の心は跺ぐ、S魔王の領土•を逃れ出んが爲に。 

■ふること艦く、ii,にして、艦鉛に妮をがげんとするrMの魬き&を御するtf可なb、御し 
ここ?&らく もたち 

たる心は樂を徽す。 

【PIQfること酵く、f妙にして、隨處に欲を遂げんとするf袭ょ、〔斯の如きS心を護n護ある 
こころらく 64 

心は樂を掰す。 

1>;£遠く行き、獨り動き"形なくして"胸に潜める"C斯る〕心を制するものは、魔の紼ょ4脫れん。 

【12越iならす、$齡を益せt m靈！$へが|*は、繼#ることなし。 
i】^l動i?、^ll獻？、麝sglを貧t爾。？がは"^るこ4し。， 
【四s iのがは水瓶-^似たbと扯6、1の心を(--#城の如くにし，智悠の武器を以て魔と戰ひ、勝ち 

獲たるものは之を識〇"住止することなかれ。 

t四aげT:此の身は久しからずして地に委せん、棄てられ、意識を喪ひ、無用の木の端の如くなbて。 
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c I〕生死s J。OSく？衾ふ0 

II/Lだい 

華品散四 

s ^f. 
-4巧乳sf集L くなる0 

1 .srT. 
i i L I- *-> Ti , 3 
々^名 5 f 

i〕、巧省の華を集むるが如くす 

IT ■ J0 'み すゐはぅ たと レ * f ^ . 〆1 

1 pt a/. , 5 死:H■小视〔の 
地〕i:往かんこMJをハ 

1瓣4みて'鐵IIるA?ば，敷の艇へてrこと、gれるJを，f砂Iしゼるが 

S ぞM?T^lllい、黯、にぎく？AiLg^を g す 
$ /i 



I— ' I a4 I *1 /L- H4I 
士なく，蚪を贺へて去るが如く、同じく昝容は#;里を 

ts舻^gpcf 3、製f跑はずr議炉がと矿fを&ょ4し。 

s pp^mi 
ぃ«ょ はな しか％にliひ ？ よ A- * こifl こ-n^-£ ぼ . 

【五二】热しく色好き華の、加之香あるが如く、善く說かれたる語は、之を行ふもの1:は效あり 

1Ml諷啦ょれして"船船の鞭鼠を#<るが如{、生れ出たる衆生には"爲すべき善業多し。 

I $afff 
令や5しLiu5 かV ? 

良士は諸方に風を送る。 
せAiiAT た炉らか5 50-* ^ T i はし含つか5 これ&しょか5 ITち 

C量】就枇香と"多伽羅杏と、鬱波羅香と、將た婆師吉香と、此等諸香の中にて戒番こそは最上なi( 

【黃】妒伽羅i•旃植香の如きは、其の香、録少し。％德者の答は諸天の中t:て香ふこと第一なり。 

【五七】.fの航_め-'11どて啦し，|?|』-て鯧 

ザ，mmなる®|<のぅち-，於紀歡新"の弟子は、智愨を以て光り勝る。， 

C一：一四向四果の中、®後のI來阿鎺淡果か除み' 前の四向H妣の人か冇學の人主；？ふ、やがて阿羅漢iなる人なり。CIW阿秘漢 

果か云ふ*赴れ阿糴痪來¥5Sれぱ、死王即ち®王か見ることな->が故txリ〇 

闍愚品第五 
ftr isJm?10 (| )^c;ゆAlmしや5liふLぐしや サAlta 

【3】目醒めたるもの1:は夜は長く"疲れたるものには由甸は遠く、正法を知らざる"愚渚の輪M 
_*as四囲M品第五 t 



s 

ra蹕法甸貍 八 
は久し• 

^.3 ' 0^^0VO 
1■丨 .一^-4t in-*参 po L- 

ctJ術i者のなりと肥へる、銜これによiL齡歡たり〇职乳の！^の11f 

i云はるれ_ 
ぐ^や しゃ|^^iflLやVWI4 Jr£' i - z 

【ポ愚者は生を疫ふるまで、ij者に^■事すとも、配を知らざるこV猜ほ兔配の無％を〔術せざる〕 
あし。 

1者は、觀令把時.も、！^に.奉事せば，船く！^を知るこ.i、奶ほ到の歎配を〔紙する.〕が邮し0 

一£ぎバふ4氣は、免綮ぞるが，豫ふ、嘗ダ繫べ4鬆を#"” 
【太セ3行ぅ.て後悔い、淚顔職哭して、其の果—觀をぞく'へきI-は、^jく^されたるにあらす。 

s sfi, ff^f 

ts罪紫の未だ熟せざるs、恐乾むをぎ如しとmiひ、眼^の科^^專ふ歡はギの啦^^を：^く。 

あずひ #f:ひ 
値せ^ 

tセG犯したる罪氣は".網せざること新じ？？LIのsnrく、〔■も〕奶1:翻はれたるfの；g く ryhつつ 

, Cゐ中^ 
懸客!:a®矿* 



1 

cぎ和は&の粘剛沪齦ひ，i叱だの中にてに酽らん象にぁ-'ては主iな--、他 

族の問には制齡を〔得ん入金ひ〕。 ， 

【^】「把貧叫於*tr-K;ねを&せbimtへかし。紙て爲すべき事、爲すベ炉らざる事に於いて、赀我 

が命をぞけよ炉し」〇-0思莕のがにして、欲と慢とは〔ために〕增長す。 
S 一は利歡に&くものtて、一は震にWき行くものなh。佛擧る比丘は/此の意を證り 

て、g配をSiのために慨粑せよ。 

cn-s旬とftml'dの名"gltiり十八tusrlり、^說；定せす。〔一一〕一饨序袵に"茅取の端にかか/,ほど少敢の企/>取るik 

其s功®U苒 <法％?;ふ人の功德の十六分の一|14常らす。 

frAxr mAc い 
賢哲品第六 

安】〔f し.むるVキ配ろ歡密をぞHg;;“Q〕在和を齿ぐるんの如くに事へよ、離 

【七七】霞めよ、敎へよ：+抓¥9事よ,Lr?からしめよ〇此審人{:は氮せら气惡人1:は惜まれん" 

!:戈】取Ki交&なか^/卑劣の輩と交るなか^。®犮と交t尊貴の士 i交れ。 

【七ル3法を齡ぶものは澄Aたる^:を如て快く1す。^^は常(:聲者の說ける從を樂む。 



' ■懸驗漏 
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阐譯法句經 
1こ_c 5 tb . I, 
f 〇 

^^a0M^a 
to- L^.I2fAi^.i^^^ か-^№1 ^ w ^ M _v& #■>■」}や ぜ め： p^ " 

ts11の磐石の、敗に動？！されv-いるが如ぐ、谢教はH-:と1取とLfることなし。 

Do-1K深き池水の、®みて濁な％Jが如く、歡教は配を聞きて、心-ビ配ましむ0 

も；r賢者は(e變れ■る相を現すことなし。 

s】>s:獻にも％のiにAgを霞£,がをも辨|略をも、為をがること？、|^に士 

て'II鲥艇を和むることなし、これぞg都43齡•記數なる。 

【八！？}】wgQ中にて、--一彼择に那，〇ものは^■い、ギQ此のも®はf徵歡にぁりて辦ぎす。 

太】# く說？：れた.る從に隨順する瓶は、越え酿.き敝の領fを〔Iえて〕、嫩の^に部らん0 

14 乂〇贤ぎは黑法を棄ててぽべ涅を斟すベし、歌ょAJて〕14なきがとなb、紙をA瓣4&まの 

所に於て、此蹴にiufは諸街を！^てて、！^な$ダとなり、^^を與めポが松ぼょ.^'£|^,恥くすべ丨0 

ハ注Q正m免に财て、^^心を把配し、故することなくして、斟^<ぎつるを聽ヂ、^の槪呢ぁる§ 

CU篇案-**盈e找に閑？_i,KVふ？4L。〔二〕交たる细•沈みたろ怒なすこiなし。〔三〕篇iは袋衾び. 

此沿と次SIQf 2t。§lssy。〔5—f £s¥?人SC51 
*A e 



阿羅漢品第七 

【九0】私を!！み終へJ:切處1:離憂得脫せるもの、總§る線結を斷じたるもの1:は、執惱あることなし。 

?】CS您ぁるA?は撤勤LA，彼等はR家を質樂す〇ことなし。S:土 £池沼を棄っるが如く，彼错 

亦各各其の索を棄つ。 ♦ 

ずい6つ ちCLP く ちかくKtKJ そ ぎ.平irLょく 5¢5 しか げfffl 

【九一】〔財物を〕蓄稿することなく、知赀し1:食を受け"其の行處は签にして、相なく、而して解脫ぁ 

\歡伊く制の〔道£如く、斯る人の道を测ることは難し。 
そ 任んな5ことごと C じ含 おい ぢや< 4-3Tやm* 1ょくラ さ5 しかJfKつ 

【奎】Kの煩惱ゃ悉く盡き、食(:於て著ぁるなI、其の行處は漆1:して"和なく"而して解脫あり" 

袼1:<鳥の〔跡の〕如く，龆る人の跡を测ることは難し。 

TS諸根"の®CT術に歸せること、御土に善く馴らされたる馬の如く、慢を棄て煩惱を盡したる、期る 
6i し上^八 脣らやところ 

人は諸天も羨む所なれ。 

【金】Mらざること大地に笱しく、ょく禁戒を分りて門閟に#ふV く*泥土なき池の水の如し、斯る 

人には輪迥あるなし。 
そ ここ^e.や<じや！^ そ こtrtt ごふ食六じや<じや5 A 3i げ一:つ え あんそく 大 C ひと 

【衾】其の意は寂靜な4、典の語其の業亦寂靜なb、善く蹬bて解脫を得、安息を得たる此の入の。 

【造】ぎ信なく、無爲〔の法〕を逛\ Kつ純を破れろ人、業緣を絕ら、欲を棄てたる、これぞ誠に上 

上の人なる。 

阿£1漢S第七 II 



_ 

阈譯法句ter】 

s _'にても■にても、3にて4にても、霧ぎfる®1ぎぞ■しA彪 
し-1?レ L. • - I ^ . I r . . 

^3 00^^^^ {, 
ifA せAfl/Lだい 

千千品第八 

【100意義なき文句の語は、c其の^一千なりとも、Mのtj-いて1をぎべき护斯の一記はSよれ鹏る■ 

【一0一一泛義なき文句の做は、〔kの&一千なれともゼの㈣ぃて紐ビぼべき一^^はぉょり鹏る、 

ST0意義2妥句の偈一百C2Tを鑑せんよりは、A?のlw^ 
る- 

【10=1】戰場に故て千tの-敵に免つものょbは’撕いy:*ずもの、寧？街七が漱配衝rし0 

Fるは，iてぎの名nFるにf。Fwirrif Ati燃F、iQ 
oft おのれご ダAづかせい ひとしfi て八fiいf »: 

常に己を御し自ら制する人の勝利を轉じて、敗亡iなすこと能はず。 

^Lx^- 
供#,tるこi頃刻ならば、此の供養こそ、把の百赞の1^心に街りたれa 

tl±-Lこ くや5 か 3 A*>t し t3 .二. 
ita刻ならば/此の供稽こそ、彼のwザの絶祀(:勝りたれ0 

ic/lltl > *、iL , kぼ.ほ： し —い二れ 1¢ r< t こ』If rr ., 



ric A1憑誠や，识—し鹿#を望めるもの，終歲之を行ふとも、紙て貧の〔功啟^^が：^を 

敬禮するの四分の一にだも當らで 
含や节らいもつ なら5 つ» 4A.t;§5 :si r-tvやう じゆ し^ 

【10九】敬禮を以て習となし"常1:上位を霜重せ0人には，四植の法增長す%謅と笆と樂と力と。 

C一一01人葙し^iくること百年ならんとも、汗戒にして定なくんば、戒を具1禪思あるものの、一日生 

くるに如かず。 

【二1】人芳し生くること百年ならんとも、劣怨じfて定なくんば、諡を具し禪思あるものの、一U生 

くる1:如かす。 

【一二一】人若し生くること百本ならんiも、怠惰にして精勤足らずんば，堅き精勤あるものの"1日生 

くるに如かす。 

【ニーニ】九^し史くること百¥/ならんiもV一%滅を见すんば、^•滅を見る人の二日生くるに如か^。 

【二S】人苦f生くること百年ならんとも"不滅の遒を見fんば、不滅の道を見る人の、一口生くるに 

iかす。 

【二五】人若し生くること百年ならんとも、無上の法を觅すんば、無上の法を見る人の、In生くるに 

如かす。 

C1〕亊物の虫起缄詉、卽ち生滅を宏ふ押 

あく fM aKf,い 

惡業品第九 

千千品第八S業品第九 二11 



M 

s 

s課法句經 
ド;iu:い夕 tむ 

£00. 
5二七】A令Iを？す|い？再一之ffなかれ。裝の8は^^ 

^3 ^l—15^' mKf£f 

i】£"、1ザHだfず、る，、祖^^^ 

1 i^f T,i 
でる力ifく、愚者は少少づつ惡を積みて惡に滿つるにMiる。 

っるが如-、■は少少•っっ!！を積みて„っるに與る。 

けょ。 - 
て^iy*Lxf C 1¢"つ 

^r-^< few 

には惡なしQ 

^-5 s^ さいtrAごと 

じたa細塵の如し。 

t— sf.i にS る？ つみ trごく お 
- 〇 i ^ S - - V 

VA3Tや！^ >Lt 

w } Lv k fiA4*s ctA. 



I内ぐ違fびノ Gヌi;# i -煩惱なき人は涅盤に里 

6 
. Ik. ぶか t さA'3ft*Aく-5V*iyいごふ の^しよ 

【三セ】和(:あbても犯のヴにありても' 將たlii亂の窟{-:入りても"世に罪業よh脫るベき"方所とT 

はあるなし0 

るなし。 

fi5vや5はんだい 

刀杖品第十 

V【3】Er〔g&はS”を餅れ'てr4-^ 

かれ。 

壤ふことなかれ。 

til顯4?¥むる_を，所2ピ§て，も©は、漦對を和め1:も、影に怒を€:|けん。 

〆！>£ハiAVl:もligを飢ふることなかれ、デけては〔歡〕亦汝に返さん。憤怒の語は^ 

繫のぎに觸れん。 ； 

刀杖品«十 五 



なし* 

nミQm洛'」坪業を犯して错.らす、瓣智9輩％'.の.氣に私ま？5ること'賢ほ..^にぎかるるが邮し< 

【I三七】暴总なく速心なきものの中にあ，〇て、影を加ふるものは、疾く十彪Tの一に5^ 
n* - i *iKr5.そ*l/Lしつ rや1たい含しやi 4r今し中シあ- s tA^/ttt いに 

tns酷痛、损失、形體毁傷、®症(:逢ひ、又は心散亂にあ气 
^ Jd 十^iS あ，， 4び ふこく す-rしAr<R5か V-い3与孝；' 

【一竞】王禍に逢ひ，嚴しき誣啬テ0り、親族滅び"象財喪亡す„ 

so}或一を-k 5.把s I?燒く： iぁ-〇、脱觀歡化てギ^!|1なる衡は(_||^に租^?。 
【一sこ视0も、結落も、泥も、斷食も、又た露地配もぼ垢を^.に霞ることも、P抓ぎも、がず觀のギ 
じや5惫上 

情を淸ぅすることなし。 

00.r$ 1 ff0p - sfj 
b k fer^ ,i. - ^ph-i. ..， ha—.j ^ L ^ ^ Lr , L_ ,』 r 

1e を^ずば—％f“m、fl<?。 

ti】慚恥にょ上，也せられてaぎ〕湛をfせざるこ士、2Us飯VKfとせhる〕が*nrくなる 

もの"〔斯の如きもの〕誰か此の世1:あbや。 

§ 0KS0fn Pv0£ss0-f 

r i-.しd stiiv-;:ほ，ほび > ぼ:^T， —： _ L? vい* けんしやおsと！ 



线3 G沖をis，说匠はf;刖を矯め、木工は#をIII!げ、賢者は「しを調-ふ< 

2〕地獄/>-云ふ0 01〕骈葸は7;*やか措く0〔15第八0偈に间じ0 

す AtiA C い (J ^ J t / /i 

老衰品第十一 

【一^】〔化はし^2に1^^]|:〕燒かるる(:、何の^::ぞ、^;の歡#ぞ。〔汝等は^躁閱」覆は今0 

C知u〕fを求めざる。 

安住なきなり。 土 

£m<】fの艇3VSSし，齡SWS船たり"繼るべきものな\暫^のぎは航すべく^は死(:終0レ 

【一党】sのrぎてられた—肥ぎ姐き、i觀sが⑥す、んの肩ぞ。 

【5】篇'^歡をぎて、8と*rと&れ^'ふiに老とふと，悭と、？を蒇す。 

sl】liく sbたるS聪もSび，SSも&た起&る。®kのSはぎゆることなし、歡人は贤人に 

法を傳ふるな 

313 iのSSSA?は"の如く|^。槪の劍如は增せども，紀の咎魅は加はるることなし。 

tl憂J!^一-戲姑のX?A>をおめて、合 
尉XI姒5を術ふるこiあらじ、齡が撇秕は8てiらn iiに飯た气漱-載れ 

なにゆife 

老衮a第十f 一七 



碑課法句鯉 一八 

ti五五} s時、梵行を槪せす、i-奶を0;*すして、魚の擎まざる齡の4なる起駆の紐.くに^Jぶ。 

【墨壯畤、S行Sせす、敗！^'をぎすして、朽ちたるぎ邮く、銳；^を喷りて1せり。 

〔一〕望ftす•赴れ鋈U生SSS.0が故な乂此め~五三.I 佛大S後*初SSへられ.JISJ と傳ふ。 I 
..% 

自己品第十二 

なり。 

【-s づ'Sしき位gて、gしてl/をgへなば、羅.する-lgらじ。 

で-走J >己を處すること、他を敎ふるが如くならば、fc*しpgしてぎをgするをがん，そは？際し 

難きが故ゲ&。 

る〕が如し。 

^ - c A a K ©#T' ^ ^^^< T s I i 0 ^ ^ ^ ^ s ^ 

氮し。 



【s】5^ぎなるは^し4く，事の利ぁi」雜なろ‘ 
tls赋ょbてfるがSV _の船にfてiるMは、51齡呤，aを 

嫩すSに—が如し。 tT ^ sn 'Sr 
I】S备.せばぎMなrい1f?ざれば！淸し。？不淨と共に己に'?—他を 

m!くすることtはず。 ， :: 

冒；jぢのIJぎ！も、mに.yれの泰siことなかれ。BIの巧を寐して把、己の務に视心な 

るぺし。 . 

C一〕芾は花％蒉け從か給べば2ら死すaなり〇 

K髮十一一一 

【1六七1料，;'&せざれ’靈の把と龄にぎまざれ，盤に斷ギされ，世^狀長せしめざゎ。 

S3 f ?| 0ffj. spff ^ffh 

【ーセーー^5¢てSSfに賢たる、iの肥泥を辦ゥ见ょ、®乳はラ)に迷へども、知"洛は之に菇ゞることな 

し。 

c己品解十二世間a鈉十三 -A 



j jl..ぐ：.f 為®貧 
—^1 

i 

p 

Na踝法句M 二〇 

tlセニ}先にyいて、ぎ助f fの、磬のf^;:§J!と、gl 
【S】人の作したる遐篆、也轉の您めにgはるれば、だの•ん賢をIすこく 11を敝れたる^Jの如し。 

【5】此の世釈は附想にして' 船海の*;ぁるものは—。gをgれたる卽の^■くに，巧に！！るも 

離脫するな^'。 

Cl卞.Q唯一の衝を氣え、あ語を叱く人、和すを！^聰に11へるものは、漱として船さざるなし《 I—I Ji_. - t H 一 m < 1m 1-J/ In 

か.Hらいせ おい*Aらく - l 
kv 

hy _ て彼は來fに粃て!S?な 

Clセ」〇世KをI丑S土となし、1;一^釈r-製、前ゅるf釈におとなる、新ぼ忠は；^の航れにも的 

广っM 3Kだい 

佛陀品第十四 

【1老】臌ちた*もGは#;び^;に勝つこと能はす、其の勝利にはItfc"のfQmAiも^にAuること銳ょず- 
(一)p'rlu^f>lいが t p t 

3<行履限りなく跡なS佛を、如何なる逍にょりてか導がんiする。 



みちh 
;!(:よbてか^かんiする。 

C；一^}慰戴のMMr」fv“L1:、aI;!t?i'艦を喜ぶ、撕の如5TP:锴AFKふの人は、諸天4 

【一八二】M射をrごU雛ぐ、の起Sビ鰣し。雛く、諸佛の叫¥ 

【一&} ■•黯は獻1I船mr靈は齡p!llは齡V ,のは船ilじぁら中， 

$ ?' f v«f 
する、^?れ諸佛の敎なb。 

t-会} MshK•とも、齡漱にi くこと齡はす、齡辦ii^tft:して苦なbi、ねを知^ 

【1八¥】,■&しても、f ir_さず。露のぎf、觀をilp。 
ひと&と*よZ ね< せ致 さ八次争Altwせいた 21'一^ I ^ yo 
【一八八一人人恐怖の念に迫られて、山林園#制多i:fe依するもの多し 

ご免】されどおは"％iの妒船にあらtip:の妃船にあらの胪iに1^依して、1挪の苦よ-'脫 

るるこiなし。 
i-， ft ^1e5 含AかれLl-lf^nr ウ しゆ し S-Hr#:ajp^ 

rxol亂と、把と"僧とr-歸依するもの、妮は勝智を以て、四種の端雛を見る 

I；一九一】#&と、&Iの奶跳と，?！3のと、'433滅也に達する賢朵八稀道と。 

口丸-〇配れ效齡の把船、皆れSWのf船なb。ザ3 &所に歸依して、一饥苦より脫るベし。 

佛陀品鍬十四 一--* 



阈課法切M ニー} 
s】が&雛し'はMに^中。rllのIfるy綴^獻に戰る。 

で？杂】fゆる屢に账ち、f?をfて、影のg?淑ぎ&〕ぎを歡するもの， 
斯の如き得寂•離怖の人を供鮝するちのの功！！は、M^Aiも^!を！!ふべからず。 

c I〕3ssg芯IS5S墙S知®しfの；〔二〕七佛通滅silstろ—?gso n三〕比— 

丘尼の大戒4*指す〇〔四〕带集滅遒の四諦なyo 

安樂品第十五 

nた}安樂に+:<せん、^^:^ぁる.Mガの，，ちにぁ.；？て怨忽なく、您ヂ-*1が"に您11なくして，紀對 

Dほ露に,ん、厭S交篇©Sにtてg組なぐ、ggゃIが！に鱖gなくして、露 
t.-ゆ.5 

に住せん。 
於Aらくt:ゆ5 

-I 01i 0np 
ん〇 

冨0 fに¥せん、ざ變には、霧倉ことなし、繼f^t く.盔為とせん. 
troll膨："しは怨を斯、^けては起^苦なゎ。心靜なるものは勝14;氣1:撕いて、ぼ^|^;^;^^ 



■ ， ， L f J ，と つみ flYAAL』 ごと く«やvvめつ—3 らく 

C晝一良の如き火あ〇なく、0^ノの如ラ罪ゃ。なし、M集の如き苦ゐるなく、寂滅(:勝れる樂あるな 

し0 

習】縊は黯の一‘■は歷$ぎt sをsの如くに妒れば、霞荔觀.■〔をぎ。 
【靈isTi%ぞ靈は?!■なtIは慰^srして、驅は藍が鑛？。 

^1Ff0i. 

t iiん u み*? 公が ，HT#Vひ ぐしf>とt*;咿ぅ i て**|なtfゆラ 

t二0七】MA;と典に道技 < ものには長き®あb、M渚i共に住するの苦なるは"敵と〔同じく住する£ 

抑it:〔苦なる〕が如し。歡着は同佑して樂しきものにして，臍ほ親綠と合會ズるの樂しきが如し 

^s ^na0T t^T rsm^f 

に〔よることy月のMI道によるが如くせよ。 

〔一〕沉葳の仓命して成れ5此の身體か沄ふ"次猻に說菽と云へるも的^^ 

敷勸nm十六 

【一一£ 4齡にぎ$て是處に齔かす"利を酿てて愛樂を取るものは"是處に就きたる人を羡む{:至る。 

【二一〇】歡せるものとiふこと如れ、跟めるものと〔會ふこと〕勿ゎ、愛せるものを見ざるは^?惡める 

ものを見るも亦〔苦なb〕® 

安榮品第十五蹵榮品第十六 二三 



闰膝法句經 こH 

^-^usT ^ ^^ 6 6 ^^ ^u ^ ^.0^6 si, rc0 

【二三}®sより逛悲生じ、免好よh怖m.-屯す。よ6配れたるものには、-n^t、ぞ針Mめ 

【二三】親愛よ赢悲生じ、親免よ4霊f。觀よれたるものには、霧なし、獻ゲてぎあ 

らん。 

t-1-Eご藥悲组b、喜對よ.^！{磬。ハ綴よりgれたるものには、•駆なし、！！<ぞぎがあ 

らん0 

TJ1五}貪欲よb憂悲屯li、貧欲より怖把却t齡紀よぅ肥れたるものには，^^なし，獻;ぞぎ把あ 
らん0 

r一二〇揭免よ-^茲悲ifjll、洪免よ.^怖提把ゲ。漱漱よbyれたるものには、ぎぎなし、！^ぞ阶*あ 

らん。 

知の迎ふるが如くに。 



rn1〕不苜Eの法llt常25:不及の法の葸1-て* か指す® 

齡您甜H十七 

e一 11一！J奶れる齡&を齡すること’断^^ビ娜するが如くするもの’^のんをぞ私は調御洛と-ムふ’他 

は睢手綱を執るものなb。 ミ？ e? 

冒。} をSてぞ獄は歡をSてぎジベし〇蓉5徒には仁寧愚て、良-口の人には.S叶 

を以V克つべし。 . 
、 ， ft ■ j し n い«!: こ15LよてA:1二^_ 

【一S &&ハ、奴る，、i一にても求めらゎなば和へょ、此のコー事にtて、諸天の所に•，们 

【一臺ーザ皆なき！^は、部にがを齡して，5^■死の所に娜气您處-到りては憂ふることなし。 

雷一PP七，1ぎに■し、褽むtのの、®は撇びん。 

ri一一d £^影藏、1は把くして、が此柯れるものに氣しからす、印く「1は默して也せるものを謗>、 
r rri * % r:c * tbj.* し >n |1*し^^ 5 

和く 11るものをIff,てあ<1一 nふものをも泥謗る"世に謗を受けざるものなし右 

§6沉l:SMられ、1に■際めらるるもの、氣がにぁらざbき、未來になけん、而して今もぁらす。 

【霊、■】fゐ' &』證F、,して' ■〔fby靈|もの鲁，日日1ぇ1,ぎ 
,〇ことぁらば、P13梁SHV^.isがI.ん 

S:怒：isfi十七―.五 



一 

阈課法句！S tH< 

C-5】身腿乳をfし、r卽く槪せよ〇射1てて、rs®を蟛せよ。 

r£nM組をW護し、nを妃 <鰣せよ。くni^をぎてて',£(:慰颭を蟛せよ。 

1a獻淤黠をsit、飯一^く繼せよ。！4鼪を，てて，無！iiiを騎せi” 
^-1 0^PK0<^T 0,^^. snt0h^a^Mrr 

c 一猜2寇〇 au®婆塞の名^:リ•以下®偈u佛の此め俺婆滋か敎へ給ひし時の#Jなり。 

歡歡龈齡十A 

るなしa 

め銎地に到らん。 

^s 0ft 00K 麗 
老死に入るこIJ6らじ。 

【一— iょ-iぎsぬ.ょふでHKH<'#li船をiむものはふの_Qため 
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雄探品笫十八 
一一七 

(:赞毯•!.導かる。 

C1SKSの妒淝は節一せVIな\ |氷獻の妒妒は艇钯を鋩yな-"、色の坭穢は怠慰にして、防誰の 
< -ft 

诟遠は放逸なba , 

【一因二】^is5?は8£にして、hs©5(一)5?は邪惡の法'なりふSにも&世にも。 
cllwdおょりもglぼ於き斯ぁb，雛飢は厭九の垢なb。此の垢を棄てて.、諸比丘，無jrの人となォ 

t齒】船虹の如なく，くにHに、sg:/に、無Sに、心强く、两れたるものにはdは7勿t- 

【璽】^^1Q於ぁ.C-.、齡J齡め、ぎなく、S总'仏なく、氣淨の生を皆むものには〔注は〕難M., 

§「！這生き？？&でSSをii bふのy*iに於てんの美へざるを取り、他人の婦と？、加 
が—3るパ'ルの把^て||鹄.る。 

【11S八】I奶の航くして船齡なきことは、OTt也なることを知れ。貪Sと非敗と、長く汝をKに陷るな 



_II 

z 

〔過を〕覆ふこiは「詐ある賭者の骰子をiTが如くす- 

^s 0^t 
l' * r 3 ^^5 .t7Aぷっ怯ふ ほか こftしょぎや5 じやゆぅ しょぶつ 

【一一量一空中には路なく、沙門は〔佛法の〕他には之あらす。諸行は常住なるなく、諸—には動著ある 
なし〇 

2〕或it邪Mの法it®なリ〇〔二〕九阚の註かDiio C三：J滿龜とは煩馏か遨すことにて•阿羅漢果U達する?>云ふ、斯の如き人は 
煩惱か遨Lて、阿飆痪果か将るMi能はす0 

ぼふv，.rEA.だい 

法住品第十九 

【一裏】が齡をiて斬を肥する、褽にtて紀lのがさあらす。gい狐もヂするもの 
は良者なb。 

【二五セ】Sならす' Sにょ。、lf,にぎ％ぐ配に組らるるぞ齡、〔概ぞ〕藍が^"と撇へらる。 

【-S〔んの〕祝5&る、t街〕右にょ上」IIたるにあ參。黯t，恕r、群き〔もの" 

【-1st念〕錦くを齡Sも热だボB救たるにあらす。Mを奶くこと組しと獻にて敦をSぞ妃 
を等閑にすることな{ば，彼こそ法の誰持者なわ* 



』■ 15C #3hrl»や545 -Stくzric^c攀くIrl > 

【二31〔A1'の〕krの白气〔彼は〕之によ上」長老たるにあらヤ。斯の如きは、’■して^ 
ひと iな 

る-^と稱へらる- 
けALや 

【こSA?I:^;4配iirとr挪と，0^謝とぁり、此の^配を齡きたる此の賢者こそは、長老と稱へ 

らるれ。 

Jarつ つ こl>l * 3r%tpcAl^ぅ 5siとA: 

slwiの齡をMち、®;絕丨塞して、此のm;爹を除きたる智容こをは、善貌の人と稱へらるゎ。 

【二六2が^;1して藍叫を||/ば，齡を刹るとも也門にぁらず。卜若し/欲个ルぁ.らば，か綺 

DS备し鑑て爲の輯參fばバ獸をrるにょ4msとがけi* 

ウ震}§ぎ|:&を&ふが齡』|£<たるにぁらず二切の法を學ぶも、尙ほ 

^究^:究一紹船がゎとも^^にしてぜなくば^ぽにぁらす^一㈣衝を取るが如く’き勝法を取^邪 

を纪っる1^は、槪wよ卜て妒ぽなり。バ把！把の吴献ず共-知らば'^之にょりて牟切と稱へらる。 

離の樂[:&るることなし。比丘"漏盡|:達するなくして10恃すること勿れ。 

法住品笫十九 二九 



Ho 

2〕傲1:ても聞きては•法1:隨CA* _!:隨ひ、大法小法S依行者iなy,身！！苦鲦か知りて"四架諦か兑ると解1£リ〇〔二〕比jgl 

u(tli_0鞍われど1屮に乞人、乞士皞と課し、他1-食な乞ふもSS義ぁリttxt〔三〕根itはか屮，itixが！^なり*權衡か 

取9て#かMらんとすゐIのは、多>11過ぐHir取去少ければ逝1:加ふ"惡』粢ズて藹か取るL亦斯2如し。〔码〕勝法iil 

戒定想解脫解脫衧見を云ふ、此の蘊娣の1|!:界|:於て*衡か堪げて度るが如く、此鸽^内蘊なリ"此缭は外蘊^り#，斯の如きの 

法5リ、兩蕤共じ谢るを其ふ〇〔五〕内外上下镩の別‘知るの窳0〔六〕璁者の原詒/?:|の艮|1には「敵」の菔ぁリ-故|1生命 

か寄ふ云一ふ。0¥〕四作淨戒夂il十三頭陀行か行ふをKふ。CAM蔵堪か忽す5‘耷ふセ 

歡挪辦1一十 
『J (I) Jい(II) 又 ^9 さいじや今b i< はふ さいしょぅ f 5ぐげんしや りや54くち〜さい,VA 

〔二畫一 八道は道の最妙"四句は諦理の最上"離欲は法の最勝にして、?具眼^は兩足中の最铼な 
h. 0 

ts】知風を淨< するの道は'：^ 0の,〕に射ならす。把齡ゲ5齡を斷め、ぞれ-ぎを£^ 

C羞一汝等此の道を往けば、苦！Iに艇す。卿は#組範の〔配Vぜ知bて、齡氣のために虹を記きた6。 
filAp ら 

を聯る。 

VAL 

【一2 

11 

一 
4いぎf-* 



い！ 

s】rl_^?、iく，配lて、,に麟V £ ■組L一て新ね雛—のf避 
しやち みちえ a 

Mぎぞf iし，rsをrす，磐の—議|擊ば，黯侃の鋩き 
f:sみち <, 

給へる道を得ん。 ：し吩みちし ちA t 

IISSよ‘■ぐ益ぎれば髮嫩ぶふの，？非r、-「種の—知上」、1の^ 

I く“く pf 上。 . 1令-ut 名— , I 

冒てV煩ん船のriしを妒れ、f f汾るぬn f bは危f下生^ 

皆、嫩衝の網なき人iならん0とミ :! t $ —"し 
ttsfflfer把riす—®いて：もぎ—亦ぁ—'の心slf"乳—の 
，-1 V-、 tnl〔Kじや ctや IT みち 

IJぎめ■を矿つこと心を似て辯のtKrgfし、tのf給ひし寂靜S, 

涅樂を私長せよ。 -ミしゅゐ しよづ 

I】「だf ,雨f fん、魏勤の®ぷf〔ぼ^^ 
さと 

覺らす I . : t , .* * tafcr ゐ キ” f ‘ t. 

fi 

如し。 

笾品飯一一十 
三一 



國譯法q鐽 三こ 

t一X八】兒も、父も' 餘も恃怙にぁら中、死1E?にSへられたるものには"齡厳もだ^ 

〔羞ぎょ名SV齡？g乎'ざ矿f名、驗にgtlt、i釦く 8 くせょ。 

の篮1:兑^ザ〔^灭然§續,猛歡遒蛇等の危險わるが如<、食蹴癱烦馏0林[:も_饨の危雜あづ、1|1りて斌馏ん」林|1锊へたる 

なy、破tt VBg C林〕Va星ぎC下生)には共に又M馏.欲等©®あり"三四四«;參照® cssw、寂餺の遂4%長仗i•涅趣 
ft苒迸の說去鞛ひL所なリ〇 

くれ5A4KfAだい 

廣衍品第二十一 

1】すぎを瓣へて、piを齡むものは、德の露に—れて，！！r-齡るるこiなし。 
D5E_0爲すベきことを爲さ^、爲すVからざるこiを!！し、lilぎにIて〔耐も〕於ぼなる4©、gるA? 

の諸漏は增長す。 

I一】齡に靈じて’ をIし、4f Irて？?£をp、iして浐gぁり、m 
る人の諸漏は滅盡に至る。 

^-3 ^i^iI' ^T %-c^S " 

【羞siFをgし、H-i摩 

MQ 一#SのぎはSにKf:b、擧1.系に®する雛滿に—。 



くどVTLC ね 逢4tk 
【云七】M最の弟子ti常(:赍醒せり 

く f* でし つaか％/せい 

【二九八】顧逛5弟子は常1:覺醒せ 
くどATし. つね かく1^ル 

【元九】猥憂の弟子U常1:覺醒せ 

11數の弟，子はWに霧せ 
【81】狼蟹の弟子は常に覺醒せ 

1 ,K- r P - k,■'.jn-l^^. _«»■• 

19- 

h- 

hy 

【18一】猓蟹の弟子^馉[:嚜_$ちま『1宅^{|^::3;1 f 5す かfidじr 

I は蠍く，f uiiは雛く'へ&は_ く、f f難く、同輩と榷むは雛く，交^ 

1Vされば蹩？tf齡ぶれ。 .！：- pli 
S一}亂あiLSを备しふ去と嘉てるものは、其の？ぼに隨ひ隨vide/ 

—1靈は觀くiは—こと、證のf、■£齡はf uifるこiなき，f夜陰にS4 

Mi S數髮& t船起に，t 

科ぎのm矿沉に：する船i僧にぁ-^ 

kの、glllに黯〃&じて。 

k^sls签をIIて。 

妒の■!!繫に|||をiゲて。 

I船1•戳％胃mして皆むこ4¢、ヂp娜して盤&しむも1 
rtlを—4?iしc、f f S"「我はSる王の子• 5某？大2子合し矣ひ"*5c*[:t#IりてS 

11"釋隸か時pは汛遜® i呼び?:40 

|犛_二十二 

旖衍品第二十一泥难品第二十二 
三三 



阈課法句綍 

の人来世にCありてはiじ：IO 

【：S11、a制¢1し(二歡1くるょりは、船して盤に阶た-。齡ぎぎむぞgれる。 

1t人は惰にして、f"f ®rものには、四裘\不靈f ^ 
Jv*:l、 -V, !37 ■ ■ m rlt%*& 

-r Hいfirいぅ 

晋、笫四{:泥擊〇 r J 4- II 4( oi -3 

^ fsmf. § 
人、他の婦を淡まざれ。 

羅 i<。 l 
s pmf0p. fsf^fit 

こと多ければなb。 
»<rrJ-« 

でs】ゞ業はぎ！！ f、霊はiv至〆てfgく。rてfgくことなき^^ 

i ^ ^F ,^m( & ^ ^1 



^ 
議 S * ■■ ' ■ ■ * * 
— ^ —88 

k^j i^i ^ w 

の 
は 

過ム過為恐？恥は]!; 

に をな づ 

ii 

む1 
〇 

な 
& ベ 

■F G所！か 
見み過ふしるら 
、の恐？ざ 
過ミ念2をaる 
なを見みに曲 
き爲な、恥は® 
をし恐？ tr 
過レる ' 
な過ミべ恥ょ 
しあきづ 
とる所iベ 
見みにじみき 
、過ミ恐Iに 
正為ををれ恥u 
見A見み見みぢ 
をAす■すす- 
抱S 、，， 
け邪怎邪怎邪5 
る見:I見义見:■( 
^ 1：I： I- 
生I著3著？著| 
は$せくせくせく 
'るるる 
善ズ衆i衆な衆念 
趣i生怎生名住5 
には5は，は5 

生ミ、、\ 
る惡ぞ惡t惡t 
°趣,レ趣S趣》 

j- t-に 

到おAい趣| 

C i〕賭經菜集六*KHg〔二〕國民の僧仰[*19て施す供餐物0〔三3茅じ似た3箪€>1_0 

象品勒一一十三 

雪】ゎssml^lるiの、部を謎れた4?へ^岁浐 

saAis^iけ？をB®t^?r?t打き，把は赛れたるに一!气Mの时にて、自制當 

ぶti最第一なb。 

【一一i.三：3ぎの響れたるはぎく、C成部き(-被駆踔は善し，大傀象王は菩く、己を制せるものは更に善し。 

雪5解ずの齡掀に&り¥は、みはwo一)‘至の地E:野〇ことなし、己を制せるものは自制にょりて 

tkのsf恕すること' れたるに〔翁りて行くが如し〕。 

»品餌二十三H五 



!S課法句趂 S 

*樓む〕林を愛慕す* 

【一一三五】—愤にして湛食提眠、錄■してI<する愚者は、％がを阳て締はるるが1の姬く，齡齡船聯：ん 
る0 

?ニド!?%僧Iに艇Y I&せて&配しf。嗽2 く為Iするこ气s 
lieの?1象を〔制すto〕が如くせん。 

【53傾勤を樂とせよ、15心を版1せよ、嫩船よ.^をすくこと、配！^に纪の紙くせよ。 

【一-三八}ぉし思虛ぁる、考行のiM%一、の九に得ば二弧のf雛にぎ.r、銳截t艇して、槪し”. お£な 
行r 

伽林中の象の如{"唯獨6 1:へ。 
【雲】獨4むこそ好けれ、恩和と2たるはなし，配欠^Iてf扉を！；す姑れ、_なることSぎ 

D5ず私&5數を得、船！5は被配よ-®^るも艇し。み制Muも8街5難し<、一挪■の5nをぎつるは 

Iし。 - 

c養】世に仰たるは樂しく、世に化た0は！！し。tに肌gたるは！！し<、肥に露gたる"&し。 



Cf 3辛!!■«度•仙Fe婆*r:IJ度河の流^地方にし弋名馬を糜す。〔二〕不至の地とは没餡の鉞?|-葑ふ。〔三〕長老偶七七"】ニハ0〇 

數衡口 111一一十四 

冒】_fIは，鬆elr-」とII為し、"靈Ifi姐！こと'齡Sを齡 

2と 
L fc- ^ r t んぇふ お ■者 

D裏：I _し聯しlて齡し鏘き、f ■にぎば、_ 
7£ 

0SHし。 

d墨されば巧製に矿げん「窮^Jrn.ものれ、歡ssffi"命ること、使尸羅某むる 

&_1|-2歡へば"kのfの、ポf くして亂ければ、fる〜も再0ひ生するが如く"®執は之を斷つことなく 

t垂一〔gttsヒBSにS i、&4は郝ギして忙す。此の.鎗のぎで？蓋ば、8麥以て其の极を 

愛欲锒一一十四 i 



國譯法句fe? 

&にiる。 

s二}欲に衡はれたるIIは、ilにSはれたる影！^く漱配す。槪iの纪めに嫩せられ、5ぎにぎ 

1心谢に®はれ？龜が、戰にiはれ？影：gく影す。されば配gをIめる^は，gが§ 

iのがPょ、〔■を〕iしてs“t?。 

るiiい。 

欲cの身となb〕、财辦を棄ててmfllす。 

r 一S1欲を1しむもsfemfe-a哪ゲてガること-撕ぎの^ら戴りたる緩を兒る^が崎し〇獻勒は 

【コ因八】先なるT齡去〕を棄て、良，fTがぎをfて，ぎを^てょ、〔斯くするものは〕 

®sの％齡にiれf一挪船に繫rれば、gにこ？Sじ。 



1 

ぎをi くするな-'。 .；く‘“* stiかK . ? n 
1 f .$f0s}k0f f§i?^ r^imi 

ん* 

【雲】S)SMWS&し、故iなく、齡を艦れ、敦なく、生有の船を斷てゎ、是れ其？-,最後身なぺ 

して'蒙_4f/ら ：,！；象t 
【一一一最】(*c觀3紀ずゅるものに贫ち’所窗ゅるものを知^^所有ゅ-る法に於て汙さるるザなし反すゆ 

るものをぎ」，i■のぎ齡て‘を&たり。りiりて、證をか〔師とJ仰がんゃ" 

【一-墨】粑紀は％：^ゆる"施にiち、船虻は*所"有ゆる虻にぎて鹋鋇は矿有ゅる樂に勝ち，愛盡は所有ゆ 

る苦に勝0e る苦に腿つ- K tちしPそ み 

を歡fこと，〔猶ほ〕hfをSふ〕が如こ。 V 
5QmnはM齡©ためにS&れ、*iのBSは1只Sのために扼はる。されば離欲の人_kせる〔物-一に 

は，大果報t。 •!ベ I n. f S 

【塞】m-f:はS朝のためにれふfe,sは略敷のために祖はる。されば離赋の人に施せる 

愛欲品m二十四 三九 



は大果報ぁb。 

w ^ ft 0^ ^ ^ ^ i 2 ^ a- c 

.§m¥^fs^mf 
は大果報ぁ6。 

^0^H f c-..- sir iT> ^0\0^f 
: チ^:， i 4」^f 4 sf3pog§ i5ca tum と沄ふ* lMハ序ポトr- t?く A5J E 

£—4 i .ひじふ lIT!ゾ〇 3へが^-^4r/J?0S 齊？f ri 

IUAn^* wSKS:t?,^ - nr^ 

しゃ&ん№4.だi 

沙門品第二十五 

pgtllはf、f If If Trf、& 

、—i 



ぞることを知るもの、從を〔人は〕疋丘ょ呼ぶ。 

霧e を财1し、に11bて' 01敗ならざる配れ、3し^と_とを明さば、其の說 

く所は、甘味なb 

4rやぅKy 

定を得ることなし。 

f o 

s八】ぎに齡じ、辦gsブ！s、紙s.奴處、諸忠息止、安樂を得ん。 
IJ-H2 iv.iのを艇をザめ、^■まば巧のfe〕は斯く屯らん。貪欲と脱潔とを棄てて，其ょり汝は涅 

ivfio 
槃に達せん。 

巴差；！S五を斯ちg五をぎて、!！1:を五を槪せよ 
Li5 

稱せらる• 

sllPせよ，靜なる一气容■にiはしむる齡れ、靜に4〔ぎ飯にf觀〕齡 
沙門品獬二十五 四一 



Ic 

ぎ 

丸を蝶むtれぺ斯だAかれて「gし」-^ぶこi姑れ。 こ 

I fff£mf. f^s.t 

を知-^、戒を以て〔0ら"j篆す、f<如^5ぬの、ゼ科ジ拉卸い齡齡>A1はじひ 

ryょ、f_f ㈣1Ffの矣4 If >義 

H 一—誠め、己れ—!^ょ.f门せば1rpgf、1r' i鱗 

1げに s れsy に——W is'f ,isf f る〕 

S3 _f、断 VSLgrlr丘は，&ぶ i, f 



【sl】Ji:ぞ勒训なbとも，圏が^に獄勤ぜば、祗此の世間を照すこと、雲間'ヂ¢1る月輸の如く 

ならん0 
ci〕還含壤ts、sfそIf晶2指し2ふ。〔512—其むぐ5。8SSし2 

ふ。〔四〕此の身iy邪恐惟の水か除くか云ふ〇 QILHJL下分結、欲界に猫すろ五稀の煩惴，欲界ft.M•身見•戒■取兑•疑。〔六〕iL 

上分&、色無—上i-kvls—•色界食•11.寧S*無明。51、信#f午隸"〔八〕|の著'字 

g•班-馊-兑〇〔九〕vlks. 

1Aatsl難一一十六 

i 0f0sff. a—' mp£f. 

らん。 . . ：， 

0f^Ti ^00 

一^mi 呼ぶ。 . . 
【I3】ftぶりてiacをf、船iE^feじて■ぁるなく，(ir.tL利にM?もの，把はこs響羅 

門と呼ぶ。 

を以て！!て晝夜に先る。 

婆糴門品第二十六 四三 



阀譯法句銪 

【s】婆羅H游し心，:;の齡g〔するlょip4配M V軒 ぎて 

^は身にいiiで、乾ぼpt ^ 

一敬ふ〕が如くせょ。 I 

へ—A*一 -* 

【s五】弊衣を落たるAL*の^せて\1'<寧歡が 卽53?^玫ぃ ズし •一れ-れ 
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Hzhr:く-e-や*^ .4こしま 

す、我が之を度^するや邪ならす。 
みぎビリンダ、'-/-■/サもTA5 

治畢蘭陀接蹉長老 

【5】(八^一^にM?じ、パ®;雛1:起し、0:b"離して、lit-1の世(:ち彼の世!:も、欲Mを阶てたるものは、6 
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ff ?lj14tl/-l1ra i マ 
註するが故にぢ5¥ Aしf V。s〕f iyisssf金s-」s處s ro_ 

f頌品笫一s 

J I 1131 ^ ' ^[c 111 
T 4,3py-i i-1 



鹛譯：：K老r4 

文—SI、本課に3f 150 — rf Ssr4 ±§KSた 
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右ウッケ—パカタブッチャ畏老 
- >,?/、#=#>Htmふ 含f.®L#■. 

t^】ぁらゆる槪£に艇耐デる对眼だは©がために3ぎを智れたまひ"我は其の法を聞气樂みて门其 

か立ら—ぅ みTち？けrt士ガノほし 0 
の：；一側1:住しぬ/三明1:達し佛の敎を成じmれb 

pttや ri ラ 

沿メーギヤ長老 ' : 

【六セ】^說が撤働を齡搬し、ぁらゆる^Tiをif/齡し，%k&_を^:說しtfl“ば^今ゃ〔^ 

あるなし。 
J#rち中5ら5 

右エ—カダムマサヴ-11ャ蚤老 

【六八】_+;^立^を“らす、の卽に®iする赞ぎ、斯S靜にして常に正念ぁるものには、 

贤憂あることなし。 

右エークッダー-1ャ長老 
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HSMBhhhbbhhH 

M蹕毖老保 

^ O^PMUr 
Ayちや.^らぅ 

治チャNナ長老 
^ ; It こ とこる3)**3■ 

L^CTIf' 1^—^' 

み'rちゃ5ら5 
右ブンナ長老 

- ^1< 
C三〕顧M沙随王を指す、£|如ズ比そ，：5|: - C。 * - ^1 " -4ブ-ん樹0名4-得た*〇1の矣ふ〇 

g?A す〇〔七〕P.P;1 ジロ 
«い し卞5 

第八章 



みす ちfirら5 

右丁ツマ長老 し k —i 5 , s sli ! 

「ぎが；ffい、齡みこs、死せるを見、5t,^盡に達せ—見、興ょb我{1諸め樂しき欲を 

ぎてて、黠して影しき。 
ft*e.M-らぅ 

右マーナヴ©老 

Mi l^list、街犯^4、新卿とg^T、紙て也丘には之ぁることなし。 
今スヤーマチ長老 

の^會するは善し。 

ヂTTダ％老 . i ? ? $ 
■艇れるものの®，にあbてMれ、iれたts間にtて起れょ、住せ1の中にあ-^て 

rf Sし なか r轉し', 住し"樂むものの中E:あbて樂まされ 

齡ビヤンデャS老-::^;、••て？<11.-i 

散财©^、P粒せ、嫩に雖で對とする贈gせて齠せしが"我ゲ1 く制御— 

こと、佩を把れるもののm象を「制御するがU如くせん。 

gハッターローvフック長老 ，i 
i して，霸獻齡を_し？、?^siのぎt華し！^霧はi止せ6 



1 

一八 
嫋課©老侮 

れぬ。 
4-srtiTIJ^ 

右メンタシラ長老 

【八？？我が|<卜4はふ？|穸 

〔こ彼に應fん4し時、之な拒みてで*綠度し550 
だい ；5 

第九章 

【八一一】(-一)妃ょ、む対にgf、霞にして、，が㈣，r、g?」ご龄 みrlzs 刊t,盛‘す1##のためにmまさるるこ疼} 
右迦葉長老 f 

^ 0^, i-' pp^ 1 

§ (IIし、iu緯，p、卷‘fん冬气 



Arrt -h 

右ニータ長老 
s}鉍艇に容齔の11を賢\ ptl:^り妒歡tものは、ぎ 

みITちやITらう 

右スナーガ長老 

s】iのfebぬなるfの纪くの說乾の歡は、fc:のgfの亂く！H嫩に歡rものにぁらずと、斯く世 

11iは船を歉めたA*ふこと、巴の& U示すが如<したまふ• 
ttrちや！Tt;5 

右ナーギタ長老 

みぎ ちや*re,5 

右バギッタ長老 

C八八】把把が4をTkf;ょb陸に揚ぐるを得す、大水に漂されつつ諦现を覺りき。 
みぎ ちや！tvrr5 

右ァッヂユナ長定 

【*】祗Iをきぇ、M1机を1p\&は〕與凱辦とを齡れゾfゅる橋取基せ办。 
み含 ちや！rt 5 

右デーヴサパ長老 

I f^h 

再生あるなし。 
みyちや 

右サ—ミダッタ長老 

U〕今後也か受<べき素W尸〔一一〕ilts做it迦葉疫老の你"畏老の遠行1*送りT:るなリ〇Qe之(I世tsの■子^走かMめt;iひし 

一頌品第一 一九 



lill 1_ 

0 0 M ^ 0 

偈なy。〔四〕之It敗雄の一一，夕15老.,4めたまびし偈なyc 
二〇 

_'で- 

節十勢 

鏺佛は，法を說き槪へり。 ‘ 
右パジブyナカ^^ 

J f0$ f f 
の如 <、其の跡をmることMlし。 

みぎ一 ちやぅらぅ 

右啐ヂャャ長老 

,i!t-5' f f T-?' mff it T-s' f 
びる？、Tプ气諸欲をおめ•さるもの、gは^2をおむるにぁらt 

右エーラカ長老 

农メッタデヤ長遒 

かじ* 



みrち^！^ら5 

有チャックパーラ長老 
1柏の樅をry辦て：へのijl船於の树にS%ぃ、ザiにょit •味し歸し？0 

右カンダスマナ長老 ：L . -s /1 0 
【九usMIgとく、鈀釔と船脱とをgてる鎅を棄て、土製の鉢'—れ■^是我が雄5 

沿チッナ長老 

s f£p0i 
istll^in が p はIIず。 
右アバャ長老 * 

【九九】辦SをL體するものは、Sをぼいて數加^^氣す、氣ぎが心ぁるものは之'基受し、且つ愛執 

す、SiをiiF‘齡がmiiはず長す。 

がクッヂャ長落 . 

【一00】黠|;献し、與ぎ2|%と』 

右-ァーヴサヴ暴茏 

〔一〕彼王族iり出でて出家し?:40 

f;v' 

第十 
LT 

J珀品射一 
一一 



.’ J『3-*.T'rf.c'--s'.: - 

謂If疫老恥 

r Ifき^^」—へすf大事iして懶惰なるものは、共 
食を以て飼はf大豕の如く、氍觀黟^る。 S 

frょぶ1證， 

^- ^ ^0w- ^ ^3 7- ^ ^f^0f ^ ® i > 

三昧に至ることなし。 f 
T?， f 言 

オセーツッチヤ長老 

f0^iff 

•A'rsや5ら9 

希xンブラ長老 

fMrf 

^1 

姑；タヷK 



みぎ ちや^if 5 « 

右スヘーマンタ長老 1 f iAp f:〇lillrを-L{eや*^ 

C5セー孤聯SLてずを§g1rT、ffi家の身となれb、三明1:達し、佛の敎をぬじtんぬ。 

相ダJIマサヴ長ぎ 

【Is〔M〕mぎ十ぎして_し、三pf、®lpmmr。 

翁ダムマサヴビッ長老 • し. 

LXこAほしいまま <f (II) 

諸根を縦にして住す。^ : 
みぎ ちや气らぅ 

右ナンガラッキタ長老 

t二〇一斯は&^娃％を露がれて[1!?3(:您ぎ:^勝を獻し"ギ^^ 
普た， 
來气 

がクサバ長老 

〔一〕沸世:®か云ふO C1D彼此S侮か作りて"其の同行S懈怠者VMめたり® 

11十一一戴 

c三】3iはと遂げ雛く、餡妒は，住み雛く'は船8に'は^^ 

ベからず、常に無常をmr念するぞ適はしき。 



Ar 阈罪f£老© 
ちやラtf 5 

右デュンタ長老 
二四 

kiir/ツ产ヤ,fl IS Jw ftl 相ヴッチャゴッタ_フ， 

【ニー】J】淸みたSがぁ&、对なる默松；^ゎ、l^M?IIafrr"^p、fes4 g ; 
T L ?フ ？ Iぁ ft鹿嘉-、水r草〕セ，Tラに覆は气魯のm 

nは我をrて樂.ましむ。 

相ブナヴッチャ||" 

でS -〔在凍s〕pをぎ‘とも、fの；^忘しとし、敵射の靈を11もの^ 

*$デム，夕爾 

ttrs:.かな^ち f Us*4f5 
右摩M那雕長老 



みrやLIちs 

右耶舍長老 
— trllff 

「K】組が船るることは^もづるが如く、衡の贫の形色は他门の形色Vの如くな家を離il 

<p^rip^0M, 
みぎこAw らちや3ら5 

右叙M羅長老 

nil丸】槪配を扣銳せよ、！i嫩を監驅に把めょ、膨缝、術思せょ、嫩嫩なることなかれ、汝空噪{て何 
は上0 >*A«\/<>-s?> なに 

をかなさん。 

tl伐地子長老 

【一110】泰は^せられ、〔が£製は既じ飯され？二1?の亂獻にぼし"现は諸漏の配滅に到れ 

みぎ ち中5ら5 
右イシダッタ長老 

0f^0tv. 

Glriur'tipかと云ふ樹3名なy。cllDi:!〆か樹名"苦好みて食す^^ 

二駆鼢#ーー：-一 

«レ Cや5 
第一章 



^微设老海 

【三二】此の患雖を如上し、街丈把?;^^?。卜、3 5。^ ほ/, 、5れろじん六ゥ 
f SI!" ^ 

fff! f£Kl 

鬆なるp鬆鬍Mll4のf r，た—ぞ。 

—0，”五の{るぞ入名、ムフごフ厂¥びつつふ厂|ムく。 
1sd f かJ、j— 

4ょ名！、之ょりしてpgきに哪ることなけん。 5 

右ヴルyャ畏老 

fsffrf^ 
2' f iff 

c-J假令メ三船ぁ气死sてf飯せ！も、が勒樂かf 抑髮？iみ 



【=£人の此の世に於て紀食を得るものは、彼假令邪法の徒なbとも、此等のために恭敬せらる。 
みrちやをら〜 

右ァデナ長老 

【一|-=】我師の〔法を〕說き給ふを聞？し時、一切智を具しバ他1:〕敗らるることな？人{:對して、疑惑 
ぃだ 

^1t力r■ちき。 
f:いしや5みちhひと だいゆ今し さいしょぅ ひA みちかぅろ f *rへ おい れKrr*i i 

sfa隊商を難く人、大雄氏、御者中の最勝なる人"道、行路〔等〕の上に於て我疑惑する所なし。 
みrち中iTら5 

右メーラ•チナ長老 

【一曼】惡く葺きたる屋舍は、雨の之を侵すが如く、修練せざる心は、貪欲之を侵す。 
X ふ tLや あめ これ%か ごと VKA taとAtこれ 夸か 

【13】费く葺きたる屋舍は：兩の之を侵すことなきが如く、修練したる心は、貪欲之を侵すことなし® みrち^-5ら5 
右ラ—ダ長老 

れ しや5 つc Li〜しやをしへじや5 ら *T5 Li_> やぶ Lや今5{>©ぞ 

【11】我が生は盡され > 勝者の敎は成せられ、羅網と稱せらるるものは壞られ、生有を引くものは除 

かれれ^^ 

【113我、彼の利益のために、在家を出でて出家得度せしが"今此の利益、〔卽ち〕|>らゅる纏結の減 

盡に達した-^ 
み, ちやtr&il- 

右スラーダ長老 

【一一3婦女に因はるるこiなき牟尼は、睡ること安樂なむ、常に防護の婴ぁる載の間には、正理を得 
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第二章 
AA ちf? 6A ち ^ 

i flmt f^^fp. 

〔として〕僧伽の中に住せょ。 

右マV—チ**ンダ長老 

P2霧晷V軋V繼の繁にょ—が齡まし、P黯じ<テ 
璜ろ 

Mぶることなければなbo 



X t 办と— ごふ か^コふ 

t一M】審にても惡にても、人若す業をなさば"彼は11なしたる業の相績渚となる 
みぎ ち中irfelr 

右ヂョ—チダーナ長老 
ちi す ゆ せいめい 5しな じや*rしやいe>ちS あ^かをがU みa -I 

【！1】霜：夜は過ぎ行？、生命は喪はる。生者の命の滅ぶることは"恰も小河の水の如し 

P ちや今ら> 

右へーランニャカーt一 長老 
ffいかい 三 おい Th.^9 i くrい の しづ ごと お&げf:い ひと X i吾 おのれ^とひ 

【m七】大海の上■[:於て、少Mの木材1:乘りては沈むが如く"同じく懈怠Cの人〕に依〇時は"〔己〕假令 
VAせいく£0みtヴ かげ亡い LやttAとほ 3 

燕生活め身なりiも沈む、されば彼の懈怠にして精進乏しきものを避けょ 
せけAIf しや’1;やせ4し/！.<AL Lや つね しやWじAはつぶAし^しゃ i <? 

CIS〔世間を〕遠かれる■，專心なる禪思者、常に精進發憤せる識者と共に住せよ。 
み，-I もや， 

沿ソーマミッタ長老 
ひi1?く ひi ny*^ 1 ひと ひと、-こな ひ4 ひと そこな 

【一2九】人は人に.縛せられ、人は人(:依る。人は人にWはれ"人は人を痤ふ。 

£一吾】人彼(:取りて何の要かある、或は〔ぼ令〕生み出せる人たbとも、多の人を鸽ひ行く人を檟けょ。 
みず ちや 

右サッバミッタ長老 
だい からす&£ い*0 ふ C 4 を 金亡-iこづ を 打んこづ をtfc 

【一五一】大にして烏の〔如き〕色せる、>1リ—婦は股骨をrrりて、又股骨を〔折b〕、腕骨を折bて、又 
hAこ〇をt*くろ & 4!¢ き /|厶 おのれ-WK^tん3T 

腕骨を〔折り〕、髑髏を切りて酪器の如くし、〔己〕篤信にして坐す。 
trち fl=5Lつ つく こ ぐLや さいく*rじや55 しつ C く 

一:s1一】無智1:して二布質を作るも®、〔此の〕M者は再再苦1:逢ふ、されば有情の有質を作ることなか 

れ、我U再び頭〔骨〕を切られて臥することなけん。 

一一頌ns笫二 一一九 



0 0 0^0 
^ y ち Tlx* 

オマハIカーラM老 
8 

as¥ ffi mff€ 
^so ^0fKfx 

せ"^ * .ネ 
Ar ち T4f 

*チッサ長老 

【憂：竹林にぁる、；gなる親群は、繫g紀齡样ふ 

11I 論遍—s、spf、PP。 

【i】我一±11く思惟せざちしょ夕して、船断；^巧 肋rこ，filijす、1く 1 
され4。 其资を故4しき糖浮{:して動ユ|く、貪欲のため|:佩ま 

0s#.1?妍艇轉？|5の^獻料1:ぎりて、時し^紋ブ、^fl^l ねさ 
.irf く 行修 L、?JC、Cを生有ょ6拔？去hi% 

右雛陀長老 

懸Lgrn、だ,f 1怎、だの「霞gぎ羿 



みぎ ^ 
右シ？マー長老 

〔；〕力JリIは趑場r-火葬め准を司れる秘人なり、彼女マハT力tラ1:雨Ml«腕及び！へ*己も興の侧に來yて弛L/:K> 

なyo C二〕1I,£ 一i1-7^ sr■至P3 of beh-g, 3i for 】】rg§ILi of relw€d Jif* 發の英課か與ふ，漢課i: 

身などの文字か宛て?:aかiiる、生有の素ssr:て朱來の*布か作るベ^#I惱か指す0〔三〕 1J»lt mfsTpB'wadptypo 

iiltfしや5 

第三章 
ゎれ&る6ろ今八 し#■ちf>れかつあい こんぜつ わがかくぶん しゆCふ われしょる ££-tA ^ I 

ti苎一我諸の蘊を識知し、我渴愛を枳絕し、我覺分を修暫し、我諸'Mの減盡I:遝せり 

【一空：Tl；諸の蘊を譏む、欲を拔气费分を修潛し，無漏にして涅槃{:入らん" 
Arぅつ^^ちや5 An 

右鬱多羅長若 

I:i}(一)把の把rをパナーダifび、kの宵亂は奶纪を队て齡り、攒に十六Gさの區剡ぁれ、商は之 

に千倍なbといへ办。 
i •ズL%^こ1¢ 货い こ15 ここ £一いT5 けA.f5ウlit 

11a】千のItl既3>り-百のFJPぁ〇、玻璃製のP腿ぁ6、此處に六千を七倍せる數の乾闊婆ti舞ひき 
みぎ やぅf,.*r 

右パッダデ長老 

tHs政がぁり、対Vるii進r變したる比^TC卽ち；}孤は-ft百劫時をJ:夜の間に追憶し气 

fi四鶴七くみをiiしっっ、鉞はi辭を二矿の㉟■しき。 
みぎ ちやぅ^5 

右ソ—ビタ長老 

|一頌a第二 三1 



一 

s 

觸蹕長老保 

ほはsisKr ?貪F4!き4なし杂 

みyち！P-541?5 
右ブッVャ長老 

^Bf 0 f, fpfr.f 
のw外、總てf、内にも外にも、な—fにき。 -泊 

右ブンチマーサ畏忠 ^ 

力如f 

Mpfif 0^.flf 

【言來ゲ慰ぎ、4の歸にgr、靈pigに槪て'L4をなさん。 



【一七Q妒奶は概1夺の齡の船(:、獄Tを批11せしめたまひき0fは.iの刹^T(: 

を滅盡(;せり。 
みrちV3f>ぅ 

右バラタ長若 

^戈一Pに赛し齡しぬ。l靈ゆ_を齡け—以て、■と斯^^ 
みぎはらfrcやtvや5ス5 

泡璀羅喷閱長老 ? ^ - IIF -n - : 

【■齡3が±Lに#?へ、Srにぎ^けり。fモ不滅Sを踏み行かん。 丨 

.tiCJ Ik いま -Cれ これ 

も〕なけん、今も我に之あらす 
みf ちや5ら 

右カンてチンナ長老 d \ 1 i 一 11«■ I _ ■ぶ y 

〔一〕此S:泛1—裳SIベたろ3。§或K_」5S」学t\clsカズヂf Kit 

naK彼*:先ちてm家し旣に辎潢果!:速し埚たり0 
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51谏M老拇 

iff & 

相，'ヵシラ髮， 

0ilf smfpfi —r 

心は〔其s也f f n、fぶてこそMせめ。 —-f破られfは又？る、 
右シヴカt老 

PM——、ff めに f f iし Pら—— 
『八K】1f7ものに霧せられ、Pデ•へ氍rtlr 。 

彼CIC虐〕をiはKgf iす。 I fill 

Fブ-ナs’ ' 

爵なiけ參llff、繫f fゃ、 

—r?—は如きf f t〔f〕また——t」pには—忘るマ 



みrt;や IrM 

右ィシヂンナ長老 
【s iriir二筘靈ビ；隊ち地に料す心の黯 

〔我が〕身毛锯立するなし。 

みぎ ちや！^^ 

右サンブラカッチヤーナ長老 
な そ f5た/|.，つ ilAt やくf-と しん？ v<5 く ？ ^ p _ 

【一九一】MrArかJEの心端立して磐石t:喻ふベく^動するなく"染荖すべきものの中にありて染を離^ 
1- :1 fかt^fl二こ^かくごと しゆn^l$#.くいづこ香t , 

恕るべきものに戴して您ることなきや、彼が心斯の如く修練せるが故に苦何處ょi>か來らん 

ベ—のに.iしてMるこ4し"^繫靖<磬せ為！^皆glょiff 

右キタカ長老 

151SSの齡赖がStを阳て齡らる&は、聪Sがために漱らす，雕各％は|"办1,人©紙歡するが 

ためなb* . , 

ワ^】把し8*れ齡1:|3でて3^£ょ卜阶もたるに、象は獨6進み行くとせば'我は敗ゎて生きんょり 
せ/Lifol.今しiさ 

は、戰場!:死するぞ勝れる。 
P と 

右.ホーチタャの兒なるソーナ 

=翊£笫二 

f^utr 

杳 T# 

蓋 



闺鞞fi老拇 
力のし 
三六 

i 

^1 0kf, 
みrちゃぅ^$ 

右一ーサパ長老 

我船芽に似たHを翊にし"^の把ビTて敢私のために、||^?^れり* 

みrち中5ら5 

右クナパ長老 
(B) 

〇免】カッパタクラは「之は®が；^擻衣なりJi〔安ひ〕、橄めて船きが蹈〔をfけて〕、把ぼの織を 

〔濺¥3法をff?へるのみ、IIXをmせんがためi:紙を衍rこiなし。 

r?一 03汝カッパタ、坐睡するこ4なかれ、紀の?:rVJがつことをなさじ。カッパタ脱^!のW 

に坐睡して、Sを辨知す〇なし0 
みぎ^户5らぅ 

志カッパタクラ長老 

Cf3小arM舍U御人の身^指し、H人とIxffi愛^指すonl〕v&ilHrvむjm_偈にいへるMの?:めに惝，■■さaa^-M邪-風M 

或は0现斯'痛風Q麵。〔三〕二3中？ 3K採雄S明へてソ’ナか誠めた泛51なて〔四〕此の二侃话饮の⑥へてカツバタク 
，比丘%誠めr:まひLLOなyo 

だfc* LやIT 
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t ここ おいsとI'lふ lat— 

子は此處に於て斯の如き法を證せん❹ 
むすうごふ あ？Sliおい'LAくれs^otv1/T5 そ 与ち. こ さい^しん こ しやく«-\LAこ 

【響I】無数劫の則1:於て、己身を獲得せしこと〔無數〕、典の中にて之は最後〔身〕なり、此の賴集心C此 
tfariiiv 八II3いご い±i L や5 

の〕生死輪魁は最後のものにして、今ょりsli:生あるこiなけん。 
lirかせふちもV 

右クマーラ迦麓長老 

【二0111〕年少なbとも心を佛の敎に瑰にし、盹れる者の队にあらて，赀めてありなぱ彼の生活や培な 

ちしや しiつ をしi おも ここるLAかい 01>七ヂ5%/*.ほふI3TAもつはら 

【1一§}されば智漭は諸怫の敎を思ひ、心を信と戒1靜穩と法見とに謀にすぺし。 
みrごliふちや*rらう 

右謎法長老 

【二S何人S諸根か寂靜に歸すること、御士{:善く馴らされたる堪G如くなる。慢を棄て漏結を盛 

したる、f Sq靖きA?はp^pgr。 

【二05我が諸根は寂靜に歸すること，御士に善く馴らされたる馬の如くなれ、慢を棄て漏結を盡し 
こ^*16ろ &^tAIJAire.や 

たる、此の我は諸の天人にも薇まる" 
みrち91Ttう 

右ブラフマ—リ最老 
s5lxff/ 5? なんぢ〇ねあAt:や* $含ふ かん— X fcAt 

【二0七】s fめしく心ょろしき#1ガラ1デャょ、汝常に安定に住す。比丘ょ、雪降る寒季の夜は、汝 

抓it:か起居せる。 
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【貧】摩ぎ陀〔國〕はiてiにぎ-4は&け--。ぎ獻にて震&厂0が€ま〕ょ，-も士が| 
にて葺きたる一：家〕ぞ可.？。 • 

右モーガラーヂャ長老 

【重〔か.ど得得たる？、ぎをgんすご〕‘れに艇せる：^を炉す'mす、Sに 
^0- 0ftr fKpffmf§ptifsp 

は涅赞は得難からす。 llr:，: こ ぴしやか*fやぅ.T5 
右ハンチャIVの兒なるffi娑怯長老 

f:い^くさお か 11 づひ^-そら.■ ‘ JS ■ - rfi 
太iflliiよく草注ひ、且つよく水i:浸さ0、空はよく漂1:〔徵はる'.1。 

EEるることなかhp 



右rヌーX T長老 

【二一五】厭啦なる^Kは、S齡の断1:^冁抝しっっ、现諦を見すして、長時輪迥した\ 
れ しや！^ごA.サAね こ^しや！^しゆじょめr いま さら 51いづ 

〔二一六】我が精勤をbしや，輪迦は毀たれ，あらゆる生趣は除滅せられ、今や更に生れ出〇ことあらじ。 
みぎ ちf〜ら5 

右Tfッ•チタ長老 
^せつヒ S しY:あをく碡ひか-^eゆ5つも とこ5知い われしや5ねAぶつJCA50 A 

【ニーセ】艸說他〔御の下〕肯〔革〕光ぁ气樹鬱茂せる所に於て"我正念|:して、一の佛念想を得？。 

c三八一¥よ上1一十一刦以前"我〔一の〕念想を：得たちしv此の念想を以て住せしよわして、我が漏結 

S盡に！！せり* 
cc^c 1驚瓚泯典、??悶、鉱S淠K其他の感惴Sさ表-fwl投阏的不轉sjo 2〕rl&リス•デビブ夫人ix諸佛Q杏人U 

齎ゼa颭Mi譯ぜリ〇 C三：！此の&老の微にM物0類出來たyo〔S3接觸乜 i 

ゅ铉Ac 

三頌品第三 
coLa-SじやPT%と 41tlbAかAく，CしAMじ Lや5じ95みち し われ,tんじA 

【ニー礼】實なき淸淨を索め、我林間1:ぁりて火神(:奉事しぬ。淸淨の道を知らすして、我天神のために 
\，/ぎや*^*3こな 

苦行を行ひぬ。 

io】敝钯iYの歡1によりてiの釣對を妒ぬ。fょ粑の，ヂ&を，〔&三嗽に通1し、怫 

雪】ぎはissiにてぁ1が、ヂ(一#^^ 

三敏a第H H九 
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if ® M老侮 四0 
もALや 

聞卷なり。 
Jr^ ► 141 
右アンカニカ，ハーラドヴーヂャ長老 

【羞&成fてtr日、：rして，k船繫ip 
【■一】我愛の節を把かすしては、'食はじ、1gまじ、齡”v>%でじ、Mを〔Iけて〕1することをもなさ 

じio 
ごと 

【墨の朗くしてgr、f^、三gLIし、鱗繼じ？。 
みrt>や5ら5 

右パッチャヤ長老 

tニニ五】Aiの先にぼすべきことを、後にMJ上さんとぎびもの、衡は！の*地ょりぎち、銜^^ゅ。 

を、識漭は知る。 

^ ,0f^f 0 

は苦滅びて〔存せすw 
みず ちや4ら5 

右パfクラ長老 

ことなれるべし。 

t ニニ九】沙門の道に免留めるも©，{nu^^l^^^iii^uIIl—^^tx.^ri こと、^;.^{はM^が？AI®^pi 



fl すべしn 

しやもんみも^ss-4 あんらくirvl>つ ？ * M 4 * "*Jf:一, * 4 JJ卜" 

【111】也ifの道!:希望あるものM女樂に生活せんと願はば二を以て足^6とし一の私を修餐せ 

みyt*や s^s 

右ダ—ャ長老 

i mfpf 

sa獻*^とを彫ること、&を纪Jにも紀ばすして、Kおの義務をなすもの"彼は安樂ょif 

かること^し。 ■ 

s's' 

tfkffpb 
Ayetrや％ ら 1^ 

右マ？タンガ兒長老 

ヂャソービタは。 

ぎにmiれる4羯僧」は。 

^-1 fp, ^.m<tM0v 
Af*t,や pr-らぅ 

右クッヂャソービタ長老 

H頌品第三 1: J 
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'I'kt ' 
_l...:、_r: 

0 00^0 
Iz/lげ4 なか w二 

^5 

【一sょ又慈12を以て、ぁら？。の、t-siの如4ムは“<の_をtむ* 

0。 r. 

右ザ—-7ナ畏老" 

るU"これ〕親族の利益のためなり。 
^、£?あ * し』一 ■ 

13我鼠ょLて、i新，をね.&gし▼繫の爲ょむして、1の批に銜& 

h-' 

i in 

ifて樂めり。 
，ぎ-4P 1#^ iJT う 

右Xッシヵ長老 

昼深4林のPぁ上f sf驗ラに〔r〕m?f 8^ 

I】がるfは靈の#1銳'穸なれば透のf、&なればg,のf &にfれぱ 

こ 



r網ほ〕謝鬪の如！。 
Arftel ちや5ら今 

右ャソーヂャ長老 

【I•四六}先に汝の身にありし所の信心、今日汝に之あらす、汝にあるものは汝の有な之〕我が惡行 

(:あらす。 

【二培】信心は常なくして動搖すと、亂の如く我は之を見たb。r■人は：一好愛し〔更に〕服嫌T、牟尼、如 

何でざがため{:老いr朽つ〕べきぞ。 

【二四八】牟尼の食は、少しづつ象侮に調理せらる、我受食のため少づつに遊行せんdusti〕脚の力 

みぎ もやtr*£9 
右サーチマッチ長老 

L八じA1 す しん-^ど しんけんしゃ ぎんいぅ L中ircやじく^つ げ S.A4じU 

DE九}信心(:よbて世を棄てたる"新得度の新參者は、善友の淸淨に自活し、懈倦なきもの1:交れ。 

tsaftl心(:よらて世を棄てたる"故得度の新參潑"大衆の^?1:住める賢曾の比丘はk律を學ぶvし0 
LAesAX す LAとくtし八ざALや な な じゆくち 

【云一】信心(:よbて世を棄てたる"新得度の新參者は，作すべきこと作すべからざることを熟知し 

て、犟遊行す5fし。 
みぎ！^|>$ちや5 L? 5 

右優波利長老 
hHL孴し中 令やC しぐ ITf:X しゅ x<f>れ 

【1二】我は識者たり"利益を思求すること旣(:足れるものなりしが、世の迷惑たる五種の欲は、我を 

t し tv ;頸^^: 



t#一】1魔〔王〕s領域にss<l抓に刺されて、〔Jも〕把く❿赶の槪ょり、ことgAた6。 

ことあらじ〇 

右クツタラパ1_フ長f 

1 

t—〔i我南せ、錯せょ、pglgLir、慰を瘍くこと，mrg®を_〕が崎< 

【重此の敎にsて、精Pしてgrものは、®ぎ■すfてて、觀Qpgさ，、 

雾一®^て&&にll'glまたぎf篇に^<れ办、^<船〕に歡|、微が€しこ土税 

putT' ^ 
&^LIMi」\pgf:ifp,f。 

みyくどAちや *rc;5 
右M暴長老 _ 

1DK一一人の先1:なすvきことを，ぎに範bてなさんi針ふも©、tlは!^默のfょifち、x?:ftに數& 



て悔ゅ。 
•Jtl*JK(Itい し£#Lや 

t二空】なさんとすることは^iをrひ、なさざることは之を言はざれ，なさ中fて言ふものをば、識索 

は之を知る。 
/4いくし n と 一 f£3 tff I く*A4く 『れ^ちやくtlteあ/itJ>Aここs 

t#一】1觚蔸者のii'かせ給ひし涅漿吒實にも極安樂なり、憂なく著を離れ安穩にして、此處には荖 
な5力r そ/L 

惱滅して一:布せす^ 
みyちやIrtvぅ 

沿ハー?夕長老 

;fsかいt Mい育怎今‘くざい》 しづ ごと おな けたい ひI よ ■、お？ とひj YVI 
【11】火瓶の上1:於て少议の木材1:乘りては沈むが如く、同じく懈怠〔の人〕1:依bては、〔己」假令t 

齡船"の浐なbとも粑む、されば鈀の酽魟にして精進乏しき「乂¥撗けよ。 
せナん と楝ざ しや5じやせんしん fAし つね しや*rt:AurぶAし奇しや iB <f 

【一一奕一〔世亂〕を逾かれる锯者7專心にして禪思し、常1:猜進發憤せる、譏表と共に住せよ 
みぎ ちや_今ら5 

右ギマラ長老 

CJ〕か3-71S-4§』£^唯生|1艾リて够雜門/:る1のの意1:て"婆羅門|1對する蛵觀の|5なリ0〔二〕ぱ3 
づ丄agu,〔五〕Boulliyp〔六〕11七«4註參服0〔七3ゴ5^-1名稱生0 

じゆfsAff 

四頌品第四 
さw<■しよくtfい まと せんだ4.4く 6つ いろir ま；s办 だぃだラ なか がr 

1:翊ns第四 四3L 

: / : hl'lOTrr"": - 



睞譁琛老w 
てぎひき。 

るを纪g。 
冒】それより‘に齡llr、llgHI、駆のrg晋ぬ。 

ヮg其よち斯が心は^しぬ、1のliき紀を野よ、1^奶n^、^^ltlfb。 

i】黯附のためにmfれ、撒P此で，t象！^rふiに造にgれぬ〇 

S rn^sp, ssrx 

【垂】それt、gに黠憶f、組龆で灕gl巧じぬ。 

右パダ長老 

fむ。 

^丢0人無智なる时は、〔則.,1減せざるものの如.<妃藏ふ'^を制るものは、槪おゲ鹏-のる瓣献带 

ssし：r , 

cl If s^® れ？_、f 



^ fe P7 L#'—0&か そA含や5 5 かれし 15■{£>^ボ^-.e?&^ J_ > ごひ 

【15八】is]じく使行〔を修する—」者の中i:"s敬を得ることなくば、彼正法より遠力るこi^と地との知 

し。 
itrち 

农サビヤ長老 

のgぁl常時此ょb流出す。 

1:1 $をMrことなかれ、装をiriなかゎ。KぎfもPは_rことなし、抓 

1:に況ゃ人抓に於てをゃ。 . 

【一几こ“の^<|:して、船??£0り肌實ぁりて、版癡!:衝はるるもの^の如き人は、此處に魔王の投せ 
けつ|*く V八trや< 

る結縛(:染著せん" 

DIl SBiill-a"と、維犯とを®ざけたるもの、赋の如く嫌を斯tへ雛を解けるものは"此處にM著す 

〇こと^し。 

Sサンダカ長老 > 

t益】五十奶五被のjjl齡が£船虹を敏り、ポー0^の食を唆し"贤襞を拔きた，、'き。 ： 
【§】一s-<てfち、1P船ひt T粒くはS?たる歡をiひ、または〔曾AてられたるS食〕を 

受けざりき。 

^2W ^S ^K^h,' n T ' u^nyi 

四峨品笫四 四+ 





4な* 

るることなLa 

みrちや今ら，^ 

右サVブータ長老 

具ふるものなり。 ctfめつね 

氣ん* 

釋ノを15PT2るものな^^ 

ITを ごと 

魚の如くな^^ 

t美一^』ぎWSを&て、E1為■き、&を磬よ办?^モ、我は淸说寂_となれり* 
み育ら flE;ちやラら〜 

右羅服羅長老 

ws ^0p0^6^fu&MO 

f 一 f “に f しlL靈-'、靈 p,llKKTじぬ。 

s!一一一IIよち&が•、攝娜をがぬ，fよ、ssきsを、a'一郎を逮得し、佛の敎を成就した"^* 

初チャンダナ長f 
51】15は swIi^HIItぎくmしたる^?は^^をmJふ、^?紀を修^^ 

四頌品笫四 四九 



阐睐長老w 

者は玀船に敝ハ1となし。 

I】Sと鏨i, ■には111脱iぁらtぎ献は〔がsiぎP、一は爵にf&しむ。 

逝S弟子Sにして、最您5iLL■の齡依をなせるも5*は〔SのH く〕が厭せらる。 

五日滿月の夜の月の如し® 

右ダムミカ長老 

の時アヂャカラーー1河は跑をして獻ましむ。 

1河は我をして娛ましむ。 

4•ァデャ方ラ4はlglT靈にしてppベ— 

右サツパカ長老" 
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C#一】 

蓄】 
【_} 

^ I f 5 し势1 r ぐ t<4.*い f 亡れ LAW A. A \i t i—J, * -./ 4 E Jf 

取被泥の敷ありて沘家し、具足戒を受け、其よb信心を獲、强く精勤f®進しぬ 

ff. 1fffi 
f>^-a,^'PQL4®uや、Dやい^含 i つ p 

粑亂の筋を抜かすしては"&はじ"飮士じ"精舍を出でじ、脇を〔袭けて〕臥するこiもなさじ‘ 
frfして霞■1!.ょ、|£—議し"黎齡編攀 

み^ち.Jf.44う 右ムヂタ長老 

〔I〕法句M六ffitt參J!((o CIulr,3i^u月名、陽酹二月HElf:瓦れy"2«u之はM*連神河の一名なりとisひ、或It伽耶诚の別稱 

なyitfムふ，每鈦陽®一一三月の交、伽恥の民は尼速P河-U於-C祭か行ふ"或年佛此の處*1:現れ、法‘說各/:まひけろ時，セI 

ナカIt之^nfいて»羅潢果^-證し2¢ CH3 S1at§ladasa5-11asuppi1311s. anmtaltw伽陀m杲 1|^{1は嫌むの$?、阿伽?£-.*-^-«|む 

は蛇t£れば"此〇合成SIII蛇齚i4免れT:s0意なy。 

Cゆほ 

五頌品第五 
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ば屋t 
5こ舍七 
彥1 
u_j ±r 
降tか 
せれ 

Q 、 

風5 
を 
防i 

M 
樂S 

我t 
寂セ 

靜I 

て 

^ : i ^ri いろよ ばな 
【一一一!5 iしく色好？華® 

stciixな 

【雲】愛しく色好き雖の、 
1tr务4*9/>チ 

右スブータ長老 

i-^L 
TY T 

雪】，T汲;をぼ3^たる？ •てなば_〔をf if ?て？棄て 
なはT道の3凹凸を兑ざる窗黎の抓くならん。 

雪】fん4ることは之を&ひ、！！さんiせざることはギfはざれ、ぎすことなくしてPふ 
ものは、識者は之を了知す。 



みf 
*■ギ？マーナンダ長老 

E113 yく^くなbil:記さ№7へられざる1iu'が得し證知せられたむ、我淨赞ぁh、疑惑を解 
なAぢそit{|ザIぐErやく ( 

けるもの、汝の側にありてffCIをなさん 

S气1齡PT、iiを！？ぅしa、擎ぎをliし，1がpsmじ气 

1mft 

となれb。 
Jisrちやう45 

右スマナ長老 . _ し 

結し，專心にして、最上菩提を成じぬ。 . 

1:して住せん。 

S3 mに索に、?^sfeせし船1■は、iて齡じiされて齡さ<、繼益ることなけん。 
五頦rs S：五 五三 



I ^ ,u^ 

阈alM老恥 

nし §江二 ^ 

1 

なし 
/.ぎ ft ^ 4 #^»7 

右yッタ長老 

i (^f. 0k0f .sff 

淸淨なりi思ひぬ。 
^nu Isitft tLb- 

^ 
右那提迦葉 

^s nu^F^a' 

0pf{ ffmf 



Aぎ#,干かセふち?■—•■ 

右伽耶迦葉長老 

1 

13W、齡ボ抓！：にか樓めるぞe , I?1,? 

11】〔四〕鶴-” £&、〔五*;く〔七〕m把iを修奶しつつ、fはJ中にjせん1 hi 
【晝】撒科紙t、歡yufv、制に齡配に职犯に、而^ 

せし® ... 、，.. 

ち八ち5 ぢゆ5 -0 

P ちや*nらぅ 

右ヴツカ？長老 

【燾】l_ql^fすること' 和^^阳に驗矿右〕をくせん、證抓' がf參るもの，我 
は把をfに就かしむることなからん。，ミ！ら,ミI1、4 

t蓋一〈】齡^贴ゼせられて齡むことなからん、紀ほ象の門を開くを得ざるが如くに、.'火なこ心ょ^ 

M默Sを船ひ二ITfcfすることならん。‘ 



_課M老偈 
、 し11•かな ch.fち1:ん 

するか如{"同じく我汝を轉也ん 
五六 

ちて"汝を調御せん。 

遠く行くこ-*jなか、bん。 

右ギデタセーナ^f 

1 ,^6.P^^M^io^ rKpr^i^m 
Le 

如"し。 

がos せ5す& 
こi"猾ほ少水 ILIs:かがネ霞き齡は、繫ぎP阶く7も〕^政P於ぃて氣する 

腐bたる稲子の如し。 

靜に達L'無漏(:して記聽1:'ルらん。 



右ヤサダぶ長老 丨 -t八み ^ 

齡*"Jet撤をぞけ、ぎ鹏を㈣て無漏iなれ我はまた彼の世尊を見たてまつ％、また勝舍の中 

に龄に船に^iじぬ。 

1 
【I，五 fr、m&^'f」'sgli^^ 

蒙クチ方ンナ長老 “：： ^ -1!1 

【s飇にして妒i.にSじ，〔ぽに〕免ケ？私すもの、於漆ぎ歸依の心篤き 
M?，また繼？'美i黯にgt.sA?らん。 ： 

【111セー.】fnf.ゲ|允なる把齡艇るとま^、此の^^ぁる|^^を搜{こと能はじ、彼は^に强力の人た- 

またたり"去た諸妃の上に特異の智ぁる人たらん。 ■ 
1一ーガ鱗の姐く齡虹し"獻を紀み*'^齡き&&ぁ把mの紀を纪tの，槪は犯に5iかすベから 

ざるものたり、去た一歡たb,また諸法の上に特異の智ぁる人たらん。 

5 1 iい ち S 丨 

の1:1:持異の智ある人たらん 

-Ly. 



五八 S謬£老w 
しよせつ ぎ L f し^お二fc » 4 C 5 & r 

所說の義を知、義を知立」其の如く(:行^fもの、衡は歡にぎに義を〔奶すの〕たb、ま、‘ 
識者た纟、また諸鈀の：^1:釈紫の!：ぁるA?たらん。 

みぎt,5-5^5 

右n丨シャ長老 

〔1〕此51海は贷老！{^1<?>7續师の许に赴きて其の所£かサ“するなり。〇3办|-|^^*|»*、那恶0法を脫？』ろものの想：て® 

^0〇 Qa <1— ^0^^. fo § 0F 0^M*0^i^sa s 
はBls-bbatan色a+3prの後uwt£られ-通常戒牿取せらる•牛戒犬戒舔Q如;->戒と牛行龙行锿の如み行iilして，此等な 

沾淨解脫の®: 執yし外逍ぁリしなリ。I：穴〕如來か衍す〇〔七〕此處じては(If tltl^卽G伽耶_勒宠か尼譲河のG 
と兑ナり圭八七悔乳參仲。〔八〕八职边かぃふ7;0ビ^〕以下五保は佛>.此の疫老との問韩にして*初の一偈は釋雄仙は長老の述 

- I? 11 

りo〔一一一〕_の首の上にo ns1^||1昏115分别家の»1あリ3〔|«肫譯「知りて諸法の上に特对*たらん」0 

e_mA だい 

六頌品第六 

我が思yノ居？—ネ、雜の製は■したまひ、1Ifしてiに鬆ボじ、鬚 
■ Fh K » I f ,f LI 

【重 
1 

不思議に竪起したりき- 

【I■ぎとして、％が〔がし〕sg組は■な—* f齡gは益を街1f iし'g動 
15しゅつぼ Bw JX 

の敎[:出家しぬ。 

【三无】先にU此霞ャギ-ぼれ.^となし，欲私を对事な.^とせしが，齡には財ち■令二た紀をも、デIで 



捨て(:き• 
1 く^¢5し lAlfl 令JL45Aづ，f;L!Aこ*|ゐしxAy 4とく 

〇一宠】你&を知0、天[la,を淸5せり，神itあむて他人の心を知り、天耳をも達得しぬ 

〇答一%がねを&んが獻(;"拟家を此でて得度したゎ1、其の利は我|:ょりて達せられバ我は>£0ら 

ゆる結縛を0せるものた. 
みyか1!-■ふちゃ！^ら5 

右ク，ゴ—ラ迦薬長老 , 

t一(eギーヒ槪は齡祀せられ"(-一)サ—リ翻は漱齡にてr打たれぬ"跑は食物を得じV一)我は如何にな 

すべきぞや。 

l】^gsTp震せょふgにしてmp膨れ、Sにせん。 

雪a赛黠©■を懸せ气韜にして鬚€れ，Sに繼1餅せん。 

養券^譜びiQ,&は！！ぐ！^ぁMのためにPれiま—るこ▲ 
IfL7じやなか い 

鉞せる精舍の中に入れ。 

なや I 
惱まさるることなけん。 

みぎ ちや〜 

右テーキッチャカ！-1長老 

1 

なか 
」莫れ、門1:て 

六頌品第六 五九 



の魚❿如f" 

ほ田中の腐りたる種の如し。 

【3】制に^を^kんATWにて料齡をぎざるもs ’SSの#J财て、&繼ょb寧さかれり。 

中の魚の如Lo 

^%pfpat mffi, SB^tii sf 
良き種の如し。 

右MlナーガKT 
露ークッラは鋇町に攀そ、製の〔露〕の爵-Am-rてられ、组のためにずuれ&れ5をt 

iする所なbo 

【鲞】智那を‘斯んがために、肥齡を^むて、祀は心の斟なるがを、阶1^に配gいき。 

t宝a之の如{其'も，®らん、擗の啦{ねもぁらん，於の蛄<公もむぁらん、公の啦，-Rもね6らん- 



DSIセ】 w中の如く矿斷もsb、夜吼の如-日中も然办，先の如{後も之ぁらん、後の如く先も之ぁ〜 

さ* 

あることな！* 
Ar4?•や！！--41 

右クッラ長老 

I】■pAiは，IIのllr こ iiMiei し'llviLi 船す t と、SS に®< 

實を求むる猿の如し。 

那草の如し。 . ■ 

落つる〕が如^fなり。 

【£01】齡silに齡い新れるものにfぐ「紙て汝等に鮮福ぁれ，愛欲の根を做ること、優尸羅を求む 

こと岛れ。 > , 
【1】SVi一glを'V、¥%も8せしむるこiれ、を|5新せしむるものはに酸ちて'孤 



1 _ 

H嫌*老偈 £ 

—1 sf:,?、Iにiv はによ名、,rr。• 
みrcちや 

右マ1>ンキヤ兒長老 

I】齡し出 11してよA1十：^、一p'#Lgl『 

IMl^^?をぎち來らんか、齡穿モ船のl?fかぁ^掷が邮きものは、辦ぞ麟ぎしてtず航がが{: 

就くべき」と。 

|】||の爾繫をrて、■にr、l¥l^rん編に，铹をrぬ。 

【星f-raが■しぬ、1のf gをf、i三，if、断がPMr。 
右ナブパダ—ナ長老 

【四M】力tチャーナ、^jて、也せよ、配めよ、^ く嫩るこiな.かれ、^!簡にして、财漱勒の亂獻、 

死王のために、惡計を以て勝たるることなかれ。 

氍へば瑟の齡のf、f く靈vpmす、紀心vf (4 
侬處なければなり。 

t匿一師は道を設けたまひ、此rの遒Uは^i§T死の^ぎir鉛膨せち，Ifli矿{:もM"矿にも槪觀Pて、 
堪心に漀{努力せよ* 



r■一恥1:あ--t嗽をけ'ilf:衣51け；r_7]iにてaを；Jwb二乙贫物を食へ、遊戯の樂と， 

Mlit:齡らt iIli-^人れ"力—チャーナょ。 

あみづ f fit 

と、4cの水に〔消さるる〕が如{ならん。 

ナy SBすることなくして、ぎ&がせ、®sgf上にぎ8を離れ、此の世に紙て淸说〔の身〕となり、 

死の到るを待て。 
みぎ ちゃi 

右カーチャーナ畏老 ゝ 

C51V職の㈣gC雛料1 vあらゆる齡嫩を皆え、あらゆる1生を勝するsoを、巧に說集した 

まへり。 » 

1{を成fしめたり。 

ss数をi齡せしめ、奶を變一せし气^ 

—1Pあ-■にして、靜をiifcLす'ft.八齡は、■にしてぎr—止す。 



ill課Jl老fM 
六四 

其の終や可なり。 

右ミガヂャIラg老" 

【雲】我生の辦と財i齡威とに配はされ、がの虹と.购rn艇ひて、齡槪じぬ。 

pr’m1人としてfb.しきもの、01れるものぁ.^とm^はす，私撕がのために齡fられ、ぎに 

ri#p%Ifeや l j 
母も父も他の恭敬すべきを認められしものをも、；！は！！繼11,にして、ggの您？ し 

て禮敬せざりき。 

la鑑一のぎ、1|窮の紀鏨«^じ||の邮<".影ど饜せられた！を以。 
§七】慢と艇1を％て、澈鞭の6|1て、2ゅる證机が齡新ド'離|^て搬8しぬ。 

【四二八】過慢ふギ慢と，各て、ょくダg?けり、r把矿」の齡はぎれ、ぁらゅる1㈢?、れでb。 

右補FJの兒ヂユンタ長老 

冨】我船七Mにして、哲繼せし#l術_を似て'譜ぁる磬を留、 

1 ffs( fs,?. 

s 一 3【ぎ利弗、sづき和れるt-9a'lょ、^F 撕〉、J^>/5似t" 

tsjf1C彼'一詞良き^< c i &て飢t -?ものとせられ、ffit-がる衫にi.4て：^^,do iせ.』"、纪奶をき 



をし 

へたるirffi?rKfによ-^て、Sき敎へられたり。 . ミ 

みVちや 

右ス了ナ美老 右ヌ1チ袭宠 . く— r , 4? fブ 
【—猎mrめ:止むこ泰得tてE中にf，fして顧みらGi行—に於'汝は 

如何1:か生活せるぞや。 I?ぢ？ 
【翼】8私WるがItをHて、^がぎをW?デ，姐なA免物〕をも之を受用して、林中に住せん。 

* I t, ▼■• sa mBrlmn ぐf15 ろ'け0 I 

tl七|史、£1板、susをsif、■定Sを具有f ’漏結なくして住せへ 

1 0^0f f 
1 

【I】lは船^られ，製l?;たれて被す’秘の叢に歡し、和ゃ财に家なし。 

柏ヌTタカムユ齡恕 r 

ts】辯く、K-Aして，窮-5靈L°紀くでてfし、寂靜なる、斯の如き人に何處t* 

齡&〔來らん〕。 .; ,r 
【I】浐tのにiしてfもの、槪は為にょt鬆い、齡れtのにiして歉らざるものは、 

ぎつこ砮ぎつ。 1 

冒-一】t歡はAと耐との船ぢの却を衍ぐ耐の慰れることを扯りて、正念の人は寂じ歸す* 



p 

s I* I 

六六 
國鏵尨老保 

lTf■ぶ％ミ 
【鲟五】若しrn汝|:〕1:1起らば、飯の^1矿を配、がし^^だ| .-,罕'^^^ 

riv,ctfこ：ろ'^しょょくし？V^ぁs, n,/, :f打箱兒ジ身肉の修喻をinぼせよ。 
OSTW汝か心若し諸欲i生有との簡(:?渐霧せirTJ-^^n^^lJ^\ぃち？- : くくら 

piせょ。 ^ ft-1てf之fこと、生長せる穀を食，； 

WUK ► 6や5 
オフラフマダッタ長老 

おK►. 

paむ^4rif r I」i へ—i 

Fを—が_逢iがf。名？r—i -rf ?tてf fこと、f 

0^^f! ili 

1 .s^.tx mff, i 



へ’“：NLノ 
0:齒】隱れたる鹿は蹄のために、魚は鉤のために、猿は黐のため!:〔惱まさるる〕が如く、凡夫は惱ま 

多る0 

U丑〇愛すべき色聲香味と所觸と、此综の五種の欲は、婦女の身にあるを見0べし。 

【翼】愛樂の心を以て、此Sの婦女〕に交はる凡夫は、恐しきを1 宙を概げ、再生を稍むも^ 

【四五ii此等〔の婦女〕を避くるこ' 足、蛇頭を〔避くる〕が如くするもの、彼は正念にして、世に此の 
どくしゃ «^-c 

毒者を伏す。 

【堂八】詻欲-患難〔あること〕を見、出離を安隱なりと見て、あらゆる欲ょり離れ、我は漏結の滅盡に 

酷せ卩。 
みぎnや5&.5 

右サッバカーマ長老 

〔一〕信**4り受くる利#、律敬^かいふ.佛乂に佛弟子等の行ひし神通舯變にあらすU〔二〕Vihi愁盌1-て115老なり"我日 

本gsの®!の頫鉛|:あらTやと云ふiのあり、—も一:じく㈣の一稀なyo C三〕以不唆k3化身と技老とのp«猝なリニ侃はSE王、 
次三ftilt及老*rv五はJsf王、m六ffijtM港0喵へし所なリO C四〕m樋の樂器iu 一 tta一面*-革か張り?;5鼓^*面 

總て革な®り/:る鼓^iuu®而|1革¥#りたる鼓、又(1紋樂器5与§£1鏡鉢'銅鑼、^，扁鼓鵁の如く叩立、嗚す樂器“邊13 

赀漀恭0 C五〕法句MHHIL偈肚參照0 C六〕何上OC七〕或it腕を差し延し乂の®〇〔八〕燎.侬所邻®sもあリ。〔九：}W三生れWS 

が故5 

一 

六ffi品餌六 六七 



七頌品第七 

霊|^1ひ、翟を1て、_嫩麝し、«£||を^奶,|る繁。 

rげ'日へ-、 - 
^-L *b&^^ b-' ^ ^ - .m ^ i ^W ^ ^ ^^, 

我は眞货を語れるなり、&せすんば〇槪齡•:"--#をがち瓣らん。 

tsる！】汝i我と％い朽ちて杖に任？。#^船が‘叙せん、〔瓣4ば〕§ぢ磬ぁらん。」 

pi露を繼ひニデ5繫い、雖の羅を肥れるが鰣き⑽の^ 
見て❺ 

【I】gfこてgに政し|^1^?、§器、齷染 

右スンダラサムッダ長老 

して禪思せ 
0<セ1或は杖鼓を以て，^^5を以て、また小^<を^て^|ひものぁ6、槪はホ，た槪^に齡て、^!が龄ヒ 



_ 

flrわlb?みぁたfiま わ？ めぐみA.ぶr^4 54、-ひ15」gしrAねTx 

【四六八一f^、我にBを與へ給へ、我此の惠を得なば我はぁらゆる世間cの人〕(:對して恆1:身念 

を持たん。 

雷九】MPSて齡を|:^、霞*^デ 

【四七aF^I;をも知〇ことなく、^:をも^るこiなく、四ガ礙へられたる愚者、彼は音聲のため{:誘はる。 
tし Iみそi <bみひiかれ*tiお八t:や5 い— 

【四七一一內を知ることなくして"外を觀、外な〇果を見る人"彼も亦音聲のため1:誘はる 

ts-trio加をも知れ' 犯をも見るに障礙なき人、彼は音聲のため1:誘はるることなし。 

年フクンタヵ•パッヂャ長老 
|>れ aと-&ご 11 あいじtiち あいじ おくr中5 含ぐ^AA■ 

【墨一】我は撖子にして、氓の愛〔兒〕、父の愛〔兒〕なbき、多の苦行と祈願とによりて!1}ら〇たるなり 

* ^ £4 L こ こ しや il^opv し^われら これ しよ亏し-1Pそぅし さ^15 

【S蛮】「雷M>によりて得たる此の兒a華赉じして梁弱なり"主よ、我等は之を勝渚の走使〔として」操 

げたてまつる。」 
し I 54>.*1*なんだ つ す*ヤかこHi くど *>_れ をし よみ 

【S七六】師は、また我を®t取りて、阿難陀に吿げたまひぬ、「速に之を得度せしめよ、之は敎へて逭し 

きものとならんOJ 

sv£師は狐を3:fさせ"「一iして！10:者は精舍に入らせたまひぬ、典よ〇太陽の未だ上らざるに、 

fががは解脱しぬ。 , „ 

七頌品筋七 六九 



M譯良老偈 
そ,tlす せいし 

1 0ki 0^01 
【g_^?て七氣にして、我は盡をぎ三鹏編しぬ‘|^なる|、|?デ8|ゃ 

i 11s^ 
【|問ふこiに通？知裳は' 斯ょりgにrltを齡f、：ぎ露"fが航？して、^ 

たてまつりき。 

,1 f IT> ffi 
S^^0f6$ ¥ $ 0. 

適5^の我敬^>受く，衡をはぞ5なる^11、また|^き* • 

【I「f Y气鹄fしてPIん炉2に尬づ41れ、ソTパir K惠gが_4 
なれ^; 

^ ff¥ ffMt 沿y丨パ！力長老 

^ - 5, 
as言は、我？—て，f f -か.bt ff g—二る綴は、p®ために、齡— 



制したまへ 
Pまひ 

1 
申t6洛 > 

の病見えた$ — . . • 

tij のsrA、pLf ^献8^のrみ‘ 
みち くど八篇〇 ^ 

たまひf道によりて、囅餐佛は往かせたまへ KV 

呈ーギSVまれ、犯.新をがb、七船は漱衝にぐ‘たまへ\此の法は此の斯の如蠢ぁ'〇‘人E 

ょれて說かれたゎ。 ： ュ 

t$liのSk龄れば愛配のぐ^ぁり、Wのfの服敗し^の把盡とょりして"他の生なく、我は一-^ 

1iに上解脫をfた-*^ 
みぎ ちやr, A 5 

tiサラパンガ長老 

§£?<0s0^^^a 5a ft— 

〇いヤ”*|*?:る^§或けかか1:0*^§佛>指す。 

s樣んだい t磅 ぢ/ ft 

八頌品第八 
KS叙が慰をfすことなかれ、A;>A1ぞ孤けょ，(一r-rMf!:模—又は他A肌はんとU努むることなか^ 





s ^ ^ 
宝兵主g u 一“ w 

如士忿s:忿t忿u 
來3ららら 
にずすす 
#1 た ％ 、 
す‘_恨1恨レHU 
る ? ま之 
信欠tすず 
jここ’E僞！阶併:， ^ itt抑つ 

らはらは 
立上 
し 
て 
動: 

すす 
兩怎、、 
歡兩名兩么 
p都舌i 
離$を"1をつ 
Z Wi 

良1、、 
智；友i戒?: 

、ぁ善ょ蕃ょ 
戒?：るきき 
は比ぴ比ぴ比ヂ 
善て丘< 丘〈 5: く 
良iははは 

と 
な 
< 

Frt 
の 
斯t斯か 

てののく 
、如i如？し 
賢:足く くてf 
现£しし來さ 
てて世 
來ご：來(：を 

k世Hよ 
f ををふ 
憂；憂;Iる 

f^\ 一1、 一 
世せるると 
mここな 
のととし 

Si l rf 9 
m ^ ^ 

ることな！。 

する所た办。 

ことなし* 

【き九】さ“ば！^はS私のぎ湯して歎と嫩と、r悅と法見と'$修せょ。 

右、ゾ？ミッタ長老 ■: .…1 

5 0】{を繼れたまへるiを^f^;たてまつゎし®;中の最上者を見たてまでて、我が〔心に〕 

感動起むき。 . 

■1^<ぎ&'三ギけて3、靈のヂ？1ふるもの、妮は斯の如き師2愛を求め§じ。 

slnl把のm齡齡氣とをぎて、Mipを卽りて、出家得度した6。 

ふる 』なし〇 

Infill忿ら中 
い->u 

tiを、爲ら^、 
fc はな 

RCT!1 * 
つ11しよこ/I%A一一■^フ£Fく 

ぞ二f莕る比£ば、 
らい^今tv 

-■戌 tl f 』 



rI 

國錁位老渴 i s i ^ fi 

^ fs^f. ff£^&10t< itfi 1 
nも^1甘じ-"^ 

Bmf m00 
【11住It天1淸ぅしたり、船供の1ギ，して、ぎr , 

__4に〕S る？！pf r?r 

〔I JHK ビS人SLiiy 5备35。〔1RIO 

九-S|節九 . 

cf一 

人は之(:優わる樂みを得ることなf。 

1 

〔識る〕、 
itr,J?i 

苦を識り正念にして風mt§するお、 



して祖fるI'A?はWu艇れるiiv?ことなし。 

ii3 Iーギぁらゆる慙惱を恥1し、結純を破壤する•道を修習する^ 

優れる樂を&ることなし。 

一:f一】ihull鼓各き、鳥路に四方ょb聚两來气比丘はまた山窟に入りてぞ禪思する、此時人は之 

に優れot,樂をぎることなし。 

ti】Sの戳ぁり、網松がヴ！ネ！ャ辦を队て猷れSMSの銷ぎに坐し、妙贫に心する時、人は 
こh まさ ね0Lみ5 

之<:優れる樂を得ることなし。 
ち*re* ひとLんりんち5 おい 办あi い^ es-5aiiく 為んくつ い し* 

【憂2】中夜、人なき森林中に於て、雨降り、有牙の〔獻類〕吼ゆる時、比丘はまた山窟に入りてぞ禪S 
t.と-tこれ ま眘tigLみ 5 

する"C此の時〕之に優れ5,樂を得ることなし。 

t叠一3贈に〔」入と、膨1にょゎて、ヤ3れの凝念を醞め-¥貧を,れ、剛ぎ龜れて臟思すズ4 
これ2さた仍しみ3 

之[;優れも樂を得ることなし。 

【i】！女樂l:tて，i福、is、1#をM5し、關歡W く、樹林なく、箭なく，ぁらゆる漏結を，して課 
L 1含 ひと こh413f-のLみラ 

思する時、人は之(:優れる樂を得ることなし。 
みrち4P545 

治ブI夕長老 
塞 

rvf チヤトルアン#ガ1遭ナ ft :> 
C 一〕Dvc,3ts-angalgfimiilafiれpg向四果 Q®純© 四分!1逮 V-石の意 

..h.二： 
■■|_|。二■■!-■■ |>1.|_|-■_-■■ ■fiig1"T*v 



十頌品第十 

〔今は法〕味を分ちたまふべき•なり。 

【五二八】8iとは免す7、四齡lllfを配て斟を^iて'紀を化きgる、ggt断！：！ちた 

M' pppp> 
#の_{:向ひてT31ヒニ—河を渡らせたまふを思/2てまつらんことを0 

S{X3 §?以ってmfは刺され、部を奶ってgは辟かる、！^55って脱を齡！は配に^る、^^が 
よりて存する所の彼の望、願くは1就fよ。 

iimふ，これ汝によりて眞の名の牟尼生れたればな^^ 

I】Iはすなはちガ慰❾ギ齡してま翫rpff、r PVMSr\「^ 



れてiLAf。 ' ミ 

3-5配の三费齡攀は死し、ぎ處ょ6去ネて无上の欲を享け、彼の女此等の天子群に闹繞せられ、 

五船の歡一iょらて？^艱す• ： ? 

【i】Mはfvからざる.へ、影を艇せるfのwi截把羅然の兒？、靈、汝は我が父の 

$監年驗ぎ齡にiLk* 
みrかるKいちや 

右迦留陀夷長老 
【達】Fもgにも、rrがき1は、ii^srAtに；f黯t。 

【貧ーヤif■じfひし■Qipん、■一して黯なるf s#fする處r。 

I fk^f, 
一;吾一】！iしき兄_sの时に、槪tli/uして歡二M歡なく、かすべきことを纪し終へ、漏結を盡して住 

すること何時か之あらん。 
【五3こ】^の4rく、爲さんことを思へる&"が^<顧JSL^かし、和こそはS,をU成せん、他は他の作者{:ぁ 

らず。 

t看ns^利Sをぎけん、#?SにA1らん、觀の嫩f举せすしては二?り出ることなからん。 
CS】群して靈の影！^&きヂ£4、器亂に坐して磬を1らん。 



S譯ii老偈 

ほ严一sにtsれたる概益に、_る滿船©§に，1s論^^ 
七八 

S 
樂 まん< 

谓】此の街〔ゲ日〕，g卿1^和ること、十五矿のgく？，ぁらゅ，擊&して，私ゃ 

41 H—カギハー?ャ長ち 

^ f. ff fffEfii 
之を〕見るこiなし。 

こと、猶a雲を脫れたる;ilの街し。 
【iK我が6^'歡？、fgf 

【8】ほtグ、財0fもf f、霧をがtては、gtものもることなし。 

屋藝P象すi、l•をを 
にあbとも、安樂を得0 

j一〕U〔冷Sの〕出ゎ"死す气ぞ“ゲ日のあにぁら中、备にぁらす、家&にぁらす、£にSの 
未曾有事の如きかぁらん。 

faだ？？のの制がKには松；^t,おれ、把れたteはがrrLす、これ嗽〇峋—齡 



めい 择ふァ• 
命あるものの法な^はな /Ur c rt it If Jm n JJ K I こKし Lや 9L.SS きふc0'fx 

fi】iの.A"の把くる!:利なoこi、么は死漭の刺にあらt死しt:る!:悲泣する、之わは名#(:あ 
しp5nI»ぅ L や办ん1^.■>G ん し1今t:Aicろ 

らす'泻—淨Uする1:あA中"沙門m羅iujの挪歎tる所{:あらす 
I h h h. 卜■■Tr, K ■ 

rL „-.n Yri I * 1-* J£ ， s J1-£»! ■，-T--/ 1 I - - ^ - 

0费游はl^と®fを*^ひ，和と如と、*^把とはt么がためにu衰ふ、他に取bては四方歡樂なら 

t锨の船もiiな！】となし。 ,こちt人Vゥ 

1C養0されば1SIまに%みては、^f5>るA-1と#fBflの人とを〔迦へんと〕願ふべし、此等の人の智M分別 
よりて取ビfゆること、^iも船によらて齋ちたる河を〔超ゆる〕が如し。 

栻赛二iッビナ齡¥ :し， 

■>r ,cHJ¥Yf- あに £tLおfitf*tf*i&/l.t» 
【憂七】犯，が膨デの1:遲/:りしため、先(:は歡輕きせられき、兄は圭た我を5]1一ひ出して云ひき二今汝 

さ いf かへ 
i去bて家{:還れ-と。 

【S歡はぎge^lgにtて§の姐く？翌1され‘も|!獻&益き'影としてだ^^ 

【S3賢は齡を齡yて，(^Hs?へたiひ、s^®:仏S一 职に解めて^ 
のれま 

しめよ」と〔宣ひき〕 

【SI Mfr'fpt き、il£4srpて齡^ 

■】—sttlJiL靈論酿->せh.、三哪お配し、觀吖ぼヒ^ 
十頌a第+ *九 



1 

3繼^ 

國課長老侮 
jr I5«?}tt-t 3Ao 

た* 

1 sff 

t 五.SJ 我は師の足を^;して、一K;こ1しき、2^*、s;e^fe"，、lfLせふS 
『き"•ぃJ』Usffilu f禮敬て蓄秦師はやがてStたまひ气 

Sほ一一切世問の—、fのf%故の節’gは，繼嫩をfたまひき。.‘ 
右チ基Iラバンタカーー^若" 

I 0. ,$ pfiff 
【要\八】脱血にIベ輝坑に齡める〔だ、犯gを游するもの、p-jgみポづ。 

^1 rsfff. sfif< 
1If f f に f。 

【illjて〕欲f f Mは〔f〕虧にぎ\死；IV露にfこh 

^^(iる 

I】1117載fれて、ぎの如r歡す、叫はrit if鬆は！^す。 
2基Iの身を我が有なbと思へる、開眛の^妒鄹に、||ろしき鈀町を齡げ、祀祀#^^1 



s:^】此の身を^つ toこ i 1 慰(:齡れたる齡の"如くするもの!i，生有の根を棄て"無漏1:して{ss漀i: 

Ar+らん。 
みぎ ちや今&-5 

右*ッバ長老 ■ 

F⑽叟受用せよ0 

1五小5?ち觀どれ幻は館^より、膨rぎ#6ち和\Krを阳て僧伽梨衣を®ひ、摄服を著Mせよ。 
tfl^llr' f はへIIの 如^ 

t§:3虻なるにても獻婭し，舻の錦くの"美tを蹈ることなかれ"諸虻に齡せるものの心は、禪思を 

樂むことなし* 

【五八一】篇は繫’ Sふに{IVVT、影勒にも紫恐に气共に私することなくして住せよ。 

ttlをglホすズぅ)と，^Iも姒ixl险卷のirなるべく、_#は鮮ボの枇にぁ 

べし0 * 

t丑洽i tく如を齡へて、がが%Iず知り，齡に^じて、止と觀iを修習すべし0 

t炎丑一pisの£SV取へ，私に街がすべく％ Sの配踞を震さすしては識者は^輒を 



Ba^fi老涡 

右ヴンガンタの兒なるゥバセーナ以お" 

【憂九J諸佛に對して敬彦ある、中ボ：紀blh、i;く t :rt.atl5 ► l:n,L，えてき I 
r:i 4ミs ぷ 昝Ti :上与.Hi , > I 13 -1? ^ -I- f^sffl.l^i/. 

^ ipfi Mstmf 

i fh^fi m^sfiMt^Ff 

M二Jlaもoほ—頌壓彰のぎ鉻&职す？？|£に齦する锣&。 
1 fpt spff 

fAI落て、諸s根ぎ？职f、住f :窮 
右ゴ—タマ長老 

i.^f. 0..^kf asT^M 

2C —If - 2^ —ft 0i§*s 



&A だい 

十一頌品第十一 

に妒りて瓣しか气へし，妃れil^ik儆ょ色撤iすべきが故なb。 

ねんおこ 

念を起さしa>き® 
一一 tft 41 it 々 ごとEFく Liic 含f あ入ら“ J , 

tso】Mfの護るものなく"また他を護ることなきもの、斯の如き比丘は諸欲{:期羧なくして安樂(:臥 

す卩 
T みヴ おIs” ^4bpccv*l%^r$ しドtr4が す#clftr， お^これら' い W 

【31】液みたる丸あ允^1る磐私あり、黑面猿と霧と華b、水〔草；！セIヴーラに镋はる、Ife等のS 

山は我をして樂ましむ0 
t、 しんりん**A*r-i ど今く1 へA.び vchしょ 4 .C与^い tにろtr冷 

0《〇二1現は森林、恐峽、洞0、邊鄙め坐臥處、猛獻の往來する處に住1來〇り 
こii-.isゐ |-»i ふ ^#1かかい PLiJ&fL^ゐおこL 

K1】此穿の生亂を打H"M-り、苦i:至らしめんと' 我に斯る卑ぅして過ある思惟の起〇しことを知 

ら-r^® 

1 P^L' : 

§£配、寧の邮11のために、粒ぎザ-敗でて、出ぎ得度せしが、今其の利益を成就[.'"ぁら§る結縛 

十一頌晶笫十 八一一一 



■.へ:. H : 

®諫1 J老© 

を斷じ識せ^^ 
¢>*1Lょみ， 

i ^as€ ppf^6nMff 
s- f0mfi0LX fff 

右サンキッチャ長老 

3 €r,Iはss\審にSれ、山中淋池-—多、圭水流れと？， 
sn^ si 7, 

C二〕\Iba率柿M.x(t山Kfなyとも£o〔三j速難と結び落。^ 『 -ゾ 
1、離欲f るso 走 f I §® §\l—11に® 

t^Ktfr, 

十二頌品第十二 

癸3 各もては、f氍せられたる露—を鏨せよ，これ瓣は〔f〕衍fのにぁ 
らゆる成效を與ふるが故なり。 

1 mp. 0{ 
wC\ I 

【蓮捋1乎制によりて祝がぢゲt把漱gは磐を衍ざ；gよb觀ざかる。 

【3】蜇のが綴とif .‘1はyに_4松4inく。 
t六三】戒は觀一£扣*?^す、む齡歡の蛇なら、ぁらゅる把听齡—なるものなり、されば齡を齡： 



せよ。 

1 i0f, -PJf, ^-1^- 
Lやや5 

淸淨にせよ。 

【六一四】瓣は％把の*1淑は^が10<な办、淑は影@»嚴、漱は愈ずの听宵なゎ。 
i 13,01f$$ 

お6tr 
赴く 

【3】獻は■一の一£、lt:®il擊な黯一の湯tて，〔At&にょ-^て方ょ.。方 

へ i? く。 

【3J ^のぎし齡ては&ずが、ぎぼに扼ては泰す、漱のだ藍24をは、一切處に馨 
あむ® 

S八】fの把に游ては船奶l.'^^^-5ぁりて記紙す、嫩のii龄Hr.ぁる賢乳は、一切處に喜樂 

るものに勝刹あb。 
，r?_ 

S0 MrL^K^L<> 
卜二通a菸f二 



•ル.. 國課^老偈 

i】HはPれ、きが編rて、が_い气 
S一】H^JrLll!f 黠！れ、夢，！？の類きrfせたまふを鬆r。 

【重5擔杆一iて"嚷せん&に^Gて4れば命§産與慰してfせた—き。 
冒〕は^f iして1Mlgpま囊l:v§して、齡〔の£ぎをP 

ぎ0 

レ f 
八六 

Rn 
間蘊を碎きたり• 

り' 

^5〇^0% Mmffi/P sf , s£ 

盛せらる、故、說は供猃を受くる:翁ふるものたりゾ 

ds^. fs0. fuf, ,f0f?xr 
右，スnI夕畏老 

tい 

し 
ザJ;げラ 

cilw—Sam攝諏-持戒、律钱笱のsl/>リ01 rl二し01 Eき荠世ffi足のfiあyon三Js®心を海、ぬらft = I 



て；1U 二： 

1 
量 

すべき〇 C四〕^戒者0^。〔五〕づ-淳€(】1(1^£之か9其*デビグ夫人は北^.取り龙つる！6と|?せ'^、-13者^^ 

Mの®'あるこi^知らfr、此の贫人は之iり先す^姑人0不^物'始末マるか'JI*;とゼしことか恐ふべLP〔六〕^5us^cfs 

SVちれT:るの®。 

十三iSIII十三 

彼#に達せ 

bf-ひとox ぅ * 

を渡bたる〔人〕i稱せらる。 

【瓷SM;.&_にして，^:欲ぁる，比丘は、fも定もSも、成滿するに至らず• 
i し* t な こ，* けtiS これ& ばい しよる ぞ 

【安忠1像すべきを您さす、趾-^ぼすべから'さるを爲す、虎誇_して.懈您な*此ぼの5^の諸淑は坪畏す 

【雲一鉍に’iiじてpi梦齡-、酽ぎiざtて^^ 

鰣るMのm酽は1藏に至る。 
> -J & みづ h おめ*Vはす ねUAC平 trtj^ 

t查-tjliafきm^m1芝ポされたらば、往きて還ることなかれ、自ら己を勵まし、涅槃を成就せょ。 

【六_s ikslriM、ltii て s ぃき，-S 益 

f V 
~~T^T i :'1」.ri;-l~-. f 



KI課M老fii 

fRn】m,^r^專一とし、不歐恚をs;一 if、 
t-11* 八A 

vh ひと こころ4A> 取を盛せし人のb£/)il離^j、 

t裔こ愛欲」〆 1盡するを，iせ—、んの心に恐fなきと、此の^jgliを^て、,,が〕W脱緩せ 

1こ？解脫塞こ心寂斷に歸し、_に,—.伊へた-?のは取&を〕,むことなし、&^ 

爲すベきこiなし。 

【重fプー妮fょr.する1の配の^ 

1 
s,を觀る• 

4I'rちゃ！^5 右ソ—ナ•コー?ギナ長老 

c n法句經三七〇侃註參Mo 
* 一.こ Nr* 

じゆmAだ11* じ^1SAだい 
十四頌品第十四 

#>れrい^一 f f ■*: . 

0a6VJiiMの説 1.行：ミ识6、苦(:到らしめん气此-の齡屯の断？齡に^:る肥脆|^ 

S七】無努慈心‘のf^せられ、g爲^ヂて髮にgllられたる：iLる。 

練すダ • I 
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如げ我k 
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比:ff 

4沈2梵完 

|：^P 
龊1達5修ふ 
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山1 
の 

となかれ。 
十»1喊h^»_ 5 «5 ^ 1*,，9i_^~ %(JLn.y rL■^J^..b'f.s. 

s3】谢は死を把はす、arは如を肥はす、恰も務を終りたる奴僕の如く"時の至るを待つ。 

7 rtLJi:じmi け &しへじや*^ .cKsaもtiおろ i .L?，5 いん^^ - 3 

【受六】货師に奉事し"佛の敎を成せh、芯重荷を卸し"生有の因を滅せb 

t査3概はtのSIがを獻ぎんWがためにM氷を卽でて、&私斯度せしがへ今其の利益を成就し"ぁら 
けつは〜 だん?、 

ゆる結縛を斷じ雖したb。 

I 0$f 
、F 9 

泡レーヴタ長老 
:と L?ょ tk *rLH〇-な P はこ <n0t お^aお しか やべ^^ 

【穴£皆へば生善く、服れたる〔牛〕の荷に繫が〇，荷を運ぶに、過度の®:にMさわて〔Irnも」葡を離る 
ごと 

るこiなきが如く、 

十四頌品第十四 八A 



阈譯设老偈 S 

【_】rt(t6にMせるこi'の始に〔4てる〕が 

類の賢き法なり。 

I】啭〔Qm〕にぁネ、mに齡瑕し、_4r齡gせる篇はデ 
にあbて憂苦す。 

ために概まさる。 

【產】，：？T“怊の上に快樂の上に、又^;範〕QPに队念を氣嫩せるもの，槪拿は啦幻じて*きC那 

【星Itにも、歡なきにも、lrにも桃gにも"■にも糖Pも、また影にも震にも。 

處に敗亡するなし* 

E奕••0法にょるが故に得ざると，不说なる刺！^とは，紀に故ぅてaAざるこそ、^.船のが辦に齡りたゎ。 

きに勝りたれ。 

i:稱歎せらるるに勝りた卜。 
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十六®a第十五 九一 

t六Sぞ言齡る着-,Pに，‘とは，■に，霞こ气齡老部る_に齡"たれ。 
pn vfyk^^ t ふかfrし 6拿Xtf^c ¢-1 

【菜0】斯此によ-^て^1る'^、此によりて死するとは、恨に合へる死こそ、非法にして生るに勝りた卞 

【s】B歡と齡紀とをぎて、？^より虹招にが配斷に歸せるものは、fに依ぎじくして翁行す，彼 
ftb»ひあい 

等には愛なく〔また〕非愛なし。 . 免a 

I ギS年また$ぬを擊し'繫盤にiし、ぎ雷してi 士らん。 
みぎ ちヤjら5 

右ゴIダッタ長老 



1::v:p 

It I- JJ 5 /t d; ^ 

^ K ^ B > ¥» J-t^ur . — 』レこ 5 披_に齡し，—i-i孵れた 

si SにしてSSす*0がぎ、ggにgyし、齡のためにgされ"装のgに船む。 

—14慕if t gafして錯を_,、鬆tf #fg』fの—べし。 

1 f ^u' 0iL. 
^ 1^,#® ^ s fe 

を•失ふことなくして之!:堪へん。 

I fpft Ppf0? fff • 
【SIs死を欣はす、孤^•編はtt藍證一一して、^離f 

【六八土】？？Fに奉，車f、佛の敎を船がり、®戴kをSし"SのMをMせら。 

何Q效かある。 
みぎア>11ラ3>ダニヤ%や5らぅ 

右阿^^陳如長老 

^ 0astf 0<sf70m 

bれ 
?して我I 



1tlwl娜 ^^一 をS?MSし，s#iょ b^r#tt:*?.り，齡街ょ bs るを 

る-るQが如し。 
i m^as^—ゥ、あらgる那伽S名ぬoものの中にて"眞u此の名i: 

紀iする激上者なら。 ：_ 、 

『參一一齡紀iために■ぎザきかん、齡はKを觀？^ 

Ds】は餅 isfll影-rlfr靈. 

【墨し_u% Kc# sしmr黯 
I ^^sffk 0<^ti mfTK^^P 

trp-，**-t^5' 

定に住す。 

【六九セ】搬ザは^すにも忠*:.:取1^，ぎするにもぬ12把こ、弧伽は,ン？^^ 

なbo 

C^^SGきを受け'Sあるを受けす"食物と被衣とを得て"#;積したるを斥く。 

gfe】M•の■歡をcぎこ、あら？^艦紼を，りて"隨處(:行<(:、M盟する所なくして到るA 

«0& ,ほ*1中にち;.>\&皆あ\愛すべき白蓮の、水のために汙さるることなくして生畏する 

が如*^ .; 

t者} I?しくま7:亂wfl:把II此で、世(:住し、「而も，」世の?:めに汗されたまはざ〇こと、猶ほ赤蓮 

十六頬品第十»S 



@譯長老fs 
ブと 
九四 

華の水1:|汙れざる〕が^;し" 

t奎】點じたるガを辦へざれば，航嫩に奶す、斯齡がv，f<「2にず又たり」と 

諸大那伽は知識せん。 

右ウダーィ長老 

〔一•:.•.<1,:!】-i:IInl:ft林^ 林、冇巧無欲’離欲—®f>.り-され £^g 

Sぐ？Qな— (11• i&f *の51—にて' M &•美人中SS人s。t三〕Tfu—二四〕 
dh:一mmaclllttsna. 

tゆ技A Wい 

一十頌品第十丄： 

は踅ひ且つ悲めり。 

【裏】#には此3亂畏の狀なく、航2,I称懲*、gるガ价㈣ぁるに、紀觀い㈤ぎ？るゃ。 



SHJ】獻擎く ssy齡し、獻をも瞥く smした-^ tg*;肜初の科敗なきことを把、嚥'¥捨てたi 

を免れたるが如し。 ?し ? 

1し'如！一繼にmな <、妒ゅる蒙ょり嗽！ 
上がふ Iし&言う *;すyえしffwa fk丨1?け5 
?一てJ.I藍！^し、一影■にmなぐ、rるf -嗽れ？A如く、死にs-i憂苦 

【七1111】るもの、黑Sをkるも3、Wはぼてが止なしと、大仙は斯の如く贷ひたり。，： 

呈si，ょちてぎれfがを知るものほ，生有を執ふるこ4きこ<恰も織 
ねつ てつぐbAnと 

熱せる鐵丸の如し。 ^ •い1 し！— : r文r 
【セー丑】概1:は「ありきt_i安ふ一^Uなく、「あらん」と云ふ^-SなL、諸行は減盡せん、此麁(:和レa 

呪Pあらrv。 
雷；！齡奶の黯と、辦る巧の黯こと黯なるものには’怖畏Sこ4し0 

ttセ3齡ゃ觀„し齡しき妒.恥'ヂ、がきを以て纪る峨は、他把有の念を有たす、「我に之なししとて受^|:^^ 

tセ15嗽rtfs燃し'も招1:街SI?あるなし、これfのがはら巧他S身〕はmにあることなければ 
な， 

一一十®品弟十六 九31 
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國涞袅老偈 
1 なんぢ4わ A feo i 九六 

i:m恚も情愛もあることなけん0 

i Srisf£<^?. 

憂性を得たり。」 f 
ぞくら せんし よ<1f 

釋の善く說き？語—いて“の■とをf、馨は.の纖ょ4れ， 

【七 fr?i4if ^ 

J^,1;t 543 
沿アヂムッタ長老 

:L^f£A-EF^,/> fc. 

【達t比丘}「Tブャの譜、學獻rてぁ-し¥〔刊のI〕繼r 
1】』fl—にょふf 

1して何人を#はざるや。 
C ^1 I I 

tt k/ 

Pち、護られftるは利 

i J i:d にんげんLiiAp p/\ b fc 

【古％1人間5諸根は、刺益となれ，またか-系土な&、_られ？るは铲緲藏- 
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-—* 衡• ■ _ ■ j *-，■* —ヴ— 二_. 

占己5己こ己。 

r*i 
セ 七 -t? -t* 

岂芫X宅 u “ “ w 

彼?；婦ふ女t辛t 
は女1iのなき 
利&の形J甘^: 
益て孔i貌ふ味み 
の；rd… 
人？は女X苦^ 
，、のなし 
彼?:總i BJチき 
はて、愛3 
法ま五まの 
住I處tた繫け 
新五女〗:嫩 
、ゃ處をのなを 
彼?くに觸t覺| 

は心 
ざ 
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女1 

wf m %1 i 

出k此》\蜜？ 
人ミす等らを 
な，の塗ね 
\ m ^わ 

㈣iこ 

烊て染~ズ剃う: 
彼ミ此氣藩二刀t 
完は绾らすくを 

111賢 

‘は、為 
る利!七か 
も稀I如1 
ののくし 

' P ° 
IV 

籤 
あ 
る 
務 
を 
樂 
み 
て 

益T 
と 
な 
る 
な 

?> 

ぎ2f FtQ、粑upl^を呶がば、锨は歡紀に|歡して、ぎ搬t脫せず。 

g%grs露を謹し、蕙に1ぐ-のは、__するこ4からん。 

1^しtpl々の節^#し"編のi&iがるもI、繼の1銜を妒一 

SIIIが配よ气、ド)ヂ)斯止することmfはざSものは，如ょむして、麥 
かれ つゐ卞ゐ 

彼に逍隨す^ 5 1.1-* n I -IjfJ'*" 

爲すべきが故なり" ， 

一一十頌品餌十六A-t 



N3®長逝ftli 

種種の方便をmひて肥:兄たんこ-^を私ひ、打t*、孤し、'£-■憂:-;し，歡がを似てぎを傲し' 

C啬一楙ほ拟ぁ->s J,ヂ〇酽くに、fかて肥をf くが鲥くす、叹|ール 

をWてす。 

t盥一位心、阶紙、r今r孕ぜ修見f，：五rkv>かてSSVヂi ザ 

iこ粃は％組のWたて斷|猶をr把r 
みぎ 

右パ—ラーダ5\ヤ張老 

I】此sfcて把s^lに配せるものとはrv、一aiicss〕にil、iATlにし 

t®}阶を货ふ九るm<にして.妳に觀れ-〇か；gく、料vyt.H —パチッチkm羅必のガの雛に辦せ 

得せfむ，0ぞ。 

t^ll何の沙FJ婆羅I11]/;-1、拟は「^'s0配紀をぎ'小する，何1の肥 
は受取せん* 



•A や^ t室二〕紀1T默阶i膨”まむ’說鋼のがと綿び，t;I;を#j"lj>Mi{:して、t■欲士， 
l^】#f衡#よレ廳たれたるもの、^零〔の#A肥^^〕isベるもの、^そfてるものは"±,を® 

おのftみ* ) 

bて，己の力を兄よ . i I --- , わさX 勹 ど1 

ILJ£s}f^ii#M"を^てす、MLm>、|&;歡|:よれて益燃ならfめたる、我之がために衝か"て動軸す 

つね *1 るこ4\%も默1:搖がさるる木葉の如しA : 

はっしゅつ 

に敬出す。 

【七九^亂か用^く职なくして’货が你なにぁる箭’嫩て把が四肢を沐⑴すして‘我が勒を拔力んや** 

^k 

1 ffff%s^fff^0. ^ 

1 0^, 

i】群四はをiれ、餡はrtff、if%のpf、y此の^^^ 

i^ 0.sfxff 

むるこtjなか"。 

ij十«品#十六 
九九 



國譯M老偈 
と b 00 

说繞せらゎ、曾^を武器とした去へる師なりき。 

11 議 —*隊%-^1 ^ —L I %c - Ff- L- fe . I ことなかれ」とも我t:寅ひた 

上'A7iit:^>^f ®-i5rw«-hさ含しんけA ぁいらぐ 

【塞f €gi'にfて、fぎ鬅を黯fi 
【la;に^•へき歡を纪しiき、辞愆するこA〜して、慰^I 

【£ f我にtし、長夜定著した？霞霧を、1?谢忘賢たまふ鱗で|^ため」-較 

ひたまへb。 

右テ！ラカ—-1長^' 

るものには然らずr- 

【惠t kみX紙とt、r歸薪をで、穿鉻sためには^^ 
©には然らtD 



t七^】新し< tて飾あも安繕那壺(/)如.V、腐兒の身は焚®せらら，12码ス翅遝 > ためにけ列涘初も 

を衆むるものには然らす。 ， 

t$】獻*:|をiiけ'ta么(:乾らず"阶をがひ翁して，「取歡^ 

t-tr]gj歡ゼの1Ir艇られ"配はこれ[:配—、 

ん」と云へb。 

【七^}lit"の影にあ立し既ある人を見るに、愚にして財を得て〔而も〕施すことなL、®貪の人は財を莕 
しゃく しよよく む5は ますi'fufcull 

at、諸欲を今Mることまた益彼L。 

i f0m?tpr¥v 
の淤方をもぼんと求む。 

I も、iiをiれf arがひ"¥把な—さがを％つ、これfの 

世に於て諸欲を滿すこiなければなb。 ， 

【七宠j亂齡のものは慰を犯して||をボ5齡ゲ、また「酣/(は|^ぞ苑なれ」とぃふ、衣肥を以て包み 

たるを沢にSiび，M網聯を釦みて颳ょ6簽毗に附す。 

1变0齡は卽を似て,され，,贩を捨て、聪一おにしてぽかる、死せるものには"親族朋友または同 

人も依止Uあら中 
し'*" F t L *..1 洛 >と そ .f I ふ4l6fcし y.- i し4ゆ 

C夫一】嗣は■が肌を持ち去气tは其の業{:ょりて赴くものなり、死せるもの1:は財は隨ひ行炉 
二十®品第十六 一-〇一 



ES 深 & 老fti 
t f芯も〔iゲrす〕。 

!0:! 

ほi】阢にょ名ap妒にょ名彩は齡&lf益r、德？、 

4一 ul*4し4も射csiにkる、颭ドるも齡なるじ<鲥れ|、が恭はがにがたれ 
て臥し、賢者は〔死の：I觸に卽れてmふことなし。 

【S】/:れば？そは，fたれ、rょ—〔が〕1rMてIIにiす、製 

【2人猛！！职にグてぎに聯に，：<り、また似のぎ犯にf，於のPにして〔gも〕るも 

のは胎(ZK:り、—た撕の肚职に1气 

Iニル,J!r,、J にょ-士？のは piTFg— 
生、他91に於' 己•鼠のSに、氍ぁるはir。 

患難を見て出家したり。 
じゃくれい せいねん らIT'lw* Lv^- ゴ •, 

せfなり、眞の沙門道こそ勝6たれ。 

t变i我儅がにょれてE齡し、射射ぎttLVn..o、rが蚍莉には鉍なし，敕な{して齡をPけん• 
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【V丸nw:1の虹撇をWて、樹は把の1rlm,しき、如はJtの時刺されて、諸漏の滅盡t:ilせり 
【真锨r气事し、sがr?、微f益 I 

C®:一齡，rの邮纪のため—、粒,を肚でて、肌部せしが、今其の利益を成就！"ぁらゆる結緲 

を斷じ盡せ卜。 
みぎ ちやSち*^ 

tラッタバーラ長老 ■ 

r!九己以を歡船をmL艦するものは、政^;ぜあがす'^和が心fるものは®をU感受£、且つ之を 

射執して存す， 愛領Lて存す。 

【S1拉ょ〇龄がる批が齡船のi5 i?5と游とは齡齡しふの惱に逢ふ、瓣S くして苦を稿む 

ものは5槃に遠ざかルりと稱せらる。 

t®(一歡yiきて嫩如をが傾ャるものは、ぬ如ビ齡あす、配ぎ0<ぴぁるものは「雜£配 
*いしふ そA 

を愛執して#す。 を . つ 
i f 0ff fm<lfi 

むものは5H梁に遠ざかれりと稱せらる。 ^ 

P*一衝をぎきて敕船を亂概するものは*^如〆あtす、取春の心ぁるものは「香.を^感受し、見つ*之 



阈騍尨老fti■ 
*ぃしふ そん J 0四 

を#執して存す〇 

も0は没藥l:遠ぎかれりと糖せらる，。 
^*»つ L7.1-3- *|-&._ 

を愛執tて存す。 

とIKIffがずff、rfIfr 
d, 0^ifi 00X 0^fii0l£ 

iネルr槪が嚷效参f狀rみ&■务の断くをををr ものは^#(:IM.ざかれ，.〇 imせらる0 

0 4ikfi 00i0pi&£mf £ 

IQ 0th0^^m.^.b^t ^mKf0,p^ut 



執せtしT存す， 0 V 

s-fclぞ獻がまた私を_すること銜が^くならばSの苦は〕減せられて賴まるることなく-W 
V n Jci\ ちか し上_5 

<て槪ょ尬如卜して|!奶す、紀くして茶を资むことなきものは没槃(:近づけ^^稱せら气 

愛執せ寺して存す。 r 
C会^齡^か气配心まfv科ザ」穿すること街が如くなら^门其 

f くてM{iIE^yt:Aして&於-r、斯< してギを獻むことなきものは涅槃(:近づけbi稱せら'% 

C<1til衡il.f!ぎ截にぎせられず'紙を^'きて3£,如^^ 

愛執：せtして荏す。 

【八二】歡をiぎ，纪がまたSをiVるこi術が如くならば〔其の苦は〕減サ^ 

ぎくて姐はSi4Cしてぎがす'ttr{して苦を狼むことなきものは深槃に近づけbと稱せらる。 

一一が配に配せられす、がを觀してぬがどぢ^す，離染の心を以てt味'ザつ感受1'^ 

愛執せずして存す*" I 

1<三】把を氨f、必^また%をMlす^こと彼が如くならば®の苦は3減せられて積まf 一？ rなく^ 

fくて似は政忽いして&机ず、斯くして苦を歡むことなきものは溫槃に近つけり士稱せらる。 

二：十頌&第十六， 一0五ド 
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10六 
阈蹕兑老fls 

愛執せ中して存す。 

斯くて彼は正念にして遊方す，％ くして苦を%むこiな—のは!^にyづけりとgrる。 

愛執せすして存す。 

斯三し彼は正念にして遊方す、^くして苦を^むこiなきものは纪锻に姬づけりと_らる。 

右Tルンキャブゥタ；®^ , 

i ^0? fpft 

の朗し。 

Iブ 
【会】汝は王、轉輪王、MI方の主、征服者‘浮洲の.るに適せり。 
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香】MにsrMF齡け、齡せょ、,S,爵繁ビyにぎることは扩り鑑し。 

sol klsにぎ船rこiはrsし'響倦、齡は二れ震f«ぎS?。 
.1■ * M.含 か はそ もこslIQt. 

【4】r配k吧にしてifを^するもの、あらゆる敵に克ら、四方懼るる所なくして喜七し 
51ーセ-ラ1nはく「船S、H<S教の一一るヂ基け’槪は像師なり’ガ雄者な义林閲の铜ィの劝く 

吼ゆ。 

s四】sllに齡ふものは#1-;また隱はざるものはがれ、5e£は此處に、勝贺者の侧にあb 

二十頌品笫十穴 0七 
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fa譯長老w 

て出{承するは徒爾[:あら^」と世奶は1jデき• 

ro八 
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に〕此の羣生を渡す。 

tgj汝は生の素質を超えノgr&せり、feぎgrnlf、i^£)F4てて、1rs■し- 

有セーラ長老 

§0我がた®に象のf繁なる^把は败かゎ、！！はTジ槪の配に配き晰を配きたるを"食ひし 
r % 

^1 mst 0</<. 

禪■思す。 

S^Y0fi mt ^ff0f.^s. 0 
くして禪思す® 

td藍新rて、gょく、錕の狀^るを繼でTダ—のFiッヂャは，a伊くし 
て禪恩す♦ I 

t_一偈持一一一把春にして,gょ<' r銳の網に；^を艦でゴーダ—のt?,てデ：ftlt:ゼ？ 



C每】〆證窮tて、船•ょ<，髮のKに厂る為”す' Tダ-るてヂャは，取著な 

< して.liMす 0 »-5 - si.f 
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ArrtL- 

5住者： 
二十頌品皞十六 

t羞ち黯磬•にして‘影撒f、霑.にがつる為Pす、TダIの矿なるてヂャは、 
10九 



阈睞&老m 
取著なくして禕思す。 

1住者にして、街£く二&の網にVるTダ1のぎる•ハッデャは、_“ふ 
くして禪思す。 
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tせいしん われf-^ - 

してc：制心なし,され(r我は立ち汝は立た5るなh 
【八S .如しい響•かガしたるこ本。能好ぎfせたまへち、我齡を含める汝の揭を聞 
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i 00 f f fi,i^ 
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11十頌品妬十六 一一一 
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デビ5会，§stM2f A5。I 中2:?gir^遭^ 謹1$ sf I 黑 q>s 
5®*§s稀、名5都律」とい？，併叆巧L?c#锋^^lsl下t、su?5_s? 

LCJticI 右脇か下 L1L て臥マるが法txyo〔一九〕rpittha m 名 Finr e!ellhl* 

じゆほんf£い 

三十頌品第十七 

【堯一P_>S—せる、祭Swき&ぎ/&て：ハンダラサf 5んは、プ-ナi呼 
せ6(*せんにん 

^1 

ベるC人〕-C間ひて云へち , ,■ ひ 

て^M^feれ。-J h ! tl ね 
tiLi五11「パンダラサiぎぶ狐A1,"货が言ふ船〆ぼけ、fく?-ザ」®L^せよa^s?がためにw未來を語ら 

|1篆^て5歡ムは姐みパ^毅£齡ひ"_假1:して勝 
おit 

■もの多からん。 

【4】〔asれ〕歡を,せりとSひ，〔Iも〕綴1の避いf 

1:相恭敬することなし。 

三十顏品弟十七 九 



— L. ,Jnf 

みS課2 & i 

【I】未^に1てfに默ん、は！3¢，れたるfの紀をgさん。 

【I e餛に斬しては、gゲ_!も'獻にg船r氍霖のもの、黠のがらん。 
so會議に際しては®f德甲Jれ！も，磬に祖ざ船擊1、f ■犯故.？、&して〕黯 

なきものli劣勢ならん。 

1 ^ ^ 

I m- .uLT^< ^^ 

q】i浮にして、sの露をiへるものぁぇ、,松t、MSに、gも黑にしてSiに 
巧なるもの、赀人の如く氣听せん。 

路を行かん。 

は、〔此の〕六袈裟衣を•はん* 

sc p^0rf. ^ffp^0 

sa常に邪なる謹を鑑みて利ぎr-のにpん’，の：^觀な^ 
io 

03w ^0,SYioiu0^0^f ^ 



之に隨事せざらん。 

t壽一纪の齡は；0¥於に|して、獻粃を撇はfベく、把.f亦たm琴」郵^ 

ことなからん〇 , 

t塞3ぎめため!:和r《ふ、rゲ如て節yilて痛み惱めるm,の^盧は大"皆怖な.不可rt!議なり气 

斷はLからず9 

tslsfegをf iufデ震^祖账-第&と5¥，-?黑は_はしか|。 
X2 i^L^' mf 0,, symfi, fffpu 

齡はしから^® 
iaがしtを！！へ、戴ilgれ，■ligじ、齡體is!の龜に-?IIは齟すべけ 
\tf4- 

C$11娜呢、炉ぼの既んにして漱なきもの、衝にこそ&あは適せめバ彼^*黄衣を何しかせん<>>. 

【丸志】纪しufr'i?しは把t切のが抱が、配紙の念なきもの、未批世に货て、此“等慈悲心ぁる人 

をi®せん。 
3十纽解十七 i 



るものは之を聽くことなからん。 

如く，師〔の言〕に意を用ふることなけん。 

C浩^一愈後の時®れるぎ机世に跑て.は、把丘疋び^rの衍1がgの朗くならん* 

【九s iの霧漦iのtるに穿繼に釕配にしてllglせょ。 

【九s ぁ.it、船に批て§し'顏辦まにして‘に！jく_せょ。 

右ブッサ長老 

【s kのSにSヂて衍益ひて、黯rが中"の盤mょ名-g漱なら^ 

ia ?たろXは乾美—纪ひてベ耐もくこ4く、臌齔たt鲒じ％をQ-、岩4% 
bて，比丘は遊行せょ。 

へAわし 

t益1此「の敎Jl:松て、來むるこiを得べき適度の把Miをf く、これ0;认なる！^の對gca?^气 

|:丸金3踟趺を組みて坐せるものの齡に_4るこ〜なし"これ歡锨なる|?£<の船齡0は妒气 



【交六】樂を苦なりと見、苦^-楢な6士見"兩者の中間[:斿することなくば，世に誰「人1(:ょりてが， 
W,5iあ‘bんや。 

【九八七一我に邪欲な/、、怠惰なく"我精勤乏しきことなく、练聞ならf、S不行跡なるなくば，世-誰 

一:人〕にょりてか、何かあらんや。 
はく &Aしか ら表 かいほふ 为 X if^rc冷，^ ねんtA.しそく％つは^ 

【九八八】博聞にして"而も赞11あね、諸の戒法1:於いて善く定に住I"念を心止息に塊(:するものは" 

頭上にも立て" 
ら<さ> 4つゆら らんさ5よみこび ^60 かれf.ru-p5 あんのん ft ^ 5 

t5fc九】胤想を郸it，亂想を菩iすS獸〔の如きもの：T彼は無上の安隱、没盤を得ることなし 

【九九0】胤想を棄て、亂想なき道に樂むもの、彼は無上の安隱、SH槃をk得す。 
公ら3rとまた しんbA负い 啟ち4n をかち おいftらかん ；-•ゆ5し iこるそ ちt:边L と二ろ 

む t免一】村里又は森林1:於て，窪地又は陸地に於て、阿羅漢の住止する處、其の地は樂むべき〔處〕な 

【些】森林は樂むVし、凡夫はf處に樂むことなけれど、貪欲を離れたる〔人〕は樂む、彼等は諸欲を 
&1 

來むるものUあらず。 

【九会】「TJS過を指示し〔失を〕資むる智者、斯る賢教を見ば、SS在所を吿ぐる人の如くにして事 
かか ひとっか ぜ 6 

へよ、斯る人に事ふるもの1:は是ありて非あることなし。 

tts誡めよ、敎へよ、不和應の—よh遠ざからしめよ、彼養人には愛せられ、惡人には僧まれん。 

【九金】具眼の沸世#は、無智〔なる我が〕爲に法を說かせたまひぬ、法の說かるるや、〔我〕欲心を抱き 

て耳を欹てぬ。 , 

三十®S第十七 flH 



，一？—it:H/ J btlげだつえ むろみ し沪 r-A-f ^ 

t丸穸JSCA聞き—ことは徒勢ならざ6き、我解脫を得、無漏〔の身〕iなb、〔而も〕®佑「iiと4天BM' 

〔通4 

1 

1 fi<^( 
^ - 3 ^ ¢-5 , かれさい^八かくしゃ でし わだち6ふとCやく 6 く ^ 

【九九九】非尋を具布したる彼最尊覺者の弟子は直|:您き寂默を獲。 
I - ^3 7—L4-が:Aせ^帝ま •かY:f:今33 i ひ I プ く ぐちIIるfc5t 

tlog】猶ほ鼹石の山の、整く立ちて動かざるが如く'節しく比丘は愚癡を滅して、動せざること宛 

然山に似た^^ 
L右やく ftoし T じや一^もi*>5^11?やごふ --<-> ^£^_a W. 

【一00一】執著なくして、常に淸淨を來むるもの1:は、寇端の邪業も、虎空の允!:fて见ゅる- 

1C ^L§hT 
r*>ttL ire二 わIIしや5iみこ rile をuね*くr£ i 音 ，i i 

【一001-w我は死をも歡ばじ"我は生をも歡ばじ、務を終ゎt:る奴輝の如く、時の！{るを待つ。 
!■ こ し しt これ のち さ含 ふしL少 1 

【10§】此の死は兩處とも(:之ぁり、後にも先にも不死ぁることなし、〔されば〕修せょ、先，ふことな 

かれ、瞬時をc空」^Iせしむることなかれ® 

となかれ、これ瞬時をC空：一過せしむ〇ものは、(や齡&に變ちて藏iきが概tr 
t§o寂^に度し，止息に配し"(一。)佩_^||.^’@1爾な‘喜、船觀の_^ 

ふuiが如{す® 

t'rif A* G A t 參 



现罢K Sを哲' 

しo 

J*- 

1:1§七：！ 寂靜に達f "1息にiL，_ntl/lをが六り’ ■榜3s' 

く〕が如くしぬ。 ； 

t ~ 006®T^t:v^ f、i!?:f ぎ bmt配{:'してが Sな <、漱&く，智^ ぁ上'",^惱 
TJいす 6と あ*6 Iわしゆつけひと し八らい *、也じ^^“サ」^':iT“ 

tl00札】苻象のA'-l:も、或は父出家の人にも、信賴すベからざるものあb 〔初」S良なりiもーィ良i 

ふ怎ぅ ふた力义ゃや5 

なるあり、不良1:して再び#良iなる|>り" ; 

【IsllH料にLて以じ、&のをf くるものは、cwのTr;-敬に逢ふとも、等しく其の定を励す 

ることなし。 
CA.WPがA一一A^さい yAく £ALゆ今Altろ；！！lic こ£Filtl,ぜAi-Aょ-, 

【一S一一】齡Jilあり"耻恕あり"微細の見觀あり、取〔MJを滅すを喜とするもの"彼を善人iBfはん。 
*‘ * A ■f;,^やttf:"s し すぐtffrつl^il ft: 

【一0三】丸瓶、丸地、山又火も、師の勝れたる解脫には> 讐とするに足らす。 

- s ^ .y 6 ^ ^<wu rv^L^ ^ ^, 

け炉 ノ > 汚さるることなし❹ 

【mi} 1all&i 1^に齡したる允ぎ忠"ガ取Mrti皆なるCが机<I:'Jして愚ならす、常!:情 
ずや5 

行す。 

CS1截 _i{:霧し'sppfcじ、S き^ 

i 七】よ、靜■!£?:1、¥li ざらん、i は 1に1を&?。 

三十®品第十七 二31 



^0 0 
Arし-t* 

右舍利弗長老 

..ft 

一二六 

め<にん %, 4&b5rl> 

す、惡人i合會するは禍なり。 

で0一九】齡恭は顆ゲ<獄心-ぁる；职射す*へきパ、|を乏乂£_^ 
合frfるは幸なり。 

「ご一S飾*^たるm、銜腫の谢、病を船气新がm艦，ザかてる獻斟かf.ゲl,よ、なに網配な <、 

eg】•尼珠とギ贤秦-以て赋6、fと^?泰かてm^みたる』f^ザ1^よ、お配によbてぞgじき。 

ご〇二一一-一'')1にして、齡吲rpM、#鑑hiを^ 

【is二3煩碑Sし、結を離れ、ぎを起ぇTrr®?路となり、^1虹の#^11に雜bて單ぞ射を街つ。 

^s ffkAfffpKm F¥f7ff, fM 

は立てるな 

法門を〔我は〕謎持す6 

ns^a 0p0f,-^ PM0^r^f m^m 
/ I I 
れを了解す。 



1:1012衢1;いん;;敬事せよ"開？し所は喪aざれ，之梵行の根な-^されば#法者たc 

t5!<!〔一^を!iH-vいて〕槪1す^Eり\膨把をib，詞句1::瓢1するものは"正f く法を學び、義现を 
み丨 Iる。 

努す。 ，： . 

よ. 

tlgn從のi®:配なる持配和は、允槪の氣を保m^すoものな\博聞の入は、ぁらゆる世界の敬 

ふべき服目な-^。. 

D.0-竺一妃を赋献とし、船を嫩'^、配をmt^,し、肥を膠起するf丘は，pr紀^ 

t io f 則3を銳むこ-^Sliしく'i‘&^t:_ifl^ 

ぼるものに、沙門め樂何處よりか來らん。 

cols朋せ一iび"師^き进れるもの1:は"身念の如.气斯の如氧，&友ぁるな一。 
- i?あ：4Lt>H > われこんにちひ^X^A.し あ*-&含 T f5 とit9 

【一a晨】かきものは世を去り、ぎきものは我に制せす"我今日獨禪思するこi"雨時に#fs^^sJr-- 

ので 

三十m品第十七 一二七 



ふ^ T，ご 
、一^ 〇 〇 

°堂_窆竺 
w ^ ^ 

我髭佛？ニニ 
所とのけ十十 
作3經i五五 
未〇年文年文 
だ行？のの 
辨ズし間5間5 
+.k そ， 、（て-%U 

I ^ 我に我i 
慈む 慈じ 

，るS= 
f巧fを 
I Et m m 

て後tて、て、 
，よ世せ世セ 
心欠りmm 
意'"隨左に<： 
未iひが隨;n避2 

あ:經!ィどT ポ^プLrf:した 
せ < ィ巧奉1奉J 
中 L る°る0 

> ^ 
而 
も fと と 

Kt ¥恰？恰务 
み‘‘门门 

蠢じた體t體t 
歲、まをだをだ 
恐A八 U ^f 

し〆離泛離g 
た之れれ 

ま 
ひ m 

{: 
ざ 
る 

ざ 
る 

A % m m 
師し‘レのの 
の；4ホ如【如？ 
陽，く < 
寂冬？なな 

Sぁ气1 

しき® 

tuls 一—f 毗ぞ！s&!^ 点M®r【i[.ri?sA?、f^rffiの y3tvi& 

靈 ：r--八 

【一|1】国ょぶり"&を〕聽かん冬气齡ぎものの與 
が時到れるなb。 

【§八】-)諸國ょ-^れる獻ダのものに、師は〔師£忠起^?を歌したまひ(.職勒は〔これを藏 
りたまはざるなb® 

^03 --+^^0^,, 0^0^n 

【1OB n十五賢哎製勒たりし獻に、■其■らざbき，,皆.ょ。 

【■】二十五軺の1て#慈1「11をf，iにgf_るこ^ 



t 畐】|:11齡# 襲*SS&Mを i;々一挪餛のIrs t 

0f 0P, 
望 s 雾し、&30111齡 f、&JPをf、■のIX齡 f。レ 

pt慕Kl®蠢！iしてEに寶以てfし5。〔一雲色®罢卷蒙いセ§i二保。〔凡〕 
s i?合畐Miギ議耶•迦f 5も秦S色，S莖2ばり•し•が:«.cs S色にS 

Sリ2出S法衣か4??るにRyo s fl®丐し適切に姐？れば—しくf ®t5ベ、〔八〕 
§la If 3 -^1 0^0 a a ^ 

§li鬈"温*雲：ss見〔一5利弗熱ニー.s佛sす。§以下二偶は阿難陀の8■に5し1誠 
め5なy。US下溫s_§溫S?へしs。〔Is_f S?。§舍利2SSVて。ssiの 

して啗へ11のな4〇〇10-之|1设老人絨の時6ら唱へし侃〇 

四十锻舔！I十A 

【1§】SM配の§都-Pな冬S印することなかれ：組が、定ぼ瓣からん、衆人の集る>茜なりi 
がて、鬆—ぶこと見れ。 ぇ„ 、又— Li15 

I露ょ、,^<ることなかれ’鐽ぐ彰■からん‘の元氣Eにして諸f貪るじ切 

なるものは、钯艱を酎ふる齦粑を妃つ。 

四十頌品铋十八rI九 



ぬ 
Q 

M一二妒叾コと 3 

7-1難は 
己しご〈 5 

れ く 、 
落"被な之よg惡ぞ是： 

ち ffllfl^ 

T^lff! 

た 臥⑶m為 
處ををダ 
を攒!rの 
下ルくぞ此二 
b るの 
"こ搬 
我だi m 
は雛供; 
^ l m 

a 

る 
手1 
を 
も 
つ 
て 

我£ 

ふ 
の 
食I 
を 
薦？ 
め 
ぬ 

食I 
を 

か• 

m 

と/ 
投f 
す 

幕 

指:？ 

た 
其そ 

M 
の 
た 
め 
Iこ 
m 
城;， 

乂ぃ 

ぬ 

い 

人；i 
の 

食を 
をく 
取と 
れ 
〇 
を 
®み 

我た 
は 

* 

を 
m 
士/ 
な 
h 

I 
知し 
h 
た 
れ 
ば 
な 

細し 
% H 
箭ゃ〇 

に 
之ミ 
を 
拔“ 

—^f T. ^ 
等を受用するもの、彼こそは四方のA^な〜a 

剥通力を以て、毅然iして上^fr'く。 

MPX 0( .^ffr-mf 

mi】蠢—b?’ f て.ggf、(sす？をf gt Jf くし 
思す。 

tl§0ヵレ！yのIA街に；一はれて，射すベ <、艦ビべ{，射Kの〔■{魁3、骷r鉱虹は敕をしt,If 



iしむ i t 5 分違 こItらいU9ま 

tl屋】齡«i猶粗ぁ，て齡ぃく，ボげして斯|.水を賢へ，ィンダゴ1パ方蟲に槪？|，»:寺"？ 
fi^ し i 

は我をして娛ましむ0れ 

つS®1SIIの戴に&、SSs歡でたん配ぐ敷ふべく、象衝『•さ船りて」，樂むべき此syは我を 

して媒ましむ。 
i 0Kff< p-fe' 4 fes 

は我^して嫉まLiJ*。 , 
i +i 

uiMる。 

C1S1財MをSめ、Bがなるが化の祀には^^。、&行を求め、乎をる斯2に.は厂之にて^る。 

つ0Sが紀择のぎ'Iけ、戴に概はれたるぼ藏の如く，術衝の鳥齓へ此處.し」母れ、此等^^^ 

%を！^ましむ。 

冨九】〔if SPSがiw、i靈f、■の繼1?、辦1はf Pしむ。 

D OS |£みぉぁ办，ぎる霸ゲ，齡麗と獻あゞ好涅〜ふラは2.^複へち、 

if£f. - . 

D§1§五齡の麟辦意撕てしてはふピー齡にし、|£しく法を見0人^得&が如き、舻©如き喜 

四十頌as十八 ニュー 

^のし 

彆んしA ^ われ 



國課挞老ra 二-三 
f我にあ5なし* 

- 4 1-=-fr ^ 60^ff0a tf 6 
ゎ、彼の元氣旺にして切に^g味^J?びるものは、あ敗を射ふ-？j斷を紀つ。 

て，止息を得ることなし。 

優れ彡」と思ふ。 

s^s^i{ tf. ffls 
は〕！！慢の中に動ずることなし0 

揚せん。 

かし。 

t-0老】1街を增長し、常に14しく慚tの么を私するもの、組！^の撕龄^yじ瓣された&。 

15八3_躁にして*转？ざる|?£(は、齡ゲ斯阪の把を繼ふ纟歡^贈-ほ繼の齡,？_ブと，'“ 



く、驾にtて！ことなしa匕 ic i!: ? 

t—1liftて緩齡r,船影！！して,諸祀を®したるも—,美しきこと猶山窟中のf 
ri 

【雲】磬p^で譜加>t、髮—もの、十千Sの總てぎは、^ 

^ St 0is 

i：はk〔の她ぎるか〕を知らすQt m … , 
【li靈篇のr%は笆深落にして、—せられt我等假令毛端を裂くもの集-たらんとも 

これ し 七0 

【一§航く.iの齡航の槪ぁるがり刺艄gjの，苑 

i ff sff ft 彳 
no*一が脈にも、黠にも'繫にもぎられt sは系Sぎしてぎsに汚されざI 

ぎの：g<、監—气1系を&齡せり。 ；：ミL 

四十逋品餌十八 一'-—-三 



みrrいかせふちやうら5 

右大迦葉長老 
ニーー四 

5V ^ .- 5 Jsu.y 51 ?^ 9^ 

f il。 

五十ii十九 

pt ft fff< 
癡i、？，安樂にして、(一)山ぎぐてSrこく,.^ぁぇ。 

冨广%t:Tf f の fF、f f Fli の W 

して獨r:#出に住するこi、伴時かこれぁらん、これらんや。 

^ Kff fp0^ffmfs 

7共に广?r切”て住するこr者時か為言ん、蠢ぎ擎か辦らんや* 
1九】f f以てr、.獻ir腸の資梦r、妒ぢ 
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把らんこと、评ぼか^|ぁらん、之|:時沪來.りんや。|1 1， .1 < oi〆 

【屋馨影，齡”峡‘〆こと，sの抓くな：。.ん.人の肌.にs'如芒 

tl—矿时戰，にぞて4条5ぎ？|慨、|、風熱、拳の惱參さるこ"何取力 

之^らん、之何時力來らんや ： ，れぁん名，しゃ、ねんラしな ち表 
1- 1^—L' 1^- 

gてねにiせんこi'何^ねぁらん、お何時かfんそ Ul5ip_"is4, f v#?5rf £ んこと‘ 

tij Sのてiせらるると气ゲr>siしてfことなく、又た稱讚せらるfも，之を 
ft fsl い0 これ '卜つ：*:#t II ¥ 0 1,11れ i V Jli 

]1!として,%せざらんこと、%:時か之あらん、こ^何|^炉來ら/1.や 
な S ,マ：irsr(sL?』_:、^K 

ff .^0i これいク 〇れ 寺/: 

3>らん、之■何時か我に來らんや。 ：ミ—な-:一そそ 

ril妃f fて§の时に、佩±Lのfるfrf、雨季iの新なる水—て降り注が 
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大仙の敎iじて〔撖？る〕こと’：かねぁらん、pf-bんや。 

が出家せる^何故(:汝は意を注ぐこiなき。 
■ l-l6^A.^l>n_f» 1 s 

する、此等U森林中に人定せる汝•をしてWましめん」〔とぞひて〕c 
I ， しへ b 泛今け！！^ し si^ Si,* ,#«ft t i i. r 

る1:、心.汝は我に滿足マることなし0 

で二a之は'我がためにこそぁれ、'他のためにtt 
總て動搖_iきものなbと.じ、益Hめてggしv> 

【1三一善語粑、 



そい 

ね^ iiざるもの1:1 i制するこ i 難し。 i < s 
cmli】gは船itてSくiしぐ、はデSる，ぎ嚣生ハ某むるものは苦を願ひ， 

がvためiisni趣のP亡ぶ。. i- -«? -、 
tlil Ms、影の親船r船sの？に、Stや虎に圍繞せられて住し，身の欲f捨てて、樂 

ff ^ , ,!. ! 

0001 
先に我を篮通したらき。 て I CT.? L t- I. 

【一云】落：Mb、辦Mに激、ぁらゅる，苦Sを斷あし、ぁらゅる脱惱备除す'。八支の道S羽I 

せょi二r'ivsのK く齡を■「した！。 ，：， くて 
tus SL〔f〕と齡し<纪ょ、ギの纪办て肌る见、^を4てょ'此良に'?て苦を斷じ 

gせとふ”gぎに8sf f霞いで-。i! i ,11!; 

三一V】^£靈な*^し惡い、粗な‘ぎ“と'又邪惡なゎ繁なりと〔正觀し〕、心の1言 

めょと、I溶ぎrTi£をmlrした-'1 
2K- f ' f .0^^^ 

pff( ^ stssfK ..!iみ！！ m 

三.】f m;fて、r路のm>iし、f .にもfの心”t明な—月の夜の月の如 

五十頌品第十九 r二七 



一 因®長老® 

く なれ-'si<、6l^lg に i をIIいた.-き。 

【一:SJ1IIたs’1や藍辱ぎ製たれ士 is!の 

Er=ぱJ の、-^^^ 
動修に慫通せんとするは、^;|:把すべきことをなすにあら-^や0 

f0ffi,z. £fff 
5大怖畏なればな\恥i製をこそg||して彫fTTせめ。 

1__□我は家したるは.£のためにttぎPのためにも、謚Sのために—4、㈣漱 
にも、また生活の/rめにもあらず、が〇; 

斯く我氣通いたりム1^阳に歡'せしg/>^。 n 

0^i f^.n, m(^Kt rTf. ^ 
は攒けたるを再び返さんがため1:紙加せじ。 

^ spp' 
内生の身は汝S知還よA本れ.co‘gを骺るt 似しきに圯？0 

H< 



しや ふ；一 XAL. A会5LAdu- 

縈、首陀iなる、天子たるも汝の運mi:よS 

【二-K1黠那にょ4ぞ、槪はimfな气して攀⑤讓たt ilf繼1® 
_含 なAK54さい 

となる"饿鬼たるも汝の題載による ‘ 

■svll>t‘s•編して S の 1kill せる。 

^-s 0( 
y今L4今ぎ5 せい ごi 

象師の猛象を〔制する〕が如くせん 

nml】r盤-fの篇を1ぞ觀Kにして雛mri初したまへ-、c>l 
らしめ、允にして超え雛き暴流を趄えしめよ。 

しゆつ ft3HそL/I.し0 L®. * 

肌家せり、我の如きも©(i楓失を忍ぶこ士なt 
【go跽西證、凹i公哉瓣fしVMlIf_ぁ-、％glじrてか 

鹄霸tけん。 ‘ 

>HrAhrp^y4 *1い fl L5 みfc/£l-t.I 

じ、！！£は斷じて兩口の鞴に鵃れじ"醜な6、滿ちて九の孔よb滲み出sもの 
PちよKぃひそ加しA-55つ XA3 くつしP なか また し人う > そ4:'■,fr 

【US野猪、羚羊の窺に沘浼する天作巧妙なる窟舍の中に"又は新雨の降れ濺ぎたる森林の 
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nrs三一心、汝は我をl制するに、四輯販撕の齡■する船rwil,s^A!の；、す、紀frt:を 

S譯设老恥 

^!^澎に齡に^_家けん。 
じん匕やちし令 く！5 よ かん!?. 

【二棄】深靑色の甄あり"善き冠 
つばさ ぎつし^はft 

J四0 

, f、？f t ■の1‘I るfたstsl^ri, 
ごと ぶん い5 zt &A皙り <ち5 VAしfi 

雷〔の如き〕^を布す、此等は汝の林中!:_思するを！^ iしめん0 

i{■!>しや5やは*rた ごと 

せん、我が〔臥床は〕柔t;して綿の如くならん。 



悲愍の大牟尼(:師事する1:あらすや。 . ： ' 

齡•の鐘なるgf tて嫵して綴にiらん。 
【11昆那ヂ幻はがデ€^)の_乳と狐御とに川^;、{&をずくるものは、艇智にして魔§制掏に從 

右パーラプタ長老 

〔I〕：一^!,;.^1又は Msug* 險しみ傾斜.的、坂。pl〕l-^一きこ〇七三 

たる萃のI种c 

六十！！Ml第二十 

の眾を1らん。 

^.i 00^ 0rf. ffrn^^i 
葉の舍.VQ奴はす〕が如くせん。 

s.?' 

六十如琳11+ 一四一 



闕課M港偈 s 
を破らん。 

の43を〔遝はす〕が如くせん。 

-rs 3^^-60. ^fJL0 

を己の布なむと思へ^-。 • • r 

【il五一】胸にず艇を有てるぬ,皮^■に包める齡谢、齡ががには九の犯め、およA齡把」K:齡み 

【二き】也$は九の?14言て靈をがつ^嫩を取るもの^ぎ為^^ 

める人の糞を〔避くる〕*>如くす。 

C1星淠し人我が之を知れるが如く、！^くの邮くみ；らば、gくょり£を〕配くるこi、影の 

贺坑の如くすVきなb。 

泥中の老牛の如くなるA:あb。 

^ T' ^^ ^ 0 T' u^^^ ^ L i^ ^ ^ *«- © ^ t T 

他にあらす。 

til羑一彼のぎhに氣しくして、約&EiL^XJ齡foぎ沪が？笑齡が一祗松に齡せA 



t*- h[f*,fJ-J 

も烏め火聚(:〔入る〕が如{に。 

5老】Sれる妮、iffliの哄顧ど科，、pMLrを翁てる撒集がかを見ょふに献固なくァ住立なし。 

t—】Jf墨をの1にf-そkのき、Mf擊sfさ。 

ニー$げにも祖5^瓣歡にして、,如を齡^なし、生私1て£:も：|滅疏す、典_の息止は安樂な^。 5V おのtみflみ みwい つらね や ちつ Ttつ つら：？ ni 

【二33五0;を己^^見中して、他と見るものは、微細？，善^くこと、¥で以て寇末を〔貫く〕が如くす 

【二六1111仏をぽ^记^して、此と^^。ものは、^妙3巧を痒っこと、^を以て竊末を^ 

/\ ^9 

tisQ槪を奶て紀flがi く、sirゲ燈かるるが如f、正念の比reは、欲貪を扮てんがため(:出遊 

すべし〇 

C二查一從をMTて刺foるが如く、IIVを^かる&が如し、正念の比.IJ:fi、^^の貪欲を撥てんAため 

に出遊すべし。 ： , 

「Jwir/"船漱し、配f射をがtgiへるMに飯められ、如虹の允槪'ゲかて、鹿母，閣をJIひ® 

あらゆる繼1狼をM1く：^のiH齡は-齡懷!;ょりても，小な6力を以ても、達すべきにあらす。 
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I 
随譯&老恥 

tlj安靜寂滅に歸し、邊地に坐臥せる备、裳の嗣屢？鎖數をg,ょ，p。 
【1】fた百i,3#緩て勝gのpr霧gとして^^ 

tニセー)三吹陀の讀誦乳にして、其の皆敗に犯れるものた.らんiも、だ〔のAiを嫩敗する.^ 

【5二】藍にif，脈SfLi'次ピ、八iil^、 

&会二-S しん£Aぬ-1 すみやか*'ZT /< !. i> IIV# t s \ 

汝の心に信念を起せ、速：：：合{tて酿帮せょ、影piき'忿るこ4かれ。 

ci S輪SSに惱—れ、3PFるものは、那證、一i、繼に辦"。 
【二七p賢に齡れたる蛆射の如く、松に蔚はされ、製黯l^lギ 

【二S '刚8に於てぎ艇を得、&貧く容&气ぎ艇廠なる紅％麟のヂ。を以ょ。 

【一.1」㈤燈Fず、渠を鋇」三P&' 贏fるものムi®%iをfるの毅 
ぁり，最上の繭田-h > 

61の姐4のi^4、術彫加套お船がSもの，十千ゅ萄Lは船てg|凝に配す、wg齡に 
K>^.f卜 f 丨丨 >fc-Ja% 5 ^ 1 I 
t>みやr5が,Lや5 灼 

歸命しつつ合tして立て. 



Lや.！^哀 ひと.aA含みや今 さいじや5 ひi なA%'合.；< や5 そALite なん13 み C な<ぢお5ぐ 1¢¢ 

tMt】-/:邊き人，汝に歸命す、最上の人、汝に歸命て、#、諸漏汝の身に寧き"汝は應供の德*り。 
じんで4 くar-pう ちま し か げやくKAlf5||>'-I f や5 

DI八SA天9ために恭敬せられ"生れて死に勝てt白蓮華の水のために〔汚されざる〕^^^ 

CゆAじかん せけ/Lみ £ラ しょしゅ じんづ与ゥ音 iJ-汽でん 

瞬時陬に世問を見〇ことI千方、諸種の神通力を具へ、〔人天 

に汚3る〇ことなし。」 

【一1八一】彼の比以は大梵天王の如く、 
Lや5じ そC含 み Lよt八し 

の〕生死と其の時機とを見る、諸天子よ。 

SB §¥ 

t一 1】百千俱胝生が己身を、一刹那の間に化作せん、彼は變化(:巧にして，神通に熟せb。 
6<lr/u1iAt;rjみや5Kゆくマ む大5くしや-'Vし{おい e言*Af:つ けんち しよIJAじやくぶや，— 

【二S目犍連は定iBJjとに熟通し、無依赛者の敎に於て成滿に達し"贤智ぁりて諸根を寂靜にし 
ヶ2c U 守 あだかぎ5 ¢3±AS は^fs 

結■を破毀すiこと、恰もmの腐4たる蔓樹を〔破毀す乙〕が如くし5。 
hHし ぶ0ほitT*icTtr4れん おみ 3い5 い厶 5 

【一1】我師に奉第し、佛の敎を成じ、重擔を卸-、再有の因を除けり。 

【一1*】璐、衝の妒齡のために、挝妒をm"でて&气SI度せしが、W此の，ぎ¥ 

網配に趣した-o : . 
【二八七3三)船敗子平Vフく婆羅門カクサンダiを出"して：ツッシ了の龍られたる地獄はsnr何なむI' 

ぞ。 

013一百のimぁt f被Cki嗽を瓣ふ、獻弟tギブラと' 骢，ルヵクサンダとを#して『ブッ 
一| ip ごく かく fi 

シーの然られたる地獄は斯の如くなりし。 
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國課S者侮 
ほiけでし び 
四六 

鬥H*一齡の弟子なS比が1;して、こ一一お，篇れるも⑩^^飯きがぎぜ默せば^膨^ 

はん。 

【二S】凝の？ぎ當H啦，？一謝，高似にして、観しく'Iの〔射き5黯Tsb、 
種の色なせる天ぜ姐穸ぁbて紀1V。 

t二I+.—佛办弟子たる比庇にして、おを知れるもの，嫩の亂き把_£-'ゼ衛せば、紀私、齡ばギ齡：|^ん。 

【一一会弟子たる比说-—そ、之を知；；；るもの、船め如<v-■比丘を！^せば、f右、奶'はぎ船に^2はん。 

【二九3}神通力にょb、我纪のガ指を以て、敷^なる'Tデャャンタ觀剛を數ひ配炉すや、^,i歡 
おどみ 

ひ驚？ぬ 

11一丸^佛弟子たる比丘にして、之を知^るもの、斯の如5比ir^を^,せば、It^ぞ^ばが^ 

ゃ」と、# ip槪にkはれてSP&へき。 
D13脱取一子たるものにして、むをがる也丘、船の亂き把がをgせば、紀ギ紀以ギ衞をぞけん。 

m- •ぼ，ぶ*£**feAぢ§^<:おい く“ぅ令 くゎこ み 
ち1ると兩じき見を有てりや、汝は梵界に於て"光輝の過去しつつあるを見るや。- 

tu礼5ガ梵王ut^r問はれて，inJr(:备へ气rf;、^が&?にrちたるrめ紀u、^vtt;ねをt^たt。 



t:r:su®燃取1:歡てぉ觸51;をしつつあ'?デW气_妃今日字 
tA 

虛なbしこiを〔知る〕〇」 ■ : ，: i ‘ g 

ご-一〇 一j航ifたるものにして、S'ザへ知れる比ギ紀游し斯の如.？比$」‘§ば、魔王ノ议^ 

愈はん。 

t!一屋呢ぎ#た-。も®じして、tを，知れ'.益が、默E^pf:の.如き把丘を，通せば、汝は苦惱を得ん。 
【1olがは「挪撕?.をぎかん」とm'^ふことなt、-riもm^;は此の燃ゆる火に觸^■て機h 1る。 

ご畫ilじく'髮爾ぎの®和&■「てVが 

t ls^fi、^c>稱f-v^:狐せば、^^；に歐集すb る、Ms#、ffiょち縛を解 

起すこ4かわ。， X,, Iしつ aかやし：.3 , 

【三oomtDK く把il:c(i:、ベーサカラー札中にぁらて、魔王を叱しき"興ょり彼の夜叉はT興に 

てkのirrl沒しぬ。 

rs厂湛■s■ば1.を*？?」^ 
2〕以健Mの雜比Jitか^むるのwo〔二〕以下]^セ如誘恐：としr:る®女じ對して。〔三〕遊女之にrr-へFJS 

SM^^issL^io SMr^0S^M<a 3 = 
侃s#s¥。〔九 Kx箱f 靈 sf。ns 爭益sgi。§11趣 is 息—。〔5— 

六-hfsa^i二十 Kt 



國譯a老恥 

允船Siii一十一 

0 

しや 

四八 

I 4、叫^繫したる-»、配よ义_れ<*の8が_、齡を_す。 
tl-mf:一生善くして、術"に敷ひ、g く裏せるガ；1gた\||れfも®一千、^^^ 

めん. 

irjIしi备よ-為き繁％で艇らんとも、截&♦ことなfん、gは齡に齡葬。 

CI§aぎB^船—黟.きた—し、霧齡の齡を、trsrいて、f _rpo 

で望】•我れfして寶るに、F^pp 

きによりて無欲者た 

^ 0.,f 1, i^ff^l 
行す。 

ご一i船のf ■舞fiし11殿r般‘f g?してif Kせ 
よ、これ跑處1:染せらるるこLJなきもの、街は!！，.M,:と松けiる_lrなむ。 



i?、gしてg抛fざるもの‘こそは比丘なれ。 % ft t II"S 

tl— ■■如ザ、鬆じて、Fit紙なくして智繁寂ms管®し， 

，舍てし死SFぎ。 …云 1S零^ 

L1IぎSのf、靈•てよ、鬱のM,を後てて餘す所？せよ、汝糧の道に迷惑し' 造 
け 《母すること久し 

—0】svfためuiはれ“の£」齡tれ孟獄_」|、*|は慢のために灾せられ， 

ぎ斷に起れて齡矽に淝妃す〇 交 を*,〜 

フー-己獻「：よ〇てjfてる把がの、giく一:齡を〕】i槪せるものは組て^^するこiなし、名#と安樂 

秦穿く、Wを翳SA?へ呼ぶは8し。 i_: S 
【1ニニーーーされば-~のiに财て、'剛Sなく，做影なく、隊齡を衡てて、淸淨となり、傲慢を捨てて餘す 

ir士齡！：して'14^t,皆の〕piすも，のとなA :: n Ji1>- 

t一一1一§漱船谢のために,かれ"ギかが艇媒デらる、可矣"稱發、慈备$^ 

tごs i•⑷sstによ-^て^*、g:獻截せらる、把欲i俱布な.る淸取和を抬離せよ* 
tili笆して’ f較Ef 黯〔glにiiせよ，P為？。？，綴sgl 

51炉るべし。 

【ごs &_f _せよ、一飯V霞を撇齡f、鎰tipル^^ 

二4* 1 



阈課fi老愒 
15 

る語は善く說かれたるなり。 

【三1K】,5聞—5語、〔此3〕_をこそP<にせょ'tの11を1rけtてkふはこれK〔ii?〕 

【一差齧❾Cデ.-rwMのi?^lpAr、giri矣ぎsir術rる 
^ 

最上な.るものなb 
【S1】深智の^:新にして、jと非組とを魏'細せる、怒"の鮮邮爬はふがのために肥を說く 

C1雪〇 てt■气獻ぐ备1?.、対齡Mm断く、〔槪はぎ〕^11を歡す。 

喜し、f齡して取をgto 

解？、再生を盡せり。 

^-1 m0pp^. 

【Hs |じ士二黔上s死f1-rK子iは^ 

SI七】，世f兒にのきはぁら心の還'擬 
trils1tfを超®るが丘は-#?1^に$"齡す、1;ぎハ：知.^がな，^輕を渺^ 



gl 一tJmlti-IJF:-^:®樹がI1さ/：A二-?脱大の法を聞く，IE.偏覺者'r比丘衆等{:闹纔せら讣て' 光M 
,4,.* 

を發ちr:土 TP 
fそん なん甘t な ^ Lよせんち今だい せんttfifr_wd:.A.で： \li/}J 

【三^】11¢、故は龍の名を初ちたまひ、諸仙中第七仙[:常らせt:まふ、大_の如{1て弟子(:〔沈〕 
そそ 

雨を^ぎたまふ。 

【ia紀sgkに！^、勝船をて、魈mしたまふ、u--の船雑を解く人、把がに分別して依寒な 
き人を見たてまつれ。 

*> ふち？ 袪ふ I しA し上 2i%}しゅじゅ みち i ■一 i li Jハ' 

【一證】S流を此らんがために、種猶？0题を說きたまへb、此の不滅Cの法〕の說キ^^ 

靈 SAI3?1して'^|なし。 

【11s &S黯は、t?藍の靈をmしfへ令、槪十肥II起のg?を船如 

して說示したまへ.^ 

【ごS五】顧の*PIく fて善く：8の說かれたる1:、法を糾0るものの中、何人か果して放逸ならんゃ"さ 

れば-t^獻のpfiirてgにsiしっっi v。 
4しゆ？こ—しXど 枝とけrづ 空とりft つb *•ん^ほP * 

【三四〇ン鮮隗制長老は、出離の志銳く、佛に續いて悟を開きたるもの、常に安樂住とil離士^^^^ 
ひi 

る人なら。 
till配妒し子にしてiの齡(で'flふものの起すvきことは，？jて妃の齔alにして1^す^ 

大集品第二十一 一五一 

ひとtr 



M課tt老餌 
4 i 

るwなb 0 

「Is苦惱q際を盡したるザ妃Q，s中Sに坐せるを、111FJisネ-ぎを！！？1が.す、伊，ず 
しfcてまつる。 

5MS Sガ威がぁ.る£||取は、gv©*^心！ius^て、！^.gAて、^^.繼：せる；槪ずのが^j賦す。 

ご-Mil斯の如くしてあらゅる支也を具備f、^;船の.I泥を氣し、亂撖の-f他をル^2せ-^，齡に断t 

1三要一】^ほ雲^き空(:、斯穢なぐして網<"^?の^らすが妮<、殿じ{、对^^(§肥が1^^^ 
甘かいてら I ® —基'yf 

名稱{:よりてあらゆる世界を照す。 ■ 

C-S1(；一.犯先に詩tに配ひて村よ-^#へ、歡より瓣》とぎ心しけるが、斯よ.りj舰谢のf llgし 
たまへる茈偏智者を見たてまつbき。 

信心我{:起bき。 

t二5我ぞッ？？-、§y、〔士 ugic支〕犯をtて、叫11游しき 

P11S 如取は S 等 sflrv^iザmvmlrの摩 
unJLセ】^一間にれるものをrs、fc;frJt'^论、It1氏M"のぎST®ために、r®-はきIfを#^たまひ 



【一こ责一ず船il、fn族のS;尊、tt生を慈愍して、四種の架諦を說5f:iへり， 

【M一充〕苦と、ザ：の也起と，茁の超越i、苦を息止する聖き八支の道と之なり。 
Di】新は贿の断、SSに&かれ、1はPを&かれし_くも？、ゎれ己利&し、S 

をL feや5じ^ 

敎を成就tぬ。 
isW(T[:もf P雛に％" Lことは把，ならざ^、把卹せ0れたる||!髮だ 

ものに我は通じき。 

= 11,ヂ-J-n*ふ J- _*rHc ,c*A1i.Li よ し ！l*afsfiか Jji^li やぐ 

【三§】-7現抝■[:族て疑敷を既じたまふ#;^の帥i:問ひたてまつる、世に知られ"#高く、心寂 

靜に歸したる一比丘アッガーラヴ1:ありて死しき。 

吏るf — iは^ 一&iし、め、■めて槪iLAて哲き。 

【臺】M年戴^i&はiて1らんとiす龜&S.はぎて聽i影—T、 

しよほふ ねふと 

せそん われら t せそん”じや3し-T1 

世#!i我#の師、世酋は無上者な^^ 

乎鹉酽の牝にぁ％て&&羝すこi、千組®砥齡於が齔變-csl:ぁbvilす£鲥くした*へ。 
こ よ て芝/1くケち みち むち tcft_JF.CC U*これら1-よらい いた さら そA 

tis此の世のあらゆる籠—遇療3道"無！？t;)伴、疑惑の處"此等は如來に到わtr2に〕#する 

大集品011十一 11 
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阈踝良老fa 五四 

ことなし、これ如來は紀上"のね職なればなt 
【憂】ぎ於し运_惱を〔斷つこと〕、#/へばヂ 

ずんば、一 1世 k は iifeg、f?t?ir4r~ 

i 1' ^pf 

*』L^fed»^; pj ふ*^ \ > 

した，り，〔此の〕衆の中に>bて跑等に劫波を承したまへ。 

な——てちに狀ふが1 くに、〔iloiてr-.irrん。 
C三セー「生把殘0なく棄て、「狐政を：！紙ひたまへる藏に撕辦して！^1 

ぎi,はf *?らt製は4』r〔gを〕PたiがS?。 
11二古J故杂細n#のなし歡へるy-:の十あの歐一小は慨免すられたり、把はU1の配がのルg^ど和阶けたb、 

【屋】¥所なく、馨s敗，如豆」！|一たまふことなかれ、'獄.pに 

‘人れ|、iri^iせしmt、」 
r 一 一-*E五一「此處にふef.±=hlt?はf,t^*>,.iJちた夕J-^lrt;は「t;%v bLi、「^制齡!Tせ i®.!tjの^Tftft^ 



ち：r肜船をt?;4て、颳-なし 
Iや さいち5-I ぜそA Ists 五者の最長たる世®は宣へ 

われ む 
我を欺きたまはず。 

【一屋^^はds&fふがSぐ、Asp,繫の鏨siき搬をys。 

rp.^. 0^f 60^ 

觀す。」 
Arai^•ぎさ*f+i^ij■与 

右鵬赉娑長老 

兄^か見io C四j以下阿雜陀s老に尚ひて。〔五〕佛包恣〇龆か說令铪ひし後o〔六〕£芒白ユ£1.^|武级か携ふる1のと見る1|*;な 

Sか〇〔七〕相槃U關する說法の後。〔八〕fis陳如S事。〔九JH蝕速oae#の典名〇〔1一〕過去の迫惊〇〔10以下尼拘律陀の死|1就 

てmふ0〔s〕ffi?sso nsvii^srii觀と譯す、爸—tri (止)と對して，®の觀念s方而か裘va 

二く やく ちや5 t- 9 U 

國譯長老ip終 
大集品第二十1 五五 





f £If 
_譯長老尼偈 

か LC.5し.やそん令しや しゃ与{んちふゃ V ) 

彼の祥者、德货港、SE遍贺者t:歸命したてまつる 

uゆtiATfい 

頌品第 
ちnll-,4LAp:^:A:^>^r _ 11R 

こころよふ tAV せい くれち, 

【一】纪恕脱、船衝を财てs^&5作り，5,を：！纏ひて恍く臥せよ"是れ汝の愛欲は制せられて"鍋中 

の虻艇のI{な卩たればなち。 
M L-pprAやうふしや与ちや*fc*うrl_げ とな I 

撕く姓么不詳の長老/Etl此の偶を唱へflbとぞ。 
i ， 三 5 fl?; t r 含 ごI げだクニ-5 65ぉ6» 

艇免ぼ、@衝30獻よb脫るること、羅眼の捕へし月の如 < せよ、解脫の、ILを以て负目なき 

〔身となb、世の〕施食を受けょ。 

ぼくず歡はtoEf齡*へる3肌私を常に此の暇を以て誡め給へ-^。 - :■ 

艇れ。 

篇£:患#iにS t齡ひし4。 



陶課fi老尼似 一一 

無漏CQ身となbて！！世1:齡1:せよ。 
み3Fほとげチツサ1に い*fL-fli げ 

治佛の帝須尼を誡め給ひt偈。 

【气P露JP-して、Jfsciせしむ^れifを藝fしむるも0 

沿他の帝須尼の% 

右竪固尼の偏 

後身を持せょ。 

右他の槩亂尼の偈 

1にfて■して、敷をS、せんがために】が1を齡せょ， 

右友尼の偈 

なbo • 
^^バトヲ—にif 

右善尼の偈 



三一紀網虹、rん三%1丑の航±1をえ〕、Mぎ^漱わ"—ぼぜを其の齡艇と共に饼せ敗りて 

最後身を持せよA 
Asf^バザサー1! げ 

右ItpMの偈 ， 

な.-、歌は般ど死よb齡れ、1-Sの慾を盡せb。 
みrムプ知1にLT 

t, “ャ№1匕■つ nw 

【ご-】〔齡t职t>配せんとして.1齡辦，を起せるものU、終-心をがて冠嫩に^1接せん、諸欲に酸純せら 

るることなきものは、〔般の人〕と稱せらる。 
ti,ダムすジンナ11iIrt 

右法與尼の偈 

【一一0 て歡にSなきllst^l、(5)齡く足を洗ひて一面に坐せよ。 

.右M-舍法Mの偈 
【一四】S取の&なるこiを&'||』して跑が〔奶が伊に〕和らしむること_れ、也有8欲を斷たば、 

紙にして！？行せん* 
-Aぎほと»|1<> ナT.-I1しめ ノけ№1 

【一i】狐は射歡を船し、Hさては！^をg_せi、免がをKの根よb敗きて、淸涼寂靜となゎ 
hv 



K^fi老圮fs 

1> 

こと 

て，淸谅寂靜〔の身〕iなりたればなり。 

右佛の1獻老阽-栽し艇ひし， 

C-セ】てが&ひMり、四1"ひて基なる磨に■れぬ、獻，」組■ぁる 

右^磨尼の祸 

tK】家を阶てて得度し、见したる兒と洛類とを掛て、貪と既iを你て、無町を齡き、财11を把のが 

ょり拔きて、我は寂4寂滅を得たb。 
みrサン^*-r=if 

右僧加Mの揭 

〔一〕四稀のf£•布：#？iff四•補•の•盤S氏•ふ*〇S 

isられた”。s ,f富2气文と？*摩s?tて比と？LSIIS戒 
M0s^mL, S0^^0.§SO s 

機f fしむ、好s逸？む5f營42£し，gss, sssf isg; 11七〔九〕位■ 
孕字芋—SSSS。|§苎七温—、大小sf Iし生S?と？、故-」—J持す 

O^0s^0rd^b^ CS000^ 

力如く wして其S夫2値®なりしtり。〔ls_L一事ふる越の一躪&■抓すな砂ズー衆は^^?いいで咖納い^|5#蘿々〔|《〕 
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k 
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U我£此れ如I又 
>卞旣5等らく 無“ 
化に §世せ和！ 
彼st七筇ズ念!； 
の雜Sはを 
三の常S修な 

1# r. m 
餺1提e:此れし 

奉nぎ偈げ慢" 
b ^ m €心欠 
たに以4を 
れ|連なて#?T 
ばす雛iて 
，る陀ダよ 
跄二の式5、 
は道？沙う其亡 

赛ぺfiS? 
匕我Rを齡 
最5總5敎H 
後。てへ除i 
の之ミ給纟滅义 
一をへよ 

i” り 

汝ズ 

こに n 
て從七 

m ^ 
M m 
TJHJ+* 身^ じ 

不右ウ 

想1 

をI 
i 
せ病， 
よみ 

m 
れ 

m 
iz 
る 

S: 
の 

& 

m 
■T 

X 

靜 1 

に八 
r 

し 

s£ し た 
m 

方ろ 
せ 
ん 〇 

心兰 
で 
定! 

P 

さ 

せ5 
し 
め 

みrに匕 f 

J!にもcMはす'我が數はJ〔の如-〕なき。，：く t . •!1。 

31Mは齡へ_と'を獻してglす、辛U學に"入"、「吁、ぎる齡」と〇ひてゞ快1 

00(sf^ : ? t s 。 

13に&いて燃齡の與&し'嫌紙のぎ超してS欲を離“ぬAは，し生死輪义 

にiiせざらんこ4、1は〕(#審船f舞II獻ず• 

アッダカーシfMの偈 
1 s i -- 



嫂課畏港尼m 
i sk&r、f て、f:*tsた 

l^^l^t-瞧 ^ • ,K. 

みrチツタIにif 
右質多尼の偈 

" 

JT 

とも- 
2 

杖{:恁れて山を登り往 

^ rrf 0. 
J rrsi^ ,SA 313 i 

3 fffff 
1 f^Bfi fsff0 

みrv ツ々.ATiru 

右慈愍尼の偈 _ 〆 »ij f-# —/ c /f 

?0ff fmfAff 

みrミツ^tにげ 

治犮尼の偈 

『Sへf £綴ょ?)^^ S。斯ミくして住せる者には、所有る髮根艇され、霸斷じg—、微はig,g,添】に蟛 

巧1^T—财r 

【一3 (琴f赴、擊の褽rrf £r，露す？‘もQ?、〔s漀鬆r、f f & 



てん。 
:P 541ふ 為^tや*rf一ん#:办し あいじAねつ K1Aけをi Uや， 

【Is我^;©^法よケ〔脫わW精勤を樂めるよりして、愛盡に達し"佛の敎を成せ. 

右—無畏長老尼の偈 

1 

れつ ほとけをしへじや今 

に達し、®の敎を成せり❹ 

右娑摩尼の1 

〔一〕諸綷鄉m三四一r三四三偈。〔二〕<^捣法*精迤-弈.輕安：足及び揄の七4-いふ，费支.瓷分.鸯您綠の興譯あリ0〔三〕此處|:沄 
へる#*@*占|ぎ佛でて&かの|苦¥と解すズ四〕此比丘尼の”2は貧ぅして毅物|專波世し5なり。8 

此の夫は伞か造りて波litし?:リ。〔六〕^^はM奧4*放つ皮柯痫0一师、物を憑る筮の不潔|1して恶*5;放てる>いふ1或は 

SSlfda iす"贫の愆〇〔七〕此女tと迦尸一:の遊女たリしなり"迦尸とIX婆緬命斯城か前#とt£し闽なり0〔八：31^»ホ|'111ズは11 

か五西金の命i見て、此の^LW命の財かmiなし云云とttり〇〔九〕六神通の中"，M命通、天眼通、漏淑通の三> 云ふ〇 ns下七 
艽揭註參n C二〕諸M避集四〇二侃參照，防胼一筒_;|か^*か黑分0二分|:分1;、各分の八日、十四^.十五0の三扭か布隧口と 

稱1、比丘"比11:尼|11處|:恷僉して慠抛の式?>行ひ、-/(:來人11八齋戒な持つ"所調六脩戒：2なり0〔13布翮式|1拇平月の八口、 

十四U、十五日の三日(:行ふべ孑定なれど村济じ人iベ^用あろ?:め此级の口か變HLて七SXU九十ーニロ及び裂分の初H 

tt行itざるか?if-ざることあ^'、之^S3改対分と宏ふO PS傾tffiの熱®なみ1:對し^盤のK態んSt涼^りとi;ふ。〔一S卵^i3cふ 
子CSし2¥2Kり5£家」たSに15"此e二SSS 一 £1考SSSむS,後Q 

一は母mの之に答ふs-ftiなりO US.Hら已か呼ぶなリO CHO愛欲のa->?:sか説び、？^か指すり 

三■■三 

二ろ丹C--中/1. 

3®品第三 七 



1，1 響巧:J 

阕菇玆老.尼偈 i 

I &がiiょとて二十五：年V# Sだ把てがM^AIA 

01こ我多數の苦；^よりc齡れy精配，it船めるよbして、配の嫩銳に趨し、艄が齡f似5ぬ、！jが歡 

念‘の涸らし盡されてより七գrは歡七矿なり。 

右他の娑kMの偈 

I四たび五たび'1は撒：rtff3、がが？女ii4雛 
I §1^0 

【四s】我に說き敎へしが如く、我は其の，法きて七^JQgf^k.-を如みて^jせり、！^と！^々」1^き 

つつ、笫八Bに〔思癡の〕1犯〇て歡は㈣を哬せり。 

右攀i羅尼の偈 

【望} ■にぎ2の紙なる、辦_一 七術の1 ぎ“、㈣露し船ひしが邮、破はみビ繼じ？* 

【男】(^無抓&〕は眼ふ紐1:磬て獻^^か，^||^〔として〕齡に|^5^ 

【忠}諸欲の天界に3するものも、お釈に郎するものも龄(:配勢-ょ、奶私^;^」孤されて二"ゃ|| 
邊いLi 

じんかい f 

3tiL-^J 

に再生なし。 

右他の繼多羅尼の偈 

r©<l^f{EJIUmが^-^grb が上L、#1勝1:1 ?のI?tsをt?u'るをrたり® 
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みぎダゾチ办1に,trf 

右柔順Mの# tv TT 

sl】 S*制wrJとg^び為^#z^?i:ぁむて把{'&を知れクッビ？、八萬K千の人は總て同く禮m 
'h I . i. rp c ru #'l lb-r 4 公ゴ こ こ ，ちな/Lt;frH こく I 

と各け、此の趣にて焚かれぬ、此の中汝は誰をか哭せるぞ 
'れ6しづ 今わ こ ，P:Hひ功 作.jfe办 苫产 

S-一'敷->船める^*か-ぎ寒一ぽけるが船に、ぽが艦にがちて見ること靈き箭を拔けり。 

S一-一;一齡だのがbをfへiりて、S膨縱を離れ、，齡齡がなれ、佛把T牟尼に歸 
み^げ 

45ウツビリーの偈 ~-lit. 

【1四】辦が齡^^くスッヵ*~奶に範へざるだの王舍抓の1は何をか爲せ气蜜を食へるが如く放心せ 

b-0 

s 00<AS^ su 

si 
が〕％し。 

s&lぶl、alTの齡にょりて、iが鬆を齡れ、哲3じ、 

相スノ为11偈' 1 含-!:」ちぶ^ 
【老】Stにmi輕yl^yめるなし、^離じよりて抓をか爲す、諸欲の樂を享け1、後に至りて你ゆる 

E设 a 第E 
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阈磾菸老M揭 
なか 

勿れh 

!〇 

【黄】&と艇Sのs鄉とにSへ らる* 擧を&|褽.へど、泰が射4るが網す*> 

c我に：^られぬ。 
右セーラー尼の偈 

ts (…諸仙QSり〕？ 7 士、〔娶には〕f gl^益の製は、起&するこig 

§ .0<s^, fmlu, ^ 

〔の障礙〕&ある。 

【faぬきは一切處にifれ，腸ぎsgは舡られた&、g傾ょ士のgくおを妒1ょ、齡が 

〔我が爲に〕敗られた 

右ソーマla?の偈 

〔こ勝省S、佛のこt?、SSS矣な？1へ給—』S起して。〔I•十二返、十八そfて法 

Iき23。af 二 11®。§sl£lsり。sf rs。S五！ S處と名くる怎5て 
相力Sにf繫蟲篇繁繫曾LM此Ur母脅®」秦へる母は親む繫雜.P艇なれどt斯各ベるなリ.變 

の二的§の锻かfて述べたるなリ〇〔七〕如仍i, s®*' ^ん公ふ〇 c九〕1と7ラの§なり*初の|恥 
は縻王ゆ11|:して-後の二揭はセ，.ft0之じ答へたるiuo〔『s FかTr;,7*^$„v®ひ，怒事ルtL ノ乂 tts落*kH镅t石lr^} 



1じてC一ii* 了尼との—s. s ssi气次の二S? 了尼黑。 

じゆ5iAだい 

四頌品第四 
I., J-1 an. .-9^Mt^xAffALfA 

1 a00s?. 

冒】sがMf sし'f f、船sにiじ？fはi©—の明智ぁるにょ4’ 

V5.lr |£ ら &A 

や ji 达 SLAtito 
せ敗りて、#後身を^つ しよろ f にぅれ しやn-c■や7じやく 

【」s (*)凝®は'世:歡ぁ！とをみ見て裳せるもの、—1し、柔和にして淸涼寂 

なれり。 

{J?バッダー.ヵビラ— 一丁厄の偈 

^ ^ 100^00^^0 

l:*r:*tpザM#tlsへto)の三を：4ふ〇9一¥|梁と已パッダ1ヵビラ1_1|/^とな4。 

tゆ：iiAだい trt- ^p/ f.u 

五頌品第五 

【走】iiiしwt、二i年の曲、 

四如品沿四五M品第2£ 

あひだ こころあんそ'<え rt 

_指の亂も、心の安Jを得ざbき 
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s】我が影fせし；yfはき起7f' £に■繫のf fぬ。 
【七0】彼〔の尼〕の配を聞SL、s一面にぎして、(一)®Tffifを如るに！■'をf 

mfff 
b我iハ剩通を說得し、佛«(敎を成诗b® 

A3F,LS5みゃ5ふしゃ3 逆ぅァく： T 

右姓名不詳の某it'ir把の做 

ff£t^£pt0^ ffsp% 

sご一なる爵なる，g<wpぎ、£して、4gのがp?。 ' 

Ar. い,にi #V?11 f ' 3^ df /L J 7 i 
右もと遊女た6—離垢尼の做 

L»ia-t:fr 

! Sf Jしi參"ょ"して、f §に#—れ、s_4して、黠せし’！。 
I 10fi pff. 

s Hせてa,黃ばみ、？嫩r—，f iすること七ぞ；爵卜 
1IAS其よ¢11,を手にして、氣射の桁にルtfl、tl:街沪術Yk齡ドfな§んょ卜は.trにH?ねし 

b-„ 



Uと恐ひて* 

みrシンハt!i げ 
右獅子尼の偈 -I 意i ,1 

S0 §齡¥rMrI, c辉5^亂され、泡れ船りたるt 
.一!.t:cpr C わAし^eふ 

不淨CSを—せょ。 -!,在 I倉，ふ、料ノ 
si tsかのHく衡の^tもぁるべく、把の如くlibtもぁるべし、凡憑の歡とする3一は、不潔にて 

はな 
惡臭を發つ• 14“ 

s tは1いて、■にね甜めたれば、ffm、磬』を歡？。： _ 

【•S拟ょ-4はがに齡てSiのKを敝？、阳3KSを^ 

mH槃を得たゎ。 

^喜Mの偈 , 

【八七】ぎ^iをmsは■“'#齡に-Isそ我は水にA14—％ 
卜 I h ' Lp c r ^ kh 卜 S- J* %pi -£.rl,よ5 i 

rJ H V < —J i. - J ^ - 1- 1 11• J ，J 

I ¥us^fe.b.? 

1 

縣ょ〇ま〆V#A、釈贮して肌齠とな气虮粑t:rを纪て、笟染斷せられた" 
五颂品第IL 
一三 



阈課搔老尼偈 一㈣ 

右歡菇上長老尼の偈 

^Tmffi f.t §£ff 

【九a}〔時に〕我SSにぎするゃ、心-€證がり、漱は齡に配ぃ“-0“は齡の航ドなれり。 

5QM實に乳変の|g嫩を膨齡じて、が越艇を^1^し、#!が??feぎb。 
み^1 f £, 

右ミッタカーPv丨尼の偈 

【九七】j在家にfる〔4tて〕！^ f Sをi气i齡91'^の^;|篆^ぬ。 

u ^ ^i^6 r - ^ 1' ^ ^ -0-^.^..^ ^e^^ ^• 

力增靈をfて、II鋈f，■の釋v■した、iig靜 
みぎ --f - 

右サクラ—尼の偈 

【10ニプ此S4に、十ぎff、斯t磬い辦一て、批は！^把め，那之。 
tIrMl比丘：：^は我が^に，1;ぼftめiii-を說き、把の^1を1^いて、^はilを1"ろ邮めし0。 



tu西】鷄船f:Tなるや\證梁漱rり，ずfeて齡の新：}を；kる。 
155鋼観"铲t、鉞乾r傾じて、1if鉑をも11^，三)ま虻の酹齡を得士^^くして衝槃を® 

せり〕。 , 

§0 &給」M*a五獻を黯し、纪の黯を紀ちた、我は置Mの生、無欲のものとな"、今 

や破輪y^iKくることあらじ。 
-*ri-1 げ 

tiソーナー尼の偈 ，i 

【一S (三tv心><sぎが％itて，®なき'2,あ-^とSひ、mlあるを過なしと見て周行しぬ0 

tlslgliTに玳牝のmsをなして蜞->、sf^ 

D3ぎに齡を澈漱して、1?ル.に於^*るや，は&に「.射れ、跋提」と宣ひぬ、之我が®戒 
i?o 

【三一前？〇搬継ょbgパれんが獻に、肊奶-护mを酽せる1も^ 

右私提尼の褐 
1】SMtitf f ie 一をf にf、if 襲、，Pぶパ 

^s t' ^ ^^ ^^ ^ L T ' T ^S ?% 

>五頌品第五 一f 



M課尨老圮fti 

【二ra-石都水'卞にsを漱ひ、把のlrょ.りggへfを^ 

【二五】其ょ-=-燈^<^.上」、取は^;:じ々り、亂<をかて、2*繫の1{〕にゼしぬ。 
【二JQ更に針を取bて、我は职ムを衝き|1ぐるに、跑九の把ゆるi斯に、が船膨しき0 

右パターチヤーラー您の说 

【二七】則募にして、®をぎ<'の〕Pを&"し、獻を，。 

佛の敎を作へ。§ 

【二九】s旁はfのパタIチャ—ラ1此のtの^Jで聞き、ぎ^?ひて一航にfし、如K 

nie纪の前分には前生ゲ：也念し、夜の5^には5|^を配ぅし、紀の^把には、點歐の獻を齡けり。 

t戰号j勝ちた4釋天.备？るがf紀1Afして&r，r等三 
此等-;十人の長老比丘Mはパタ—チヤ！ラ1M1の鹿I:7あiA把の〕船がをrへ^^^ 

【Ha我先に®.してして、がな/点なぐ、狐於新臟もなく、が®^ヂき。 

trKl鉢i杖とを携へ、篆ょ.ゎ家に£!#-'|て，^^|」|.められ、^;は七^_郎!1,^,6 

こころ^だ 

h. 



11:我を〕出家せしめよ」i 
ラ4 ■を齡ざ齡iせしめ、Mょか，て、gi. 

fra P / if 1 i i tvt 
没樂の道し我を蹿 

tma齡るに齡tl齦をr'r:る汜丘尼を見、之に近づ3云へ 

tごM】彼のパTチャ 

膨？0 
みぎチヤンダTに げ 

右№1陀尼の偽 

Iマ5神1S.1S肅ほ_る‘盡0、以上^%¥5ズー〒4女5LS出家しy—51 

§ss六る穿ズ§**^奶や«*奶f ?、義の 一.tl衣念黑ひS息、外5は防奮としバ用ふ。 

〔四〕焚思似)ふ(望〕とけ一は®二は細に分別す蟲紳左作扣なり' 此の二K色界篇冬作し典以上'しけ之なし故」 
S かf を55上ミ■ふ。2〕:f ®T駆 t5"t$st蠢陀(§>s¥f リ 

tsy、此e五SselsssIS敎s?ts、SIS這—述べ交音。S此SSSに 
读」益2S01S、次ほ之£L2lf 〇货度Sしssf級又一§。SSにS 

ヤフろぬ拜供#0式辑〇〔八〕外Sの^f/o〔九〕二保の肢V兑 xo〔H〕-fT#:^±i^ti:^y^k,£J4»#J"tfif-^^io〔：〕^]K^f 

れI:と掹SSSSSIりAす。〔一雲si X?は—子s§?、獲』3S篇かざ 
スム4こ®US其る？二一—上®男子はSSくす。§sのS補うSすれSSSん乞て、二£沾 

ぎS水&”4、言5Sへ寶來れる—雲為たI〔15占Isxfてi,s傅tて' 

後1涅此SSに5S¥5三十比f S情と—想とSベ5なり。§靈にはSSSSり• S 

か云ふa 

五Meg JSJL 
一七 



レ 

a舞14洛尼® 

六雜郎齡六 

j八 

【11】yi>ものも去るものも#,、其の道を知らざるに、！^の船，より瓣れる^、「㈣炉配な各 

なればな6。 

で二九】求められざるに彼處よ-^^'、1されざるに此ぼよりがる、邮ぎよりか瓣りて；gg把み〔？ 

^w0 

【ば】此處古は〔他のgぎとしてf'fなはr辭iしてgvlは龥のP 
し來る、.れるが如<にして來らば、露に奶の群ことかぁる。 

【フーー】货に我が胸に？て^擎，！^を把气MJ似める！^がぎpf:; 

Cl三-一】1今H箭を把か：；；、餓膨を離れ、紀靜のぎiなれ卜、齡ゲ此と把と^.がセ，^^す- 
as* ちやぅら5I-TLf J ,41 f /J 

右ハターチャーラ1#老足の弟子なる五百^の做 

^s 0^T 0kf 
tl畐一#f路ゃ'M;M;ゃ、墓滕ゃ、^^^、㈤庚Mきながら^^するこi=feな“き4 

CI3時に、柔和ならVIもの，ヂ崧秕に一、船抛をれ齡は？，Kfc針齡猶 
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D§松ゆる親が齡せ&れ射られ、JJtiufつべ參ものた会、そ(iffる亂を？我知り得たれ 

v& な be 
みぎ に r 

ifヴ—シチー尼のmっともたりし 

【Is &sifMの■w、齡と歡とに，ベ—、為を紀ボ船なbといへど、之は今我が 

般とする所に非t , :く，-iし .* V XU * 

【一s-一紙嫩が一城船に斷fbれ、配此の殺は破られぬ、破句ょ、我は®の如く知'' 校〒-ょ、汝は我 

W鳴二^1られ-2\ 
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J3譯砭老尼悔 
1/ 二〇 ^さウ I Vi I f 

れ气 
冨一鷄t，、MQ纪gLAalTygをず，黯にpぬ。 

SI蓮に遊樂蠶rて、％が獻にgるにF、撕繫谢なるが菸？。靈^!に^气 

法を説き給ひぬ。 

^SAW 

4VO 
み：ぎK-pヤ — 女—I;IT 

巧ぁ：—生Mの褐 

S一】ぼ苦して靈trgrf餌れ、#藤のゼみのfして‘祟 

^ ^ ^ ^ ^ c ^S ^ r- ^ G ^. £^ a ^ ^ ^ T ^ ^ ^ ^ryl 
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【ハ益】術ぎ或ul,v_4:れて，於が®に辦V.?たivひければ"狨は！T配j-也しながら、鋇三氍•し敢 

^s m0f p^0t 
みぎ:-It) 

右アノーパ々t尼の揭 

t碁一一挪sltt5咏#fE歡rる(e®^Mt等雜と豪の衆#1 

らじ〇 
t a h- L* J I - ^f\vレ み これ ，し12がつ^Mtt& IP 

.P二衹齡慰加い：M[:g松獻¥l:'Jして、相^Wせる怫弟fヂMょ、之ぞ諸佛の禮拜な〇 
V1J 争，iiw i * 式-こ 3 if. 1-iTcrTLおも！i く *X はら 

ボーーげにも船だの^你のために’^^^は繫片佛ヮ甚み奉て病死の裘’苦藐を^ 
Kv 

fyぎ矿 ? 1パヂヤ—パチT、f-1食S.T1 げ，_ 

右摩M霞[I波提褶谑彌の偏 〇 f K 大 忘44 Iけ ？ユ 

【HS1ダッター、〔#tして〕兒の如くせる—積を齋てて刹益〔を得ん〕が爲に汝は江家{たれl.i汝「ii- 

の％舊じて二svrとなること姐れ。5 _ ! 

rsl6lが粼に齡1れ25?懈は、酽學■がを夢て-惹？して，轉轉生死を經， 
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S畫® 一三 

E1裘}比丘足は&*|^分の結使を辭てたれば、阳^:は#7デ^?ることぁらじ。 

右\ッター尼の偈 
Ch父】心の安息を得す、心姬腿ならざるょり四たび五たび/槪把どぼでた办〇 

【一53\s^¥c$^c 五^是(£ 
S1J彼のC尼のT語气紀>广かづフて、^iの机把に航封&ひ。 

【一蜜】夜の&ぎは敗彫の衝jITy。 

口邊典の時我はぎ镑樂くをがに獻じて肜じ、粼七〔矿〕には陬_を舡りて、(せ)配^^觚せ.00 
fヂャ了恐の做 

つ叫if J —ふ。§ Mlsf MSIJID此Sだ—と蠢ふ翼5、初Q f®は璧の 

るiwなり。〔七：！跏趺を紐みて入定思惟しf:古な.yf lit 



七頌品第七 
なし 令ね^^'5 1•-く r 4fALさいし や_しな沐からinく^3 
【一蛮】男子i.i杵を携へて穀を春き、男子は妻子を養ひ!Lを，fふ 

3 |1な3>ち 一、* 戈1げ^fしべいそし はや あしA&めAI 
【一^】^:ぅて後r_悔なかるべき做の敎1:勤み、瘐く足を洗ぅて一面1:斗せょ 

tlKl獻把の&のuii••パターチャーラーの配を聞ぃて"足を洗ひ一而に坐しぬ。 

【运&して〕f Mに繼fssl〕をItし、rssじは一®を配.L、 

「s £は。1£%屬.'Syr y之制繫-/黎するがぎぐ^ 

ぁbて無漏なり。 

啟？T^Tラー尼の偈 
しょこん しゅれん SW齡齡を齡齡？たる^^は、尨を起め、■の起、^;濯狐c/r靈をr知す 

JCAさ/i J1Aそ4rflし**ぎや prr5c^、Ap あAらく H ■飞も 
I J _ I. t t k Lfr4 K » » —c -- bp d 1 

なAぢいけ1 よ*/Jこ いか 

ればMl:して之を行ふぞ〇 
Jhi3E.':** ^J->ttAAnwt^ かれらIs* 一Ltilじ^r、 r 

nA3么よb船なる1は、m1をMとせ\彼等は法を知らす、法.:Bせす 

D惠_ぎポれbでた吏る術#iMちあ11%が獻U船^を纪きfふ- 
七颂£第七 二H 

: - 



國識及老Mtfi 

153從2ぎ高き、82;敎へ^みて撕い二1一贼^^、順が銳1船が.^。 

右チャ.^ラ—Mの^ 

L.--P*^*a^_ VT- 0.^ 3.^1 _』 )#_ -I ザ. 

^- ^ s x7^ ^ b ste A h- T' ^^^^0L^ i u ^ ^ ^ ^ ss'^ 
を了知す。 

— -^汝A‘ しやラ*ft?こ：Lや予r-ょ- ン ^ 

【一九〇】如何ぞ生を審ばf、生あf Qは諸?<务、gf 

§ 

I ■ Jn i JJJ ' c_ /r- - J1o i ^Jt , t 
L--P*'-r-%、 5逢： 3 ** ^ - J1 , 

【產蠶族に生れバ他に^らるること—藍新グ’靜が獻に’辦紐職の肥を?1—' 
tls苦、；の生警疋び苦sぎ▼ぎをぎ•るのm'-なるw敷A^1^懇〇 

^3 - fsi m^sp^i 
ノr-—_i s & げ 

tlクバチヤ丨ラーMのffi 

C一〕魔王AチヤーラTMiの！：答なye 

〇 

p^tiAti i 4 H/ PM 
八頌品第八 



t?L1 づ起齡を1^郁し、砸扼を船零1iJt'lr/^li'aiyにしてrr如はゎる、^•、等 

i ,^f ii' 
C&諸401:161を定めょ。 

i】iEと、bif、繼鬆i、E沿く ip磐sと、 

S5csl^fe-rb^^kyttl^^ml^i^t'^^^DT 

s^ ^.0&3n. 

【一SI】紀がすベから中、訊るベからすして、非扣の■んに免川せ.らるる法を、佛は货が爲に說かせ給ひ， 

11に我が^£ば欲を111れた*^。 

雪：rl£f pr、擎攀て s ぃ、％%賴〒パ pplfa 
rl£1破艇&料い〕齡气||贈を脈けり、也你、斯の如く2,を&れ、魔者，汝は我.^ヴ」 

1J 5 V,う^<チャーナー尼の偈 

じゆS一んだい K./ f-L* 

九頌品第九 

—1(#ぶ、Pに鮮_#ざれ、Pょ，震編の■者と—ことなかれ 
_ „ _ f n I 卜！trj i-从1J JTk らし|>fo4,らく«•ラ 
I : UK I T i— i. i 151 ( ^ ^ >1 Jr - . i 

震】ヴッダ‘を！一しpi.气齡，.s『_- Aして、f ^ 

八组品第八九翊品餌九 --J 



國譯提老尼偈 こ六 

D1KJヴッダ、断〇)^有爲の法には、^きも尊5も叫なるも，llTもfim5も、^か®?術はおぁt冬* 

【■1S像勤心して、£ゅる歡を衡し、三歡！：靈し、脈」||;;-|肥が-^。 
【maげにも舻が％V把な&:!:じたり、靈 

L ヤ 01 , J 
渚の如く。 

i】®gf 集®llplf て、gkg^TslsplsA—。 

右ヴッダ母尼吖偈 

C1〕此の八免Uヴッダ设老と-JJ他！iしてHiましt:るヴヴダ母尼との™の應対tcり*初Q-偈(X母M.^t後〇Hyltfy老の述べL 

断尨0、|老悔爸11五丄〖一三九偈參瓶0 

十一挪辦十 

—0挺：vfることは4oilのせ世暇にrr—gじ^ 

惱ょむ脫れん。 

t-二五3 (bT-いぜも知れ、苦の姐を.も把をも、1<デ船、四勒齡；^も紀* 



『二Ha「铋女たることは苦な打」と、碉餌可牝嗦戎淒uliき力ま< h mss K31-ゴ.し“一f -し 

兒を產むあ 
*k， ^ fc- ^ *. jjvや！^LやともIIる6*'^ 

fll-t;3組V;がにて一^”^谢を輒るあb、#1を仰ぐあり，死兒胎內(:あれば、雨^共!:滅ぶる^ 

【IH八】漱窮の瞒§づけるに®sii、爵私に賢Tてぎみ、〔isして〕把が夫は、路上に死 

せるを見/sb。 . 

i F0¥^f, 

- 0a0f^^ 8 

雪一*髮を11船の？にn^た-^ふs奶は'Sはれ？こSを喪ひ',には嘲られ、夫を失ひたる® 

は〕P滅〔の浮1〕を得た-^ 

【-三己aは？^滅に违する K1V支！iを修衡し、涅槃をM知し、法鏡を見たb。 
■0^ぁを^き皆、|1丨、货が9^'へ？」とを& 

て此〔の榀〕を唱へぬ。 

蒙霄彌露 

〔一〕?*苽のか二A5M.•八支逬"之‘四增諦と安ふ” 

十一11十一 

十SI品诏十十1翊品第十1 n七 



a課^老 Mfii 

h-^o 

L15母とMとの我&の"同じきMの私となれるこ-M、敷yのぞ取歡私にして，^^奶きは^はしき 
かな。 

【S に取難を見、肌離を|?固:&なりと！^〕み射8^^财.ては跟||^しき。 

D3我^g<をも良知し、配ilに歡せ多，勢ハS科v妒，！i%配へv£li乃れり。 

111 一S我神门足通1を以て四馬0ゲ」^けたる&ピ|^し、肥亂のおにして||$ 

面に立て-^〕。 

1 001f0 

者は誘惑渚を怖れざる、 
【§】&が〕一き議齡百千齡wfんとも，&sifもiかさじ，嫩はさじ、，¥ gにf 

をか爲さんとする。 
1||靈|、磬g|露にfん‘f ifん、fれ！gf fへ 

^-1 §KT m0mfa 
t-r--al諸欲i五藏に默^せ，。*-mは、勝とmiに皆ふべきな^.、t;-Qt,谢とRryるは、把はんぃt-^i^^? 

二八 
はげ み|?>け 2 ^ 



する所。 

5五】一黯にち、1をの树！rH、觀がために齢ら“た-- 
み^れ <げし含にlr 

右蓮華色Mの偈 
〔j〕M老偈|二七、rlA偈參照■此の53かダツバと呼べリ、後出家したリ〇〔二〕以下魔王との問狞a 

十六頌品第十二 

SK3 S您私奶繫となbてy齡|^|に私ズれり、船ぎに^^るるを術；；'_|,^^ 

5八一Jr二力4〔&が〕IをP、靈をsむることをi是瞬も齡, 
\ C»を3k ^-VAhレ かれ そ みづ よく あく fjふ 0^. 

【二£〔ルの〕老いたるも幼きも、惡業をなさば"彼はSの〕水に浴してぞ了惡業ょ“脫るる 

I】(5%%が猶|5 iの浐gし^震tgるべきこ4&き緻へf。 

i】iてiいiも、SいMも、MisSを麟ts、Kに生るべきに非すゃ。 ‘ 
とや5 はf H.S く：5と/:、ぞくけいに<およた fi く^;ザら み4-ir<- fui£x 

【二111】m羊*M猪•捕m•獵鹿の人•盜賊•刑人•及び他の造惡のrも水1:泣して惡業ょ〇脫 
I ' Lr L K •Hi ib.. Mrr fmm ■ PH. 

わん。 

ia _のp、編に船した編piび％る4ば、馨は攝じ <31をif It 
むて、汝は#業なき身とならん。 

これら vhA、s は二 さ 

十六®品第十二 二九 



はざれ0 

【s i避をiることなかれ、iにも歐にも。g鍵はgr、論し靈をf 
門養1汝は苦惱を脫るることなく、それょり您ジるこ，こもなからん。船^;し^<齡を懈れ、齡祀し^<赌 

を愛樂せすば、 

【-S證か邮き駆と一'とeとに歡し、■.を制れ、どれgv州.gTため—ん 

b，潘業tた.0。 
^■rI . : j| Jl: ?- 

右.フン-一力lM1の偈 

C一〕Li龄孤獨li者の欲の婢女たyしが*後解&ぜられて/it家し/:リ0带行德細門1尼1の問答1^.して、初は^の1;^〔二〕婆腿門 
«)©•〔1尼0雩S〕凝嫌cel〔五〕#ゆ1〔为壤雜鬥0親0 

51十锻刷1十三 



垂でる 
れ茺が 

5我“‘ 
、が _じ 

ぼに奴つ 

靈舊朶"雲; 
者^の 
®，語！ f3£' ' - t _ は 

li 
は坏た相言 
相t $速" 
迪々i/liつの 
^ T ^ 
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1こ 

ミれ 
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語， 
基し 

兔ひイ^ヤ 

?! 

f * m 
Lfぎ 

m11 
尼にと 
m u 
のし 
如z ° 

mi 
色g 
[Z 

|s 

气 
分 
が 

治 
の 
M% 
に 
損！ 
はな 
れ 
て 

し 

I ?^l m k 
老?： sの 

;柔3 ft Jh i G 

先I 
に 
我ゎ 
が 
眉S 
a 

た 
め 

に 
脫 
け 

1 
< 

植う 

t：i: 
は 
相! 
違ゐ 
b 
る 

か& 

\こ；i 
ず處vら^ 

箱^ 1稀vれと 
ち薄fよな 

帥しぬプとく， 
の、Aな茂な 
^fmmn n 

mill 1 h 
きの沁實5の 
tZ語語。如？ 
るIこは2ミ者おく 

繪上铲2ベ 
の杯h,じI &洁J吨-ゎ 
m il/J ^ r^ p 

kt Tmf 
l p f mi 

きしfこm 
、° yとと 

f fぐ 

し 

Mt 

て 
脱 
の 
蟲S 

れ 
下I 

すこ 
る 
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起 
しく 
か 
h 
き 
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以4 

X 
を 
mi 
h 
て 
飾S 

ら 
れ 
た 

m «，• 
は が 

tつ3し它 _xp さ今A 

货語者の語に«1栩遝ぁることなし -^ r I 
【：£較趙かりし啦CIS.匕®は税齡Cして獻く、f,utて美しかりき，其が5老の爲に燕を失へ 

^全1£%が慰は黑<して、^_の^の紙くな6しが、乳が2'3^の爲に麻ゃ樹の皮1:缂し{なりた 
じ〇ごし平 ことは芎5-&,1 

、货語者の語は相違あることなt 

DIltが駆I'i^m紀5)bて^獄の如<、把!:漱ちたれき、其炉门4^考の爲に兎毛の香をなす^^器 

じ？-や 

二十頌品第十三 



一:^M老 mm 
ホ.U 容は—し八你 

三二 
^-1 

t-oごしゃ *1^ さ5& 
實語者の語には柏違あるこiなし。 

t§ 3聲紀哎に初似斯ドして、如ずぼa;の！^く费财の哲取fをなせb〕.が〔的〕恕の獻に齡船觀 

ぬ、梵語者の語には相.違あることなし。 

s-一}我*か雨腕は纪に，Sき配槪に槪へられて戴<か，〇しが、〔私は〕！^いてぬ§却！！.の断くなAむ’ 

.實語者の語には相違あることなし。 

【■】我が手先‘はぽに齡かに、齡を§そ術りたりしが‘の獻に〔％の〕阶ゃ齡の邮くなれり、|^ 
しつ-_と位 356 

者の語には柑逢あることなし。 

L1塞我が二の乳isは：^邮付好くく、祀釣がひて啊ぎたりしが、〔私は〕fsh:相の抓fI 
れPりて？、gKのPは製ぁるなし。 

語齡の11Uはi衛する船がし。 

S七】我が兩のおSは、ちとぎ41sifiされて1k斬？しが"〔的は〕愁Sifl-^SSMくなぐ、 
.奴語者の亂には和纪する紀がらず。 



tiAl^r*>PH;Kiif如1vrn;かなるf^^の鹏^を£Jliて漸りてt;sf:なb tが、此等は一今レ老の爲r-扯麻« 
¢4¢ ごと じ？しや ことは さぅ?t T1■ミ ノ n 紫の如くなりたり、货語者の語1:は和違す0煨なし c < 7 J/ I It I i 3 -p-i I t J 1 % A -れ 

S3 s ^ h^L^K ^ 

じ0n tj. 
F、pfpはiF こ i なし。 J 

t^scfが319:-のがは獻の耐{5_立1、船ぎの把る^,とな办、寶脂な 

の語には相違あることなし- 

m婆波利Mの偈 

tilさ〔|< 

九び讣 

，貧mはぞへby「齡拟W配ては船Kig,ひ^配めては对职⑸ig,ふ、沙pjnの徳〕を 
のみ稱をrv§沙一：尼たらん4阜。 モ！！なt 

を愛するcや。 ： 二— 

tilBをなすこifcひ，如懷|:して咖んか施!:依6て街气他に贫食して「而も¥5を-0め\ 
なん铽しゃちん か，rあい &AX 1v「3t I 

何に141りてか汝は沙門を鉍愛するぞや」 
* ■• » L> 5rttな vtr«aLや6A41i と*lnteAtL々^*/"l- 

【二^】「ローヒュTはs^へb〕「め、久しうして初めて^;は我i:•沙門〔の事〕をIHふ、「我〕汝に沙pゾヤ 

瓛齩U脱犯精進とを說かん。 二ft, 

t童】慰をなすを板みて齡ぎならす\亂祖，のmlをなすもの{:して' 貪氣と赋恚iを揄3 

一一十mui第十三 三三 



闕漯莨老M偈 S 

沙cは我が愛奶する阶たbo 

好する所た^^ 

c 一 i去#,sぎ業は免淨に，語1も亦た！^じく、衡^:QJ^l^t;言、^!にibJ^F*は！^が齡奶 

t— gれて辭齡irこと，P鬆sS く11趙nf ?&にrて1£はr 

t 一一^3ダfJにして没を護Vし、架にして.掛にょむて街き、斯と配とを説く、Mぬに 

好する所たり。 

PKSかIUして配を讓持し、i|にして齡にょ.^て爾.き、*旬ず一獻ジして〔政5||ぁb、齡にが.*?て如 
i：は我が愛好する所たり。 

で§遠 <〔；林1に}マてcgl令ぎ失^す、セrflr吸を鄙して〔が5穿纪ならす， 

【311村^|を出で去る-、何物を-^撕みることなく，貧|?^なくしてが气返に-..^て^^-^#-、 

t- 51彼淳はnザヂ』車中1::1?ヂ乂^'鍋|:も齡(:も〔賴すこと〕”ホ{、啦に駆1^1<广‘ 



い これ i 
て沙Ru我が愛fiKする所たり" ■ を L-ritIrAyit!'*Jt J 1^^ 1JJ 

tls を手にせす' 您も船も〔手にすること〕なく，現拓にょりて生ぐ、是に由^'て沙門は 

我が愛好する所たb。 R f ， 

【X'4一範がる齡、^Il/oflJtょA新，。て成家せるに、衡等は互-称軒親す、是に由立し沙門は我が 

愛Iするi*た, で S $ t 

とi;信心あb\强き恭敬の念あb。 :1:: 

しきt<物設けられん。 -. な会 
t一S議し賞を■ゎ、しivv」Hはば、f1とぎ*其s船とに歸依し，於法を謹れ'これ汝の 

つょ くぎや5 ねA 
■ B ■ -■ b- I ^ t. 

f:3b-. 
爲{:刺とならん。 

完。一「ぎは8s霧E髮？しは霞wなり、一二犯ぁ备磬f、s者？、淨業者 

たりご 
治ローaM1尼の偈 ， 

二十頌"sm十三 S 

un 

:. 



r 1 I I— ■! 

剧譯長老尼偈 =s 

ょり〔脫れ：一、彼岸1:達するこA能はず。 
【患チャ—VIは、gは费の把にg松せりとgひて、F嘴かせtチャ上ipをrてて、 

我は再び出家せん。」 

f1】Cチr.7はぎへb〕、r絮勒ょ，漱にgして歡るこiなかれ，好製ょ士 

かれ、そは忿怒に身を滅ずもの!:は淸萍なし、〔亂じく〕-^げぁることなけれょなり0」 

て法にょりて活くる沙門を嫩す。」 
【一S1:Lチ.ャ上1〕「新れ、氣穿逆れかし，紙の抓く凱gをずけょ、概もgいgし、於がgT 

るものも亦〔汝*:服せb〕o」 

は，從_大なる事たbo」 

1^ > p^o^rf' 

中な—吧Is如<、If f四肢基t s05|〕益をぽで 

で連一S波迦r「船ほ爲師s鳥.V」繫がん-*るが如く〔するも〕、^^ 肥て、eを歌し 
得ざるベし。」 



一 

國 

靄 
鼸 

t§f一】Cチヤーパ13二■麵il?,jlfc:のX1た啤が£:なる^は齡(:1担じたり、此の兒を有てる我を如何で汝 

は捨てて去るぞやu°i £ Iだい？しヤ？ T f 

く、それ^捨つu°* こ 

I】〔チャii、みsのf|2.如て、|^デ似て、潜に齡みたん，〔&くせば〕見 

の1ぎ%らじ。」：：,！ ； Is:1 

ん〕を回ささるへ1」 *1?い—eいづ-』S,' ，於1-^V42%虹 

「一一Is Cチヤーパー〕「さらばよし、迦揮"今汝i-i何處に住せんとする伪の和邑f落者硌3城 

1:〔往力んとする〕」 fA f f とふマs’はぃ*cn 

Lf, f 1 J 一一^9じ甲1 卜*As*-l と わま われ 

CIS Iの靈絜は靈爵の，齡て、一®のSを恍てんがぎ有f爲にf說き給ふ、我 

は％の£にぎん4は&が師？ vパ。」/•は…：.i ! „ :。 

【S Cチ…、〕「磨の世獻に〔我sfを傅へペ右繞一一巧^ 

1 &f?r 1 

二十域品第十三H-b 



,1 

®課ft老尼偶 

illlIXして鰣歉のがをtせん。 
三八 

泰，二卩f1豸苟を窆セA I 

【星*11の慰vぎ靈と，ぎの繫に起る驅ル齡iを。 

じ、佛の敎を成せ&。 

右チt丨パー.の做 

>【一-i二：〔黑&;妒V---ぎぎぎぜivl 
13】譽if 把ょ心 s、〔gぎ ffL*Ai;F^^ 
f なや 

思ひ惱まざる 

【I】〔ヴ言セッT〕「ぎ备百のギ_觀、齡^|ぢの姐百©^悪は、繫,に祀て断は 

^ — 0 fpri f 

如き聲をなす。」 

^ nFm.0^ox ^ 
バ法を說？たまへb。 



5i八】1雜門"我は此の應【-1供〕者. 
，生®;なき，法を聞？V、卽座に芷法を了妇f" SKmを_ 

說きたまへb.， 
【51f&の藍と二*のS齡と，ぎSMに齡する靈八支§とをノ 

s^ m^kpnf. 0 1Jli_MJ K B 幻「¢1¢ — ;-B , ■: V* ら义ふ か』P1 や 

S0 ,0, 

I】gょ“SはgrsとをIVfer〕f酽&ぼの〕霞 
I V 1 t > tt- ^»- > 

|气#!1{し、1Itぎ一一矿1:して三配にIJほしたbuといへ 
L .-二 tr t ..f n _>.;IL ft O-IJi 
i i ,53ft - l :-- 5- ■ , 3 >. 」 43 こ fi し申 せA令-< KJく； 0 

&A^ f 
して汝に贈らん」 i —i i しi 

s $^..€ U1 ^ • 

■しぬソ鳅黟、鉛をSH4 ■獻の匿氍な', 
二卜边£私4-三 

1二九 



M課畏老MW 

そA代-^ ri- A 
T ■ i a % i-h / 111 JIT 10 ^ b B I 

『 s 

ss 0, TKTIKf^ 

f ?、f繫れ辦pgみてggせん。」 ： 

M•贺：g_衣服、此續を受用するものは、m;®'1に松て■齡なし0 - 

が前E:住せし如<、槪世を知れ^^ 

I】道せ、鷄_に•んit P斅iに1て、！！は^一帯せん。」 

を見ょ。」 

はド皆’mしTへ-S斷®lfまへ、騙を&、窮をfし、辑1n 

1 0ife^st illa^?0. 

羯ブよ"€ pi'は黟始？、Pst53れたrしvfをf、 
煩惱を盡せb。」 

【#1七一feイ#r?;tiが^b し- せ なんt音た こU是なり，汝の來L こiは弗ならす、そは新辭を,て、きの故 



しr れ斗if 

を取禮U、貪染を離わ、結鹁を朗。く義箱を鈐ハ锯指^34 K Iリ安 

右1の桃 , ミ,ほ,, > !-八n i“…キ 
【PS ifi<、繫を繼へる〔ぎとして〕我實て法を聞きぬ"〔聞いて〕精勤なる我は、正理を了解 

し^〇 , 

S5JIよな齡は、あらゆるmlaJllに^^の^を艇すこ土#'く、(ーナ己身に撕畏あることをmAて、|±1^ 
P 

一11 離寒願ひたる。 t: 1 1 1__ 

0霞】mie;配の影と*tr傲ぎffiLとを故て、村邑と實&ょくして藥むべく喜ぶべき田野と'^输て〕優多 

ててf出家しぬ。 ： ,のぞ1 

【Is SのHく■にょ4、ぎく記かれ2§.おて齡一|して，一物をも得ん赢春、金銀を 

がてたる狐は、取^>srをお®て〕私らす、これ孤に適せbとせんや• ^ 

【_】iぎmlぎひ，鶴が2ゼは、alllv"< .1;なず"* 

冒】1，觀*編*裳*霧く觀を_ドるが沿禍を示すこと夥」 ！ 6 

so s齡はail編のs』くにす、紙y抓孤に祀をに練せんとするぞ、我は出家して諸欲に刊设 

を見ることを知れ。 

11十M品笫十三 0 . 



阈謀fi老尼偈 丨こ 

な〇、繫鲱な6。 

1 f0T ^ 
し、僧伽梨衣を纏へることを知れ。 

の生活の要具なり。 

^ u K ^ T u^^W^ TL> - 

h-o . 

で£諸欲の上には(一九譏ぁ<?なし、我>:を£|求することなからん、飢衝は瓣ぎ|^なる齡齡勒なゎ、 

Esぐ、影の相？、製&の祗—ふべtの？，こs繫ものは、祖 
味なるM人と凡夫となり。 

1 msff. 0 fpft 
i^ 000^p^^, :i^ 

c寨一斯の如{にして諸欲はfiぎ?.ぎGものなb 'を鉛」•^ぎ*^-1?ぐち分20)贿辦せらる了、、「»ょ 



て我等を〕死[:縛するものたb ® 

tt-Lrl亂衡は游a,が觀にして、心をif)^播せしむるものなり、^情を惱惑せんが/:め!:、魔十{1直1: 
fcみE1 

〔網を〕張れり。 > .き 

1 f. POT' 

わる搬面を損す。 

SSI8凱swtisfsむるものとして、'^ wなし'ぎの齡敝を斷じ盡さんがために桃勤して住せ 

tsw拟は纪なく，Sなく、切1Sにして商く聖き八支ぁる、此の道にょらん、之にょゎて諸大仙は〔輪 

®の！4流を〕，えたり。 ; 

雪一】illして八的f、黯ぁ九sir41{な、!illFfて鶴けられ、三” 

hy 、苑に贫てbe , 
【一養一。ーラ1«:1の也が,は§|11肚(:して1償？、、諸根を修練せり、ぁらゆ0纏結を解？"義務を 

•iiAな今 

て，傾惱なきなむ。 
【一養 1fcのg1-に沿-航歡W艇bで子の鐵をぎれ、神船にょiL紀：？來り、生類の纪渚は，鍛冶の女^^ 



國課S老mm 1 
し；らいはい 

る辑婆を禮拜す。 

#1?の女野響松の做■ » 

- - - 0h^,si^n,i §msk^iiM$M^^ 

女にしCSなSSS中-」雪為へsli素fこと5、後萃tて2?婼lg_s_」sられ、土 
丘M441 sf 念石2以sf SIS. 5f 2SS贫§ 

原f災るに隨び§ i致字* iにALSしぶdT雲む2思はるじ会〇 S以下二十？Tヒ了 

次S蠢てi:二る益要ズ九运波迦品®が伽耶成赁篇鬆斯芑赴かfi零、鑫4f邪命益なリ、 

f S1SL1人乂 i5¥r•マSSとしSS生22しが、SS篇-ksし®、來りe比 
^r.vi^lsi—' ° nBISl^f O ^-Iffi? 

wi U,父f篇門ヒ兒Sひて憂に5すJTセぶT尼S-」來リて11S5へ、足は4」®して二S2 5、 父—/ル街^. •佛レぞ」走り佛の敎か®いて出家すれば、Wの女孫陀利t亦出まし，後佛の岑」赴みたy。〔コー〕之は此の■ヒめ 

~ 
^ Missi, § M, 

A^0x^0s^i^^st -X- 
ne 1 S3 11 

三十緲al辦十四 

【晕ILI聲-I >f■婆1^のfl,婆#;に料^ん i!な^rn(terI>rを^alIiの b て； 



語げて日へ6、 . 

1 ^ 

I f£0f .pk 

す。 
t奪 

を遮-〇て立つや。 

1 ff0^T 0Bf,,f0 

i故に遮ネ立つや。」 --, $ . ? 

暨セ〇「被歡くして齡SWたb、sit&lして破をかなすや、^^衣を紀ぎ捨てょ"來れ、花暌けS 
林中に娘まん。 

C-ーセーーニ)似船ょ5ムl?bc银1 观を^?せる節初はJがに蜜^/ぜ散す、初#は.瓶L.』時^'なり、來ゎ、 

被紀けるにIまん。 ‘ :r,t 

0-1£^|ヴ被をぎけたる挪私は、对齡じ抓ゎて11酎をなす、把ぎし撕り林nilに入：'ば，、汝に何の樂か 

【一塞議it齡■■じ，s»lのためにmlis齡？、^ 
1 ^ -V. 

て入らんと願へりや。 

1}定3】黃金を以て造れる如 

三十fti品第十四 

ねが 

! く..，_ン§麥㈤す誤の禁のf § 

柯五 



鉍霓ム汸re 
产ず nrくfli か；： 

なる衣服t:よbて美しく喩へ方なし® 

if ' UAぢ I _w せいばた ：れ 
汝"我には汝よむもaii:愛し？生物他I:之なければな 

i sif Jlffp 

よ"婦女子等は汝のために定使せん。 

51*JtaLg'產の細紀なるSSを著け、Cがを^齡Vよ、管IIS」釈術と獻紀t把船齡とgがの術が 

萵價Uして樹糈の番ぁるm/成l:l;Ya^せ〕よ。 

己の肢體を用ひざるに、汝は老に起らん。™ 

t}s}「把ぎ」滿ち、蜜田を增す*へき、肌％の！^るがを，齡1j瓣松して^！をか气f配に^s桁の 

fかfたる。」 

【115 一yl^SQ,一如く、山§なる記撕利の〔如の〕■如し、術龄がヂで敗纪齡槪’私?, 

1雲1汝遠< がらん士も，^は诞5_€i，t!>vlri をitひill"んふf^tiIJi?仍編 r 



の、tEuli街&rよbIJi:^しきものなければなり®」 \ , 

0畜一「齡齡Kを&へんく」漱む、纪は歡なきに行かんと梁み"ル輪ぞ娜具と^^^^ 

を越えんi望むなb。 

t-签一姑S科S脫に掀て、^は舻が節iを起すベLfssる^ 

も；k-らす、街#を附せ〔i5mによ-'て斷たれたるなり。 . み 

so a w M ^ ,0 ^ 

L0-*rff5 こAaAあaf-, 
す、〔倦〕道によりて根本を併せ斷たれたるなり 

^_5W s^ ^ ^-s ^ s 1^ ^^ ^ ^ ^^ 1--0- 

は此の識ぁる〔霜婆の〕ために惱まん。 

は符职なりと知bて、於.かがは1切處に汚るるこiなし。 
【nK么is.は懸S彭fしV、A±lss黯^ふくものなふS惱 

嗽は空鋩にkbて樂む。 な 

【§1槪は和繼の8s5ilmT&伊<して、難!:/く新Wるを纪た\嫩と卽i」以て縛せられ"稲種!;舞 

ひ踊れ^'〇 
■1&のSとSとを&气iき影らし、^i把にして' SなきにSf具る時、此處に蓉何物にか心 

三十fa品第十四 四七 



園_提老m偏 0A 

を住めんや。 

DS3がは此Cの断sf;sふ？もの？と&(:ciIf凿 
法なくしては〔身は〕存することなし，此處に何物にか心を住めんや0 

羣一一ki二-雄把をmて！^、獻ぃて紙となせる， 

智慧はm値あるなし。 

汝は虎なるものを〔追うて〕走る。 

靈=lrは〕節ぎけるEliiの■品く、凝に1sfのもの〕ぁネ■?，擊も 

亦此處1:生す、種種多樑の眼あbとせらるご 

I rM0(^0mpAf. ¥ 
云ひて〕、卽時に其を奶の人に與へぬ* 

JflH ふfcたか <r?と -J 

れ、〔我〕再び斯の如きこiをなさじJiて。 
^t' ^ 

んや，我を恕せょ。 

tj-'、一をMt:•のM1は忠c0A?vt?l,ctcf:ct,0er^il~、i;“^5^i,^_^ 



の加くなりき。 
〔f〕此筠0樹木IIfcaLsために起ns花粉の風l:iMa0花座かSら起せるが如<I:L-C諸方l:#u/l-atfocl〕「三—51'天 

上#の林搁、'«|*^*^#变は|$***と課すべ1ズ三〕辦#51»*^&で〔四3刊».樓獨(中>に風なく^^往ずみも</>0〔五〕<;違_ 

:i釋？。SS粗ふ表。sf毛S艺るs。5S•非人。夜义し*憑S?ろ 

蓮華{X人間(1之1:近づ <li^^^、itのま先朽ち果つYLO〔九〕師(1敎ふろ1-あらすし-C、却つて&へらs^の;®。〔3〕汝(1 

£1徵ある此の須婆か糖惑すぁがf:めU现布及&索來じ?r馏か受けん0S-UI3長 
vattsitfetてLSHyngnlikii ivy、ukbr-は英雜のpe]:ズ榭Bsxil蟲類1リ取りT:る一M0染料なぎミ皆夫 

人it踩し-camue ballとせり•小球の®[1てm球か措tfるrxリ〇〔一6己の布fxれども彼に與ヘT:る故"汝の限と5:へるなり。 

四十四駆1齡十五 

觀の尼〔ぁれき〕。 . 

uolklなる一Wを(一一術ぞ齡二勒を吞14&ひてy獻撤を0(し、S.航t.v樂とし，多開-し 

^0-^ UB^T f0^Bkfip 

の事を語れり。 

四十H!颂品第十五 四九 



國譯#老MflJJio 

「gけょ，菩提我がル鉱せしさまを0 

我は其の一女にして 
愛すv く，喜ぶべく、}iして！1慈なりき。 

て、露©)fしてSへぬ。 

1 00^. mf¥kf 

1 Jpcff^ 

1 f. fxmlsMpmr 
■fefc 

るものを與へぬ。 

S3 0ff^pf<0^f. 

t§ fM糖 is4rgて ■くに s.^t:■せしめ3。 

夫に氣へ《。 

—a rf如しきくにして靈，&し、Pノvi‘气fe 
〔我が〕夫は嫌へb。 

tssかji-n私〕は母，こもiにi^げて£vへb、「辦^L^f•へょ，槪にだつ4、槪如き1」辦•ぎごじ、槪祗 



じ家に共に住はじ。」 ，ミ : 

【四一五】「£:よ、姐くがふことなかれ、{11!;_は節<^して、卸41ぁ0，〔姨く〕起きて"精動な\兒よ' 

S $ 

Pかへよ、槪は％らん。」 
S1七一isprて、Miがは獻.へ、「繁”してかgの哲膨れ？}sから！に、 

JfTr 
あbしままを語れj 士。 , : 

g一6「概U俯新にも&の，」歡_hし膝れしことな<、「-衡£齡，ひしことなく、&の失を〕錄へしことな 

し、姑が！!に辦して數るが亂き酎既を、我奈呢で之をなすことを得べき。」 ： ^ 

て〔fKへi;iピ』？irよ，r等はaられぬ1。 t ,1 

is Stぎiをぢな.め1に船へ®、&一め&繫狐を&て〔鼠ひたる〕身代の半羞 

【E一一一】微嫩の家にTむこtし一斷私な^'しが，^_よ，^'他もあ脱を•追へ"^、假ゲ祀は撕女の如く®'rて仕 

へ、如料にして„具は0たbと雖も。 • . ' . 

E 



一1 

31課長老mm 

，變^141、pngとを％てょ」 

再び乞食のために流離せんi。 

$51の時父と邸と，ギひ！^ぁらゅる(Izg艇^^ 
事をか成就也'?らん、齡がために〔漱ずの〕！！す：へきことを纪くずへ 

【四-5斯ぐ盟れたろ衝はぞてfluり、「％が.、Sベぽな^^^ 

に樓まじ、我同じ家に共に住はじ。」 

QHQ.追はc.v^wれ办彼.は、戰取獨ゎmJへ.CV,「;¢をずめて％でがかん、Lせんがた於に，^!^肌！！ 

戒德具はれ卜。 

物を奉施したり。 

tsVLl食物と飮料1ife食贤1:脱プ？しものを、傑くまで齡めてf〒へt 

ふ」士。 
【la時に父はMにkげてボへ-、「ぎ沪笮i虻ぎにぁ上L妃のilを衍丫鉛i」teiを 



婆羅門iを供養せょ」と。 , 

【31辦ょ^，it.i把に11立し安へり，「菩提と最獻版秦-成す'^ 
ね NV 戈 

ひし涅榮を得よ」と。 

1 ffkf 0,0 

【s】§は％が七封Viる、&のぎ斟の®使t'級撕ぁ^'とふがために之を說かん、-心を一 

にして傾聽せよ。 よげ .！„ 

S丑】〔8&§ユ，ラカカッチャの振にがて、我は財豐炉なる金工な"^き，游氣のために心狂ひて 

yは冤のfit。： . t .::ぃ 
【雲】獻は齡ょbWしてvsのhjに纪られ、苦をぞくることWしく、礼ょり出でて此狼の胎にやどれ 

1^. k-a.〇彆〇^ri.A 

VSセーだてセ的にして、戀の伊る證は、把が數を拔1办た、これ此2が？と他人 

の&を姦したるの業果なり。 ■ r .T ^ 

1 fff ぇ 

【暨九一驚ぞを齡かれ’辦をぎ射くこと十s二被"，船に浴—れて^t掘れり、こnも我他人 

の婦を歉したるM故なり。 
五三 g十四頌品第十五 



國譯及老尼114£ 

な气 ' /「rEg 

I fijffmf. 0f 
^ -- A +1— hF ■ I— れて十一一箇月の間、 

他人の審を肥したるを亂てなb。 

^ fKMP 
t?»_ \ t b. p Lgl J b. \i fr -> k. / %e 夥しき負偾ある〔家に〕。 

g丑】f i六,屯、f〔藍が〕fのf二<)g，Tるもの、黯にgし？yを足て、 
鏺Bしたむ。 

【四『ハ】彼には他に象ぁ靈くMはて齡r"益 
を起さしめぬ。 

謂】1が婢女の如<取ふるをfて、禁ぎS、これ〔&が〕iss?、〔gして〕gは㊣〔の 
業果〕^盡したり〇」 

3^ 〔f»_lご」51c<〕Bukelp〔七〕子の®onA〕5らり士見た各やみ(:てo1九〕2ぎぎi &には落を舞—tv* 



ら^る親族群Q刚o cls. けFsk時那速多〇〔S'.JIBSCメuキしあ4ての恝o 2e】sを皆§■一 f〔一s 

三九五偈の註か見t。〔一£己の父なる馭者をsふ〇 clcs&f 

ガ锻關|| 十六 

【賢】二)マンタふチふ瓣に燃て(exチャぎ齡ぎ藥ぁb二Bメ-ダI〔と呼ぶ、聖の〕 

齡へにょりて妒しかりき。 t .■ ^ 

114へ b §「峨ょ5?ょ〔&Jp〕i け。 、 ? 

【署】虹i.lH齡を船とす、吳_7'阳せるものは假^^釈にぁ^'とも常佑にぁらす、況や諸欲は空虚少 
V く念与 ぁね 5い，- 

浓こして、苦惱fを.mふるこij多5に於てをや 
し！したつ 晷 T :ぐt ふ.：ぶ f-f_fK‘.^ff*:u:TFCst;l:F;vu>:; 

【雲】訊#!はギ现(:して似に#1へられ、恐ギは右!:淑參す、衡ずは長時地獄(:投せられて、寄み^を 

f く。 .. 

ia齡tlmikifと1:よちて郎す今』となく \_#1を破すぎ史は？惡趣(:あb、己の邪業を識bて 

し？わい 

かなし 

■悲む。 

S一一(ち槪&ぎぎ歡^ぎふmu齡にして、ぎSrのぎにra<く，說梟さtも，^•ずにして敷■誠 

を知ることなし。」 

大羝品第十六 SS 



1 
お|2 

ものぞ多き0 

I SI*% 0i£$fi 
れt 

を得ることなし® 

離の爲に努力せん。 

莫)生成して銳奪.14 sA繫なき靈のがに，ぎぎで®•ルこと£なさん、窮の製 
を廳rがために、sし一へ、黯1|せん。 ： 

^k0fi 0, $ SKt 
で，之を滔すことなけんu° 

g。广斯ジ如くスメ —ダ— Hムへむ、「母ょ，ハルょ、把は&ISものとしては、鉛槪を^{け.じ、卿ょ 
死に從はんのみ」と。 

1夕1み惑ひてr'T黯にf‘ 
諭さんi努めたち。 • 



る9—アニヵラットーは容姿仰 1酿なb、汝は彼〔の王〕1:嫁がせられたh。 
r れ令 f.Lや-.l^a むすめ かいJisdrや5しゅっけ ホEr; 

【Ma泥{isアニヵラッタゼの配若"像妃とならん、娘よ、戒と梵行とm家とはなすこと雛^( 

BKiosi-は紀斬ぁb、脱鉛、致艦ぁり，齡艇槪i-^皆に，年歡き身にして諸漱を家けょ、船ょ、汝' 

の〔婿〕決めせよ。」 ulr 
く•»ウ * かく f£ UTIfslしつ tゆ5 

【gs Sビスメ1ダ，は響に語げて？り「斯の如‘」こiるべからす"生は 
るべ' 船らすんば死〔あるべし：r我が決擇は之にこそあらめ。 . 

【墨】职漱にして、歡奶を亂し'MJ:るべき阶壊のぞ一たび衡即して不淨に满ちたる死K、革强は如 

何なるものぞと" 

が〕は、何が故にか與へられたる。 

らくへAごと * 

木片の如くなり。 

U究】iのS抛となるvきig^駆5を梁船に紀てて、鹏ひ嫌へる®^は洗浴をな*'1みたる父W 

〔然^'〕、況や常の人に&てをや。 

HU1|^なく、谢±|槪とを艇めて此せる肉#;.潘淚.尿睬に滿てる腐墟の身に愛藩せり* 

大雎品热十穴 i 



I 

_譯&老尼梅 S V 

【翌二若し此Cの身¥切開1て內を外に觀せば、K'の臭齡に脱へすして、ぎびたる®;:すらみ^ 
5/11し Aかいarぅ f!iIIふL-Plr^ 6とゐ r\ よ13つ $ • • ! i 3 

【罢！1總處界は造作〔の法W住il^f、苦1;して如實にteふべきものなりと安ふ、加51；な^ば！^^> 

の〕決擇を願は。 

^蜜}屮日新に@ぎたる¥三耳を阳て、がを费すこと百街ならんも、§〔化の〕掀觀ぞ蹈れる、& 

によりて〕苦惱亦盡5れん。 

【S】斯の如くして師の言を知れるもの、若し£^の*配をぎなりとせば、2;にょりて^纪のが& 
訂しc \-->v4 く^はf 1 !と义ね？ ”， 

_5れん、ccirの言とは〕「再再惱さるる此等の人人の輪Mは久し」となb。 

1 0,. 
C蛋} (5‘姻^<に^れるもの〕、齡齡にまっるも©-^ 

し、鎰なし、Iの i^l〔i〕？Q4。 

s --£0\> ft 
の、彼等は涅氣に齡1たるな\ 

5K1奶よ、货こそ对歉齡(Iをなさめ、齡f射繼に船S&かぁ^ 
f-rfcゆ i しゆ ごと 

多羅樹の餘株の如くなせり"」 

^龙】彼の女は父(:InJひて斯くの如く云へり、槪?f£.0ひしアニカラッタ丑は、^ISIづくや、^1^ 
つ0 ぐこ4“>Blr 

〔の如？光明J(:包まれ、衆婚のために1け 



I ”-ブ1ダ-は、iくなるf maてf、餛をfて郝一f f I 

む05-5さ*-*' しゆじふ 0 

せしが、アニカラぶは一ぎてf f、攀歡齡•繫を辦てrs公1 
I i . ■ 

王1は、掌を合せてスメ—夕1l:-rMPへむ 
I I _p 1■ r —M. Ab Bwwr* 

^ 0.011—^ 0i0 

【s】纪の#|繫を獅は$霧，&れ？衝スメ1ダ|はポ〔の&に語上上ぷ：【靈'デ樂む 

こ41c miに屯PI - fi ^ , し 
【四金】(琴マンダ1夕-は四船qSにして、齡SをがTるものの實者？き、〔而も」他力す{て此 

し、ssiはiされfき。 21* C 

flfels 

された4に似たAとせらるwi し 5?, ? n c 

『&<^齡谢は瓣制にして^la"ならす，ぎ^fくして#c允な\熾熱し/:る鐡丸の如く，中_f 
大m品第十六31う 

し4龙く 



1 
!S課茲老M揭 六〇 

^果とす。 

【1諸欲は斷果にけられ二？る〔がHに〕艱に艇へらる、船泥._の奶なるにiて、網に 
喻へられ、借-^たる「.称那〕に齡へらる。 

g^諸欲ig檢にぎへらる、挺，银Mig惡•>■麻な''^街の如く、齡齡を肥とす、;-r.なり、 

ルんらS とこ5A の信賴すベき所〔を得〕す< 

巧】己S燒かれ、老死！^ひ艇るに"fは！にSをなすや、'の磬〕をんがため、纪 
力すべきなり。」 

p九21】*"のが〕は、EJ-邊に起.C、地*.に坐して"&きelる史がと，ァ-一？ッタを^に 

語げて沄へり。 

こiも再再な 

!】MIat齡®"©F)とをmt'IIが辦tひ"°齡め J 觀备 Q 

f:等し？ことを思、 



^ l & t L-s ち flUV■■.二fvそうかくるい ぐ-CA 

13炎} &ピきcf kMM Tるもののf灿を，闕浮洲の地!:較ぶるに，3を：11枝大の丸7なマ la : \u^. 
J 

H 

s丸丸】^1や#,や樹やs!や、^!なく「_取する」もののハ^や父の父やに比ぶる的は、分1てド^^\」 

すとも、§〔&のMt:〕比するに足らf i思へ。 

【五0】ボ%ぁり、％船の齡に於て孤ょ^〔ぼひ氣る〕鞭-穴ぁらと川心ひ、典〔.の，>^肅〕の¥ミ之|-|役入 

I】船網の一悸歡へられ、■なく‘約き窮を祗へ、Sの■な—纪、■には離■ 
f % 

きことを思へ。 

門#一一配配fの努对ゆ配の起！！ぁbて、黎03;ゲ/船ぐるぎを！-5ひ，また觸魚の怖しきを思ひ、四稀 

の諦理を思へ。 ： t i 

【畫一実他iの松するに、^^.〔のKぁりて〕か五封を瞥むるゃ、是れ總て欲樂は、五辛ょりも史 
LAら C こ辛^-なil,ばなb。 

【S1把kのSするに、^I齡Sのss_MXの®かある〕、是れ紙て' 欲樂 

0^k 

(尋!(:比する1:〕足ら|0 
ちち ちち ち！S' <& とき 01四}わか 

二^/ p £0£ ?こ七{<5诸ょ、 泠 J 
しりやN 

くわf;5'tゐおよ*>んぞう I ひと 

火•盜•水及び怨情の徒に等し0 

大m品第十六 六一 



國蹕疫港M偶 たこ 

諸欲を貪^1ものは苦惱を受くればなり。 

mセ】火を點じ/:る草の，炬ば、Sを把れ〇ものを！^て、紙てるものを11かず、駆術us^i:街、 
らる、之を放たざるものを燒く。 

【•突一-^の欲％のために、脱知WるI翁をfつること欺れ、參齡恕船 

りて苦しむこと落れ。 

【竞}諸欲に欲を制すること、澉にて盤がれたる狗の如くせょ、P.-れ亂谢は^Jを〔射すること〕、ぼ 

?0- f^' 

欲を捨てよ。 

【五一一】二き黑の屯するに、紀く！^?谢ぢ」船〔のMf?める〕：ぁらゅる私'^,f 

?1】どは篆？、だは心fり' rは群く、磬？、船なく、靈なく、IIなく、.ぎ- 

力せVjるものはf_得ること*能はじ■* , 



スメーダー抵は〔某の〕！}を地t:投せb。 な$ 

把せ、is把とMiとを野るもの〔とならん〕。し ！，く1な 
ts】ざにKされて齡一|し«、券齡ボぢたるcスメーダー〕は、®?上^^ 

L25 
證せり。 _ 

SIセ】^^スメ1ダiゅ㈣は#?5^Mずな慰於時^妙る宿生V她貧fcさ 

贼せ-^。 ' 

Av 
61アと しや今じやぶせ 

人人、精舍の奉施を行へ 

十S吉び、Sたび，又v:ss、^A!t$fド晖4じミ‘^ 

1 §^t^0pff. f0.Mff$. ff$ I 
し！.ぅ4:5 tゆひWHU5 

驅王〕の首妃女寶なりき。 , ? ^ ょ自し 
【il—iのて1せる、穿」平ねぞ-ぶ％於 

むものの埂槃なb。」 - ' 

大集aar十六 六H 



a譁撻老M保 ナ、お 

〔ご of〕Kla,〔三〕sury-pc 四〕M文に u 

又i'基ITT?ミS*四五四.四1，四六瓦.四九二導右S也、ホ^邻赀冏「Sな$ C2-1生起S上-」陪礙^ 

s s ^p r?.r' M0^ 

s 01 rf, ns 1 Ml,lx nb ^3 

二Jg三百のca-c刺—？ io ds之(tcl〕地獄に於てs)他の惡趣にMせf _a畜生St*どt:生れてw 
_くtsQH者をで。§佛荔G十邊，营力ぁり' 故に佛ち.**矣ふ。§歲樹(齡〕w其の韩為リて株 

のみ^餘マ防iTWび生ひ出ろことtcし。〔jsaa-mdiltr'is^Jjita+sn^a+5''sa i 分解せ y 〇〔『八〕rl*i«はffri投输^ 

減は榆S刃に喻•へら气§〕一人Qふ農輪篇生して糊ggもQに注れ變气其の間にぞたる^飲み交?1#-爲など 

05OS ?l— ws 
- 0^0^St QBP^^^r ^ SS0^M^O 

4UQ身とダナVヂヤI—I (21:icasni〕Aケーマー(loif 5〕なりと安ふ。cs拘那含牟此佛か指す〇〔M」®o 

*1く «1\ % r— 0^f II f 

國譯長老尼做終 



_酈陀王it經解題 

譯者 山上 W 源 

t響】.iのぎ、一iの■全親する_と、一一gJ;の趙iを似て似11僧との、佛敎敎理及 

びM齡船に一vる鉛虮毈钯を銳齡したものでぁる。itてs乎f配ぼ把は' 希臘稀族の哲主でぁ 

て、^^のアフガンぎ方から、印度のg北部にかけて併呑」迈に俾^•流【一】软讓の供富にぱ.！；■ 

f0f sff. _ 1 Is 
1£vt。さればf IV氍1顧をi船したものでもなく，kた 

£齡齡剝t齡isXの^SSを雛艮して、恕ヤ.るに「派說」の二字を以てせるも で.e t。 
fc ぶっけ4んと かいくゎん一;い■ 0|ぐ:メ3_じ >-r .t rn 

のUjもない。隨■つて他の佛敎經典の如く、11卷第一 女*14 33;」の/;1/ *ムャタI ,5ャナ- 

- ^1-^— 

との槪斟船¥してt。-ル£船にfのmに'ふがをぎけては，徽歡を舻いて孕ゐも知れ 

なぃ*かふの齡の一が做把に1iれるに、「賢sib紙」と-?ざをぎけ、破として淡譯火藏經中に 

31*とわるが"㈣れt此の王の 
ンダ 

卬哫名 >111又It希11名 
s少，〆KaK sナンギル 

Mind i, Msailder の^^ 

H iザン♦マヤー•ムユルタ4 
一^Tin tc»v霣353tam* 



二 彌閱陀3ipg總 

存するのであるから、必らずしも譯者一個の私見を以て、勝手に「經しとゴふ名をgへたのでtiないこ 
お 

とを斷つて置く。 

準影H®にKれたヂt。_'にょs'llぎ被^f、2|き辞|^|?|れ-^?、き 

f1をirるi仏？Fし'製i系isf翦し？t。f、V利fllには、 

彼が命名の由緖因綠は何iも記してない。‘又淡■譯には、衡は年十五六にし 
【EI3W刹索などで瞭む十六羅 

漢名中"ナギャサイナ耽*と 

「我、佛道を喜び、沙門と作ハkのぎ-J-rたらんと獻す、irは魷を 稱すSQ(t、si0tガ 
? 5iL セ—ナの訛でわる〇 Lや％A 

持して沙門たらしめよ„ 
i>い<-^4こん w 5 

i哀願懇蟹したので、 
l&'Jハ ナ これ あaすfirはゆ&しや5®ん 

樓漢〔那〕之を哀れみ、卽も聽して沙門となすゾ 

S象tMt梵語k典U那伽 

(Krlga)である。 

C六一桃潢那(Kohl^a)。 

令 げんてん 

tかれ 

【彼は七歲1:して、一人の家.齡敎師l:y气響MflJIjの子办iして^見すベ，V，吹tの驟*;を抓め，!^ 
ダJrAt-AT^せつと5 tiT L -r 朽冷/ a ^ t . 』 

■•文典•傳說缭wfaを修了した〇而して)U、齡献なる^rirrrに往气Al'Jiまで^fiしたtilfsrに^ 

ごん し4 

が^しふ ゾrダ せいてんaii し 



て，nt敦船したnmt、阳ぼの0_-y配み，纪/T街起でぁ槪のゃ-っなものでぁるi艰破し，心中 
■た黯2 へす' 湯8BのMが、ま•たiにSだら！『へて居た。 

lに脱资攀ボ歡が、狐伽渺の紙斷せることを配糾1.、ヴッタ-ーャから雲隱れして、行乞のため 
-渝1r那の£に額，&矣。irにgr伽ir，^ 

t t rt 义だふ父 ちちはばfjrか 

觀歡して！5たが、齡に槪の紀に行t:,に允たれるのを待ち構へ' 二三の問答を交換して、父母に對 

ってL範たらんとのが齡をの述V、kの&1iを肷て、撕歡家戴私の弟屮iなった0」 

と飢してぁる。さゎば船a?では樹_4m:{なち能は全く不狐でぁるが、s譯の千至ハ歳にLて出家した 

lf€$ft^3a 0u^f 01 p - 

たる^T麟f紙#tするには、^■<なく ijも七八年をIkすsからである。卽V七歲から潛ひ^めたとして、 
ノrLぅ Vif:かん”く 

十S六I:ならねば阳了することは能きないからであるIそれ-力ら又漢譯にじ 

「I靈二十に範って■一fllfg;く。」■‘ 一 

今-Mは十五六二十黯ML二十四itて、i器にぎるT&sfなった 
tl1L- c. かれ ぜんしや■^flAtf^x-A& 

のでぁらぅ。拓uli^Q 一 I一^&して度かねばならSは、潔譯に於ける彼が前義と、原典に於け 

—れiは，一•鉍す4がなぃこ4ぁる〇ずにMiはふiiにi?繁の磬、順 
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铟蘭陀王間魃 W 

敎sifる総：g4象の三Mrif、kの靈蕻 
たいTt言んぶつ 之 Tな d (a/ 

代表的人物の一員となむしことは疑ふ ^ Jf\ もない。 

|^@者£3)3:場3 1跖1^へば、觀齡の匕％訢の||颭は恥銜^^歉記のそれは虹妃_1^1"ふこ士 



%IT如 D^L«*r"(?t 3ilt &%sん1 

搬せば斯^5の辦衝や、n;赞が！Aなどを記けるぁたりは、何ぅ考へても純小乘とはmへない"勿論予 

把^^llpとだ1V. -<? sは、§ is难を摘み祐)命sゃ！^ s. M事業で、聪等s Iとす。所はs 

にg黯嫩を編むにぁる。で"觀緊私をn/vるにも'SWAXたとか、：k乘敎の人"と炉、一 

S0f 

#ぁつたと、配虹'Sに藏斷せねばな•らぬやぅになる。いま左に現存の佛典 
V フ unN_.はf , :t 

【七】研明！i奶一の十六紙。 

敌かhsrゃぅ。黠—P紙一の八&に、 . 丨 

「影繼は,_s‘ふ。—fれ⑽鰓三鍵のg^起f。齡は黯を瓣ぃて"船M 

と15、K影のislllの五十「紙にも， 

「¥£1射一観のf。挺r矿ふ、p 

德なし❶ し 

S 
五 
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.1：-] 

1 

1 

5 M ^ FT bsS.翁 —y i -—I J—-fltT， I J3fl 
b IS く ^ A_ 和ゆ！T ぐ val*\ /\、rLiし&-、11 

sの主張にかかる、眞裝起論の■をなせるもf ggすf、gしr%g.けるも？i 
おf 砂み上中ttや fI5めい » - 1^ 

るまいとMふ加之、#濟が業の說明をなすに當り、 
(Ai)'ffいね5 なんび-^ ⑽へt ぼつだ tr L_ 

Xi0i 

i說破せるは、起信論に把ける、 

「1組！sにiってf一/g、容f if.pのrr 
所，にぁらす。亦た二乘の费慧签する斯にぁらず〇 l_く、f!配：®.1る 

はじしャ今しん §しんく2|&t逢4く rTち，—し ち： 

I乃至菩藤究竟地も盡く知るこi紙 
はじ しや5しんmfuんくf>A^つ 

に"初め正信より發心觀察し 

はす。唯、佛のみ窮 
せんV 

K八】®SS,大f佛敎由 

論一二三M»lr> 

t九一本弒no六HにW夕り 

【12本經三十三f I十g 

【二Jr!'!藏那先比in弒七百七+ 

紙盡下段衣ょり二行か見ょ〇 
い ぶん せん< わん I-.——--j- 

f is^ 

は雪 f1(:lr.llu象 
然し那先比丘經©十二品經？1真、十二；^の免ぎなぃとすればはぶ、‘。 



t本經の内容】^の配ばっこと七、彰^*奶っこi二十五、がn鹏歡の敷二百六十二個條ょh成 

って&る。裝M4の戀sには、sらか齡をiしたゃぅな繫がなぃでもなぃが，槪觀するに論 

90$ ^^0 $000i0h^ 

(=_lt_fb齡f於し，111がi&して、i親ilへら 

わてある。®-Afは浩擀な〇佛典中、贫だ是の如く"深遠植雜なる敎现を平 

に-?がb1き%りて、韻Iの倦厭を忘れしむる底の普ぁaを知ら 
ない。rskれ鋭龄i髟にf艇fれt誤の於T、■の凝 
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1ns怫敎哲蜈1:ては之5V焚相 

論と一Kふ0 
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彌m陀王間1g 

№№1丑i: ■の陈欺に獻て 



國譯彌蘭陀王問經 

*tf5-Aお w■•ぐ しや5へんち#Aや*r*f-xil;-3 

诅霞•應供•正!1智に歸命し奉る 
/ 

一*の藤一 
_ 

せ ? が？ 

世俗物語 

m那のIとに滿りき〇 
>5 6 3 44ぐbt.*じしんr:ぃ 含ょくわ と iiAしAめぃあん Pぶ こ しマじや 分か ふyVつ？！V5 5方 

ぜは，奶略岛擗-眞3!?の炽火4*_リ又心の迷冏か破ろ；此の準费じ向び*极雜錯絲低る數多の辄 
6A ていしゅつ 

問‘提出ぜリ〇 

祀して封は〔|1|^:_53|2^?1|じしてジ|:^啤ひ％ 

$0 

と^%ti:s%aAと4-以て L たれIXなリ〇 
裏 LA な会ら もL4■かぅ.y?, な/t-t;ら 54±f か--J?い-^,出へ、； 

來れ*而して汝等の钾;;1んIM1上せLめ；iic罅0心M/Jr悦ばし^ELて一切0摄;s0根本か 
甘つ/JA* z bめぅ も八r■一 みみかわt- 

截謝する、此の微妙の問矜に¥傾け1。 

世俗物語 一 



阈躍彌蘭陀W間親 二 

磬の如く問き傅へられた。希臘人の〔殖民して〕阈をなせる地方に、S榀羅と云ふ狼%があつた。K 

こ つ5しや^li*lr<^だいちうし八ち3ALTAめい こう戴Aいけ こすみ 夺Aせ/VりAや てん 

處は通商贸易の一大中心地で、山紫水明、公Mあり花阑あり、森あれ池あh湖水あり、山川林野バ天 

然の〕極樂A 土をなせ*0骷怩なるf地槲で，妒跄に髟めるW配U、舭戯の戤に？$んで酽た。'!"^Iそ 

の敵手は盡く掃，蕩されて居たも©だから、彼等は秋迤の不安J1迫をも感じなかつたのである。また其 
hうじ作f ? あ54i と夂で乙吵じ咿 る& くh今さう 6 A いか ^i-^A f:かYい ふか ほり も勺 

の王城は、周らすに數多の砦、秫種の殛，宏壯なる門、嚴めしぃ拱門、白ぃ高辦、深ぃ壕などを以て 

し、防備極めて嚴重に整つて居た。把つ其の市街の廣辻場、十字街、市場 

などは，いとも巧に設計せられ、美<く店頭を飾れる商Mは、無1の高m 

な商品を以て充ち滿たされ、數百め慈惠院は、優に布街の莊嚴となbmM 

狼M*門{Blur J:1T刹帝 
*J5Jヴデ4ヤ«*ゴ1プサ 

利(KhEtH-arBi舍〇Tlr 

W陀t麥daa) U"*代印度社 

會の附級®名にて，世1:これ 

>印度の四姓t泣ふ〇而して 

已利諮でぁる。 

千の大蜓萵iは、恰もヒマラャ山顚の如く、巍巍乎として雲表1:態えて思 
しか しがい±つ や5 だんし はな 中1trょし frプヲプクシirクトVヤヴィ 

た。而して市街には、松の如な男子、花の如な女子婆MP1]•剎帝利•姐 
# 

&ヤ1<lrラ tや'げかくかい含ふ X ゆ 含 ゐ 

俞•首陀など、上中下4f階級の人人が、群をなして往き來して居た。 
かHらL^AかくけITかくは 炉くしやけ1T■し くわ九げい サーガラふ さな^らかくしぅtiや！T6IT'せ令がくさ*!*'<ウ 

彼等市Kは、各敎各派の學莕敎師を驩迎したものだから、縈揭羅府U宛然各宗の長老碩學のm錨の 
や9 くわAでい * 31いと5 しょ5 さん おりも«>そf:しゆじゆ 力<6の 

如な觀を呈して居た。また街頭には、コーッムパラと稱するべナレス產€織物ゃ、其の他種種の反物 
あ咅なfrいせ今 みせ0會 chか！^ バザー ふくい< ij5かぅrlcさALち5 uやlr<i?|*2いは5 

を商へる大小の店が軒をならべ、花香の市場からは、寵郁たる芳#が發散して-HI中を淨化t、如S寶 
じゆ そ t rJJrB* 议5甘含.o£tあ合feみせ 含ArAど？せ令 4- ^ 0 あ去tAせ LA ぐる<h-> 

珠，其の他樣樣0寶石類を商ふ店ゃ、金銀銅?:|の器物を商ふ庙も滯山&ってノ眞に眩锻丨ぃ1珠の鑛 



叱にVったやぅム颭沪ぁった。跟にr妒を齔於に船中ればy铯撇雛の^綰rrXLwrs初 
組せるsf ?、■の繫_T霧の學sたふどの商をrt r一?して不嵐なもの 

はなかった。縦1iせば-'のsiA1:-は、鉛に松て(a偶盧州にぎ敵し、愁華な點では(?—ラヵマン 
すtelitAじや5かいLがい 含つi15ぬ- 

ダー、卽ち天上界の市街に拮抗して居た 

制阶の矿衡队肥船U'これ槪げしてぼぃて、獻^はこれから、撕uj陀赶i航ぎ早孤歡礙i、t 

の一一越窬锊p、,s©びぃ§に妒繼せねf I。で，ぎ六^學てねを 

フ。 
H.ALや 浐んしゃ"Tts^たb 

二人者の前生譚 1>プ*ラクル 
【二】 VJttJis-kunh 

-I Akkalls* 
u 彌蘭陀王の疑問 

fiふさ5 ぐ iA4strふ 

三法相t:關する問答 
しょせつ ^SA くわ/Vもふ 

四所說の矛Mi:關する問答 ， 

す* tcA<*>ん もん：iふ 

5 推論1;關する問答 
六隱喩に就ての㈤罾 

^Mr' 0^0PF0 

は' 益f、7ff靈Lit-るi雛との二ぎ张たれる。 
暑 /V (V 

世俗物語 



lhll 
しゃ.£■(?>が/;9 

生譚 

,戈い.1 J 丨ン rf It 丨 A, I r I V L -4 f 1 ii ■ .， 

散i、褽p爵^tを節gしgふS、PS^Eぃml、 

^ I 1■ _^ ■ - T L«/ pv kLW- f Ja. I 

t 

聞 

:ね一^ MU uが• f い X 名Au!と ui Hru た淸規戚律(■:隨ひ、朝¥く起き出でて、手|:長柄の链を取む、心|:佛沱の 
<J0^h aA に比 d ごみf;み *0, ゐ 

功徳を念じつつ、庭を掃き、芥溜1:鹿芥を集めt®た。 
fひ 
Jこ ひf Wバ 6と， (SLU々ち しやみ ごみ名1 つ 

^0一人の比丘力一人のr發赞の沙彌に、苏溜を婦除せょと带げ . i i ' - H. ^ Ji >J ^ if ^J1 sfcj J— ^ / > - J. tfj H € J— 

た。然るにKの新發想は、恰rも®丘の飯がMえないやうなfitをして、餘 

1f 裳を♦雲。で、r爆は、_l¥llrfたが、 
つち 含'ふう U^ALご-g 无5 - 

それでもr發贺は聞えないやうなMで、ズンズン〇分の仕事のガに扯って 

nた。？で！^は，くせに、#ぎr意がだii?、はi 

の柄で彼を挪りつけた。 

twn•锨て®むが雌き鸛も—、kのei?にし、rわれ 
此の瘦芥を掃除する亦德招にょ0て、^,^へ#"を|^へて、^:^»"ぎぐ& 

1一一業^|互と(1，終通 

には行爲•作業など踝すベさ 

15なれども，佛教rr鳓上诫め 

■-cmssなる術沿1:て、或時it 

性格の®'坫に用びられ、玻哚 

K品格■人格など賴糊の翁味 

に;1JCAら too故r.as肴^常1: 

用心Lて此甜ん誠むが‘いa 

I二】®傲麥6gs aMit*佛歎 
びfft妙まr:[t^Mか寂味*fs 

滞なるが，十"人(1これか翻J2 

衆と課3れた0稞代日本語の 

IfttJ:るVMII、僻伽の略稱で 

ある0 

【三】新贤打とK E:f:贈»]€> 

®IM?:る®格なさ新人 
の小!&,6||:.具足戒ん法から 

ない i!!tr!^ifふ* 



まで、1のt^l:取れ、歡に輪の如く、天晴れ赫赫たる大勢力の人f:らん』と獨語した。これ 
かれ パ％ さいしょ せいぐわA 

彼が第一最初の啓願であつた。 

4*/>み 11 レ^.1^&i し P かAか こ ょ ir-#i こffJSぉitlkr^^1 
浪を覩て、『ゎれ&赞を成し遂ぐるまで、生を代-へ身を代へて、此の世-生れ、此の〔大河の〕波浪の 

てい ちから*r さけ かHffい せいぐわん 

する底の力を得るやぅにな6たい』と叫んだ。これ彼*か笕二の稃願であつた 

さて緲の！も妒た1P氍鹋tにiめてから、g黻のために断！：の沐#^了クて钯0た。松Xに彼 
は湯が¥んだをF4けて、「&し虹kvFl:爵—そはS契が1i—たMにM 

や かく ？ 含'fr〜 ^ if:いか 斧£15fio を 
が行つたIにょむて、是の如？希銎を達し得0ならば、ゎゎも亦如何で希翅を連せす1:居られゃぅ」 

こ，}ろお6 tl/v-r/lJK な と し C-5 かみ か こ2S お：ilfelt 

i,心に思ひつつ"『ゎれ涅槃を成し遂ぐるまで，生を代へ身を代へて"此の世に生れ"此の大浪の 

邮く，ゎが|1_に艇\ある齠ての,街に1して、妃に襞を紫れす，齪||なく正しく處殿！#るゃぅに 

ならたい。してWこの少年が提出する一切の問題に解答し、挪ての難問を解決する力を得，3やぅにな 

りたいしと寶願を免てた® 【g】Wとは、人間界とK上 
こ にんじゃ rらしゆつIfAtぶつし名せ .^ *> 

それから此の二人溃は、一佛の出現ょ&他佛の出世し給ふまで"長い間、 : ^ 

注y化へfを似へて、S)人がノの即にt般じたのである。配して我？！)>i陀C#:®〕は、奶fv見そなはし 



T' 
5んめ4*よIrA 

の運命を豫言して、 

rわが一一してよA百Mのg、i;の二Iはr■し，わが配へた 

■4似とに齡じて、鬅を觀じ餛をぎげ、mAkの£をII 
f說明するだら，ぅ。』 

i授記f給ぅたのである0 

ぎ二^f' _lt(s^lf^M;epl、^f,^ 

©■に覼ぐplrgて繼r，gsllなる齧踅の、■ 

. iiutr 
し/|6ろ八15 て0**くf-いtfいす5がくお/L 

勝論等の哲學體系、數學•音 

の十九の靈っに〔gい擊に〕壓を驾して二A!? 

あら し！7けいと5^ら けWTそ 
は有ゆる恐想系統3、有ゆる敎祖： 

か^ 
。で"彼 

Vも *5 みと |5> 
優ると認められて居たのであ -〇 。船 

I €>4#i * _ そ f ッ办 *1ゾ 

t.rLry糠連-^帝頦(ぎ■一一一と- 
thtlji。 

t六】授記と妃1?>授くろ 
の愆味にて•個人〇来來‘羰 

#するこiTある。 
*•■ ジャムプドvtパ 

【^】M^ia(JiulIhydvile、i 
は州.«[:て，我•1め#，&典 

箱中l;Er本w^t" #め5-1: 

禽めてあるが_卬度の朌典に 

iれK、印度大脾：の又の名i 

して用ひら^る®合が多：；〇 

tAJ #rm 錄 susit、梵紐の 
iル-fイ 

所MHmti Tある〇こは吠陀 

0 I名(:て•梵：大の捋承にな 
芯tの、卽ち人[}!]の作れるi 

IT“ 19T-Y 

のi:あらt，vpaa's^I i 安 

ふ®味Tあろ。 
I九 j 傳說錄{z-1 .lru3(t、梵 

£1の所那忑ョ『2:である0こ 
IX前0啓沿錄2興ひ、人®の 

作り出€ろt0と宏ふ窓味で 



して字“がに齡てgれて矿114靈一^てh繋"銀 

れ、於の%祇にして影Kな气提^贳に絕腧無比であった。彼 

は对滅なsiks-^なるmiを钔し、rっniせuma,とて 

も數へきれないほどであつた。 

11V、亂j'Jnsは、把の疋齡せる1へSの四敗を齡娜するため、敗外に 

S術yれた。MしてKW/きなるislsiは，^Aぎrへてから、1邪決疑 

んと瓣戰し、封职を慨ぎ見て、炎の大臣に向ひ， . . 

『まだ知把一賦があるやぅだ。こんなに轵くル内に還っても，仕方がない。 
で、1S&じ‘でも、对はtv影の劈®へg; 

の學於の首長でもよ->A 

Wる取者が、〔其處らに〕居はしまいかど 

i^-離され气.：^，に财て、茄55のSIIAA、is肥陀ISに向ひ、 

、I に^Mを上冇し，脫の疑惑を芟除し 
1a 

スr かしこ 二&プラ1ナ*ツシャパ (10〕 

『隊でよ，彼處に 富餡那迦葉と、 ツカ5 •ゴーサ1ラと」 
義 

ガン>5r•ナータブツタi、こ三)サンジヤヤ•ベ—ラヴタブツタと1_アジタ 

♦み〇 

Els 数論(石BeMIJOII,印度 

の穴舐從$の踣1でわる。此 

の派の^脫it、佛陀のitt說_u 

鼢®-cts:と勿論なるが"後 

世の唯;®諭などL大tlJts釤 

勸か受けて的〇〇 

111J瑜靡〇011も亦印度六® 
哲呀の防：でめ30 g>i£め方 

式‘樅钕J:說けみ所などは神 

仲に而rtい。 

【I【一IH明9_fu)u"铯？JS 所 

SIJi^ilyal:て，六派# 取め 

隨一たる諭M學岐である。 

t3a勝論{vlfi3 t 亦ft印 

度六踨fr取の随一である。梵 

S5でrt^s,ぎフ〇)兔K ふ。 
*«* チヤーツべーダー 

i !£2四呔跎^^一一一^&〇とは 
印度般卉0驱典、否な#界最 

卉の典籍たる製供•阿仙 
ザヤジi 

婆*m柔の阀记錄でわる。 

婆尼沙土時代の後に起れa特 



阔諶彌躕陀王問細 

ケーサカムパ9丨と-吾)パクダ•カツチヤーヤナの六學者が居ます。彼等 

は何れも各學溉の名高き敎師で，多くの弟子及び信者の隨徒を有し，人民 

から大變に餺敬されて居ます。で、陛下よ、陛デは、彼等の所に詣問 

題を提出して、疑惑を芟除し給へ。』 

と奉答した。そこで‘1虻陀王は、五百の希臘人を隨へ、觉息たるぃ1铖に輿 

つて、先づ常閲那迦葉の住處を訪づれ、互に盤1bる挨拶を^^tて、恭 

し<如法の座に卽かれた。斯くて王は迦葉に向ひ、 

『迦葉尊者よ、此の世界を支持するものは誰ですか。J 

と問矢を放たれた。すると迦葉は、 

「大王よ、此の世界を支持するものは大地です。』 

と皆へた'tに於いて王は， 
i>ヤバそAじや だいt; せかい 

『ですV、迦葉翁者よ"枚fも大地が此の世界を支持するならば，人が 

大地の外なるs^k热地獄(:往くのU、何ういふ遨1ですか。j 

A 

_の丈^C*IIて、糊®の神 
祜•赀物語なirか蒐めた10 

である0 

【KJW*話 atiLO t 亦f:g 

度1:於ける一倘特Mの文彤を 
形成せる典籍で•虫ilて史 

L 一七3沙 1: f II とIt"佛 

敎e«の代^,訶。 

1H 八 J 希腦：iw度 ri-cYi- 

£一ぁふ。 
ブラ—ナカツシャバ 

『九} rci-B1ド K1I? 
J.ツカ9 ゴ1サー， 

5S M:lli 
■Jガン^ナー脅ゾツタ 

11二 Jggas.lla NsafnrlF 
サ>ジir-vYS ラ-V4!/ヴタ 

【一 f i| 】burf;v“：crsrHpl?'l* 
Tプタ 11サカムバ 

sSAjfh毋lc?nr'u*rr' 
バ，ダ カツ+ヤ1ヤナ 

f【；E一一:*kiii1h'K“：ctiiv;5:r 
*'**«T4'チ 

I 阿* s® (AV::o 

;:■.lf../1 /JA な < i反問した。然る1:此の時、常ilv那迦葉は、此の難問を#み込むことも能きなけわば、興の踰臟t:f 
して辯駁することも能？す，頭を维れたまま，默りこんで、繼然とIt坐して焐たのであ， 6 



そこで彌亂は，マツ*?%コfサーラrを訪ひy彼;:向つT 

『ゴーサーラ繼齡よ、肥に繼1の黠が矿？ぶすか、また粑に#;-_飯の鹬艇戤が|羅がぁ*-ますか。』 
1^ 

とrR-lはれた•する尊者は" 

11^ょ，tには!^起もなく\又その！^や獻船もありませ气大王ょ、此の世で刹帝利である 

ものは，抓职に世つても抓矿挪どなり、だの|1じ響羅]/私ぎ,陀，恭くは''-=')旃陀羅灰--じあるもの 

^ s <n i 

II、印垅社會|:於けろ®下^ 

0職業11從祺する人純の名1: 

X* 0.rs0slu^0 
iれて居.る0 

は、和の淤に街っても、贫隄舍•首陀’葙くil旗陀羅となるの 

であbi6す。されば如何-で傳惡業の必恶があ5ませうぞ〇 J 

と答へた。,№1に於いて王はIL?に" 

<んぁ<ごふ ひつ大^. 

す/*り そAI5や 6*なf:'と1*コ1 IJ 「V! 

『ゴーサーラ#者よ、若！货納の言の如くならば、同一の推现により、此 
1 て 旁^*よ て 含^ひと —f;ひと I 4 あ-L 

の世で手を涊&去ったものは，彼の世でも手を切り去った人とな6、又それと齊，しく"此の世で足を 
旮 はな 含 ひ土 

1£fを辟を切b去つたものは、次の世でも矢張り足を切り、；を切り、故を切b去つた人 

しならねばなbますまいど 

し紀問した。すると、ゴIサーラ尊者は、沈默して了つたのである。 

そこで駔簋は、SIて難^¥爾はであ气駆¥¥|は起<"_«:1抓なものだ件 
%0mには、f f cの礎sf、f iを觀frる，3の乾iなけれ域二人©蕭門 t,A ぼ ICA- t>f 0 さAvi ^>rv し午もん ひと*S &< 



c 阀嫌彌嚙陀王叫链 

も居ない」と考へた。而して彼はrの^II:に邮ひ、 

杂に挺な&ぃぎ〇祖は、；！％これt、imsuie?ち、£に^|を齡蛾して、g 
と#話t、脫の疑惑-で芟除/得るものを訪づれたいが、其のA^は配だらうか。』 

牵 * 

わた 
今や奢祸羅府には、十ニヶ年の長きに私つて、ぎ門のぅち1:も、碑IPJ.cdぅちにも、勝たX1た取A; 

Iちに1TVも雲はった。t齧は、黯VIAm，；？はgAI集Q&IP、 

5. Li ? i . Lrur , L ■• I I h 
^-*v^ r. もつ れぅ ■*!<<*■<Tこ> こ i'si こ し 

を解決し"以て王を滿足せしむることが能きないものfrから、此處衡Bs'i:避ifがつて7,ふか、さな- 

$Jr'.l£ t% - - t Kf. r f L r A t —r たいl;c广H< tTfラヤさA,なか ゆ -& 

大部分は、大sg山の中に往いて居た” 
と分 さんち む 

S時、ヒマラャの山地に、艇败si羅學がぎんでぽた。面して雲1-^.lfllT^T—-1 

(§ァッナダッタは、沿护犯を班て，丑の.i^J故き1け>^ 々l^p 

ダラ山為がfて‘SsM鬆齡を影して、if iひ、1.pa 
かれ F わズ さAui ち 

士會話して，彼の疑惑を变除f得るものはぁるまいか」A^ねた* 



総るにf圯羝一i骷淞颳して，粑ともrふ&のが1eかっセので，8齡U孤三颳じこ4を級-漱して条 

ね&れた。そでも的斷1Si> 一 M.のiM<p<をMくものは妃かつたのである。そこで筇诸は曾衆の比 

%にf、「證‘I十三f f .Hi干ャンタi鉛f，§TッJ?と事る 

航,あって"把配にS-ま，船诹とぃふ沿！^が椹んで！gます。銜こそは酸礙陀王と會11して、王の疑 

問に麟街するこiが能—sす」と貧つた。すると無數の阿羅漢等は，ユガ 

ンダラ山の'&上WらM隱れして、三十H天の中に出現されたのである。 

紐して帝私天は"借亂の比が衆が、遙か遠方から'來るのを记て、ァッナ 

グッタiSIの射に1r，齡歡を■網して、一5"しく等の％に立も、「#恭ょ、 

弑綁の！^姒がぎ1した*か、1のMlは何物を要求？0のですか。私 
t今ffAへ 1=-コじ中5 L1Aつ-•JAれわしあ*:/-が^ftめfellL 

は僧亂の 淨人を勤めて居ます"が、私は貴衲等の爲に"何を爲たらい 

いでせぅかしと言つた。 

そこで、アッナダッタ繼歡は、「九Sよ、彼の印度の制k羅阶に，亂蘭陀といふ王がが奉す。他は 

&齡の，」ilKであbitて"C1人の能く：！彼1:匹敵fるものなく、彼を說き伏せ#るものは尙ほ更あ 

りませ^で’樹は斬ゅ^^齡の有ゅる歡亂にも優れたものと認められて歡ます〇彼は僧園の比丘衆 

を游づれて、m^&hのMi!をもちかけ、比が衆を困惱せしむるのを道樂1;して®ますL.と答へた。 

ジャv.\夕 
1Di^vej,ー ョ. 

ケJツマナィ1 
50】 KawuaL 

マハ1セ1ナ 
51】 

卜 Irli ワ tr^ ’ I 
1:芎】® 人?lrE'ak0)と W"% 

mの耠士であso今で1禪帟 

の寺でIt.給士のことかmA 

if:4つて®■る0 



'r;,.:1n 

f h ^ nM 

fca膝_隴陀王raM一こ 

此に於いて"航衢天は&者に，一:ひ「#潘よ、把の節配陀怒はA'c赌におるる邮獻を1つたのです〇矿し 

の館に、亂訶犀那と稱する，一人の於だが擻んで！Sます。齡こそは、齓齓 て彼のケーツマタ 
Nわい i そ r fAtrよ 

とA甘い て吳れるやぅに懇請しませぅ」と言つた。 

「©犬wよ、泔Mの此丘衆は、贵下が術ヂ人哪世乳に郎ゎmlらりんことを飯11して把ます」ifげた。 

すると、配那は「#繫ぐ緊誔温^にgれたいと11ひ4ぬ。雜1"$ 

いつ.4^たか ちゐ 74 おt 丢S こ 孓んじや，甘かい I It 
一®高き地位に生れやぅとmふ處は、此の天上世界の中にあるのです」と答へた。 

霣に起れたぃとヂ4S。雜^^は辦辭.へきれ|2。益色ての_"はぎ1 

かしぃものですS云と答へたのである。畤に歡乳ァッサグッタはで^r默％順挪-配ひ、！！对Mょ、歡 

が敎法の正aを〔維持L〕援助f砑るものは、-S大^<の爪にはありませぬ0 此所でitlxけ蘇滅| 
い龙 か Affi T < L^. こifJtiti:ふ今會しゃ J ふirふ«tr3Kな オ7 

今ぬ-僧is比丘衆は煨って、t大人が琶十力者の敎法一一の維持jr-、t大【K2+*がかとは、稼-tの與名 



人の勢力を貨さんがため、再び人問世界(':在れられんこiを懇望し禮を 
ぁ^#&fiむかAい Mぅして尊大人を迎へんとして居ますjと言つた 

屺に淤ぃて珩だ！TW彫配は、0珩ゲ齓邮の腎說一i破して、E信を 
ゐ15 ISAじよ *7 

〔IIし〕撤sし#1るufiの鬍を&いて、集〆にrbwび；ょろ 
ふ；i/iil^tfAtf かい 气 a い しょ511 く ^ ^ 

しい、それでは"再び人ra世界へ生れ出づることを承諾しませう」との返 
じ 為ね 

事を興へた。 

そこで、1^船は5teの使^rを册たし、手！:乎を取bMll十三天からS隱 
<6^< 

そ/LL*や 

れして、ぢ11时ぢのiラッキタタラに現はれた。時にアッサグッタ#湛 

は、船祗の！^射に舱ひ、「i齡，fの恥颭に獻する，比及で、誰沪此の集命" 

に§_レなかつたものがあれますか」と或ねられた。此に於いて比丘の一人が「あります0g ローハナ 

把'^i、Y船膨狀亂から1^あに.往气毛-漱盡‘tに齡って硬ます*"だから把谢を^ 

賢らせた奶•かよろしいでせう」と银へた。mるにの啦&1;ナ^：3は、^bMli私よb起ち、 

撕亂でia沉の眼るのを1£ち！Sけて§5ることに斌阶气I亂からH斷れして、無數の比丘衆の集會せる 

である〇盏し锌»{1十铋0力 

』具仃1給ぅ;:からでわみ0 

t通j ILUをirは中瓣坂と 

でI課すべ孑であらぅ0 
a1Cナ 

S六】Kori. 
• • • -f a tダ サヤ* 

5-u】^申y9.i3dhasi6?1 

PIE) iは滅定iたは滅受想 

定it云ふ。心の肽妯か厭ひ 

靜住』求む&がれめに现老の 

修すろ所Xあ^'〇此の定UA 

nlr•能く心■心所か起らし 

めざる功能がある〇 

とこ^承4 
處に現はnた 

jj j * \p■ tIf卜 £1 5 L い4 れJir*tf^* 

Sに！？ぃてアッサグッタ#/忠はSに评ひ、「おぃ如何し*^のです、u1ムナ師ょ。今や我が佛敎は 

前生H 一三 
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。『尊者ょ、それは全く私の不注意でした"如何したら宜しぅごrいませぅか0』 

萬ローハナ師ょ、彼の大■队の駿{:§ヵジャンガラと安ふ|^配の桃がぁつて、だ彫[:§ソー 

ヌッタラと貧ふ一婆羅liが皆んで居'る。而して槪に船.ぎSぎとTkふT!;の辨fが-ksbます。で、1靜 

カシヤンがラ 
【TK】 KSHP 

0if 其の年月を經路してから、贵^して；：一纪のヂlpli'配ぎ齡蒙—を 

出家入道せし；®なさい。苦，彼を^|裏^^せしめられたならば'|;の〔1^§|^2鮮新は航漱しませ 
5 0W • 

口rかしこました、仰せの通bに.しませう〇j 

國謌彌睹陀王問練 



%Aiから、祀の一kでも"お影fの齡职S)ダST%は祀ずの舰费も歡されたことはなかつた"否U-寧 

ろ一紀の齡に鲋して—㉟はぎ！、ぉ，ぉ费さぃ1ぞ秦1緲かった3’齡にデ 

てtl火なる侮辱であh盡罵であつ1:のである。 

ハナ！^にmをきくA,ムふ〔一谳の；r事つた〇lv.kの日#羅門は、 

sけの把驸から蹴るさ、P1ハナ辦slisirた'bして妮は摄老に向ひ、 

rもしもしT挺は繫氣にぉ此にな！*したか』 

i,rた。 

降『はい參b itた。』 

婆rでは’齡，は船しのiで船かぉSひになItたか。』 

反rはい貰ひました。j 、 

fmは，こtkぃて體な磬iし、rf!-4^離ひ「ぉ 

X 
【S】 <=掌U印鹿K#i:於けS 

I 般€>敬Iftであ &。tHft#日 

本で！：r佛か•む時のみefft儀 

となつて居る0 

これ印度のA民が托鉢It 

に對し，fe物め布施の能->な 

い眛"常1:用ひる文切であろ。 

取京地方で乞食tlfj-L「今H 

II出生せんijii1**「今011 

出ないム」tか云ひ"九州0 

I地方で「今Hixおa過，^さ 

い」と云ふに常0-3-葉である。 

misは從のS账飢にM;かKへたのか」と^ねた。すると家A;は「いいえ何にも與へませぬ」と答へた 

ぅ一とlつつふS'にぎて〔f ■へて〕iた。&して鬆⑤‘ぅて、槪-の&に新^^ 



二へ 
かれ むか 含5ふ あなた >f;sち%*Aち- \ 

彼は11老に■ひ-mH,TIV2ftは私の家から伊(•:も^ひもしないくせに、Hつたはれた^f獻fff^ 

宗旨では、虎言を吐いても妒いのですか」n断した。 

p ft ^ 

下の家では、誰も私に慇勤にもの1111ふAVすらyかつた〇㈣るに2V抓めて 
あなたby:L. Jli£i 1たし6ら 1s-.hl. r. 

造下が私{:言葉をかけ.bHた。私が1:つたと1 一！Jつたのは、把を斯{たので 
:v, 

す」と答へたA 

こrc釦 

【Efilカレーラィス/t印度の常 

食で，M泮人は印度か-：^力 
レーラィスな輪人し?:のでち 

tco 
【雙；一中食。印度S佛僧は所！i 

日中I食で"太槪午前十I時 

顷から十二時までSB1J!:食啡 

する0Tわる。十二時過^れ 

に>あなね しゆしよくもク5しあ t •，ノ 」KG 1¢カノ^*‘^：一®^SCけ 

日、貴納にこの種の食物を連上げませぅ」と12つた。而して銜は、ポの纪、 

ち;^はfにち1-ちか也いへ f み—か ちf,.vl45たい；u いか を4じゅ人へぃ*? 

Jffc;に皆いて、霧mは「iQiはTtmp寒けたばか4す 
•rtur み^かんしや ほAと5 を為*た ：i 碣1£を得た1>||めて感謝するのだから，歡個に施物を與へたなら、1 

布施にわづかつた時，rjil喵 

ふる;:此の佛％111'■あ60今そ 長莽出盎のf亂づれるをrr鬆齡ぎが^にも_群4st“yl?f^ 
51 •』_』*5i^IJ かれ くt>Aず4L,一• そ 1ナ * * ^ ^ 丨 _ 

るを察し、心から打ち喜んで彼を歡迦t、次®iに伸Stの^ヂ%^t、s,に銳 〗Kふのでぁる。 

日の着扩食に彼を一待するやぅになったのでぁる〇铲くて駁恝⑴、〔®永のg影に断で〕恥して颭 

足の意をtL、tr事をT-1へて辭し去る取は、pi:齡阶：5 (.唇^t>rを跟ふるのをt^と—てe^た。 



1蹈に、1の!sは、十ヶ刖の鲥みて、T11)の奶豇を避み、圯の芯をr伽庫那と命けた。彼 

はW鄺に齡sいて，lUゃ配に七齡になった。で、锨の扪arH「那你雄澌ょ，ぉ前は瘀が響嫌！：族傅來 

の學Hをしたいiilふか」と112つた。すると那伽焯那は，「お父さま，それは何といふ學JETですか」と 

§ねた。 
父rそは三吠陀といふ1胤である。航して其の他の贺識は、眾に技術に過ぎない0j 

那『では、お父さi'初は其を舉びたう御座います。』 

炻に於いて!4mソーヌッタラは\?5婆羅1の敎師を歷ひ、其vの報 

■として一千聪を毀し、疋っ1室のゲに食の褥綺を備へ、敎師に咖って" 

「I:うぞ、虻のヂに!&を一!缉.させて:<さい.1賴んだ。 

そこでfの齡師は，那耐墘fをして、聖歌を繰b返さしめ、典を暗誦するやうに激勵した。すると 
ナセ1ナ 6ととi iTri おsiねだ をれ XLf ^ 

那_擎那は、一.T'習つただけで、三吠陀を盌え"正しく其を#誦し得るやう1:なつた。し力のAな 

らす、把のf:ぼをも!^し(堅二一の■まの用ひらるべき場<1も正し"其中に含める輿義をも 

B齡することがぎきたのである。m-1くて^rtli^rは、問もなく、吠陀.の^?義集や、詩形學や、傳說昂 

邪決義の學渚、IgA相學者となつf:のであ气 

1:以】炚陀で(X" M何0歌KM 

ぅ一：ムふ焫式❾璐!:川ひ*これ 

これ©敗srrく斯くの場介に 

歌^5ゐisふ風に一定のm 

處がきiつてKる0 
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卽ち食器Tある。 

れば、何等の®値もなく，また何等の1理もない」んだのでぁる0 

時(:ローハナ尊者は0ヴッタニャの恭に坐して敁られたが、挪懈船漱の 

心•中に，8Mの！Sれ*〇を器して、glに！^を5I^ISSH.ltにし、ヴ 

ッタ'ーャから呢蘇れして，カジャンガラの響度y相附紀に视はれ從ぅた。すると服促船ぎは、紀の£ 

卩U立て居て、遙PSかyuから。1ハナg截の^4rふを.妒た。そして；gmを一則するや、槪はがい 

尊者の前に往き、 
め A1R 令35 fj^i 含 ゐ あ^i4-¢; 

『頭を刺り黃色の衣を著て居らつしやいますが、t»T.:ur抓はM-;がですか。g 
i言〇た。 
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那rその十六の障礙とは何ですか。』 
球『2には&船ゲねばならぬから齡齡となり，〔二にはを裝せねばならぬから^礙とな\§1:は〕 

贴？ヂらけねばならぬからi船となりm四には〕®り獻はねばならぬぞら障礙となり"〔五には〕節髮り 

giに-編ppfrけねばならぬから.i跖となり"〔六には象卿を使相せねばならぬから防_礙とな\〔七に 
は；；一齡齡をつけねばならぬからn®rとなb'八にはW乾撕の實のや-フになるから降礙となh、〔九には3 

，めねばならぬから紙赂とな\〔十[:は3,をつけねばならぬから障礙となれ"〔十一には^櫛けづら 

ねばならぬから一齡となり、〔十二には篆齡邮r-rかねばならぬから障礙となり、〔十三に"bM-れ" 

齡れるから齡艦となち、〔十四(:は&*卽^どの笔す&銷^なるから私衝となり、〔十五には」其の頭 

1VがM'^Tすれば，Aiはなを船今iiんで即衝〔十六にはU歌喷のぁまb、念(:卒倒するやぅなことす 

らぁるfっ齡腸iなるの-f;や。A?{i41^隊Sのため!:断1iされて"紀辦な細#ヤ^^ 

飾生IPS一九 



0S0000 : こ〇 

ふのである^ 

ぶ世人の费L居るやぅな秦{ぃ衣は、五此を斷れることが^^,‘なぃ。槪るにギ似の拓ビ纪て奶れば、 

霤物に视する危紙は声艇&なぃ。これ辦f y Migった^lg;てぼる游でぁ气』 

饮rぅむ"は1备の船なるかも、がた野llhl孤をも妒ってぼる。』 

软r敎へ得るとも。』 

那『では何ぅぞ、敦へてIさい。』 

そこで那伽黑は、p’ハナ！^がぎてf議fずて、gヂにぎふ气歡p 

港.5,vられるだけs硬軟の免物を！^した。乱じてg都の免f {^を繫^|-からぎ 

«.;鉱の衣を茗せて，それから奶!:-取を歡へや_フ。0 



翁L 

蕾 發直 

1 

阳に-rいて船Vi,は■親"のmi:rr?>.%「妒のft-は、虻釈影■を妒つてれるさうです。が， 

tの，fとなつて、ft,隱tlA-つたものでなければ、WAH{:も其を敎へることが能きないと云つて居ら 
Hte *>f:しそ5ii/vひ.と h' ty ^ 

れます。で、私は僧刚の人となつて、其の驅を學びたうございます」とBつた 

すると槪^辦‘-^艱を射へた。歡し擊は，繫にデを！^て1ても、|4界最ぎ〕頌を學 

それから口丄ナ^;1£-'は、船ぎ飯をブッタニャの濟連れぽきふ處に1矿を&かし、翌日無齪 
|»/-*r、. 1^ 4-P1 /f'A"^I^J* 

のk羅漱の観へるラッキタタラ1:衡を—れて斤つた。而して那伽摩那は沙彌として、僧圈の人となる 

ことを許されたのである。 

取に旅て™I耐^娜は、㈤撕'のんy"なることを說3れたので、¢*1/ナ比丘に，Mひ、一私は旣に黄.-#落 

ブく 二 じ f/tじ i Z しA戊？ t _ * ':,iT^4 -㈢：拉 
そこで、DIハナ比Hは"「如何な〇順序で、此の新#赞を敎へやうか〔三藏中の〕綷部を先r敎 

へや.，か、fusiびに：T象を敵へや-か」し 1T思獻さゎた。v撕渗那は仲仲钢口さ 

tたから、Ilkでもiに费えるだらうi察して、最初に論蒙の課辟を敎へられた" 

す-vi酽ifは、聪11财れs新の1せら'1を聞いて、1，全皦を ; 
ぶ# し主 すなaV-A-*!ふ ふ％s S だいぶん？， fcふびそ 记 

msdして了つた。卽ち善法と不善法と：無記法の三大分類，並1:次の細 

0 生^ 

0:八一無記法itt、善法の®咕 
にL、惡法の铋喀JCL入ら^ 

二一 



國課彌!«{陀王問總 
VC |〇<V5す (UJBしゆじや〜せい，つえ5そ ificffAぶ 5 

別を論中る"法數と、衆4?成立の要素よ6說？初め，蚤部十八京より 

成る解說士"攝非攝ょり說き初め"全部十四卷ょh成る§,理1と、血偏ボ 
せい9ウ しゆじゆA6そ C^A ふんVC しゆじ^すtT CわAf と 

成立の種種の要素に蹦マる分別と、稲種のM姐(:關する分別等を說き/六 
14 なしせつ f-J6TWじや5 51 けAかい いじ申5 げ—含しや tん!&.い 

部より成る施設と、五百以上の佛徒の犀解士、五西以上の^敵渚の見■と 

1S】衆生成立の梁素iri'r 

來の佛典llii*今蘊は 
カンダ ス*4グ 

w-h§dha{«i£gi-rJcdrJ0 

Ih.r.L^riぶA-tや5 な _(丑|1)ItAい $ ほんげAそA*r*-t#r v*b/t 

を列擧し、千章より成るカタIヴッツと、萬有の本源と其の要素等i:關 
ほそ<x令け今でラ sa いA ぬよ e 

ろ AL.T な (托3 

論じ"二十ra章よわ成る 
ナ 

fs補M的敎條を說ける十雒の建ャマヵと、跹と想-/及び某の■の部郭を 

ッタ！ナとを誦出して聽かせたら、那伽：^ 

诹は、「もぅS;しぅございます、貴Wは51び獻を鰣叱して竹？^mはぁ 
£ifctt;ふぶAふ<じ& V い 

りませぬ。私は十分{:復誦することが能きます」と言つたのであ0。 

それから那伽；t那は、無mの1:i配の獻にf仃？、「供uiiiKith欲_’_ 
-i まい/;" 

せt蕃说•不善世•無記法の三部に敵列して、詳齔する51に脱を緦^たいのです」と鱉ぅた。そこで 

阿羅漱等は、5哉、那伽雄那ょ」つて®に-颭へた0靶三」斯W船配は七ヶ肋の陬だに、七， 
Tビダ〇 pitK あんしよ5 二こ おい eいtrめい— しょてん 3a^-4 *a%a はくLJ&t^f n>.vぐ 

の論藏を十分に暗誦した。此に於て大地は嗚動し、||^:1|1酞し、货天は扯¥,1,、天签からは背#馥 

課諮にて*五藐とikへtr五 
の®素と沄ふ蓝呔であso 

w1プ办a»I 丨 
BhEtukAt.s,li、古涞界 

tsJ^-51g;>.&:tt£(t、sし 

X論事と一Hふ。 

【翌】Y.—kaf 1雙と釋て 

0n課して發ぎ 
tsふ0 



Ifv^-vttガセIt ぐそく Aい i く Uウ 糸3^T炉：乃4 つ は^X e ^ L+i炉 
3て大德那伽雕那は、具足戒を受けた翌日の朝ぼらけ、-=!:ら衣を著け、^を手[:1，郭の師に隨つ 

f-A4v あ^tif;く^r い そ かれ みち そ こ-あ ぷ勹コTCJitPM-ii*么念tt1 

て、村落の問に托鉢|:往った。而|て彼は路すがら、其の意(:"「佛語、卽ち經部を後獵し1:て，先 
アビダルす すなuA会 t 15 f含や5IIし づなぅ ょぐ宠い 

づ阿M達濟、卽ち論部を敎へられたのは"畢？*-、我が師の頭腦S、空虎恐味なた.めである」と 

ITへた。 

此に於て大徳P1ハナは、1^の、意に、那伽奶,で今思って屈る萌柄を知\「那伽,那ょ、的ぉ 

そiは遛くないことだ。お前は左.樣なことを考へてはい 前は，斯樣斯樣の事柄を者へて思る锥だが， 

けないJと、那伽庳那U吿げられた。 
ここ お すガ-!£1ナ わし お^ここ^どくa^4 じつ •； しy 

此に於いてか那伽雄那は、「我がMの、己が心に思へ〇ことを、讀破！給ぅたのは、赏(:不ffi議だ、 
含めラ れ-c 灵tf おtflf;もLむか おんし ど f A JariLいご 

奇妙だ。我は懺謝せねばならぬ」と瓜ひ"直に師に向つて，「御師よ、何うぞお許f下さい。私は以後 
け，つ かやラかんがへお- 

決して斯樣な考を起しますま い」と云つたハ 

すると大徳ローハナは"那伽燁那ょ'衲は單にお前v什麼約束をしたばかりでは、rlしてやるこ 

とは能さない。が、把の齋，揭玀城r賢蘭陀支：ムふ王が55る。把の王は異，的な鑑問亂を版沘して、姐 

多の比丘等を困らせるさラ•*や。で、，孤伽雖郝ょ、汝もし彼處に往いて、把の元論を上下して、 
わI ュ ^ fto かれ しや,^法ふ含 で 々二し；ぃ ゆち こ^ 

王を說き伏せ、以て彼を疋法{:歸せしむ0ことが能きたならば"汝の謝_を聽許してゃらラ」と答へ 

られた。 

前生3? 二三 



阈課彌|«$陀王問經 二四 

此を！Sいて、那伽維那は、「k師よ、®-酽配k8のみならt 提奴、前ゆる恝をして、秕べし 

難問grを提出せしめられよ。莳f私の谶謝がiき屆けられますなら、私は槪等が提出する 一*！一の問題 

を說明！、，決いたしませう」iaつた。が"尚ほ師の許於し給はざるを兄て、彼は、「御師よ、私は 

將に來るベき、三ヶ月問の雨期を、何fで獻したら可いでせ5か、それをgへてpさい」*ilaつた。 

此に於て口 fハナ^;者は、「那伽¥那よ、ヴツタ4ヤ恭!:、アツサダツタと沄ふ御招が配られる〜1s 

敎の許で箱すやうに"&—ハナw私を遣はしましたと言ふがよい。而して彼が若し汝の師の名を問う 

たら、现が名を言つてよいが、！：し彼RCの名をtliうた，b、戧者の御名は私の師匠が屯じて思ますと 

答へるがよい」と言はれた。 

そこで那i船那は、Iハナ粑船の龈に鹧ザき、弒に黻って繳獻のIを龢—'i,gt;fis4て、 

著するや、直にアジサダツタ尊着を拜して、ローハナ尊者から、言ひ冏かされた通bn陳述した。す 

ると、アツナダツタ尊若U、「宜fい、那伽雄那よ、汝は衣鉢をおろせ」と答へられた。 

0,1f0^T 
然るにアツサグ-夕^^ir、aaf:_crの勤獻を！tちit舻枳bがrんでrぃた愈m*2も、，feきffll 



の把も把げ配てて、邮い奶に把を纪み、一街も以を&かれなかつた。撕くすること一遇日にして，ァ 

-p' 0PP, 0pf0^0^u^ 0P^^0 

g默も、射Kiii齡の與Iした。かくてSSV阶&の®l恥ぎi攀の 
さて5^の配iTに一^:::■の獻Wな^!がっいて配て、三十街s^iも、ァッサダッタ忠恭の須耍物を供 

^0, 0m$,^n 

して配るもの！£一ありますかと郝ねた。而して那伽庫那と.言ふものがi女居してg-るとの返事を開き、彼 

釕は"明g-rの繫にぎ-|でぉipさぃ-霞いた。すf繼はPには 

.製は於VおTI;、把を1ift、術制if^へて'■低のSiに把 
气鋁けの船(:1られた。言で變は！？から_备€てこ1肥ぎ配 

かうな/Iしよく &つくやラ ^ 七んじや 丄卞* 

0^ 000 91^^ 

女•近信女*旃僧女•近?M女■赛 

病女など.課す〇驳するに女性 

の借者のこiであみ〇 

て は〇 

られる：Uけの'S齡の如if'i辦した。矿してァッサグッタ您苕は、食事を了へ、邡の手を鉢から退 
いて、亂耐增，に邮ひ、「お前"此の影婆夷に謝辭を陳ベょ」と云って、®の®ょb立ち去られた。 

0ptfi tTe 

妬衝ずb雛い歉ぎを配*へて:<さい」と貧った。すると繼'候f哪は，S歡に*通一Aの徳義の意味を含 



闽踩掰•一陀王問艇 -X, 

10加之、那伽W那も亦た▼其の謝辭を述.V紙るや敌や、^bきべた齡扣の您gするrrl°ょりふn奶を 
開發してバ阿羅sの位に船みVる敷sの§抓の船觀だる篆啦影を艦#|*ることがぎきた？ぁる0 

の®き獲物を射とめた」と#ばれた。配して姐千のガん！がたgぎに、 

讚歎の昔聲を揚げたのである。 

ナTSC;セ Tナfrく ウパー£>*! いへG- ^ ，.-_ * 

それから那伽維那比音、s家をiして、師アッサ 

ダッタ大德を漉拜して％!!:jく一配に11した。するiァッサダ^夕Jpi 

那W緣に，iひ、「那ぎ影ょ、ぢ、齡1 i繁獄にtrくがょい。ぎし 
1,产$ん I ■ p^ , I ? 

iiや おまへR^hLG や* 

一早、^i 華子M 

て—®蟊の£に、81繫游45ぎ於が％んで斯r•で、ぎ 
これから、^の御方の許で佛敎を^'ぶがよい」と言はれた〇 

那r御師よ’Jfc膨から截丑搬までのが松は，如ぎはどで■いませうか。』 

肺nwss紙Wj 
®rff様、そlは允e.瓜う御®'-います。氣政の纪概'に断るでせう。此^?してむ;pAもれませ.フか， 

I鯽PM*(X"M名をパ1夕 
yブットラと茇ひ、SS代印度 

3^トナ市のことである0 
S41!®法！s^-9lii'"amr 

pr 

5?<JflI旬 1ナ1 .1ジは!*f代 g 

琛のffi数の躍位"一出切It今 

の約十二gu相f:fすと耷ひ、 

或は八！T又は九&に相常す 

ilKふ〇その何れが疋fLいか 

明かでないa 



Mf ただ眞ffii:®' /s がょい。mi.r鑑±?の奶概dることはぁるまい0M;^i^を選h去つた御M;も、ヵレー 

や種顿の肉汁も得ることが能きや6。』 
%. 11 ら * i一* 9. w tf 及〇tW5% 

贬に！？いて術i船，は、「かしこまじ圭した」とrつて、師を酿稞t、右繞して、鉢を手にし衣を 

fけて、M利紙に向つて即锻した0 

1^の軺れsを妃て、をi；め、！^を鄉し、「sirf %射枬は何樾へ！^ぁそ於しますか」と 

齡ねた。- 

那r衲はi子城まで參ります。』 

商『それは&一い!&れで御座います。亂鶚も亦雖子城まで參bます。貴衲U吾等と路連れにな4れて， 

ぃ一亂御便宜でせぅと思ひます0 

それt妒の船AIは、51伽の齡纪が紀にぐ，蝌舻S服が氍するだけの、1の食軌f供f， 
gxか|5ぢゼした。tして把'ヲ&んでから、繁Vはで® ?をがめ、Sじく一 ぎ8歡 

那r搬ががは那伽ぎ那と巾します0j 

商！r潔はiかii?ぎ板じですか。』 



二八 娀露锢m陀王問綷 

那r和は阿组配齔plv齡，をPLつて！5ます0』 

何ぅぞ私のために，gか阿iiisの一齩をggしてpr^さい。』 

(is ££2IfAゆ ラ むくしや々じ？ 2げんかいはつ 

,滅法とを見破し|»る、無垢淸淨の法眼が冏發した。 

ゆaか'efjrltこ* j しやく 2!ii け- 5 ^ Lc-V.■も ,4 

行く曲がり角です。私は茲に八尺巾の稀有な毛織物を、十六尺苻つて於ま 

す〇で、粑は此を龆揪に銳一一げたぅ酽ぎいますから、矿ぅぞ私_ 

さどと15た。そこで、pg家が獻をggし！、B鑑いにg%、て叫㈤ 
者を禮拜し"右繞して肥れ去つた。 

tfつ^^/r• J-Hj /1 ^IJIJte<?tf5.ifw^ HPA%、^ALJl*^"LictTi.*»7 i .*« f ^ 

ヶ“の閲(:、悉く佛敎0三藏の文句を諳誧して了つた。觔して飲の三ヶ肜§には、三_の亂槪術^,酊 
I-#x で • 

得することが能きた®である。 

，サムダヤ 
(sa雲day〒 ¢11—* 1Dim法 

EJ0O 
• * _i a 1ダ ダ4 f 

KS 減法(Mrodlm-tulleo 



€ if ご ft At ナ—ガ Irか t — tf- ち51かもみ-OS ft t/.L lliベ；丄ヤ なち 

然る1:其の時"護法t者u那伽®那(:向つて、「那伽¥那ょ、恰も諸の牝牛は、牧牛者にょつてII 

されるが、耐4搬fの戲齡概f他のん3享受する所とな6如(:'微身も亦た佛把の御言葉たる’三藏 
隼ぅtんおんみ づi•ぅt£かせrt;P しか 套ヘ しやらAくわ.^ Tじ.,■*しや 

の經典を御身の頭腦の中に攝持して居るが，而も汝はまだ、沙門杲の享受者たることは能きないので 

ある」と言はれた〇 , 

S-に辦ぃて跗酽船，は、「數歡ょ、それは1すですが，それ规ぢは卿せ鞑ふな」と答へ、卽矿、 

111，を;Iじて漱鼢に鉱したのでぁる。"而して卿伽，S, •か鼢酃を證#1|ゃ範ゃ、諸天"は讚 

敷i船し、ガfaslし、船苑は断科し、珩からは概齡の燃齡-，#陀羅の華iを雨降らした。 

把て纪のSヒマラャS;7のラッキタタラにがける無數の阿，漢達は、，伽維那に會はんがため、彼 
つか Jや こと& V 表A かれら 

の£(:一人の使iを起はされた〇而して舐伽犀那は使老の言葉を聞气無憂mょb雲隱れして、彼等 

k%齡齡の前に配はれた。そこで彼等は那撕犀那に虬つて， 

f,伽船，よ、配®陀政は鰕かしい問题をもちかけ、又は議論をふきかけて，敎削の比丘#を惱殺す 

るのを道樂にして居る。で"貴衲は彼處に行いて"王を說き伏せて下さい去せんか』i云つた。 

するi那伽炤那は、 

ところ 
さ 

^卜Vしか!R.&食^ioA^くli30iVAめ^あなIf-51flfwしゐふ ，■ 4 

.0私は被等の藤問を驟破し，且つ辯明いたしませ5。で"贵衲方は毫も畏怖する所なく、奢祸羅 
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國課熥繭陀王即貓 
fjやW*-お..いlrこた 

城(:御出なさい』士答へたれ 
-8 

木 

サンケ1ヤ 
??!】8§-klKvyJl, 

時、ァtユパIラ尊者は§サンヶーャの！ずんでIgられた。配して波哪ぼ把はぎの^^ 

に祇ペ「I船に敷じぃだ。齡m.si^A?もょぃが、炉齡の1gをrて、f靈 

$ sfmm^m^K0fr1-Ys 
bb*tlj£jCS ||S| 《■き * ^b卜 f 

と云ふのが、ナンヶ—ャの恭に佐んで居られます。配1Lは、に御yvに 

なり、陛下の疑問を御提出あそばしたら宜しぅございませぅ」と锐へ 

此に於てSは、「ょろしぃ。それではKぐそqS影！？に^|?はして、齡一'駆VるSを船 

そこで{g,の占磬vァ~ユパ丄フ(&の£に把私を甲Jして、配配ぼむの歌gし槪ふべきgを 
中しぃるれば'm:4fufe— 

かくて彌閲陀王は、五百の题ぬを晒々、！^の，料-ぎり、ァーユパーラ忠把の斟船な气サンヶ 

-ャの狼をずれて、1i3r-盤觀に初齪is街飯をぞ，衡.1て、SIしく",にぎf、0|ゲに<を跳ぃて 



『ァーユパーラ说新よ，1j;,柳!!紀_の,卽が、^!を检てて此氣なさるのは何のためですか。また贺袖 

isKllr/何ハですか。j 

ァ『起ょ、齡|^纪を&てて&氣するのは"虹記し矿象^の中1:"安住せんがためでぁ6ます。』 
王『では、g歡よ、在^<の人の中にも、%の如き生活を普むものがあむま 

? Kいぞく 丈 5ち かく 12々いべわ0い2な •0 
ァr王ょ、在俗の人の中にも、是の如き生活を營むものかあbますiilr 

ろくや^ん おflふ hAXAf:法 1a/t於'Is*? - 

がべナレスの鹿野狐に於いて、法輪を轉じ給ぅた時二百八千萬の梵天i 
姐のS,とは、SMを1しましたが'ずは齡f く花职の対 

Mで、!!-?ちもfを&てた出家若は居ませんでした。而してまた世# 
が(寒義J3g. J<_§,麗争！|ラ 

た喘ぐ亂亂を觀得した諸天の败は、とても數へきれぬほどあ^'ましたが、 

_もぎた^I辦<1鱗#尨でふのうちイVも粑をぎて■したも 

すハtサマ►スツタ 
tltil】 sail a 它 may a-2ttlr 

ずi1寸ンガヲスタタ 
fsJ Mahrlss^aladlua* 

サヤチツタパyirlヤスツタ 
【fsM^■三 K^rp【5..>saly pfsljla， 

チ1プ今げ！ダ六ツタ 
【S】一^hul a-15da_s t ? 

** グlift^夕 
tKJ®行9デ sa 又は Dbuu) 

it•頭陀，杜多xlt洮汰など昔 

IfL、悠治•斗it*抖擻•搖振• 

棄險などと漢課LてわSが* 

锻するに佾《の衣服*飲僉_住 

處1:關して_贫欲か去り修行 

%锻通すa十Hの法を癍陀s 

行とiKふのである。 

J-le? L!?>oナtつ/;社よ*P1?A#Tなはぶつけ しやも/1-ら J i 

4では象皆よ"ft衲_の&机は蚤く無J-n無益ではあわませんか。乃^佛尜の沙門等が、世を捨てて 

■L1十三の1給して、_篇#に_ぐのは二に|3に^て!!!&,鬆でな 
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r 
■ 議 

0000000 三こ 

ければなhiせぬ。また典の食事を了へるまで，一の座席からgれることのfきない!^1 寺は，齡ら 

くは前生に於て，他人の食物を_ひ取った船賊だったのでせ•フ。赚V一の肥船に松てのみ把齡せねば 

ならぬ如な狄目に陷つ§は、,が〔節学〕從の獻#歡ひ配った_‘擊せぅ。で，歡ずには 

何等の戒もな<，何等-S苦行もなく、奶综のi把xlもぁ.£>ますまい。また、11歡ァーユパーラょ、11 

靈&らくはfれ8群rてmr組i!/た綴だった？せぅ％加 
淖'*1&iAt'平！^ おt'へ も#£% f ぞ，くr>Qr 

ち彼等が今生に於いて、象を布つことを訊?れす、家歡のない生風をせねばならぬのは，〔g料1:^於い 

_f^ん>くIfrTPなA4if/urf-*ftu^ 

■何等の苦行もなく、何等の梵行もあbますまい。また#^ア—ュパI ««プtプフヤチヤVV 

【六七】梵行〇cm—riya)。 

坐せしめた、fひ剝ぎ漢だったに和皆ぁ—V6せぬ。で、槪るに於：組を铲たt -把嚷す. 

るのは，彼Q追ひ剝麗盜を働ぃた_'Q影でせぅ。されば■には、影©虹もなく，，の< 

行もな <、何等の！^行もぁbますまい。』 

彌趙王‘V §如(:!げたの‘に、ァ-ュパ1フ緊は、瓣して1配の辭も把せられなかった。 

ちなのであ^-iす®長老が一言の®备もな5らないのは、KtLこれがためでございます」.，，4Sつた。 



ts ft 4 yダ fif ちや5*?今ち44く ■.み t ? ひる -sAr 变ラねi'&-rilじ<1Iみがら 
想るに彌阐陀王は、長老の沈默せるをM、手を拍つて、「弘い印度に全く空虚である。そu,K'fs.3 

や5なものである。印此には股i謎論を上下して，睽の疑問に解答しがる沙門•歡hca1人も居な 

い」i絕叫された。 

されど'彌蘭陀王は、左右を兑迥はし、希臟人等：^如ぼにも無设卩1たる能度：ヶ3を纪て、「多分， 

この他に、ま：u自分-^I論を上下tigる、博舉な比以が圾るのだらぅ。然らざわば彼等が、% く i.自 

ら恃ひ所あるが如5、態度をなしfる笛はない」と思惟して、希臓人等に，Mひ"「こらこら"まだ他に 

脫iy論を上下し、脫の疑11に解答しぽる博學な比がが居るのか」 LC 問はれた。 

【交】九分&iit•鸫•應S•記 
說-m翻*自狡•如赴gs•本也* 

希法，独明かSふ。 

借て、其の時、那伽Mf那尊者は、沙£の一隊を隨へて、村落•町及び市 
t,5rやちこつ サf#，じやitか れ弓ちP く そ/1Cや そ*f'ii/LLゆ1*やtf.でし.T.'5P 

中を行乞して，齋揭羅城下1:到著された。#渚は僧№1の首長•弟^衆の一 
fltl*しぅ け WLHいめいLIJLW^ 含こAAじA.IVAす5 まと を 

隊の頭梁*宗の敎師であり、令名四方に聞え、K人筇崇の的となつて扱 

られセ。f饜•黯.1妒•船！^ぁ-、||蜇窮にr, __.拟||しで影？" 

傅紙の師主であり、奥4'の敎義を說明する無礙の見識をWつて居られた。また®は佛陀めf 

をぎ全に心餿Lて、佛語力典糖§i文字iを巧みに辩別I、且つ〔人の問に對してどころに卽答す 

ぶAけ5 
九分敎 

^50— V はくげんめ今じ MAW にAかれ ひと あた かれ $ 
、「一^ F1人のよく〕彼i齊し炉らんとするも能はす、彼{:優らん. るの能力を有し、if言妙辭i:fて、〔天下 
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ft 
國踩镧蘭陀主M挺 

あ六 
0 

すf g琴、嫩©にfへ、«題、-系1するこiFt©はな炉つた。■IIS 

^fmf,s.iH Ike 
£^00r^mMP^. .f 01^ 00? ^iff 

«i if h s y ^ J r u Lr. ' L 1-I ^ ，丨 

獻fられ、にもr' M術is觀筌けてFれ 
た。若し他の師を亂ねて、艇を膨かんとするものぁゎば、耐1駅歡辦^^ 

f srる九 のpptて、,に羅st&t、!?のた 
た力LA令 t /! 加れら せいちラ た ir%ら 

めに高く眞理の炻火をかかげ、彼等のために眞理の羅柱を渝て、g等のt: 
L八 JCN 

めに眞迎の蟒故を頌?-ビれた。師はまた槪|?のため1:肥槪を||て、鮮ぎを 

?、法螺をぎ、_鼓を打ち|1らされた。§してぼの^^:,齡ふゃ、 

恰も雷音の如く，〔人をしてS縮せしむる配のが:^あつたが，〕耐もそれと 

0^ 00ff 

K九1四衆とは、扔贈_5此丘 
11女髂卽ち比5:^男£3 

奔卽3褪婆塞i、女信淠 

優塾剪とV云ふ〇而L-cJlli典 

1:(¢、此聲I1の名辭な列れ 

てあるが•今はMか避けて四 

0^0L<0i 

【七afefe•衣服*溜缆_臥具こ 

れか#r«5s頌迆品と耷ふ。 

せかい 

世界を滿足せしめられた 
サrpャーす—そん.t:ゃ 4,tt; it 

時1:那伽雖孤隸港は、數fの比丘等と共|-:、ナンヶーャの齡*に觀んでぎられた。^の^に、 

r博學にして歡韻、願乳にLてi,繼繼ヒして，瓢、ょi二IIに1?じ、五rの慰ま％#;l:-gjrの 



_に観學る黑|寺は，肌ぎいで，ks齡靈雲iせ-'。 

Mils—は、齡Sの1UJIを！fし，f 呢にして、普<齡の*忠狐を寒じ、安穏辦上の涅槃に 

售したりき。 

iは、職Sにして獻iのたる^A{:1:心せられて"町ょb町へ〔遂5齋揭羅府に 
I ■ d r . _^S7 

it射や，AtA?の牴—6て’1111s-费ヂの1<、tケ1ャの_にf弋』 

と言つてある。 
しか (srrr;?^ fてi觀繼ぎは"蒙断kSに邮ひ、*f3ょ、Kし待ち&へ、勸 

し纪ち！iへ。K'iS撕と；ふ術®齡にしてS歡ぁt落にして觅誠ぁ 

I _tて■に■l、r_i®fをSし、また〔がiふ 
たちtくf;ふ 1ろ6ろかつ1今 せつffA广 Jふ^八 ► J 

ぁ故ら中〕立どころ(:.卽答t、諸の寫藤を截斷し、耳つ十分にC敵者の〕 

M鑑を衝⑽しぎる一^^?F配ます。師はゲ、サンヶーャ0>^|:樓んで居られますから、風下は彼處に 

るこiが能きませラ」と言つた。 

fに觀髮は’？^しiisfいふき—齡繫•，たれて、i射，S繫5れ 
1v gは眷蒙にsひ；1娜にrふ」‘はれた。そこで蠢影は，「望ょ，^ 

セわ-c uii t ダlr/lfAn 
t芒】IH?vsl^a* 

1 0h m 
(N &g^+m*(％lr1K ふ®猛 

尨®遜As名前でSBからK 
ら frv( 



國蹕彌a陀王問趑 0 

了パタィとでも、(どスT Iでも、粗くは■サンツシタ斟の！一釈の奶游4も，,Mgの 

造主たる§)大梵天とすらも、議論を.4 WするこiがgTt sす〇船んやg‘なる私jirとに齡てをやです」 

isrf:。 

う上.t,AII^-leAむね つ士 ’ ^ / 

を遺はして，脫が訪問の旨を傳へてくれまいか」と1JJはれた。でf船1:脆 

共に、玉若の馬車に乘つて，那狀婼那の耱め气サンヶ！ャの趨一;齡はれ 

たのである。 
:4貪けrl#中-けu_:feや _ tだんtrす3びぐ 

tsI帝辟：火fd「a)。 

S 00 
1c^J<';ll;li. 

5?a K5P 
J,ラブヤ1パすィ 
『七七 J P3s'511. 

【■X】su^r 
サ>クi-4f 

i 8Jmtilsita- 
プVフ— 

Ks 1産—p 

t八一】迦槌賴(pmlf)は，卬宠 

の神®にてS4-愈ふ尨i®ゼ 
^ so 

P00. !__ 

rfF ! Jfr p 户•卜—*.. fa- I 

ですか」と[;!1はれた。そこでぎ歡1ず|は、*|赤はみな舰,船1:靈の_奶です」と街へた0 

彌IKl:ptぞは、乳光景を一きするや記や、恐ffi^I^t1の傲[:ぅたれて，^卽siされた〇が、ml-ぐ配は， 

拾も摩に岡まれたる象の如{V0rrrに配まれたる^の411;ぐ，に難まれた5taの^^，^^:じ 



uf 

’'eQ 
Mまれたる艦の如く、：^に憑けられたる蛀®如く，豹にM.まnたる鹿の如く、蛇咒ひ人の，手中に办る 

:BのS"く、诹に黯Kせらるる队が如<、Ifに咒はるる惡魔の如<、iラーフに捉へらる.る月の如 

く、籠の中に屯,られたる蛇の如く，歡の中の鳥の如く、網の中の货の如く、野獸に化かされて、密 

漱のfに铲錄るがf、Jl?ナのf'i%iにfるw 

imひ、g於を妒b船して、飢1服に敞ひ、「%は何れが那伽維那なsかを、腚に指示する必嬰は 

ない。睽U汝の衍助を受け中に彼を見分けやう」i言はれた。そこで提婆 
卞Aナィ4-4:さ こ右 

滿智耶は、「何うぞ然うあそばしませ」と答へた。 
さ けう iiAuAiQAち5+-Tが 4*1ナ4-Ablf* (へ一^fsふ&ふ IへUAす5tFぐ4 

偖て敎團の阐員中"那伽犀那—若ょbt、 法腦の上なる半數の比垃等 

は、尊者の前に坐6、法.腿の下なる半數の比丘等は、#者の後に坐つて居 

た。而して亂閲陀王は、比f,<等の群集せ气前列•中列及び後列を隈なく見迥は{て、那伽庳那#者 

み.ip そ ? そのふ5 3い み いな かれ すなはナT^f4rナそ^じや L ギJ 

のを^出された。而Lて王a其風采を見るや否や、彼が卽ち那伽M-M■尊游なることを知ゎ、をれを提 

婆滿哿耶に指摘された。するi提婆滿智耶は、「然うです、大王ょ、あれが那伽邶那一怒志です。陛下は 
i しf—や ^ い 

善くも犁者を御認知E:なb去した」J言つた。 

【八li】mhu, 

— la U食人^郎ち 

夜交0茁でぁ5。 

【<£】法® 士it"出家して具足 

戒を受けた後め年数各云4。 

前生？S 一二七 
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卷の第二彌蘭陀王問品 

だいLT 择ふさ5もん打ふ 

第一章法相問答 
i ダ£5 ナ1¢セ1ナt/Lじ？- i?*rLよ ゆ こ4せ0いAlrAあいさつ ぅや^や 

3て彌m陀王は、那伽：^那尊者の住所に詣5、懇切盤勤に挨拶して1菰 

しく(一)一而に%せらるれば、那伽！i那嚣渚も、叮嘴に曾取應答された。そ 

こで王も初めて安堵のIをなして、大いに喜ばれたのである。 

斯くて王はgy-1番、r嚣若よ、如i：して役衲は、世に知られ給ひます 
亡Ae-PEliな t へ なAtを と 

か。してまた#者の：御名前は何と中しますか』と問ぅた。 

C此に於て那伽維那：J〕『大王よ、衲U那伽と云ふ名前で世に：^られ， 

又衲の信仰kの溪兄水弟筇も、衲を呼ぶ-典の名を以てして居ます。組し 

ながら大王，よ、縱令、衲の雨親が、那伽雕那•首羅維那燁,幻は師此 

単那等の名前を衲に命けては居ますが、そは單に世人が認むる一の名辭、 

卽ち一の呼稱に過ぎないのです。芦何也なれば永久が變の我なるものが、 
*rt»ふく こた 

此の名前の中に含まれてKoのではないからであわます。j i答へた。 

笫一筇法相問答 

【一】 I而II坐--rとは、赉-%兩 

者の座席|:1定0[«隔わるを 

湓味す0 

f二I郝先比丘輕七百七十紙坂 

上段左iり六行以下4參照。 

ciHa^甙拾六沿第九册) 

I三】王は旣に那伽碌那の名前 

か知って居ながら、侃ほ 

知らItくれて其^名か問ふ。 
薇Lffi深の愈味わることな臏 

破乜ねばならぬ。禪家の刖狳 

1:も、之に類する公案が滞3 

あi 

【四】律者t;、いま佛敎〇三原 

理の！t£s「ss法無我」&敎埋 

か脫かるる0である0 

HA 



魄諍彌斷陀王問総 四〇 

するi彌如陀王は、希臘人等及び：gの侧に居る證人に昀ひ『那伽庫那は「典の名前の中!:永久不變 
が ふく ぬ い われら かれ 今つIfAtょ--にAt 

の我なるものが含まれて居るのではない」i云はれるが、〔我儕は〕いま彼の立言を承認することが能 

きるか、"何ぅか*と、耳語しつつ、更に那伽犀那に向つて、 

r尊者ょ、荇し永久不變の我なるものがないとすれば、誰V贵衲の敎阐の湖員、法衣仁の食、物だ 

の"宿房だの锊氣だのを#施するのですか。また人が斯施を行ふ時"誰が施物を享受するのですか。 

誰がg正義の生活を！>1むのですか。誰V媒ら‘沈恩冥想に耽るのですか。誰が阿羅漢猓たる涅槃、卽ち 

遇勝道の目的を達するのですか。誰が生物を■殺すのですか。誰が他人の物 
c-rだれ じやいAIfや％ だれ 5* つ 

を盗むのですか。誰が邪娌を行fるのですか。誰が虚言を吐くのですか。 
さけるゐ の け人せ おい tJe 

t五 J K— rakklmtiJL課す 

れぱ「戒ん魏持す51のは誰 
-C-Tかし itxK'o 

誰が酒類を飲むのですか。現世に於てすら、普果を招く、五惡の何れかを 

行ふものは誰ですか。若L、〔眞に〕無我ならば、徳行1なく"？e徳行Vなく、善iの行爲#もなく， 

〔又〕その惹起皆もなく、善惡行の結果もぁゎますまい。尊渚ょ、f-贵衲を殺せる人ふ-りとせん 

に、苦！'我濟が其場合"兇手はないと思はねばならぬならば、贵衲の敎闽には、眞の獻帥も先生も思 

ないこととな\隨つて货抓の敎孤は空虎なものと成つて了ひます。货衲は、敎1に於け?3衲の|| 

兄水弟等が、货衲をk•ぶに「那伽：の名を以てする潛だj-v仰つしやいました。然らば#孤伽雄那な 

るものは，果して何者ですか、贵衲は既變を以て那伽渾那だiなさいますか 



®r大王よ、衲は淝髮を那伽¥那だとは申しませぬ。j 
L^ Jl4f#f*4 f ナ—i!r♦-1 ナ 

王r然•らば身體(:生えてる毛が那伽M那ですか。j 

雜『いい、た0』 ■ • 
っめ!1ひふ じくすぢ茂ねずゐ^んデ5し4?か$5はらひ mいi!いち?^げちや5ゐ ，wたんじふ/:んのぅじふけつA-Jr 

王『贈は、爪，齒•皮If•肉•筋•骨•髓•腎臟•心臓•肝臟•腹•脾•肺•大腸•下腸•一H•糞•膽汁，痰•膿汁•血液• 
あぜし^5teArfL 7え专だえ音ね/i-A含く^Aせつ处めら-*」wii*^な'7;れら いづ ナTVセーナ あ46二れら 

汗•脂肪•涙•漿液•唾液•粘液•關節を滑かにする汕•厫•腦、此等の何れかが那伽婼那です或は此等 

の一切が那伽i那ですか。j 

離fいいえ"九王よ、然ぅでもありませぬij 

王rではgimf;*か那伽雖那ですか。』 

王rmらば§獻齡が那伽：t那ですか。j 

尊rいいえ、大王よ。』 

王「ではsg念が那伽犀那ですか0』 
だい.£今C3 

離rいいえ、大王よ。j 

王r船らばS船职構獻の歡素が那伽雁那ですか® 

■^rいいえ、大王よ。j 

笫一京法相間答 四一 

1六1IS-TP1衡謖一!は、色とい 

ふ0 
ズ1ダナー S 

【七】vcdelrl游譁llilr受i 

いふa 4 
【八】^^11sigifr-は*想とい 

ふ0 
s ^ 

士いふ0 



si驛彌mre3£間刼 四二 

王『では意識が那伽犀那ですか。』 

尊『いい1、さぅでもあゎませぬ。』 

王『然らば此等の諸•要索卽ち形體•威覺•想念•性格構成の要索及び意識.の結合が那伽_那ですか〇 

#『いいえ"大王ょ。J 
これらA5ポすなi£けい^いかAかく flaAせいかくこ！^甘い え.Tそおよ ぃし旮 iか ナ各セ1ナ 

王『それでは〔此等の五要素卽ち〕形體•感覺•想念•性格構成の要#及び廬識の外に、那伽罐那となすべ 

何*n1があるのですか。J さ 

坊『いいえ、大王ょ0』 

王r船らば'"私は狐制1撕なるものを認ることは能きませぬ。は^.にぎ&Iな前配にぎぎない 

こととなす。が"いま我儕が"配儕の面前に見て居る—那は、果して啦勒ですか。1J戴の！： 

言尨は虎僞でぁ6、不眞‘Kでぁるi云つていいでせぅか。J 

那伽燁那尊者は、此に於て亂谢陀王に吿げて言はく、 

r大王ょ、陛下は門地が敲いから截齋に珩つてsg.bつしやる。铲巧下が；iの齡き％つたビに、船い 

礫にらけの地を踏み、徒歩で此處に御出でしたら、陛下は、1:屹度J御足を船以れたでせぅ。船して配 

ずの肉體は苦0?ゲ&じ、“は衝^!せられて、献||的を亂なるものの歡矿を斷齡丨齡.フたでせ.フ。が、 



— 不：『t者よ、私は徒步でな 
Klf'v 

馬車で銎办ました。J 
#『ガ起よ、忠し1|;1^*>取职で雜纰(:な.^ましたなら、其の馬雖とは，如何な. 

iかしてWさい。彼のmの部分を措して■取と云ふのですか。』 

王『いいえ"然ぅではありませぬ^ 

獄rでは軸の部分を車と云ふのですか。』 

王『いいえ、決して然ぅでもあ6ませぬ。j 

馆『では輪が車ですか。』 

王rいい^、尊者よ。』 

らば骨組が車ですか。』 

3Erいいえ，尊者よ。』 • 

探rでは綱が，ですか。J 

4いいえ、尊者よ。J . 

雜『銳らば親が，ですか。j 

壬rいいえ"尊者よ。j : ’ 

雄rでは車輪の輻*>車ですかご 

裕一眾法相問答 

£.?;し 

«であるfl1を，衲 

四三 



四四 M評彌m陀王問緒 

王rぃぃえ、霜者よ。』 

球！r紙らば刺—が庫ですか- 

王rいい>7L、さラでもありませぬ。』 

雄『では大王よ、f等の輪•骨組•綱V親•輻•刺m免を^^ふのですか。j 

王rいいえ、尊者よ。』 
■ .2しかrfいれ^これら わ技ねぐみつなく^令やLCABか く;saLJ;5¢1- 

:®r然らば大王よ、此等の輪•骨組•綱•!!£•輻•刺棍の外に、車と稱すべきHものかがぁるのですかOJ 

王『いいえ"#者よ。』 

©『船らば衲はく带なる概を妃gせませぬ'めふは颭にgjmな!^に妒ぎなぃとIしてずぃでせう. 

眞實では3>5ませんか。何挣なれば車と安はるべ％」ものは挪にもないからです0窗ずは邮ぎ紋±"を紙 
だ卜わ-5かt:ふ.iごみJSSA，«■つ 1 

治する大王でいらせられる。斯くも#.さ御身分でいらせられなM&、虚妄を吐かれたとf言はAては、 
おそる 

怖しくはありませんか。一 

それt飢isy/l;AJびその船に矿都に献ひ『膨脱製は、舉ぽに％たと|:っしゃっ 
たされど王に「lliiは何ですか」inはれて、自ら斷言しf:ことの說-if],がffi'5.なかつた。^るをlit1 

の場合、彼に隨喜するこiが能きやうかj irsoた® ■ 



L1A W，女# ら #■ %-I こと*>诤[1くし^かつ3か j£5tfs! へいゆ *fcirいJ*1 五百人の希職人等は，那伽雖那の言を聽いて、拍手喵采t、王に向ひ『陛下よ、若し陛下が能くし 

給ふならば、何ぅぞ此のC難關〕を切〇拔け遊ばしませ』と言つた。 

艇に齡て配亂陀武は、■那伽庫那に答へて日く、 

王&歡よ、私は決してk妄はつきませぬ。軸だのiだの、輪だの骨組だの、綱だのMだの、輻だのf 

&だ0、此等一切のものがぁるから，世人が一般に認むる名辭、卽ち車と云ふ呼稱をつけたのです。』 

©『紀ぅです，陛下はく車の意味を，善くお摑みになbました。今それ陛下が/衲にお問ひ遊ばした事 

件も亦このfer<の場合と問じで、人體の中に於ける三十二種の有機的物質i，五の構成的要素とを以て 

成り把て§9るか.b，私は聊伽雄撕とがふ呼稱で、世に認められて居るのでぁbisす。蓋し大王よ、そ 

は婆地i比丘尼が世尊の御前で、 

「鞴橄なる支體の共在によりて、車てふ語の用ひらるるが如く，構成的諸耍索の共在によりて、我W 
せい%& Ai *a 

は注類てふものを認む〇なり。」と道破して居るからであbます0J 

主『奢なるかな、那伽雕那尊若よ。也なるかな、那伽耀那尊者よ。いともiじい問題を提げて、n衲 

をM5はしましたら、貴衲は實に善く解良されました。若し佛陀が此處!:在L給tiば、必らすや贵衲の 

氍齔を^^し、恥認あそばすでせう。善く歡艄歡なさいました，蟖舻M7I於齡ょ。15に碑{御解齡な 

さいました〇』 

第一牮法相m答 四五 



賙鞞龅m陀王問趂 四六 
本 

王f贵衲は诋謅ぉ幾つですか，那伽WT那骨1;ょ。J 
」ぃか Sし— 

球『陛下よ"衲は七つでございます0J 
ど い わけ 

王r然し何ぅ言ふ现由で、贵衲は七つになるi、4:つしやることが能きますか®そのゼつなるものU 

贵衲ですか、又は七つなるものは敷ですか。』 

の水に映つた。此の啭、那伽取诹は芏にgiぅてKく、 

『禁ょ、ぃまirl〆が«をF、P"にi!した。さすれば磬がIIですか、黯 

平：『霜者よ、私が王です。而して影は私が居るから在るのですIJ 
だ一ね-5ちTど ごと t か令 2 わf:しなな れねしIE) 

«『大王よ、丁度その如く、年の數が七つです。私は七つではぁちませぬ。槪し'允fよ、機が居るか 

ら，七つと云ふ數が在るのです。丁度、齡が隊Tのでぁるとgじ纪靈で、そのmは槪がです0』 

1r妒な4雠，鲥ぎ影Sよ。辦1、歡影繼よ。ぃ|_しぃ瞰酈でしたが、Fも 
貴衲は御、解答なさいました0 J 



1:1£那先比丘M七W七十紙褒 
\T段左よtlilifi以下參照。 

(卍■第甙拾穴崧笫九册) 

3Irttよ、t衲a鉗も私と_論な3いますかJ 

難『&下よ(一〇若丨陛下がa者的態度を持せられるなら、議論しても宜しh 

ですが、王者的態度を持せられるなら、遜論はB半御免蒙6ますご 

壬rでは、瓚漭的の議論iは、如何なのですか。』 

雄r學渚は互に一づ一つの事件を捕へて議論し、謎論が終結して明解せられ、〔兩fの以の〕孰れかの 

誤謬が判明すれば、彼は直に其の過誤を承認する。而して一方が上がれば他方は下がる、然かも彼等 

は決して怒りませぬ。大王よ、楚の如きは、是れ舉苕の議論であります。j 

壬rでは"王若的の議論とは、如何なのですかOJ 

律『陛すよ，王教は或る問題を論趣するに當自ら其の窓見を贿陳して、把し彼の意見に反射する 

ものがあれば、王逝は「あの奴を斯く！rく然か然かの刑に處せよしと言つて、直に反對洛を罰しやぅ 
tteitレやX含5T'る4 

とする、これ則ち王渚的の^論であbます。』 

W『よろしい。では、私は王容的の議論でなく、摩清的の議論をいたしませラ。歡齡よ、如抓は齡撕の 

又は雛僧或が世俗、の弟子、粑くは姬腸<鼦るゃぅな|^で、1船なくぉ|_1ゼさぃ0』 

#r か 土6bました 

王r#者よ、私は盘衲にIつ問ひたいことがあむますIJ 

笫一辕法相間铃 四七 



四八 

tHJ那先比丘總七W七十I紙 

丧上段右ムり六行以下穿照。 

(rH蔵m甙拾六赛第九册) 

國碟彌趿陀$叫^ 

馆r陛下、何うぞお問ひなさい0J 

HI尊救ょ，三#はr_旣に：i問ひました0J 

球『衲はiに答へました。』 . 
*なた むん こ六 

王r贵衲は何とお答へになちましたか。』 

では，陛下は如何なことに、說き及ぼしましたか。』 

配に於て，間陀1は【めの僧は大學漭である。彼は0分と十分論■することが能5る。自分は彼に 

問ひたいこiが澤山あるが"都ての15題を尋ねきらないうちに日が兹れるだらう〇だから辦ろ明H赏 
てい IclArx.tr. 

廷で論議する方がょからう」と思つた。 

で，王は提婆滿智耶に向ひ、「其方から那伽煺邺雜激に、王との，遽論は"明日宵廷で再開したいと 

御相談しておぃで」と云ひ、那伽婼那の菴を辭f、馬に騎つて二‘那伽雎那、挪'伽¥那」i獨語しつ 

つ、もと來た路を還られた。 
---/Iザヤンナイ'V ナ—ガセTナ IIことは つt そんじやこころよLAr-K く 

をれから提婆滿赞耶が、那伽M那■#者1:、王の言葉を傅へたら、餺渚は快く承諾5れた。 

で、提婆滿智耶と阿錐多迦耶と滿狗羅と皤婆陳那〔の四人〕は、翌朝抑く歉斷陀政に伺候して、「配デ 

ょ、那伽单那尊者は、本Hお出を願ふのでございますか。」iiloた。 

王『然ラ：uiも"是非お出を顦ふのだ。』* 



设『雲水はこ5幾人だけお伴れを願ひませぅか。』 
い CII/LA/JそAじ♦ い 

3ir幾人でも宜しい"そは#者t:おまかせするが可い^ 
サゾ； **\ナ こん ク*1**P い ? v-AlfAく かへ 

此時、藤婆M那が『では、十人/rけお伴れを願つたら可いでせう1と云へば1王は前言を繰り返しっ 

つ、『準備は皆よく整へて居る。だから#漭の思召にまかせて、幾人でも伴 
ねが 

れて來ていただけと分ふのに、s婆陳那は、「十人だけお伴れを願ひませ 

ぅ」と沄ふ。彼は、脫がそれ程多勢の僧に、供卷する準備が能きまいとで 

も思つT居るのか。』と言はれた。 
サツバヂ4>ナ旮よ.TLゆく 

するi、薩婆陳那は恐縮した。 

1ml】那先比丘紱七：e七十j紙 

表上段友ょり六行以下か參M 

ti那先比丘鉍七W七十紙在 

下段右xy三行以下か參照ぜ 

4 

本 本 本 

それからII婆i$fvkl¥§i耶把び鼦,羅は、繼kgま#A舐の許1:ば^ 
そんじやt-eちみづかs4TA.Itふ大 C て おirj-やぅ^も そ5ザい 『A-r* ど& サーび■ラじやS耖か 

i#者は®にflらハ十前の法衣を著け、手に應i器を持つて、總勢の雲水と共に潑揭羅城に向はれた。 

そして阿雛多迦耶は、那伽輝那尊渚の侧に侍して歩きながら， 

『KSょ，ikw那伽雕那i呼びかけます時、其の那伽¥那は何渚ですか。』 
お*ニナ1ガセ1ナ な！2もめ おi 

维『汝は那伽M那は、何者だと思ふかね。』 

阿『松字狐つた-53た立1阶的の呼冬それが那伽雄那だ-思ひます0 

筋r取法相問接 四九 



ネ-丨•!!: 

0 

f 

阈課彌叫陀王問M 5 
にAげA 

耽『然しながら游f出た息氣：€?3入らなくな這入つt:息氣が出なくなつても、人間は生Sて店れる 

だらぅか。』 

阿『勿論生きて®れませぬ、#若よ。J 

雄『それでは、衝の喇叭手M喇HをWけば、彼#が出した扱氣は、元の通彼等に還つてが.の 

かね。』 ， 

阿rいいえ、尊渚よ、それは淡して還つて參bませぬ。j 

姑『では、彼の吹笛者が笛又は號角を1けば、彼等のHU、復た彼等に扱つて%るのかね0.1 

wrいい免，尊者よ"』 

饮『それでは"何故に彼竦は死なぬuらぅか。』 

阿『私は"iても是の如き、辯論家と議論することは能きませぬU #者よ、何ぅぞ、蚤は如何いふ理s 

ですか敎へて下さい。』 

枕『咿吸の中に心靈があるのではない。mr息入Sは、mに身體を構成する、要素的勢力に過ぎないも 

のである。』 . 

それから.#老は、阿艦多迦耶をして"敎幽支持右の一人たることを自認せしめWる：U：けの把論を、 
論藏から引？出tて，話—て問かせられた。 



i穿くて術阶U起の船-5把き、齡けの船にっかれた。すると迫は、■獻游把び龄くの^水衆 
が妒？れるだけ®盤の黯泰齡し，裝齡にはT1S3を、11に‘#sml13 

他は皆お還へし下さい」と言つた。 
ぼして史は：如乾が食事を濟sされるのを見計らつて、下座にくだゎ.、 

戴纪队侧に艇って、奶に吿げて言ふゃう" 

4我儕は何を■論しませうか。J 

雄r歡ka龆が獻に？!せなければなb去せぬ。だから，齡濟>眞の私に就て 
ろ*^ 

議論し主せラ。』 

气5靈のgf Sgはgです炉。K震の歡if盤p.rf ?す炉。』 

やうにするためです。して%、11kの5pilpa、®婆t界に執著せす、完全な<解脫を得ることで 

あらます。』 

«I難法相仰答 五一 

11£1那先比瓜鸫七百七十一紙 

衷下段左八行以下か參照 

^ 1C 

【云一那先比丘M七瓦七十ザ紙 

翦上段右1リ初行以下ル參照 

せ 



サは！：勿論〕此の高鉗なI*fl由のために出家したのです 

、衆ねて世を把て、或は掠海を怖れて敎_の，*とな^ 

のもありませラ。』 

き:::心”ベ mil 

4r,rc ん 加5しゃ, 
五-T 

し5It 

そAじや どA.けM^iiA はひ 
王『では敕渚は如何な目的で、敎溯にお這入りにな—5したか。』 _ 

ね-mAlftJ今 と^け今ffん は：s そ し今^iく &くてILJirlfw'Lや6八ら 

作『納は幼少の時敎湖に這入biiしたから、其の終局の目的は知りませんでした。が、佛敎の.沙円等 

は皆i明な學者ばかりですから、衲に敎へてSKnるだらぅとk心ひまし允。而して衲は密等から敎はh、 
い逢L$r-け りい5 分やく V* L かAとくP 

今や出家の理由も利益も善く知b，且つ會得して居ます-1,: 
なるほど 1VAじV 

王r善哉、尊者よ。j 

(一ち王問ぅて日はく、 

r尊者ょ、何人でも、，死後復た生れ返すか。j 

律『或者は生れ返りますが，或迸は生れ返りませぬ。j 

4それは何ぅ云ふ人人ですか。』 
¥いしや^' C-1 かへ ダいtや5 しや^•じや5 与M かへ 

律『罪障あるものは生れMA "罪障なく^淨なるものU生5返6ませぬV! 

土『溶者ii生れ返bなさいますが〇』 

ご^那先比丘_七瓦七十】紙 

K上段右九行以下ん暴叩 

ゼXO 



#『皆し搬4奶する喝、撫がが-が机1;"射|:衡，新、して&すれば、4:れ配卩ませぅが'然ら.ざれば生れ 

返りませぬ。』 

wr善哉，#渚よ。』 

本 幸 

王問ぅて日はく、 

rlSlよ，酎起を組るるものは、それを歡れんとする(—)作實作用による 

のですか。』 

故『陛下よ、作意と智怨及び他の諸の#事によるのです。』• 

11~『妖1し(ーウ作意と昝怨とは殆んど11じことではあ6ませんか0』 

技rいいえ、@ひますとも。£t>一〔の心的作用〕で、4=惡は此〔の心的作 

H〕です。彻漱は、！t-tも、Uも、纪牛にも'%平にも，駱駝に，も、 

驢llott:もあbますが，1は彼等1:はあbませぬ〇 j 

■『零囊ょOJ 

n七】作愈-CU"心、锭勒ぜし 
め"心?,>引、"典境卽ぢ對象 

1:趣かしむる心的作/Hと，X 

#ズ糎驗せ&垴か惊佇す為の 
心的作州とにて'或は炝念と 

t@す0 

【一<1那先比丘經七百七十一紙 
斑上段十二行以下參照。 

本 字 

王問うて日はく、 

№5 JI三 



一ns蝴期陀王洲維 五四 

『作意の特徴は何であゎますか、また贺■のそれは何であbますか。』 

贫『作意の特徵U理解することであb、知nMのそれは截斷マることです。』 

王fではぎ-iして1^は作意の特微fあ令、截斷は1=憝の特徴ですか、例を以て御治し下さい* 

铱『陛下は麥刈人を御承知ですか。J 

采『存じて居iすとも。』 

雄『彼等は如i：して麥を刈り圭すか。j 

王！■彼等は左の手に一朿の麥を握沿の手にiを持つて麥を刈るのです。j 

其陛下ょV觀，.行の士も是の如く、其の作意を以てが〔の猿〕を捉へ、智Pで以て茈の瑕现を截斷 

するのです。これ!；.解が作意の齡徵たb、截斷M智：の辦，たる所以であります0』 
なNJlaど そんじや 

王『善哉、#者ょ。』 

寧 傘 本本* 

i王iうて日はく、 

r貴衲は「他の諸ろの善事(:よi」」i言はれiしたが，典の事にお說き 

及びになりましf:かJ 

_®r陛下よ"事とはyB#戒念i足：uであbますOJ 

一C15那兜比丘經七W七十一銥 

裏上段左ムりE行以下參照.〇 

【一一S0?課！ilt「MG •寧M •稍 

31•念势，7t竚®二れを蒸 
亊となすJ tあ50 



王r持戒の特徵は何ですか。j 

枕r其の§徵は一切の善事の根基たることであります。五の根力卽ち信•，•念Aザ憑と"阿羅溪たる 
し❖で5けATfeitbAち？-くしん含 含や5あACやや n八 せいせい しc-ぅごAねAillt^Af 

七種の條件卽ち念•擇•進•喜•輕安*定•捨と、道と、念の齊槪と"四iemと、四念處と"四神足i，四 

禪と、八1^至と、四三味と、八想定とは、持戒をrの根某とするのであります。 

陛下ょ、確乎たる根抵の上に立たんとするものには、此锥の諸善の條備へなくてはならぬので 

あぅます。』 

玉『例を舉げてお示し下さい。』 

萬下ょ、齦ての齦船歉齡し妬^;Iし齡一fるには、巧地を妒の^-船.iするが如五，力等！：の 

王『k例を擧げてお示し下さい。』 

俅『版ずよ、身體の努力、を要する一ての職業は、畢竟するに大地を據り所とするが如く、五力等！：の諸 

S〕の靈を！？す&mfは、iの氍iしてM編ち4。』 

属配デよ、Mが船-..mV科yせん立*るに齡一®齡は妃づ把fを陬gし、酽の槪だの，.刺ヴ 

けの配だのを取b除けて、地を平炉にし"市街だの"四ッ角だの"十字街にの、市場などを目論で 

笫一摩法相ra答 五五 

■f:ひら 七ふ/ &く5A 



阔課镧瞄陀王肫經 五六 

から，城郭を建つるが如く、五力等〔の諸善〕の發展を如する觀行の士は、徳の基礎として戒を持つの 

であb す。』 

玉rいま一つ"例を擧げて御示し下さいませんか。』 

離『陛下よ、彼綱渡りをなす輕業師が、淇妙技を演せんiするや、rづ地面を掘-かへし、砂石：uの、 
そのち やUら ごと urtA 

陶器の破片だのを取：p除けて、其地を搰かにし、軟かな地面のh:で手妻を行ふが如く、五力等の敬展 

を期する觀行の士U、德の某礎として戒を持ちます。ですから、世#は左の保を！iき給ひました。』 

-人は戒に住立して、•心と智iを修練することをil。勇猛精進の比がは、1の如くにして&を除 

き人生の〕纏撕を解くべし。 

戒藕卽ち最勝の波羅提木叉たる此の依處こそは、有情にとりて大地の如きものなれ。これ善業1 
ちや*^ mAじ〇 いつさいしょ5tやルLf12ふ4ん 

長の根本(:して、また寶1:1i若の敎の入！：なぅ0J 

そんt:や 

王r善哉、尊者よ。』 ， 

本 * 

王問ぅて日はく， 

『那lj:J^■那1乾ょ、衛の一:配.は祀で6 bますか0 

けr陛下ょ、そは寂靜とE;すとであhiす。b 



王r# 1らば寂靜は如何して信の特徵でぁりますか。』 

wr暇yょ"が-がVに信が船れば，そは貪勝^の五韈の煩惱を摧硖します。而して心の悩傾を通 
夕 甘いもJtちじ〒く■(?中今 ぜti;a 

離して淸澄寂靜になり"提亂しなくなbます。j 

w『例を擧げて御示し下さいM 

杖『膨デょ、§斷歡が(-一-一)四軍を齡ゐて齡虹の皆上小河を渡hiした。而して其時、柒や騎典が河水を 

您き濁しましたから、殿4や切兵等は、濁水の爲に汚れ穢され泥だらけになもました。然して主羿は 

tmr^<<A みイ-rfs 6 を 加てい じ嗲5しやら 45Aい A-f: 

て其yy致は、水を澄iす寶珠を所持つて思られたitn淀せんに、從者等ほ王命に隨ひ主君の要求を充 

さんiて、其賢珠を水中に把入しました。すると、泥土は直に沈澱し，只殼ifじれの小砂や，水萆の 

.和把などもAえなくな\把は 1i齡miliなったので，趑の肥mu供Vるこ4が能きました。 
’いか みづここるじeゆ〜tのぎやぅLでいど すな ち& みザぐ鸢Zデれ みytsw^ペ冰 

隊下よ"水は心、侍從の者はM行の士 "泥土や"砂だらけの座や、水草の^片は煩惱で水を淨化 

する寶珠は信であります。J 
王『欣求は如iして信の特徴ですか。j 

俅r觀行が士は他のAi>¥何して心の無礙自由を得たかを見れば"0 4踊 

膝してIgiMAs抓ぎ二地nf地の％sは！：羅獻跣を得ん！欣求しit 

斛一雖法相問答 

nAぐ 

3一1那先比丘終七七一紙祺下 

段三行以下な4照isfQ 

ell】_軍とは、象兵*M兵•取 

兵•#兵ん云ふa 

ts】沿勝沿の初®二地三地の 

五七 



阙譯彌蘭陀王而經 
しか かれみVかいま ぬつ とこるねつ けいけん 

fiして彼未：u達せざる所1:達せんとし"未fr知らざるものを經驗せん 

とし，Pぎ'靈せf psiせんi褽してSiV忘し4。虹 

f欣求は信のm徵であります。』 
,れいあごせ0めい<江 

4例を擧げて御說明下さい1J 
す-Q 

SA 

M*mとft、出家EI1ろ沙一IS撾 

神的，！：上のM料に！：隣級あS 

11*の初のコ：階級/:る预流娘i 

一來果と不3S果とであkも 

【S】那先比丘M七七一紙m下 

K右1り十一行以下か參Mぜ 

も 

C11S此の偈II諸_驳染1の 

一osEHl^tuづ〇 

®『■ずよ"こIZ3Mへば或るずの上t:大降雨があつたと假定せんに，雨水(i 

敲ぃ颭一ら_れ歡ちて、がづ5I1Sの齔嗽ゃ、釦所ゃ、！！な，どを滿たし、そ 

れ？J*b溪忠把ぐでせう〇而して其の爲に郁水は也濫して、奔流となるで 

せう。？鬚、TisがMっ？髮せんに、if Mの獻f把の11らなぃものですか 
ら、！に配，fi齠して把Hにy-f:って2gました。狭 1るに对粑のTVが其皆に通--かかったと假定せ 

んに、iはぎの離がい船がFTてFものですから、pi船kし二！？にSiに▼びがん 

で、にTIすることがした。か三し齡鉛もぎた、に対辦せるをT 

€^f4i 

か〔一念の〕信r-よbて向上せんと欣衆するのも、亦た彼の河を渡れる人のやうなものです。です 

から、陛下よ、世尊[i雜阿含經の中に、偈を以てお說，5M5ばし吏したJ 

rifgぎfて〔怒の-し鱗if 4髮 



さ^くな？ しづ ちft G■令 

切の苦惱を鎭め、智Mr-よりて純淨となる。J 
なAほど そAじャ 

王『善哉、尊者よ。J 

015=?i い 
王問うて日はく" 

本 本 

そAUや l^5^a 

『#.者よ、精進の特徴は何ですか。』 

tils】那先比-EC畿七七二紙表左 
六#以下を參Mtsio 

LTしA 6412■ろ げんじ しや*TI54 

耽『陛下ょ、精進の特徴は支持者たることです。諸の善事は"〔精進(:ょりて〕支持せられるから"破 

綻しないのです。』 
れい*ごせSいくii 

王『例を擧げて御說明下さい。J 

坊『若し？4が齡,ば，人は他の棒を以て"典支柱としますから，家はそれに支へられて、破壞しないで 

すむでせう。陛下よ、精fの特徴は、C人を〕，支#するこ-^"恰も支柱のやうなものであbます。諸の 

善，はこれに支へられるから、破綻を來さないのです。』 

王『更に狐を擧げてお示し下さいど 

®『MTよ、^Iが大軍からが擊せらるる時は、小軍の王は能るだけ聯結を固くし、更に梭軍を增遺 

すれば、斌ぐ大敵を破ることの能きるやぅ|:、精進は其の特徵として、〔他の諸ぎを〕支持するから* 

YiのPは％紀しないのです。Sに墨は、 

_iJS法相rnl铵 五九 



s課彌躕陀iHpnM六〇 

しやラじゃ无 

らを淸淨にするな 

と敎へ給ひました。J 
セる&どそんじゃ 

玉「善哉、#者よ^ 

P 

本 本 

r?一七】那先比丘純七七II紙31上 

段右ょり一一行以下參照。 

i、王問ぅて日はく， 

r尊ilょ，念の特徴は何ですか。』 

雖『陛下よ、〔念の特微は〕追11することと、保持することとであります。』 
しか つ£lifく 5taAちよ5 

王『然らば、追憶は如何して念の特徴iなりますか。』 

妫『陛下ょ，人の-がに<1が私れば、彼は「これ四種の念處-である。これ四種の正勤である。これ四種 

』れ〔道德上の〕五根である。これ五種の心的勢力である。これ阿羅漢道の七覺支で 
しゆ しや5ffラDや-veや5 ちItAち^げ打〇• 在ぐ！fj 

ある。これ八種のM道であVo。これ寂靜であb、智見であり、智慧であ^^解脫であV^OJと獨語し 

f 
の如意Mである* 

つつ、善惡•正邪•輕霜：•明暗等"及びこれにMするものを追mTるのです。斯くて觀行の士は好まし 

き諸德を追求f，好ましからざるものを^!す、行ふべきことをF養し、奶ふ^らざることを_斥する。 
«9ぶぉく ^ i くち i*r M 5 

これ追tiが念の特徵たる理由であbます。』 

2おく itJA ぎ.T 



干T例を擧げて御說明を願ひます。J 

欲Pはt國の大王の守藏者が、「陛下の戰関用の象は是れだけぁ\颳ずの騎藏は%れだけあり、i 

下の車典はこれこC、陛下の步兵はこれこれ、¥%はこれこれ，m舞kのiの叫把はこれこれありま 

すから"陛下は善く御記憶遊ばせ」と言つて，典の主君®光榮を敎へ誨すゃうなものでぁります。j 

王『然らば保持することは/如何して念の特徴でみむますかこ 

雄r陛下ょ、人のがの中に念が起れば、彼は-氣.り、「これこれはtlfであるが、これこれはSである。 

これこれは要用の事であるが、これこれは不用なものである」と云ひつつ、善^^惡■との.範咕を探 

索いたします。1して'觀行の士liMを斥け善を保持する。これ保持することが，念の特徴たる1 
いう 

由であbます。』 
^ % あt> 

3E『例を擧げてお示し下さい。』 

名—粗私litらるる断Sv「_の繼は靈にとネs<、PQSはぎぃ。％PのSは 

するやうになります。念も亦/2是の如く、#E持するこiをmて、其の特徴とするのですoj 

壬T善哉、尊戴ょ。J 

* 氺 本本 本 

箔一堪法相間签 六！ 



I - 

i UINMMU4 J 
-,n -T^ntlf: .T. IM> j 

阈譯彌蘭陀Hip經 
0501 い 

£』王問うて日はく、 

r敢者よ"定&特徵は何ですか。j 

六二 

へいh 含やins^rLや いづ尨い 虻Acs^^5 そのし办*^5 + 

雄r陛下ょ、〔定は〕嚮導者であります。一切の善事は定を其首領として、 
かれ Lr:M かれ みち しか siuoヂAじtrf-宁洛んぶく お 

彼に隨ひ"彼によりて導びかれます。而して諸の善事は定の山腹1:於ける 

t!L八】那先比丘繽七七二紙表下 
段左ムリ九行以下％妾照-If 

かは 

ちヤ5じや5打か けいしや みなt-やhrfiやn XA しか 

多くの阪をなすのであbます。J 

王『例を擧げて御說明を願ひます。』 
へ*■か * f や 1f-晷—Afep ね I I 3 

坊r陛下ょ、家の屋根の桷は皆屋极のJf上に向つて傾斜をなし"皆ra上の一點に集ま而して頂 

上は都ての&の頂邊と齬められます。定のwrei他の諸善事とのi係も亦是の如くであります。j 

王rいま一つ例を擧げて說肌して^'さい。」 

尊『陛下ょ、そは四軍を率&て、戰場に射くHの如なものであbます。卽ち佥軍の1我•騎兵•車兵• 
かれ LゆしやI かれ しれが かh.fj かれら. おは さかみち 

步兵は、彼を首將として"彼に隨ひ、彼に襟びかれる。而して彼等は、山にすれば、多くの阪路で" 

王はその顶上fす*だから彼等は彼の周阐に滕列します。此故U世#は「比-<衆ょ、汝等0ら定の習 

賢を養へ。定を贤1:し配立一するものは、祺物の眞相を知ることを#」i敎へ給ひました。J 
なるほど そんじや 

3H『薇戬、雜者ょ。J 



3&郵先比1£:||七七二紙农下 

段左二行以下か參ffiせ 

(iHIJii4ぅて！1はく、 

『尊渚よ、智戀の特徵は何ですか。J 
へ1hrj^tft ち£;t くちよ5 せ rrfAへいかrlfc 

I『陛Tよ、衲は旣に智慧の特徵は「截斷する」にあるこiを陛下に話しi 

した。が「照破すること」も亦智想の特徴であります。』 

王『船らば、照%いふ理由で、智慧の特徴ですか。J 

雄『配^-よ'、仏が和に*41が艇れば、船飢の間黑をぽひ拂つて、智識の光を生起せしめ"睿智の光明 

を邮Fしめ、iiしてiiisf呢？Jならしめます。辦くて歡なに亂sd-Ab船衍がゼは、明かなる初Pで以 

て备嫩S無！^なることと，染抓S苦惱あるこiと、個人的の我の存在IないことAの道理.¥m-3 

bます0 

王『flを,げてお示し下さい0』 

枕irT、l:富AtがS版の歡の£に、iを歡びくラ？©^,な4です‘の內にラXブを持っ 

て行けば、剛S1は寧ひ撇はれて，直に明るくな\其處にある事物がハツキ見えます。人の智麵 

も航郏的漱虮しましたやうに、斯の和き嫩齡があ，：-ます。』 

王『善哉、尊者よ。J 

釘一京法相問答 六三 



{一©でと い 
1王冏ぅて日は. 

闹課_贿陀王問！S S 

『雜者ょ、是の如き稀種の善法は同一の結果をもたらしますか。』 
さ へいか かれら ^Af <-!>めウ てん お 

难『然うです、陛下よ，彼嬸は煩惱を絕滅する點に於 

たらします。』 

ど！1.T けつく*> 

いて"同〗の結果をも 

【〖§那先比JE經七七二紙典上 

段右行以卞あ參照せ 

玉『それは如何いふMfEhirですか、货例を擧げてお示し下さい〇 J 
rかHら ぐAf:い しiぶんくわすなはぎ今へい-5へいしやへいほへい— IJH4Tしよ、い 大5 T含ぐA.^ 

1『彼等はm隊の諸分科卽ち象兵•騎兵•車丘V步兵等のやぅなものです。此等諸共は要するに敵艰に_打 
か せふ， ぅ ゆ*いち 6 くt-^ 

ち勝つて攘刺を得るのが〔唯〕Iの目的でせ5 0』 
なる味ど そんじゃ 

王r善哉、#渚よ。』 

本 本 拿 



ffblしや5 はふだふ 

第二章法相問答 

2)わJと V 
王問うて日はく、 

Kぬ歡よ、§那れたものは％:っ日主じも祗じでせうか。それとも異つたもの1:なるでせうか。J 

wf〔ル 1じものでもなければ、〔又全然〕異つたもの1-もな&ませぬ。』 

屯『赏例を擧げてお示し下さい。j 
へ，* 《* * かつ ちか かょわ A5^-A 今ち*1. 

饵『酷Tょ、乾下は#■:て漱ん坊でぁb、纖弱いものでぁり、搖籃の中(:臥 

て®^られた肥かだつtzでせぅ。が、興の時の陛下と、いま成人なすつた陛 

下i同じですか。』 

H■和Pの時と、ゲの私とは晃ひます。』 
へいか $zf ，いJ 

tl】那先比圮鲤七七二紙K上 

段右1り九行以下を參M-fc 

【二】那先比此鯉]1は、人心は 
#船の逍に趣き#^持繽卞〇 

故神の行i-c生fるか：吏11 
他神かSへ行いて生すSか一K 

云と*SQ• 

#『%し配ft.が!！射兒でなかつたならば、雖でには母もなければ父もなく、亦先生もないことにな^'ま 

す。KMヤは繫Mゃ把も®はらなければ，も齡Kされなかったでせぅ。亂Ts'第一期に 

於ける二1二！^三&雛四&に&ける喘ぎ破とは齡っでぼますか‘何ですか。新ん■坊 

ますか。MじジSをSしたSと、PゃSを％られて1遠にSせられた£とは民ひますか。』 

第一一牮法相問答 S 



一課彌焖陀王ptl鸫 六六 

玉rいいえ、異ひませぬ。が、貴衲は此を何ぅ御說■になりますか。』 

律r纖弱ぃ赤ん坊であむ’皆藍の中-臥て居た時の衲も、成人した今の衲も、一じ抓だ-4一 bはねばな 

6ませぬ。何せなれば！：今日まで經‘した：！都ての狀鮮は、Mん辦であつた蜓0、撇しの时にがまれて酽 

るからであbます。』 

w『世例をWて御氣哪C<さぃ0j 
離r陛下ょ、茬し人が一のランプに火をつくれば、其のランプは終夜燃§るでせラかこ 

王『然ラです，それは燃えませぅとも0j 

樣rでは、其の夜の第一更[:燃ゆる焰と、第二更のそれとは同じですか。」 

王rいいえ、それは異ひますOJ 

欲『では、第二更(:燃ゆる焰士、第H更のそれとは同じですか。J 

平tいいえ、異ひますL: 
だい か5 40 だい か今^い かい かラ も *のお0>ち5i 

贫『では、第一MC:燃えたランブと、第二M第三M第四M1:燃えたランプとは、各興ふのですかJ 

王『いいえ"光は終夜"同じランプから發するのです1-° 

獻船します。で，船船似船は槪んダ■願rです。Mの邮<Aiはi•じでもなければ、點ひ4しな 



して、自家意識の最後の狀態まで續{のです。J 

王『いまIつ外の實例を以てお示しT4さい0』 
r^4 125*5>*rLtii しはらf;fへ.AriLBTJilp 

推rそは牛乳のやぅなものです广牛乳は牝牛から搾b取られてから暫く經つと、兜づ變じて凝乳とな 
ウry±5II5 ぎ3[;く デ与らく だいごみ い5rtrii? &よ-ラにtrMf-srwらく あ.«ひ tLいご 

り、次(:凝乳から牛酪となり、牛酪から醍酬味iなbます。今それ牛乳は、凝乳又は牛酪、或は醍醐 

味士同一物だi云つて可いでせぅか。』 
u^tかrJ^方，--™ ^-ItcF.ypt,^!^- で* 

王rそれは^けませぬ。が、然し > 凝乳等は牛乳&ら出來たものです。』 
へいか ひと もの そんぞくUや.i'f:いちゃ5ど illじや今たいあJa セ じや54iい <^z&.< 

#r跸下よ、人や物の存縝する狀態も丁度その通りで，一の狀態が現るれば、他の狀態は〔適去へ〕落 

謝します。で、新陳代謝は殆んど同時です。是の如く、人は同じでもなければ、異ひもしないものと 

【H1那先比丘經七七二紙袈、 
下段"右ょM十行以卞/J-舉照 

王rでも、何ぅして彼は其の事を知6提ませぅか。』 

锒一一^法相問答 六七 

して、fl家意識の最後の狀態まで續くのであります。』 

王『いかにも.....曾港ょ。j 

丰丰 本本 

阶ぅて日は¢1 

rす渚ょ、6:生しない人は、：kの，を您*知して居ませぅか〇 

^『数知して居ますともO H 





tsfr然ぅです、陛下ょ。J 

壬rでは、‘此の兩者は同一ですかJ 

館r然ぅです。』 

王rさすれば人II贺——その貴衲が領解と同じだと仰つしやる. •がhつ 
か 

ても、尙ほ且つ心に惑ふことがあるでせうか、それとも無いでせうかoj 

#『事柄t:よつては無いし1事柄1:よつては有ります。j 

王rでは、如iなbが、彼の心を惑はすでせうか。』 

t£土 6 t 

t五一智(stoは"英語の 

Knowkdgel.當り、^^cr 
Aナ1 

rsiiolt英 sstDIntelrd,1.V 

dcrsttmdillgi-常る〇古來こ 

のSS-は五神不黻の一として" 

かれ i こるがく み あ^CKいま t めレf* 

飲f彼は未/r舉ばぬ所の學問や、未だ見た事のない國のこと、或は未だ聞いたことのない名前や、名辭 
ここ^まど 

Uついて心を惑はすでせぅ。』 

王『では，如何いふ場合に、彼は惑ひますまいか。』 

嫌r彼は萬物の無各，生物の♦&，及び無我の〔silrを知る所の〕知見にょbて"達觀されたものに就い 
そcztc tiu 

ては典の心を惑はしませぬピ 

王『では、其等の場合に、彼め迷想は何處に行くのでせぅか0』 
セ 含 

tstr一たび智が起わば、典の瞬間に迷想は消え先せます。j 

王r货例を示して下さい'*』 

第二®法相問按 六九 



Er 二■-" 

w 
闞課彌瞄陀王E經 七0 

俅『人が間黑の部屋にランプを點けて往けば，間黑は消え失せて明るるやぅなものです。J 

王『尊渚ょ"いま一の領解は何處に行くのですか。』 

球『組!；把职のぎ隸が、作さねばならぬことを成し遂げた斯は、推理作用は也事がなくなhます*が， 

それにょりて®*た智識、jtち萬物の辍述、生物のぎ及び瓣粑の智識は"決して消え5<せませぬ。j 

雜『そは人が夜聞に手紙を出さんと欲し、寄記を呼び、ランプを點けて，手紙を齊5、谣き了へてから 
け. か てがみめこ T ftrf さよ号 や 氓んぶつIftlや5 

ランプを消しても、霜いた手紙は殘るやぅなものです。^m如く、推现作用は止んでも、萬物の無常• 

生,の？}〇及び無我の智識は消えrせませ2。.一 

属吏に赏例を以て御！i明下さい0 j 

筇『柬部地方の1家では，不意のf災を‘防がんが爲に、各戶の握手に水を一 

ばい入れた五個の水壺を配遛する習mがぁります。さて、其家に火がつい 

た士假定せんに、1 承人は直に五g]-の水壺の水を、家に注ぎかけたので、火 

• • サツデイ*イン；Uリヤ 
1:六】0 极(Badallinddyeo 

*•イ_イ> ド&ヤ 

【七】遂祺(VSJimirs。 
K 八一念椹^el-iya、 

•• サVI卡イ•インPリヤ 
t九J 定极(^n^.&;Tldr〗Jeo 

**パ>fTインド9ャ 
f 1 Q】vi极cv&&ndrn 

はすつかり消えて了ひました。典場合に^家の人人は、钳且つ水壺を用ひやぅとM上でせぅかOJ 
•vA-t:や 3つほ すで そ f L4 &はやそ ひ〇えぅ 

不Tいいえ、S者ょ"水壺は旣1:其の用をなして了ひましf;から"最早其の必要はぁりませぬ。』 
二 みV 4u:Aすなa(5し6-A.(t)しA:AfAllhん二As)t;や5 xf 5}彖こAiJJpr 二 為み^5 呼『五個の水壺は、道德上の五根、卽ち？信根5進根2念根定根US1根でぁらます。I'夫はi 



に8進fる歡招の士で、火は卽ち罪障です。火が五価の壺に於ける水-よりてのA消さるるが如ぐ， 

罪障は見德却&五故によりて滅”れ、一たび滅さるれば復た起らないのであります。』 

王r更に货例を羅げてr<さい。』 

律rそは％^が藥氧の奶から出來た、五■の藥料を携へて病^v訪づれ.、それを挽いて粉0して.病人 

に服せしめ、典の結果彼の病氣を蚤癒させたやうなものです。醫士は病人が快くなつても、尙ほ且つ 

藥を服させやうと思ふでせうか。』 

王『いいえ、藥の用祺は旣'濟みましたから、最早その必要はありませぬ。』 

坊『陛rよ、いまもぎた是の如く、t德上の五力によりて罪障を滅せば、推理作用は止んでも、智_ 

が殘るのであbます。』 

丑『尙ほ更に實例を擧げて下さい。j 
せみ考 じやit今 ぶbKA 7 53 9 か せ会や5ゆ f な 

彷『そは戰举の上手な忠土が"五本の檢を携へて、其敵f:打ち勝たんとて、戰場に行き，撳を投げて 

敵を破つて了つた。斯くて彼は最早檢を投ぐる必要がないやうなものであります。』 
な基味ど そんじや 

wr善哉、尊者よ。j 



1 、 

『曾者ょ、再生しないと決つた人も、尙ほ且つ何凉かの苦惱を感じませぅか。』 

維r彼は或る事には苦惱を感じますが，或る褂には感じ圭せぬOJ 

4其の或る事とは、如何なこiですか。j 

かれ にく41いt:や5 < 0ラ かAせいLACや5ぐつう か4. 

像『彼は肉體上の苦痛は感じますが、精神上の苦痛は感じませぬ® 

王「それは如何いふ理由ですか。J 

气iせなれば、嫩にはまだ，の齡の黯は、■もr♦から、kの驚をinけ 

ねばなりませぬ。然るに泥には，旣に精i上のぎ惱の原因は人近因も遠郎もぁbませんから、kを獻 
じないのです。此の故に世#は 

「鲥は一mのぎ船、飢^H?のぎ航を嗽剋すれども、職術tlのそれは獻故せす。」 
をL 

と敎へ給ひました0 J 
4Aじ笮 

王『尊者ょ、それでは、何せ彼は死なないのですか。』 
」い咖*4かAてん〇くここる ふtyT hy かit 

饮『陛下ょ、阿羅漢U諂曲の心もなければ，愤怒の情をも懷きませぬ。彼は 

1¢. 

t二】此偈l-x玢んど反老保のf 

00三と！0〇二との前後^ 

逆|:したゃ-”な1のでぁ&0 

JUIH-5 15て われ せs よろこ つ念をは どJiくごと 
我は死をも歡はす、我は生をも歡ばす。務を終れる奴僕の如， 

と费 sf:s hH 

時の到るを待つのみ。我は 
rti % ^ せい f;-Aし <'tf、rte< i い#:t 
死をも欣はt我は生をも欣はt。端心正念1:して、時の到るを待つ®み- 



と道破して居ます。J 

W『善I、#"者よこ 

本 水 电 本 
^ Lrl: 

王問ぅて日はく、 

r§快感は莕ですか，惡ですか、%は無!iですか。』 

饮『そは善でもあり、惡でもあ或は無記でもあれ得ます^ 
そAじや 

q:rされど、#者よ、若し#事は苦し<なく、苦しいものは善くないならば、齡しいことと2がに、15 

事は起h得ないでせう。』 

と雪0.塊は、兩者共に、其の人を痛めませうか。』 

wr然ラです、兩者共に"彼を痛めるでせう〇 

伐『それでは、兩者共に熱いのですか。j 

王『いいえ"然うでありませぬ。』 

饮riは、兩者共に冷たいのですか。j 
さ 

王1"いいえ、然うでもあり圭せぬ。J 

笫二章法相M答 

VA 

スカt fダ 

sukhilsda- m】快感の！a語 
n5ix"古.米樂受と?®課Lてめ 

00 



:|■，一 .-;!パv:: 土—'ン：if 夕^^へ-へI-.二-r•二 

阔課彌3陀主|一:經 ヒ四 

肩さすれば陛Tの見解は、誤つて居ることを御認め1;ならねばな！辛まい。芯しも氣が〔A?を^兩 

め、而も兩者共に熱い譯ではないとすれば、苦は熱よれ來ることはfirきませぬ。もf父製が〔於を〕衝 

め、1iも兩者共に寒い譯ではないとすれば、苦は寒よ办來ることは能きないでせぅ。如ちば、1デよ、 
はほ 号 i * {A+ いた Sひ ？ 力 Sね く S 

兩者共に熱くもなく寒くもないから、陛下を痛めるのですか。或は|は熱く他は遨いから、苦ば熱炉 

らも來なければ、樂からも來ないのですかW 

王『私は、とて1划衲と議論するだけ©力があむ奉せぬ。獻^:よ、何ぅぞ、||玴此を歡へて於さい。』 
SC 々い けがセlt^ちや*rr-5 こ &/WKか なct 了ビダル,VL&atA ? 

此に於て那伽雄那長老は、此の問題を納得させるために、論藏5下0，史を引證して、敷蘭陀王を 

說得された。 
1M‘ 、二04-说^?せい“わつくわれ し^くわいらく (一3しゆせジげ4.て含ぜいく£つぐ.CA 

「世には世間的生活に關する六種の快樂ivp出世聞的生活1:關r 
く、くb 八 < f 忘 S-け-<1て客ぃく5 

る六種の快樂i世fii的生活に關する六種の苦惱出世wj的往活<: 

■r六齡の驅く觀ssi^r六船の齡1^の■く 

-*>ゃ:i 

【s】1«.間的生r&とit"俗人9 

處世か云ふ。 

tIO出讥洲的生活士[1、出欲 

人の處世な一Kふe 出世^生活に關tiハmのk樂妒苦の鲰iii、i‘v六六三十六mの 11111 

感觀?&>ぁる。此等の三十六槪は現在(:於けるが如く、||史にも、！^{Cも游&?ずるから、配^Q 
す5 そ5けい t^» 

數は總計百八種iなるのでぁるu° 

王r善畆、獻齡ょ。j 



0 • +.J T ル tバ 【io名色9^'-ヨマ rqpJQ 

王問ぅてavはく、 

『尊mょ、再生するものは何ですか。j 
r—二Sみ95し含さいせい 

雄『I名色が再生し♦すbj 

王『では、此の名色が再生するのですか。』 ： 

Hよりて他の名色が再生するのです。』 

属尊—よ、粑し鑑らば〔爾肜の〕挪"しい粑S-で啦纪ぃ1乾から航することが齔すまいか。J 

秋『然うです、若し再生，しなければ脫れませうが、再生するから、蘊業より脫るることti能？ないので 

あ，〇ます。』 

w『實例をWてお示しr<3い。j 

欲『陛^-ょ、或人が他人の檬果を盗みました。そこで檬見の所有者は，齡歡を撇へて、罪祝に1す*へ 

く、王の而前に連れて滲〇ました。ずると，芄泥棒は「陛下ょ、私は此男の.探1は盜みませぬ。私が 

取りました標果は，此男が地に蒔いた稼tiu異ひます。ですから，私は刑罰に鼠せらるる1;由はあ 

kv 
a各Lf;かてい いかが かれ い5ざい 

ませぬ」L」中立てたと假定せば，如何です，彼は有罪でせぅかL,: 



. 

阈課彌幽陀王問細 七六 

壬T勿論.です、尊老よ、彼U當然、訓せられねばなbませぬ。』 

雅『それは如何いふ珊由ですかOJ 

み 

實のつたものであるからです^ 

萬M:;下よ、；kの松％によ--て皆さるる■戤の氍から、粑の1が积齡するの气妒たPi&のmb 

王rml:實例を舉げてfc示し下3い^, 
こめ さた* 

雄『淞や砂獬の盜人の場合も檬张を盜んだtArkじです。1fはWがiい，把にがを钯いてあた\ 

自ら暖まつたものだから、まだ燃えてる火を、典儘ぅつちゃらかして"其處を立ち去0た。槪る-n 

火が他人の畑に燃え移〇ました。そこで畑の主は、火を燃いた奴を袖へ、罪抓1すべく於の_-いぎ 

れて參りました。所が、！！如は、「陛下ょ、此人の畑に<をつけたのは、私ではありませぬ。批や 
お ひ この！6i はセItや A ちが h^L つみ 念しれ 

して®いた火と、此人の畑を燒いた火とは異ひます®ですから、私には罪はあゎませぬ」と^.立てた 

i假定せば、如何です、典の奴-有罪でせぅか。J 

巫f勿論です、尊若ょ。J 

ぼf然I、それは如何いふ理由でtかCJ 



--r-f4r:巾:lひそ？-3なA*4をしセ ilf;げ p- 的ち ひ 亡®¢.3 C, V 、 
子f何せなれば縱令其奴は何と申立ませう士も、〔畑を燒いた〕從の化は、「其奴が#"いてMい/:〕faの 

火ょり起つた結果で >9 S炉ら、苟罪L」なるのです〇』 

ですから、後渚は前志の業報から、脫るるこふはぎきませぬ0』 

&に禪mしp<さぃ。』 

萬職下よ、或人がラxブを持ってぎ紀l:iT、^でぎ■をprて、^^^ 

いい 

tv^ 
仗 つ .4.1*-dn 毂ひ.k£LL_l t-R k tiAr ^ ..№1 I L. I- *- * 

このやら5套洚*| な/l 

摘へて-此野郞、 
とこる そ^をとこ 战く 令みら むら ひ 

tみ^屯ら r * ち*1 

f f 

居たランプのぎ、齡15?のisぃた4cとはHふJHへた。かし槪6yfenii?しつつ、把齡 

の繼判を_ぐ7、既ずの飾に班1^圭したら、|^:-^は郎|^ギ斷即和*;(:^獻銜§なさぃますか。』 

J1村民の方に贊同します。j 

故r如何いふ理由で。』 

w『想者ょ、跟故が何i机立ませぅとも、^j招を11いたがは、瓣紀のtけて！^た、ランプのがょり艇つ 

て居るからです〇」 

第二窣法相間答 tb 



’_ 

JtiKi—'lhh 

0000 七八 

与陛：下よ、死と共に終を带ぐる名色士、再生の名色と異ふのも、丁度その通りです◊第二は第一の 

結果ですか，b、恧業〔の果報〕を、脫する譯には參6ませぬ。』 

王rmに實例を皋げてお示し下さい。j 

秣『陛下よ、人あb、一 少女を撰んで^約をなし、結納金を呈供して別れて居ました。所が、其女は 

次第成長して、年頃の娘となつたので、他の男が結納を與へて、苏女i結婚しました。然•るに避初 

の男が還つて來て「货樣は何故私の！!と結婚したか」と詰Hた。所が、第二の男4「僕が結婚して 

連れて%たのは"沢の粜ではない。君が撰んで結納を與へた少女と，僳が配んで結納を與へて’結亂 

した年頃の船とは異ふのだ」とぎへました。陛下よ、若し彼等が是の如く論帶Lつつ、法律ゼぅの裁1 

を仰'ぐべく、陛下の前に癖tましたら、陛下は其場合、孰わに御味方なさいますか。J 

王r第一の男に哝方します。j 

铕『如何いふ理由で。j 

王『何せなれば縱令笛二の男が"何とT立てiせぅとも、成長した娘は"少女から由來したものであ 

るからです〇 

がTK下よ、死i共r終を吿ぐる名色と、抑生の名aと異ひますのも、丁度その通りです。で、第一Iは 
第一の結果ですから、惡業の〔果報を〕脫るることは能5ませぬ0J 
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6ませぬ。*,蒞の牛乳が凝乳と變つたのですL.°i备へました。艦ずよ、もしr等が超の如く 11爭しっ 

王『牧審の方に味护します1J 

枕f如何いふ理由で。J 

rm6f( sf 0if^p0 
ないからです。j 

#陛Tよ、死と共に終を哲ぐる名ぎLぎ生の名色と脱；ふのも，亦齡も慰の！gきものであります* 

が、一は他の結果であるから、惡業の〔果報〕を脫るる譯[:は藝むませぬ。』 

王f善哉、#11よ。J 

幸 

餌一一箄法相nil答 七九 



阈譯彌咖陀王問fe 
王問うてEはく" 

『術M黑fぐ#はIなさぃ4ぅか。』 

A0 

的，納の心に挪薪V懷ぃて死すれば；冉穿*るでせぅが、带し親らざればw制しない」とyたではぁ 
6ませんか0』 

rpr良Wを妒げてぉ麟毗”さい0j 

雄rMT、がAMPにIIして、Mrsぎ^^'prlの5T辦篇せられました。 

I"て槪はill船Tづ|^な< 韻してrf"デf祀にも賭は—ぃと截し？ 1 

定せば，其の人の言行は正厂いでせぅか。J 
3tfいい文、決して正しくあせぬ0』 

i 44:た fate ?士 け § なATflね £すで L 1 

ffiEアょ，了ぎその如く、街び祇じ船娜を酿ねて船©^^|すか办搬^|6?に「撇ヂ把する_ 
h^Jf:し^OSLふ >|•く さいせいLふtr中くft% せ* i i 

Ifの心に執著があわば再^Tるが、，執著：?:aければ再^;しない」と答へたではありませんぃ0j 
な®ほ：u *-んじ5■ なるほど そんじゃ 

wr善哉、#者よ。J 

* 本 

【. 7て Eaく、 



1嫌は堪、鬆て論しでしたが、f afをfr、2iは破を！^I?す2 

考雰 31?、靈糸 r—す。j 
rpT想者よ、名と色とが、別別-.典衝しないのは，抓-化いふlt>llTですかご 

なr陛下よ、此の】一潑は互に結び合つてWて、〔沿に〕一_<4:::わ肋づ るからです.。』 

下TK例を以てお示し下さい0J 

付『陛下よJ羽のe歡では、一紙になることはf I-せぬ〇对肌厂ての飯とは，呢哪に1惡するもの 

ではあbisせぬ。此：vral®をなすものでr 街に帥ぎ“がって，ます。〔私r>他iも〕pgそ 

の如く、若f名がなければ色はありませぬ。公は务街に氣に賴〇て犯す〇ので、jiiは〔ル1に〕一組1; 

齡r Q?nfl^m6，gpgs2l5 
午T善哉、親齡ょ。』 

，本本 本本 本 

王問ぅて日はく、 
aKSや 0&rr ^fL むかし い t X if! ズぅ s、 

『餺渚よ錢#:は無始の昔からと言はれ圭したが、「時朋」なる言葉は如何いふ意味です炉。」. 

枕『陛下よ、時，に新ダ時と現在時-.4敗iとがあります。』 

4では"世に「時即」i云ふ如.VIのが存在するのですか。J 
* 1 

笛二^法相岡答 



e諍彌顧陀王ra經 八n 

萬存在する「時間」もあるし、存在しない「時凹」もあります0j 

王『存在する「時間」とは如何なもので，#在しない「時酣」とは如何なものですかoj 
へいか irfいしや矿f 5 XA^Ai いみ kTJUしゆ名5 ‘せいかく こ,!■せい 

，馆r陛下よ、世には代謝絕滅、又は轉變等の意味で、過去のものとなつた行、卽ち衆往の性格を榔成 

する‘要尜がありiす。が、こねには「時赋」はあ6ませぬ。又人には、今现に撕力を顯はしつつあ』1 
L/Lて^じや5flい4T:かぅ咬よくしやぅ かのちり上< tLAXIじやぅ亡いおよ 3い^い かの5bよく T しんx4lsyや5 

の心的狀態、又は効力を生する可能力を含める心的狀態、及'び再生を誘群する可能力を含める心的舦 

態があ卜ます。此等には、「時閲」があbますが、死して將來再生しないもの(:は、「時，」はあbませ 

ぬ。矿全く解脫Lたもの，卽ち現世に於て，涅紙を货現tたものにも、將來「時閲」はありi谷ぬ=伊 

せなれば彼等は絕對&由の身となつて居るからであります。』 

王『善哉、尊者よ。J 



さ，もんf;ふ 

第三章法相問答 

王問ぅて日はく、 

r尊者よ"通去時の紙¥は祀ですか，刃部佑咿妃びぎ¥咿の紙#awですかSJ 
bみ C5•«?みやうif-plr^Lp■ラrや, し^しや*TittAや.うし含Lや みやラし^1CC11J:.しや％ 

依『それは無明です。無明よ6行を生じ、行より識を往じ、識より名色を生じ、名色よ“六入を往(>、 
ろく*-ふ f し疗5 そく じゅ Lf5 じゆ 屯い Lやr, あい しゅ しゆ **Lや今 う し?* 

六入より觸を迮じ、觸よ.り受を生じ，受よb愛を生じ、愛よb取を生じ、取よb布を生じ，有‘b生 

を注じ、注よ9老死•憂愁•悲痛•苦惱及び絕望筚を生するのです。fの如く有らゆる時問め、1•去に 

於ける初發の起點は、明かでぁbませぬ。j 

王『#哉、想者よ。』 

本 

d い 

王問ラてHはく、 

『■は「穿§」の觀の顔は，IIでなぃと|"はれ色たv f ■■备げてF?こ 

®『陛下ょ，人あり一個の小さな種子を蒔いたと假定せんに、それが芽を吹き、次绾1:成長して、似 
¢0 しヂラ せいCゆく つIT亡の6乏 ま^そのみ ま い VAおな め ふし 

實を生ずるまでに成熟しました。次に其人が、復M實を辟いた4、以前ぶ同じやうに〔芽を吹？，次 

站に生長し〕成熟するでせラ。さて，陛下よ、是の連續1:於て"何kか!:際限がありませうか。』 

4よ议っ -t/L tscfltf* 

第三^法相問答 八三 



網課镅蘭陀正間鯉 八四 

すT尊者よ、-際1はあ，〇ませぬ。』 

律『MTよ、丁kその如く、「全時肥」のiiikに炉ける松滅の奶配は断らかでぁ-^ませぬ 

王「實例を畢げて御示し下さい〇. 

nf此路は职▼をギみ主*、典の卵からe観が把ゎ、斯の把Mrら，た麟：F把れます。L--の漱衡松て觀 
限がありますか。』 

王『いい良、ありませ20』 

雜r陛下よ"r度そ.s如く"「好時配」の®kに！^ける机紙の！^は靴bませぬ。』 
Srいま一つ©例を擧げて下さい。』 ， 

此に於て—者は地面に则を靈いて1に向ひ， 

rこれに何等かの際限がありますか』と問はれた。 

王『いい无、際限はあ-〇ませぬ0.3 

^ ^ ^0 ^ iffs 
は、此のgのやぅなものです。今それ此のglにがいて、J%かの斷亂がありif WOJ 

王『いいえ，あゎませぬ。』 



それから那那は他の®-卽vbj-•故•舌•が•說の 一一Uっいて*亂じやうに！-配をぎV?，郎於 

の問題を提出して、前と同じ答をir結論を下して!！はく、 ， 

「配下よ、丁度，Vの如く、脱ぎに於ける、「"全％ijの机Sの紀配はぬ。』 
たsite^A-to- * 

4善哉、曾者よ• 

* _ 本*# 

王問うて日はく、 

s^f. fKfu 
^ dv ^ と#Tis**一^«>し te--3^T:.> l 

律『陛下よ，時が過ぎた計りのものは"何‘でぁらうとも、震ものの初傲の起IA,でぁbます0』 

s 旁Xん し え 

發の起點は、知り#られないのですか。』 

汴『そはもの1:よ6けりで、一部分は明bますが、一^分はませぬ。J 

王『明るものは何で、明らぬものは何ですかOJ 

e『陛下よ、姐十：！(iM,も變も瓶觀や觀Fがpnjrでした。で、そは興，i;iiしは，皆いのと祖^ 

然ういふものの、初發の起點は明ぬ。が、扨め1一かったものが出ず、出がるや航やtた%えw 

せ5。斯る事槪の一.i初めは齡-ます。』 

餌三章法相PSJ咎 八3t 



s 

そは兩端を#航せ b 

國課彌蘭陀王間貍 

王r?—?、苦し！^つたものが^'fゃ敌ゃ，もせるならば 

れ、M局滅ぼされて了ふことになbはしませんか〇』 

p, mf0rmFnri 

f,?h irl f ^ impi 
から、復た發育することが能きiのでせぅか。』 

印『然ぅですとも。』 

王論をiてgへて方さぃ。』 

4話された。すると王は衡見せるtjかfca^cされた。 

* 
い 

王間うて日は， 

幸 本 拿 本 

『「论こ Jl^f ^/rife^yrr>7SJJU u“:^:-i左 H =® f JS各生Q行？r有情生存の可能力があ—-すか. 

^r*りますとも。』 

王！rそれは如何いふものですか0 j 

-J 
!1此處にはKか—mが拔け 

て®るらしいi“英諏#も茇 

つて_席ろが、何？も然ぅ^1 



ず： 

nTirmとのgする№1"!:は、i祕がぁり、瞰謝のgする船i:'5は，■画•かぁ5ます〇耐して1脈©射 
I "^5**、- f^t^iii^u--<* H®* ，'Ai:ろ かつあい か，* いそん ところ しゆttld;上く？？そくねAしゆ 

するJrには、S卽ち感觅"受の存する所には涡愛1渴愛の存する所{:は、取卽ち慾槊充足の念、取の 
そ/ も'-ろ 5 -> そん 各？ しやw* Lやう 4Alwof;,Tし 5し3:sf;< くつうひ島s とう むこ 

存する所には有、有の存する所には生、生の存する所には、老死•憂愁•悲歎•苦痛•悲哀•絕.梁等•か起 
bます。卽ち一切の苦惱は齡の如くにして奶，じます。〔铲し知〕，なく於なき船"には屻gはな<、g齡 

なき所には、眼觸な <、觸なき所には、免な <、斅なき断！2は、船齡なく、齡齡なき1^には、船な 
しゅ 4ろ 5 5 H しや， しか しす らラ し 

く"取なき所には、有なく，有なき所!:は、生があらませぬ。而して生なければ"老もなく"死もな 

く、憂愁もなく、悲歎もな <、苦痛もなく、悲哀もなく、船盟もな<\f规の苦gi-i、gjのgくにし 
をはりつ 

て終を皆ぐるのであbますOJ 

王r善哉、尊者よ。j 

本 本 ホ 

王問ぅて日はく、 

『世に次第順序を追へる「生成の一!配」なくして私がる、紙！>かのぁbますか〇 

尊rいいえ、世の事物には，皆次第順序を追へる「生成の狀態」がありますピ 

31『赏例を擬げて下さい。』 

第三韋法相m铵 ル七 



闲課锄m陀王一:趣 八八 

壬rいいえ、尊客よ、勿論然うではあbませぬ。家の柄！^は生成の狀態を虹うて居ます。此等の梁は山 

中に屯，じ、--の土は大地よb來卜、而して數多の，女の骨折りの結果"この家が出來たのです。』 

&『陛下よ，丁度その如く、世に次第順序を迫へる「生成の狀態」なしに生する行はあ6ませぬ。行が 

生fるには、進化の過程があるのです。j 

王r更に實例妒摩げて下さい。j 

W『一切の览木、は、先づ地に典稀子を辟き、敬生し、成長じ、成熟して、花を吹き货を結びます。苹木 

は決して次第順けの成生の狀態なしに、生fるものであbませぬ。彼等が今のやうな狀態となるには、 

進化の過程があるのです。陛下よ、丁度その如く、世に次mm序を追へる注成の狀態なしに把する行 
r&^Lや5 4ならLAぐtiみち 

はありませぬ。行が生するには、必ず進化の過程があります® 

王rEにB例を擧げてデさい。』 

雄『そは陶工>地から粘土を掘ゎ出して，作らうと思ふ稲種の形の壷を作るiなものです。壺は次沿 

順序を追はないで、出來るものではあむませぬ"そは壺が今の如な形となるにa,慰化の手織を經て 

&るのです。陛下よ、丁度その如く，世に次第順序の「生成の狀態」なしに味がる行ぱあhませぬ。 

行が生するにa"必中齡化の過程があbisす© 

に•奴例を舉げて，下？い 



®『陛下よ、若し琵琶に金屬の鼻柱もな{，皮もなく、空な所もなく、掛もなく'勝もなく，MVもな 

nAf< そ f 六んせいfe/ltいIIつ 

_曲もなく、而して人の丹精もなくして、音聲を發するでせうか。』 

王『いいえ、發しませぬ0』 

雄『では、此等のものが揃つて居ても"音聲を發しないでせうか1=° 

王『それは薇し去すとも〇 J 
ちゃ X tゆAciLilい せいせい じゃ5六い し? SrやH しや* 

马陛下ょ、丁度その如く、世(:順序次蒗の「在處の狀態」なしに生fる栉はあり去せぬ。巧か生する 

には，必中進化の過程があります。j 

王『尙ほ赏例を擧げて下さい〇 

雄rirょ、粑f也撕け恥の舻靶もなく、yふむ1rなく、1Gぎむ1:にっける妮もなく，な 

く？火絨1:なる焦れた襤褪もなく、また人の丹精もないのに、磨耗にょりて火が起4得ませぅか。』 

王『いいえ，起り得ませぬ。』 

從『では"此等の條件が揃つて极ても，火は生せないでせぅか。』 

王『それは生じますとも。J 

律r陛デょ、丁度その如く、世に順序次笛の「生成の狀能 1」なし生する行はあなませぬ。行が被がる 
かならしんくbみちゆき 

八九 



阔s»彌熘陀壬問M 

HfぃまTっ齡1をぉ％げPさぃ。』 

しif槪rなく、齡も？、IFt此iになる歡ぃた錾もなぃのにが 
起り得ませうか。』 

王rいいえ，それは起-^得ませぬ。一 

雄『では、此等のものが組ってぼて；を矿てば'がませぅか。』 

には，必す進化の過程があります0 

王「今一つ別の宵例を斯げてPさい。』 

激•！、gも？"もなく"®にgもなぃのに：mm阳！せぅか。」 

が『では、此等のものがあれば、g财がありませうね。』 

王『それはあ6ませうとも。0 

titr陛下ょ、丁度その如く、l齡齡朽〇「纪虹り^髮ぃ ご^ドy rfし7 
! i h iiプ％A/fレ生成の舣r」なし1;斗する行はありませぬ〇行が生する 

には，必中進化©過度が*るのです0J 



Wf善哉"#者よ。J 

♦ 家 本本 幸 

王問ぅて日は 

r#渚よ、世1:露魂なるものが在りますか。』 

軟『陛下よ"その靈魂iは何のことですか。』 

ffm,t ffff. ffpf 
じ、記を以て物を辨別す气生の^1-船をぃふのです。gせばg膨は-feか！^にぞしながら、11賢が 

£2 - * • mい*'&/V後< いづ/ — f みTセ 
i欲せは甫西1%北の何れの窓の外でも、見ることが出來るやぅなものです。』 

け『陛下よ、五窓のことをお話し致しますから、心をぎめてお^きT4さい〇把し郎做にぁる歡ゲ队紀 

なるものが、陛下の仰せの通b(:、眼(:よbて私を纪ますならば、そはそ*>齡する艇が慰を艇び、i0a? 

によるのみならす、他の五官の怀れによりても、妮纪を紀ることが能きはしますまいか◊肥してそれ 

こi*>能き{iしますまいか^ 

王『いい1、それは能きませぬ0』 

ao 

第三寒祛相№1答 九I 



珣譯彌哺陀玉叫M 九二 
1 i へ かAくわ A I i へ かんく.c/tのち XT2けつ feft^AVoLflIAがふ * 

凝は前なる感官1:依前なる感{11は後なる感覺{:依るので、決して何等の辨別もなく聯合して居る 
われら ここ は3 かいは5 じ-r:\/L6 ひかり(7『<-5 すi>A そ 

のではあhませぬ。さて我儕は此處[:四方を開放{て、十分{:日の光のある王宮に坐つて居ます。而 
ぁ#<? しゆじゅ ぶ』み_ いのち いづみ 

して我儕がその頭をさし伸せば、明か!:種種の事物を見ることが能きます。が"生命の泉も亦た服の 
tど _Br. ひら おな や*PV み T みみ5;ど ひら おな や5 で 

窓を打ち開けば"同じ様1:見ることが能きますか。耳の窓も打ち開けば"同じ槌にすることが能きま 

、色を見、味を嘗め、興を嗅ぎ，鼠を感じ"事物を識別す すか。®:1:聞くことの能きるばかbでな. 

ることが膨きませぅか。又その他の各の窓も同じやぅ{;することが能きますか。』 

正rいいえ、それは能きiせぬJ 

猙『さすれば此等の能力は"何竦の辨別もなしに，瓦に聯合して居るので 

はあらませぬ。陛y卜ょ、今那は外-出で往き、1:口に立て居る士，定 

せんに、陛下は彼.が然ぅして居ることを認知なさいますか。』 

»•令インナ 

_那91-1|。 

-St 
王『はい’私は知ることが能きませぅ〇』 

t-ivfでは-若し其の同じ陳那が還つて來て、陛下の前に立ちましたら、陛ドは彼が然ぅしてKることを 

認知なさいますか。J 

王『はい*知-^ませぅ0』 

萬蟛でょ、生の本脈は、把丨舌の1:^1:1氣ぁるものが置かるれば，がの¥ばな-0&、鹹味なるか、辛 



味なるか"趣味なるか、又は甘味なる炉を識別tることが能きまTかご 

不Tはい、それは能？iせうJ 

律『では、其の！！缄が胃に這入つていつた時も、此等の事を識別することが能きますか。』 

疋『それは能きませぬ〇』 

tt『さすれfr此等の能力は、互に何等の辨別もなくして、馨合して店るのではあbませぬ。plr下よ、人 

あり、蜂蜜をkれた一百の配eもたらf、，s “を粑sにmぎ、矿して<を雖く tめたWを、船和釈に 
なZかて，i かれ そのなか い ITま L 

投げ込んだと假定せんに、彼はJt中1:入れられたので、甘かつたか，甘くなかつたかを、知〇ことが 

能きませうか0』 

王『尊者よ、それは能きませぬ。』 . 

尊『如何いふ理由でJ 

下T何せなれば蜂蜜は、彼の口に這入らないからですM 

枚•『では、i^:下よ、啦！，の節扪w、slにの敝呢もなし-、撇纪して！3るのでありませぬ0』 

此に於いて潭者は下の法義を論藏沪らg證fて王を1犯された。 

r陛下よ，齔覺が齪るのは服とGとによるのです。kのfの@喊、pTv節も5S5\IK^mt船 



めいこ八 さくい お卯おの せAざいしヤt-气じ 4-1 1 げんいんけつ <ゎh/Lさ ひと；s£P 

も、命根も、作总も#その先在者と同時に起るのです。同類の原因結果の連鎖は"一つ一つの他 

©五官が働く時に起るのです。此の故に靈魂といふやうなものはありませぬ。j 

めいれい 

r眼識が起れば意識は必ら中起りますか。J 

瓌『然うです、陛下ょ。前者の生する所には、必らす後者が起ります。j 

芏rでは、fの一一者のm、孰れが先に起りますか。J 

欺『眼識が先に起り、次に意識が起^'ます。J 

王『では、眼識は恰も「僕が起つたら、蔣起り給へ」と言ふやうな風に，意識に對して"命令しながら 

私るのですか。或は意識は恰も「封先づ起6給へ、1は後Jち起るから」と言ふやうな風に、眼識に 

對して約束するのですかピ 
3 へいか Lヤ あひだ 1をしあはせ 

炸『然うではありませぬ、陛下ょ。二若のP31:は中合はあbませぬ0J 

王『では、眼識の起る所に、必らす意譏が反るのは、如矿いふ1Aですか。J 

俅『そは二者の間に傾kがあh、窓•かあり、慣習があり、聯合があるからです。J 

W『そは如何いふ理由ですか〇何うぞ實例を擧げて、傾斜があるから、眼識が起れば、意識が起る理 



由を敎へて下さい。J 

ffrrM下ょ、1しますか、颳が妃れば，斯の粑はへ！iくでせうか。j 
wrそは地面の低い方に流れますご 

雄『若し復た更に雨が降れば、その水は何處へ往くでせうか^ 

壬『そは風初の水と同じ方に向つて流れますPJ 

令するのでせうか。或は第二の水は，;何處へなりと齡往き給へ、嚮は後から，いて〔仃くから」と1 一 口ふ 

風(:、第1の水に對して約東す&のですか0』 
-1^ ^ 1じや こ 吵や,^しやあSs/J14し^：fせ めいめい KめA>< 

主『決して然うではあ-^ませぬ。#者ょ。此の兩者の間にはII合はないのです。そは銘銘に地面の低 

い方に流れ往くのです。J 

rTL 60. 
ろ ほべ かな おこ H わけ かHら あ6/;な4& まをLあはせ 
所|:"僕は必らす起らう」と約束する譯でもあ6ませぬ。彼等の間|:何竦の申合があるのでもなく" 

自然天然の傾向として"然うなるのですOJ 

TT窓があるから、眼識が起れば、齔31Tが起る现Wを、货例をもつてお骑しr<さい。j 

第三章法相pii答 九五 



九穴 

律『陛：卜よ，或るN王が"Kの阈境に噃一の通1<口ある城廓を有頗る喂媧-防備して居るi假定 

せんに、把f人が典の城下から外阈へ往かんiせば、如何して出て往きiせうか0J 

王『彼は勿論通交口から出て往くのです。J 

馆『では，茜し此の人が出て往がんとせば"彼は如何して出て往5ませうか。』 

壬r第一の人と！！じ通交口からです。J 

放『では"第一の人は第二の人に對して、「於も僕が出て找/、"同じ道から出て來たまへ」と語るので 

せうか。又は第二の人が笫一の人に對して"「於の出て行く道を"僕も出て行きませう」と語るので 

せうか。J 

王r然うではあbませぬ、符苕よ。彼等の間に"話し合があつた譯ではあbませぬ。彼等は門口があ 

るから、典の路を出て往くのです。』 

牌r陛ずよ、眼識i意識との'i係も、丁度1の如きものであゎます0J 

王r慣習の故に、眼識が起れば"意酸が起る抑由を，赏例を以て敎へて下さい。J 

焓『陛下よ、一の埸审が前に往けば、鼠二の馬事は何の路を取つて往くでせうか。j 

王f第一の馬車i同じ路を取らます。』 
«『では，滚一の圯帘が第二の馬萆(:,して、r慠が往つた後に隨いて來給へし^,語るのでせうか。成 



は第二のが第一のに®;して「僕は!！の後::.いて钳1f」illるのでせぅかご 

王rむtえ尊者ょ、彼等の間に話合があるのでfi:あ^〇ませぬ。敗二は惯曾の爲めの故に，第一!:ぎ 

いて往くのです。j 

41 船4雰'tた です。j 

4盤の一にS■が結れば、‘が結る！：-iの览iをぉij|しpさぃ。』 

i j く6勺Lち CHくA^Irffis*-み 1窗 お 4: LArf?J "IB — 

殻物收毯の豫想高を見積ることに於いても、又は番贤に於いても、衝めてであります。が、纪る 

f^sf. 0^n^mAp.0r 

よりて，意識も亦起るのです。』 

せ4つ 
にょるものなるこiを宣說されたo 

王r#者ょ，意識のある所には、常に街^がありますかJ 
fff. 

£)し も^もあb.ます。』 

第三章法相則答 

【三一 i{#^)itt* 粮酿IV 

惑^と*塊卽S対旅 
との和合Xリ生C•心4*して 

埝に觸れtむS作;13である。 

1:£】想(Hul)a•取像の^ 

でわ〇〇 

九七 



阈譯彌齡陀3EPU魃 

王問ラて日はく、 

r®者ょ"齓の阶徵は何ですか。』 
へ* _ 111、ち 

^r陛下ょ、をれは觸知することです0J 
王『實例を擧げて下さい。j 

4ir、二g©5妒wを酽、0:"F4aふsのiなものです。 

眼は二者中の一にして、也i+u錨^^ kの故手、bして1は二齡のぜ嫉 

にあたbますOJ 

王『更に實例を擧げて下さい。」 

饮n紙©if鏘？衝1 梦れしむる1sfなもQ?。一はgrて、 

他は其の對象、而して11渚の接合は觸にあたります。j 

4善哉、#著よ二 

本 

王問うて日はく、 

r®?^i"Mi®0&ii.!£:kTrti^。』 

九へ 

擊チH—*ナ 
rfL】 •输神の 

中1:心なして破〇帘を逛作-t£ 

乙むる10力を云ふ0 

t 六IMf辟(vrkk と iII、糖神 

活呦の鹿雜なS秭求作爪.辨 

了作川*推度作州_梆搬作用* 

分*59作Wを一！*ふ。故1:古來こ 

Q郄を「境1:於い-C心_心所 

かし-ciaf:轉ぜしむろ^相と 

fsすしと解糠し-Cある。 

【七1S(V】l)(I、耩神活泐 

e細密なる吟味作用である0 

故1:古來こS•例か「境r:於い 
て心！心所かして細に轉ぜし 

むるか相と爲す」i解糨して 

あるG以上の佛敎#取の術Is 

の解釋は、勘ら北方働敎徒0 

脫明UMつたQTあaが、南 

方佛软铀の銳明U•少L<m 

な興1:して居るやぅだ〇この 

祺は以下、王のP11に鉗すS雄 

者の答4*見ればijる。 



wr陛下よ、Ml驗f-享受することです。』 

王r實例を擧げて下さいこ 

く茲.bし，五vcの快樂を享受することが能きるので、「私はちis臣事し、Sの御意寧フたから、 

今この職を得た。私が是の如く榮華の、心持を、經驗f得るのは艽爲である」-4^るfフなものです。 
tf-ぜ^;[:しご か上复いぐわ て八ご < さいせい なCひと ふtい5 C& くbAchいらく-b? 5 

又善事をなして，死後、幸福榮華なる天國(:再生f、何一つ不自由なく葙1-、五官の快樂を莩受して 

と！？ふる如なものです。陛ずよ、思の如く、事kを經驗！享受するのが、Mi1の街徴ずあれます。』 
な*oftど そんじや 

4善哉、尊者よ。J 

孝 幸 * 本本 

王問ぅて日は 

『尊者よ、想の特徴は何ですか。』 

给r陛下よ、そは認知することです。何を認知するかとならば，そは靑•黃•漱•白!^を1§知します。』 

王r寅例を擧げて下さい〇 

4?' f? fffffi p 
笫三萆法相問答 九九 



阈課彌m陀主問鏟 一Qo 
へいか T ごと 3•つ i<r»i にんち 

するやうなものです。陛下よ"是の如く、想の特徴は"認知することであbます0』 

王『善哉、尊者よ。』 

本 孝 * 本 

王問ぅて日はく、 
そAC铲 し1くちJ;5 なA 

『尊渚よ、思の特徵は何ですか。』 
LH5stH よ5い 

^『そは&料^^ることと、及ひ用#することとです。』 

王「實例を把げて下さい〇 

徐『陛下よ、Wあを準iして自らもfを飲み、他にも之を飮ましめ、0ら苦惱を受け"他をも苦痛 

に促‘ましむる如なものです。1又同じく人あb、紀貧に惡事を！fvて、死後ぎ-gにmちて、苦孤A狀艦 

に配範し、槪が銳S；Uゲて齡轳をなせも，敵じ’$報をfける如なものです。陛下ょ、又人あ\ 
だパrみ fm5 がふ じゆAyfみづか こHの ^ これ の みヴか くtyいみ 

醍醐味•牛酿•油•蜜•糖蜜等を調合し準備して、由らも之を飲み、他にも之を紙ましめ，Aらも快味を 
公f:し ef f7 ひと みづかとい ぞ<fcはU4LzrHAf 

普£、他をも然かせしむる如なものです。これと同様に人あb\自ら故意に善事を働かば"死後天國 

fcssseそAtや 

王『善哉，翁者ょ。J 



bi 
王問. <て日aく- 

rgf、1の窮盔ですか。j 

#『陛下よ、そは分別することです0 J 

王r货例を擧げて下さいこ 

^K^4^<¥ 
4f-各り， & あ一^ひみ -Sつ u い もつ にんち せいしラ し へいか 

舌を以て嘗むる味、身を以てMるるもの、意を以て認知するものの性質などを知るのです。艦下よ、 
ふ Avo 

斯く分別することが、識の特徵セあります。』 
なる抆ど そAtゃ 

4善哉、尊者よ。』 

王問うて日は▲ 

本 本 杏 * 本 

『尊者ょ"尋の特徵は何ですか。』 

律『そは斷決氣するこiです。』 

主『實例を擧げて下さい。j 

律r齡下ょ，そは対rが，上和にが^-^した、扣和の阪ni>を祝せる加なもの 

【八一膊語の>pp『ss'lrkkh.§i 

&*-111na^-Kllmbu^ellpihi* 

ti〔窓V閉め切る〕，佛舒_ 

師はAbhiilrrii〔魂く決定 
すSの^3と解して居る。盤 

すろLif»rれむ大H小興〇解® 

であるG 

〇 

,』：：.广 bl_L 



阔課彌牖陀31問鍅 

です。边の如く"推斷し決定するの*か，等の特徵であります。J 

王r善哉、尊者よ。』 

10二 

王問ぅて日はく" 
そAtrや し &A 

r尊者よ"伺の特徴は何ですか。j 

棟『そはg幾度も幾度も吟味し修正することです。j 
王r實例を擧げて下さい。J 

へいか か^ -5 令.fl 

K 九】Mt50Aljjiml£rk- 

klmljaltlw課すれ1¥「再三 
再四"麽ぃて脚いて**麻み上 

げろQ相」ふぼKの遴で 

rfい かね 

其陛下よ、そは人が銅器を作るに當り、型に入れて打ち鍛へ、再三再四、音を立てしめ"次第に型の 

齦りに£^^げる邮なものです。鳅に敝めるのは||に齡卩，祗三再四、歡を浐てて沪ち鍛へ、型の通 
L 

hy 
3<0& あf-へa*か T >と さい さい 9 争/; 

に作b上げるのは，伺に當bます。陛下よ、是の如く、孤三再四、打ち鍛ふのが、伺の特徴ですM 

な¢51ど そんじや 

王『善哉、#者よ。J 

王問うて日はく， 

『is?ょふM衲が一一kを擧げられた"此等の諸法が一緖に活動する時、一を此方に向はしめ"他を 

ti方に！arはしめて、「これW觸"これが受、これが想、これが思、これil>識、これが尋、これが伺Ji 



今ITかれも 务运めs5 く 5 で 
言ふことの能きるゃぅ|:、彼等の問を明瞭に區別することが能きますか0』 

で 

雄|^いい1"それは能きませぬこ 

王r實例を擧げて下さい0』 

の種子だの、胡椒£、圯び欺他の鼠f Wれたとf:松し、Fつ4デが術[:_つて、「齡0ためら 

うたiすれば，一撕VI&れた，iar微r駆に齡し、「一み味. 

は此處に、織味は彼處に、甘味は此處(;あbます」と1fMtに、一1，りがけるこiが把きませうか。』 

王「いいえ"それは不1'能です。一 I、其が特mでこツキ；けてg%すことは、 i 

ても能きませぬ。J 

赞r限アよ、&儕^まで，して&ましたも、mvQaであ^'ます。』 

王5哉、尊者よ。』 

* 木 幸 

尊者問5て日く、 

『陛下よ，鹽は眼で識ることが能きますか。J 

第三章法相間答 一〇三 



g譯蟪蘭陀王問総 10四 

31rそれは能きiす、德漭よ。J 

環r陛T"よ、そは御再考を要します。』 
Vi* } C • 

4では、舌で識ることが能きると言ふのですか。j 

雜『然ぅです、をれで可いのです。』 

茁rでは、箱者よ、何な鹽でも、舌だけで、識別することが能きますか。J 

骓r然ぅです、M;な鹽でも能きます。』 

wrでは、私よ、&射は铲妒に1fをHにして船船しますか。柅W厨さねばならぬものは鹽仁けで、 

それ以外のものは必要ないではあちませんか。J 

取r鹽を紀撇することは服Iす。されど此等の(-0)ぎ法が！緖に混ざつて 

鹽といふf殊の物を生ジたのです。例せば鹽は重い*が、鹽の重さをaる 

ことが能きますか"陛下よ。j 

王f能きますとも、尊者よ。』 

雄『いいえ"陛下よ"陛下〆摄り給ふのは鹽そのものではあむませぬ。そは重量です。J 

4f者、貴衲は實{:議論{:巧みです。J 

【一0】單呍賊味」のみならT— 

1色の白い」と茇ふこ占だ0" 

其の他MM0嵌件か浪するか 

ち"茲J:諸法i公つてある。 



卷の第三彌蘭陀五問品 

fiい しゃ— だ八わくもんだふ 

第四章斷惑問答 

王問うて日はく， 

i渚よ、五船、K4•恥•射•街4ru、g4の耜によ-て1fせらるるのですか、％は颭一のilに 
L ^ 3 

よbて生せらるるのですか。j 

ni■そは諸の業によゎて生せられ、決して單一の業によるのではありませぬoj 

4實例を擧げて下さい。』 

4陛下よ、游し私が！の畑に五種の種.子を蒔きましたら"此等の船船の衝Pから生えるものは、ffil觀 

の種類のものでせうか。如何でせう。J 

王f樣樣のですともOJ 

律『五處の發生に關することも、丁8その®くであうます〇 

壬r善哉"尊者よ。j 

本本 本本* 

第四窣铄惑m答 〇五 



I 

0i ^.11 11 

〇六 

:13那先比丘經七七三紙、表 

上段，*ム4二行以下か參服 

^ i 

_課镧呦陀王問繽 

0王問ぅて言はく、 

i渚ょ、！：せ一切の人んは等しくなぃのですゞ1uslは配舭、SI 

ちや5めいあ^%© bや今しAあろt© けんザA於基60 みにく A-f 0 50< Aる&£!>ヒ 

は長命、或者は病身、或者は健全、或者は醜く，或者は美しく、或着は無 
りよKfce ^?x< hAl»ふ ある&の ふ5音 由^$0 tiifせA-あ各605t 

力、或者は有力、或者は貧乏、或者は富货、或者は生れ下賤に、或渚は生 

れ髙货に、或者は恐"或者は賢ですか。j 

4，何せ一Sの鬆は！？しくなぃのですか。Miislはぎく、SはSからく、S5H く、Mは11 
あ&60 あt 

く，或者は甘いのですか。』 

tl*r筏者ょ、何世なれば彼等は、異つた種子から®じたからだと、祀は11ひます。j 

雄rir‘T^ぉgs〔雜Q〕ir、黯ei くに、氍Sばな！2。で、Pは、 

に服するのでぁる。IIはii:llでぁる。grはIIを1^る||5して、|辤の組 

がぁる。彼等が位置の高下等を區別するものは業でぁる。」 

と宣Iし給ひました。J 

4善哉、#者よ。j 

傘 ♦ 



§ 
王問ぅて言は. 

『尊者よ，貴衲は嘗て私(:、貴衲鵁の出象なすつたのは、,惱を艇 
5成甘 

【二：！那先比丘fet七七三紙裘， 
上段、左iy三行以下か參照 

^ so 苦惱が起b得ないやぅ!:するためだと佩でしたね： 

®『はい、然ぅ申しました。J 

王rでは、服f鏨劣Sにょネ、げられるのですか。ぎIIに起れた齡の累によるの 

4努力とは、まだ之から當ねばならぬ事歡に観事するの歡ひで、议槪の妍がとは，ねばならなかつ 

た事を完了した意味であります。J 
じつれい 

王r實例を谡げて下さい： 

給ふ時ですか、如何です。』 

王『いいえ、決して然ぅではありませ«、#!#;ょJ 
4*^ tItr於^今$ど /I とIffL よく |‘れ f t Cゆ！^ じ 、 •ぜke 

浮r陛下よ"丁度その如{、努力とは"まだ之から爲ねばならぬ、事槳に從事するの諷ひで、狀前の努 

力とは、爲ねばならなかつたことを，忽TJじt:旁^であbます0 j 

王rSに獻|を4げて1^さぃ。』 

第四路斷惑問答 10七 



!〇/v 

さいますのは、餓を感じ給ふ時ですか，如何ですJ 

3E『いいえ、決して然ぅではありませぬ。』 

雄r陛下ょ、丁度その如く、努力とは、まだfから爲ねばならぬ事氣に從事するの謂ひで、以，,の射が 

iは、爲ねばならなかつた事業を、完成した謂ひなのであbます。J 

王『更に實例を皐げてPさい。j 

極を作り、望：樓を建て、城寨を築さ、^iを聚める事業に著$なさいますか*それから陛下は、Mの 

御し方ゃ、妒庳の撕t i?STび！？の船粑ゃ、沿は觚航'の！5街をぉ鄕めになりますか，；8屻です。_ 

Hrいいえ、決して什麼ことは配しませぬ。』 
へいか ちtr-I^H く れ せ じげふ じゆ5じ い i V/LS 

難『陛下ょ、丁度その如く"努力とは、まだ之から爲ねばならぬ事業に從事するの謂ひで"以前の努 

力とU、爲ねばならなPつた事業を、完成した謂ひな®です。何せなれば、そは世尊が， 

「S賢者をして、迅かにそが！•職利な6と信するWを遂行せしめよ。 

1者をして，決して奶の馭象の孤いく、須ハァ、精1努-がfしめよ。 

取者の坦坦/:る大道を^てて：^凹たる迸に踏入b、心®！it'iが4117く， 

:HJ潢課には此の敘文；一「人 

(1常|:*\>0ら令；匕て#^作 
寸ベL。後1:於いて葙ル作す 



riふ 珐ふ す ひ拄ふ しftが L いた i会 れいらく iはくしゃ 

懦夫は、法を棄てて非法i:隨ひ"死の門!:到る時、零落せる賭博渚の 

如く、心憂慮Tるな， ' 

とH說f給ぅ/Iからであらます。J 

4#哉、箱溝よ。J 

本 本 
と い 

运王問ラて日はく、 

あなたがた U ふri ひ い音mひuif ふ7 
『隸渚よ、贵衲等は「地獄の火は哿通の火よりも勢が烈しい。锴通の火の 

中にiせらるれば、小な石でも，，日燃えても、燃え撫されないが、地獄 

1:就 <こ1英れoaAi:傚ぅ 
て-*-か靡-c惡か作すこi勿 

れ。後坐して啼哭す5^人か 

益するなto中正か棄禍して 

不正|1就かば、死に臨む時_ 

乃ち悔ゆるのみJとなって思 

s。C那先比丘鐽七七三紙表 

下段右よりS：行以下^見-0 

【四】那光比icM七七三紙，丧 

下段、右iリ八行以下^參照 

せ4 

か4ど しAしつ や5 釦は含いは 太ち** T £f:しこれ しん 

の遊に投せらるれば、寢室の如な大な岩でも、忽ち燃え盡5れる」i言はれる。が7私は之を信する 

こiが能きませぬ*また货衲等は「再生する衆生は何者でも、よ等は地獄に於て、十萬年の久し 

?閲燃えても、猶ほ亡くな〇ものでない」i目はれるが、これも亦莉には信せられませぬ。』 

霹者街へて日は<、 

r陛下よ"牝の皎•鰐_龜•孔雀•鳩などは、石や小砂刺のやうな、堅い物を喰べないでせうか、妣何 

でせうJ 

王r然うです、彼等は喰べます。』 

第四京斷恶問答 10九 



™ かhc,aく 

rlrr然うです、彼等は破壤されます。j 

雜rでは、iじ13r氍も'盤されますか。」 

7PTいいえ、決して破壊されませぬ。JJ 

抗rをは如何いふ理由ですか〇 

rlr『原者よ、そは業の九によbて、疵㈣を奶れるものと、歡>L脱ひます0 

にょK?Qです。若しIIにして繫に影したら、1^で籃ぐぎで把にます。；^のgに、菩 

よ、世尊は「人は惡業が記きるまでは死なない」と齡■し船ぅた〇 

王r更に货例を擧げてc<さいご 

雄『既^*よ、彼の断子や，虎や、！§や、ガは，！！ぃ骨や、JI.などをぼ*へません炉、加伊です。」 

王『暧ベますとも。J 

杖rでは、ぃものは、PW露は齡に！れば、術郷されますか。』 

»rでは、祇じ■綱の脫の㈣にil^A^れる胤S*"も、啦g聰されますかJ 



qtTいいえ、決して破壊？れませぬ0J 

埭fそは如何い?理由でせうか* 

王「尊者よ、彼等は業の力によりて、破拔を脫れるものだと、私は思ひます0 

与C下よ、地鼠:於けが、船ゲ船千！fのWしきに於6、蟛ぇに鬱ぇて，術谳されなぃのも、 

丁度その如く、業の九-f;よるのです。若し彼等が某處に再生せば、其配で生Pし、其1で死にます。 

此故に陛下よ、世尊は「人は惡業の盡くるまでは死なない」i敎へ給うた。j 
なsilど そんUや 

王r善哉、尊者よ。j 
本本 本本！4= 

gsi問うて日はく， 

『尊者よ、赀衲の弟子達は「大地は水によbて支へられ、水は風よりて 

支へられ、風は空氣によりて支へらる」と申されますが，こは私には信せ 

られませぬ。』 

尊者は此に於て一iの%械仕掛の水瓶に、水を入れたのを、1に示して、 

r*此の水の、撕によりて支へらるるが如く" fの水も、ぎた恕氣によ-^てKへらるるのです0j 
と言つて王を說服された。 

第四章斷®問答 ItI 

【五J那先比丘經七七H紙裏、 

上段、右1り九行以下^参照 

せょ〇 



王『それは如何いふ玴由ですか。J 

します。斯<て齡^〔~がの〕1私にょ-て變し1され、斟が 

することが能きませぬ。卽ち一言にして云へば、彼等は苦を脫っするこiが能きないのです。さtど吃 

デよ、！^のm子たる”S把は一：iがのくに齡6もしなければ、ぜ炻ずt、％は；！に敕齡くもい 

たしませぬ。斯くて彼には渴愛があbi*せぬ。涡把がないからgがなく、和がないからずがな<、t 〇あt- か2い 

^J. _v»r ^ 卜 j IL:卜 # f ，.■一..jv 卜- 
滅は一切の苦の騷提•搅亂を滅亂します。これ廳を§-Tlj齡となすであります0j 

•JluAULd .<1 . _|.#-\3 

C さうぜうかくらrLめつK./L 

te&K^ 夺/Lllや 
n^r春哉、尊者よ。J 



八セ、王問うて日は—、 

r尊者よ"人は誰でも涅槃•か得られiすか。j 

棟『いいえ"誰でも得るとfぶふ譯には參りませぬ〇陛fよ、承認fねばならぬ(八)を承齡じ、領知せ 

ねばならぬ事を領知し、捨離せねばならぬ事を捨離{、赏-£せねばならぬil,デ过仏I、货現せねばな 

らぬ事を實現f、g端正に齿に處するものが"涅槃をWるのです。j 
な系ほど そんじや 

王r善哉、尊者よM 
本本 本 水 

(jsli い 
王問うて日はく、 

r尊者よ、涅衆を得ない人でも、没衆が如何に安樂な狀賂なるかを知るこ 

iが能きますか。』 

雄r然うです、知ること*>能きます。』 

王『仁が"涅槃を得ないで"如何してKを知ることが能きますが。j 

«:『陛下よ、手足を截斷せられないでも1手足を截斷さわたものの、如何に悲痛な塊遇なるかを、知 

ること*>能きませうか、如何でせう。J 

4然うです，，vれは服きます、您者よ。j 

第四章斷惑KSI核 二三 

【七3那先比丘轵七七H紙，^ 
上段左四行以ドル參m乜 

i 

I八】堉の原諾ixifmlg X 

i ある。 

【九：s Yo sslmn paupannoit 

一 w課マれぼ「正しく歩むLの」 

iなる〇 

【一S霈先比丘総七七三紙、裘 

上段左ムリ初行以下か參Mせ 



礴課彌阑陀王問經 I JK 

焓『でも、彼等は如例して其を知るのですかこ 

王『彼竦は/手足を截斷された人の、悲痛S聲を聞いて、典を知るのです。』 

肩涅麗をぼないものも、丁度その如 <、探槃を得た人か&二▼@を際いてノ纪嫩が如斯に|^?;船_ 

であるかを知るのです。J 

4善哉、尊者ょ。J 



L窄f /;A.hく &Af?4 

第五章斷惑問答 

0王問ぅて日はく、 

『I者ょ、货衲は佛陀に相見なさいましたか。j 

®『いいえ。J 

王『では^U衲の御師匠榇は、沸陀に相兄なさいましたか0 

雄『いいえ。』 

王rそれでは，隸者よ、佛陀は存在し給はないのですね0J 

I】那先比丘龌七七三紙■裏 

下段农七行以下か窥ffit£ 

ゥ_一Tナ#イ1 
cfi】dlf&. 

へいか fいa*せつ灵？ S 
饵『ですが"陛下よ、陛下は雪山中i:ある ウ ハ—河を御覽になりましたか。j 

壬『ぃぃえ。』 

律rでは"陛下の御父君は、それを御覽になむましたか。』 

王『ぃぃえ。J 

筇『それでは、陛下ょ、そんな河は、彼處に無いQですね0j 

王rたとひ私も私の父も、其を見ないでも，河は彼處にぁbます。』 

fff mMKBf 9sp 
笫五窣斷惑11答 一一五 





§王問ぅて61はく、 
4又じ窄 ぶ0卩 いかtfひしや p S し で 

r尊者よ、佛陀が如何(:無比者であつf:かを"他の者でも知ることが能きますか。j 

t四】那先比icM七七四紙，表 

右Mり初行以：卜‘參照ぜ 
•«ナイツサ 

【31】帝組(Tii。 

難「然ぅです、能きますとも。』 

では"如何してそれが能きますか。j 
へいか 釤かLifかし(s)ナィッサち中545 ぶ八がぅ そ かれ X 

餘r陛下よ、昔の^、 帝M長老といふ文豪があbました"而して彼が遲 

化してから、多くの親霜を閱して居るのです。然るを人人は如何して彼を知ることが能きます沪。』 

王「彼が-rき殘したものt:よりて，知るこiが能きます。』 

雖『陛下よ"丁度その如く，眞邢の何f:るかを知るものは"誰でも、世隸の如何なる御方な〇しかを知 

るこiが能？ます。何せなれば眞理は、世筇によりて敎へられたからであります0』 
なAaど そんじゃ . 

王rlMT ®者よ。J 
本 本 *, 本 本 

王問うて日は<、 

r尊者よ、貴衲U眞理を御覽になbましたか。』 

萬肱.Tよ、漱儕撇弟子は、t陀の虻兑の下に、鲈陀の齔勅を齡じて、漱％の！Tiiを组"んで酽ないの 

でせうか。j 

笫丑牮斷惑問答 七 



阈課彌m陀王問轾 八 
な基技どそんじゃ 

王『善哉、饴者よ。J 

半 本 本 水 本 

gp問うて日は<" 

rgf、gfなぃiL (S1が，？fせぅか。』 

雒『然ぅです、在り得ますとも0』 
それ 

王rでも、TしてSがHますか"S娜を！'げてk®しPさぃ。j 

4陛下ょ"人あb、一 の燈Wか-b此の齡に、したと見4せんに、-は 
た ある6f:てAい すな；i办人ね い 

他力ら"或は他に轉移〔卽ち輪廻〕したと言へますか。j 

王『いいえ、決して言へませぬ。J 

稼『既デょ、丁度その如く、辦虹はなくとも、祀纪はあります0J —^1— 

王『更に實例を遨げて下さい〇 

泰r，ir繁のg、irllf、褽龢rぉ®びgばしたこ4氍rぃ李炉。」 
壬rfです、Mftiiひ參。』 

4では"典の詩；？ii陛下の先生から、陛下へ轉樅〔_ち輪經〕したのですかj 

王『ぃぃぇ,決して然ぅではぁ6ませぬ。』 

しめ 

1六】那先比in鯉七七四紙‘表 

上段右九行以下か穿Mせ 

io 

【七】漢蹕にIt「人死leつ-C 

後、身/I後佌*:隨つて生ぜざ 

Sか」との王肫に對し「人死 

LEつて後*更に新分-V受く* 

故一:身は隨KTJとの®者の 

答か以て初まつて届る〇 



律r陛下ょ、丁度その如く，輪Maなくとも、再生aあれます。J 
なる伝!：%Aaや 

王『善哉、尊者よ。J 

S王問ぅて日は， 

r尊渚ょ、S,一世1:靈魂といふや5なもの*>在りますか。』 

雄「陛下ょ、第一義門から言へば"什麽なものは在りませぬ。j 
な*oKt*をAじや 

王r善哉、#者よ。j 
本 

&lr$ 

【八】那先比丘M七七四紙、表 

上段左又リ五行以下—參照せ 

i 
I九】时鸫は此の問答と次0_ 

答とか一赭IIしたやぅな形に 

なy「_11敕あること無しと 

なすや」4*以、初まy「fMあ 

るこitcljの^の次|:庇|: 

欉果烙MQ#か取げズあS。 

想ふに漢譯の所IB衧ilt"予 

が今ここ1 II譯して班魂と云へ 
ろ腊55<^1孟&0饵課と見る 

方がMffiだらう。 

『尊者よ、此の體から他の體へ、轉移する何者かが在bますか。J 

雅『いいえ、什麽なものは在りませぬ。J 

王『では、苦し然うでしたら、C衆生は〕其の惡業を脫す〇ことは能きますまい。』 

棘『蓊し再生がなければ「然り」です*>/芯し再生が在れば「否な」です。』 

41F、、1©IT8んui鏨せんに"Af黯，羅にsfれる5ぅ2 





壬rt例を擧げて下さい。j 

維F陛下よ、誰炉iだ樹が產出しない果物を、「此處にあ從處1:あi指摘することがきませ 

うか"如何でせう。J 

王『いい良、決して能きませぬ。』 

せぬ。J 
なるair 亡Aじや 

王r善哉、#者よ。j 

豢簧# # # 

(一esitフて印はく、 

r尊渚よ、將に再生せんとするものは"「彼が生れる/rらうj iいふこと 

を知るでせうか。』 

雅『然うです、陛下よ、彼は其を知すOJ 

玉『货例を擧げて下さいM 

萬陛下よ、一農夫こ家主が、地|:種子を時き、雨も程善<辭つたと黻忠せん!:、衝は「飯1が|^ 

るだ&う」といふこ4を知るでせうか。』 

S五寒®惑卵答 1111 

【一S那先比丘総七七四鵪、表 
下段右八行以下ん/參照ぜ 

10 



阈課彌m陀王問糎 ニニ 
し 

王『然うです、彼はそれを知るでせう。j 

難『陛下よ、丁度その如く、將に再生せんとするものは、「彼が生れるだらう」といふことを知るのです〇』 

王r善哉、#若よm 

チ 

{一Sわ5と い 
王問ぅて日はく、 

rず者ょ、tz(s佛陀といふやぅなWが姑しましたか0 

律r然•フです、在しました。j 
王『想若ょ、では、「彼は此處に在り、彼處に在り」と指摘さわ觀ますか。』 

球『陛デょ、世漤は已に般涅槃して、還た他の衝||を贼獻すべき輒ものをも 

殘し給ひませんでした•で"「世—すHに住彼g'に住す」と指搬する 

ことは能きませぬ。J 

王r實例を擧げて下さい。j 

fsJ那先比丘M七七四紙•表 
下段九行以下な參照乜 

CS】瓿踩にU「拖[I泥tilめり 
や無しや/那先剪く「#(:有 

リ」¥以て初生り"次1:「那先 

i、祺ゐ能<我が佛の某處1: 

布マ：とか指示せんや西や」 

一?5:4のpn答iなつ^:居る。 

へい4 犬< 大A K い iiAく.£ い 

#『Mr、此處(:妬fる#の允聞恥黻釦せんに、E;に舻ぇrせた：g燃を.「iiilt銜^ 
して旮 T パか** 

にありJ i指描するこiが能きませぅか、如何でせぅ。』 
そん-Cや そ VXAAを >7 bつt4 

王rいいi、t^-ょ，其の火焰はiriえ失せたのです"滅盡丨たのです〇』 



根本は"C全然斷ち截 wr陛下よ、丁度その如く，世tはBU般涅槃して"還た他の個體を形成すv 

つて、〕何ものをもk!給ひませぬ。世■想は〔已に人nsr9〕最期を%け給ひましたから，「此ぼに在し、 

彼處に在すJ i指摘することは能きないのです。然しながら、陛下よ"世翁の敎體は指摘すること*> 

能きます、何せなれば"狄理は世尊によりて說かれたからであbます。j 

王r善哉、淥者よ。』 



同譯_,3陀王圳鈕 二四 

だい しや5/fAわく 6A^ふ 

第六章斷惑間答 
(l)rjl い 

王問うて日はく、 
亡んじや あなたがたしゆつけ 

『着よ，—SMQAiにも，if漏—2 

雄『いいえ、出家には、身體は至愛ではありませぬ。』 

4では，贵，鹌は！^に#?:斷を歡デ\且つ11にfいてg鋩を撇ひますか。』 

一】那先比丘M七七四紙•衮 
下段左ぶリ肫行以下か參M-tt 

けつ 

#『ち下よ、隊デは、與■場に肌齡して、S：「日、鲥1:なるcででも、粑して允僦を圮ひ僻うたことはあ 

bませんか。J 
ふしr 

主r然うですね、^傷したこ士はありますOJ 
萬呢デょ、什酽な,$には、僻叫r-rnl*を鼢ったう、雕yljつた，.して、搬郁を擗いませんですか。』 

あて 

王『然ぅです、付麽いふ風に"色色な應急の手當を致します0』 

です40 J 

■u『いいえ、笆色i手當を致しますけれども、私はその傷が可—皆いのでiis)bませぬ。手當をfして 

再び肉-:出來olrいいのです。j 



律『陛下よ，出家の人の身體に於けるも、亦た丁度その如くです。彼等は身體に愛著するのでなく，人 

生の正義のためU其を保持するのです*陛下よ"世尊はt或時〕「身！gは僂のやラなものだと獻誨し 

給ひました。で"出家の人は、身體をMること腿物の如く，芄に愛满くしないで保持するのです。何せ 

なれば世尊が、 

「纪瞪UM物の如く、溫冷なる皮配を以て蔽はれ、_ff淨醜穢の汚物、其の九門よ出す。」 
せA甘つf.i 

と寅說む給ぅたからであります。J 
など eAじゃ 

王r善哉、糞者よ。」 

2ゎ1 い 
王問うて日はく、 

そんじや ぶ rf; 
—PI .ふや 美 zl f'i 

r尊卷ょ、佛陀は！切知著であb、又j切の事を豫知f給ひましたか。』 
さいことよちれ淦 

一切の事を豫知L給ひ 枚『然5です"世#は一切知漭たbしのみならす 

ました。』 

王『では、佛陀が紀_の闽以のために"機免の起る每に"始終"戒雜を制定 

し1うたのは"gw-iいふ珊-aですか0 j 

作『陛下よ，世{:は"地-4(:在るだけのi、物を，知悉 > る锊渚が居ませうか。j 

【二一那先比fh經七七五紙、斑 

上段* iりJL行以下か參照乜 

1若 15Q 事 Vi知す/ttt 

らば"事#の起らぬ前から， 

戒^^«:*tLて踨ぃ?:らMか 

りさ，r^tのですのrc味であ 

&o 

第六筇歸惑刖荇 二II 



國課彌蘭咜王卵經 二六 

王r然ぅです、世には然ぅいふ人が居るでせぅこ 

せぅか。j 
かれ や$び おこ と含 <Tfr ^ 

王r彼は、疾病の起つた畤だけ、藥を服ませます0j 

&r r^ffff rp - ^ft - f 

ければ'iを氍しiはなミ§1。v sの"IIに'iじて"l^iQ鬆r 

4辦S、獻歡ょ。j 

§わ*^ い 
王間うて日は. 

A^00pl, ^ 
Jb3^'/Lf J icAt含ftが しゃく ^ f い5f:± 

h§は黃金の如く金色にして、長さ六尺の後光を有し給うたといふこiは、 
しAtjつ 

嚣货であbますか0』 

Lいす 

【四】那先比及經七七四紙_淼 
上段右lyA行以下ル參照过 

3 Iflf 1»«■t4c:-^£ • I 4^, 

肩然ぅです、陛下ょ、世尊は、實に尤觀んたる三十二の#!*?く八十勸の识脫厂をがし、|^ょ齡以 
- *fe^しゃぐ ff*>ラ い5 ^ri I &.*r L-f*くごく.C 今 い5t:M 

1:して、長さ六尺の後光を有し給ひました。』 



王『では、佛陀の兩親も亦/;然うでしたか。J 

律『いいえ"彼等は然うであぃませんでした。』 

w『然らば佛陀はダれなが.らにして，三十二相•八十種好を具し，皮硪は金色にして，六尺の後光を有 

し給うたと云はねばならませぬ。所が、凡そ子たるものは、其母、若くは母方のもの1:似て居るか、 

或は興の父、若くは父方に似て居るか〔孰れか〕です。J 

#r陛下よ、世{:一 百の花瓣を苻する蓮華といふやうなものがあゎますか。』 

王r然うです、在bます。』 

#『では、蓮華は何處に生長しますかこ 

王r蓮a泥中に生じ"水中に於いて立派に花を暌かせます。J 

#『では"蓮華の色香"又は味は"そが生長する所の池の泥土に似て居ますか。』 

王『いい良、決して然うではありませぬM 

4では、其は水に似て居ますかこ 

王fいいえ"然ラでもありませぬ^ 
へ■いか ごi 4>Jひ ちちaa かA さ5が-■>ぎや！^ 

雄『陛下ょ、丁度その如く、縱令その父母は"上に述べた特相好形を荷ちませんでしたけれども"世® 

は其等を有し給ひました。』 

瘀六牮斷窓Hii答 一こセ 



な sme そ AC& 

王r善哉、尊者よ。j 

11八 

£ い 
王問-?て日はく一 

r尊者よ、佛陀は梵行者であ5ましたか。』 

旗！r然です，世筏は奶行氣であ？一<した*>』 

王『尊者よ、では、佛陀は梵天の信渚だつたといふことにな办ますね。』 

雄r陛^-よ"政デは王1を御i也へcfますか。j 
6 ft 

王『有つて居ますともo j 

餘rでは、災の象は苍豫の一:やうな)わめき7iiを谢しますか0J 

王『致します。j 

律「では、彼は茶Eの臣下といふ！！ですか。j 

王『いいえ、然うではありませぬ。j 

tJJL】那光比irM七七四紙• K 

上段泣Iり二行以下4‘參Mせ 

isAtA かくち 

4陛下ょ、梵天1:は€知兰■£<==:が有むませぅか、有らますまいか、抛ぎでせぅ。j 

王『彼に覺智-V有つT居ます。』 

®『では〔陸Tの氣旨に1;^ば〕、!?はli^、^PIhf^t^のi^pでな{てはなりますまい〇 j 



そんじゃ 

壬r善哉、t者よ。』 

* 科 爷 

王問ぅて日はく、 

rs受具は敷美ですか。J 

mr然ぅです、善美です。j 
{e)ぶつf:Sr あN；ひけゆぐ 

平：『でも、"佛陀は交具なさいiしたか、或は受具なさいませんでしたか。』 

4，下ょ、ylu菩檻1T,いて！^要4r給ひました。それが則ち怫 
す ゼそALや9でLL吵 しゃぅがぃ-£;ゅんをく しんぎ 

陀の哽具であbiす。世#はm弟子衆のため，一生涯の遵則として、淸規 

を跳定し&ひました。が、世轉に戒法を授けたものは謙もありませぬ。』 

王ri哉、W著よ。』 

来 荼 * 

•_ ヴパサAXダ:r 
【六】受具(UPI-1SとIt* 

具里戒か受くるの®-U-C•一 

人前の1&となるか調ふ。 

【七J那先比JJ:終七七四紙、K 

下段右ムリ六行以下‘#Mti 

10 
【八】那先比in鸫七七四紙，stt 

下段右iり九行以下4,参照せ 

g王問ぅて&は¢1 

piL?、mlp 斟 1i な i か。』 

け『限ずょ、搬扔の齡ポ&船•酽のために靶泞せらゎ圯つ齚ぃです。が、ぎ者の1は不r汚で且つ涼し 

笫六^斷恣一:答 二九 



阈譯彌W陀疋問餸 
t no 

せい吻や5 ^ P 5 くす.^ $ - 2 3- ? 9 
いのです。で，淸涼士寂靜とは藥になむますけれども、谢齡と紹が■とは_l:'ibませぬ。3 

な5ほどそんyや < b 

玉r善哉、尊者よ。j 

祷 

【九：！哪先此蒜七七四紙、裏 

下段左Iリ八行以下な參照t£ 

5?王問ラて日は<、 

『#者よ情慾ある人-U.情慾を斷せる人との區別は可ですか0』 

雄r陛下よ' 一は緊のためにMせられ、ぎは緊のために■'されなぃ 

のです。j 

平：『#;苕よ、征服されるものと、術服されないものとの配組は術ですか。』 
Jlf;L也* N-_ 一! 

び『一は足ることを知らす、他は足るこiを知るのですJ 

s,f f p V0i 
喰はんと欲し、不味いものは鄕しないやぅですJ 

ff0ipr^ fMaffi 

取つて"其よb起る貪慾を敗みませぬOJ 

王il¥霧よJ 



顏う て日はく、 

『尊若よ、智慧は何處(:住むのですか。J 

饮「何處!:も住みませぬ、陛下よ。』 

王『では、智憩といふやうなものは無いのですねoj 

»『陛下よ、風は何處に住むのですか。』 

王r何處にも住みませぬ、#者よ。』 

球rでは、風といふfフなものは無いのですね0J 
ft各ほど IVAtc- 

壬r善哉、尊者よ。j 

王問うて日は<、 

『尊者よ，貴衲は輪廻といふこiを仰つしやいiすが、をは何ういふf嗽ですか。j 

雜『陛下よ、衆注は-ng-生れて、此處に死し，だ齔に死して，龆祀配かに5ikます。また槪妃に起れ 

て、彼處に死し，彼處に死して"還何處かにダれます。これがザち撕11のf%であbisすoj 

玉『貴例を擧げて下さい0J 

4そは，人が檬果を喰べて、其の種子を地{:投棄する場合のやうなものです"tち其のiヂから復た 

第六琮斷惑問答 ご一二 



阈深谢m陀王n!i鸫 

濛取樹が^えて广貫を總びます。阶くて歡1,||の^1賊は心えませぬ0』 
な^怯1*%Ar や 

_r善哉、尊者よ。j 

H 二 

(5)わ^:と い 
王！一うて日はく ■ 

そんじ-pJst す 省 

升 

『尊者よ"人は如何してis'ぎ去つたこと、又TはMしい现槪}:像たことをg 

ひ起しますか0j 

41st念{:よつてです。』 

CIO】那先比丘M七七四紙、装 

下段衣Xり二行以下か參照t£ 

4されど我濟が思ひ起すの£1’§念にょるのでなく、がにょるのではぁ6ませんか0』 

☆T陛>よ、略下iilt'て或る事！^をなし、それかられrフたことを-®4ひ/glしますか〇! 

王rはい、思ひ起します。』 
へいか 

茗では、—、ふ‘かつたのです2 

壬rいいえ' 和の歡念が齡いのです。』 

仗『，てれならは、降下一一、何,に，；‘观ぎV思ひ艇すQは、歡激によるの‘でなく、；^^jよるのである」 

と仰つしやいiiTかOJ 
そACや 

王 r#哉、ftioj 



へ…王問ぅて日はく、 

「想者ょ、g念は恆に主觀的に起るのですか、又は外界の限示から刺戟 

せられて起るのですか。』 

炸『兩者とも(:です。j 

王『でも、要するに一切の憶念は、Kの起主觀的であつて、人爲的でないではありませんかOJ 

mlTょ、苦f人爲的に扩へられ今7かないとすれば、H藝家は鈀齓•^|&*^# 

なるほど 4Atや 

正『善哉、#者よ。』 

第六窜斷慼興答 一三三 

【二一那先比ir.M七七五紙，表 

上段*IリH行以下を參照ぜ 



ss,^00 rll四 

だい しゃう iirAhくもん^ふ 
第七章斷惑問答 

(3王！！ラて日は， 
そ4じ窄 

『#/者ょ、記®<作用：ajるには鳅船の獻がぁりますかこ 
雄『既Tょ、それには十六ぁ！す。ば、だg觀にfて..：：搬せば、断戀繼. 

§fcp羅^Jc^ri こi?srl^す®A?^、i?sxffこ纟it 
^ A ，ノ ごとIS-あひ C わいJK表4C215 

ひ出し得たるが如き楊合。外部からの援助t;よbて：.…佩せば、生取M!;ぎ 
tl】邵先比丘鸫七七孔紙t表 

上段*ふy十行以下か參照せ 

i 
タツ•シHツタラ 

til J Khujjmura. 

y ほ^- ヌぁ於 ぢゅ，だいじけんいんしT 
性の人に仉人かEえす思ひ起さしむる場合の如き•或る重大な事件の印m 

にょりて……佩せば、斷Wがkの靈Itがを露'し、％Lが船靈 

果を浄たaを記憶するが如き。g欺の眺剩にょりて.Mせば、Mが略阳を配じた斬を!I獻するが邮 

^ 0^0i:::Iせば、A?影をたs.gすき。愆1gの1にf 

..:II、rrL 
然&の色*譬味*觸は、紀く^{然か然沪の概{;麟することを把節する*>啦き^!>街01?|§"の伊紙にょ 

■^て！！例せば、新漱ぼ歡性が七が、1^か--1ひ起さしめられて、0"^5奶斷する辦射の^?き。||を护 



つことによbて.衡せば，慰弧311たは齡齡の弧1:よりておを|!1,©る響^の_气}12挪が辦がによ 

bて……例せば、健忘性の人が再#「嫩ひ起せ，鼠ひ艇せ」i、せがまわ㈤ひられて，撒ひ您さしめら 

れる！き。懸によ^……iせば、が|¥於を■して'斯‘<の兹子のiには、ぎか 

然かの文字がなくてはならぬと知る欺鉍の蚶き。51瓶11よ6て……嫩せぱ，龢淑1のによ 
,*1ぁ6 ご之 あんしょう れい f あん含 afhA 

りて，大數營を勘定する棋合の如き。mlil:よりて……例せば、經文の讀誦者が、階記の熟練によb 

て、許多cの文句：一を記歡するが如き❾挪flによなて…•：眦せば、！^が肜 

.::.嫌せば，,がにkの齡lviせょ」4kひ、icの把gを11 

れい あづ おLな4©み あゴ お冬じt5やいお*3 おこ た^卜 

:::例せば、預けて置ぃた品物を見て、預けた當時の狀態をMひ起す锻合 
の如き。(一S經驗にょ^'て……例せば、人が見た私を！^—、ぎてWいた齡を把齡し、把てぎいだ伊を 

記mし、曾て味った味を記獻f,把て鲰れたgiき獻し、把てした1/かg了。が虮き#射〇ガ 

王よ、これ則ち記憶作用の起る十六秫の道でありますIJ 

王『善哉、尊者よ。』 

t三】十六Mの逍か擧ぐべ九# 

なの«-,事货(1十七繩ん祺げ 

てある◎で•此の中の孰れか 

um かMめXlmian/rな 
a生い〇而して漢譯にII此0 

第十七か缺ぃで焐£6 

脊 关 箦 # 

笫七章陈惑問答 一二五 



000000 六 

Jf てf, 
そAt;中 务なtiがれ ひと ねA あひfrふザん せいくわついとft みやちじゆ力ぞ モ とこみ¢.5 

『尊若よ、a衲等は「縱令人は百年のfill、不善の生活を普んでも、茬f命終£:臨んで、其の心に佛 

に歸依するの一念が起れば•〔其の，功德によりて、〕ぼ！kの：^-再生す」と云はれますが、脫は其を仏 

することが,|谷ぬ。1||袱鹌は「一斯8航の塯仏のーゲ|によ--て、^?は*地贩に配郎す」-41はれ 

ますが、これも私には信^られませぬ。J 

#g下よ、！i和さな杭でも船な <て於一！:齡ぶでせうか、紙•！：でせうM 

王『いいえ"決して浮びませぬoj 

欲『ですが"百輛の石でも"船[:歐めば、水上に浮ぶではありませんか。j 

玉『然うです，よく浮びます。J 

像r今それ善行はぎの如なものです0 j 

-M&st-f-r;.じ £• 

王『善f歎者よM 

K叫J那光比ic轭七七?t紙、琪 

上段泞iり八行以下ん參照乜 

【五】那先比丘鸫七七JL紙、IJ 

下段初行以下な參照せio 

£):?‘]"ぃ 
壬IJ1'ぅて日はく、 

r尊容ょ，贵衲等c出ポの%は、鋭ぞのSA/rsiせぅすか。j 
饮『いい1，努めませぬ。』 



痛 

童 

钃 
il 

王rでは，貴衲等が捨離せぅと努めらるるのは未來の苦1?ですか。』 

:ffr い s>x.。』 

qpr然らば、現在のSc惱ですか。J 

软『さぅでもあbませぬ。1 

王rでは、若L貴衲等の努めて紙離せんとせらるi<古—が、麻’！:も、¥犯i:も"那亂にも紀いとすれ 
ば"其の苦惱は何處(:あるのですか。』 

枕『脱デょ、1下は祀をぉ_ね齡ばすのですか。fのぎ槪を嫩制'すれば、他に斬銳1^の1W船も艇らない 

もの、これ，4^濟がずめて齡黻せんと船するjogです。』 

王『です：^尊者よ、未來の苦惱士いふ如なものが、把把账にありますか。』 

律『いいえ、衲は其を假想す〇のです0 j 

王rでは、货衲等は餘程お悧nな方方ですね。在りもしないものを、術めて撒，せんとせらるるのです 

からOJ 

作『階下ょ、嘗て競^のS王が，に默し、^和として，Wは齡と-て、MSしたものがぁ. 
ましたが。』 

王『在りましたiもJ 
铱七©:斷惑問答 I三t 



■li 

國課彌做陀王！：經 二17C 

Wろ 含づ-'iた ぐんりやぅ4rJCl;•しふちゃく 

F0t SK tsfss 

手なさいましたでせぅね。J 

王『いいえ、其等のものは、前以て準備して居ましたoj 
t 1 k 一:^噌 *»■§かぐ<^5 ス5ぎよt£l 嗲みけ会少〇とラKんし； cixk^lp -o s a 

t『iたB-下は其の時、親ら軍象の調御、騎禺•弓•劍術^の紙！5、或は眾用車の用配を御！aひに 

なりましたか。j 

王『いいえ、其等も前以て修習いたしましたOJ 
&A-%&*1 

软『では、何のためI':お習ひ遊ばしましたかJ 

王『未來の危險を防遏せんがためです0J 

餘『では、未來の危險といふ如なものが、いま^;吃に钯りますかご 

王『いいえ、だが、股は其を假想せねばなりませぬ。』 

萬では、陛下は餘程お悧口な5Jですね、把bもしないものを财配せんi、がノっ®c射あそばすのです 

から。』 

王r更に4げてWさい。j 
，〇 ¥■か かつ iiあひ x^5 A 

球『陳干よ，S下は歡せらcた場がに、H料を撕んとて、井を號”、^K撕り、.5C?は^!犯iili"のli:-r^T 
しゅ 

手なさいましf2か。』 



A&i t iク 3J,Ar/匁 

王『ぃぃ元、其等のもの{.1:、皆前以て準備して置-のです„ 

雒『では、何のために.：___』 

王『そは未來の渴を防がんがためです。J 

球『では、未來の渴といふ，如なものが"いま其處に在りますか。』 

王『いいえ、在biせぬ。』 

錐rでは、陛Fは餘程お%Sな方ですね，在りもしない未來の涡を防がんとて、色色と御苦心なさるの 

ですから。』 

更に實例を擧げて下さい。j 

此に於いて、#教は、人が未來の杌饑を防遏するために、常に稀種の方法を講する例を示された。 

するi,石は〔從ぅ來の〕疑或 1が解決されたとて大變に悦ばれた。 

* 升 

g王問ぅて日はく、 

r尊渚よ、此處から、梵天の世界までの距離は，幾許ですか〇 
a 

t六】那先比丘鸫七七五紙、衷 

下段右ムり十行以下參照。 

微r陛下ょ、*そは大變に遠ぅございます。若し彼處から王殿の如な"大きな岩が落ち來ると假定せば- 
ち5?- まん rlジヤナそくどJU含lit;や5 5 げ〇 ^5 

一#夜，八萬阴千由甸の速度で落ち來ても、地上I':達するには四ヶ月を要するのです。J 

第七ま斷惑間答 I三九 



000000 一四0 

壬.-七すか。■よ，鉛■は「術製を8ん^|が|を&||^はフ*|;配ぃ辦"のが 
げた名iをざ、ぎ！：ばしたgをif gに，giに11:iから爵れLて‘.！^の！^^U 

離〕を什麽に速く飛ぶこiが能きませうぞ〇』 
へいか /い なに <に 

nf陛下よ"陛下は何國でお生れになりましたか。』 

王『«K ーフサンダといふ島があbます%其處が私の生gです0』 

4此處からrラナ：sダまでの距離は幾許ですか。」 

wr約二百由旬です。j 
へいか か勹かしこ 

曾1r窗て■で！！すった裝を、满繼ひifすか。J 
f ^ 

王r思ひ出せますiも〇』 

律「航デょ、巧下はぎノー百—kの酌yを、£|^漱く&びなさいました。j 

下：r善哉、#者ょ。j 

TラサAダ ィンダス 
1七一 AlldaIt印^河の^ 

ui£設 y られたsAksudriu 

Q二と〇 

【八】那先比及經七七苽紙、班 
下段左ムり11行以下4-參照ぜ 

io 

箐 # 
3SI い 王問ぅて日はく， 

『尊者ょ、人ぁ，0;1處(:死して、^^/の肥釈に#?|^すと膨敦し、がた|&?に々ぁ^,、心皆(:心して 



t九一 K — 

カラf, 
1:一〇】^1, 

g迦繼彌羅Sに再生す1假定せば"二人の中、孰れが先に到達するでせラか。_| 

律r兩者とも一e時に到1します0j 

王『實例を擧げて下さい。』 

mr陛下ょ、陛下は何町でお生れになりましたかJ 

正「朕は(一Sカラシといふ把でぎれました。」 

贫r此處からカラシまでの距離は幾許で、又迦濕亂羅までの距離+幾許ありますかOJ 

4此處かちカラシまではへ約二百由句で、迦湿彌羅までは、十二由句ありますL: 

餘Tいま陛下はカラシのことをお考へ遊ばせ。j 

4は、考へました"』 

雄『それでは、迦濕彌羅のことをお考へ遊ばせ。J 

王『は"考へました〇』 

饮「では、陛下は〔二地方中の〕孰れが速くお^Tになりました。J 

王『孰れも同時問內{:考へましたJ 
へいか ち中 ttAXA 3いせい カシユミ1ルZぐ riiiri ちゃ5!:かAf 

№1陛下よ，了度その如く"梵天の世界に再生するには、迦溫彌羅幽に；典生するよりも"長時IIを要す 

るものではあbませぬ。陛下よ、飛んで居た二羽の鳥が、同時刻に、一羽は高い樹の上U下む.、他の 

铢七窀K惑問将 】四产 



四二 0000SS 

1羽は小さな灌木の上に下りたと假定せば/1「肌中の鈮れの||が、漱<,に紀ちるのでせぅかこ 

丑『兩渚の影は、一緖!:地上に落ちます。J 

へいか へいか おf:づ こと4や54-ごと 

»『陛下よ、陛下の御尋ねの事も、丁度その如くであちます0J 

王r善哉、饮漭よ0J 

斧 # 彔 
(EAと い 

王問うて日は• 
【111那先比丘ri七七六紙、丧 

上段*ょり八行以下1參照t£ 

i 

i】«* 0 成分(f 5) 
It古來これか®支i譯してfe 

「翁者よ、一一一#隸の成分-は幾lあbますか。』 

#『七種あbます、大IVよ。J 

王rそれでは人は幾種の細 1憩で覺れますかこ 

饮『人は、一紙の都慈、卽V—V犯现を呢1九する！^の^g」によりて、您 

れます。』 

王『では、何せ智慧に七種あbますか- 

律r陛下よ‘にMめ、？hにもpjiらなぃRで配P-が&りたいと11松すものが％れますか。」 

王『いいえ、決して截れませぬ^ 

4隊fよ、T.歡その邮{、犯M,Jを艱ゼ、るの齡把を齡き' tめJも|では^ 

1Hu一】K现』硏究する！r雜の 
成分(Dhala-vicava-^mbo- 

jiafigelt古來I •れか銀法铤 
支と踩してあ,〇〇 



能？ませぬノー 
な wflts そA15-P 

善哉、#者ょ。J 

升 井*** 

二Sサ，と い 
王問ぅて日はく、 

『忠齡ょ、人』は善業を作して二醌を&るのが大きいですか、又は？e善築を 

fして、殃をぼるのが对きいですか。j 

雄r善業を修してiを得る方が大きいです。』 

w『そは何-フ云ふ理由ですか。j 

をザす船W.ではぁれませぬ。奶1るに善をなす^"は、心にiml^配じi*せぬ。佩促を嫩じませんから、 

その辦S慰た妒き此で妻。S燃たるでますt、Si■いたします。齡齡齡 

敝いたし—|、妒の1&五艦が卷で||。取龈が£ねですから、妒のがにをの遇びを味 

ひます。纪の.51LSSの？i%を味ひますから"安、i立命が能きます0S安心立氣しますから、事物s 
^^ppp^©^TO 

もれて&ても、把し嫩が船を|4_を霰に祖|、九十1組の黯繼卜斅なぃさぅです。 

笫七帘斷茲問搾 一四三 

【：£】那先比正純七七六紙，表 

上段衣iり五行以ドか參照せ 
ia 

tls】 HiiMto U「確Mな气 

安靜なる」够の窳味め5が故 
1:、茲一一は械めてaml:®25 

して1%心立命」1せり0 



_ 

闕禪彌姐陀3;11細 

陛下よ、これ衲が1存rムにして、溫rf丨す。』 

王『善哉，#者よ。』 

四四 

* 
U5わい 

ラ」王問うて日は. 

『常者ょ、意_的(:罪£\ヂ』歡.0ものと、|^繼邮{:^^#?るちのく妒 
いづ つみ お校 

の孰れの罪が、よb大きいですか。』 

4ir ノ itliに囊を£4のgvょムきいです。』 

【R1那先比丘細七七六紙*表 

下段右よリ四行以卞か參Mせ 

不『然らb、5よ'-^濟は無貪g的にS W ^ 0 a ^ ^ ^ ^ 0^ - ~ m ^ ^ ^ ^ ^ 

なむますまい0 g 

所fゎく1よ、备は如何ぉ取召し李か。ぽム？、獻せる齡^£^配めるもの 

王r識らすに瓶んだ氣のW傲がねきいです。』 

4人の？^ぎ在せるも亦た"5の如く、的にi：せる服氣は对きく、f論2になせるMSは？さ 
ラございます^ 

4潑齡、忠歡よ。J 



tl七】那先比Jr,經七七六紙、表 

下段左Xり九行以下か參J!s-t£ 

i 

二ざ王問うて日はく， 

『箱渚ょ、世にはfの身この—，北供盧州、又は梵芡の世界、成は四大 

州の何れかに、行き得るものが在りますか。』 

nTはい、什麽な人が居ますJ 

王rでも、如何して行けますかOJ 

律『陛下ょ、陛下は普て一%或は二k、大地を%び*越し遊ばしたこiを、思ひ出しになりますか〇 

3TS■はい、朕は十二1,ぺます。』 

雄『でも、如何してお飛びになりますか 

王『葙し股の-、bに、彼處まで飛び，さうといふ配念を定むれば、興の決心の瞬則に、股の身體•か輕くな 

るやう1:思はれます0』 

律r陛下よ、神1力を有し、心の自在を得たる比以も、亦楚の如く、彼は機愈に遭遇して決心すれば， 

精神の力で空中を飛ぶことが能きるのであります。』 

王r善哉、#者よ。j 
# 长并资 黄 

访七傘珣惑問答 J 四ii 



阈課彌_陀王問貓 

i王問ぅて日はく、 
XS あなflVね 

f四六 

『尊#ょ、锻衲等は「世(:良さ百由邮が齡がぁる」と：kiiれますが、影にはg：gですら、節さw.g奶 
のものは在bませぬ。然れば何ぅして化麽に斟ぃ齡が把む取ませぅぞ〇』 

MF. F. f 00^fx-i 

んでしたかM 

玉『それは聞きました： 
t ^ PTジヤナぼr,め 9 

锥『では、長さ百由句の骨が在b得る譯ではあbませんか0』 
な；Ri*そ/Lじや 

4善哉"尊者よ。J 

(一九)？H問うて日は<， 

『尊者ょ、貴衲等は「出呼ん赠¥^齡することが版きる」と泛はれますが* 

tlcl那光毖丘！！七七六紙、表 
下段在Iり三行以卞か麥照t£ 

九一那先比Jr.鯉七七六紙，斑 
上段初行以下か參照t£xo 

lifjr:5 c 

眞货に能きますか。j 

stfはい"それは能きますとも。』 

王rでも"如何して能きますか〇』 

離『陛下ょ、陛下は，歡てA-?が艦かくのを、お，き艇ばしたことがあbますか0』 

壬『はい、あります。』 



f『では、把ffeがtl體をIrぐれ[1、把の齡rが、fみは配しませんで一たか*』 

王『然，フです、止みました。』 , 

律『&し〔SQI く〕黯も、气鳘も、％はf1T'pの盤を&なぃが、氣に赢S 

げただけで，賊跟を'^め圭す.ならぱ、虹ずの±^に财て十张に訓縱もぁ'^、尙ほ卸叫禪の位偽に韵達せ 

るものが，%%:で呼吸を制し得ないことがありませ*?ぞ。』 

王『■齡ょ。』 

长 0 关 长 来 

§)sirフて卽はく" 

都ょ、把1:艇とぃふ術|^あ|4すが"^4故に此を衝と糊へ圭すか0』 
i £ .•‘こ 、ヴLkiしほ .ヌて 

#『®rT"ょ、ぜ故なれば其處には水があるだけ_があち、喊があるだけ水が 

あるから、 S-)船と繼rsです。』 
&sfそんぶや 

王『善哉"#者よ。』 

is&うてぼは， 

本 本 本 

PS那先比in綰七七六紙，裘 

上段斿八行以下¥麥照ぜ 

io 

111一 J此S荇tt海の巴利語€ 

1dsk^「黎しい水の)1^態」 

gち^3ド錄+11」(旮！0水と 

見たtのらLい0 

P!一一那先比丘經七七六紙上段 

右iり十行M下か參M-d:io 

『繼齡ょ，瓶7JCIはirk 一％ですか。J 
第七眾斷惑問答 1四七 



n課制-！陀3-:問經 

I何故なれば邦の中の此 

王1:哉、尊渚ょ。j 

王|'«]うて日はく- 

四八 

が- 
たい.Vうなが ぁひだ. かんみ 

太層永い聞經つて®ますから、[rfl一の^味iなつたのです^ 

r尊者よ、極微な物でも把搬することが亂きますか0J 

律『はい、能きますOJ 

I * tんぶゃIS-50 ，ち /I くび なA 
王『では"®密よ、萬物の中で、極微なものは何ですかこ 

4_r、fplftQ^ilvMr_9a;;fii$tla‘li 
あるひeiitf'けいよ5 f し和 ^ • t 

か或は麁炎とかは、物の形容{:過ぎないのです。奴r、智慧で化_し榭ら，—ものは、耐でち射齡さ 
t 力 11itAnvl なA 

れます。而して赞慧を分解し得るものは、何にもあむませぬ〇』 
4'stsど そんじゃ 

王r善哉"尊考よ。』 

(§)“，「と い 
王PSJうて日はく" 

本 

.-3^ (§T1 
41 clloev.Lつおのおa>l-l*TifeAL, おtrtrAe 

与も 本質も#異ひますか，又は本質は同じで、文字のみIふのですか。If 

tfis郝先比丘總七七六紙、® 

上段左iり五行以下參照〇 
ボA + Tチ 

バ>ナ— 
wiFJFrpi. 

ゴ0fa;* 
ビヤA*シヤナ 

看】 
ダAT 

WK1 si—ド 



Is『配T"よ、_配の街.#ぅは耻 1るこ知U慧の特徵は_別することであbます9而して生傷t:は靈 

魂といふやうなものはあbませぬ。J 

王『でも、がし卸駆に11■といふやうなものがなければ"眼を以て形を見、耳を以て聲を聞5，與を以 

てflr^rぎ、苗をルて^,を！inめ、^kを以て觸を感じ、意を以て法を知るものは何ですか1=! 
S せ，Jse LL^* Yつ tHi 二AけA&/I.かくちttec もA.こは すなaめt:-tひ 

若し租称(:#:歡と1異なる靈魂があつて見聞赍知するならば、服の門を打^毀し〔卽ち服の玉を引 
以 0 どぐ%6*そ-J«f:.#lsittぎAよ みAttみ！¢1 5l-^tu 

き故い〕たら"門口が脱くな其處から頭を出して"以前よbも善く見得るでせう。又耳を打ち&し 

たら%のMntが齡くなり、k處Vら厭を出tて〕以前よりも善く聞き得、舌を引き拔いたら*以前よ 
tstrx t Ik 含 Mと いザA4 かAあるひみ こは い W ^ 

りも善く味が掛、觀を切り落したら、以前よりも善く嗅ぎ得、或は身を毀した6，以01]よ〇も^く觸 

を感じ得るでせうか。』 

王『いいえ"然ういふ理由{:は參bませぬ。J 

tsrr妙】らば#1駆の中に、靈魂といふものの，在り得やう箬がないではありませんか。』 
Jt£iit4んC-P 

王r善哉、尊者よ。j 

Jf. 
，いか そAfc 

『陛下ょ，世憨の爲し給ひしこと{:、 

茁七牮膝惑即答 

簧 

むづか a 
の難しい事があbますJ 

3九一那先比ii雜七七六紙、裏 
下段布よ4H行以下# M。 

四九 



S課彌蘭陀壬問縫 f芄〇 

王『それは如何いふ事ですか。』 
か/LくhAよ 4ろちろし<て音じや〜f:い Tなtxしよ.<かくかく n 土 かAルく T ごと さ5ねん かく ごと し含 

作『そは一の感官に依る諸の心的狀態、卽ち觸璺は避の如し、感覺は是の如し"想念は赴の如し、識 

は避の如し、心は是の如しと、明確に決めることです。』 

干；『货例を擧げて下さい。』 

®陛下ょ，Mぁり、允齠に躜みがみ，驴の手に撝膠のFをmて一K2ゲ勤t、刮を脚て"其のが1 

ものありi假定せんに、彼は「こは恒河の水、こはャムナ河の水、こはァチラヮ-ブィー河の水、こは 

サラブー河の水"若くはマヒー河の水」といふ風に，識別することが版きませぅかOJ 

王fそれはとても能きませぬ，#;者よ。』 

し^^ございます。J 

王r善哉、&者よ。J 

{岌〇}そAじやと い 

#者問うて日はく、 

『陛下よ，陛下ii今何時だか御存じですか。J 
rA & 

王B_存じて居ますとも 

* 

1*0L4かう す ち，^か5 10 

いま夜の初更が過ぎて、中更1:なつて居ます 

【3】那先比丘鸫七七六紙、袈 
下段左iyA行以下か參照唸 

10 



で、妲火を點火させました。また四施の旗を揭げ、且つ御使用の品を藏から出して，貴衲(:莲し上げ 

るやぅi:命じました〇 J 

tirしんい 

朝臣日はく、 

『陛下ょ、此の比；^は大變に偉い學者で御座います0』 

不•『然ぅぢゃ、此の！^は非氣に偉ぃ11iぢゃ。粑しfの啦歡なるものが11のM く、！^なるものが1 

の如なものばか^'だつたら、眞现の陶明に、然ぅ長い日間手閲は取るまい。』 
s * ぶ」ヂてV-ほつ ^ あねifつめい 1こ あ；；ひ みごと L Vぐt>い太1 

それ力ら大王は彼か提出した疑問に對して與へられた說明を喜び、m値一一千Mjgの見事な刺鮒の外套 

をiぎS象褽に！？せて、『繁"|"|にこれ&4的八百敲士親1齡するゃぅ||のも 

のに命じます。して又費衲a此の宵迅にあるものを何なり士、漱象に卿れない齡，に纪いてびr< 

さい’脫はそれを布施いたしますjと言つた。するis者は『衲U#活lirGIJ1.はあbませんから、 

船にもftぬじ4へて，ぎ嘉を■された。虹.ぃてぎ影必_けて、『#1ょ^I 

は■が證Kg;s—らないことは摇じてFす。v S撕はぎSrを！^してIreさら 

ねばなりませぬ。卽ち「貨衲は紙を發心させても、脫から何筚の報酬にも预^>なかつた」との世私を 

立て&れる怖があ^whすから、貴衲^Iらを保護し、对「跪が11齋から網松せしめられながら、俯！：の 
L.やtHい 3し%せ^や^'f-おそれ わたしDfbl内‘や3 ふせ りやラ 

謝禮をも差上げなかつた」との世評を立てられる怖がありますから、〔朕の歉意を諒として布施を領 

第七窣斷惑.P!J答 一五 



•:ノ 

』 nLr. 

gfS翊砌陀王刖經 I3L二 
hf;くしli 

こね 

し〕以て脫を保護して下さらねばなりませぬ。jと言つた- 
そんじゃ へいか ご含li->r4:31 ' -I 

するA尊者は『では陛下の御希望通れいたしませぅjと答へられた- 

ぢに把は『isi:Li«に‘入れ—れば、組ゲそのiは鬆で&っても、irさぅに■を 

黏liけるT\lいPQrrでrも、*Iは#詰g?A?駆な藍K 

で おtIJ4!ぐし たす5 て— い 

こiは能きまいとmひます、脫には多數の敵があhますから』と言つた® 

それから那伽船1酋者は、酽k陀Sによりて一啤せられた&iに聯歡してBつたので、肥mを把ち 
窗廷を辭して、其の仙居に歸られた。 

那伽雄那•怒者の辭t-IKられた15で、酽-i,丑は，膨もなく、gsbmx恥じた配Hasじ.iつたか、对 
那版維那尊若の街赌は、當をぽて！3たかを熟乾yれた。配しての配！！ち挺しく、1g:i4iをがて 

に到達された。 

さて，蝌伽：s：那はinvgi妒をbけ，獻5Silを5hにして，鉛配に！谢Wの麟に艇ちれた*す 



るi淝齠！rI?は，m鲥M-r酽Si?をSして％?;しく妒の，繼c起纟、繼眾に祗って， 

『.繁ょ、齡が_矿ぁれからム|^にぉ船ねしたこ1^ゴし、爵8?5んでした。8は齡の 
y tfcr 志らなf:Sかい f 大& ちALいづt:打 けraAA 

iiiiiIH?しかつたか、又ft衲の答解は當を将てMたかを沈Mして"孰れも正fかつたiの結論ャ得ま 

した。』と貧つた◊ずる^>#逝も亦王):向ひ、 
『配すょ：被夜あれから、1Tのお如ねに報して"答へたことを喜んで、夜を明かしました。 

，して！！Ci船Wが！！したことを和：截じて"配1|の敗账'も13く，齡案の提供も當を得て配た.と 

のSSに蛾達しました。』 

4银へた。 
ぎ断v-iの一一馨Wは磬が識しぎf 4SL歡蟲はれねのであ气 

t 

®s斷惑§ 一豊 
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こ5-tfi^iLPt 牡ち 
後世C人人©〕無！：なるがため‘ しよ5しや 甘つtft:ゆん つい Mく i あaf;さキ^rj£fこ 

腿者の說のネ.©1:就て、〔擧徒の肌に：r带論！^らん0 
? » ー ナ—^/セーナ お-^ 

でや：れly"那伽m那^肋づれ_ 
むじゅん 6Aたい ていしゅつ 

矛盾0問題か提叫1て、 
^ - №1 <55みやぅな し厶爷 みち みちし 

®な斷Sて"光明か投げ、in理0逍0,遊知5べにVんJ to 

斤 かいけつ あふ 
其の解決な仰灰、 

1 ほふわぅをLへ亡は5めん 

「法王&敎U多方Mなり" 
せいしつ 

性貧0遒破あり。 

あろひかいLやくて* 
或K解1®的なるわり、 
办$ひを，CH だAb 

或ilrruふれての談話あり- 
*るひ * * *^ASSA 

或uctのの〕极本 

BS0^00 

$ P 

卷の第四 

i 

だい L中5 鈔じゆAをんKふ 

第一章矛盾問答 





阈課嫌概陀王1*1越 I五ナ. 

を大地に信衍するのがるいT鲰sなるが鲥く、ifは一鉍gxliil^Lて15るのですから、赋しに,ず 

VJ信托しても閒違はあ.！：'ませぬJと。 9 

それから彼は：g粑i船に胤紙なglt:11ぃて、lに配を齙けて^はく、 
一^/Lnやしや*障つ ひi さ をし1しょ ャ^ i 

『嚣者ょ、商贷せんと欲する人め、避けねばならぬypj所が、八ヶ斯あbます。gずは史して■什!^ 

i、8齡な鹏ぐSi%氍く^Iぃgiwと、錾sgllrでf 
熗『其等の場所は，商货するに、何の故障がありますか。j 

1iもrれなく？妻ふ繫.gでは、_齡齡5れます。梦影fれば、&をぎ？ 
ix- _Tか X !ろ ぜAい/lf p C2 

て.1SMの〕要點を會得す〇こiか能？ませぬ。風吹i所では、聲が判然いたしませぬ。隱匿の溆所{: 
たちぎ ■u'い ところ. 



觀ir、し献P霧ノs凝にな！す。ぎ9hに， 
「船伊る街を配sirには、■ ?ポ气忘您のgぐiriiQr，繼 

と，msが汜默と、檝の粑の£1場と'i%n術の"地を避けざる可か.rす」 

と言〇てfeb j *-r。J 

王『褽ょ、落を¥|するMぐし製齡なしにするが八湯ぁ1*す。*其の八fは、gに 
ふ f b く* -T ま！rta\ ふ？ け..^"iAふけ £A£>A3r,ひと- |^/..^か4._£1.^む 

耽るもの，惡史に狐るもの、妄<十」祗るもの、做#1:耽るもの、貪#飽くなき人、懶愔漢"一方向き 
の嫩f漢，んび療魂でぁbます。j 

4?&のA?AT(:は、妒i：ぃふ故私がぁ-^f沪。』 
f* .t. tt-よく 脅”fc'しゃ そ あくド だい しゃ そ St»ta4 一一い■ Lや そ 

HlT瓶一都は其のダ慾にょbて、1S二者はKの恧竄にょbて"第三者は其の妄念にょりて、第四岩は其 

て、gLして鄹八勒に齓配にょ-て、'一^Iヂ」酽脫せしめます。此の故に、 

「K-,pと、i®せるf、藍とM く船rh く一誤きのilli、1¢齔 

獻と，虹f八秫のものは、高何なろ適論の腐i者な6」 

と言つてあり去す0』 

钫一摩矛盾^J将 一2L七 



^ r多' 
慾i 
の 
人1; 

そ 
は 
直？ 
にち，こ、 

公f此云_パし 
■:等, 
の九^; 
事£種4 ノ^ 
との^ 
なも， 

の迷f： 
は惑$ 
、の 
氣&人J 
mx i 
じ' 
易？卑& 
< 性!r、 
，漢i. 
心f 士 
動I ， 
搖i貪a 
v mx 
、漢x 
且かと 

る 
な 

し 

2。 

管单 

國課彌做咜壬問鏟 -HI 

駆fデにsを銳すg4ぎの对と'®術の飯に驗を齠すf、ヲをf &にC縱をSす：！齡 
赵飽<な.さの；<^、滞志弱衍の您に〔其を膨す〕穿ん4、ぽむことの挪私な||に〔^|を觀す〕把祗嫩と， 

〔身體に〕瑕疵ぁるが皆に〔'其を¢5こ去ぎ.んく见び紀Qきが獻にg^を船す〕^^とでぁりま 

だいしゆか/i争よせい ひと 

、太酒漢と、去勢の人と 

。若しIIザ1:1妒を！|r‘ 

i言つてあらます。j 

# 普*# 长 
十1 ザ 令1ナtAcp ち fALt^E:ゆく J^f f 

王r那伽犀那尊若ょ、知見Ql步f-熟するに、八賢-がぁ—す。^;の八配4、极ふること， 

名聲を揚ぐること、幾度も問ひ鄙ぬること、赶斯と奶断すること、wyjg街するこく 1 ル新と俗11す 

4こと、博愛の心を養ふこと、圯びiしきLに！ilでぁる。fのgに, 

sl> BhT^ 

高5人と交uり、ぎしき土*也に取する。 



此_九稀〔の原因：一によ' 
1v.r*ちや5 

增長するなり」 

% WA これら し^げんいん&*.5 >• tv A 

て、人は知兌を淸淨にI，此寒C九種の原因Jを有するものは，其の救慈 

士言つてあります。』 

长 # * * 

鑛 
せん4紙するWにとって纪齡邮のi配でぁります。齢かぎ齡を制b衡まtで、脫が生きてる間は、 

0^KTii ^<PMVt^a 0B^ 

r A け0 れやす 

な生徒を得らるる©は、決して容易いことではあhiすまい" 

さて齡師は正しく己を持する生奶(:對して"_師たる二十五の德を充がにがはねばなbませぬ。然 
なに 

らば二十五槪とは抓かとなれば、謂く、敎師は惺に且つ吼邋ひな<、芄の 

生徒を保繅し"監視せねばならぬ'*彼は生徒をして行ふべき事と"行ふ可 
=と L けITし せいと {I)こと けい'fi1ゆ！Tし 

Gざる事とを知らしめねばなbませぬ。敎師は生徒をして事の輕重を知 

らしめねばなbませぬ。m帥は生徒に睡眠と"健康保持法と及び喫してよ 
LJLぐ t つ 

い食物と、喫して惡い食物とに關して敎へねばなbませぬ。彼は又生徙U 

t食咖の〕iiki、布紀として！器のtに入れられたものの分配とを敎へねばなbませぬ。彼U'處 

第1淖矛盾閗答 一五九 

、ゎ<*し 4f:せいと 

【一一 ralu3PJm—uas Jiui_ 

tl-bslxM 譯すれizrn怠®L 

て.l可い取精勵すべさ® 

と‘知らしめねばならぬしと 

安ふ義t£れEt、今は「事® 

輕mj1意譯して跋く0 



^000S00 六〇 

れるな、汝U?必す3進安す”？」とが能‘？ゃぅ」と貧って、时把を斯舰せねばならぬ。銜じ虹把」ボっ 

て作侣としてょい人と、及び往來してょい根幷c#とを知らしめねばならぬ9^?ti衝把と把に！JtT 
rIQAHtL いま a »t 'f ! . ' I ., 

戲論を放縦tてはならぬ。街は苦f劣ggiに娜亂fを见ば、Jl:;l^/rねばならぬ〇槪は燃^^^^ 

くてはなら3。字」決して不5^に配へてはならぬ。槪はgを,把に—、幻邮斬をもgへすにggし 

てはならぬ。彼はK心に生徒をもbのヂと妃妒し二-齡>|®の：^で槪を!一んだ」LIはねばなら气 

彼は一.姑何-せぱ往徒の退步を咖北し得べきか」Airへつつ、封把の紐fに恕加せねばならぬ。 

M Lわ袖を位< せん」と.考へつつ、生徒をLて硏歡の丸gfい^^たらしむるやぅ決心'せねばならぬ〇此ユ 

生徒を愛し、決して；g.ヂ見捨てはならぬ。祀は生纪のために！！さねばならぬことは、船犯でも贼して 

忽せにせず、^:し生徒が處险をIつたら、能？るだけ#後良を，じて，jTfなつてやらねばなら□„ 

翁者ょ、これ則ち敎師3二+五sl.:yy?i子。：^組にW1ぞ、tずQ^L船；j■ゲて^^Jしてp 

kf覉にrて觀がStで？* F說靈のl?l"tgiにrことは酹ピI•:,ぅii 

,s<0^ Sf0f fif0fi 

ならn十糨の德.t叙述してk u {、 
r二j布-:4の佛弟十〇铤婆m ウ、-サカ 

U Jt.ckEo 



Kvil 1 a すなは tzr i— pp dyA ( fp =1C4 嫂^iiふ *v 

r4< 王ょ"世'-優婆塞の十徳があ“そく•卽ち"ft衆J典に沙門©本：：樂を享受するこi❹敎怯を其の 
p.itJ?*..Tふせ.Iw-.ilJt.A二■»#•*< J_%1.^ふt&ftい/><4¢**¢ ^.c *T* T7 

主と仰ぐこi。能5るだけ布施してJtを悦ぶこi。世#の敎法の衰類を見ば、金力を盡tて，丼復興 
じ？IfAしやな ict:やラ 'i L41がいt:U今し 6と ばし 

邪M1を捨離！、慾情を興#せしめす、一生涯、他の導師の許1:走ら 
さい^ 二1Q 
を計るこふ。正鼠を持するこ 

ざること。思想品行(:於いて自らを警戒し保護するこi。平和を愛t"平和を樂むこ^-。猜忌の心な 

く，？？4の!!神を奶て、衆此の和に行かぬこと〇怫法僧〔の三寶〕に歸依すること。大王ょ"これ卽ち 

舣1の^^の十mの！^でkりまして，齡艦Tのがの巾に！一るのです。此の拟に世怒の敎也の霞類 

するをfて、其が〔復興〕繁榮を槊まるるのは、陛下1:とりて"適當でぁり"正當でぁb、且つ相應U 

Cいこiであbます。j 

5 ^ ぶつ！if:い くゃづ つい 

佛陀に對する供養に就て 

虻の啭に酽L丑は，帥の尉Pに俯し，制掌低觀して日はく、 
『術妒骱，忠齡ょ、獻虻が撕鹳を纪けらるるならば、歡は4^寂滅せ-と言ふことは 

fきない。1iは贤敝の物を受用すちのだから、何處かに生きて居て、まだ世冏i結び附いて居なけれ 
ばならない。船ゲて齡、I#11陬鱗-sf<0ものを舻寧？0のは、!！？1でぁが：虎でぁる。若しル 

第一卓ネ爵叫摔 一六！ 

• : 



阈譯鏰m陀王問鸫 
な ぜつれいげだつ 

T1 ■である。何せなれば絕對に艄脫せるものは，供贤をあ紐fない、奶衡しないちのに離して，纪TIB 

は空虚となり、瓣银となるからである」iisつてWます。が、こは3和ハ？3献$_齡ゼす。これ^ 

道の者の、考へ妒る範圍に亂する事彤でなく'S-齡Wの!^をgがす'へ511■であ—子〇㈣U私 
このがみA"たSiを、§F&gJ:F爷t、CI繫Qf Mを裘にrfれょ“tは， 

^ ^ma^00p^f 

ら，供®の享受を抠艇し1-ひました。船んやはEにm谳一Jて、〔三！^ !r - TnMn, 
せい こ<fS八fr<1f0 hi おい な だいわ5 IT I DbimltL 

#の〕*本をit絕し給へるに於てをやです。何也な.れば、大王ょ"』法將た 
Lや&性つ4--A.じや 

る舍利弗猱者が、 

また拒絶し!gはt 
しょぶつ <hjfj 豹 かく^と みらい 為 4たかく 0i 

諸怫は過去i:於いて是の如くなりき"米來に於いても亦是の如くならむ*」 
い を 

i言つて居らるるからで>Q bます。| 

じゆ4'ふ 

5 
fci 

王r那伽雖那潭恭ょ，父は妒の子を聽め、ヂは斯の沿を!rめて职ぃでせぅ。が、そはSPをi#せしめ 
やぅとの立場にあるのではな{、軍-し彼等が胸中®思を言ひ表はす に過ぎますまいCそこで何-つぞ、 



戈つ办いぐは 

説明下さいJ ゃ 

仲t对Siよ、^说は紙Mじ組ひましたから、祀がのt<齡をもfけ歡ひませぬ。縱令如來は人大の供養を 

がほ妮^のfillの抓免奶一Iにょ^'て、meム戴-/到衝せるものに取紙を拂ひ、以て一一一つr勝“たる狀fig 

の船れかにMする？あ1す。？Sょ、^A犯たるガギか&え，而して消えて了つたと暇定せば、乳の 

ぎ粮v乾5f船^狀の觀ぎけrるでせうか。』 , 

午Tl^よ、ガのがが脱えて!.*てすら、私料を受け皆れると皆ふことは能きませぬ。ましてKがCPえて 

nひ、iえな4つた1德v iiして8£筌け&れ&ませ—。』 

棟『では，R趙.ぇrみ、1bして阶えてTiたら、把にはぎれて無くなつたでせうか。』 

W『いいえ、激してぎフでUありませぬ〇紀术は.火の住處であb原素であります。で，火を要する者は 

iパでも、Stoのpiし，P紫をiiしてf f，fて游^^ 

代う仁から、「撕齡を级船しなぃ齡に觀して、撕さるる耐ダは、您歡であむ、無益である」とぃふ外道筇 

のP雛 箬ょ，r 棗？范 vgllff'g は”千1pr る，1 

^<の5®vh;:.i、ちiiひます。isして幻ガ？一ょ、#のがの®賢が故えてぎぇ失せたゃうに、世 
麻5矛®問答 Hell 



阈課彌窳陀王問艟rハ0 

の妒歡を_‘fせぬ。が；がf?、®に11*II4S、pの？^邮し、鶴 
益gしてざ越しふのriIIltすがll、gゲ黯は：i&icて，齧裔齡を數it 

ひませんが、而も故彼等は、如來の如II'J喪珠の獻に®及を網き、肥和の！41のまが！^1によ6て、慰 

S ^0 r^^ur^ 0 00^^ ^5 0 

大I 
益ではありませぬ。 

また此の事に關して、他の霞があ？寻。ガ犯よ、把に黯〉をき、それから彫もなく、w^止 

んだi假定せば"其の風は再び吹き艇されるこiにg您するでせぅか。』 

王『吠き止んで過ぎ去つた風は、1き您されやぅと貧ふ^?'もなければ、飯；||4"あ办ませぬ0#せなれ 

ば、風といふ原素は、無意亂的のものであるからです0J 

離「敗らば、光3E,よ、獻が！^んで瓣 <なづてジても，^ほ船ilaふJPは齡に艇船されませぅか0』 
卜Tいいえ、能きませぬ"翁者よ，^し風は圈扁やs-llg僚で13?せます。 ：！•1 --1! 

f : ^ tf .1tlウ f i. ? l r四一^風捣‘つてt'ffl今 
?tvTfさのfめに困る4のや、熱病〇ために苦しめるA'は、■出してi の1のそnで？'印 



鼠や肅Etrで風を起し、以L暑さを和らげ"熱を鎭め ること*>能きi二す。J 

trでは允Mょ、#4の外道等の立言"〔卽ち〕「受納しない者(:對して"爲さ 
く や5 く nrtょ-1?^^e^f*5 えP/;い 

るる供養は、空虚であり無益である」といふのは、其當を得て思ませぬ。大 

芄ょ11き鲒れるfMlの飢く、妒骷は十千世釈に！Iして、龆T4:&4sf 

ごと せいりやラへい£ &め5 じひ かf ふ 知if;ま せそ八 まれいiじゃくめつ ご？ こA 

作るが如く"淸涼•平和•芳香•微妙の慈悲の風を吹き起L給へる世#も、亦今や寂減して、後有の根 

じ少なふ のバンカと云ふ®M機があつ 

て"天井からrTIり下げられて 

あ50で•我今の«M仕掛の 

飼風概I"印度で(X矢®リバ 

ンカt稱ヘて爝る。 

f ILiはない？ぁ—す。_vA5sfにf f佘如く义f f IS 

餛に恥”t僻んで妒ます。蒙して附¥ねは颭舭tの颭を龄ゲるが鲥く、姐粑の智酆の鉍利® tも、亦三 
颭の断れたる1に繼する於犯でぁす。また齡さに恥み親に船めるVの，ksxは扇風機を以て 

の船を抓らげ、r船を船むることがgrきます。1掀に、私芯よ、如來は•既に妬紙して、何物をも受納 

し給ひませんでも、如來(:向つてなせる行爲は、炔して價値な < 結果なきものではあれませぬ。 

iの新に？、f %sift4。磬ょ、が封f せしめ、kの1は既にf去 

つたi暇定せんに、其の猓は復た起されるこiに同意するでせうか。J 

あつ ねつ 一:んでん 

第I綠矛质P1J答 一六II 



國蹀剁姒陀王間勰 I六六 

壬rいいえ"決して……#者ょ。：g聲は消え失せたのです。そは復た13れやぅと叫|?レなければ、 

gyrlせ2。翁妒の衝はび颭せしめられ、rぎてか&、してs•，たの—, 

然れど、#者ょ、太鼓には音を發tる力があむます。 で、人は誰でも、其音を發5しむる必要があれ 
♦ ちからだ それ 5 4つ そ^^luつ T 

は、力を出して典を打ち、以て其の音を镀せしむるこ士が版きますど 

i■と黠と齡rを！^して、Sr紀r/d—、■群にひました。v三iの蛾I 

を遂げ得る㈤a，fgの配'ために、配配した鞘ではあせぬ。起のが：Sのためにi齡せら 
/ P - 丄4-Cやう=64いこ5rf:今f;つ ぐねA关, にょらい しやセは1じ少 によ4い けうyかい办〇おょ け5 くAちから 

れたる衆生にして、老し成功®達を願Sせば、如來の舍利衩珠と如來の敎■•戒律及び敎訓の九にょ 

-て、離Iを&するこiがrます。■に、譲ょ、紫にilgの歡は，pgKgs 
广 そHC ゆなふf:tけつ く！^ 令iilけ-^く^_ だ tnb5 そ t こ© 

して"其を受納し給ひませんでも，決して察虚でもなく"無結果でもありませぬ。大王ょ、世#は比 

忘.■をifて、「i艦ぼょ、€騎のぅち、pi教の黯は齡 
--を吿げぬ、我等は旣に妒封を5^,^||ふ勒あらむ。されど、航配^ょ， 

«C/L;«J& 
そは然1:あらt我も1逝かば耽が齡等|:和へた60獻|^、奶が奶瞰の 

せいてい (一ivs'vい^v つ もつ&/tfらLLfl*ilAirつ 

ため(:制定したる戒律とを以て、汝等の師主たらしめよ^とHMあそば 

した？t丰。さS;5I4は一一じてな議5れない。ぎ9齢に姑松に鄱する 

1C五】英課大粗_MK0ru 

rJH 

【六一Dhiap 

ギナt 

C七J yhsvr 



皆空虚であ^',無益である」と0外道等の言は，不芘なることが立瞪されるのであります。彼等の立 

言は不正•不實•虎僞•：§倒•邪曲の見にして，#惱の原因とな，苦惱の結果を注み，蹌獄沈淪の路を 

絶る案內者であbます。 

大王よ、歜の事に就て、又他の道，理があり！す*ガLよ、彼の大地は、其の上J諸の稀子を&き附 

けられることに同意して居ませ5か。J 

王rぃぃぇ、®ょ。J 

Itt-fでは、大王よ"興等の種子は、大地の同意を锊すに，i：ぅして根を張り，f汁あり、枝葉ある大木 

iなb、花を睽き，赏を結ぶこiが能き去すか〇 

王r尊客よ、大地は同意は致しませんけれども"而もkは諸のm子の爲に、住處たるぎiをつとめ、 

圯つ歡等が發既の助緲となるのです。；it：4デは，llt;配に^^附けられて组髟，し、：^地の蝌ピ淤て、 

枝葉あ6、花あり、赏ある大木となるのです〇 

偉『では"大王よ"「受納しないものに對する所爲は，空虚であ卜、無益である」と言へる外道等は、 

彼等自らの言語によむて、打ち破られ、打负が,vれ，邪曲なることが立證;vれました®大王よ、如 

來•腿供•正編知も、亦た大地の如く、何ものをも受納！給ひませぬ％諸の種子が、大地の助を借りて、 



I_ 

s課彌m陀玉叫銪 
nAlfA にょらい し卩4N は.^匕ゆ ち U■ぐ/3.*. t ノ<ノ fjfi ru (A-i t4. *F. / かくこ，A はつ VA^A »7 f、】c c c C 略て J 

諸天及び人問は，如來の舍利寶珠と！？Mとにょりて、確削不拔の善根を植袅、2靜虛の幹を以て世の 

慈蔭iなb, 5正敎の液汁を#へ，二〇正義の枝葉をのばf、三)解VCの於をぼかせ、二--)沙門のKを網 
J このゆぶfflf'H’ によらい じやく5 i くやう f 右£にf'い 

ぶ樹となるのです。此故！:、大王よ、如來は寂滅tて，世の供養(:應じ給ひませんけれども、如來に 

對する所爲は、鉗a價値もあゎ、結果もあるのであbます0』 
rtl^ 1 つい i 六 ？サ の Mいわ5 らくだ T&TBttをt 

律『此の事(:就て更に他の道理を述べませぅ。大王ょ，駱駝でも、水牛でも、驢馬でも，羊でも、牡牛 
'af:liAtlrA 奁 か^ti 5ち もやうnラしや5i-5いP 

でも，又は人間でも"其の身體の中(:腽蟲の生中るこ士に同意して居ませぅか。』 
けつ そんじや 

サマ—--rfヴガシダ 

73 ? ma.1」k ml 1K‘ 
ダムマサーラ 

【■/Lwu=rlllinu 
tラ令1力1 

CIS HII1- 
4ムウナイプヴパ 

E H J V jE'mlj hiupphデ 
サI-irAナパ. 5 

【j 一一 J sili 0 fl Itplmr' 

王『いいえ"決して同意しては居ませぬ"#者よ0』 

4では、||のi矿&すに、Tして，PIIW藍し、耐もkの1^ 

を繁殖させますかご 
fxちから 

王rそは業の力によるのです。』 

^0 V*. ^ ^ 0 U 0 ^ ^ f 6 0 w, ^ b 6 

ことも、亦た是の如<、如來の舍利寶珠とぎ膝の加tiよるのです〇 

萬ぎヂ—ヂぎ|¥を^|5。萏ょ、が&の黠に、九十八§|£0のヂ。ことに 

そ4Cや 
主「いいえ，決して同意は致しませぬ> 箱若ょ(じ 



己i 

单rでは，%氣は如何して起ちますか3j 

王「そは槪が纪生に紀いてなせる(§衣正の行爲にょるのです。J 

饮rされど、大王’ょ，ずし前生！i於いてなせる不正の行爲のために"現に此の世でrを受けねばならぬ 

ならば、、此の世又は以前に爲せる善惡の粱にも、K結果がなくてはなbませぬ。fの故に、大王ょ， 
たとひにょらい じゃくめつ それ じゆfcJ;.if 补かち17けつくb 

縱令如来は寂滅fて"其を受納し給ひませんでも"決して無惯値無結果ではありませぬ。J 

律rt斬に就て更に他の道现を述べませぅ。大王ょ、陛下>背て長老舍刺卯に手をかけた夜叉P離陀 

irか，大地に吞却されたことを御聞き及びになわましたかど ^ 

王『はい，聞きました。其は世に名商い話です。j 

律『では"舍利弗尊若は，難陀迦が大地のために移却せられることに同意なさいましたか。j 
王！-#渚ょ、假令，天上人問の世界は打滅ぼされ、日月は地に落ち、諸川の王たる敬彌1は融mしま 

し平り技つちゃ3らう^&じ中5く-&5 かT fいfiャ なぜ かれ すで 

しても、舍利弗長老は、衆生の苦惱を蔻むることに、同意なさる筈はぁりませぬ。何故なれば彼は已 

に瞋恚の情を根絶し、掃蕩して居られたからでぁります。斯の如く42刺弗U，賦恚の根源を悉く洗却し 
もf--.-iひ t の.ijvめ％ 5fe¢£5卜一い ^AgJ 1ii 办asplJ- 

-t 居ましたから、 縱令其生命を黧はんとする者 i: 對してでも、 憤怒の焰を焚せなかつたでせう。』 
だいわ5 6 しや令*1つ だいぢ ヤクシヤ どA客く ■ ど，rい 

律『されど、大王ょ、若し舍利弗が？〔大地のため1:夜叉の呑却せらるることに、〕同意しなかつたなら 

ば，薩陀迦が呑却されたのは、i’iいふ理由でせうか。』 



. ' :■ I _j:.」 

■ 

城碑彌湖陀王問鸫 

王rそは彼が惡業の力によるのです。』 
^■^Jc，ラ 6- し A.e今.b'卜■!!*L.1S I ^£■■£* 14 

饮『大王よ、茬し然らば同意しないものに對する所像と^:も、Wほfつ*，あL 
くHじク むす 

果實を結ぶので*bま 二—!- - £ 一 r * 

t4iいか。ioに、基ょ、sgにMする黎は，？ひIIはiFして、伊黯し！！ひ 

大王ょ、此の人生に&いて、好地から！^%された怎は歡私ですか。齡yはiのSにMて‘S およ あt 
及び遊ばしたことがあbますかど 

王『はぃ、聞きました0』 

難rではお話し下さい0』 

王 r&i£e:JsllAi'%船齡-®1^ ぼと■!す i 

シヤ ナンダ^ 
■，雛陀1 

#rして又"彼锿は誰に唯：を加へましたか^ 
せそAそ でしt-ち 

世尊と乳の弟子達とにです。』 

枚『では、世敢も及び其の弟子忠も、銜等が欲亂せられたることに阳您なさぃましたか 

壬rいいえ、決して：：i 

^00^f . 0pmd. 0 
^J」-J!4L 1 

fチンチヤI 

CIS ciil』. 
tl 六】^^pibuddF 

【I七】K§^ 



律rfの51に，だ政，气奶把に配tる船^!は、配ゲMilが影Mじて，Hを和じ故ひませんでも，辦し 

て！^値でもな一、紀結果でもぁりませぬ〇』 
等忠和術ii5默よ、ゼゃiの船Sなる1i齡は、坑Wによりて善く漱呢せられました。费衲は奥義を明 

邮にしtr嫩を蒙き、撕術をでM'ぃて私Sとなし' if乾を町船S肌％を1iされ--wした。外道のn徒 

搬&の一挪11に肅て 

晏船舻i,紙戴よ、配咿は一瑯1日の舻抗でしたか。J 

萬ギフです、船虻は一舰1另i坑でした。されどmが颭は、齡-1*1邮に/慚陀から離れなかっセ 

^ふSではぁ—せa。髮の一挪1=Sは、ki■にiるのです。で、聲はl?Y齡へば，知 

らんと欲する事は、何事でも知b給ふことが能きました0 

壬8■では、51都よ、？；し齡吧は、新％破！^-よりて、一挪ずを斯られた^'とせば、ゼ知n者で在ったとぃ 

ふことは能きますまい。』 

萬把むよ、配1^は組のままなる一百駄の1を奶しtひ，一駄の慰f似そ六石なりと假定せんに、世!•: 

そのゼ觀の來の幾1あるかを"卽座に呰げ得るものがありませぅか。 

ffi 一3S矛盾問答 一七一 



觸課镧蘭陀正g;總 

鴇ff ?麵r且つsrf 專。f gr駆されてなぃtj—す。T 

け廣く生ひ？七，ぎ髮のp■せる、髮s£をfクデpぃなるgQ、艦<繫しぃ 

遲のiいPぅf丰。f ls_—ためでぁ 
らます。これ則ち机地の、>/意〔の船ijです。 

を得、—のf客，別する初SI がは、rlssllのみでは、黠L'f ?脱芦 

fJJ0 ^2 .pfp<ffri e0 

fればぎの、rl齡gr财て齡pすがムs爲て褽Iベ4gが、がほg 

巨大なる竹の如なもので、gかな把の黑はすのに繫ぃですvそれil一gaffが 
こ，んから办つて虫き出すに胎らます。允&'ょ、これ脈>がが勒二Wでぁゎます。 

二ぽ4かふiせS?—ぬ。碧ょ.&靈r1のがは 

貧麗SIS極？減少f、下五f gぼにrては、grmliおは鬆に戀p、Fなく 



坟わ& f ^ 敁ん办bここ5 せい含 か 一一^3'f 砂^かれら 

働けます。が、それょり上の範園に於いては"心の生起が、ft苦—{且つMヴ御座います。蓋丨彼等 
f>-l ろ げ UA& あ Lp.〜cf*ni*r»(i*t /1?.lcfif№4**? かれら 

の心は、下五品の範_に在^'ては、淸淨透明ですが，そnょh上Uなれば，減さるべき煩惱が"彼等 

の心中に、尙ほtするからであります。そは五節までは奇麗に滑かな幹で、それから上は"枝が互に 
か4 fふんらAf-け ♦ ひ t： やう 言toは寺ftい えだ みき ぶぶA亡や'rひ 

交錯紛亂せる竹を〔切って〕曳き出す如なも0です。卽ち奇腿な枝のなぃ幹の部分は、容易く也き中り 
すなaだい ち LA 

れ則ち第三地の心 出せますが、枝と枝との交錯せる上の方は、位き出すに仲仲溶易であ6ませぬ。 

意〔の狀菔〕であります。 

1四地の心ぎCの狀配〕は、第三地のそれから配別せねばなbませぬ。大么ょ、下=|の五種の結〔卽 

ち煩悩〕を，蚤く捨離せるド還果の人の思考力は、十際の處まででじ、歡易く迎動を起丨、苦もなく阪 

_しますが、それからPになれば、ぎ動が甫：苦し<なり、活動が鈍ぅ御座います。蓋L被誶の心意は 

十階の處までは"無垢淸淨1eあ〇ますが，それから上の地に於ては"まだ滅びざる煩惱が、&等の心 

队に存するからであります。そは十斷までは奇鹿なぎで、それから上は枝が"互に交錯亂亂せるWを 

〔ずて〕f f Hなものです。iHlttlHでは、rtf 4V iら 

粼五船の鉍kの擗&ぃは，餛四舻のそれから餒呢せねばなbませぬ。大筘よ、阿羅淡果の人は諸m 

rにぎき、飢斯故にMSL、諸敷Sfに斷じ、生に住して所作已に辨じ"f游を卸L、自刹を速# L、 

第^VX*一£ 問答 七三 



阐緙细跆陀王 

彼等SS、聲1r齡iにfは、iFgglし、fなく藍い4が、glI<に聯ては- 

その-連動が®苦しく>活動が嫩ぅ撕既ぃます。歡し銜ぎは私るg奶に财ては、gtに〕！^ggf 

えた枝を悉く^'去つたをなも？す。齡らかですから，^Iも？！fきTkせる 
し、又魅れS周S:一氣にからみ狀—せぬ。これ船V飯五ずの松貪S紙齡jでぁります- 

第六地の心意一;の肥®は，撕五地のそれから㈤撕せねばなりませぬ〇 %起よ、齡媒の一?よ、1; 

らc^r域内に於ぃては、新Hく.亂剛を私{、1もな <甜紙します。が、それよb^の一取7tたる肌脱 

のぼ域に於ては，運動が通-苦しく、甜抓が雛リ御配ぃます。節し似等fいの船KEI把ぃては、！！■、rヂ 

J' 

肩盘に渡ハifすが、深く廣ぐして歡配なき、取^Tる：^配の谢-!?_土，：」'^价___齡して^^ハ 

立し、其を渡らんIへするg\風が^T-ぃHなものです。％:，なれば！：tSiSV4赋にはれつこにな 

つて居まt*か，大海+旗大無1ですか&,齡るに轵rでないからです。これす%ち：i六舻の、fl^t於 



態〕であ6ます众 

艇七^Iのが！^〔の紙慰jは、說六fのをれから皆lrせねばなbませぬ。•丸^hよ、自覺费他#打0滿の 

撕;,*?は一舰ずぜ奶し、十加を^t\し、四瓣私把を歡し，十八.不h<斟をルし、無邊の勝者にして、無礙の 

fを^:つて1ひます。槪|0?のか^51舰處じ歉て、容易く運1を私.し、.苦も.な<舰けますーガ石よ， 

1s くず，11?、燃％にして、SSにふもなく、！^せぬ梨が，Lかれたと假見せられ 

f^sff sff. 

,||.か繼し、デ#0^れ1が繼？；。』 , 
主rぃぃぇ、肥して辦ぅではあせぬ、纪歡よ。4がなれば獻抛は船紙ですし、投齡は善<鍛へてあ 

ちますし、射手は極めて强力であるからです。」 

雄『知怒よ、奶肥Qfcrの艇ポにして、rもなし娜^なすことも、丁度それと同じであ-^ます。何故な 

れば齡皆の5kは、一挪®i纪ぃて、ぎ紙齡1^あるからです。これ船^^七がの”^S把Kであ 

笫一窜矛&E啓 I七五 



闕課彌谰陀王™fti一-t山、 

mしてK等の奇趿(:は、說B;Jrされぼる穿叱がぁるのではぁ^ませぬ0 51二%赶ょ、财奶のが||气 
tゐflく-#*r •や5■JKA-tf含 ぐ 1.14^av—% 

⑽度“？、■1“た"、分析し？、區rたふるこ-は；％!せぬ。ぎせなれふgの1"はg 

siに趟t、而して梁が知らんと欲？ものを、奶でも知1ふのはにょるからです。さ 

の一切S、人が一Sの手に&てるものをああにgし、^gぃた2でPI—、繫gに 

にぁ4物篡みs、fはiぢた1熟き、gぃた1,|£ぢ'繫1ばしたgをぎげ、ぎげたね 

するものを知？账も、；iも觀は■しgはでも二pでなぃ？はぁ！せぬ。』 

,2.けVこ6、识®rlt那fj把ょ、厳は〔不呢Sなもmを〕Stせんが獄に^ ^ 

A/，鬅ti4いks製;にgiぃました。mに霧がひの歡以、gにず 

WたもSIS、范1gfegr南をざ ' 銳sg，にすぶったと齡せんに，一、 

の甯奈は、時簡外sf物を有たなかったがS、1^一だ断歡だ^412って〒ぃでせぅか。」 



邐 

王Tいいえ、肥して肥|ぅは貧へ圭せぬ"^者ょ。轉^帮正め背廷」でも，時側外には，3來合ひの食物 

の無いことがあ6ます0況んや菥通人の家に於いてをやです。』 

»『ガ趑ょ、1粑01舰妒た鋇の虬のみが似觀で、返照遊ばせば、舭らんと欲f給ふもの 
£7w しnま で ^ ^ Rs m こ#:<さ八 くれtつ #- そtくわnつ 

は、，何でも知ゎ從ふこiが能きます。大PHよ"此處(:澤1.1[の果實のなつた樹fsb"其の樹は果實の 

胞のS叱のため"i處(:も此處じも、美枝を垂れて屈るが"その果货が一つも蒗ちて厨ないと假定せ 

ば、把SMT封ぎIでて&なぃ45iSで、KHSの4§」fiぃでTか。』 

人は苏を落して、喰べたいUけ喰べて可いからであります。』 

ftffh 

のは,何でも知む給ふことが能きるのであります。』 

く" M來の智筵も亦た直に返照-伴つて起bます。j 

1rと i<ぜ今 ひつ大5 fんせう あ€: S 

渚なる rぜ信じます0』 

mi-ftrw 叫 ii 七七 



國譯彌幽陀W問fe 

ド?1プ：pl.Llつ.けVふマ t 

I七八 

提婆は！igに职£„れたるか 

wrgTIT■ょ，一が褽に黯Iを！^しましたか。』 

IP 80. Jf $^0&00i 

尊に隨？世をf 1.¢した。そこで擧に⑽ssss2しgばした？す。』 

王『けれども、此鼠A^のS、款Mの1;把嫩をSしたものは、^I歡4で 
はありませんか0 

虹すこ士は能きませぬ。それを敢てし^;るものは、把断のhJにfぎする岛 

具以上の有能の比丘でなければなりませぬ。」 

萆把賢なせる都は、加1:なる齡船をぞけ專か。』 

饮r一韻の長きに瓦りて、する〔齡〕霸をぞけねばな—せぬ。」 

0Kt fff7, 
士を豫知f一給ひましf:か。j 

1nA】^rddJVIU 

? iT3Cルツダ 【一^Anmiddhu. 
S1ナaダ 

【tls Anatur 
fr 

DM一 J?』f 
キムビラ 

【sl Kimljir- 

ザ—ザダダタ tHJ Desdsa. 
*>W17 

冨】tTlii* 



#raい、虻尊は其を知りrひました。J ノ 5しゅ！ く 。 Sらt 5全11? 

王「ですが、配歡ょ、ずしぎ，？でしたら「撕陀+1规衆生の苦を拔き、彼等に樂を興.へ給ふ慈悲卜1 

の■き裘である」との■は、影でなければな！せぬ‘し然ぅでなぐ、卽t提婆達多が入 

Sの歡、のsに财て、把atjをMすべきを豫知しぼふこと•かfgきなかったとすれば、世尊一切知U 

であっ？1stには1!せ3。これ益4潔にP2黏.S?。何-か此©縫れた絲 

F」i?、P.Sをi痛してmひたぃ0 si_-繼のHな矿智のfにf 

ますから，がぎぺっ鑤3が||£ら.^さぃ。』 

球『把むょ、f齡Uぼ！^剛傲ががに記みm谢贺を55し&ひました。世歡が、提婆速多の^0業にc惡'j 

街をぎね、船敗の斟きにHりてMbなく，ぎ獄からぎ觀に隱ちて、如何に悲痛^'赫なに逢はな 

ければならaかを",し齡ひ乞Sは"皆なる〕，，&と、;を知1する智■とを以て、 

1iず漱がの撕和が紀紀を、船則あそばした啦であります。而して世^:;U、取婆達多の無期のn耶ご業報 

も，股|だ奶の獻の齡に前斯となり、槪が亂がの门惡^_ょ*^ギする选_も、亦その爲めに軔減せ.らる 

•へきであるv纪し1にして紫齡しなければ、繫の嚷S黯の斟r〔®〕fM1 

であらぅとぃふことを齡ひ乞た。Mょ、f subsひましたから、慈^餘り，電 

¥多の黠AIを^しiばしSであ！す。j 

解I章矛®問答 一七.^ 



H3鞞彌_!?£屯問fe 

つ苦痛を與へて、然，。後快％を乳へ阶ふ？すね。』 

^0^1 f. 00K^ff01 s 
0i f£f. 

fm^ff fwffhi 

Ay . fffmfli fpff 

i0§lsfim^ 10t0fl 
段を採用あそばしたのであります。 

^u,00t p' fs^fi 0 
^ 

劫s閲、蠢に沈淪す？、IPにgBf把すこふにょ名、fはc.lr.rぎがノの 



る&能の&踅によ办て"fiが受くベ5嚴苦を輕からしめ給ひました。 

妃丑ょ、iせばm鼢の一iTを识て、®!妬P繼tしむるがiく、恥與^ 
00B0KT 

めに、罪惡を犯した布罪者といふことが能きませうか。』 

王『いいえ、決しT然うは言へませぬ、#者よ"世霧(:は微塵ほどの過失もありませぬ。』 
/;い*>5 へいか せ.w VIザダ2 し1¢つけにふ？ ？ わ4 ?り k :し*VいG 

铱『それでは"大王よ、陛下は、世.#が提婆達多の出家入道を許し給うた道理を、十分(:了解し"承52 

なさらねばなちませぬ。 

^sf0B^S 
1f n いそ わ5-1へ*r:へいか § Iほう ff-afど {レずT お？ 

盜贼を補へ、念いで王の前-來り、「陛下、此奴は太い泥棒で御座います。何うぞ陛下か和错とmし沿 

^0Kmcp0^0 
れて！pき、H韵を奶れ」と4じた。そこでん人は王の也に隨i、孤皆の方に其の泥棒を連れて參bま 

した。船るに豫て王に近侍する商位の人で-資產もあむ"名紫も萵く、言として聽沪れ'—なき勢力 

1rか"槪を一把してm僻が歡にぅたれ、^^阳つて「ぉぃ?4|等止せょ*其奴の首を切ってぉ前等 

第一窣矛爵P3答 一八一 



f 
031ぺ«.:<に -，sへ7 - -:\.Y - ' . r、，：„:9)-: 

_ 
阈課彌m陀王問M一八一一 

は善ぃやぅに？ろふから」45tsで、公はぎi •製のにMし乞？M4せ 
んに、gl,にi僻じたkの2怎、繼のために蹵で？か。』 

王r#lょ、齡m:11けた？す。』 . 

けjさ“と.其のVI*人は、泥棒：^手か2jを价られた時、^^を配じましたか.ら、船ぼを！!ゲては奶ますま 

いか。』 
そん(5-P£巧|2， 洳气12くつう1;ごふ1:参、 、rL* > > どる！S5 つう aごふt: 

ませぬ。』 

l!smし召しで、製賢にgBISIeしiばした？ぁ，，ます。 

大王ょ、斯くてipの齡は黠されました。船4れば觀Pは齡pfにf 

t^$rMsfx - wof £?' ^ 
L* At ha ? —fl 

tc 

陀に歸依し奉る- 
rtr'らいせ 含龙〇 ちか 

言つて、來世の歸佛を替つたからであります< 

# 

Kいわd ► & へいか このカルバ 含 

大王ょ、f陛下V此劫波を六期にぉtに？主Aば‘き雲；^ !のだ 
ゆ*」 そ©ilb*t し,^ t ク fc l -, 

Pしまし/:qは、M第一期の終末であ6ました。それからrはぎの五期の晒vl^tfの；！^Tr^iしみ船ん 



I ' I . - Lfl.i 
だ後放釋されて、ァ ッ-Kィサッラ"*J稱する支iなるのであb す。W 

王r那伽軋，说者よ、船，來が提婆遂多に御惠み遊ばした賜阶は过に偉大なものでぁります。j 

;されど"大王よ"提婆逮多は敎脚の中に分裂を起し、地獄の苦を成受しましたから，世您の處Sが 

誤つて居たのではあ6ますまいか。』 

壬『いいえ，然ぅではありませぬ。そは提婆達多の肖粟n得です。被が苦を輕減さして下さつた世尊U 
なんら ウみ 

は、何等の罪もありませぬ。j 

尊『では，大Lよ，陛下は、世®が提婆遝多に出家入道をお許—遊ばしたi曲を御承認なさいませ。 

大王よ"此の外更に"如來が提婆達多の出家入道をお許し遊ばした现由がぁ〇ます。だilに或人が 

負傷して血まみれになり、船の中には其の傷を招いた兇器が、まだmつて居て、，敗せる1のil氣は 
2 右 へA くわ しや？5 や器 XCP ふ4 六A皆 たA女 套ぷA.れんがふ < ? 

#-をつき、絶えず變化する症候と、陽氣の變化i"風氣，短氣•痰鉍の三の氣分の聯合によりて、苦痛 
tiAii八ま*£一あひr:やw-1>(/ipい 含AAtp■今しづ もくX旁 -Botf 贄 f す名ビつよ 

は段段增して思0垛合に"上手な外科髒が來て、炎症を鎭めんとの目的を以て、ざらざらす0銳く强 

いi戟性の！e藥を貼つたので"炎症は去り、傷は網まなくなつた。そこで霞士は、刺胳針‘をS-て、11 

中に刺し込み"衆性的の藥品を以て其を燒き、燠灼<てから、亞爾加r性の4液を以て洗ひ、傷を紀取 

せしむるため一稀の，藥を逾bました。かくて齡齡：於治したと靶？4せば、封怒よ、1歜は嫩I 

の心を以て、是の如く脅藥を貼り、刺齡針を刺t込み’苛性の棒を以て既灼し、鹽水を以てggした 

第一缗矛桥問答 八三 



國課彌繭陀王間辘 一八® 

のでせうか。』 

に、其等の手當を施したのであります0J 
■^Ij や iy^fr/vlj^l -I^L : •へJf:"' —o-、Lw 

處置を誤つた有罪者ではあ.^ますまいか。j 

と言へませうぞ。親切を込めて系した落の窜は、gに苑の齡祖ど齡います。』 

竦r大王よ、#f亦たrs如く、慈蒲你を！！れ、ぎ船を㈣漱せしめんがため、歡ぎ影の照1 

入道をお許し遊ばしたのであります。 

大王よ、此の爪Mlに、ffi;サが他婆影の；^をぉ4:1し齡ばした穿*；gがぁりますO??、船5し 

t^u. mfK^P0uff f^sks<f,0 
き、s間、旮血は齡C出たV fにがvsiはrた。禁よ、isA^gispiて、r 

施し§1。若しf ggrpなかった—ば，f f Fだf♦れませ气齡1/_? 



ぅな苦痛を見たかも知れiせぬ 

名舡葑ょ、：g耙も妒た戢の树く，,11のぁぎダの,^靶狐せんが|:め(:，齡が郎ぢんぎ¥ 

お！Sし1ばしたのです。把し妯來が、撒婆達多の入道をお許し(:なbませんでしたら"彼は數千百劫 
あひ^LB 亨かtAかt:f-くく な 

の阢'生を代へ身を代へて、地獄の苦を嘗めたでせぅ。』 

王『妒うですァよ。M和は提響iデが聯ご逆って®itビ即け、f水のため[:押し流されつつあつ/;の 
f fr-4- ，: t にt **■(!*みつ&A5ちは&ii iど *2 ダJ*/ダツ^みち しじ 

をiき鼠さしめ給ひました。妣來は密林の中に這入_り込んで、途惑ひして居た提婆達多(:、路を指示 
たま Mよilt*ド又WいVウベ含 お ギ*1/ダブ々fiしかあしJ5-あお 卜^^ 

し給ひました。妯來は斷湛絕壁から落ちつつあつた提婆31多(:、確な足場をぉ良へ1:な卜ました如 
にょらいffAf)*いVつべ含 お 

…：；J 

机は漱_!3の獄-扣組せんとしてぽた配婆违多に、和和を恢復せしめ給ひました0されど、笾漭ょ、此 
ねま そAじや 

f1プサン肩 ぢLA 
吠三多羅の地震 

王『術i船哪11齡ょ、世翁は"i「比丘衆ょ，大地适の遠近の原因に八報ぁと仰せられました。此 
4»んち< Esc こ じよじゆつすベ ぬみひ rベ &• 1 

は含蓄ある叙述であります。此の叙述は〔都ての場合を盡して居圭す力ら〕 

おほ これ 

蜥13の餘地なく、註解を加ふることは能きませぬ。だから地gl;l:は第九の 

■配亂のある歡はありませぬ。若し®九の原因が；3あぅましたら、世#は必 
第一筚矛盾E答 一八E 

tiTfl*い <u < しん Ktr* 
1111一巴利£s大 

三"及び同總英踩i：丑KJ:川 

プ0 



國蹕彌蘭陀王网纊 -Ac 

らす其をぉ說きぎした曾です。gもf说のgを影しgはざらしは、〔八gの狀に〕fの祗gがない 

fしゅ 怯か ^ ^tfん ノ4^i . J 

を聞き’〔一<§^の外に〕第九の原斷の存す•へきことを衝がしぎます。よ、！jしHのが八船に 

fられて居ますなら、暂磬が装ぎを^に盔がぎび鬍しfいふ®は顔であ 

!せぅ。若し又それが事t冬れば、1動の靈に八勸ありといふ議は_でありませぅふの 

-ゅ进S'疑^は極めて煩蛾であ.^、解肌こ繼き、If一なgp;?して！^ます二撕の^:&默でなけれ 

•^.pip^yj-ir^Ay^ifつ^i?* f f • .，£.I— 
か『大王よ44尊の敎說中に、降>が中お述べ齡ばした如なことのあるのもぎ^ですし、幻％ヨお_穿对 

王が大布施—んだ時、大地が七sgiしたこが，そは繼れの^jし^4 K 

で，八科..备通的^^の中に含まれないから、普私的®助の一として、船へSはなかったのであ-^ま 

す。大王よ，世間一槪のmrものに、配斯の1、影3g、把びァ— Tラ、PTヴハi 
月の雨と1iあ！す。而してfこれ器に■がrば、1i船れのitて、Sのgといふ 

雨の中には、數へないT?のです。_よ，，.；ャirrlれgるmは五百もあ！音 
-R，}Sも極河•ヤムナ•アチラブティー•サラブiマヒー •良^-'•サラスヴティ！，エート-フヴタィ！ギ1 

タムt —及びチャンダパーガの十虻だけを，祇の歡の扣-齡へ、fは齡れに^gvあるので、献iが 



孤二 
大;ミ立二 
避特f 
上m 
，の 
陸;：出で 
下力.來令 
は事i 
'で 
勝ます 
者忐か 
卽1ら 
tytl 
佛ミ八 
陀だ原ズ 
の因5； 
敎tの 
にへ中I 
於ふに 
い算言 
てへ 
誓Sな 
願Sい 
をんの 
起？で 
し b 
' h 

m% i 
世ぜす 
の 〇 
樂之 
を 
享^ 

< 

る 
も 
の 
の 
名c 
mz 
は 

諸t 
天I 
の 

ふも©の¢1(:齡へられない抓なものです。ガ书よ，齡frxiivのTJには"百二百のm郷•かrますが，齡 

をi&製として懸いふは傲その1にいれないtなも？す。鍪よ、此等の—に於けるが 

i く、wfliが把妒r-lmた4汜1がゼたび獻龈し 

世界にまでも，逆したこiをお聞？及びですか。J 

そ めいせいtitA せかい れつ&なつ£ifc*ひ 

其の名聲"諸天の世界[:圭でも達したものに、七の埸合があbます』 

雄『然ぅいふことをした人達は誰ですか。』 
そ <ep け1んせいず5に4fli54八{:<(二£ 

Hr®:者よ、そは華蔓製造人の スマナと、■羅[n]族の 丨力•サータ 

^ LC 9 腐ひが—ブンナi'編(二S ;カーi Tパ1フの破な 

スマナ 【s】 Sumaniu 
H -1カサ1«力 

3S wlca■虱tiiksr 

ブAナ 
5八】Mc>'か*^* 

Tva^ll 

s&Mat— 

fパ-， 
【glc:opBLF 

スツビヤ1 
011】u's,- 

ゾンナ1 

1一 J PUI}-g.. 

る編i、ビ了と、；^纖ぢ言ブンナー、鋁は、f i暮L— 
これら に4Lや lf<v r^-#v 5. せいぐわA 

をなL\其の秕i、g%の黝にまでも達しまし2 

萬磬ょ、^1、纪の磁にして、耐も三十三の靈に斯った歡のこと£聞きがびですか9』 

转一访チw^l按 1 fNb 



J八八 
阈課彌M陀丑训M 

王rはい、，さました。』 
それ4ひとだちCれ 

fstr其等の人達は誰ですか0』 

王r霧I _グツタィラと_ T 71ナ13と_ r f 
If- ■ ^ ， * 『： •； y一三 

?s光榮S難かしぃ行ひをして、A5SIの|モ三十三の靈に#£りました。』 
fれど，靈ょ、隊はれた1V■は摩f秦ぃてこぎ藍於、1 

の愆動したこiをお聞き及びですか。』 

m!0 > / , $ .こ に八しャ 
ンターター王と、此の四人者は、 

t 
巫rいいえ、聞いたことはあ.〇ませぬ0』 

wr大王ょ、私も亦た慰の抓くです*たiひ！^■を！：gし、■の黯 

i\聽郎i、暗誦と、mm子たる^嫩の齡衝^J?f仏し、J:*っ^の配r^t:纪 
〇ドか」、んミ i し‘1ノ偉 

グブナ4-> 
sou GstiF 

I »，サtゼiTナ ID?aH;CLE:-p 
asKS 

sw】 Maruls, 

t4Ii l かr&L ,7-- : p tr :----1» 

45び:1f問宣つ雷に答へん： 4取fましたけれく望爵rfef f 
合の外、未だ曾てS如きこi—い？4ぁ！せぬ。ぎそれぎ證とのp;r 

M數千羣S隔がぁ！すV gも把の—、ぎ如き落sgつたこと一^!せぬ。_ょ、 
允f る'3iいふこ銷麥獻離ではSIT%!せぬ〇游が繼ぎ，Mtひ脆炉される 

^a' M,0^^^^b1^ 

車に過重—物をrすれミf pk‘げて、gf ?fつにr,?ミ-®—。擊_ 



架が、船のtLめにずひ谢られる如がflftで衝はれ，漱が5ぎへる雨-出のW荷に塊へJj3ね、旋晛の襲除ぃ 

す，，て'紀粼一fる莆を俨て、咐び桕ふやぅなものです。允筘よ，知fも亦た迟の如く、を！W羅大W 

の装ぎの、■なPと、g<TMれるs槪sとを、おへきれすに—4して^ひiぃたので 

す。kr 4ば製麥禁处浴'伊も5せt獻にもS—、％し%—、iにもSせt 

齡則にも把せ中、雛齡にも把せす、皆ぼ暇雛にも妇せ中、;-%小足-」4'^せ中，赋紀碰にのみ住し， 

「船抛かを齩粑するもの、妃び趑だがbざる粼をして、'ti粑了〇ものを取\充足飽滿せし 

めやぅ」と歡がへつつ、lrな <紀矿し、肥て!!：：^45んじて&たからで4ます。大王よ，彼はぎ己* 
Dせパせつ1くいし1;い今lilrbr;> しAじつしや3じや今と，^ しゅ じ&うたい 亡 〇二^すAち*rJ户 

寂靜ふ擊S制•節慾•意志の€2由4和•慈f-E實•淸淨等の十種の狀態に、Kの心をW注してKま 
2ぃづ5 かれ fつr:どivつt含iAT fci こ，>aLやり みらいせいく-lつ あい饤やくしんヤいふく irl*cj 

した。大王よ、彼は全く動物的慾敦の滿足を求ひる心を松離t、未來生活の费著心を征服して猫直 

藍碑にs?、SSせんこ泰索？&ました。％芯ょ'はgLぎ，SるゲSは、芦& 
-%てて、iぶの獻に|?&ま#。1の^^伊にせば1黯费繇，黯.齡す鬆以ら 

しめ齔るか」とぃふ船1rにのみ船汩されて剧ました。如1sよ、齡が一偏の所杭物を布施しましたのは、 
じIいぐ>*m さいせh«Tいaラ Aa气し窄うえ 

自分が紙華の身分1:再生せんがためでもなく、財寶を得んがためでもなく、報賞を得んがためでもな 
; こ へ34 みづか%1の.ち***か*r■音 &/*ち A 

く，他に媚び諮はんがためでもなく、白ら©命を蛋からしめん*>ためでもなく、商贵の門地を得んが 

ためでもなく、^一福を得んがためでもなく，權力を得んがためでもなく，名#を得んがためでもなく， 

第一«矛稗M答 |八九 



LそAUか IAIO 

^ - f ^ ff 00^ 

frf^p.^fx ffffi. 

「予は』がデ？ヂャ—リも、霞把—ヵン丁も、於％纪■§マッディ1もぎて 

>1 ツサ^-4T5ffwh5 、3|\し耄1> k -0- 

|\吹|羅4王は)|の；<に獻っに觳を撕てし、»ちにきっに幫1てし%衝 

て、ただ菩提のため〔siは—は；fき 

デ——-? §ねrd:r :¥p 4 ■二人？か 

, :i人 
Sに勝つに施與を以てし、廬5^きに膨つに寥を似て_.、一挪の^_|| 

に脉つに正善，をてせられました。*ぼして藍ど磬し、盤IJて街 

^?!Tt'?:t_f，v$ しん？ 

チヤVヤTeタカ 
【S3逬用藏"吹三多羅所行 

a道交ほ1il力，した。rkQ lei野 

品第九€>五十|1頦參懶^ 
ヂirly 

V一一八1 Mi, 

§ SIV5， 

-C寺 iL _ボ七，，Cせ お*S 

bました時 
たレふ5 如*j 

大風が起 H.. 
大風は、次8荔に配|さんで'磬デ游を黯せしめ、_に 

根づける#はょろ？tめ，gsTは製！に盤し、JI黠答ぃて _I 

す*ち->ど？犛0 

51】法句繳〇第11百二十三頌 

と比較し見ム〇 

膚_震^^ 
して水四方に迸t怒潇狂波)澎羝fて組虹M•髮れきずた？す。ftHに槪て阶mfirrhp 



11彫緊に、傲きね船."いて靶鯧I、「桁だを7、蝌うしたの：Uらう，Kから於へひつかへされ 

さうだ」とyひつつ、衛は,はながら，ぎげii,&しました。kして慰の抓く、〔天下の〕諸水が勧搖 

ffmf? ,^sf 

もがた繼術して"獻拉のssは^ぢこfれtた。^して允wの歡嫩のために、私•蝮蛇*猫•野狐• 

却把ょ、把.—組を繫デ㈣M.气それに一ばいK:ぎだ、おyを詰め込み，それから其の下に火 

f0Ktfx ffm 

ず紀を衍ゲたものですから"デ取の齡は、齡ガザ節の獻則に、ii撇せられ*—を微なくなり、大風が 

mff, ..pffr^f. x^ 

を鉛撇させたのでぁ--ます。巧下ょ、.13私^^のやうに，大布施を行 

うたものは、決して他-はあbませぬ。 

f, SJilIJ 

^—111^5 -1- 

ffil饮矛肘問^ 

4ンダニーラ 
K1I】1 ndsliF 

ザ £ t -JI ? 

qn】】 Mahilp 
ジ31チラサ 

110S*ti3s- ゴ1ルリヤ 
靈} veluriyp 

ウム-»1ゾツ八 

【£六】unul^lpupplllu 

一九一 



rv^t1!: 

;« 

s課彌购陀ai叫^ 
ツジm1-ハツ^マJ,iL,rh u (s〆* 皇1 ど ち？- ぼ 

^ >ヵマプ炙王ルヒ—マサーラ石等が、地中炉ら掘L 

出されiすが、寶玉中の王たるものは、ksおKが断ぎslir^- h_r 1 —t•!_ ■ ^ —It d .%. JhR 'Ik% # ■ A I- I F ' I 4- L 言—ジヤナは^. T /• • K J I 

由句四方—t —。聲ょ、暫穿絜ふ落は、rfのu厨 
^ff 

J ^ta5 H-PJ- I. J (/ - J ^ < JA, ^ „ 
J ゼ IJ5 hぅ みiu 

あbますから、布施中の王A認められて，るのです。航してガの赶t紀- 
/-fst;な4LAr5 

感じて、大地は七たびも霞動したのであhiす。』 
ナ fJff-lf14% そAt耔Lt h 4 > 

Hf那伽M那#渚ょ、そは，.のド矿虹,なる船ftます。配して船松i 
-lf !"-£-丄*^^At?L^ilrv t AT. ‘ . 

rill'lpK 

iiTv<-t あ ? - .**5 ]…i r-1_i^i— 

於いてす今iで、fで、111にf gぶyもの？，f銳の齡5して.f 0 
— 3 CP ^ .•ピ、uし々 H 1名 Ptsu1< ! 

Lffc J-ff— L 
2^ょ< もrふかしh 」 (c ^ ¢1 (1 5 2 

4f pi 

!明に”：“:tf—者5乾4Wにf>て〕fv上，sr為 

⑽f t碎J f ss®は〔Iにょ名〕明快〆藍f4〔■が〕 
拓せらね.• 〇平野iな.。，射繫vfr，斜SMPがげました•蜇、 

【rl八 J Manal, 
スリヤ办>-少 l?l】SUHyItkIl§. 

I: チヤ.\ダカ.\身 
ts】 PFrkJulti, 

ザ'；ラ 
SIJ vlljip 

I IIIIIO^ 
ブツ#ラーガ 

【@0 pllr^z 
【如isLohitafr 

5?d MlrJpr 



よ。1®、奶finでt職以歡皆の獻繼祖卩に^5:;ぃた 

i° 4 

尸毘王 

そ©Itつ 

ll雜いい船が，％か&S5に辦へられp ilnはれ*すが，*此の說明は、船いと思ひます。で、乳乳 

私は、！^に#たねばなりi-すまい。なれば©^中に「原尝备 < 滅却せられて， 

Sに¥ずのflr亂も"®♦の•監』されすんば、はSして5iせ？1いてぁるからでぁ“參。 

で、纪しが、SiにSMBriliしてyrつたとすれば、Sが亂らしい眼を得たとの•記也は、虎 
r. 6 かれ てんけんL0.5 そ^36= ^ 
像でなければなりませぬ。若し去た彼に天眼が生じたとすれば"典眼を施 

そ仍まなこせ 

E SJrl^so 
IT-してyLつたとの記一は"m妄でなければなりませぬ。これ亦兩頭論の矛 

齡t組iを4くよ^■も酷かしく，iiよbも一く、稠林よ-^も一®鏈れた問題でぁります。いま 

齡以t sS厥-^抓に齡叫ぃたし去すから二^は^^の|^に對して、天晴れ辯赋の^^を成就せ 

$f $^0^pf<nf^o i,h^KT. 

Is 〗九兰 



阈課镧蘭陀王P!J純 

も，疑ひを挾んではなbませぬ0』 
一九13 

pi' 0 0^0i 
すること*>frきますか。』 

饮『それは初きませぬ、允五よu: 

li' ssffn 
る现由で天眼が出來たのですか、今その珊gを家かせて腿パませぅ0J 

朴•『大王よ、世に贾烈とずふゃぅなものがあむますか。して又その戴理を賢する；^のr一^Jよつて，犯 

理の作業が爲し果されますか。』 

不T尊？，眞理は確！i在.0ます。配して^^|>の繼によって、,デされ？'ざ士された 

げr大？，此の事件も丁既それとgじであ！す。产馬に冗■が4rがSは、〔声〕影のぎよ 

Sであ！す。他にSの黯もなぃのに、靈が^たis^のは，〔gに〕mlの；^によるので 

大f、法術S人あり；大雨をiらしめよ」との％幻を嗯へたるに、#の製•漏〔の沒によつ 

亡，大雨沛然として來つた‘&せば、；^Qlgw gを4らしf黯が、^?GWにせられて 

XAX 



Sgたのでせうか。J 

玉rいいえ，m影よ、^^それ齡^^明雨の原因です。』 

菩对赶よ、P肥赶の於1ノVぼた14^^厫陬も、妒た1,その通りです0別に普通の原跑がぁったので 

はなく、齡配それsyが、tkif'を出靶すに、十把の股_现由であった0であbます。犬王よ"法術の 

齩Wあb，「いまガ颭をして、!1b挺へるを甿き粑さしめよ」との％K唱へたるに、火は瞬<M 
1 f 4iか tiij* 5ひ y つ くbふ げfi&/1らtfA.いA 

に1きmlされてT1つたと假私せば"此の锻合、別に猛火を吹き消さしむるに足る"何等かの股因があ 

つたのでせうか。』 

属いいえ、Sぎよ、％ガそれ自らが其の原因です。』 

你rl筘よ、がそれiM4筘の！^(:淤ぃても\1?1それ^,同じく，,に崇通の原因があったのでなく、 
L L り，!»はん fAw'Affいわう 找ふじゅつ亡つ(?ん じゆ6ん とな 

1理の力それ十分なるM[规で&つたのであります。火王よ、ある法術の達人が呪iを唱へて、 

「ピの8配の觀をして"!^i-やすガ敷たらしめよUとW1ひたるに"その毒が瞬く聞に變じて藥士な 

つたi配tせば、此の殿が、何等かの原因が貯へられて居て"毒が變じて藥となつたのでせうU 

属ぃぃえ、奶戴よ、激して妒うではあ-'ませぬ。阳対をれ^^、尉Sの觳を觀い齔せしむる原因で 

あつ?2のであbます。J 

球ゐ恝よ、尺酽芄の^^r、p船それと紀じく，脆に耙fの風瞰Mぁった歌ではなく、眞fvれnら 

第一牮矛盾間答 一九五 



阈課彌m陀王問綰 
かtなこさいせい 

一九六 
が，彼の眼を再生せしむる1:圮る、十分の原因であつたのであります。』 

^『大王よ、四聖諦1:通達する!:も、術のJKI因があるのではあ.〇ませぬ。四§:it;i:^m'?配するのは、^:f 

b眞理の實行によるのであ6A6す。 

ガ王ょ、支那の敗に：のSぼがぁりました。®は允Mを歌默せんi泥，て、四ヶ則にげ獻船 

に眞實の動作S行し、それから，獅子にrせたs®にぎって二2誤■ sの邮にfました。 
する士寶轂の前面に、大浪が轉がりかへ彼が1:施をがつた^Iも、mfその#船を齡ひました〇が、 

大洋は、&ての^gののgがi各せて、girむることがせうかOJ 

Aいいえ、曾容よ、小さな溜池の水すら回すこiは能きませぬのに、怀うしてガ飯のがをpl^らすこi 

が能きませうぞ〇』 

律『では、大王よ"是によ1ての加；^おmlびなさぃ〇化に祀-配の加が齡し紀なぃ船ばありませ〇。 

装ょ、證‘黑赶はTTt親^Iの笫にiて、靈扣のために"一 ばぃにgれIIす 

官史等S群集の中に立って居られましたふして慰はnJLも®に祀ひ、r^fの黯の把gを 

逆流せしめ得oもの*>あるか」と問はれました。すると炉司のもの^iu、「^rTsよ、そは那虹'でず^?0 

こ之で御座いますJふ答へました〇 



る朗：气 r 

ぎyiのgがを酽せしめょ」-sitっっ、miのt製を^Iた。すf 
sで、瞰い配に、猛り狂つて逆流しました。 

招#t:郞ひ、「これ,これ、f何したのぢや、丸恆河が逆流して居るt;やない炉」i問はれたものです 
Vしら こと？ 4 一一いちく fi?いれ ぶ々」？いはバ ー• 0ち*34し^; 

から、有词等は，事の起つた次笕を逐一言上致しました。するi大王は、大に感動して直に0ら妃 

婦の船に往气 

「影Wは繫が嶽の繼を柄ゲてv黯をilrめた4i?rvそれは■? 

s「はい、左様で御座b■ます、陛下よ。」 

壬「ボして！！15に、kf群！^のか。めPを，*馬の—に觳—siでぁるか。 

してK、瓣対の抓な船しいものが，iのC河を1流せしめ妒るのは，何の力によるのか0」 

如「齡"下よ、栽i配祇の把i'を%5ゲしめましたのは、眞理の力いよるので御座いますど 

w「でも，期於の鲥<、p紀1tglにして购街く、破齔15徳な楛なひをなし、芻1j漢を生捕って法活すiも 

わらはやう • 5 , 

第一3S矛盾問咎 一九七 

:■•:一 1叁扣|ru;ru.i',J^f:v1 
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大王よ、是Sく览理に固如するものの、藍じぼないものは船にもぎ肥いませぬ。されよ‘の 

户iv被にSるものにfてf啤y施r、fてii?tg編g,Lましたのは、勤fの 

去れば•天眼は扩起lない」とぁ—,tのは，Kl:11鼾！！mfより齡紀する喂を纪ふのでt 

辑課彌瞄陀王問趦 -AA 

のに、如何して尻理の力が在bM->るのか。」 

ぃます0 v妾のやぅなものですら、Msの！一釈をひ？bかへし妒るIIに' 鼢1v作！！の加が^! 

で御座います。」 



隊Tよ、M?文»A意味は是の如<r-取らねばなbませfloj 

mit¥mk觳■よ、齡kはP湯^した昆を乎Kぎ一 

のiliを_さうi也1:r;た配をば、iir-賢 <亂變されました。獻挪は十分!:外道を征服なさぃましね。 

slln’l•ぃたします。J 

の齡齡に獻て 

王論鱗霞渠ょ，墨はィ0#|、「されど附鑑ぼょ、§3_五百齡の齡がみ、配に8すぺ し 
0れま 

とtt 

ひ、sYi:1iしSUV天％の^觀して、「されどぎし 

r把馬S、&がssにrて'sil^p笋んには，飯 
は!A齡の嫩配勒たらざるべし」とglひました。-&して後若は絕對的の® 

齡での懸—1 ■を2さない齧でぁ！す。で',し 

i一のyif 3れば、M二のW學/m僞と？、M二の御言 
4f4.pc-*r とぅ 

いと f &つ 

+スプラザツガ 
f奢一小rls (cwrvia) I〇© 

jの六〇英課「m盗耶原典L诉 
三卷，HU?:Mに出づe 

Hバサダ 
K八I rK-&rd;b. 

1c?£】巴利語大W槃弒第五辦六 

二ON鸫英課一〇八Wに出づ〇 

|5を齡齡だとすれば、歡一のぎ&^は%僞となります。これ又兩頭にかかる疑問でぁ^まして、藪林 

- f^ns^pi - esc - 0ffo 



ill -50 

Eは、兩洛とも-、MJHも文字も氣ふのであbます。邮VIは齡歡射衝の㈣账に挪Aてのぎj£-Fで、 

他は京敎的往活の‘！^行に關tる御！！秦であゎます。fの献；は，沿^^と®^*<、#l》iがg 

無1に終らざらしめんが55にふ！^の亂傲い紀いて，fQg俯を！^いたしませう。 

大王よ、世#が、「把法の世に住するこi五百齡ならん」と爬せられましたのは、jggg'gが那^を 

和限f.、典s瓦解のgを明■一.小し飲うたのであらます。知となれば世齡は「剛雛^よ，かし齡斷vに、 

肩人の出家、卽V比丘尼の入'Jを£2かったな.さ、藍が把にgすること一千gならんも二：ゃ 

〔比丘f許せしが故に、〕爵かg|■は五百歡ならん」ふ1がましSらであ.^ます。船ち_よ、 

.フか〇 
けつ さ 

子『いいえ、尊者よ、決して然うではあbませぬこ 

た「阿雞陀よ"正法の世に^iすること五百射な，bん」っっ、船動V、れたものを；^歡し、助*る 



_ 

4,Ji^Li/i^ii31^«しft变 Ttlli*c 1ri < A そif$mp\ A V©を公布して、A'天の聞に知らしめ給ラたのであbます。卽ち是の如/、宣言して，其の敎法の棰限 

を齡めiうたのであむます。されど須跋陀に鄉して「されど若し能く比JX衆の、〔我が敎法の中1:於 
Lぅけぅ せい，ク ユ»uo-5tf-* く 11t?*i-y 4^lrA.*らかAaくffoしや のf.ま 1-I; TI!一, 

て，〕槪解の生涵を營まんE:は、世問は阿羅漢の剝猄渚たらざるべし」i宣ひましたのは"宗敎の成立 
P表ん ごせつ^へいか せつぼふ じぶつ 含-H<tf4lA^Aft 

する听议を御說齪ぁそばしたのでぁ&ます。陛下は說法された事柄と、諶物の極限とを湿亂して居ら 
iiな 

つしやるやぅです。で，苦しk下が、二つの事柄の眞の關係を知らんim沿さば、納は其をお話しい 
S4A.ftlfいちや5 i C め わたし1%しあifこと ごちぅII' 

たしませ-フ。十分に御傾聽ぁそばせ"眞茴目1:私の申上る事を御注意ぁそばせ。 

知政ょ、fぼに一の•防水池ぁ新鮮淸涼な水が、その池一ぱぃに充ち滿ちて居るが、其の大さに 

あb、Jrの周國には堤防*>築いてあると假定します。而して池の水は少しも減つて居ないの 

がし術齡たる把龆ががり編—tたら、；II：でせう、池吋の水姑に減るでせ5か、或は又無くなるで 

せうか^ 

H:rいいえ、筇着よ、決して減りもしなければ，無くなbもいたしませぬ。』 
わけ だいれ5 

焓rですが，そは如何いふ理曲ですか"大王よ。j 
rづ あめ 

しんせAせい4笋 

属そは打t,續いて雨が降つたからです。J 
rfいf>5 しょうしゃをしへ さいtや*Pi6うmふt»よすゐち 逢 T f むく せいくねつぢかい wくかう 

仿『大王よ、勝者の敎たる最上妙法の貯水池も亦た是の如く、無坭の生活と持戒i徳行とのrST淸涝な 

笫一功矛盾問答 二〇一 



织踩槲烟咜王問鉉 =0こ 

ば、正；rの貯W池は：^へ-,持|^れ，す哪は|^妒瓣網數4なることはぁ办4ぬ。これ|^が、 

世sは阿羅漢の剝輕者たらざるべし」n-フたぉ言於の實fでぁ.^ます。允起ょ、把おと6えて^^る 
々まどf.: 

う か* 

4^-^,^' rm^0Kp^r. 

律rガ1Sょ、si^siもがたss1<，船§艇爾の啦，既と阶術-^歡3 ...-: 
■iuょつ？千肥脱を綴」Mじ專。ずし—禁ょ、それに<ふr〕r通SS典にはei 

るに|?&!@|為i五製と、ぎぇ断fll^gAlてしぶf 
神足^取ぐ、五神足とは米だ 

#-c本總以外*:見/:ことがな 

.Lやffいf^s せす< f r / r . 

&L じ^Aeや51fく せいく h つ ^ ti t f u f? > * t 
於いて、；3純淨無§0生活を持續するぁらば、世¥J淝しTil衡の瓣ま數たら>1ベし」isllし 

4i貴 ,£A' . 
鉛ぅf:所以でぁります。 



把把よ、A?あbvM?似彩银yちきM1組をmて、齡t:mに奶顏せられた，r船_なるMStviJ 

Jlft-A ちケft'b*.か■ J11 » 

かん1:は，その鏡面は塵や坺や坭で逛らされるでせラカ』 
tんじや C& むし そtl'vAさち む-<しやirdl B » 

玉rいいえ、尊者よ、说して®らされませぬ。寧ろ典は以前よbも»!(:無垢情滞なものとなります』 

§i^s0LX00timp0i f 

綱iuipr術ひ、航をIIし'Mlが■VA?が繼®®1 艇れ1飯4似 

-np ffKST m0m^0K^f 

らば、fnはk爲の8葉たuし」と一^4し駆でtます。iとなれば、磬ょ、世想の 

!は、|がks盤でf、£&がks松Sでぁり、にして一SVなければ' をは永へに繁昌 

なに4'み 
するからであ^>ます〇 J 

十—ガ e —十 tA匕や あなた しやぅ烽ふす*£15 い そ すゐ££5fit:^ ^ 3 0* 

HC那：|犀那隸洛ょ"^衲は正法のM-亡と言はれますが"某の衰亡とは何を意味するのてす力」 
ミ？ ，ラ？<(••■TS5 5 す4'はちて含&-^令ょくく*>4せぃすゐ言 一jよ11ふ -^£l;i-力-!i?-5ぐぐは 

雄『大王よ、齔浓の靈亡に三あります。卽ち赞的龠得力完成の衰亡と、如法なる行爲の衰亡と外r 
ro2f5«い.*0 fc- tA,i i<h^ic ^ t ^ rJ a- ^ TJ 幻^> L I M^n T § 

の霧.^とであbます。大王よ、若し知：：的會将力が亡くなれば、正行を修する人でも明賅な琊舰力能 
だい1-1ラ iitt t-pls^yや*!-■ L ゆ めs 

きなくなb'vl一し；g肥の衍,が亡くなれば，船弟子#の規私の宣懷が社絕して、s早1:宗敎の外形のみ 

餌1埒ォ廚肫答 二〇三 

r- ，T^nudl-1.::-i:-^lll^r^i_.1;!:; 1に！- 



二〇四 阈譯彌§陀王問經 
^ - I 

態であbますOJ 

I伽維那繁ょ、深心38かしい觀をば、FF較るゃぅに齡一くなさいました。 
Sは快刀—て亂麻'5' 备等の駆を德して、Pの磐をさいました。浴、制 

-4つ Lv*-*w*s^U5^ |^^^^|||<さ-(:や5/き • メ fM, J r 
衲は實に諸學派の上首#の尉上^^ありますピ 

懈|!のき皆一齡，に齡て 

5i^>—^ 一,は i?.坌 i含* し会，，，ぃ yl?や? 

暴T—、iょ、？s繼Lrて、sのFV&の撰 

0pf. 

たか、それfoぎg^:¥lに、_かの導編ってfしたか。』 

旗rMょ、1"は11のgpfiして、fにも！fし！！ひませぬ。』 

t a*-.. p だい C5 一r'ノh5Le.t;tj5 b t . 」_ 

5i 、 チユヴ5ヴツガ 【％ 13 d 品(cuFvagrga)游七卷 
三0九t:/yづ a 

【空】巴利gs大鸫唞四卷二 
Jflw づ G 

【SJ大£( irb&vugg色链八密 
一に出づ〇 

ジーザカ 
t.yl Ji£r(Ifif時の名骰n 

ひましたど 

不rでも士粼ょ，がしM粑が獻把plIifふの付；^にrる祀P嗽粒しfた. 



すれIr、Mt:の記述、卽も石の破斤で其のr足を傷け、父は痢病に福b給うたなどと云ふことは誤謬で 

なければなbませぬ。けれども芳し其華の事件が事赏であるならば%一切の罪障を滅除し給う.たとli 

貧へませぬ。何せなれば業がなければ苦痛はない答であるからです。故り、一切罪障のw源は業であ 

b、tあるがために苦痛は起るのです。いま脫は此の兩頭1:かかる疑問を贵衲(:提出いたします炉 

ら"何うぞ之を解決して下さい〇』 

雄『いい，C大王よ、一切のr痛が、業を根本とするのではあらませぬ。苦痛が起る-は"八つの原因 

があり、多<の衆生は其の爲に&痛をぞけるのです。八つの原闪とは、風氣の多過ぎること、膽汁の 

叙ぎぎること、船紀の龄ぎぎるこ士、虹等の氣fの聯合すること，陽鉍の變化、〔四大の〕不調和なる 

こ气外界のt船と、業とです。f等八種の中の一を因として苦痛が起り、其の爲-多くの衆生は苦 

しむのです。齡故に衆生f苦しむるものは業である、此の：iに何等苦痛の原因はないi虫張すSもの 

がありますならば、典の命題は間違つて居ます。」 

lrrけれども、软渚よ、他の七稀の苦痛は皆氣を典の根本として居ます。何せなれぱ典は業Uよりて生 

起せられるからであります。J 

律『ガ赶よ、！9し一切の病氣が、辟umから惹起せられるならば，種■の病齡には"それぞれ相應の特 

mもなく，隨ゲて屮娲と乙.柄とは辨別することは能きますまい。彼の風氣の起るのは"寒さによるか、 

0 - &矛腾間糝 * 二03£ 



二0六 國蹕熥蘭陀王間總 - 
*つ JMPA.. 

熱さによるか、飢によるか、滿によるか，tひぎぎによるか、fgく^Iち1けたことによるか，挪 

勞によるか，？速<歩ぃたことによるか、便新Q,y群よるか、氣の！^なるか、虹！^十船の^の 

船れかによる？す。Sも辦十の九gは，槪卑組でも？、また襄のg?なく、がい 

常人の現在に於ける事货です。是故に一切の^iは襄によると.安ふのは、政歡ではありませぬ。 

大rrよ、膽：；；：就が起るのは、典一さによるか’辦さによるか、若くは！^把の也糾ぐよるか，阳ず三船 

中の何れかによるのです。また磬&るのは、gさによるか‘さによるか、gくは繫啦っによる 

のです。若し此等三衝の中の何れかが息^、或は0-1すれば、||に膨じて 

特殊の苦痛が起るのです。して又世にはぼ紀の歡似より起るぎ亦もあれば、 

f;g対の¥調よ-^るぎ紙もt⑹齡のf船よ.〇 msもあ^'まT。 
Sまた活動の結fして，起、がのるrsもあ—す。 

j故に業の線氣iして起るもの.は、此の原既から艇るものよりも、組かに 

がないのです。で、人v rls&iは2驚とi」1-fls & t 鼠 \ r fe _»■ :「r 
のは、起-^ぎぎたfiaひ把です。獻f :がなくてよ 

ご k:J つど.ruAゐ 含 t 

業の活動範園を決めることは能.3ませぬ。 

さて尨茲よ，鍇衍の，肊が，影獻のrMJをました蜞、それに般ブて 

Ks S人は難者の此の曾なa 

んで"起信Bt:於ける「無明 

薇19に依つて^す所の識1 

不思議業相_*とは"凡夫の 

能く知る ilnf?/:非T0亦f: 

二乘0钤雜3览する所にあら 

す〇加<菩薩に侬る(:,初の 

JHMXり發心觀招し、荇し法 

身^證すれば少分の知^ 

乃至#■究觉地1砌く知るこ 

is す。14l:lfj:f" 

ii;'へる文1:想到せざる^栉 
ない0 



^(1?*か起りましたのは、私がおに舉げました/\秫の原因の中、|1;|部からの作用じよるだけで，決し 
Tkの肥の聽眺によつて艇つたのではあbませぬ。何せなれば膨_達多は、千西生の[Jr、生れ^b死 

かm:よら* 』*tf*ぞ•，SAi to- ^ K- -T1&UかHおE*^AV"音 ら 1i よ4uifs'‘ft 

に代り，如來に觀して僧惡の氣を衝いて肘たからであります。卽t彼が大5な岩石を補へ，如來の頭 

®にsしかけゃ！g?、l£rsしSは、，Pのデょるのです。船るにks■と 

>，一 5へ.おL^rf。み いた しか こ ¢7， せeAみづか さ打ふ 
の御足の上に落ちかかつて、肌血を：^るに到つたのであります。然らば此の茜痛は、世雜自らの怍業 

の亂斟によるか、％は此のものの作爲1:よるか"二つ|:1つでなくてはなりませぬ。何せなれば此の 
ノ a f .cw 1 rv.ti〜 j!一く fn K ^9Jclcは令 fcK.lt 6tltaま 

二亂のMmt.を外-してu"佐の如き苦痛の起らぅ筈がないからであり全す。譬へば荇LM乎を蒔いて 

ベてi似しなければ，艇祀に敝齡があるか、鉛^Iが龆かったか'flっに1つでなければならぬやぅな 

狄 1るi:tr#At:は、犯fてil僧霧の結尉としての苦痛もなく、又その〔ra大J不調のため1:起った苦痛 
し“ 卜-そん な しゅ f A rrA おこ < ^ f t7f:±そ功c 0 *T- 

もあゎませんでした。而も，世隸は、他の六秘の原因よb起る苦痛を受け給ひま—た。：^其苦痛がSr 

となつて、賢#^の於^rを藏ふこiは衝きなかつたのであむiす。大王よ、四大の和合よbなる我等© 

IftI窣矛盾間答 , 二〇七 



S譯彌蘭陀王|1韃 

I ■! 

—rr~ 

ふた/-ち匕やi b 合 -t U0八 

UK そAじや s*^v 〆 Jn 3 /V /L -S4 J - 4— J k 

ii、£f U2if s,羞f堯』 知 
卜**f1* fj-ly- ^ t ま ^ ^ -t, - - rh p f p • ■ r 

• - ■ ■ J- d— —/ n PJI. < < ^ 』J c 15 

0pf 0^fff 
ましたのは、如來の行爲とは妬の晴飯」もぁりませぬ0 

だい.£5 ひと だ.い1?ほ た* 5. * -_ 

大王ょ、tf大M」挪つたり、耕した‘f♦が、そは新が齡に歡iだI&藍でせぅか。』 
王『いいえ、決して然ぅではあ，〇ませぬ〇』 

ので？ニハ種の原因の何れかにょるのですふせなればぢgの幻たる肥 

S、雜馨のi)Tリャ.rヴヵrの？に、し下-のf iしfたか 
— J4 Jfri t ■- ? — 卜 ! 

! モ19 1S".&1 ザ* 

??六】Moc-a-sivuku. 
g i J I ^ c w? I 



i L ^ —-4 & *.nr iAIIA び A けc 0 Arf かんか*- いづ fi t pi C^A, {p-«_ か5ゐ 1 

よ、世に沙il •婆羅iZゐ人間の經iする苦•樂■無記のif 何れも锊常人t/j過去の行爲に因る 
い けんかい ぢ そ せつLゆ^や5 かれら か<じづし窄5 |_ 一一AifA^ tttぅくれ 厶 

と言ふ見解を持し、ttの說を主Mするが、彼等は確t性を飛び越え，c人mjの〕咎識を超過して居るの 

である。そこで我は彼等の見解を呼んで不正であると言ふのぢや。また彼の痰鉍より起る苦痛も、風 

氣より起る記痛气此筇の結合よb起る苦痛も、陽狨の變化よ6起る其痛も、c四大の〕，不調和よb起 

る！1G痛も、外部の作用よb起るr痛も、若く+作業の結果として起る苦痛も亦た，丁度その通りであ 

る®汝は此等の場合に於ける、咨痛の何なるかを、確赏に知らなければならぬ。何せなれば典は世問 

普通のぎ識で知らるる事件であるからである。だが、シーヴヵよ、世に沙m、婆羅一:あり"人則の經 

廳するず•樂•無記の感费U,何れも切：：當人の過去の行爲に因るiEふ見解を持一、其の說を主gifる 

が、粑等は嫩货性"^#び1え、c人即〕.1£の智識を超過して居るのである。だから、我は彼等の見解 

を呼んで、不正であると言ふのぢやJと。 

だの故に大王よ、一切のギ氣を以て"作業の結果だとする理由には镠hiせぬ。で、陛下は、世# 

が®ず士なb給ひし時、その；：心中に於ける一切の罪ぽを、燒き盡し給ぅたことを御承認あそばさねば 

なbませぬ。j 

王ris-、•器よ"脫は贵衲のぎ說の通-に信受いたします0J 

笫！:©不蹐卯答 二0九 



I 

默想の利益に就て 

屬船Kぎ1!よ，は「黑は、siのしgひff、■色て％す7こと& 
あなf;がれ せそA 2iだいじゆ 61tIA.r 

れば、世德には、もはや作f給ふべきこ*\>は何にもぁりますまい。ガ^に^;し打.£:^|ぅたゼ、2|に 

沈聲想に耽：4ぅPと&くものがtます‘しi一のぎとすれば、M二の讓餡 

僞とな第二を正iすれば，氣一は不取でなければなbませぬ〇故に纪のぎすべきことh起，Lがし 

了つたもの-は、何等沈m-資想の必要はぁbますまい。ば〕抛新を！^へねばならないパには- 
一なに な のこ み くrJN KやうにA>ゥ大5 tAか、LP ひつ1 

ま?:何力作すべきことが殘つて居るのです。藥は病人にこそ必要ですが、舰诹者には如要でぁ&ませ 
ひつ^う すIVA 4； ま パむて - ひつ^ぅ'rで 盖 み^^>^5 ま 

ぬ食物は飢袅たるもの1.:こそ必要ですが、已に飢を滿したものには必要ではありませぬ。これ亦た 
ftな^かいけ0 あふ ♦や5と.5r&A 

貴衲の解決を仰ぐべき兩頭にかかつた疑問でありますOJ 

ttrもt:矿扔です〇郑sよ、颳賴には齡4の卵衝があ-^す。gitft:よってi诹铲ti越せ^s 
の如*-に、默孤の善功ilを齡念して、配STをf^fr?し奶ひました。^i-I'.よ、^^印£^炉ら^觀!:4齡把、S 

AV 



れたものが，1^の»t®'1衞と"啦にょつて彰郎じた^#1どを傲^して、，え中拟^じ隨*伊し^^fるが 

鲥く、叫iして一璐i?ぎ一一せh齠が觝軏a、iitの㈣如槪をS於して、B1I 

,ferT^ ^ 

のl^,&齡して、iiを货齡ふのでぁ！爷。がほxi裝ょ％i,g"犯の、敷 

る配1;(:は、二十八配の氣功傲がぁbます。その二十八種とは、默想は默想する人を保護すること、 

戴が；Vを齡_するこ-^ 虻鲈するこi、*kを阶ぐこと、惡名を脫却せしむるこ-^令名を與ふる 

こが取をtiぼすこと"滿"足を队て&-たしむること"一切の怖畏を去らしむること"，W信を 
あ.！-* ii b い JCA¢*0 L pif-じAJCA*c*iAateし八 はな 

與ふること、惰怠の念を亡ぼすこと、精進の念を起さしむること，貪を離れしむるこi，_を離れし 

むること、癡を離れしむること、慢心を根絕せしむること、一切の疑念を去らしむること、人の心を 

和妒奶船ならしむるこi，Mの“ y新此ならしむるこi、Wをして1喜禪悅せしむること、人をして 

興孤ならしむるこ-^、人をして多{の刺益を獲しむること、人をして尊贺ならしむること，人をして 

が"にの！!を&たしむること、がをしてがに戈銳齡の念を充たしむること，有爲法の無常なること 

を妒らし.ること"人をして再生の根本を斷ち切らしむること、人をして出家沙門の 一mの利益を得 

せしむること、これ哪W1Tの奶犯の、熱心に行ジ齡へるsi—の二十八種の善功#、でぁります。され 
第一章矛盾間咎 一ーニ 



一二二 阈脒細畑陀王問鸫 

1の駆4"i靈なる11g s觀4蒙rがためでtます。 
前ほまた、大Lょ、諸の；g粑の颳靼に獻扒tmふには、iつの1•邮がぁbます。mつの把时とは’ 

-t. Mb i.J-«i* >. t 3 I hF ■1 m b K 1 I b I 

歌し，讚歎しSM讚し歡ふ一^士ならんが爲：sに默mrLlm^中せられます。ガょ、こtir㈣krn^が姐狀の 
もく咨5 ね〇ち*^ tn ) * i > L r 1“ I -I 

tek z f IT u I — — 卜 なにfc 

何か作wきこ-^のf居るがinなく，災13に^:fiiひしことに何かを齡加せん&でもぁらま 

せぬ。そは唯默想の功德の、扯何に多fなるかを知gtgふがためであ分ます〇』 

4SI•、肌i^Tllょ、影射1の齡を靈ぃたします。J 
三ヶ取の»_に獻て 

ナ--ガヤTナ 1vAtや 

Hili,，ょ，肥抝はTn#i「駆r、■は四1取を1mし、為を十^1し、概ぢし 
si n_- r uc> 1.^ K^. I -- i > tl —r Ls r , ..丨 

i^用 d ftv— i ウ？だつた s •• Ak 【—トー,- :t.** f*嘴 i £ つ^m f >f:ま 

*の能きるほど，善くそれに通達し給ふのである- こ ゆ焱71ナン.ダ に龙らい 力Jbパ 
是の故に、阿難陀ょ、如來はf劫波の 



朗、又は經過せざるベからざる一栽波の殘餘の蹰、生うi取らへrふであらう」とW1:せられました。n 
るに又、世尊は一時i-vこれょり11!ヶ月の後、如來は寂滅すべし」i寶ひました。1jし第一の宣說が 

tApep /ifr のら サいばAねま 6 4たuい せ <げ< LADクfjい 
眞實とすれば、三ヶパの後と制限f給ぅたのは^僞iなり、若し又第二のH言が眞赏とす“ば，m一 

せAlifo t r な にょらい りい5 い5ffいげ/it:ま t ぶm ひ^! 
のS說は，虎僞iなbます。何せなれば如來は刑rtlなしに、徒らに大言f給ふことなく、亦た佛陀は人 

n -IfAf:i?x今 £し£つ つ せいtつ げAごtii t 

を惑はす底の言をなし給ふ煢もなく、常に.®,Kを告げ、誠货に言語f給ふからであり主4。これ亦た 
LAげAびめ"^ せつめい がた rfeA-cf-しいま 

深变微妙にして、説明しf く刚頭にかか〇疑問でt•ます。朕は今これ「Hly^l11 
あなわ ty ど げI今f:4さ Sfi/Lぎ E L?グ-;穿aこフジ 

を^衲に提議しますから、何うぞ外道等の網を寸寸に⑴き裂き，異端の議 六0、及£鸫英躜五七*五 

i を盤^fferfv、r4 1Kgpl?。』 一 1i t > :l t-- .4-^ -r - ■ ■'! .If .—4 I 8 81-■ i fc - XT I 

0mu, 0J. 
かAいみ ¢1いれう せそAみ-Jか .us含今やうや5たま じん*-XV ち*-らLXJrp-ラ 

閲を意味するのです。大王ょ、世想はGらの力货を稱揚し給ふのではなく、神足の力.を稱揚し給ふの 

■¢>1. HV し/Uとひ ひと.r>#とT>ii>iiA.ぐんじん £j & %ん クシ*-ットリ^,\^>く£ん1ら- -c^r^ 

描せんかために、朝氓や、ff鄙の人人や、M人や、m人や、婆羅門や、刹帝利族や、好吏®のM,就1: 

於いて、「游し脫が此の職报をして赴ら丨めゃぅと想へば’此の馬は一既歐にこて赋忠まで把奶するこ 

mm^00f£ 
笫一裔矛尥叫铵 二一三 



^000.^00 一二四 
しか いぞく-^よくい5 じっさい 5/:?-あ^ば ，みru 

は致しませんでfたけれども、而も其の坭は快速力を布—、實際に瞬く間に、海侧まで往ぐことが能 

き§1。1ょ、影.ぉぎf、趫•舊记IKハ淑&f にぎして、「£ 

難陀よ、如来は四神足を速得し、十分:之を挝現し、埘大し、鉛みmねて、典の最上點に#り、典を 

以て心的向上b方便となt"又〔衆生〕敎化の某本として活用し得るほど、善く邡に通達し給ふ。足の 

故に"阿難陀よ，如來は一劫波の冊、苦くは經過せざる可らざる劫波の殘餘の問、生き存らへ給ふで 

あらうifたのであちます。して又、大王よ，如來は，典時期の問、疰き存らへずる加し給 

ひました。が，如來は群1の中では、其神通力を示現し給はなかつたのであります。大王よ、世尊は 

未來生活の欲望を脫し、又その欲萤を何の用も立たぬものとして斤け給ひました。何せなれぱ、大 

王よ、世-#は「比丘衆よ、费尿の極めて小说すら、恧醜を發するが如く、吾は未來生活の最小時限、 

卽ち一禪指の面すら、典の美なることを認めない」と貧うたからであります。大王よ，是の如く未來 

生活の1切の事情境遇を觀じて、糞尿視し給ふ世•怒にして，軍に神足の力のための故に、未來生活に 

免著する欲望を宿し給ふでせうかOJ 

王rいい*ん"#容よ、決して然ラではあbませぬ0」 

律r然らば、大王よ"世尊が、足の如く大言し給うたのは、神Mがの稱揚fなければなちませぬ。」 
な5抒5^ +!产ヤーヂJ--AU-P'ゎ/:〇•もおせつ ife しんじゅ 

王『善故、那伽維那.##'ょ、脫は贵衲の御說®通り倩受ぃたします〇』 



M 

_ 

Ri しや5t*w.嗲 t^ffふ 

第二章矛盾問答 

辦瓣の敢齡に齡て 

やんば"決して之を說かず」i政ひました。而して、他方には嗽！!の淸紀に虹て「那雛陀ょ、(-#が 

滅後、若し敎刚のfを願ふぁらば、把ik|避は®！するもfなり」 

士宣ひました。されば世#が「我が滅後革除するも！'なb」士靶し•へる， 

其等劣小玻末の禁戒は、過って說かれたのですか、粗くはf智にして脱叙 

されたのですか、それとも正當の理由なぐして制定されたのですか。苦し第一の敎勅が眞货だ士すれ 
ば、第二の敎勅は虎僞とな第二の敎勅を眞货とすれば，第一のそれは，僞となbます*これ亦た 

ぴめ*^l-^rtr*#い1©今'S.5しAtrAかいせつ が^今やfrilTTOんはふじや*nrt/lわたしこHあな^Xいし40 

微妙精細奥妙深玄にして解說し難き、兩頭論法上の疑問であります。で、脫は之を贵衲に提沘します 

から、赀衲は須く之を解決せなければなりませぬ。』 

11巴利語大m槃鯉第六卷s 
三ぐ及び同_英課！rill 

50 

第二« 問稃 .一二五 



阈譯彌賊陀王問M二一六 
pt;つfrい！4 *6 お けぴくしゆ 六め す&はi 

のは事實であります0されど諮二の場合に於ける敎勅は、比丘衆を試さんがためなのです❹卽ち若し 

彼等に醏禁を許さば、彼等は佛の滅後、劣小瑣末の淸規を廢弛する：uらうか。それとも亦た何處まで 
じ&Ais5f:め ねと eい.£う てA今AじC-うそ £5cら 

も遵奉するだらうかを試さんがためなのであbます。例へば、大王よ、そは轉輪聖王が，其の王子等 

に對して「子等よ’ iの大_は四方海邊に達す。我等の九y以て意の儘に支持せんことは容易の業- 

あらす。是の故に我が崩去の後、汝等は邊校の變地を放棄するを可とす」isふやうなものです。大 

f' fffit ?.ff. 

せうか。j 

王『いえ\#苯よ，王|?と|!1ふものは仲仲欲1の深いものです0玉子等は、權力の貪慾-ひかされて" 

齠ろ歉&が粘するifのMさの二槪三iにすべく，他の断土を征服せんiこそ#へませうが、決して 

已に所有せる地方を放棄するやうん考は起しますまい。』 

王r大王よ、如來も亦た鋇の如く「阢難陀よ、我が滅後、若し敎Mの願ふあらば、劣小玳末の禁戒は、 

之を革除するも可なb」と仰せられましf:のは、比丘衆を試さんが爲であれます。されど、大王よ、 

故あつて制定された禁戒を放棄tるやうなことはあbませぬ。』 
l+—广令丨ナ ^ Aev 甘そA hrサラさまつ t/Laい 办たi そ ？ Lf:ち いづ n^? 音Aかい 

王『那伽離那尊渚よ，世rが「劣小瑢末の禁戒」と宜ひしがために"典の弟子IIは、何れが劣小の锈戒 



なるか、賢たまたfrLfl.が穿*!0禁^なるか|:^2ひrっ^デ、，でれがiTris!;のliiと•ァ 謝^SJ#;(: 

eつ^5 L 
實行？れなくなるかも知れませんね。』 

であります。ですから、此等の一¥1槪にして，妒f瑣おの11漱と！mふの 

です。大Pょ、irの汜歡ぎfの靶に畆て^離y、MIんで酽ました。 

て世#も亦た此のH題の起るべきを豫見し給ぅたのであります0』 
Aあ モAAや Lょ*-しや おことば tち あい9:い か iilltJK公fr1あひrf6e 

戯、#者ょ"勝者の御言葉の中で曖味でぁり、且っ大分長い問、密 

かに仕舞ひぎんでぁった：kの'IJJは、4X日"、t慰；§船の齦に浐Mせ&れ、一 

にでも解るやうに明かにされました。』 

6iみウ をLへ つい 

グダ*タム t二】！}ukkEam. 
ブツバーシタA 

【一二】1rbbhi旁一 m, 
r四一阿雜陀が此等の術gs〇定 

箱4-佛陀に芬“なかつたこ之 

が31合械1-於ける沏典轱集の 

際，R獅陀の货任一一:妞となリ、 
遂1-彼がI週失に®へられ?: 

Qである^小4{1龈十I卷一の 

10〕 

1巴利lg大S1赵第一ij二 

二にWづ〇 

一:六：！中阿含卷21.六/五下5>結 

鮮第四C卍藏第十三0第T二 

八九紙^〕UWづ〇 

祕密の敎に就て 

if Jf001t m . 

^ 

とも御答へ遊ばLませんでした。您者ょ、此の間題は、二の内の孰れか一に歸せねばなりますまい0 

第二®矛盾問答 二|七 



- 

_ 

阈讖彌蘭陀玉問鏈 二一八 

卽ち世尊は無知：：なために"御答へ遊ばすこiが胳きなかつたのか、斯くは航ものかを斯齡(:せんがた 
r:f~fc>そ ふ^:. ひと も だパ じょじゅつし/L0Of ^ 

め、御答へ遊ばさなかつたのか、二つ(:一つでせぅ。苦し第一の叙述が眞奴だiすれば、irf3ため 
' ^ *.61f-し ゐ しか おこ/;枣亡fr- じt 

てぁつたと言はねはならす、若し又知つて居ながら、而も御答へ遊ばさなかつたiすれば、11一の叙 

述は虎僞でなければなりませぬ。これ亦た齡駆にかかつた疑11でぁります〇で，齢"は的これを齡，に 

I.x』：il尸 -i な产それかぃ5 
提出します力ら、黄衲は典を解俠せねばなbませぬ0J 

のたま ^ y'3_ s^-^fti— マアル>■キ > ご LょもA卜、い おこね あそ 

宣ひ、又一時、摩阿ii伽の子の所問に對して、御皆へ遊ばしませんでし 

た。獻しMは■»|^るが賢もなく、焉4ド|^さんとの||し 

其の四種とは、跳く、sit,^にして射m"©11齡を術へらるペきgffifi、 

3#1-y黯爲しTへeらiきS娜と、(九)SSを那て數へf ?s 
题MJ、(一。Itを以て^;へらるベ％i,駆とであ^,ます〇 ^3E?よ、M4にをAgg 

袅いh 

I I H1为ンサピヤ—力?|| Tヤ 
t 七】巴 Krihsajb Jtalk itmT.1 Jy:一- 

バンハ H I*l>J>-r4ヤ1A5 
pnflFSEEkLTJ^a? 

ナム 
安1rfto'iao 

I ~7/fツジャビヤtカラー|1ャ 

【へ】c〆 ihhajjobyskaranfy;7 
t •二 半ビ-ジヤャ半ヤにカラ 

paslr-sfc\ ibliljayav7 ■，一 kar” 一- 

f分別la。 
パテTプッチヤヤー方ラ-j 1ヤ 

【九】Epal i plglkara^l ly a* 
パンハ •パ〇プwツチヤ，斗-YI方 

で 梵 parlpj-ccrvynka- 
1.1 〆反陪記〇 

■*パfl1ヤパンハ 一CIS 巴Hflllya pa^ha.梵 
スタfパ-j tャ丰ャ—カラナム 

2?Jm-PHnlya<JJ^k:a3nam_^ss 

mo にして最後の說明を與へらるべき問M;かiならば、ra-は^常なるか-、「恕 

は無常なるか」、「1は無常なるか」，|-;は船|柏なるか」、「觀は船|^なるか」^1の辦き峨祗でぁ&ます。 



fe—なるか」、「尙ほまた想は無常なるか」2,尙ほまた行は無常なるかy「尙ほまた識は無常なるかし 

等の如き問題であれます。 

何にをか反間を以て答へらるベき問題かとならば"「請ひ問ふ/眼は1切の事物を知覺し得るか」と 
い ごと 

云ふが如きであります。 

何にをか默して答へらるべき問題かとならば、「宇宙は永久なbや」，「宇宙は永久-あらざるかJ、 

「ヂ宙に終あbやy「ず宙に終なきや」、rp宙は無終にして同時に矿終なbやy「宇mは無終にもあら 

す、同時に把終にもあらざるか」、「心：藤と身體とは同一なるか/「心靈は身體と別なるか」、「如來は 

滅後存在し給ふや/「如來は滅後存在し給はざるやy「如來は滅後存在し給ふにもあらす、同時に存 
T1*た玫 >-»7 ご1 ぎ备< 

在し給はざるにもあらざるか」等の如き疑問であbます。 
f*い.Cぅ せそA>アル>+ヤ^ょ こ ちや节tJt6<t-い こね i ちねふ 

大王ょ、世#が、摩阿M伽女の子なる，一長老の所問1:對して、答へ給はざりしは、茼答せらるベ 

き疑問であつたからであhます。では、何kf:或る種の疑問!:對しては"置答せられねばならぬかと 

ならば、そは答へる理由もなければ、意味もなさないからです。蓋し如來は刑由もなく、意味もない 

のに、〔徒らに〕聲を發し給ふことはないからであbます0J 

王r善哉、#春ょ、私は贵衲のお說通bに信受いたします 
, 「V -'•-1‘％ 

第二摩矛爵問答 一二九 



ffllssm 陀aip-lM 

死に旣て 

u;r!sirnr-ti^t4 Triie坏那酋者よ、世#u一時、 

1三〇 

VI4: r. 
と仰せられました。然るに復たYl^lは、 

「IA齡は(§挪の迄，ゲ」證す。」 

宣ひました。®、紫でせ气ngは議の1;にiて黯する 

でせぅか。おかの，地is#に|5る犯^|、ぼかれ‘られ，,され、斟 

す蠢難の場所から、，出•つる死をも航れるでせぅか。窮ょ、把しも 

— - - 3^^i.fen - fMafffk? 

-せば、「阿羅漢は一飢の价撕を飢撕す。」iのs®lは！^でなければな 

—*力る疑招を提出11すから、貴衲は之1:臉紙を断へてでさらねばなちませぬご 

11 jI Bllaはfft課すれば讲1 

の龚なれどt"今は刀杖t-c 

fffiyilつ打?:るるの®ムリ" 
贵翻と謌して踨 <o 

【ごI】此€>句(tCI利跆法句經の 

箱一二九頌一一出づ。 

【na此の文！：：！：親に出づるか 
分らないが"巴利語法句^0 

馆三十九頌「心!:貪染なく* 

心(:連惑なく、#MのMか您 
て"®りたる人r:は怖錢,5る 

ことなLU0寂i解して可い0 



だ^わj .せ^A 

律r大王よ、世#が、 
さい ひLc f令はTI釦そ 备1'ひi し P& 

一切の人は责罰を恐れ"一切の人は死を怖- ■L |仰せられiしたのは，阿羅漢 

に就てではありませぬ。阿羅紙は此の撳4Uは除爪挪—であb孝T'何访なわば！；羅谳は，起レ悚i{の 
原因を掃蕩して居るからです。大Aよ、世棘が、「一切の人は責罰を恐わ、一切の人は死を撕る」と|! 

せられましたのは、未だ煩惱を斷せt B我の妄念にf惑せられ、t樂の〔海〕hii;きつ沈みつして 

Eる、衆生に就ての御言葉であ-ます。大王よ、阿羅漢は六道の冇ゆ 
ぼけA SWA {一 13 LTいAあつじAU5さいせいみな6とiiAせいかをく かく 

る條件を截斷L、ipq生の因を滅盡し？ rw生の源を斷じ、生の家屋の桷 

材を破壊し、屯の％屋を根本より破毀t、一切の行の根柢を拔き去り、善 

不善を遠離し、無明を壊滅し、識の稀子及び一切の煩惱を燧き盡t、一g 

の世間の法を征ぬして居るのであbます〇1私に阿羅漢は、如何なる亂提 
せA今つ 

によつても、戰慄せfめらnることはあぅませぬ。 
frい£.5 あ こく ち今じ9 れいぶん しん15 に八 KいじAいぅ 

大王ょ、或る國王が、忠實(:して令聞あb信用ある四人の大臣を有し" 
かれら しムにん 4;»*ちゐを t そ©C くbう 

【131四生とは*肋生S港生と 
卵生と化生とであるG 

【完】巴利K法句經笫I-W.四驳 

「MHI、汝いま种破せられ 

た〔我|1〕再ぴ銳か梆ふる 

ことあらし。汝の枘林^悉く 

破られ_汝め槐铤(XC今：く〕® 

たれ、滅に至れ$心IT、W愛 

の城虛II達せり」iMじ銜兹 
である〇 

彼等を親任して"高き地位に處らしめもれました。而tて乳阈壬は、ある緊念事件の發生せるため、 

此等の大臣に命じて、國內の民衆-對f、勅令^發Wせしめ，「卿等諸大臣は、f危かの一に際して， 

萬民の課稅を納附せしめ、時局i织の要務を爲せ」4仰せ出されたi故定せば、iの极合，大は等の 
し< ち！^ くわぜいなふふLA^い みぶるひ 

心中|:、課税納附の心配がぁり、そのため身溪するゃぅなことがぁるでせぅか。』 

第二:^矛盾PI答 ニニ1 



國骒彌m陀王一一:結 

玉rいいえ、尊者よ、決して其麽なこiはありませぬ。』 
ニニニ 

mi■そは如何いふ?r由でせラ 

096iml 

ます。何せなれ：j彼q閱王：^ i衝^^をして！！敗を㈣附せしめょ」々®船^^r<したのは、^^咐の 

人民に對してで6るからです。j 

ぅなものでぁbます。卽ち〔四大仏が'g敗を船繼して配るやぅに、〕奶配獻も凇一邮のlmを船畎して 

居るのであbiす〇 J 

誰でもfす剰—とSふ袤にな—す。で、iQP系yするために、gにぎの航gをお和し.R 

さい。」 

呀『太！Sょ、或る：^の影vlxi&ひ、「こら、slf;、奶郎のこらす、|ぽに齡まるゃぅ 

に布令て來ぃ」と叙じました。ル1で普g^は#;が於に，.*ひ、組の5!*?1；!つて、「椒のg齡は、 

皆Mに村畏樣の處-集打.なさいJi、三たび叫びiLた。すると祀齡等は印1いで妒如したので、1极歡 
殿、村民は皆集ま--ましたか*b,紀のぎ船かg_せfけ船へ」と飯がしたと，ぬせんに、祀lが祀齡の 

こく^'5 か5 くf>AしA.にA 



こらt>邱ivfよの招^^觀しis[たのに、^にKじて^iった^Iは，mM卷#でな---，，®^ 
こ ^ し卜 そAち，5,令 tAA.4かtし ゐこしゆ し曠つH つ iAぞく 

の戶货ばかりでぁり圭した。然も#.畏は、枕民の數はこれこれと知って居1:、戶主の出頭を以て滿足 
しhuiLヒK” なん'よ や1ひに< ひ-Pぐしや5 びや5にAそ ほかぎ！r»tけんや^fxど 5& しゆつrin 

しました。然るi:貪子や，奴隸の男-*:,や、M人や、百姓や、病人や、Kの他牛馬犬羊鹱の類は、出頭 
fx かれら 2 かんぢてぎい .-nu 、八み:/V 

しないものが澤山ぁbましたが、彼等は皆その勘定の中に入れてないのです〇卽ち「利民は错集れ」 
^ ^ i i#>> みなrLゆ Wみ だい.£今3い ひとし お亡J5 

氣仏された!p合の、「皆」は^あを童味するのでぁ办ます。大王よ、一切の人は死を怖るといへる場 

なればk羅齡には、巳に恐怖の原因iなるべきものが"何[:もないからであります" 

禁ょ、tには1Kを影する！；蔚iの15甲」し对と、齧を影11 

す。で> 嗷合铅合に應じて、其の意味を受領せねばなうませぬ。 

LC 
fc6 

»ら 

あS6 
I !(:は味によるこ 把王よ、また意義をMT:める上に五種の方法があbます。一には信受によること- 

tir し でa£5 しか*^ ■，& .い1t55 1:つ 

と'11にはit1師の條統によるこi"四には志向によること"五には理由の充赏によることであります 
しAドv*s>音や96A，ち み とftいぎ いみ あ^iS6f:^やラ&^し^が 

光史よ、信^:とは、r經文の中(:見らるる通りの意義」といふことを意味し、味とは、「他の經文に隨 

つて」といふことを！^し、，師の阶統とは、「彼等が主張するものJiいふことを意味し、志ぼとは、 

一^等がM?へるもの」ilmふこiをt把し、现吖の充實とは、「此等の四が皆結合せる」ことを意味す 

#一一章矛盾閧答 ニニ三 



X —ck— 

_ _ ぃ 

國譯彌蘭陀王时貓 
ニニ四 

る©であらます0J 

"『した，ぼゴ.ベ# 

ua^u^I^ ff0flfi ^ 

.^if,' ^K000^E}^^. 0ffr§^f 

受f rH4f?!i1:f f *ぼのいTfll—給f ?黯せられる- 

のh fメ1< 保馨なr八1象なtの、氍の黨に—めるもの、霸擊の爾g 

池fてfれるもの、拳の燃れな職なものも‘を航れる—ぅか。』 ，レ 

秣『然ラです、れますとも。』 

^Lf ^ 

H.S生"何故に1苦痛—がれ得る死を怖“ませ.4擊はig■をgむ？せぅか。J 

驾ぃぃJ_大-1彼等？決：^て^を松むのでは實舍。氍は基から1れん^ 
ます。彼等が怖れるのは死の*;Tfあり未す0J 

>X2L3V^f^^-^ M0J'f•. 

于itf、地獄rたんこi議するものギノ®ぎきれるirこiu-颭ひは衝t eませ 



ぬ。®歡气蠍響u^の！IMす彫がitirぜ繫Mせねばななませぬ。獻歡ょ，mに^をrげてm^ 

偕服させて下？ぃ1J 

作『大王よ"死{11理を達觀しないものの恐るる境界であれます。人は芄に就て心痛し、且っ大衡に 
それ おそ ゐ だいわ5 ひ1 こ<tやざうしし i > T <4 H-T の Aみ すゐダうたんかくぎ5 6 みづとifくひ 

其を怖れて居ます。大王よ、人が黑蛇•象•獅子•虎•豹•熊•鬣狗•野育ちの水牛•奴角牛•火•水•刺•代• 

を脫却しなぃ一切の衆生は、此の死と云ふ王者の前には、恐怖！戰慄いたします。fの鈀%に齡て、 
trr< < 0沪 ねr:%i*—L少じ令う L 含よ1ふ 

地獄の苦を脫れんi熱絮する衆生でも、死を恐怖するのであ6ます。 

大王よ、人あb、身體一面に腫物が出來て、ぎ痛に，まされ、がぎを鹏せんがため、„と^!ぎ 

を招きiした。で、外税鼢は招に11じて矿の釔に郅，〇,龆gを敗癒すぺ<，それぞれのiiに妒りか 

かbました。卽ち刃針をaぎ、燒灼して用ひんがために棒を火中に投じ、鹽の洗劑に混合せんがため 

に、何物かを砥获の上で捣ぃて居たと1g定し給へ。拔て其の病人は、銳利な刃針で截られ，燔せる 

棒で燒かれ，身に泌みゎたるやうな洗劑を用ひられるのを怖はがるでせうか。j 

王rはい、彼は怖はがるでせラ。j 
fl”わ5 か びや5にAしつべい くわいゆ のぞ ちれ5 Cつ5 尨*こ 皙ご< 

4大王よ、彼の病人が、疾病を快癒せうi0みながら、治療の苦痛を恐れ怖はがるやうに、地獄の中 

の衆生も"亦地獄から脫れやうと望みながら、疴a且つ死を恐れて怖はがるのであります。 
策二軍穿厨；e答 ニニ五 



阈譯彌m陀1問糎 二こ力 

$U4 ffii^ f 
i:放釋を願ひ"君主も亦た彼を故繼せんiて、使毛を1|は1、衡を纪されたとぎぬせん|:、撇は虹を 

知b乍ら、尙ほ且つ王に拜謁することを、麟わ怖はがるでせうか0」 
王r然うです、尊者よ、彼は範配しませう0』 

&『於し®して然せば' iMf1^ける衆4も、％た.isをMれん-^1iしながら、WほrっIを 

4尊者ょ、何うぞ' 腿の貴！§に同®1せしめ^;るゃうに、^I一とっ®>搬をぎげてT4さぃ。』 
ぴ『大王よ、A1ぁh、怕tこき#I蛇に嚼まれ、截のために七紙八撕して妒ました。齡るに撕の-?A'が^ 

き？S呪文を唱へつつ、其SIをして、■'を!&Tひgさしめんが2、呢まれたAtにぎひて^つけ 

ん冬と假定せんに，其の人は？Mかんがためとぞながらふほぎ愿Hれ、J-はがりは歡 
しますまいか。』 

王r然ラです、尊者よ、彼は怖はがります0』 
1r' sff 

此の故[:彼等は，地獄の苦をM?れんi!5みな：^ら、!^ほJl^つ於をffi?れK<- 〇であ-^ます〇』 
王『■一，iょ、P齡f f たし！ 



防護式に就て 

ナ—ガセ—ナそんじゃ せ-f-*A 

王『那伽kl那嚣者ょ"世.故は一時 

「isに|ても齡£にぁ-ても"％慰き〕版の齡に1れても、 

允千f犯のその中に、死の鞀ょb脫れ得る場所はぁらじ。」 

と歡1gき！jばしました。船るにI一範は"またぎ於に纪いて，防kぬの船！iぐ卽ちラタナ•スツタ"力 

yダ•パ？ッター,キーラ•パリッター、ダッヂャガ肪誰、アーターナーティヤ防謎、アングリ•マーラ 

贼f艇齡を15船ぁをばしました。撕耐船ボS勒ょ、S?しも^<が'じ被っても对赋の中-行いても、 

救41き褽队PS?も、黟s,ii•靈•船4手漦穸®に1% 
ら齡れることが紀きなければ、峨ぎぬはg5f3皆用でぁhます。ですが、若しまた防譏式を修して死 

9肥tもf iぃSiです、vgliQiiを歡8じ$から、獄はこれを繫してIfね 

ffv'JC5 せそ八 あ%t* 

雖『大王ょ、世#はI時" 

「斟；S-ぁ.-ても龆料にぁ&ても、邀き：一邮陬の船中に隱れても， 

第二京矛盾問答 三一七 



二II八 
ss^00 

大千肥犯のそのSに、把のgょ，^れ斯る•はあらじ， 

遊fベーfた/』の防¥赢す含4も齡あそばしtた。fながら、把の 

■式^.もた存ふ'へき靡ががあるが、齡磬ものゃ、顏”|;がす7ものの||にのみ、卿せら 

?4pf 

ても；Jsi再びt浴をfかへしもしなけ&、ppを晋もしない？？？あ— 

^ f.fi s 
1,儀式"なければ、擧の鉍妮囊もあ|せぬ。禁ょ、齡のヂ 

s<^^- ip 0, f 0f 
けへ4人ンgしての促學言、採助で管ます。_ざ&勝ぬを饌€ばしましたのは、 

1.mfik^, fls^ 
i ,JMi^ tsfs?0ftK 0p fif 

てもげ時になs、I显む"f、f &s?れたがsfは、if 4 ■W 3スileV ま*D ■ J 卜、卜一 1〇 n L f TL p ‘r^Tち.： _A.^ i i t hit. 
^,o^i p,P- 

する必要はあ-ませぬ。5れど^1だ齡w r41 ^l:5rめる 
^-©ゃ：舒範に^|:ては-_赠4^家ね® 



藥■で服さしめねばななませぬ。すると彼等は其のお蔭で刺益を得るでせラじ 

王rですが，尊者ょ？I?し人が、決して死n氣遣もな<、存ふべきm命に富んで居るならば，その如な 

人に對して、藥y與へ、或は防護式を修するのは、〔全く〕無用同然でせラ。j 

像r大王ょ，陛下は、&て或る病人が，薬を以て蘇へせられた埸合を"御货ぁそばしたことがぁゎます 

2 

王fはい、數百遍となく見ました。J 

雒『では、大王よ、k下が防護式i、ぎの無効とに就て仰せられしことは、c全く〕誤iでなければな 

bませぬ。J 

王『潭者よv脫は醫士が娲人に，藥を服ませ、又は外部から膂藥を貼用せし 

が爲に、病勢の輕減されたのを見ましたご 

t!0バリタム(t阽諏式の呪文 
Qこと〇 

雄r大王ょ、gパ9タムを反孩して、策誦する人の務を聞くに、其の舌は乾き，其心臓の鼓動は衰へ， 

而して其の咽喉は嗄れて居るやぅであb.ますが、其を反菝して讀誦しますのでこ切の病氣は鲅まり、 

^Sf0^i fsffp. ffi fs 

を吸ひMさせ、又は解毒劑で消毒—，若くは洗頻でKの屈^!を洗ふのを"御覽あそばしたことがあり 

ますか。J 

第二牮矛盾卵答 ニニ九 



s 
麗 

ft 

io 
彌繭陀王問M 

ii' 

f itTf M^ft^frsf £ff^ 
§kMf ^f&Lr 
び%も3立“留f、火し浪のf ??&f f ^ 

雲物と？ 乂—さん冬る，刺f、誔のやぅになつて■にf、擊たfふのが， 

ないでせぅ。J 
;*い|>ぅ へ** h > 

球『大王て，f gr、七wrfもぎ.',Kをf 
*『は。した。そは^j世！§に知れ垃つた裳ぃ觀です。』 

せぬ。大王ょ、陛rf—Irfv iをfせんがため- 
に入れて彼女を呑み込み，.袋の叱にwれて斯ちgんで！^ gる：(K) 

!f声* , *一|Iナ•■V」 c%11-& if Liv^ > t _‘LA 

丨 夕—チ'b. 1 

I^】ltrpnava. 
rl<】viゲarhp^ ^ 64 , JJ , *i/ ^ ^ ?s r.^J/J lfl-cutaanar&, 

㈣u 



た* i云ふ話を御聞き遊ばし去したか。J 

王rはい、聞き去した。そII世(:知il瓦つた名高い話ですJ 

贫『大王よ、年ダャーダラが捕谫から脫れたのは、防謹式の力によるのであむますまいか。j 

$そACや ぼij し*かげ 
壬『然ぅです、#者よ、そは防誰式のお蔭であした0』 

雄『では、大王よ、防護式には力が1つて：^なければなbませぬ。大王よ、陛下は啓て他のギダャーダ 

ラが、ペナレスk王の皆人部屋に匍入み、其の石妃と不義な交をなして屯船にせられたが，其の 
しゆんかんれちiすがれ いづこ さ し4 はなしお含 およ 

瞬間[:忽ち姿をくらまし、〔何處へか〕去つて了つた、といふ話を御聞き及び(:なりましたかIJ 

はなし含 

正『はい,其の話は問きました。J 

雄rでは"大王よ"彼が生補られて"姿をくらまし"脫れましたのは"防護式の力による〇ではあむま 

すまいか。j 

王『然ぅです、尊者よ。」 

像『然らば"大^iよ、防護式のWには，〔1稀不可思議の〕力pilつて居なければなbませぬ。j 

王r那伽單那尊者よ"kの.防譲式は誰でも保護するのですか0j 

想『或る者は保護しますが、或る者は保謎いたしませぬ0 

王rでは、其の式は、何日もかも、有用ではないのですか。j 

第二萆矛盾問答 i 



1 

一：著 
画 

■だいれ 
s彌mK 王問fe: 

しょく&っすベて ひとV' 
1H 二 U 

:es_r大王よ、食物U一切の人を生かしますかこ 
V* 

3Erいいえ，そは或る者r生かしますが、或る乳は生かしませぬ^ 
ど kr hけ 

ばfでも、そは如何いふ理由ですか0J 

J£g祀ょ、彫じ免.佩扩も、骷，4:tひ紀す輥は、獻|にかかってし死にます。j 

雄r然らば、大王よ"食物は一切のA-:を生かすと皆ふ！!ではあb查せんね。j 

王『裏よ、觀っの备をKふに、.fTつの靈がtます。一はgを齡辦ざひ紀すためく二 

にはm化力の弱いためiであります。而して、忙忠よ、劣Wの齡なるt^でも、；^11が配るければ、 

却つて〔注命を鸾ふ〕毒iなります。j 
h l/.ft<*>/ 14UL#t ちや IT ど .ごと b Asftfj h. 6及 & 

饮『大王ょ，防護式も亦た丁度かくの如<、或る若は保瞧します*>、或る氣は保護ぃたしませぬ。.而し 
fitごし含 t ちや5ど 

B/J謎式も亦た}-: 

T' 0mBC 

ょるの—iす。箬ょ、Mせ，士の11が、裝に氍を氍し、,ずれば、|||や紀 
やA”液に線！^されないやぅに、1^取に扣デを！^し、配:lが節ぼなggを！！，^，把し此のものが！！•チ 

を侮fたh，t挪した冬な」、墨は■を紐へ、禁に斯齡1'て、g%jgの髮；でる 

や*フなものです。が’^L其子が慰配でぁ.つた.，c,、■は〔齡びに-.てj齡{なつたれば、私か、贿 



X キニ 1 せc かA しか そ el?'14ひllu^v1Jte-i i ち U5 く-d し# 

か、手で，其©子を打ち貴諫しまt®而も"太王よ、其場合に#親は，其子を捕へて，地方wf主に 
5つた 

訴へ出でるでせうか。J 

王『いいえ、尊者よ、彼女は決して訴へ出でませぬ。J 
ffい*1う £け 

if『されど•大王よ、そは如何いふ理由でせうかw° 
そACや おのれこ 

王『尊者よ，そは己の+が惡いからです。J 

软r大王よ*防識も亦た是の如<、对情を保■いたしますが、若し彼等が惡るければ、反對の結果をF 

ち來しま1-J 

Sr善哉：想渚よ。.の11■題は、#者によちて解決せられ、敷Wは〔妒かれて〕：半野となり、11點 

は〔典の慕が除かれて〕叨るくなり、異端者流の網は解き放されました。於戯、各學派の上首中の 

mよ。』 

6,、 01 

惡魔に就て 
itlpTナAAぶや あなf:妒力 ，じ±らぃ しゅっけ f 沙つえ5 マなはいんしよくいふくい了ぐ.cぐなど 0れ 

疋『那伽燁那#者よ、a衲等は、「如來は出家の人!:必要なもの、卽ち飮食•衣服.M藥•臥具等は、常に 
し八じや ことか tii Uよ4い I >1 ij-a ^Ms iu d f ^ j£ y-9V c. K 續 LiK/ B ら 1A もらIf1 

信者の布施で事缺き給ラたこiはなかつた」と云ひ、又「如來は五浊羅樹と稱する墙羅！：村に入4托 
^ / ►たA;せf-ま い もrrwtげんせつ しん130 iitti 

鉢して、何にも布施にあづかh給はなかつた」i云はれる。が、若しm一の言說をIt^iせば、節二 

S f 

第二京^府問答 mils 



，碘課彌瞄陀王問想 111二a 

の言說は虎僞であり、第二の言1^を眞•ルとせば"筑一の言略ば虚僞でます。これ，た®輯一一かか 

って、船き雕く剕常に1へヶしぃ疑11でぁbます。で、的麒^;^の11■を龆邮じますから，散揪は；fjを 

解いて下さらねばなうませぬ〇 

©『大王よ"「如來は飲食•衣服•ぎ藥•臥具壤の須要4に扼缺？給ふことなし」と1aひ、如「船抑は五妒 

羅樹士稱すろ梁繩1:把に；<り把鉢して、觚にも！$ひ龆はざりき」とヂふも、恥歡ドも歡歡であります0 

が、如來が何にも莨ひ出し給はなかつたのは惡魔の仕業でありますM 
-! そA.じ中 甘44e ひ いれ や5i あ611つ かさf;4 VんごAくどく ど5 

主『では，筘若よ、世尊•か其の日に到るまで無贷劫の閲、積.traね給ひし善根功徳は如何なつたのです 

か。また今生れたばか-の惡魔が、〔虻故の：！11如111の齡*1しがち膨AI:たのは，妒i：ぃふ！^です 

ならぬi云ふこiと、樹の根aKの班上パbもmく、!^はが齦を，めるWよりも、加"が配くなくて 

はならぬと云ふこiと，二者の中、その孰れか一の非難を甘起せなければなうませぬ。』 

;菩ょ、これだけではi4iと、kのれが严か，ぎIぼ41r、kのs^れがiぃ 

かを立證することは能きませぬ。此の事(:關しては、もつとJS漏なき刑由があbさうなものです。允 

王よ，人ぁ-〇、轉i氣S-1粑4，せんとて、蜂！^は蜓鎅、靳くは黠船の！^ものを研齠せしに、：S齡 



能るだけ疾{其を持t*戾るがよい」J申しました®そこで，其男は怖れ載いて，其獻上品を取-上げ， 

大急ぎで持ち歸つたと假定せん|:"1の揚合、轉輪聖王は"單に時1外れ[:獻上«!!ヲぎ持參した1云ふ 

事實のため、門衞のものよbも力*>弱いi言へませうか。また王は、もう是れから決して獻上品を受 
£f:t 

け取b給はないでせうか。J 

壬『いいえ、嚣若よ、そはn衞のものの意地惡るなために、獻上品の持#者を追ひ庾したのです。で， 

他の門からならば"それに數百千倍する高價なものでも持ち込み得られたでせう。j 

大王よ、世#の場合も、丁度その如<、惡魔が五沙羅樹村に於ける婆羅門や、！1一主を抱3込んで居 

ましたのは、彼が猜总心によるのです。で"他の數百千の諸天U、佛陀の所に詣でて、滋養分に富め 

る美味の食物を佛陀に獻じ、佛陀の體力を增進し給ふべきを念じつつ、恭しく合掌低頭して佛陀の侧 

に立つて居たのであらます。j 

主『那伽犀那尊者よ"それは然•フかも知れませぬ。世#は容易く出家人の四種の須要物を得て、Kに事 

缺き給ふことはありませんでした。世の至上者たる如來は、人天の請應じて、一切の須要物を享受 

し給ひました。然るに世#に奉るべき食物の供給を、中止せしめんとの惡魔の预見は、苦もなく貫撤 

されました。尊者よ、これ睽の疑iの解除せられざる所以であらます。脫U今尙ほtの問題の解決に 

ぎしみ惑うて居ます。朕の心は、彼の陋劣卑賤にして罪深？惡魔黎が、如何して如來•應供•正等®• 



阈11镧瞄蛇王問鏟 一1 

人天の世界に於ける獻L,I中gf1者•也をSる&板功ぎ影S網勒•把S新—が救に献す 

S供養を遮り得たかに就て惑はざるをM-ませぬ。』 

けf大王ょ、jh潑U四輒の遮事があす。！SV-には術娜のパの您に！^ててない斯齡に齡する齡ず、 

一一には誰がs级に特に設けら：；；る！^-鄙する私事、三にはQ;に购l/のj''がて！^る斯齡に報する嫩ぎ、 

四には供f fるも9に®する臀奪あ—す。齧ょ、igiwのiur5ぃi齡にij 

遮事iu、科殊のKん乾-上げやぅ-^思ったのでもなく、％职挪の奴.都を纪てから1貧したのでもなく、 

Ifでも上げや.—船って船ずしてある职■に離して、船齡かが抱を^Jこiをずふ§す〇 

例せば入が亦奸供養せんとして居るのに觀して'Wから「抑を術にt<辦して術になるか」.^15__無 

るやぅなものです。，の炭に特に設けらるる妒ギに斷する影とは‘る黑のがぎぎしやぅと 

思つて設けてE1る供銳をば、何容かが1合からおせつかいを^^れ.て妳谢するこ士です〇ばに勒献の^ 

i くしゆ ESと ふせ 
f 

■rITr 
Tc 

L-ゆなふ 
etrf 

しやcT で*f: 

fcl^6e>ill も^cやic, 

しpて、何4かか衡合から邪魔するこiです。供氣を^5くるものに断する^事士は，E;じ辦へられたる 
供養の享受を邪魔するこiです。允书ょ、ねを四配の船ずilします。 

?彼SP五沙羅私村に&け4馬駕愁をFをんで&ました料、そQsy 4&てS?た しよく6つ it1rPr4^ 卜* な itr， f I 含 7 
食物は，特(:世#,.3爲1:用tがs來てrたのでもなく、粑tji:猶が45 i^つてg■してぁ〇た®で 



^6 
思 

し Kデif4一ん fit. rv 

隨つて世尊の所有でもなかつたのでありで，主：U到著uしないが，誰V来るvis，r 

SAaf 
つて、脫餡の聯舰をirへてあつた踏でもM;でもない露rなのです〇輒V特(:r1?::l:弥してのみ疔ti 

れた遮事ではなく、乳の日彼の村に往ったものは"誰でも供養に預ることが能きなかったのです。大 

fSよ、世尊に上げやうと肥へるt施に謝し、又は世想の爲1:巳(:出來てKる供獲i:谢L,若くは巳t: 

^ 
しゆつJ JiAよ これ さへぎ5 L 6 *i _レ^^なに％^LつとLA 

くは出家の、一人の能く之を遮b得るものあるを知れませぬ。若し此の場合1:"何养^か嫉妬心1:か 

fま ほんてん 

だんへA 

られて、何等かの遮事を行Uんとしましたならば、其の渚S頭は裂けて數迓千の斷片となるでせ，「 

私?Sょ"抓和には、何人も、礼等の障锥をも加へ得ない四齓の徳がぁbますom種の徳とは、世尊 

にPげやぅとtへる布施、又は世#の爲に準備せる施物に妨碍の能？ないこと、如來の體ょ6發する 

影さ一敷の街船に靴して船！Tの骶きないこ\如來の正鎖被の、钾窓の寶に對して障#の能5ないこ 
にょらい せいめい 力い しゃ；がいT 

如來の生命に對して障害の能きな -tc 
*1 すなはにi4い 1C, だい£5 これら さい 

，之れallt>如來の四德であります。大王よ、此等の一切 

の德は"一味1:して、瑕疵なく，動かす，他の爲1:攻龌せられ中，他の事情のために變サ—るこi 

のfきないものでぁちます。大1ょ、彼の惡魔は"五沙羅樹村の婆羅門、及びP-主を抱5込んだ時、 

見えない所に潜伏して待つてKました。そは恰も强盜が_外の見えない地方に潸伏fて、天下の公道, 

を取んで居るやぅな％のでぁbます。されど苦—國王が彼■を觅附て捕へましたら如何でせぅ。 

ft二聿不®問咎 こ3七 



':气 

阑課彌m陀王問舞 一こ\ 

PIISはfして霞でせう2 . 

王rいいぇ，鬆ょ、S?は齡をgてIIをr紙し、裘にrて」rでせ5。, 

1で情人4私する1なも？す。装ょ、のFv i^l齡をs4けたら‘i：でせう。 

4フいえ、尊者ょ，夫は齡ぢをり|すか，齡せしむるか、鬚するか、幻は益のぎに^ 

下げるでせう。j 

若くはIQ所有し給ふ急あして、掣かの1PSへ色たら，齡9mv為にrfかれた 
でせ50 J 

^1' Isi' sf fMfs. f.&tfx 
見ぇない所に,してf ?す。f f鬱が、ffi"にギけゃうigへる.、1のぼめにw 

§is;3わ、彼の身.の組織は、一M,の觀のや■ブに、fmfclせしめられるでせフ。i^{feりました。 



«i斬よ、職(il谢槲の靶_の1||に槪私ぃたし|-1 

:mi0_に肅て 

王t術ぎ和齡よ、沉脱11は、「於Sの^W輪ふものは、船ゲそれと^,ずにfても、非常なm罪を 

iしたことになる」-4111はれますが、然も，世尊は一時，律の中に^kらずに爲た者には罪はない」 

と撕せられてあぅます。で、若しも「生物の％を#Iふものは、縱令それi知らすに爲ても、非常な重 

欺をgしたことになる」i云ふ說が眞货でしたら、「知らすにした渚には罪はない」との世隸の仰せは 

虎僞でなければならす"若しまた「知らすに爲た者1:は罪はない」との仰せが正しいとすれば"「縱令 
L し せiぶク いのち5决 ぢ§.ぅartl'しよ い せつ1ち>* 

知らすに爲ても、生物の命を赖ふものは、m罪に處せられねばならぬ」と云ふ說は間違ひでなけれは 

なbiせぬ。これ亦た兩頭にかかる問題であbまして、解決し折伏することは能きませぬ。で、いま 

II潔におを藍rすt、Tぞ芬v黯してTSぃ。』 

雄「对把よ，「配¥の$ビ赖ふものは"縱令それをがらすに爲ても、非常な貢罪を犯したことになる」 
U'± しし つみ い せそん け5ちよく 

と言ふのも、亦た「知らず{:爲たものには罪はない」と言ふのも、兩方共(:世尊の敎勅であbます 

>iの二齡組11は、街なる實義を影んでぎます。卽t一は想解脫cの人}-よわて行はれる罪で"從 

第二章矛盾問答 二三九 



m誨*瞄陀王問4g -53 

士仰せられましたのは，此の二者中の献勒に刪Aてでぁります 

王r觀、IIよ、S乾1の1ぎfにIIいたし參。』 

鄉とiiハの1^に齡て 

また—は如！艇にしてfとも5ない」4SV船るにTi、肥IのPV說くにf、「iは 
今數千S丘衆の指馨たるが如く、1:船た〕M千の！^肥のぼ■となるだらぅLあせられ 

ました。で、若し；；刖說がHだとすれば、衝紙は！^iなhますし、かしg寧たとすれば、 

前説はL>僞とな6ます。これ亦た郝駆にかかる既舰です〇で、船^ル视に配肌じますから、虹抓に^j 

を解決せねばな6ませぬ。J 
^ V 

ftr' 
中、一の-ず句の妒哝はあf的でぁbますが、Wの數知の1^は纪齡_では&彡ませぬ〇把把よ’；g和 

が敎徒を探f求め給ふのでな人饮栗>が紀枚，^ひ和むるので，で♦。だ把よ、「虹は繫ぁる」 

齡ではぁi谷ぬ。だKよ、船がぃの颭科し一-へSr射でぁ.〇まして、蜓祀は桁家：irlけ、「屺 



は和のものであ6」i言ふや*Vな迷妄を遠離f "也ら他4救助セんがために生存—紛ふのでめなまt ® 
丸FHょ"允地が—泥のC情.r扶持t、彼笠の庇讓ivh、彼等め依憑所iなち，而もifの有情は我 

dす」-^の想なく、概1:を逍ひ求め'—が如く、如來も亦た一切氣生の扶持乳でぁり、庇護あでぁ 

bまTが、而も「此等U我にBす」との想念もなく、彼笠を追ひ求め給ふやぅなことUあ〇ませぬ。 

ガ起ょ、：gなる111は虻く iを㈤らし、〔SESi初W帝等にi繁をず與t'且つ典の稀族を維持、 

1^して||$靛は纪©黠謚に£し參が、8それ”には「；&は|^ものでぁる」との褽 

攣を^41、jgして一贶のi齡W船耙の：gに生きて336のでぁらiすが、耐も姐來には「虹故は我が 

ものであるJ iの想念もなく、逍ひ求めんiする考もあbませぬ。如何して是の如くなるかとならば、 

誔は一iQK利S■を■し船ふからでfます。』 

王rS辦、似齡ょ、粑粑>船船の側を%げて、善く敗陬踮を艄此ぁそばしました。薇林は赦り開かれ、 

慰iのiはf一かれてi??、_QS慰はかれ、#して繫獻ei詬rして妃ま 

させられましたご 

辦一の射鄉に齡て 

0S ^n§ 二四I 



U四二 
t* 

阈課彌湖陀平：問經 

蓮多は一擧(:五百のJtf丘を貧ヴて分规したJi.flはれます。で、^しHur齡が览览だとすれfir、銜麟ょ 
♦よぎ も *15せ〇しんじつ v\甘つ 4ち* 

虚僞でなければならす、茬し後說が芻货だとすれば，前i:は間ii,ひでなければなりませ3。これ，こ 

兩頭論1上の疑Sで，mig艄のg|でt、鱔よく、だとは獻に〔p〕i-ひ^^ 

隠さ' 閉fれ'包まれて19ます。ぎ^|忠緊0^|/に断する根とssii、1深加をrj|し 

软『_よ、rf議も、藍rに§でぁ！す*%靈のSはぎ髮の辦によるので 

す。磬よ1，鉛ぁれ益"はk參tlfせられ，fはが©から齡せられ、沿は？^ 

fれGはぼ職れ〔 4は樂f対れ，温は如撕4れ、怒は怒f辭せしめられます〇 *た 
S諸賢材木もて接ぎ合はされた槪は，紙ぼために髮せられ、|^が^;5み、|に斯める郎 

敎徒の則を象せしめんことは、新« L.gでもなく、駆のg^心でも？、沿rgI/r、製を奶 

裂せしめV」る可し」iの言を.學'へる取者の氣む所でもあ.りま.せぬ。孤して啦には辦取の您㈣があるの 

です。砮よ、pr财さfは、1ぎぎで矿一かをf辦ひしため'又vsものかをr 

铅ひしため*劳^は;i乳奶なる！lg;#.搬ひのため、配！5ダ虹_衍がため、％は-'1£?栢が.ため、槪{は 



J«::のtr"^!:把て、紙於の^把はずずM渺姬であbまto^Tよ，^;陀の九^敎中に、一菩薩の能く如 
よ によ 

和の齔徒を把歡せしめた例が御座いますか▲ 

王『いいえ、奶和よ、把^なWは11だ影てm"たこともなく、聞いたこともあわませぬ。#:者よ，梅說御 
そんじゃ おせつ= 

&つとも わねしlf»な/:おせ5 la. 

道理です。朕は贵衲の御說の通り信受いたします， 

0S f S 1 



こ四四 

I 

IF-^■■l=ii i_ 

法の優劣なることに就て 

f .60 f f i s 
►*.3 & f 1 ar & Mi151 Cl ,, f , I- . 

來起るvきものの中で、最上紙Iでぁる」1,ルa1ました。船るに谢撕繁の歡にょれ(if、「ffi勝i?艇y 
t*R^.isJ W* L jf. * f 1 K- I » * _ I ' ^ 

L I -( 1 J J J ■rif^Aur -o Ti c .^4 

r气且つ IirQl^は ig でt., i も、；^ 
*〆& ■■丨 tr.—I - I 

ip 

受具伙前のものでも-して舰您を撇ふ數拟yして、纪の肥齡ょ 
£ 1 h _r rv h 

T Iセrツタ 
5—Elhw 

ち、pし恭敬せねばな—」とぁ！す。1ょ、flのg辦g船—る？bば二 1製 

言亂は虚きでなければ？ませぬ。されど、纪し瓜聲寧の|擊が船|5だとすれば、航ぼの歡糧ば断|| 

ひでなければ？ませぬ,これ亦た船謝にかか在配gでぁ&ます0で、瞰,-歇办剛膨を配脱じます 
■玄^,こ"*Vかい？ く^ 

ら钱衲は之に解決を下さらねばなりませぬ0 J 

1 : ^ MJI.^I1A4J^- I ^ p id trw I 
き „ n '2 , 1 ( …1 JB JTA J tri-HrM o,- f^ 3£ 

K-Brぁs0fす-姑芄ょ，駅m©紙mたる賢蚧を鰓齩するに、こ十®A][M啦m船.^こ亂叫粃蝶啦 



tTt^rあす、泥Biはft.f4の#!tt-i^^rを具備するirKふ喊阳で，fflfせられ，恭敬せられ，豫 

配せられる®^變があるのです9船4ば^!の二十の1:性及び二_の外形的表象とは何かとならば，謂{" 
1いIfん t t yさいUや5こく含Lやirtfふあ4办 じやttf5Lfんか5 せんれんXT ttif せいふ.<i-'AwいどsLaや5ど1<寺X^9 

能Ba)si•最上の克己.ffi業•行MS寂靜4C行の洗練，感覺〔的欲望〕S征服•忍耐品情•獨Kの®行• 

ii5f'配するこiifiがf:料Fふること•gglひ^ての艇W妃佩Vi街^ 

ること.8|容親LAて監の®をm救に〕鉛毗するこi命一疋びk©%の船&を¥び¥^^ 

の斬，撇に紙す6執和の纪を遠離すること*^此をゲ兀成すること.'及び壊色の衣を著すること*頭髮を剃 

ることであります。 

f緲か中，舣てS鬆ill船mし、iて霸ぎ？1:iiiのぽにiiするのであ！す。，而して 

齡は一挪の斷ゼの射配の祈に龆つて船み伊くのです。これ鈀の畆獻，のmiち！！ぼSに"入りたる秘婆寒： 

V比がに對し敬窓を拂ふ氣象として、其の座席ょ6立ち、縱令その僧が未だ受具して居ないでも、 

齦欺齡呢する航fであh,ます。〔く％勢せば〕也がは！：-の齡®であるか*ら筇類するのです。一:尙ほ之を 

0^09r^Ti 

pつ V 1aち た5U0 

^ 勺1,11 なかみtゆぐf:ll«けいい ベ > そんす，く i ^ < 

入れる優婆塞も"尙ほ且つ未受具めものに對してすら"敬意を表し德崇恭敬するのであれます比£ 
ウパーナ办 

r_ 
さいをAけ4KA.い 『：€/ t みづか かか-IsいそACTt:い/:-->, ゐ s . mパ、いjレ PLrlts *广 

は最#の敎刚に入れるの!:"0らは斯る最#の狀態に達して居なぃから、漫流に入れる佐婆塞も、尙 

第三車矛盾間咎 二四五 



§課彌阐陀王問銨 

I_ I _ — 

二四六 

ほ且つ未受具のものに對してでも、敬貧を表しH⑷恭敬するのでぁります•把於は把冒#?wxiの艱篇 

に耳傾くることを知れるのに、優婆!!^I?bはおを如ることが能きないか&、聽館|:^<れる紙ygも 

つ！^に雛して配實秦する■ぁります-また1^tss_©料mA?をれ、齡gbmt矿 
—:L [ I . , ' I 

CAS1>_/f**1l-«p^^33*'t^T7- -V1. 

弘めるのに、優婆塞Clらは其を爲すことが能きないから，把丘を齡奶するのです,把だは职叩たる肥 

0&4Ki^ 

gてrrのに，髮をゃっして 
禮拜し恭敬するのであbます。 

PS 
し，/kjjfをSiするのに、ipはII繼VS&‘なぃから，露H<'の^に一してすら、p 

を表し’尊散するのが齡ぼだiiって配るのです。好1sょ、組へば11^jft.齡のgnぎ，齡 

家庭に於ける聖ぼの！5歡妒であったとぜん都〔41に；一齡に雛して航fを家し，祀£するゃぅ 
なものでありi*す。優歡篆も亦た是の如く、把がに谢しては，配:6纪纪<のものであっても、11鉛鮮 

敬fるのが當然であります。 



大1?ょ、尙ほX;、陛下は"此の事實|;ょつて，比丘衆たる狀態の偉大なる：とと，及び%比の先榮 
ぁるこを御が，認ぁそばすでせラ。で，大王ょ，若しも聖流に入れSもの、卽ち須陀滔の人がH羅 

漢果を證則1<るならば、彼は其の^1{:般涅槃するか"又は比丘たる狀態となる炉'二つに1つでなく 
11ぃ|>5 し咿つけし-Vef^-t:いeつ ふ^う くわ今大い もっとか.^しやう 

てはなせぬ。大王よ、出家者の狀態は货に不動であり、光榮であり、最も萵鉗であります。』 

3E褽よ’iの，8rsiは、靈のP絮によ--て、千ぎ黯されました：礎のf 

なければ"何人i雖も、此を解決することは能きますまい。J 

甘ク41ふ がい 
說法の害に就て 

T-—ガセtナそんじゃ 

王r_w取诹#;者ょ、货衲等は、「如來は一切の衆生から辔を遠ざけ、彼等を刺益し給ふ」と言はれま 
しか あ*と普 ま^によらい 大八大八t ひtrとへ づ せ0¢4f;ati めい^<丄ぷ くち 

すが"而も一時は又、「如來が炎炎燃え昇る、火の喩に遊いて說法し給うた時"六十名の比丘衆が口 
ねつけつ は かく ごと に2らい せゥほふ し咿 がい けつ 

から熱血を吐いた」とも言はれます。で、是の如き如來の說法は、〔明かに〕比丘衆の盛となb、決し 

て%象する所はありrせぬ。fのSに若し「如來は一切の衆生から啓を遠ざけ、彼等を利益し給ふ」 

ifふことがだとすれば、「如歉が妃炎燃え斯る、fの齡じ1^いて1^し，うた時、六十名の比 

が%•か茈のP<から熱血を吐いた」とガふのは虎僞でなければなbませぬ。若しまた亦二の所&が眞货 

friすれば、第一の所説は虛僞でなければなりませぬ。これ亦た兩頭にかかる疑問でありま-tから、 

第三3S矛膦問答 二四七 



に原ズ出 
人ミ因S 7 
h (± ^ 

土？如い? 

m 
入レで把 
m h x 
なつ^ 
たfzそ 
め h は 
に申I如5 
'さ來5 
其fねの 
のば所5: 
蟥1rな作3 
穴S〖）か 
をまら 
破はせ起〒 
毀#ぬつ 
し °た 
て#J事i 

土？よ申I 
を ' さ 
運？一ね 
び疋ずば 
去3のな 
つ蛇J 0 
たがま 
t 蟎？す 
假&のま 
定5穴念い 
せに 0 
ん铜樣卽J 
に匈f 
、し彼S 
蛇5て等ら 
は居Aを 
其，ま亡？ 
のしぼ 
人？たし 
の0 fz 
た然よ主i 
める要f 

に蟻穴の入口を密閉せられ、签氣が無くなつたので齡に死んでT4ひました。#;乳よ、配の航はit1のAi 

の所作によつて殺5れたのではあhiすまいか。』 

tsr『然ぅです、大王よOJ 

4隸乳よ、六十含造が、|脱を！一いた雾も、4た對の_く、造ぃは辦の露の親黯であ 

ります0』 

tr大王よ，如來は阿^fて御！^^5あそばしiしたのでもな{、3t?Itがを犯て架m把\めそごし卜J0でも 

K3搁磡跎王問» 

ht:しあ4'ね ていしゅつ 
二 P>1 

t/c #&/:これ かいto 
朕は贵納1:提出fます。で，貴衲は此を解決せねばなbませぬ0』 

t?:『大王ょ"二つの所說は兩方ともg起ではぁりませぬ。從の六十於のFが私が勤1?をp±uぃたのは， 
r-よ^f かAよ f iz3 かれらみづかまttiiろ 

如來の干與し給ふ所でなく，彼等0ら招く所でぁります。j 

王rでは、象ょ、游し灿把がsf齡はなぃでも、SI寺は齡虹をぎぃたでせぅか。』 

名ぃぃぇ、Pが装のF&厂piiつてgiし14 

から熱血を吐いたのですOJ 



あbi*せぬ。^^<1姬新は^"-^^の懈^5^1;©組を1|1^して，^:0^あそば1ました0です。1:の故 
に紙松の齡配をi3しく航17"たものは1^をM;-、舻聪つて船Sしたものは,齡したのであbます。对 

Sょ、がi温ゃ，船Sはt鸛をif、Pビr、しっか繼してr,■は一 

题も破齡をぞけないで，11まま纪つてぽますが、mが腐り、固紙して居ない果-Kは，地に薄つるが如 

く、製©謂をi く齡も、rpも？す。また，装ょ、|?はか|^おPしめんとて'U 

0^f0Kffi ffr^0K ,0 

fMr<fr0 ^ 

の齡いなく、齡1^ゆ象Vなく，齡把あそばLます。然るに如來の說泣を正しく領知するものは菩提を 
无 まtt*bやirち .iiらく 

得、間違つて領知するものは睹落するのであります』 

らば、繼よ、は、製si,ための船にふSしたIではないです2 

敢r私起よ"允X'は#:和をぎ么に寐かしてfき，如何もしないで"某を眞直にし"役立つやうにするこ 

,£が！gきますか。J 

主『いいえ、伊1Sよ"それii輝きませぬ〇衡もし其の組木を眞直にし，役立てやうと思はば、其の屈曲 

を除かねばなbませぬ。j 
だいわう にょらい ちや*Tir 

拿r_ょ、㈣も篇そのS4すに乾歡ts覦ぁそばすf S、眼5f'開tとして居る- 

解三窣矛膪_答 こ四九 

;4 



辨蹕和_陀王問斑 こ五0 

から、救.はれやう-^して©るもの等を救ひ給ふのです。丸^|よ，惡贤の船觀がぼちのは，術皆如リら 

Mぼされるゃうなものでt盏ょ、またf ■ずハくそのpf%され、gに撕され、鉛挪g 

に連れ行かれるのは、彼等^smml.f?$ss^-f®?cpp^ri しよ.！^tやけ $ くAV 

つて滅ぼされ、勝者3敎訓から洛ちこばれるのであります。 

れたのではなく、全く彼等自らの所作u依つてfちぶれたのであります。丸书よ、'^あり、すへ&のM 
人に、〔不死の藥と謂はれる〕亂_ゼを断へたと配纪せんに、術|^は5|を^1べて嫩§||となり、|^^ 

の一切の病mを離退して、一4銳つこiが配きました。が、kのWただT»>だけは、i似®5のた 
め，斯を^てJCLにました。靈ょ，fの！^に！^いて，職觀をgへたが、繼rgを纪はされ 

るでせうか。」 

王rいいえ"尊tょ、把の人はf配です0j 

行ひqる衆生は、鹿醐の法昧に因つて賢r^たらLめらわ，氣らざる，^のは^'び^iちSのであ5ます® 



し t い-1_じ囀5f“^い J trJbAth 4i 3^-7 鈔少 t 

大王ょ、食物u t切衆i0泮命を保特し去fが、或るものu其を食べて虎列刺に#つて邦uiす* 
^^h-> XI 1ii し*! く—pl>4ifit4ら CAi 

で、大王よ、M^たる人(:食物を與ふるものは、何等炉の罪に問aれるでせうかJ 

王rいいえ、您者よ、苏の人には何の罪もありませぬ。j 

itl す teil それ おこな 1ゆじや- rfb't ほふみ i I<f f .0—' 
ちるのであbます。j 

w「善哉、#者よ、朕は贵納の御說の通りに信いいたします。』 

t か4 rレ 

愚漢に就て 
-ダセ！ナ*At-r* ほふtや Cやりfiつちや 

如來の設法には何等の齪點亂知もなく、も知らない靳にまでgl^i;1 

b從はない」i目つて店ります。然るに他方に於いて、如來a變m§ぎ蘭 

陀族の須陳那長老が罪を犯せるm合、初めてg一波羅贞罪の贷吿を下すに 

老須提那は、逆の如<呼ばれて，其の師を術れ戰V%撕み貧いて、製•M;f竹脱することがぎきなかつ 

、れんf AJftA 免A 

*9 

t二】丨 
スヂ4*vナ 

【三】sudinnsl* 
パ11rlジカ 

【四】psratrit敎MS蝴Uが 
ffl外に放遂せら5ベ->櫥郞か 
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國課彌wf陀3E問經 
そん〇 I LT 5ifALAじつ Htい & ?〆ダし ^rf ^ X 戈* 

たとあります。#者ょ、若し舍利弗の言i)>眞實だiすれば，如來が趾艦陀子，須陬服を呼んで「馬ぎ 
やら*^^la#よr逢』-J5V や1 ft fc >ミ' IJK 

野郎」と仰せられしこiは虎僞でなければなせぬ。これ叉雨頭にかかる1|越ですから、胎はAを 

at出して、貴衲の解決を願ふのであbます0j 

尊riよ、靈纪IIがぎ？iもgr言、讓拟が氍rllkk^^ 

何を意味するかとならば"大王ょ、葙し人ぁ^^今あ此の世で四說を15ることが街きなければ、#の 

者の人則たる狀氟kigilisでぁi爷。が、！9し歡がcそれったことをrへば、齡は齡った 
ものになbます。是の故に世#は彼靜を呼んで「原齠酽郞」と1っしやったのですOEPIい紙：gは,M; 

ぼ族の須陳那に對して寧Hの一言を！：っしやったので，肥してず!^!！のmを！：っしやったのではぁり 

ませぬ^ 



fr^Eよ-^jLは^て人が亂人をItみ"tl'l:艇寶を裘せんがため、其の席を立ち，お世辭を言ひ"若 

くは恭敬するのを御1になれ去したかど 
そ八tや そ つみ どん .>LJJ*のみ&らヤ t ひと つみ をか 

王rいいえ、^;#よ"見たことはありませぬ。加之"若し人が罪を犯し"其の雖は如何なことであら 

ラとも， 

LA びなAけい^つ あt:ひ ひと かれ ずんしゆ しょ±ね かれ かしゃく*みひ&は ftL 

1(:非難刑f]'1を價するならば、人は彼を斬首に處し"又は彼を苛責し"或は繩もて縛若 
UけいLi あ*Cひそ しさ/1.と あ 

は死刑1:處t、或は其の資產を取り上げてしまひます。J 
だいV fo'sf't せ』*/1.f;今IkJ-AaaafeI 

tr『では，丸王よ、世#は當然行はるべきことを行ひ給ひましたか"如何でせう。J 

そAじや 4j5-A1S. おこな もつとて_奢わ5 おこ&T:i*1^*Aぷ申 一iA-r/i.せか"^ 

王『像渚よ、世饮は正に行はるべきことを、最も適當に行ひ給ひ去した。而して、尊著よ、人天の世界 

のものが、*4を靶かば、斯のが11になち’靳_紀ちることを懨れ、罪人/二1してすら、,れ镞, 

ませう。況んや惡行の人と交はるが如きこiあらば、尙ほ更であbiiす。J 

真私玆よ、歜歡は^^J くな\纪射の鹋衝が船れ、痴病がFち齔てるものに對し、藥として美味 
ち^ 

いものを與へるでせうか。』 

w『いい1，1よ、褥墩は疾病を癒さんがために，身を刺すやうな强い苦い藥を與へ金す。J 

して飢狀のistMは、Mf>令膨烈であつても、人を柔らげ、彼等を溫和にすることが能きます。 

允葑よ、觀gは、iilでも、fげられifのを齡gならしめ妻。触f 

第3¢矛盾聞答 二五三 



明斑㈱期陀王nil挺 こ五S 

如く、そは縱令嚴烈で，？ましても、^.に献すやぅにふ组Uぎち、ぎぎにぎちて！gま 

勿來」妬-；蘿も、亦た是の如く、そは船令膨烈であ.〇ましても*^; 1^をfち射し，ぎ！！にtち配ちて 

居ます。また、^<王ょ，綿の取は人の！J^ちかかつても、gを免はしめませぬ。紙^!の^Iも、 

亦す^の如く赖令そは版^でありましても、人を害するやうなことはあbませrf OJ 
な%acキ<じや あな-fi おほ % ^ k, こ 6しご， , 

4善哉、#渚ょ、貴衲は多くの例を舉げて、此のR^Miを明〆にされました。加斯にも擎argです。air 
"kセ，窄 §たし—た 5 5 I し八S 0 

伽M1#者よ、脫a貴衲の御說の通bに信受いたしますピ 

樹話に就て 
.8ナ|ガセfナそ<L"や によ&い あみと^ 

王『那伽M那尊茗よ、如來は一時" 

「響羅⑸よ、此の！^のパラ}サ私は£獻繼な红。§!謝邮にして、；y|ぁI 
せいめいじTbつ IJAご 含ね 5 

生命充货せる汝の、言語を聞き分け得るものにあらす〇 
なA.V げんご 41 

汝の、言語をg 
いかん なんぢこ むいLtJKつ 

— 暖！-0- 
しかtill5 

如何ぞ汝は此の鲰竄私概と銳らんiはする。」 

とfせられました。船るにi於に齡てはK、 
「か<て^1:楊橄は、パーラドヴ！デャょ、歡も$1た；11すことを#?、^に歡に取齡^|(ょ_^^へぬ0」 



i節V圭した。皆し"尊者よ' 樹が非；^で>Qるならば、樹がパーラドヴーヂヤじ箭したiいふこ 

とは、IM1僞でなけれli:なせぬ。が、苦し彼の白k樹の話したこiが眞货だとすれば、樹が無傭f: 

とif®ふことは、聞㈣1でなければなりませぬ。これ又兩頭にかかれる問題です。脫は今この問題を貴納 

に提出し去すから、貴衲は之を解決して下さらねばなbませぬIJ 

律r大1ょ"世稃は，「樹は無情である」とも宣ひ、又「白楊樹がパーラドヴーデャと話した」とも仰 

せられました。が**「此の白裼樹が、もの言つた」-V仰せられしは-世冊普通の言葉遣にょるのです。 
すなは甘じC■ラ 令 はな で いはゆる含 そ05ち す LAX Aがみ めいほう ^ 

卽ち無情なる樹は、話すことは能5ませんが、此に所謂樹iは、其中に楂める森林の女神の名稱とし 

て用ひられたのです。是の如く樹がものいふと言へ〇は"世{:知れ渡つた語法で6bます。 

4れ，ゃ5とラ 4んだ1. J£f:L(f't fpAti い»なれ 

打い£5 ?っ つ こくもつ<-在* くるf こくもつ fく 

大王よ、穀物を積める車を穀物雄と呼びます。が、其の車は穀物で造つてあるのではあもませぬ。 

に5 か i含 ふ？ か1 $ だいhラ ひと な.1- 

乳を搬き混访る時は、普通1:は酪を揽き溫せると&します"また大王ょ、人が世の中に存在しない何 

事かを作しつつあるとき、其の仕事のまだなされないのに、普mには恰も其の仕事が成し了へられた 

かのやうに話します。如來も亦た於の如く、法を&きたまふに當りては、世閲谘述に用ひられる語法 

を以てしたまひます^ 

王『善哉、禮者よ、如何にも御道理です。脫は貴衲の御說の通りに信受いたしますと 

f i矛答 二五五 



«譁彌淑陀王問經 

?>作^■ 

麗 

P 

1< 

5一一 さい fy しつべい つい 
佛陀の最後の疾病に就て 

0 

ナ—がセ1ナ 4AUやirいてAltrLふ 5んよ ち| 5らIfたち 

王『那伽維那轉者よ、m典結集(:薄與した長老等は、 
=かくS-J わh含 ぶつ^か1P■や C ^5 «7 力S と含 

「是の如く我は聞けり、佛陀は鍛冶垣のチHンダの供卷を受け給ひし時• 

与 1に苦痛を感じ、死闽となnる怕しき病镉に罹6給へり。」 

云つて居ます。然る(:世#は典の後"■ LC 

，ナンダ 

く^むすtli5 いじゆくく#>6 含T-;f:££0せ^^ 

同等の果を結び、fffj等の異熟果を將ち來f、他の場合の施食よりも、 
JTJ /r, tf-rそうだい い^ゆくくt>t 含T4 

M大なる果を結び、一層大なる異熟果を將ち來？む” 

【丑】巴利龉大衩槃鸫笫四卷二 
十三4*見io 

1六】巴刹語大ffl槃槪第四您九 
十七Hな見-^ 

おは 
i仰せられました。 

3て、那伽維那&?ょ，粑tiitがチュンダの舻齩を5:スけて，射锨死眺4なる輥の勰しい 

苦痛を感じ給ぅたiすれば"世#の阿雛陀(:杳げ給ひしことは虎僞でなければなbませぬ。が"器し 

辭似の齪ぽレげ|ひしこム船,冬れば、鬆あ1ぢ||でなけれぱな1せぬ。褽 

の^<靈が、如何して姑射1,<を1^ち較すことが紀§ますか*ボ^ょ、ねを^哪して^^取_の郎^に_ 



へられよ。i.tw1i、mf挺が游®-? 3かられ、がひ組して、搬齡に磁組ひし-®のi挪ひ、^.*の亂齡 

に就て迷ひ惑ぅて居ます。』 

び、一i£允なsiissをitみさむ」との呢せも狀です。i故なればMの供養は功徳-富み、利 

齡を紀げ、配して纪のg齡に神九の滋狻分を傅授しました〇而して敦の食 

晰は磬く&理せられ、皆氣もよく、あつさりした消化し易いものでした。 

で、妒抝が縱編ぉ瓛6になむましたのは、拟航一の齢1i-戴弱遊ばして 

|gらしたのと、1^ふべき一期のf.錄命f存へ盡し給ひしがためであ办ます。 

配してB龄そのslip配して、ますますが獻の容配とおなb遊ばしましたのは，恰も火が燃えてEる 

のに，铲しP獻擗をSふれば、44鰣しく骺ゅるが鲥、デM^蝥のS-に1れてrQ 

bが、£,從よ办も对きくなるやぅなものです。是の故に、大pHよ、世付p入滅遊*'しましたのは、チ 

ユンダが撕谢した食物'のためではあちませんから、陛下は罪を食物に被せてはなbませ！；TJ 

第三雄S抑答 11 

スーヵラマ^ダサ 

【七一眼15 SQkura-mlduvu の 

® 味1:於て(1、吊*IH1UMM 

の典說ぁれどt*そ(!«通の 

詖奔に川な^ことifsTる力 

ら、竹略して!Kく 0 



一i八 
00ss§ 

fれく—ょ、f藍の鉛ぎは、！^Pに®の鬍がぁるのですいこ 

?はき陀が斯をぼぺて、舉なる槪哲靈ぁそばしたか4ぁ|す。』 

る©ですかご 

SJ^^;^g f 龄ハは1T:i?は〆.* ii^gt .firTT のい；！な ゐ 肩fぐS九猶f應い齡して、靈した氍忘‘してぼ 

ます。』 

王Sょ、ivJIiTQ慰品f Jしました—それf 

兩日に紀いてですか〇 

歎rぎうです、好Siよ。』 

t八一九次第定とは、U〕初禪次 
館定"C51】驪次鏤定、—一禪 

次笫龙：5四禪次第定，(5故 

處次第定'5瞞處次第定、〔3 

無所*處次縝定*C6非想卯非 

恝次第定• C九.減受恕次浓定の 

九秫❾扉定か"他心な雜ヘす 

次第(:1定1り他定に逛み入 
5法でぁ30 

4-Atや じ-,3ナ5 

王『隸者よ、そは實に釈有でt、未會矿でぁb—‘。於が渺g(:gBr 
^ 4 . こfl&，T ど ぐ'¢1ラ くら .H-- -1--- 

布施の—、i—sf比ぶ7ものはぁ！せぬ。■よ，そはデが，有で？'未系で 

ぁ！T。ff.九fff藍fことが、船rv4irがf 

者よ、御說御—?。tは1新；4雜いたします。j 



修釦#のI1類に1;て 
ナt/fセ1ナそんじやIIよ6い あ£1含 

王r那t那棼漭ょ、如來は一時、 

「おお5k雛陀よ，如來の退身舍利を供獲瞰拜して、汝等=ら〔の修梁を〕妨ぐるなかれ办 

と仰せられ、他方に!？いては、 

「恭敬せらるべき價値ある人の遺身舍利を禮拜供氣せよ、 

汝等tを行せば、fの世より天脚に往くこ士を得む。」 

【九】巴利m大5鯉0五铤二 

十四か見i❶ 

ikひました。救者ょ、劳！此の策一の敎勑が眞.H仁とすれば、綰二の說敎は問違でなければなbま 

せぬ。荇し又第二の敎勅が取货だとすれば、锘一の說敎は問違でなければなbませぬ。これ亦た：fS 

にかかる論法です。で，脫は今この沏題を赀衲に提出いたしiすから，货衲は之をk決してさらね 

ばなりませぬ。J 

雄『大王ょ、前説も1說も、兩方共に興赏です。が、fの策一は一切の人に對してではなく、i子がに 
對する；i誠でぁります。蓋f沸子等の勤行は、逍身舍利を禮拜し撕卷するにぁるのでなく、fろ一挪 

しよKふ しんせいしつ a f laLTrllAt:6 ね/t..ほつしゆ ほふそくLUW しゆゐ しゆ41&ろもろt:いLやうしAfvA 

諸法の眞性質を捕捉し"一心に正念を持ち、念發趣の法則に隨つて思惟し、m惟の諸の對兔の质髓を 

摑み，煩惱〔の犬〕と戰ひ、謀ら善を奉行するt:あるのです。これ佛子等の應に作さねばならぬ勤行で、 

第H窣矛抒問答 U五九 
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子等の應に作すべき勤行であむ、遺身舍利の供養祟拜は，他のAf天の作すべき仕事であbます〇去た 

國譯镧湖陀玉問綾 一一六〇 

せらる？靈•審•爵の齡erfっ全i•靈•裝•詔に繼はれる8,綴_|1_ 
すゐ力ん XXJ 5'^^ % 办は かfiお1 しJEて5 な S最 くわ/t ぽAsfLルみ£'TSは. . xx”^-めい？—t:い** S *よLよて，な ご灸 <hA ちi 

學•犬鹿Mより推論せらるべき前兆の說明•流動體の混せ合せ方•及び諸鳥の嗚？聲などに[Iする智1 
やラせい if & 6Aど，t*3 なtfふtfか今さくL?teい4 ちく -wt-1 t f lf 

の養成は、m羅12のm子の應1:作すVき業務でぁり、跡作®-風*家畜の心配をすることは、蕾の敗舍 
ぞくiljlスIFラぞくtfふtr，と 

族及び首陀族の業務なるが如， 
■ つ LAせ.つか la L^-rJ^A iJAsu ほふそく しれが 

一切諸物の眞性を摑み、一心に正念を持ち、念發起の法則に隨つて 

iし‘i へ P■がSi を irl!i_v S 編-||??含は、sirsレ w き 
ほ^rや5 ゆ.Aやp tゃ3す^啾ぃf;PAI な rや5じ C0tffいせ 

翦行であむ、ji身舍坰の供養^拜は、他の人天の作すべき行事であbます。是故に、大王よ、世^;a 

.ぉぉ阿«>陀ょ、^'漱©^3^齡,を'昏^配#;して、齡齡^^〔©紙歡を〕^1{^'る姐れ。」 



と呢せられ士した®は、龀{斯く然pifl1の事は、汝等®作すべき仕事でないから爲るな"斯{斯{ 

処Iか11かの斬は、！s等の觀[:作すベ—Mrだから作せと仰せられたのでぁれます®好王ょ、ぎし世尊 

—also*Aeや なせ->ごiit btおせ0 とtiしんじゅ 

w『善哉、#渚よ、御說御道理です、私は御說の通りに信受いたしますJ 

群松の^^に獻て 

Hl-r那伽雎那尊若ょ，*衲等は一方に於いては、 

「世#の步一£し給ふ時は、無條の大地が、其の氣い場所を埋めて、嶮岨な處を平かにした。」 

i言ひ、又他方-於いては、 

「岩石の破rが如來の御足を擦過した。」 

i言はれる。が、其の破片が如來の御足に落ちかかつて來た時、何fu其の破片は如來の御足をょけ 

なかつたでせぅか。若し無情の大地が、kい場所を埋めて、嶮蛆な所を平にした事が1實だ4すれば" 

岩石の破片が、如來の御足を傷けたといふこiは虎僞でなければなゎませぬ。茬し又恐石の破片が如 

來の御足を傷けたといふ事が眞赏だとすれば、無情の大地が深い場所を埋めて、1■な所を平にした 
含よrt 9や今と5 みA你ふ わ'fcしこ もんだい 

といふことtift僞でなけ(1ばなりませぬ。これ復た兩頭(:かかる論法で，Qbます。で、脫は此の問題 

第三章矛盾問答 二六j 
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国蹕彌阐陀王|]|[链 =六一一 

を貴衲-提出しますから、贲衲は之を解決して下さらねばなbませぬ。」 

Jt大王よ、兩說ともに鹿賞です。が、奶の3^の破：^は、それち辦ったのではなく，そは航^ 

痕多の所作によって落されたのでぁ^'全す。ガ石よ、a'j婆齡多は、卽れ似りがに似b、齡千百！^の^ 

の頭上に落しかけやぅと思って、15を配しずしたのです。槪るに〔が的から〕二衝のlfの獻税が一船に 
術げfて、M和の射Mに1iしなぃぅちにMを擎‘-、&の霧4gl忘igl^ 

wrけれども，■よ二j肥の_v r対—馬gl54ぎ‘？5に'ぬtたifれ 

球r禁よ'柏ゃ'繫ゃ"啦ゃ、，|ゃ、ゃ，Sで把ゃ'黯れば、 



大地が佛陀(;なせるが如{、少な—士も佛陀{:對して敬意を表さねixならゐ答です。i 
餘『大IVよ"世にはra人(:〕敬意を表さない十二種の人があbます。卽ちその十二種とは、貪私の，g 

{:住する貪欲漢と、瞋恚の念{:住する憤怒漢と、恐ぎの <4U住す*〇愚鈍漢と，氯慢の念に住する[1:飯 
X Yん-ヘつり14 あくにん じ§Aちザい ^ CPA冷いがAひh,つ ftAtrぅ ひHつかん 含よえSLA 

漢i、〔道现の〕辨別力なき惡人と、g致性を缺ける頑H漢と、卑劣の念に住する卑劣潢と、虎榮心に 

富めるお諜〇漢と、慘酷性に常める惡漢茜雛沈める雛濉若と、贫狴飽くことiらぬ賭憐漢と， 
> 太 焓5さつ さ か はへAがAせtいは Lilio 

刺を得んがために忙殺せられるものとであります。然れど彼の破片は，m石と沿とが衝突したは中み 

に出來て、世#の方向に落ち、Kの御足を打つたのです。そは恰も纖細な砂が，風のために吹きまく 

られて，其機勢に、何れの方面にでも飛び散るやぅなものです。大王よ、若t彼の破片が、岩石から 

分離しなかつたならば、其も亦た一緖に突き合つて遮ぎられたでせラ**が，其が地hにも定著‘デす一 

中にも止まらす、衝突した樋勢に落て、世#の御足を傷けたのは、恰も乾いた木の進が旋風のため 
ふtは どこ おゆ 令5 そ 541'い みあし 5 はへAしん げんいん 

に吹き廻されて、何處へiもなC落ち行く如なものです。而して如來の御足を打つた破片の旗の原因 

は、彼の忘恩の惡漢たる提婆達多の悲しむべき所行！一よるのです。J 

王！■善哉、筇者よ、御說御道理です。朕は屯衲の娵1の齡ゥに信%いたします。』 

Ll- 6Ars 

沙門に就て 

箱H.摩矛盾問答 二六三 



I_ 

國譯彌瓶陀王問鏈 
:-1け>!ドセ—ナkそ八U平 せそAあsi含 チ「那你雄那#者よ、世尊は一時、 

二六四 

ひと しょる 办つじAしゃもん 

人は諸漏を滅盡して沙門となる * 

^r:ttlf'あると含 

と仰せ給ひ"又一時は- 

「冗は四船の靈を歡するが黯ふなす。」 

士仰せ給ひました。M'して其の-四種の性«iとは、如^と、§鉛と、atl-UJ^び艦新とでぁる。船るに 
PI , — \ 3 i- h^k Jll,JTTb _ 丨r.L 』 * h It- ' 

此の四性質は、未だ煩惱をk?、pを1新しないでも，i■しく参てす？のがあ！す。で， 

若しも-人じ訪漏を滅親して沙門となる」*^の歡勒が奶實だとすれば、「fMはgitの齡科ゲJ(するM 
を沙E-vする」との敎說は虎僞でなければならぬ‘しお齡二の■が，猶？すれば、11一の黯 

は虎僞でなければなりませ2。こ01撕にか.かる論泌であれ.ます〇で、'^はfQ邮齡を纪抓|^邮 

しますから、貴衲は之に解決を下して吳れねばなbませぬ。_ 

律Sザ、二fIもレ歡の_たるこ4妒,tvs勸はSiB ■で、i鬱^4 
'然か然かの人が成瓣に紀ての觀呢であ.*妻']!ガ'J船を齡泥し，てglgrなれる觀て 

の人人のうちで、若4下が精確に齡ずをII.ぢっけられるならば' 齡㈣を1^したggを！！ 一 gにぼ 
かるVきは！a然^*せう。允Sょ、そはE扣15配J-JifるgL极のうちでは、二！！^,t,のず歡が 
主要なSものi,認められ，配ての穀觀の.フちでは、^!が^L龄な *0も®i,認められるや.，な4のです。 



Ttttf.垅なl»i ^ tc ri ptrsitli ^ ^,*1 f _'け^だ1*卜 

卽ち他の花も花たるに於いて異はめれ圭せんが，人の最も费好する厢序から、二1唆きの谋馨ぞ第\ 

配に置き、他の飯物も穀、物たるに於いて違はなく，kれも吾曹の身體を支へる食料として、賞要なも 

のではぁ6ますが、若し配_に順序づくれば、米が第一锻に遛かれませ.フ是の如<，大王よ、煩惱 

を制伏して_满になれる人人のぅちでも、諸漏を滅盡した沙nが第一位に置かれるのでぁります。』 

王r善哉、m都よ、k說御です。iは傲納の御說の通bに價受いたしますm 

ま&の财f吾！iSに航て 

#-1ガセ1ナそ/,Iじ-Pせ 4又 あみi含 

王r那伽¥那#渚よ，世尊は一時" 

「おお比丘衆よ，i#f人ぁり、我、若くは我が法、或は我が敎闽を 

讚美すとも、汝等決して其のために歡喜欣悦に陷る可らす。 

i仰せ給ひました。然る-一時、佛陀U够羅m紙の(…i囉から讚美せら 

れて、k喜欣悦し，得意滿满として、B•己の_功氣を春め、 
セーヲ fijhbれ わ；しや さい-Cや5むCや，^拽ふわ->a-;- 

「おお渾囉よ、こ一我は王者なり、最上無上の法王なり。〔ゎれ〕法によ 

bて輪を轉す、〔何人も〕轉じ得ざる輪を〔轉す〕。」 

と仰せられました。で、若し笛一の所說が眞.！：Tたとすれば，第二の所說は氓僞でぁり、第二を眞Pだ 
第三窣矛盾問答 二六五 

【一01ffiM含鸫卷笫十四"梵舢 
_I:Mく、「比丘、若稱费佛及 

法衆肘弈，汝筇於中亦不足以 
S歡典廢串"所以者何"菸汝 

等生歡«心、卽S陷娲、是故 
汝绦不®生¥J(F[Jgl第十三嵌 

第八、七十I校表上段) 

tu】I, 
51a巴利諸■班®雄弟三雁®經 

炕七0七頌じ出づ。 



m踩锎3陀王問經 
clrt 

二六六 
7や5と5 dl i ^ J 111 1• / ^r，LJ]へ▲し，X,一央 pi 

れ亦た兩頭にかかる問題ですから、脫は貴衲(:货！J とすれば，第一は虎僞でなければなむませぬ〗 

して、之れが解決を乞ふのであ5ます。』 
iAよ^' 含や—八 り T? ^ X ^ zip ?* せ — そ t— 

律『大王よ，陛下の引用された經文は，兩方とも世捸の御言葉に相違あbませぬ。が、f良は貧の敫 

法の眞實货際の自性と、根本的の特徴とを貧示せんがために、 

ために、歡喜欣悦に陷る可らす。」 

と誡め給ぅたのであ力ます0而して世潭が||4門斟の尉,から|||<せられて、 

「ぉぉ犀Wよ、Sは|,3り、最上il±llis?な-^。ゎれ配によ-^て^を紀すバ祀ん色搬じ&ざ 

litlif-;tIro" ^B^^PKJ^iti i ^ Vfe^ ^ 

と仰せ給ぅたのは、決して利益を得んがためでもなく、私膝を揚げんがためでもなく、JIM"の^!の 

ためでもな{、また多くの人を其の敎徒たらしめんiするB<腺りの志のためでもあb去せぬ〇そは 

三百の靑年婆羅U等をして、眞理のrrl知2を^:せしめんiの、ぎぎ•獻齡•却紀の艇：gよきぼでた歡 

言葉であれますご 

王!!¥戀よ，-ぎ齡，’す。齡s^simのsbに獄，たします。j 



寵愛と貴罰とに就て 
ナセ—ナそAじfIfそん あ4とき 

TT那伽燁那#渚よ、诋筇に一時、 

「何者にもずを加ふるなく、世に處して慈悲同情〔の念〕-住せよ。」 

と仰せられ-iた一時は， 

「责罰すべきものは责罰し，寵愛すべきものは寵愛せよ*」 

と仰せらわました。さて、那伽雄那軟者よ、责罰iは、手を截b足を斷t’、鞭f縲純•拷問の^:痛，ヂ」 

見せしめ"或は死刑に鼠し、又は位階を貶下することなどを意味するのです。--の故に足の如きの御 

言葉は、世筇U栩應はしから令、KSが是の如キ御_言葉を用ひ給ふ箬はbませぬ。で，荇し「何者 

にも恭を加ふるなかれ」iの仰せが㈤實だとすれば、「資罰すベきは责罰し、菰愛すべきは寵愛せよ」 

iの仰せは虎僞でなければなhiせぬ。若し又第二の仰せが蕊赏だとすれば、茁1の仰せは虎僞でな 

ければなbませぬ。これ亦た兩頭にかかる問題です。で、いま脫は之を货衲に提出しますから、贵衲 

は之に解決を下さねばな^'ませぬ。J 

饮r大：上よ、陛下の引见L給ぅた文がは、雨方ともに世#の御1訓:i違ありませぬ。先づ彼の「何者 

にも铬を加ふるなく"世に處して慈悲同情〔の念〕に住せよ」との仰せは、一切の諸佛の搭納し稱諧し給 

第三窜矛辟問猝 一一六七 



阈譯镧瞄陀王問貍 こ六八 

ふ所でぁ！チ。してfのがは藍の湯の一でぁtiis一でぁ1す。&|し1^|を|:さぬこ 

とは' 佛法の特色の了なって妒るからです。繼ilcふの£扮” 3_して15るのでぁbま 

す。Sれど「齡腿すべきは戴雛し，船姐ずべきは船髮よ」とのgせは、jjぎgひ対が掛11なるこ 

とを知らねばなbisせぬ。大王よ、5^ながは制ぬせられねばなbませぬ〇船辦ががが齡e齡歡せら 

せられねばな6ませぬ。また從の邪見にgはれたるものは線此しrJH^wrr怒せるものは!！齡しr於|| 

なるは制伏し"聖なるは培養し、不義者はし、義1は槪ぎせられねばなりませぬ。』 

fはれ、■ょ、ぃま_は腊がipiってfれた。,ぽぅた|の^は褽齡！した。 
•，、はは* 5か ぼっ ？ ぃかf:，ぞくしよぼっ T 

力#者よ、&らを處罰すべき人が、如何にして盜賊を處铜するこ能きませぅか0j 

§i 0. rmff ^ 
放に處し、死刑に相當せ，ば'死1に處せしめられよ0J 

王rでは、®齡よ、g>f ~死刪は，颭1?のgまのlr虻ってrのですか。』 
■け.つ 4 ^5 

雄『いいえ"決して然ぅではあ6ませぬ"大王よ0j 

王『齡らばg机は船Sに■を£|jしてiに獻びけ“フたのですか。」 

よ，A?が■されるのは'ifがi#3114によ-て槪される0ではな{、|5け狖る11ゲよ4て粑 



，れる©ですa大王よ，法'®敎が示されたにもかかはらt，聰明なるものは，街路を步Wる無辜の人 

を補へて殺すことが能！iせうかJ 

王rいいえ，©者よ，それは決して能きませぬ。』 

救rそは何せでせう。j 

mf何せなれば彼は無辜の人だからですoj 

け『大王よ、人の殺されるは、如來の御言葉によつて殺？れSのではなく、彼sらのi爲によつて殺 
しか なA& く.CLつ け5し い 

されるのです。然るに何等&の過失が敎師にあると云へませうか。J 
tfcc午 ^ 

王『いい气尊者よ，fは言へませa。』 
一一い.Cう い£へいか にUい をしへこうめい甘い^い け5ぼふ みと 

筇『大王よ"今や陛下は"如來の敎は公明IE大なる敎法なることをお認めになわましたねご 

王『善哉、踏渚よ，いかにも御說御道理です。脫は必衲の御說の通りに信受いたします。』 

ちやIT A $ ひめA 

長老の罷免に就て 
ナーびセーナそんじゃ ^ X あ£と含 

那伽維那#渚よ、世雜は一畤_ 
二！^われ ここる ふんど いだ ぐわん办i じやラ いf 

—「我は〔心|:〕忿怒をも懷かず、頑冥〔の情〕をも有せ文 

【一3醱艫埏集ffiI、陀尼耶越 

第一一の餌二頌1:抝づC 

お择f;i しか ぁ^と含 せそ4そ け5KAt:AゐA ちや今ら5LTぼSJL& くけAnAにAけAA 

i仰せ給ひました"然るに一時、世#a其の敎糊の踽眞たる、長老俞利弗及び目糎連の二人を、敎團 

第三^年柿問答 二六九 



情夂王 

t糞え 

大ノ、 
地決ミ 
はし 
全患て 
くた然さ 
惡ぞう 
意bは 
、 言い 
又Iへ 
はま 
阿3^せ 
諛ゅぬ 
の 〇 
僻大£•: 
を5地ぢ 
遠Aは 
離り何交 
し人1: 
てに 
居A紙 
まし 
すて 

で ' 
1忿文 
彼？：怒t 
がの 

m 
も 

てな 
顚Iけ 
倒がれ1 
b ば 
ま ' 
し喜# 
た悅会 
のの 

皤猓蠊瞄陀王問瓤 t~七〇 

から乾見し||ひました。^^ょ、；^は；^.?、阳二；；^を紀|^ぁそばしたのですか、^?は|^|でぎ 

門ぁそばした？すか。ぎぅぞ其®！^を！^してp：さぃ。g私ょ' 6し；g漱£って' 槪がを1 

あそばしたとすれば、如來は未だ十fに親が脱船して，.bつしやらないこととなbます〇纪し% 

喜んで彼等を罷免あそばした士すれば、灿來の艇智のため-、~现邮もないのに狀く齡ばしたこととな 

ります。これ亦た兩頭論法上の問亂ですか，b，货衲の峨1U初^さねばな办ませぬ0』 

ひめA し如 けつ い鈐 .£れt £ %A yf ご11 

を罷免あそばしました。然し、そは決して怒つて彼等を破pi.あそばした11ではありませぬ。光迫よ、 

MPP, ? ^0^ 0^n^,k 

に、大地は怒つて彼を顚倒せしめたと111はれませうかL: 

は、1¢:其の不注意疎忽のいたす所であります。J 

.. pfi 0^ff 

給ひiせぬ。諸の如來•阿羅漢•佛陀は、何人i:對しても、破rlも！：fも體き齡ひませぬ。で、歡のf 

味^:されました©は' 彼等自4"0所行の獻であ，ります-圮野ょ、汜配は1^齡4紀艇1た1ませ 



し^齡のWにMlstfぁれば，船isにそれをl;l?i;s打ち上げますaが，大王ょ、大海はSつV，其 

の屍體を打ち上げる©でせラか。J 

乎Tぃぃえ"ょ"肥して斯ぅではぁbませぬ。ガ龆は'銳齡に齠しても州rもしなければ、何者1:對 

しても繫もぃたしませa。"產は■かをSぽしめんがためにをもせねば"SSを辑しやぅ 
かんがへ iいふ考もあbませぬJ 

枕r_i%iろのMfぎSのf \MIにiしてもvlj 
鬅のPもfiひ患ぬ。*iVがィ齡ず猶繫、船が 

4するの慨.r雛し！iひます。で、&のぎSが％£されSは、声槪等の所Sためでtまし 

のです。黯に，磬ょふ此が轰から！？iげザされたHに、IIは配勝乳®J敎Cて破Bれ 
たのです。姐^I姐新が！^のぎヂ起をfjtあそばしiしたのは、把等の备撕觀•利益•弟福•你化のた 

i,ss、_よ、鑑|證です。|?黑の_さ齡^たし主^^ 

換三雄矛6聞答 



1 

議 

0 

國譯彌蘭陀王問一 U七II 

ば—iL; A ん Xふ 
第四章矛盾問答 

? ^ A. KA ほラさつしや つ[rl 
目犍迚の謀殺者に就て 

rlf* 

-fナ—ガセtナ l4tA{;f せをん 

rpr那伽耀那尊漭よ"世#は一眼.、 

ぉぉ比丘1ょ二-)黯i9ることは、£靨をirなす- ィ1 :/1,3 _ J ' 1 IK i 

と仰せられてぁ~盖9。iUに「migは、*「1〔‘から〕_で1られ一 

て、1"はI贈し、gはpgにrgかれ'|は一，％しrぶさ1 

て、死んで了つた」とrはれます。 

I, si'18 
rh# ■ I I k: —v_，, &- ま^!! m ^ Sr. •，-J J _ > - r»r 

一】财！阿今經卷烺一弟子^ 

第四i:Rく •「神足輕飛到 
十方，所！iA'£r.g 速Itir:赴 J 

i ご/ しtiap ; J^JJI■ 41 
殺されたJ 土いふこ4登ではぁ！すまい。がしヲ飯1で縱Iされた」といふこム■ご 

I ! » —.メ，，.4 • 1■— 1_F frjrl tv a‘ _• I Lr 

4,eば、一神通力を有すること！！一なり」といふのは赠ぽでせぅ。gとなれ杂い髮の義fし 

頭論法上の問警すからフタ1,辦に齡叫じて、だの謹を齡ひます。』 



li、それよれも更[:六なる、業の力に支配せられて£5/:のであ6ます。』 

王？れど、歡筘よ、斷歌Kのも、乾の敷辦gも、靶なもので二flふら抛に術^;を粘す 

る彼!:MTし居るからには、不可思議のものは不可思議のもの(:よつて，阻止せられることゲ能きない 

のでせぅか〇卽G彼の妒物を妃んと欲する船が、mkv免て祀歡を折ち£し，歡ゼをgvitを忙ち 
お1や9 ふかし > ふかしr6つ よくせい で ht, 

落す如に、不可思議なものは不可思議なものを以て"抑制せられることM能5る！！ではありませんか。j 

si 
があbます。例せば世の諸の王潑は、丑者たる點に1Jいては等しぃのでありますが、wの11し<把齡 

如れ4 *Tち h*rし中 At-iil-Lや せいa.く お©れ«!>いれいLfI お いま 

たる彼等の中にも"一の王者は餘他のH-;渚を制伏して、「しの命令指揮の下に證くので，Qbます。今も 

亦た您の如く"不6'思議なるものの中でも、氣の力が最も强いのです。卽ち業の力は精確にi他のF 

可思議なものを制伏し"彼等を其の指令の下に置くのです。で"業が其のic雛き1力を、人即の上 

に振ふ垛合には、餘他の勢力は何の抓にもガちませぬ〇私对よ、そはfyMが即家のg歡にぼしで、 

11を紙した欺從の抓なものでぁbます。一の奶齡には、齡の母も、^^齡も、^bsv'も、 

彼を保證し、救ひ出すこと能はす、彼は王の茛吿する命令乳力の下に、唯唯として服從せねばなむま 

せぬ。これ抑も何に因つて然るかとならば、そは彼が0ら犯した罪惡に囚るといふ外はあ6ますまい。 

餌四焓矛楫肫答 一一七三 
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° mx 

!1蹕彌鷗陀王刖絨 二七E 

4觀、1ょ、ぃかにもkf■です。^grirfに誰ぃたしま2 
おせC-ご 6つit 

ひ—み0 をしへ つい 

祕密の敎に就て 
i?«と^ 

4瀬伽耀那粑粑ょ，肥#:はTI- 
「％の机和のH.;紙したまへる肥と齡とは、(二KIを断けば獻rf齡ち 

せば光を放たす。」 
』せ ひ-!*>* した。ioi :^^:r、cit 

かく 

、II t二】E料龉嘈JW舍韆卷解a 
〇 JMMIImづ。 

' rtE ,c c - 
A, fs V Ai: p^h. 



此二 
大ミの 
王？三 
よ種i 
， の 
被プHP 
羅ヲ由 
提Sを 
木；根え 
叉令摅！ 
の t 
一 し 
部ぶて 
か-' 

，或 
敎？る 
團交社S 
の會A 
_；(にい 
員?iの 
中？み 
にm 
のつ 
みて 
示会祕ひ 
さ藏? 
れ 5 
' ih 
餘ュる 
他f:の 
ので 
社念あ 
會B 
をい* 
除？す 
外$ 0 
すい 

る 
の 
は 

過A 
进こ 

諸ミ 

便前してぁ纟*6t9t:の^に"！！新ょ，，しti^i?が1^■新ぎttir酿ゲて，,獻赶^||第なるこiを 

fra5ば、齡賴は配齡されたものとなって！|Tヂ/机っでせぅ。M:となれば^の中t:ぎめる一孤の敎訓、郁 

ちSIV_■衍[:B^tAる3¥免§:皮び奶齡などは、配< 11:理の俗配でぁ卩，配^^ 

繫でぁるからです。されど&しf8がSに勢が■のSした圭へ1とsとは、趾けば光を放 
ち，獻せ齡たす」is—せた奉フたとすれば"波羅，i木Lの一做4律藏の全部とは、包み藏して 

， 1よr そ AU それL-Aeつ 

,艇にぼ歡されねばならぬi-rふのはIM僞でなければなゎませぬ。而して劳し其が眞實たとすれは、 

黑の鬆は辭でなければ？iせS。これ％命iiP組酽すから，Milsに提出 

して"其の解決を願ふのでぁbます。J 
萬禁ょ、！！gは祕'"2 S#のI■したまへ—と&とは、Sけば寶ち' 歡せば船を獻た中」と 

卿せられました。fして%奶にFいては，nii私ねの1挪と律藏の全部とは、^藏して祕密に保 

航されてがます。されど銜把は齡して1挪のAil:齡fる！^ではあbませぬ。彼等は或るfffiの社fし 

よ5、二に！iの惜齡をせんがため、三に私祕の眺M>J，紀vitrinの位Eの尊嚴を維持せんがため， 

第四雄矛JSM答 二七IL 



阈譯彌m陀3-問fel 
ふ て含 くわ/ULふ にょらい s;-rお ふ/Aて■#く XAi & , 二七尹 

spmrB<00? 00 f A 

4ぁるゃ5なunます。波羅i努の一f f Sのf、giの1のget、. 
他のものには1^1A贼1Jにするのは，飢漱の^^ gglp?妻。 

』11;大王ょ厂世-は杂•■ぎ 
1糧寧ヴK賢ふ雛一の|繫びg;^t _|繫霞ょ、1のg 

n ゐ いま プラチ 

t 

^||11ぼれ1:€^ 

或る範固を限つて祕藏せられるg叱であります0 

tで飞第二の㈣s?、f ir叉v一の■のために‘のgrg?1gせ！るの气 

f 0^. ¥^P7> 
の奥義に通违した乂は、 

1高のf TしT逆^%f Heしむ*なかれ。そは歉rnに攀 
>lf 



の此法をして，1漢0手に委せしむるなかれ。蓋し彼等は有ゆる點に於い.て，被综が能ふだけ， 

惡し標:取.9扱ふを以てなり。J 

i、靶•フいふi-、他を訓誨することが能きます。大王よ，是の如 <、波i提私rのIfは，船の齡 

歐のために、或る範閱を限つて、祕藏されるのであらます。苦し然5でなければ、そは恰P至!^霞 

至美至珍の赤旃攒が；最下賤の閛提族が都府なる〕すブラにt來せらるれば、卿しめられmん也られ， 

無漸無愧に取〇扱はれ、取つて以て競技の種子とせられ、缺點を見出されるやぅなものであります。 

では、访三の玴由たる、k羅提木义が、敎團の團員、卽ち比がの位kの尊蹤を維持せんがため、45 

る箣_を限つて祕藏せられるのは、抑もぎ何なる6::也であるか。謂<、大王よ、1^の境界ぽ、靈見 

や尺度や價値を以て、S&ことの能きないほど、榮譽なものであ^'ます。何人と雖も其價値をつける 

ことも、重さを1ることも、尺度を礼ることも能きませぬ。而して波羅提木叉の一部は、僧たる位地 

を占むるものをして"世間t通の人Mと水平線に墮ちざらしめんがために、比が衆の前にのみ行はれ 

るのです。大王よ"世間の至上無mの物は、%服でも、紱酕でも，氣でも，靴取でも、m堆でも、金 

でも、銀でも、寶珠でも、聲人でも、そのjt最ムの飲物でも、皆悉 <王の配分に：^するが如く、如 
4い しや5げ 5 がくrや5參、二ぐ^など しじや！^IJ:ひ し5や！^ は5はふ 1{なことごとitHfr/Lりやぇやんぞく 

來の聖敎中1:ある學•行•德•克己等の至上無比の修養の方法は、皆悉く敎IIの領分1:屬するのです• 

是れ波羅提木叉の一旅が、敎脚のみに祕藏される所以であbます° 

第四牮矛M問答 =七七 



阀諍蝙§陀王問鏈 

w雲、議ょ、いかにも鑑_囊です。_浴まの|1の^に_iします。』 
fc$ぼど 

お}tf:± t/'Jfcst 含 

」仰せ給ひ、又一時は、 

L,ウ 1e なf; 

一」虞せ4れ44すか。』 

一秫の噓に就て 
^r^K#-1がセーナ 鸳そAあSと含 

平T大德、那伽渾那よ、世尊は一時、 
5そ sstrゆ*Tだい 

「噓をつくこiは、""極めて重大なる罪惡であるブ 

^t:**fftf*i& ナ—ガセ！ナ かふ St f CAAf#** おワ 1 

i宣ひました。さて、大徳、那伽犀那ょ、fpの嘘をつけば、歡刚を衝斥破門せられ、だの■をつけば- 

唯取に他人の前でね白懺悔して、罪が償はれるのはフ|して?[!::|:なる|^ですか0また舶1:,つて, 
-Lやく Y つf:$ だいaAifo せい-fi今 ^ ^ fl UAf い ^» 

の二渚の區別を立てますか。若し第1の判決が正當だとすれぱ、雄二は誤判でぁ4、酞二を庇當だと 

出—ますから"貴衲は此を解決して典れねばなもませぬ。」 
fibiわう へいかL0r4>J^ITrt5t-だ 5% t t fiL^i*3る rへ fob 

律r大王よ、陛下の質疑は、兩方iも正しいです。が、噓は、典の祺件に隨つて、擗い罪よもなれば® 
r?分 Kい.C5fct ひと t feof:l_A«/ は5 ス^, hKij ん ぎ.く^ い罪iもなbます。大王ょ、例へば人ぁり、手を以て他人を打つた場合1:は、陛下は儉を如何なsit,科 



JT若し打たれた方が見逃さなかつた場合は，打つた男を四，か五錢の孤把に處して，^免してやる 

方が宜いでせぅ。』 

雄rけれども^5?ょ^しkのfx5たれたものは、Mrざったfrぞ隊ずは編を^ki：な#^®に！一 
せられますか。j 

には、其邂に恐ろしい刑罰に處せられるのは，果して如何いふ，由ですか、沿この二都の區船は、桁 

に因つて立てまtか。J 

正『大徳よ"そは打たれた人がgfふからでありますご 

;菩よ、II;もずたぎ！iく、觀〔の1m〕によつて，！！がfもなれば、mt<1!す-』 

411、■よ、％|祖1|。iliL翳 q;£5 

ほさつか5りよつい 

菩薩の考慮に就て 

王『大德、那伽M那よ、世尊はDllilmtatデcllsmmaパpariys^- 

第四箄铲钳問答 二七九 



阈餺蝴蘭陀王间錦 
3さつJAI1 

一JAD 
知Hfvfきつ 位は *f*f ひと おの知のし吵くせ さ#;'J ほ洛つAら 法だいじゅ 

「凡を菩繭の母たり父たる人は，济芥描世より定まれ6。亦た菩薩の撰ぶべき菩提樹も、その二 
V L しゆ ^ < そ そ XM^しや f みごI しゅくせ 

弟子たるべき首なる比丘も、其の令息たるべき少年も、其の近侍渚たるべき僧も、皆悉く宿世 
3^ 

よ^'定まれ^^ し 
fitLか ^ «5 ね 

と仰せ給ひました。然る1:他方1:於いては、 

「菩薩は，未だ！4天に珩兔大Wた-'しm、八ガ默獻をなし龆へ1PIA懈がして祝齡す 

る{:適當な〇〕時に就て年慮L、〔嫩が屯をぎく Vき〕大陸に就て1J慮し、〔把るべき〕國土に就て 
そぞく ©©->い fl かれ 六く六い & つい tpx かれ 0 

考撤L、〔Kの屬すべき〕家系に就て考rtt、〔彼が托胎すVき〕母{:就て考慮し、〔彼が托胎の〕呤 
つい か，令H しし-r>5&つい ^?± いウ & & つい かぅりよ 

に就て考廬し、〔出生すべき〕月に就て考虛I，〔何口〕出家すべきかに就て考慮す。し 
せ/L甘つ たま ナtガセ1ナ ちL含 4}ゆく うち りかい itt は乎 

と宣說f給ひiした。さて"大徳、那伽M那よ、赞識が熟3ない間は、理解は伴はない箬ですが、そ 
ちやう,tAf?0Trじtfん ついしや！^りや！^か5令う ひっ大5 な ぜんち #jころ表^^ 

がB3點に達すれば、旣に事件に就て商贽考究する必要はあhiすまい。何せなれば全知の心で會得 さ 
&PS しか 一* 39 な1-ゆ焱 いつ 5¢お©れうま 》<*>< 

れないものは何物もないからです。然らば菩薩は何故に「何時生れやうか」i,己の生るべき時[:關 
Tuyx At かれ なにゅ& hk いづれかけい Ti お®れ*r± 卜けい つい 

して考虛し給ふのですか。また彼は何故に「我は何の家系に生れやうか」と、己の生るべき家系1::就 
fit な4びと ほSつ ちちはは キ31 ii3ウ 

て考虛し給ふのですか"游し、大德ょ、何人が菩藤の父母たるべきかが旣に定つて恥るならば、「菩薩 

が其家系に就て考慮し給ぅた」といふの11虎僞でなければなゎませぬ。$れど苦|乳が眞實だとすわ 
* I Ifflard^^ひ*^ ^iy こ i きやぅ ろAliふ4j^5 

ば，「乳け商の父母たS人は定作ら-iいふ®は虐_でなけ^.铲-IX:一尔卜-®: SAlio 



t-¢-1I tv し飱 r Aな七 これ|-いげ1 ( 
問題です。で，朕は此をt衲に提出しますから，f納は之を解決して吳れねばなbませぬ®J 

尊r菪よ、&iの韻た气へきが起つてrした。擧館は邮れの,にiれゃうr誔しiひま 

した*紙らば菩薩は何故に家系を吟味{給ひしかとなれば、被の父烛は史士絕たるべきか、^^阶振 

たるべきかに就て吟味！給うたのであります。大王よ、彼は八琳に就て、其の_未來を吟1^し給うたの 

であり主*。大王よ、商人は品物を纪はない前に吟味し、争U未だ呢まない祇にの：^のi?で"歩 

内せんがため-、曾て彼.&到著したことのない沲濱を試驗し、醫士は病氣を診察する前に、先づ其の 

病人の年齡〔など〕を訊問し、旅t若は未だ乘らない前に、rづkの竹橋の墜固なるや否やを吟味し、 
1-か/t rl 

比IT:は食讓を始むるまでに、幾時閲ぁるかを見て樂み待っが如く"諸の菩薩も亦た生るる前に、武士 
tlAwfv yAみ だい？ 

族の象isi:生れやうか、婆羅門族のそれに生れやうかと吟味し給ふのであらます。大王よ、これ菩薩 

が求來に關して吟味せねばならぬ八の場合であります。J 

4繼、繼ょ、1f謝です。の湛のに證ぃたします。』 

.傲に紙て 

0 i 0 

ナ？^_セ1ナそんむや せをAあると會 

•土 r那伽M那雜者よ、世#は一時、 

_四琪矛椅問答 二八t 



翊猓彌呦陀王問銪 二八一J 

「比丘衆よ，比丘は決して自殺す可らす。若しS殺するものあらば、如!Jに氣把せらる*へきなbo 

と宣ひました。然るに他方に於て、貴衲等は， 

「世尊が弟子等のために說きたまへるこiは、其の主題が何であっても、極船の取矿を擧げて、 

生•老•病•死の斷滅を期せしめんがためである。祗して劈i•席“死を配财せるものには、航Wた 

るを問はす、常に尊宽讚歎の榮譽を資はしめたまうたご 

と言はれる。で，若し、世曾*か自殺を禁じたまうたとすれば、4鄕势の言はれることは1iflであb， 

f M觀Qml氍だとすれば、i^群は謂でなけませ3。これ黯酣い撇る11 

題です。で、嗽はねを齡衲に檻叫：Jますから、11淤は為に脫颭を颭へねばな„ませぬ0J 

筇「大王よ、世尊が自殺を禁じ給うたことも眞Kであ卜、我濟がI日ふことも眞理であ私ますe illがが 

殺を|1じ船ひし-^妒た钽いヂ1^の陬船すべく、||鍬を靶粑あそばしたに气軺に|^がある 

©であ^'^Hす0 f 

王『尊者よ、其の理由とは弗麼ことですか。J 

•r磬ょ，は、PW く'isiiに離して、激i©gr!す。iは、船& く、g 
gQ_l デせし？t は、暮 siのf、f ^F 繼 r— 

如く，人をしてc貧1.^癡影の：1贴の齡^办、勒？511がの〔％&?め3齡ぎ」811?します。^は、船^1が^;<、 



ひi tjc I 技っ丨ふ かれ だい51A ご i a-i * I 
人をして生死の沙漢妒跋涉せしめます。彼は"大雨雲の如f，人の心を滿足喜悦せしめます独は 

ffi 

く、がして■を■せしめます。齡は、觀歡のSく，がPS齡を霧し妻。允 
j£ir t f .t ダく し❖/ ( す■ウ ；>•さつ Vか も.(;さつ 4-® によ'ぼふLよ-！^A 

王よ、世#，が「把丘衆よ、叱丘は決してA殺す可らす"若IQ殺する者あらば，如法に處分せらるベ 
の t惫 X4 fi bt-f:とく しゅじゅ if%lft-やラ とく 5 rt si ぜ-A 

きなと宣ひしは、是の如く、齪多の徳あ6、種種の德あゎ、無itの德ある、有徳の人をして"善 
nffttl^r く*>今 さいLゆ 0 や*r り Pぐ はい#Tftaせそ/LffJPtffいひ 

事の大賢術、1切衆生の利益を勝棄せざらしめんがためであれます。卽ち世尊は大慈大悲のための故 

に、思の如き敎刺^<垂れ給ひました。是れ卽ち世尊が自殺を禁じたまうた 

mlfでぁります。姑Bょ、肥辯mlの長老0ぎ摩羅，迦葉波が他界の£パ 

—ヤ！>•ラージャンナに敞つて1^する啭、「渖行の沙門•婆羅丹は、生 

齡すればす-—芻くの^?の却！i歡&と、ん天"の善利•福樂のために 
はたら 4を 

働くのである」i言しました。 
せ X しゃM-ら*rしび-PうだAめつ 

: *¢5 FP5し i t 5CNくfeう く ぞつ1*ラ く KT&. に S 

しやうれ い5 なん 

traJ增一:一:含鸫卷第.弟子 
品饿四I1Bく"「能雜Ma,賴 

悦心識"所si拘晚械迦梁比丘 
赴」(祀觀娲十三骞斛ir八紙 

表上段) 
パ！ヤ，；|^1ジヤン4■ 

【JT:】 I^yilsia-UBsla^ 

だいわう 

LAL9 く 74-5 L t < ラ E> く.SI く ぜつ1*ラ JV I 

生は苦であり、老，病•死も亦た苦であbます。憂悲苦惱は苦であれ、絕望も苦であります。怨み僧む 
あ く あいt>か すSふ迕けいていしまぃさぃしし八せ含し み 

もの}:會ふことは苦であり、愛するものに別離れること、卽ち父母见弟姉妹^子親戚の死を見るのは 

あbます。g齡を！するのはぎであt盗賊-敵•釩飩•火事•洪水•海嘯•地？®等の虞あるのも亦た 

龄叫取矛盾問鉉 二八三 



阑鞞彌婉陀玉iirj鯉 11八？ 

奪あ！爷。馨して裂をぞくるはずあ辦•凝の贈がるもが；4ケであbます。M 

す。また鞭ゃ杖ゃ或は竿を以て挪られ，手を切られ、gを斯たれ、Kを紀らるるは^^であり、gを 

そがれ、fそがれ’耳fそがれるの，41であ，^す。rぎ一の？にkれられ、聯ける褽の 
•s く，mかになるまで、砂利，^一を以て頭^を磨らるるは苦であ，^、氣の飢をftて<を㈣け、把の时 

は苦で言、蛇.の皮を剝ぐが如く、寶ら£まで似をむかれ'iiallは妒を！？たるく赋 
打れるのも茜であ-*'ます。斑弘ある路羊の如く、^i齡iを一船M?ばり、配の船のKじ，贼ゲてがを 

つけ、-..一れ、或は鐵0飽にかけらるるP萬であ，C.、小刀^,かて金^;を小^^に切られ、船る齡それをf 

漬、または贺ii水にfれる？ぎじt4、。配龍‘て、耶の％からざ|4して^。ずら."’ 

棍棒を以Sられて、^§け；は^:ち戴Qgくに、いかい.^に！！さるるも^Jでt、把えぎ*批 

を涨がれ、犬に噴はされ、生—がら刺L組さゎ、を：らるfがた％！であ！す。 

大王ょ、奖避世界に輪hfする茫痛は二叫の如く千§^^であ1す0允赶ょ、紀の兄歡犯の；^にゲ 

成時は急流ifrf、®河のMVす？て'kのぎ^Wるが如{、奶1Kt';l(:編ぎす^觀^^た千舞敵贴*;1 
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あ.e-ist •されば組^!の撇齡すsmiw苦であら、氣逝を1すれf樂であ"®'ます。大王よ，世®は娑婆 

肥脫のm配のぎと，炎の1齔め鲥とを妒iじて、骷rにW起の龆mmlをKMi;船i*%*死を 

船艇せよと啦Mがそばしi*した。ガ把よ、これが斟ずに&を亂せよとJI獎亂ゐそばせし所以であ 

慈悲の心情に就て 
チ1#セ—ナそAじV 甘.VAあると普 

HT那伽犀那#者ょ"世尊は一時， 
「ぉぉ！T丘姒ょ、&.にょ”3#紙にょb、獻鰣にょb,船齡にょb、にょb、進修にょ 

ばこ配むること，獻ぎを见ざること、おに歡せらるること、非1ょ6愛せらる0こと、天の保護 

を&ること、rsもsも，IIの歡を1へざること、靈にrこi、£■の歲なる 

こi、之れなり。し 

热四韋ネ爵問答 二八1£ 



國課彌做陀王問魃 こ\』、 
しか 彦*炉ft ニノナ 

と宣ひました*然るに貴衲等は、 -^- 

「1.のS取ぎ•か一规敕起に翔するぎ！^の船齡时、齡齡を^て獻【七 

林の中を逍遙せる時、(ちビyャッカ石の把てる截デに％られて、記槪し^；ち雛れ2。一 

なければな1せs。されど若しf Q彰Qp觀だ冬れば二黯普| J影松のI 

をなせるものには、火4も刀も_の13を一へない忘yg4はm&4!す。これボgsj歡 
上の、極めて紙v解，勤い；^みVつたg鑑でぁ！す。で、凝gを鬅に鬆rすから、ml, 

は此のf 1い§を鼴して、i肥のil":のためにPふげな？。』 ：ネ 

1る慈悲、.^j卷中、脱鹿を伴れて囊する-fiビジャッカ^jのgてる穿にg?、綴し把ち 

H卽f慈S心を修養する者には、火4"f f刪へない-いふ槪は、霧％4€する^^附 

fゞほ|?卜水壺4?|端に、慈ぎ歡：'杂にしてざした。戥ょ、が斯に鏨 
心を實現した瞬間には，火も黎も奶も銜を氣するこiはlきませQ。51どupリ封i、卜妓.:.u 



に，ヴて居るのではなく，其心中に呼び起して，實際n現Uせる慈内じ存ずるのでゐります。 

大Kよ、A?あり、klTれするこiの能きる，超0然力、の根本を手にす乏假定せん(:，そが實際に彼 

の手中にある間は，哿通の人は彼を見ることは能きませぬ。されば其の德は彼の人t:あるのでなく， 

超自#Rそのものに布するのでせぅ。大王よ、慈悲の徳も亦た是の如く、人が心に呼び起して广贤際 

に現はせる慈悲心そのものの內に存するのです。 

また人がtkなる对洞斑のWにkれば、縱令いかなる大雨が降つても、彼を濕すことは能さないで 

せぅ。されば其のgは人に存するのではなく、洞窟の中に存するのです。今も亦た紀の如く、火も毒 

も姐C齡を：gふるこiの紀きない飯は、人が>|に呼び起して、赏際に現はせる慈悲心そのものの中- 

存するのです。』 

王『ガ德、，伽i^T那よ、そは實(:希有であります。曾1よ，そは實に未曾有であります。實にや慈悲心 

Misすれば、一切の^iを除く力が有bます。J 

软rfです、磬よ‘1のS柄は，敷ぎf Kがる4iはt哲_が靈を般ジまt 
を撰せば、S磬1V心にぁる一Bの盤以して、#ぎ 

_して修養せねばなむませぬ。J 

箱四萆矛盾問答 二八七 
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はじぅ， 
あ於5 、 

bませんか。 

獻f ’ V (#f影のSr !夕、rちペナrl 
sたLi、伊iは一m£ぎで、靈の麫を■い、把の繫をgへて _ 

ぎ節以爪に繁をfせました：」れ！：賢髮と都g.と^いて'獨すにだる一SSでぁ 

復じ釕に、#rぎ恝 r^^^^$SK-^t&<s^^l^rctf^l:4LTrLC¥rMJR^ 

プラフマタフタ 
I八】unLhidEtp プ 111i:#f 

【九3一ざ—ぎ 

H嫌彌繭陀主£維 UA八 

ヂtrfグツ_ つい 

提婆達多に就て 
^.が卞1ナそんじや X おこな 

r,LJ El » flif 11.1 卜aiI.■■_■It 王r那伽¥那#;1よ、®:をげ^^ものt:も、pmを^ふものにも、§;jii即二ですか、X?は航1か«t,齡 
があります力。J 

S2 ci£ ど5 

.* . 

_;rい.ぎ/tふ VAtrr-<bt,沪 故*t-ll ! I jS *- H * . _.hi ■矗 _ _ u B k I r 

ひと ぢ ni みち！b 

s ベ^-く みもび ふ<んぎゃ5 f 

ひと ぢごく みち^ 

果がぁつて、人を地獄に滞き去す。j 



^旭®1.象i Lて' 1挪6船齡t'挺*ぃ てぼたa fしてTAは鴆な4妒_をfせIめ，家 
* ri 1つ ？,っ 穿^4*-|や 较か f,4Lや こ fi よ くん！£ A A か^^ixr ^5 

を殺5ん士欲{て、象の御者に向ひ，「御者よ、此の嘬は宜{訓練さ.！S；て居ない？I,b,桩U「空行しi 

稱する獸を紀世しめよ」と苔ひつけました。f場合に射ても' 亦た菩藤は取-無智なる」動物であつて， 

提婆達多に劣つて居ます。 

&た次に、提婆達多が、簸敕を喰べて生活する人となりました時、菩藤a「大地」-^稱する猿であ 

bました。此1も吾wa、動物と人との相異を見ます。卽ち菩_が提婆達多に劣つて居ます。 

復た次に"极婆達多は(厂ネーサーダ族の(二)ソーヌッタラと靜する獵士 
y5 やぅ つよ 丸い，*一く 6 13 と含:*5つ げ Lt*5 

となり、象の如に强い體力を有つてIsました時、菩薩は「六牙」と稱する 
そ こ しや5お れふし そ Yiy こみ 

象王でありました。而して此の生に於いて、獵士は典の象を殺しました。 

fの場合にも亦た提婆達多が優つて居ます。 

&た次に、歡婆達多が、%むに家なく、森林中に漂泊する人となbました時、菩薩は吠陀の讚頌を 
VtlL?J そ このし〇-ラお もりbi そのip ころ しS かく この法鼉ひ 

知る一羽の鯓鴣でした。而して此生に於いて、森人は其鳥を殺して了ひました。避の如く、此榀合に 

1Jいても%た提婆達多の生は、菩薩めそれに俊れて居ます。 

纪た次に、提婆遝多がi名を二---ヵラーブと安ひ、ベナレス城の王となbirした時、菩薩は動物の 

愛謎を說く一 '苦行乾でりました。然るに王は——ら獵を1めることとて——此の苦行免を僧み、 

餌四塔矛构問棘 二A九 
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困課彌咖陀玉問經 こ九Q 

及び名稱ともに、菩薩に優れて居ます。 

復た次に、提婆達多が一^:の樵;kとなつた齡、！：iは§ナンディャとデふ紹のSiであちました。 

而して此iにrても亦た1ざ、の概し齡r」瑕しました。ぃても敗 
婆達多は、其の生の上から見て、菩薩にSれて剧ます。 

復た次に、提婆達多がi力1フビャと鱗する#！!の斟【仏齡となつた 

時、#：iは「歡齡」i鼠nisでぁbました。で、fのI铋に粃ても妒 

た提婆達多は、勒が：4から^て、1i&に餌れて酽ます。 

妃たkv PIJが證懇r一誔っのiglでぁったf、霞は 
「大工」と言ふ有名な脉でありました。旣ち此の場が-於いても亦た皆歡落 

多は、其の生の1ょ-^て、费館にmれて淤ます。 I 

《1^-)^v"^5 #tdo『lt?\ な p^_ ? I 金 ら ^ t*-■ 

の能きる チ文1夕族の王であつた時，菩藤は迦ffi羅と云へる一變Mrpljに過ぎませんでしたof 
の Mrr ても f-PMf、PMr に^SII:餌れTf す0 

f たぢに、卽ぎ龄 (一A》t I，tfk L は t ; 

ナンディ-t 

1:IM】 Kandija- 
ガiラムビヤ 

1™】Ksrambhi yp 
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【110 Hura Paricara- 
チェt夕 

§ f- ■RlffN 
【一七3 KapiF 

サ1*# 
【K1 ap'p 

【u】一1:一. 



-Jc --Jrfl 

した。Mvf;®l^sにrいても妒た^響起##は"^铲の1:ょ6^て#_に齡れて鋩ます0 

rた和に、龆ぎ粼がが，11吋を淤餡する配ゼとなつたjtl、f衝は妃彤の象でぁりました。而して此 
のSぎ、ゼS射9JS4ってrvましたふQS&てもぎf婆藏多は，其生家の上ょ 

み ほ5っ „ 4 
b見て"菩薩に優れて居ます 

中ダラ 
3S vshi- 

lたポに、1iぎ起ダu、f泥を破^せんと泥する野^とな\印度全國の王が彼の^令の下に服さ 

1たB#i、n{iこSギブラii}4ふ一歡者であhました。卽ち此の欺合に於 

ても、航は、kQKmiのixょんて、菩献に8れて居ます。 I 
^たぎ、^1<1^が犯となって’で^の|5ぃ1藏を亡ぼした時'蓄も亦"^群象の長たる象でぁ 

bました。されば'化の期祕に|?いて"彼等の位戳は同等であ办ます。 

ぎ和に、製if、「&SJと松くる繫となった2、獨は「S」と鉛くる夜叉でぁゎました。 

野がの！^Pはsi!す。 ^ 

ぎた犯に、SIJIHダが、五百のi水船の齡辦たる泥ゼとなつた時、菩配も亦た五百の紀族の首長たる 

W史であ，^去した，抓》此の場合、彼等は同等であゥます。 V 

ぎた％に、がへ五百のの致•船齡が齡L =1なった齡'口®もぎた五百のm屯の主•商隊の 
あhiした。，ち此の場合、彼等の位置は同等であbit 

第四窣矛盾{答 二九一 

I 「.-'1-',-. 1. . -,,.^yfr^ 



m課彌賴陀iHm經 
t ? デイ,ダッ*£1) 

1JAI1 
復た次に、提婆達多が、サ1方と云へる鹿gEE,となつた3?^#_もがたぶを(二11-クロ—ダと史 

ふであr tた。^^の富、Pの筚は觀で—1, 

抱た次に、提婆達多が、サ—力と免へる親篇節_どなった#4觀も妒た-ーグ1ダと史ふ赶で 

ぁ—した。Sぶのs'llの&s"iiでtます。 

復た次に士婆％多v Sヵンダマラ4〒亡！*mとなつた齡、霞もがたiチャンダ41 
わ.ri: 

ふ一王子であ5ました。で、fの緲纪は、カンダハーラの笊が■れてr. 

す。 

復た次に、達多が—羅門逾多と『5るS?となつた^12配は把のS 
子でsv Y•パダマi鉛けられて，ました。航してfの1勿齡に、丑は歡 

fuHrv ら..&&Ifeおと ぜウ V* 

【二 IIT?" 
ュグ&1ダ 

一DHJ 名 grods_ 
力.*\ダハ1， 

一crnirh 如 【H】Krrurhi ia. 
tils】 r_r> 

二—パブマ 
【s】wrh ilpadsf 

て劫■等が七たび投げ■された絕tから、典の！^を心げgしましたa %は把© cに似fるのです 

から：©Mrぎ褽p©v Ki 1れてfし1 

提婆违多は、泰の劳たる、if憩にかかるのfらん：^に®1して、術敷をg制__ 

自，』佛陀たらんとの慾鑒を艇しました。さて、始擻.肌酽船攣ょ、肌お秕がM船羾じましたことは 
皆隳資で，sb、虹當でぁ6.、除配ではぁbiiせaか.®- 

-Ky ‘ 



1 
ミ';一！ 

綠『だKよ、いま、監r®#v齡ひしことはr辦悉{其の通りであ-^iして，決して踊も<)ては居i 

せぬ。J 

3£『では、ガ损*|伽奶|よ、苦し1と郎とが、同阶亂であるな&ば，善と不護とは、同等の結果を生 

むこと{:なります。』 

球r^aな、兄S5よ、敷とド齡とは犯して冏一總%を生むものではありませぬ。提璀達多は、誰沪らでも 

SB斷されて奶去した。船る-昔配に默してはM人の能く敵對する者はありませんでした。而して 

が，1=齠に齡して1-した齡獻は、'1^の^-一齡齡'じて、ぬ結果を您.らしたのです"大王ょ、 

■麥v i㈣慨®MW®t邮くIIをJI-『しt§は"が齡のKrなった2、歡Uを 

傲蒎し、人民の爲に檻梁を架し、法廷を設け、安息所を建立し"沙門•婆羅門•貧人•窮人.旅客に對し 

て冗施を衍ゲた鹛艇でぁbます。知被ょ、iか^^^1己占抓把び？# ■の伊持をなさすして、戤の如 

き繁榮に達すと言ひ得ませぅか。 

ガSiよ、Mf^u,「提婆達多も菩藤も、生生世世-瓦つて、相互に和伴つて居た」i日はれますが" 

そは姐百千配の把をmねた米に出曾つたのみならt無垃劫の問、if斷U1緒になつて£5たのです。 
fcAへいか せそん か0 はれま5 かto 讼»ひ(:んみゐ おぅねつ はあ6 しぬ i ひ 

瓜となれば大王よ，陛下U、世尊が曾て|>茼の龜の場合と"人類の到達の場合とを示し給ひました比 

歡の！によつても，此亊1を1ねばならぬからです。而して避の如く菩薩と一緒になつたのは、牮 

餌四筇矛時問答 二九H 



つ彼ミ；^ 
て自3れ 

"らかま 
天$正5し 
の力義『た 
樂tをか 
を^行？ら 
敦ひ 
受さし 
m © 
しみ 
圭な 
しら 
たす 
〇 ^ 

彼t 
は 
無？ 
m 
m 
の 
長3 
含 大g他t 

王1?を 
x も 
、亦* 
提rた 
婆ヴ正3 
達？義^ 
多*の 
は生$ 
’活乂 
此こにつ 
の入い 
世1ら 
にし 
於？め 
てtz 
、の 
佛ミで 
陀^す 
にか 
ft: & 

加i無？ fA 

亙な 

地e 
獄ミ 
の 
中!; 
で 
燒ャ 
か 
れ 
た 
の 
v 

然念 
る 
に 

や 劫！ 
? の 
と長?* 
企H 
みに 
' m： 

て 
の 
菩^ 
薩盖 
は 

國課彌m陀王卵經 
ザ1»/ダブ41 

に審，ばか4はめ—せ3。證詰船も_千||哪|&の奶と？、|^义とな、落 
とな\Jal弟とな\ pmtとな6、肥兄弟とな\ 6STJなったのです。齡して!：賴も扼fl志ボ輒g 

の祖4!iなり、伯父iなb、兄弟とな子息となb、#1兄弟となb、厭纪iなり齡ひました❹ 
- S? -1¢い 上$じやぅ ^siYi せい^^ ぎや$55と xn な？，れなか ^ I 

大王ょ、赏にゃ一切の衆生は、種稲様樣の生物の形相を取って' 輪迴の流の中に也しつっ， 

驚i?、親は紀^った饌となってkr、黯は&にr??なって馭ふこく* 
rfs'ij なか くわいf^xA.みづ»«乏含Uや5じや*!-' あ£1含 ふしや！rep.5 あ-令 5つcfcsti- 

も河の中を回轉する水の"或時は淸淨とな或時は不淸淨となら、或時は美しく、或時はsirくなつ 
いくたびTあ 

て、幾度となく出#'ふやぅなものであ4rifす0 

荽ょ、Rfしての-plfs^;ぎ長rQみならすふた"r9lソP‘ 

二九四 
そふ 

また敎刚の分裂を來さしめましたから、?r地のために街^^れましたが、I如の齡游をがり飯せる；g 
sは、攀にiriQPを1し，mてipgQ麗系.て■ひiた。」 

气_、議ょ、爹繼"に蜇®です。殿4鑑Qfに湯いたします。J 



婦人の意志に就て 

ナ1*#セ-*ナそんじや せそ4あ.#と分 S「那伽犀那—渚ょ"世筇は一時、. 

お！il L.か ^ 15 ^ i仰せられました。然るi:他方(:於いては、 
b0 t r=i_Gls%?力び^ち T x^< i 

「-マホ彳サダの妻>_さァマラー女は、夫が旅立して、獨り村落に取 

され、其のがを_sの如く 11ひ、軺認を射って妃るSI、千の節 

幣を以て誘惑されたけれども、不義を行ふことを祖んだ。」 
しよせつ たび 

I丨マホtサダ 50 Mahdhtl* 
【sl Amar5.此の®あSが故 

に"不_か行ふLのは女子の 

みで"男子II行けtcいtlrふ 

窟味11とつてIIいけない。 

fitf' ^ I /b tj 4 € ff fik ir ね hr B«” c 

と言つてあります。さて若し第一の所說が正しいとすれば"第二の說話は噓となり、敗二の說話を事 

其の解決を願ふのです。』 
IUいね5 へいか いAi5 ri 4¢ょ かく*>八 せtvね ec7 

筇『大王ょ、陛下の引用された"マホーサダの妻アマラー女の行爲に關する說話は事實であります。さ 

れど千の貨幣を受け取る爲に不義をせなかったか、若くは縱令女は搬針もあb、IJgtる1Pき斬 

も確なるに、好きな戀人と不義をしなかつたかが問題です。mてその事mを!^するに、アマラー史 
:-も/,tf;'い いづfiLか 41DA^ おそ “©^t t y w つ r? L 

には"此0二問題の孰れも確でありませんでした•世人の非雛を駆れて、彼女は機氣を胤み得なかつ 

第四章矛盾問答 二九五 



阈課彌蘭陀壬問鉍 二九六 
またらい*lr かのぢ1X含^5 きく.cい 

たやうに思iiわます。又來世に於ける、地獄の苦痛を恐れたが爲めに"■彼女1:適當な機曾i>なかつた 
なA か0ぢよ ふy けつ¢*1いか xz< し を 

のです。何となれば彼女は不義をなすことの結果が、如何に嚴酷なるかを知つて居つたからであ 

す。幻齡妃は^の酎“を；％ゲ^を齡せで斯の紀"を非常に8敬し、圯っ歡事を圯道じ、卑賤の往 
く♦>つさげす か せいくわつじ肀5しふ<hAやぶ この か尝よ ふr 

活を蔑み、且つその生活上の習慣を破るこiを好みませんでしたから、彼女は不義をなさなかつたの 
すfcはこれら &い5 斧く-CS か0ぢよ T争た5 な*# かetrJti£ 

です。ep-ち是等の卵由1:よつて、機曾が彼女t:適當しなかつたやうに思はれます❹尙ほ又た彼女は世 
けん 6みつliくる 太しかJt-r *s &A 

間t:祕密の暴露せられざることの"確でなかつたがために、不義をなすことを拒んだのです"何とな 
か®— ひみつ せじA あびだ ふせ A かのぢょみづか ぽしA T T 

れば彼女は"その祕密の暴露を世人の閲には防ぎ得ても"彼女自らの精神に，それを祕すことは能き 
f:とひ かのぢょせぃしん かくAfiLAつ5 い5 V^I T 

なかつたからです。縱令また、彼女の精神にそれを祕t得ても、他心通を有する沙門にそれを祕すこ 
で*fcaLひL.や4ん かく V ひと *si&*u くは しょてん 

士が能きなかつたからです。縱令沙門にそれを祕すことが能きても、人の心を讀破する諸天にそれを 

殿—は能きなかつたからです。縱令諸天にそれを獻し得ても、彼女の罪惡に關する知：：識より、そ 

れを脫せしむることが能きなかつたからです"縱令彼女は、其事に付いて無智であつ!:(:せよ、不正 

I:關す5法則の前には，それを祕すことが能きなかつたからです。是の如き稀種な〇理由©ために、 

&女はF義を爲すこiを愼みました。何iなれば被女は' 祕密の暴■露せられざることに#て、確でな 

かつf:からであbます。 
企 i か0ぢよ ttf:5 -i? < V/* 

尙■は5tた彼女は趨當の戀人を見出 かつたがために、 
ふ K 由こJI. 

不義を厅. -G こ P^J 

こ&か® 1fi $ 

を拒んだ®です。彼女0良 



マネIfダは賢^!にして、二十八の德を儒へて居.iしたaその二十八5德iは，謂摭，レ壤敢で 
^01 t4t4t ぎiiFs^p a i せtr*之ftr-fr*か L«い 

あれました。彼!1詉遜(:して不義をなすことを恥ぢ、寬容の德1:富み、その生活如何1:も至正でぁ6 

ました。概は総Uであり、如p^貧の三MJmT淨(:して"_恚を離れ、自慢せす，猜疑の情なく，ぎ進 

の獻にisみ二佩の#xfr、⑤のP麵f !した。Mは繫rl ■一*み，そ0 

■證にして、1|の&ぎのf Iれ、11,^-、雷に&み、■fA?であ！した。 

楸は釕くのを！5し、褴に妒船する齡の！T事を婼し、世んよ--^T口！！纪に讚美せられて屈ました' 

證の製は£にして'の靈はなるものがt— 

丸^よ，これ則ちマホtサダが有せし二十八の德であbiす。彼女が不義をなさなかつたのは，そ 
をつ4 ひと -B-L いじや5 さラ^5 こひびと 

の良人に等しき、若くはそれ以上の相當な戀人がなかつたからであします。』 
な辜(ii:そんじゃ 釤せ？ t H ともht おせつ 秦LAS 

王『善哉"赞漭よ、御說眞1:御道理です。股は御說の通りに信受いたしますL: 

むふ*4 

阿羅漢の無怖畏に就て 
ナ—灯_セ1ナそAI;や せtAあsi-# 

主r那伽雖那馊者ょ"世翁は一時" 
'r-t 

6ろもろ*4**Aさい ふ*サムりつ しゃ， 

「諸の阿羅潢は一切の怖畏と戰慄iを猞離す。」 
お樣 しかt:はぅ ^ X わr*しやじや5おい^cii-A.r 301ね办 お 

と#せられiした。而るに他方(:ぁりては、世-t:は王舍城に於て殺人-mダナ•パーラヵの爲1:壓し 

笫四3Rず盾問答 二九七 



砌諏煺瞄陀王岡紐 こ九八 

っけられIふを^、P五百のt歡は"¥歡|を' 

た。さて，#和よ，镫等の1:羅漱11はm術の獻に船起したのです.^粗<はデ獻的CMいて、そのぎ 

一をgした皇だf 4,ぎぎS—か。辯IIに雜が踅懲Qpgしたまふの 

と仰せられし事がM货であるならば，後説は虎僞でなければなbませぬ。苦し後1がggであるなら 

ば、阿羅漢は一切の怖勘と戰懊とを脫すといふのは虎僞でなければなb去せぬ。111也よ、これfた航 

頭にかかるJfl題であbますから、私辦撕に徳mLじて，そが脱！!をお齡ひいたします。』 

4禁よ、i&V は一&ぃのisびggを辭TIIしif^ 

除？"五百の阿羅漢達が主舍城に於いて、世象が象のためにgはれたまうたJ、配起したこ.^もず如 

であbます。されど，そは恐怖のためでもなく、又f尊を亡ぼさしめやうiいふ!jjrへがあつたか，bで 

もt4ぬ。ぎせなれば|鑑は1舰のぽ#|駿の黯を|1ぼして23るからでぁ！す。群 

大海の重を支へ、山嶽のMきを支へるこiを恐れますか。j 

王rぃぃえ、尊者よ。j 
访『何故でせう炉ご 



漢文能で 
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王$ ら は の 
舍会 で 阿ぁ 形ミ 
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ま 大こ: 動3 
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時4 I し の 
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m2 
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生5 
物5 

が 百 る が 
道t の _ 、 

t： 阿め 1 
- 蠡 

突与 羅4 は 時じ 

齡してがるだらぅけれども、肥紙の特瓣の侍1たる比丑が"天中の天たる世.想を愉て去らないのは確 

である。，し郁ずがぎげゼらなければ、pnTT艦.の齡挪を船はさしむることも能きt又象*>货際1:如 

啦の射愈に犯づきもしないだらぅ、だから獻獻はせなければならない。かくて大多數の人は、煩 

衢の！Sを齡して脱齡を艇#tし、^一つ附雛陀の奶切を表はさしむることが能き？フ」と考へて居た0 

でぁ！す。gtgく k齡gがIIビ鏨しましSは、船rsl^Iにiらしめ、證せし 

王『所となればガfには配帐、若{は戰僳を生t &所®ぎ因がないからでぁ％—す**J 

% & ^4* i かく ¢4ら^私|、ふせ人今^IfAS-A 6 だいね^SAT^_^ *_^tL f I ゆ[Jtf 

t『允王ょ、阿羅溪も亦た是の如く"何等の恐怖戰慄の原因を有ちませぬ〇大王ょ、山避は裂力れ破 

られ、&され、若くは火を以て燒かれるのを恐れますか。』 



阈鞞彌烟陀玉問經 

めんがためであむましたこ 

三〇〇 

:や > IP nr 灵で かいけつ ？>とぬ甘つ と»あ4かん おそ 

乎『@者よ、fl衲U善くこの問題を解決な3いました〇眞に御說の通りです。阿羅漢Ei怖1iもしなけれ 
t か-r: かれら ■ i H^c A . 』 L- v ふ iu5r^cflい e VAち 令やi f 

は、戰きも致しませぬ"けれども彼等が諸方!:撤退L全したのは、其の前知せる利益を現はさんがた 

めでありました。i 

MB k f. 11 iJlJlQ MAt5 1い 

切知者の心を轉動せしむることに就て 

^ > 一 dだんだ<*八 せX d:んめい？ と奮 
目犍連1:よりて率aられ/:る敎刚のfi員に、世敢がiiIを命じ斯うた時、 

(S 
力1ッ 
おJ;雲) 

.及び—』ブラフマ 轉 
ナ 
しゃかぞくら しゆじつごM■'し 

チの釋迦族等が、種實と攒 
5九】Kf I. 

ブ子フTrl 
【g】 Bmhllii. 

サX -Jパナ4 
s一 J subiijmtj_ 

質4けiaち 产 そ？と みtん s t ervfn » l ? f t 

正當の見地に立ちて，其事を見せしめました。さて、饮者ょ、世#が彼等の歡配にょり、衝皆の黑を 
かtふ あわ けAち わ このじけAみf:ま こ#T.Jふた ^t , 

嘉納し、新らしき見地(:立ちて、此事件を見給うたとすれば、此等11つの皆は世，に如られなかつた 

のでぁbますか。若f世尊が未だ其を知bたまはなかつたとすれば'gは一般が粗ではぁ6ませぬ。 
k^.rl r.rs-J 41LL su_. ' \ d Jl trfc,1.pk i r B I p:' 

|?し世尊：^其を知りながら、尙且つ也丘等を氮1:せしめた參フたとすゎば、組に#'#;0で制飢が祖は 

^ i ^uf __，琀 

なHtか 



し<isを!111せねばなhiせぬ。j 

律『知丑よ、船犯はが乾であbました。110"して衝の？1つの把^を^亂し，^等の勸說_しより1:,退 

gせしめた裝を£し、iしてi岂き影にfて、pm—をな--ました。何となれば 

_よ、艇は懇の教でぁす。か©つのにぎ紀き齡うた所でぁi天大王 

よ、そはの齡たるものが、”05』に®する黯をsて、繫〇ゼを前め、廚ばしめて、與 
P&るゃうなものでぁ！す。％そはHの％iが、に厭する黑の航をsて、sの酿をS 

bな：でb、奶を節め、しむるやう.なものであbます。又そは便ぎたる职彌が，その師の食物の給 

i—る4節P£1してふひぉめ瓣れる篇fmv、Sを鉛め，槪をPしめ、航してその嘉 

1を得るやうなものであむます。J 

王r觀、親よ'§:觀ボ配setです。^蒙Srの5S4りに信受ぃたします。』 

0Sチ®問答 



I 

— 

■H 

闕譯躕蘭跎王問越 
三0U 

だ-* Lや5trじ5.A各んffし 
第五章矛盾問答 

ぢよ t-1 ij 0一 
住所に就て 

4VT#' 
一+Tsk犀那よ、^獻はぺ喘 

親交には怖慰.。、(フ£〔の|^3には射繫す二4な“群き藏 
力-*eつ せいcp TA 

界〕こそ、實に聖審の風なれ丨 
岛fittA ヒ4ぅ お 

i宣ひました。然るに他35T1に於いては、 
^ i かHみづ4 ふくク 

一一此のffiは蹐經®集_牟尼 
鋅笫十二の笫1Mで^100 

LC 

f fKtf fmfff 

めよ。」 

の敎勅^4一れ齡ひました- 

?敌1よ^し㈣一Q經y.が、f如犯のぎfとせば二のM⑴繼でなければ？ま 

“ぬ。Wい！^f取が眞に「心地よきPをずて’ぼに繫を％ましめよ」ifせ齡へ办4ば、 
はJS,义imgれr?4ぬ。これ财ggごかt觀？。で、！！乾こぎ齡 
出しますから，貴抓は是を龆把せねばなbませQJ 



Sr允®よ、l:p0北用あそばした經文は，雨方と4如來®鈀言葉であ-^まマ**而：て前者'U出宗.W人 
に价膨はし<、範1iにして、虹歡なる新郝と、g^つUJi家人の當に學ぶべき生活の態度i、彼が當に步 

む？ii、殿すべきtYfに呵r、證の獻iでf、iBをS•齡せる一Sでf，％のものをS 

げ 沙とt * 

家の人も亦た， 

「し||には紀1"*-、4銳〔の黯5には齧St」 

しi せJJAここち と0¢すみかftそこ はくがく ひ^す お»pt 

然るに世^が、「心地よい所1:住家を建てて、Jt處に博學の人を榇ましめよ」と仰せ給ぅたのは" 

亂にTLの二Mに^:てであゎます。その二件iは何であるか。謂く、寺院を建立し布施するこiは、】 

0L, 0k 
r«•今Lよ ふせ だい &やく b てらtr4にら 

こと*>飯きる。これ住所を布施することの第一の利益であbます。若Lま/:寺*>あれば"比丘尼等は， 
そCてい しふげふ；！一しよ は5§4.ぼ〇 ひtflTT かれら みrtfti 上，-It-Arf- 

其處を一定の集合欺所としますから"訪問せんと欲する人は、容異く彼等を見附出して用件を打す 
で 6 かれら X ^ すみか かれらtlstAなかなかisい 

ことが服きます。：^^f彼等1:1定の住家がなければ"彼等を訪問することは"却却容易であ6ま 

せぬ。これギ歡を激*!し斯施することの飯二の利ぎであゎます。されば世筇が"心地よい住宗を建て 

»五#矛盾問答 三OH 



I1^ 

I 
變 

  

三0四 阈諍彌姻陀庄pII綰 

て、其處にfff擧の人を樣ましめょ」とgせ！^ましたのは、iの街■に犯てで？尊。；^の紋 
に佛子が妒氟®舭する斷でぁbませぬ0』 

ミ議、髮ょ謂1觀です。^潔の於■りにIぃたします。』 

せrf:含 つい 
節食に就て 

4肌i餛1ょ、影はTi、 
「&て、IIなる航れ、rirplすべ し《 

%fsif:2ぁ名と含 

i仰せ給ひ、また一時は， 
われ n^hv ^-rf& ふち 

いくにち 1=\ 

とが幾日もある。」二- 
>ほ 力ま 

仰せ給ひました。さて、^！ょ、芳しmrのたとすれば、節,一の飢船浴阶でなければ 

な6ませぬ。が、苦し第二の叙1が犯.Kだとすわば、筑一の齡g<齡謝でなけれぱなbませぬ®こe 
ま R^^t ? ^ y , . L I. 

【二】長阿舍他芄十七卷銜％_ 

4f見io c$第十三赛弟T 
I!九！紙) 

亦た疆にかrgfす。で、iはwを#に配grそt、rぞなを黯してTs气。』 
tifc'hs 11fhd*iitu kr 3 rp lil ^ 1-i l i ., ,.; 

t^r 大王ょ、％下の引用あそばせ LM^^l^'M.trint'll^^flI^M^^bi^AQSnfJ^D 
- i) % tit; ft 
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關S出レる 
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る的5は 
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す 

制V 脱 四 
M 
に 

をつ 
構ミ 

mk 
歸ミ 

X 成ミ のい 
つ す m% 
て る から 

■ r ,m な 
ご 
+ 
切?. る 
の 智ち 

三 要令 見父 
天J 素4 を 
の を 得ぇ 
igrf： 尚か 滿1 

足？ 四 
r： す 沙$ 
#s h 門义 
む の 果も 

で を 

齡にyずしむv く、ssのsたる制ずkれsつ？はtませんか。世や』此の事ゃ、其他これ 

にgする種種の事を思ひ起して、 

.て、IJなる鄉れ二S船rpiす*へし。」 

第H命矛盾n答 HOE 

^!t;のil!*'た*き^^^r家mを■^せる1:^-のものに餞て^?^^逨、^^さ'*なべき過誤を^^ミ9^^連へ®^ 

剖！at•觀W•獻rjL•阶1漱•阳知船•断纪*'5wf •船犯•配撕•戒緊^^がfベ鉛へるIJ-'资でぁ0ます"4- 
&ょ、riてS靴铝は、肜_を一ぼし&+a黯rty kプへられf槪.S- S、偷盜 

isml&lJは、&に如てのwsh 1なか。し您め、歡Mの你6二劫の良きに起って、苦しま 

ねばならぬtを！？み！®!ねたではありませんか。*欠王ょ、世象は此の事や、其他これに類するIf種の亊 

を财ひ艇して、 



躅課彌M陀巫間經 

i仰せ網ぅたのでぁります。されど、^:fょ、賢！；^*は駆您s'Miまで一ばいに、％はそれ^ 

すら嗤ミニとが幾nもある。」と宣ひしは、g仕®Iを敦^!J、®4名ばなら？ iを！®し紀へたもの， 
t u le ^ ■卜.ilc .kn ■ t > - , h. ■ I 

三0六 

-t0>±へ お 6 くt彔f:.つ さいtn-r/ 5 か i 

其前に置かれた目的を達したもの、一切の障mに打ち？たもの、〔ぎにFSSIIibにぎてのみ 
ち Lき t i J t k f ytr\ ± 7 i 身」.LJ F t J Jr J/ , • % m_ - i JM -1 一. yL. ^ ^ 

辨を與へて體力を恢復tしむるが如く、惡乾の充ち滿てるLや、四l新が船mf?を觀卽Lぎない；^は、 

淨なるものには，赞かけた，o,助ひgめた.〇、おは觀じたりすないやラに、！！すy 
&%SLr^ T > » 1( I * 

iln, f - 

要はないのであらます。』 

萬®、#Iよ、&譜 t：ぎ；ji—。齢 i_slsIu■い？ま t 
い5 &クせい 

バックラの®趣®に_て 

4觀 1i,llょ、！IfTi、 
.び< ら 

「比丘等ょ、我(1これTむ!:eac犧牲に熱中し、t2(:だのphtT齡i:'fsl^p51で6るjffi"して的 
卜•』_ I ft 冷い，1■■隞 s- —L t- p s ? E-r [Jf %■ ^ I r f小う こ み Jンニ 
我か有Tる此の穿は最後5 f. h-ft さい0や5ゼじゃ5 
h f b s ^ur 一 



av tt it 

i宣ひ、又ある時は， 

「把於皆よ、S密h諸の弟子のWで"肉體の健辟なる點に於ては，§婆拘羅-かその上首であS。」 

i卿せられました。Sて、尊齡よ、が敷度も肉體の疾病に罹b給ひしことは、人のよく知る所で 

あす。で、粑し蚍和が龆ポ1:邡であるな、bば，婆斯羅の断聯Bの軋齡に關する叙述は4誤 

でなければなbませぬ。が、葙し一j|老婆拘羅が、KU佛の弟子中で、健旗者の上首を占めて居たとす 

れば、Mが，用した第一の叙述は過誤でなければなbませぬ。これ亦た兩 

龈にかかる¥齡です。ぃま鹋，は*flを？^じますから、獻郴は之にi決を下 

さらねばなbませぬ。』 

ミ箬ょ、鉛しi-た鬆/は繫rllです。lLgがP 

ふる、諸の弟子ぎに旣ての御說であ*^ます。 
&せそん でしちぅCゆ5ちfrLや 枝か5 めいさ5 C ちよ&つせい令よtp- 

何せなれば、大王よ、世Sの弟子中;:は、從畫至夜、步行しながら冥想して甚らす"佇立iJt者が 

あつたからであす。が，世尊は從逛至夜、單に步行しながら冥想し給ひしのみならす，坐臥にも 

航1fiしておSし忠ばしました。，の如く"大王よ、佇立驿想者iぃふ特殊の點に於ては"弟デの或 

51の於が肥歡に船れて奶ました。また、大王よ、世#の弟子中には"其命を支ふるに、一日一食が外、 
第五牮矛盾問答 H0七 

【三】增f阿舍卷第三•弟子品 

に日<4我萆®中笫一比丘、 

綺命涵S不中夭—rrFi梁拘辎 

比丘是s (m蘇#十三楽61! 

册八紙表上段) 

s —kur 
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阈課彌贿陀王W鯉 三o\ 

何に4ベない一复した0 iすに‘Iは、一Sに二V gくは三！^すらふ飯黯で 

した。孕の如く、大王ょ、j新rぃふ槪gi配に齡ては、^!,の奶がIJょbもgれてぽました。 

ijfti 

j仰せ給ラたのであb AすA 

たいS5 もQ 

また、允はi4H魁が！！く、ある齡は^!にJgみ、あは！^に！aみ、あmf•か 

iれ，t親は翏に&み、ある齡は獻で—かも妒れませぬ。が，蒙№1一gを翳して、j 

で、_第一最善«がでtます。肥してぎg“まのg■であ 

.—ア％.1,ダツム1 

【五一 Aia,da£&i_ 
磾パブ厶1 

【六J Yip接L 

■ましたQは、彼が〔前生た〕銮Qためで1。tf SSよ、s-kぎ£ 
尸佛V疾病に苦しみ、&中sjのためにSしみ齡うた^%かg(#gw-^gび六^!八千の！！r 

，43^ ■一^の ii 办：_ ilf?•>、bE"*，-^ ゥ _こむ二■一,大 ua>パ >，>t!4T，, ，\T 多 r i &IJ t 



mへて^等の病.^&瘡し，而して！：今生にjrいて〕sesl^mftjをinけ得た0であ.ります。これ" 

「比Jr^等よ、我が諸の弟^1中に於いて、肉體の健康な點でli'婆拘羅が其の首長である。」 

とSせfた黎でfi爷。されく iよ，餛がPのために鉛しみ縱ふとも、piしみ一 

はTも、デ®iのIIぢてて、1^屬い齡ふi,辯震い船はTも、fにし 

きものはあbiせぬ。そは、大王よ、天中の天たる世#が、雜阿含の中に、 

に；AIt二Et四 shgt矿 1齡45i^ 

V S等の中で〕如來は一切の上首A供•正等正覺と認めらる。」 
のfi± 

と宣ぅたからでぁ6ます。』 

wils、t者よ、御說此e御道_iです。朕は御說の通^^受ぃたします〇』 

け5 く.£い y5■_ 014* 

佛陀の敎誨の創造力に就て 
ナーザそ—ナそACや せそA-あii音 

aRr那伽罐那隸者ょ、世#は一畤， 
tr< 5 によ4いおうぐしや5と5しゃ5がく し み^ばつけAt.p- 

rifc 丘等よ、 如來 •應供•正 等 正覺は V 知られざりし道の發見渚である。」 

i宣ひ"然る1:他方に於いては、 

第五as矛盾問答 1 



剧譁彌藺陀王問斑 00 

と宣ひました。で"若し、那JJ,雄那尊者ょ、如來は知られざりし道の發見老であるならば、淑九の9 

佛の步み給ひし所に隨つて、昔の道を観、往古の路を見たとの御言葉は、邸違でなければなbませ 

ぬ。が、若しまた灿來の見給へる道は、往古の道であるならば、知られざ合し道の發見fであるとの 
ま *>ねしい±めな^XいL&つ 

で、朕は今これを*衲に提出し 叙述は過誤でなければなむませぬ。これ亦た兩頭にかかる問題ですA 

ますから、ttf衲は之に解決を下さねばなりませぬ^ 

尊『大王よ、陛下M今引川された經文は、何れも閲違ではありませぬ。大王よ、過去の諸1松は%え5< 

せ給ぅて、〔天下一人の〕敎師なく、隨つて其の道も亦た消え失せました。而して其の道は、是の如く 
UそAa?t>い くわ，はi'へいf 太つねみ かげ ゐ しか によ 破損し、崩溃し、荒廢し、閉塞されて、通れなくなり、全{見る影もなくなつて居ました。然るに如 

來は正偏贺を得て、慧眼もて，過去の諸佛の步みfひし道を前破し給ひました。f故に世#は、 

「比丘等よ、我は過去の諸佛の步み給ひし所に隨って、古昔の道を覩、往#:の路を觀た。 

と仰せ齠ひました。卽ち其道は、妒去の諸如來の御隱れになb、〔天下一人の〕敎師なかりしがため、 

破損し，崩潰し、荒廢し、閉基されて、見えなくなつて居ましたけれども、今や如來は復た典の道を 
im*t*l 

通れるやぅに遊ばしたのであbます。是の故に， 

「比fi:よ、來•_供*1,政纪正覺[1<、知られざぅし道の發見老である0」 



:— I I -- 
だいb— Ai』 f blf in41 1,jU i4f^4 か hcs p^c. 6— f tAfcrAC^ I. h- — 

大主よ、！人©轉輪1王のi去®ため，摩尼寶洗が绀巔の罅裂に瞎されて了つたが1他®轉输聖王 

がぃた？，露駆は■はれf氍せば、Mr、kQr湛一は、Mにょって 

造られたと仰せられますか。J 

王『いいえ、#者よ、寶11は原始の狀態i氅も異はありますまい。V其は渠によつて新生命を受け 

〔て世に顯はれ〕たのです。J 

»大王よ、も亦た是の如 <、懸服によつて正偏知2を得たまひ、ぎ去の諸如来の步み，へる道—— 

縱令そは〔天下一人の〕敎師なかりしがため，破損し、崩mし、荒廢し、閉塞されて、見えなくなつて 

居ましたけれども——の生命をi復し"原始の狀態の避#最货なる九聖道として"再び通れるやぅに 
T-:ま こ 

なし給ひました〇是の故に- 

「比丘等よ、如來•應供•正等正登者は"知られざりし道の發見者でぁる。」 

と宣ぅたのであbます。 

大王よ、把の母たるものが、巳に其の胎中に在つたCを配んで、而もkのがに生を與へたi2が 
Jfi によらい t 灰げん しゃぅへんち X. すで よ そん みも たとひ a. X <*>$はい /s 

如く、如來も亦た慧眼もて正M智を得、已に世に存せし道——縱令そは破損し、崩潰し、荒廢し，閉 

塞されて、見えなくなつて居たにせよ——を復た通れるやラになし給ラたのであみます。 

大王よ、f人は人が一たび失つた物を見出せば、「彼は其の物を再現せしめた」といふ句を用ひま 

第五章矛盾間答 H二 



す•去たMが艇を奶b開いて、土地の1政を開拓すれば、世人は「それは彼の土地である」i云ふ句 

を刖ひます。が、斯のLiがは術が齪-4した鄹ではぁ--^せぬ。记怒ょ、.^來ぃも亦たぎの如く、料磁 

1をisc、般ヂSれるゃうに齡ばしたのであ-ます。安の於にf象は、 
Iや5と5しや，がくしゃ aつけAし^ 

「圯丘等よ，如來•應供•正等正覺者は，知られざbし道の發見漭である し 
efrt 

i宣ぅたのであbます〇 J 

なるほど そ <じや おせつきjと n もっとも わ^Lお甘ウ lftしんじゅ 

王「善哉、尊者よ、御說洵に御道理です、朕は御說の通りに信受いたしますOJ 

ぶつ しA«r> 

佛陀の親切に就て 
ナT"セ1ナそんe:や せ X あjsと^ 

wr那伽燁那隸者ょ，世#は一時、 

「i は以に麗gぃてA?L$l_LlrD<f4"o^^lkp 
と宣說し"他方に於いては， 

# f S . 

1かれe}'p、wサカツサ■广 iiAliA.itT. frfo 名：fk _ J u ■ 41 | — i-TJ - V II I , J J l 一 
「築は樓摩差•迦葉波といふ仙人なbし時、m百の生物を殺戮して、 

ttv*含 ぎ Ll^,b, 0 もの さ? 

大供犧、卽ち勝利の飲み物を供げぬ_ 

a ,5*サ おツサパ 
【七】Loma*sa KIUrEtp 

疼 



Itr駘rft#ょ、粑し#の「龆肜|:5粑いて：^た纟1银：漱^ノし鄯を_能へなぃ？フ3辦衝〆 

t養ひ3得た」iの佛陀の宣說がE:mrとすれば、「1;象♦••1^^^として，樹百の齡輒を輕霞した」と 
せいぶつころ じょじゅつ5そ 

の叙述は嘯でなければな6ませぬ。が、若-:從の「樓亂1き蟛tjして、姐西の艇■を叛した」こと 

說は噓でなければなbませぬ。これ亦たgjgにかかるrjl.歌でぁります。で、齡-Lがこれを龄從し歡此 

しますから，贵衲は之に解決を與へねばなりませぬ0』 

-」ilしたまひました。rて鴕，鏨翫は、m百の叢を麗して、黯ii:^i® 

て居なかつたのであります。j 
そんじゃ 上 せい-つ 二^しゅ&とJ>あいよc ftAつよa&いよ < せ*ぶウ こ5Tl*f/l 

王『尊者ょ、世1;生物を殺す八種の人が居ます。#慾の念の强ぃものは愛慾のf:め!:也物を殺し、殘EI 

な4ものは瞬恚のために生物を殺し、M擬なるものは愚癡の獄に组概を配し、節街なるものは#?がの 
サいぶつ こみ 1Aらん あLiA-HV* せド^ブ -JH% - ^L せ，T *. 

ため1:生物を殺し、貪#{:して他くことを知らざるものは贫慾のために生_を配し、©;漪AI.は电tKの 

ために生概を殺し、货迦者は您Wに？f®を船丨、赶齡は爬觀のために对を與す。忠歡ょ、これ咖1^ 



阈11彌_陀王問馘 一-二四 
さ3心 臂いぶや5しf:1hfかAか5 _ 

性情に隨つて敢行せられたに棚違あbますまい。』 

律『いいえ、大王よ，殺戮を行ふことは、菩藤{:とりて決して自然ではありませぬ。若し菩藤が自然の 

性情によつて，大供犠を行はれたものとせば、渠は決して、 
サイハ ゎれず八含 亡い令5 大LT VAザかい tれ かぎ 5み ゃ± 

「おお差伊波よ、我は慚愧のために、大洋をもて衣裝とせる全世界をも、又それを飾れる海をも山 
5 

をも、得むこと^欣はざる^b e J 
し15し少つあモ だい-C5 ほ^クか い な揉か {<、寺 

といふ頌を誦出し遊ば5なかつたでせう。大王よ、菩藤は斯く言ひながら、侃且つ^月の顔姬を一 
けん あいぢや<tr?f1rtll5 みづかせい ちか4今しな すなは 

見して、愛著のために無我無中!:な0ら制する力を失ひました。卽ち 
かHtこころこAな！^ かく &AそLさ！^ こんざゥ3<らん1よtttir'Lや、*f^^Lt 

渠は其の心、困惱揽亂し、3¢の思想.混雜散亂し、迷ひ惑うてM衆狼狽. 

チヤ>■ダ1/チ41 
【八】 candavap 

ゐ i含 こみ e今ぶつ くび なまち し#:fiffい含よ！rrTなはしよ今り のみもの ささ 

て居た時"殺した動物の首Vら生血の滴る大供犧"卽ち勝利の飲物を供^: 「けたのであb iT® 

大王よ，狂人は，Kの威费を失へば、猛W炎炎たる爐の中にkみ込み、.怒れる毒蛇を手づから拫り、 

狂象に乘れ、渺茫として對岸の見わけもつかぬ大流に投入し、不潔極まる池や，泥渾だらけの地をも 
ふ いttら やぶ つ い ilA炉/IぜU つ？く を^P せい れも ？&ら しち5 
踏み、荆棘だらけの藪1:も突き入b.、斷巖絕壁から墜落し、汚物を食つ1:生を保ち、赤裸裸で市中1: 

J u そf=し&!:§ ふ^ぃ«いふrflr ほさつ ま かく ごと よつ含 かん比せ6め 

飛び出し"其の他稀種の不體裁不行儀なことをいたします。菩薩も亦た是の如く、違女•月の顔姬を 

1見して、無我無中1:なつた其の時だけは、數百の生抓を殺して供犧を營み給ひました。 
大王よ、無我無中で爲t:惡行は\Iifc:の世でずら大罪iは，認め4れて居れirせfi。浞んや其が宋ぎに 



ハ 

l ^ {h.&t だい拃 i L tfu, Li *t*'v{1'看か 

將來t Vき結果は推して知るべきであbます。大王よ、ある狂人が死刑に處せられ5程®大罪を犯し 

たと假定せんに1吃下は彼を如何な刑に處せられますか^ 

fiい CHL かれ 41K- 含 ¢.5じA.たtl* 

王「狂人に對する處刑ですか、脫は有司のものに彼を梛らせて放免します0これ狂人に對する處刑の 

すべてです。J 

焓『されば、大王よ、狂Vの罪に關しては"處すVき刑がないのですね。卽ち狂人の行爲には罪がな 

く，彼の所行は救免すべきものですね。大王よ、亂.厥#迦葉波仙も亦た妃の如<、榘は皇女*月の顔 

舨，1覎するゃ、歡iTのために|||^中になって扣虮力を纪ゲたのです。"而して鋸は其のが、闲惱® 
ifAそ し cA3rfさA&A4よ 复ど し5しや*r£.*rはい i音 ど51¢つ ころ くび たtち しf:f:い^よoy 

亂し、其の思想，混雜散亂し、迷ひ惑ぅて周章狼狽した時、動物を殺して首Pら生血の滴る大供犧1 

れて出家し、五種の神1力を得て、梵天の世界に再生いたしました。j 
•i*-. 

王「善哉、尊者よ、御k洵に御道现です。股は御說の通5に信受いたします。』 

JAOff 1X5せ5 つ1(* 

佛陀の嘲笑に就て 

4 

王「那伽MT那尊者ょ、六牙の象王たる世#は、 
骨 

「齡は、-Sを•殺さんin求め、妒の越、槪に慰せる#l批が壯おのS色の衣cに身を包 

第£窣矛府J答 
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國蹕彌蹢陀王問糎 三一六 
み 

める一を見き 
i かれ だ^ d:-. f L. く V-ぅ^^$も か <* AV ころも ■み つ〇がU1<1 

時1:彼は、大なる苦痛を登えつつもV阿羅漢の著る法衣もて、身をtiめる#.には#を机ふべから 
-_1ベか せ十 か <Aい &っ诖3Yか aAfaこ 

す須らくiiijil:且つ善意を以て保護せざる可らすとの您を起しき。」 

X■-> 

せA«0ti :11 多 
i宣說せられました"然る{:他方に於いては、 

Jはif テ 
EH 

bか はら 6/w1含 飧，f 丨ラといへる，若き婆羅1:ななし時、坊主- 

味噌摺り坊主と、卑<も亦た苦が歌がしきSI?もて、繁配！^• 
おうぐ しゃir ivLやJi-i1くしや ク咿デ/i^f 

應供•正等正覺渚をEj皆織謗せ 

と謂はれて居ます◊さて、尊者よ、#:藤は一の動紙であつたfi#iす&、配&£ 

ぐ1ラといふ一 
こる6 釜 ひと Crp5 ift 

の衣〔を蒼た人〕を恭敬されました。されば梁がジョーテ 

篇門-して、常時の：をたとの誔4、iでなけSな— 
?>.^_ 4Aか-*1-ifそ-A4C の,Qじ じVS ゆつしん答 

t九一中阿含卷tli十二.鞞婆陵 
睿铖ん見‘〇 

sarテ4パTラ 

ns JS5PHHは•漢課II優多 
M汝子 ia.つ-CK-SO 

IllJBSs3g?§3%r^a(i「a6L 

ぃ遒±-」&醱"兹|:「味噘摺 
り坊由j tせるlx*Mめて3 

由尨逝錄である0 

-C5 £含 せん甘つ 

王でぁつた時の霧は、虎？なければなb卷s。i?し！：，1嫩でぁつた2すら、靈靈のぎ 

以丨&rlLt*Aiち—5 t潺1*.Lやみ し之 
tながら、雞ぎ贅■:;厨獄fl十ぎ㈣’觀©ま.P时©■裏^©跗iに J— t7 L-.V —r i 0<^3 11. t.* I ^ hk— I- Lkr— L k } —， 卜 _ 』 

u^"s45-t5 • ひ^お^遇い いか53い甘Anの&じ旁 そ 杳 Ai 卜*-い #r%f ^-*1 後光を有する人•ベナレス繳の最上最高最纖なる布を11色に染めて著た，OA1に封して、恭t.を篆'V‘； 



いで剧iせうぞ。これ•たtBにE彌fかかsm琴tt®で"^lf^を都#に蹈卽じiすから"齡マff、 
こHがsJJdfcfif □ i 
之!:解決を與へねはなbませぬJ 

旗r義ょ，.ir肌iしiぅた窮iisi崖に—ぁ|せぬふして！^黑•■益 

制L齡新！^您の1iい!AnJのジ™1ティパIラから『ui主、が咐歡り坊主」といへ气卑くも亦苦 

がtがしいmi紫で、fられ一iられたことも眞赏です。が、そは職として彼 

を^總する斯,の家庭(:山つたのであbます。何せなればジョ1アィパー 

かt i ちち し*fS けいていntひ U迻く やI にA含UV ,み??二"^と 

渠の拙も父も、姉妹も兄弟も奴婢も奴僕も、雇ひ人も得食渚‘皆rく 

船冗傲激でぁ-CV、燃於齡辭齡でぁAn^っf羅ルはArtM,のがで、影5k貧4 

のぉ?'5る1:时を^1むる都とぃふ船||ど傲ぃ1:ぼましたから、&氣せる他 

贈Bのものをmm?たのです。.で、一-二S*ショ—ティパiフは陶^iの(-5 

【I一一】中阿含卷第十11.鞞谜陵 

#經llEaく 4優务颗、汝可共 

我往詣迦澉如來無所*等JE® 

供费峨事、於避®#擗洗子答 

ET雛松波铌，我不微見禿M 

沙1T秃沙門不應榀近"逍雖 

得故y卍藏第十一一奄鋁九册六 

十四紙坂下K) 

t!ss-*£;ra. 

これ 

になるかJ i答へt:のであh^-r" 
KV05 てAA>ど'<iyw^A.*' 

LETゐ ひと it it*L/(:A かXい r*i ^ f 6ibi 年か そだ / t * 

羅け*ジョータィパ|ラも亦/2、無锫心の家庭|:生ゎて、無道な人人の中に育ち圭した力ら，周段の人 

0S H1七 



颺謖彌蹢跎王刖繾 三I八 
£FiTや！^yし くb によらい そし Gのし 

最中でも、若し水をかくれば、恕ち消されてs)-Iッグンディra<のやぅなM<い私队となつてyfひます。 

KIむ，1aか5 いへ 14 

犬A丸A 隻5 くb 

大であしたが、き信儆の釔にギれ、11?なA?A?の4*?.に節ちましたから、 

渠は恰も盲目〔同様のものVJな如取をつた©です。iされどg 

ぶつrrみもと'#?fric. しf;”ど < A あ U い B-Oii 

が佛陀の處に詣き、佛陀の德を知つてからは、〔態度一變して〕恰も佛佗の 
ねせXごと X じ し嘹づけ LtlrしやけラたAい iiAづ5 と今じ 

奴僕の如くなb，世を辭し出家して，勝渚の敎圈に入り、五神通、と八筚至 
ちから大 ぼんてA せかい さいせい 

の力を得、梵天の世界に再生いflしましたL: 
た名枝と そAじT1bf:しあtね お甘つ 色ほLAii$ 

壬『蕃哉、嚣者ょ，脫は食衲の御說の通りに信受ぃたします0』 

ぶク 打点A Cレ 

佛陀の孤立無援に就て 
ナt ガ-Ift ナ4*Alsや せそA.1®$ 

王『那伽單那尊若よ，世#は一時、 

-Iグンデ4 
【一 a«fえr* 

CIS少年®prisM佛入遒の 

m緣tr中阿舍卷M十二•鞞 

婆陵#經(卍蘸第十U®第九 

册六十五紙浚上段)に出づ、 

硏究洛は就'C沿-^ 

【一d此の二の引州文I"下U 

記マる譚も共に中阿含卷笫十 

一 Tm婆陵*經(Hi縝第十11楽 

第九册六十六紙s£上段乃至下 

段}1-出づ〇 

げっかん IH^r , t - / J Sid あ.め & 
「陶工*カタイーカ—ラの家は"三个月冏"雨洒しなりしも"銮も雨漏らざり％OL 

eti Iかf;u5 お 

と宣ひ"然るに他方|:於いては" 
ニセ1 办プサパ112らい VR— L 「s _ s B 长 4：*一:同-ii^ 



V 4 そ Ac-P€Af*A4 f fl i p *f ui らl16 i r ? p 

士仰せられてあhまt。？t1#者よ"善根功德を坩長せる如來の菴じ兩か降つたのは如柯いふ裨由 

ですか。！はMがには雨を防ぐ把の御ががあると思って居ます0 ®恭よ，若し陶H•ガタィーヵー 

はれませぬ。かし妯紀の船にtれたとすれぱ、陶工の家が雨に濕れなかったといふのは蠊でなけ 

解決を下さねばなbませぬ。J 

零r对S?よ，配デのMiあそばした瓣？^船加5も奶览です*断xiガタィーヵ1フは、miのバで、 

iじぃ靈をt、iく ■をf、嫛ぃたとに罃してrした。*而してiが^ 

©m' ^ 

せそ.j .れftLL - 7V ねtJgAかれeIrAせ ぜんく.cL-tJWMJP い 

屯なる世旅は、祀を信認し給へよかしjと<ふじました"彼は其のtsめ1:現世にまでも"#果を將来す 

るに足る功德を得たのであhiす。 
い-£5 t*i.J:v らめふ ごと じ ふ VA*>こるみti 3时:;. 

大王ょ"如來は〔雨降る*>如き〕1時の不便のために、心を撤したまふゃラなことはぁりませぬ火 

fl八け だいかい fT 一:いか みづ い f*ふ ^ 
本家たる大海が，無撤の大河の水を胬れても、Mも溢れ零すことなく、亦た■も^き儀されることな 

第JLft矛时叨控 三一九 



_^ _ _ I 

hi 
闼諏彌瞒陀王叫雑 

IIよ4い ま 
三二〇 

» :le njebli じ ふ ¥ACこ r V515 

きか女く*[來も亦た|時の不便のため|:、心を動搖せしめ給ふゃぅなことはぁ6ませぬ。 

允Sょ、如取3衝に雨が&るとは^^のね取7).JJら艇つたことです。伊せなれ^!が船把が把の 

1のものをS籍編ulgirば05帝 1iFミけれども上f 

からです。把の.irb妒鉍とは船でぁるか〇 C-ぬもとは、鰣虻のく供齡に麟じ搿ふ齩の把^ 

6s0£^n ^ 

ふo cこれ諸の如象がi〆翻％し辦ふitの酽射であります。〕％葑ょ、粑し龆g巧 

〔ar-疆さ中u极して置れたら、また梵天すら斯<せられたら、そは〔卿等の〕^!%であら、〔ぼ哪め〕P 

弄し、我が物紙に振舞はる」と111ふかもJJtれないからです。これ撇の2きの船がは、ぎない対がヂか 

0^Kfffi^o ?p 

V_isl;gを&け！iはないのは、g獄、iむる船rいからです。J 

王r■、誔ょ、iiid鋈i—。鹄鑤のぎi®i.oにSいたします。」 

tiゐ 

illらS £i ら 1AJC5 ^ f 3い 

如來，婆羅門*王の意義に就て 

Sv 



つ.心-i-rri..ベv.-::t ^ JJmi 
►びくら bb ^-AL A r i fn. t 人 

*比丘等よ，我は獻身的め一ill門である。し 
tAlyo nt t4i と令 • 

i宣說し給ひ"又ある時は" 
•*- ^ f , ► i 

中1嗲bHhi 

「選よパ我はこれ主である。」 
のね±そんじゃ 6 せそん £一ら欠 われ わ5 せAif/L含上r 

と宣ひました。®游よ"若f世#は璀羅門であつたとすれば、「我は王である」との宣言は，虎僞でな 
6 せそAtfラ われ ■*!.ら せAfA含Jtr 

けれはなりませぬ。されど苦しまた世#が王で&つたならば、「我は婆羅一:である」との宣言は虎僞で 
すなはせ夺AクシヤツトUヤぞく まね £一らも/Lぞく し平1*5 いづれ 

なけれはなbませぬ"卽ち世雅は刹帝利族であつたか、又は婆羅門族であつたか，二者屮の孰がでな 
かれ 1C 

ければなりませぬ。何世なれば渠は同時1:二種族の人たることは能きない譯であるからです。これ亦 
た兩頭にかかるm雛ですから。齡はゼ之をax叫沉じて，節，の齡肥を1?ぐのであす〇 

尊r善よ、Mrg取—ばした黑1観は、說r_lvllが！<鑑？とif穿 

hij 

f:4 Lk い5 
給ひしことには、然るべき理由があbitJ 

王『では"#者よ、何うぞ其の理由を間せて下さい0J 

一一い.C5 5らい さいaftくふぜん 5 せい4 く しや今 5 rせ* < #く こAV。 办2/tちんてい 

»『大王よ、如來は一切の惡•不善の法を制伏！"捨離し、■床し、驅逐し、賴絕f、滅盡し、鎭定し- 
* Ah- L ffli 

^■し、汜抝！艄ひました0これ如來が婆羅門と呼ばれ||ふ一の现邮でぁ6ます。允丑ょ、|#|^ 
さい ぎゎ<|><な气と5tT逢つ 6‘いみ しが uif-い さい ^A?r p£rJx5fe0f:a 

は一切の疑惑煩惱等を超越した人を意味します。然るに如來は一切の煩惱疑惑等^>超越f給ひますか 

粹沉焓矛锊卯答 三一一 
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び h 無B穢*坂べ 
義『呼ょ上7を穢A 
務社ばの去さ隱 

ろひ4から、！^gとiばれ船ふ？ぁ复す。萏ょ、1は一黯漀郵む-へき 

路を知る人を意味します。而して妙來はざを知り給ふが祗に藥羅I?と阶ばれ縱ふのでぁbます。对妇 

i' 0pmf 

たのでは6りませぬ。世箱-佛陀てふ名抓のぁるのは，脱齡ぁそばした獻でぁります。の1"掘 

iのぞ、觀をptばしたiir二gQi^Qgをi£して、S擊をMmtばしま 
した。而して婆羅門iいふtiT^f®,jl>、世#'に適ffl,せられますのは、一にt^s'^nIiを1;如い、^3 
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き給*フたからです。これ如來が婆羅托と呼ばれSsふ舶此でもh i*す® j 

I - - a_ , 1• . i _ 

王rSB5*iがRと5fばれ^ふ®は、illr^いふrrですか。』 , 
#『对丑よ，野と111挪の如！111?んの±:1:祀1&，槪1:齡亂なるものをずばしめ，從じ反對するものを悲ま 

しめ，对なる说MS®が犯船rして、節く®^^Wをかかぐるi,を實味するのです。而して其の日 

歡は、齢射無船の齡郎がもので、犯ゼな配いがの被と船百の骨で出來て居ます。允1よ、世尊も亦た 
歡qH く、を衝するf^<を槪Lしめ、^!^^gtす。んiK®心に1悦を滿たしめ，興の大なる九聲 

禁げ認どして、十千爲©に“％||ざ¥をかかげ齡ひます。&して纪©ぎは、淸 

S3斯のと、isのig^ib.llm)れた败百の！！：.と、尉ぃ斷悲雨のを經たる、.丈 

齡に艇り、槪に亂起する約くの^^から！！配せられます。が，^^も亦た亦のg/前に取6、渠に親近 

する姑のもQf 紙齡せられ齡ひ專。これがた如％が£_と稱せらt所rjLAです。大 

Sよ、SはぎA"た5SぢがあS、^Hら？&2で，fデ嚴をJr<し、槪をして1：んなk 

賞為ずびiらしむる虹のゲす。船るにもiた、A^p•思想•行動の熱誠？を見て、 

にfたものがあS'に髮を^<して槪の^|繫せしめ二如の1質的の偶よ6も遙かに 

影れg!—一挪のぎ——を避びがらしめgひます。これ％;た灿ヲSIV呼ばれ給iの理 

gであります。磬よ、繁は器に敢くも？ぎた、辦したり、死刑に處しダ街，ます。然 
第五窜矛椅間答 11111三 



阈譯彌則陀王叫經 
.lt,5frA しAぎ せいてい •lf5f;'!ALiyt r X f * . ■ = f E 

るに敎豐淸規色てgiすらるる：のgg-^F、1■ぎ肥にして、裳をF 丁驅は，崎め 

-理由„でぁ！す。鱼ょ、IIはP备のNの證f i窮Sr舞にgwl器を 
s£fm fmffi ^ ^s 

0ff ifffff ^ 

これ亦た如來*>王者と呼ばれ欺ふ一のII此であります。 
;-fc^®^f^i 4? .1(Jrl-dl ^£1 jfl T. K— feL _• ■ t <L M. 

i 1 fL %，卜『#』 fe , 31isffi 乂さA: ^ Id I 

'? V - I I a - ] ( 3 I t J J rlc-潢ゴ彳ブ豸力， | 老 長 

きに亙つ' 芝ても數へきれない霞g?李。3ればぎhgに1 •かくがく©は，gろ®で 

あ—せ}5 rj、餿デ雙げたpiirみg—ば孟ば？ 

I「雲、嚣者よ、^は1i^^rJUに®1いたします。j 

諸佛に齡する斯愈に■霜て 

mr®r,lrm ね t,^K. Vを奮 
—PEP 1 



「■霞門よ、我は偈を唱へ〔て得た〕るも©'を食ふ可らta皆篆^:よ•こは諦#者が艇じあらす- 

諸怫は偈を唱へ〔て得た〕るものを斥け給ふ。婆羅k：よ、法の存せん限り，これ諸佛の道なbq」 

と宜說し&ひ，然るに他方に於いて！一尊は" 

法'を敎へ法を說くに當所謂「次m說」には、先づ笫一にt施の說敎をなし、第二に船を1^き齡ふ 

のが惯例になつて居ます。是の故に人天が，全世界の主たる世#の-説法を拜聽するに當つては、先づ 

施物を用意して詣り"ざを呈上すれば、弟子等が其の施物を受納いたされます。さて、筘111よ"記し 

「我は榀を唱へ〔て得た〕るものは猶ふ可らす*」といふのが世雜の眞説であるならば、世猱が說法する 

に當り、布施のことを第一に置き給うたといふのは"誤謬でなければなbませぬ。が、苦し布被Q事 

を力說し給ふのが正しいとすれば"「榀を唱へ〔て得た〕るものは、食ふ可らず」との宣穿は過誤でなけ 

ればなち去せぬ。何せなれば、若1供養に應する底の^^あるものが、俗人等に對して布施の%如徳 

を讚歎すれば、彼等は乳を聽ぃて^i离び、歎齡ち撇鹧も、か配を£>£んi肥するでせう。耐して妒 

の布施を受用するものは、^に偈を唱へた爲に與へられた施物を受用することとなるからでありま 

す。これ亦たi頭にかかるii題ですから、船は^をS撕に飯齡じます。で、は！：.フぞ勾に齡杷を 

下さねばなり圭せぬ。』 

Jr大王よ、世®は一時、陛下が引船された通彡の偈fを記き、またkのrrL.飾離」の紀初に、紀紀の親 



阈諏彌3陀王問總HIJ六 
Ai-<-£1 AlHい|3&(;つ ふ管 せ〇9lf*L£i 6ALゆCこ5 

をなし給ふのがWJ例であつたことも事Wであhiす。されど布施の說を最初にして、先づ聞衆の心を 

も大人が小兒等に對して、先づ「紀札の！bゃ，「ィンぺィ」ゃ、「齡雄いゃ、「珩點の鲥mjゃ、「妒聪」ゃ、 
ゆ£1や おもちやi>fiかH4 fesの u IJi していtた 

「弓及び矢」などの玩具を與へて、それから彼等各各の吐事を指定するやぅなものであります。又かの 

踏帥が其の病人の精力を榊さしめ、齦？^4らげんがため、四五的のgw雛'^iisしめ、齡る齡、デ 

劑を與へる如なものであ-^す。-^sよ、1主等は®の如くにして齡がygらげ、酎齡1:?3めるパと 

なb、布施の船筏の報助により、また矿施の助道によつて、の丸1を波るのです。されば船吧に 

は此のために表業上の罪はあらませぬ。j 

主『棼者よ、货衲は今「表業」と言はれましたが，#の「fli」とは紀のことですか0 

球r大王よ、表業には二種あbます。一は身炎業で、二は語衷業であ—mす。耐して身齡業にも記犯起 
いい むずいtliん しか い5.rい しんへ，ごふ &Aいは ^ <yT 

(:も、有罪と無罪との二方面があb去す。然らば有罪の身衷業とは何であるか。謂く、圯丘あり、行 

乞に出でて一鈀庭に行き、非所に把った^4魟せば、そは前慰の射犯慰であります。船の！^は、戤 



r船に4^ち、t{せば^辑の勒が，^^を^哪て{れるだらぃふ^IJfA，r^5を那齡がf?ltレ、^^ 

雀の如t:M頸を伸しf:と假定せば、これ亦た有罪®身であれまt。眞の比史は辦してM0如<1: 

して得たる布紀は受用致しませぬ。而して龆“衍r配てせるものは、齡1の齡船に於っては，齡しめ 

られ、輕ん诂られ"敎卿の替約を破れるものiして、一定の罪に處せられます。また次に、大^Hょ、 

比丘あb、行乞するに常って、颚ゃ、一g毛ゃ、指を以て合，をなすと配叙せば、慰妒た坑Iyの射茇氣 

です〇眞の比丘は肥くして乞ぅた斯施は受用致しませぬ。而して婿る行を敢てするものは、敗矿の齡 

圃にあbては、賤しめられ、輕んせられ、非雛せられ、〔如法の僧として〕1gめられませぬ。缺 1らば無 

罪の身表業とは何んなことであるか。謂く、比丘あり"行乞に出でて、端心正念、安靜にして、 

の所作-自迅し、是所に立ち、紀鲈せんと欲する^?のがるFrlに！：一ち、把妒を板まざるのぽ^m 

iす。而して皆の如くにして乞ふものは，11若の敎mに於いて、大いに#Bせられ、mん诂られ、S 
sl>つX d ぢ 6とLや*r■名せいぐ.Cつ ひと 公XAち5 

猾の念なき態度を持する人、淸淨無垢の生活をなす人と認められるのであります。何せなれば、天中 

Q天たる世尊：？/ 
LA ちLや こ «i し中5L噼いや i 

一眞の智者は乞ひ求むることをなさす、そは^者の賤しむ所なればなり。 
してしやふせ 亡 かれ4かく ごI こつ fKy 

噩者は布施のために立つ、彼等は是の如^iT乞を行す〇のみ。」 

第五章矛盾fKI答 三二七 



岡課镧1%陀王pn腱 
せAせつ 六4 

』宣說し給うたからであります* 

三一K 

‘*3- t, - V*一 J, bt *rrb tJJ ! ^ Js -!3 くt3.^^?^-Affclt^ 

然らは葙罪の語表業とは何んなことであるか。謂く、大王よ、芯し比.Inあb、比rcの需要品卽ち衣 
ほ^んぐ およ ミ#つと5 Aaつ .マげA卞なtivTい ごfii しんぴく か 
鉢•寢具•及び藥物等を得んと欲して諷言せば、これ卽ち有罪の語表業であbます。ffiの比丘は斯， 

AtbのtAようい^そ ぐ®しゆ f L中.^しやけ今だAあい®- みさtf 

て得たる物は受用致しませぬ。而して此種の人は、瑰者の敎團に在りては、賤しめられ、見下-.bれ、 
ひな八 ふ-^ やま け今|^ん せp.C-く やJKみith■つar?ぃ*>ぅ r #s 

非難せらわ、#ばれす、敬はれず、敎圃の替約を破れるものと認められます。ii次に、大王よ、it:rc 

•1，ば* 2L 力 _1#>ゆLかr かしcI ほ い ひI これ 音 た办 
あり、若し他か聞いて居るの{;、「私は斯く斯く然か然かの物を欲しい」と言ひ、他は之を聞いた爲(: 

其の品を布施したiせば_ これ亦た有罪の語表業であります。眞の比丘は斯くして傅られたものは決 

して證歡し4a。rてsy^f^ 

非雛せられ"敎圈の朁約を破れるものと認められます。1fに、把Siよ、f丘あrの說を賢亂す 

り括摘された品を持ち來つて施與したbとせば、これ亦た把亂の語矿氣であb聋す。晁の！^は！ 
，- ■ V • g . eT5 そ かか JM 5LTLやけ，f;A* 

して得られたものは、決して受用いflし去せぬ。而Lて斯る行を敢てせ〇ものは、瓔者の敎刚i:在つ 
i $ f : AJfiff>なA せいくれつほふ くわ厶 せいやく やぶ t fe A 

ては、賤しめらわ、見下らわ、非難せられ、注活の法(:關する^約を破れるものi認められます。何 

となれは、大王よ uちよ4びや今# ちやラdもくけAれA t 1 長老舍羽弗は"n沒後、夜1:なつてから病氣にかか長老目t述妒ら、哲の病 
X & t- 

-參{ wf 蔡i 可：：L L _ 
*»-Ab.{ 

t^n 
A n 

.tv bL 
./\T hf ^ tes @ ■ 
L^k7 R^J 

Lf 



は、「此の藥は沈默をKつた爲に得られた身1?|3;1敎肌の^^を«りた<なぃ」-^喊11て'酿^祕み， 

其を受用しなかつたではぁりませぬか。是の故};これ亦た貧服の語贫IIJでぁらます。獻のが£ca，r 

くして猫られたものは、決して受用いたしませぬ。1gして若しg4板を獻てせるものは、歡yの 
味* いや， みさげ ひなAせいCわつCや5ちか^はく.Gaしゃ みと (■:在つては、賤しめられ、見下られ、非難せられ、注活上の誓の破壤漭i認められます。 

故—11のK慰とは，何ん？と—るか。iく，禁ょ'がぁ\^£船，鬚の霧に 

は，#をkiif £か，伊(％ぎ觳に銳iされftのAt、 
「私wir又"はfgltが欲しぃ」-40ぐれば、これ瓣觀の酽拓组です。粑のf 
丘は，是の如 <にして乞うたものを敷船し，鰣1衍111rでたものは'11救 

の宗敎に纪ぃて、繼齡せられ、歡紀ヂられ、砒m,せられ、1一瘀な®^な 

せるものの中に兑へられ、如來^妒^紀铲の齦|する船^な卩ます0姑葑ょ、妣粑は、|の|;||^ 

こ。黑SIS v黯繫せるSM;M,街をsて、装を歌さんがた®、装を靈さんがた 

一石】肉恋とは、印庞の兩期U 
於ける安居がI1けて*銘銘に 

比丘としてのA由の行励をと 
5時か衮ふ0 

/I'1〇 iパ！■>ドヴ1,シヤ 

t!八】JKS^TBbulnldlla- 

fJtL みづ玲 く.C.しつLiv-にA.つ^* と"--I'lat4>せもつt;1»'/i:ふ と,w 

め、如來をして自ら過失を承認せしめ、罪に陷れんがために"腹呈した施物を免納し給ひませんでし 
Pみおとict' しAてt.L せらつ じゆ/J:ふ 

ゆ表l-ic, -Ja それ 
た0是の故(:如來は其の施物を拒んで、典を食べfはなかつたのです。』 

•i—*v-A.t;やrl;li4いil今bや5合firか しiく6つち, て八にん XA いめも し % , L 
王r#者よ，如來の應M器の中の食物中に、天人が天からr注命の液汁」を注Aiするのは、妯來」の食 

事し給ふときは、每に何Hでもでしたか、又li牡豕の肉と牛乳で纪いたgi、此の二gの食新の啦だ 

齡五礅不0問^一rl#L 

かゆ 



課彌蘭陀王問li 一一一三〇 

けですかM 
あ！：か わ5しヤ しよくじ 3い き3tい*13，|1八 #>5 六 f し*|く6つかくへんごi 

坊rそは恰も王者の食事i':際廷の料理人がソースを取って、王の食べ給へる食物の各ir每に" 
そtldbf にょらい し上<匕 f i いつ てAliA畲Aじ litい つま あfll 

其をかけて上げるゃぅな風(:、如來の食事1給ふ時は、何日でも天人が近侍して、如來の摘み上げ給 
しよく 6つかく、AfJと いのち しみ そを によらい 愛し±a-JirrT 

ふ食物の各片每に「生命の液汁」を注ぎかけました"で，如來：3:H1ランヂャに在して"乾麥で作つ 
く.£し た t含もろ6tc てAにA いf もつ によらい 

た菓子を食べ給ふ時、諸の天人が"「生命の液汁」を以て、如來の御側にあつてm子を！iほしました。 
だいマ にiらい 法2い かく 之乏 捸や5 

大王よ、如來の法體は是の如くにして補養されたものであbます。』 

王『尊者よ1是の如く常に熱心(:如來の法體の御世話を申上げた"典等の天人は、货1:大に！£運であb 
なろmど そんじや おせつ1ごもつねf:しあな^ils imしA.L-ゆ 

ました。善哉、您者よ、御說洵に御道理です。朕はtt衲の御說の通むに信受いたしますこ 

5 一一 1れ炉ひ つい 

佛陀の疑に就て 
ナT//々rナそんじや あな六がf; 

王『那伽M那#者よ、-ri衲等は- 
にょらい*'t4i じASA5いtrtrす〜こふ あ^ばす5 こふ なが*>*しだい 社じヤ5 3い 

「如來は、數多の人類の濟度のために、無數劫の閲、數百千劫の長きに瓦りて、次第に無上の1切 
ち 焱^じゃぅた£ 

智を圆成し給うた。し 
い 41U5 おt44 

と言ひ，他方!:於いては，又• 
— 3いち ftL'ic た i 

「钳珉i1切—%〗遊等し^? 
4■«?)ここ tO &や<じi»?^んぢ5 

4^ p - /貧 ¥ D 44-1' ki 



irはれる。3れば、您截ょ、そは齡r'麫{0&B5を類，して，M朝せんと® s如V如て"申額f街う 

た？hp、または切i^^^f^’VJ^l-^^^^^LttJ^xB^ili^olr’ii^fs^sw^a-eAS。 

00^ - 

tた。謎くのまを行て雜iを靈したSゼvぃざ^ふ-ぃふひ日になってから％各せ 

すに^■でるゃうなものです。磐もがた慰の抓く、SダのMBの辦ぼのために、&一败舶の閲、數百 

-,PK^V -F^,L^i^^r0u^ 

つて"說法度生f止め給ひました。 ： 

さて、11都ょ二5の如く、船犯の■し齡うSは、Kか術れる，っての亂邮がす炉、幻は露 

のI'Cきないためですか、それとものためですか"或は全く一切智を體得して居られなかつたがた 
めですか。iうぞk©bsをぎ•へて、^&|1を&り*5てPさぃ。iせなれば、界しS%にがぃ間 

かかって'—のSMのため、一磬を黯い齡うたiAば' 露ぎ普2Wするこiを祖しS 
う：も せつ！sふeしや,じ吵ち6ちよ i 

うたとの亂述は、ぎ誤でなければならぬからです。されど劳し說法度生r*從事するこiを縫躇I給う 

これぎglsffilがf ■ぃ，■な斯聯でtます。で、ヤれを辭に鬆P音から、賢 



三H二 
K1課彌m陀王即總 

これかいけつ' あわ くだ 

は之に解決を與へて下さらねばなりませぬこ 

^ f 00pfi 

- ff p?eI 
難きか、如何に微妙深遠にして、虧することgきかく二にf雲を舊するにふrど器 
し^Cやう&ま^^ t V • ^ tpfgr r 卜. ：_ ; J/J J しゅ匕5-ぅゐt4i かft 

な衆生が/5るか、又ぃか{:0' 
せち妒しゆぎtやけAていちゃく*けi .£ . 

パ我主義£7^1見に^著して&る力とを見跋し^ぅ/2からです0听 
せをAi なんbと け5け まこ ^ ^ 

う'ttAぐ？f く んじM ご… ，：： L ^ - 5C I - ^ 

WiのSiががぶけ1ひiした。齧ょ：利な斷が、1な 

病氣のために、苦しめる愁系銳して、.r.錾をPぅか士 
くす贅ilf;z p4*caよ®4 ... 

の藥を與へたら、此の疾病が^るだらぅか」するが机く、抓％もぎ 

そ?r二 ^xtf い‘ ダ冰—AJli<かい 

1 HI gi5孑；rf a€1iil* 
十"來これか身^1と_1てぁる 

要すaに此の小さな五體か不 

變のfl我なりと秋^マる見解 

t f 气い势y''*，*""fA.^^ IMP^^I^ f i ? I ^ ^ J— i 11 1^!^— 

5の㈣義は何f幽玄奥妙で管、鋁にも黟繼そて、がmしniするこiiきを纪4は 

kT fpsfm 
*t-% \/ w]^u *>b .- I J_ 
0つりよくくれAね/lむ たま 

察力の觀念1:向け給うたのであります0 

大臣•及ひ试士族等のこiを想ひrすiき、rir'ぎにせぱr郎ば歡,.ど^Jrr? P LEAWC浐^ 



ねばならぬやラに、如來も亦た，其の敎義の如何に4幽玄奥妙齔妙深鼠にして-會#し了解するこi 

難く"其の慾aを纪足する1:、如俩ほど信心な衆生が居るか，又いかに固<小我主義の邪見(:定袭し 

て居るかを想ひ起して、「我は先づ誰を敎化しやうか、如何{:せば彼を敎益し得やうか」と劳へ、其の 
szfoLrptや5戌ACど5さつセ.** くt*た ± 

心を杂往本具の洞察力(:向け給うたのであります0 
そ ぜつ你ふ liAx-.Aえ*CJウちろ6siii<Lpi でんしよ5さうぞ< ひつぜん __^ 

而して說法t給へi梵天より要求せらるるは，赏に諸の如來に博承相續された必然の運命です。そ 

のg由は何であるか。謂く、K等の時代-於ける一切の人人は、ぎ私者も、僧此も，度水的の!J邮も、 

婆羅11も、！3悉-<梵天の患拜％嫩筘の皆就耜で、槪等は1-槪宄に配6||って！gたのです。私邳 

よ"是の如く勢力あb威力あh、是の如く名高く"名聲遠近に聞え、是の如く位高く偉大なるもの 

が、自ら佛法-に-心を向くれば、人m天上の蚤世界も、亦た悉く佛法に歸依し信肌するに定つてぼま 

す。此に於いてか如來は梵天の請を容れて、說法し給うたのであhi爷。大王よ、一國のが主または 
だいじん けいい へ5 すう；！いくr中1 れい さいeAみAi かみな 1こ5したが く,や5 f 

大臣が敬意を表し、崇拜恭敬するものに對しては"一切の人民も、亦た上の爲す所に隨ひ、恭敬し祟 

拜して敬意を表するやうになります。大王よ，今も亦た足の如く、梵天が如來に對して敬意を汲すれ 

ば、人問天上の全世界の人人も、亦た如來に對してS敬崇拜するでせう。何せなれば世間は悉く如來 

に敬意を表する梵天の祟拜者であるからであす。大王よ、これ梵天が如來に向つて説法敎訓—給 

へ-^11ひ"如来も亦た其の請を容们て1法し給うた所以であゎます。」 

餌E摩矛盾問答 1二三S 



鲁_ 
M 

i 

0S0^00HH3 

4善哉？#者ょ、銜糾錯跑せるi趣は、七や樂く敵！！せられました。11狀は：g::11<歡哪な?. 
hf:L ぬせ0 1Itしんtゆ I 

した。脫は御說の通り信受いたします〇」 

ま 



4!vtft ナん务-irfふ 

第六章矛盾問答 

Jttr た け5 ¢2 む一一ゆAせつ^谛つ ゥい 

佛陀の敎師に關する矛盾の說述に就て 
ナt/f+1ナそんじゃ せそA 

那伽犀那尊者ょ，世#は一時、 

「Sには師なく、S世にMと等しきものなく"天上天下、我に勝れたる 

もの6るこ^Jなし。」 
fん甘づ しか 4iは5 釦 

と宣說したまひ、然るに他方に於いては、 

smf 00{ 

あったi，辯^と_の罄にぉき、対ぃにP懇■じ5 

と仰せ給ひました" 
そんじゃ _*>れ ■Cれ び£ 5ACJA 

【I】中阿舍統#斛.7L十六•羅 

SMUBく誰稱師"無 

繚無冇勝• S®無上®、如來 

K人師。」{m藏縿十三蘗稱f 

册二八八紙峩) 
T1ラ1ラカ—ラtマ 

fzllAIElalrarcpp 

せA甘■a LAじつ 

さて、筇若ょ、若し「I{には師なく、世に我i等しきものなく云云」との宣說が、眞‘Wだとすれば 

「爵&_iikは繫靈でぁつたS」4親でなけれf !せ气が、I?しまたiii 
の船！kiggだとすれば、粼一のそれは！^でなければなbませぬ。これMiiil:かかる問題です。 

ぼは4を獻柳-鼠出しますから、赀衲は之が碑決を下さねばなhiせぬ0 J 
铒六章泠盾間答 HH五 



黃？文文 
金え典J復1 
の學でた 
瓶?;者な次? 
か t に 
らを ' 
獻2 大E 
上$ね王背 
の％ 、よ 
水？六 ’ 
を種i薩:J 
注:のぎ 
ぎ吠r密i 出だP它ダ多夕 

しには 
、精:气ウ 
其e通7ヂ 
のしッ 
子；てチ 
を居Aャ 
彼t支地ち 
2し方ず 
mx tz に 
陶¥ 。於ぉ 
のでけ 
下f 、る 
i: 撕 、 
委？ ii門欠 
ねの地ち 
ま父tの 
し、高$ 
た首〇ぃ 

°位m 
こ相r羅ら 
れ那ナm 
卽I王1?の 
vょは子し 
菩ほ、孫文 
薩ミ使?.で 
のをひ、 
第シ:遣ミ博？ 
二は言$ 
のしmr 
先乂てれ 
生と：、t 

阈諏捆堋陀王問糙 H=^x 

4大王ょ，「我には師？、世に我叙し.fQなし聲」との组r、8「磬，•■•ぎは^航 

齡Iった囊」との餛V齡U獻の■し齡ふ-^』配ぁ—せ1。&し1rgsc犯 
6fet^' 0p6fpfs. pfc 

で居たf—SSIた？す。rSょ、钜の1t緊低には，〔i■•■ぎのみなら 

す、〕五I气IIがぁhtた。一v^#x、して、し船ふ詬には，1 

^;■レ敎授のrvに，秫衝の锻所で、普蔬.時代をm-し^! •フたのであb.tす。槪らば、だの五郎tの赶虹は1 

誰であつたか• 

?-'r薩の人相を見て、乳の將來の■乂榮を吿げ、m;重1:保w^せらるべきを抬槪しまし2jo to/\歎 
す&は进I #いしi甘4い y,; —PH 

卽ち菩薩の最初の先生であむ‘した。 

でありました。 

復/:次に、ガ1ょ、^1^は^ぬの|15^る^^をがいて&£^!||1^&し、2^5^^-/^^努^0^:ノ'&.? 



-.,411 4- ••: • .J - - -- • • ■ •. - 1— -r.Mm,. - - - nj unj ^I ^ni if — In—y —.—M. — i ' 
I GA f 1 f 1 t•レ f A ^ 

ま®此の无人に卽A^s薄の第三®先在であ-^ます。 

複た次に、丸王ょ"阿邏羅•迦藍磨U，菩薩の第四の先生でした。ぎたt(:、把tnょ、M;r欺(;)职_pr 

迦は、菩薩の钫五の&生でした。 
r 峰 -. ' 

装ょ、これ！^:^戴，^iし、^Iに越し|ふ綴、i?4：i輥あける五斅靈です- 

てA-^ にょらい ^.L 大 ひ1， にょらlitじつ ■-! いろ41い t し义 

る點{:於いては、如來を敎へ得たものは一人もありませぬ。如來は货に〔此のS:味に於て〕他のft1師先 

せい ちから どくサつrrほ ち袅 犬«ょらい 

生の力をからす、獨立獨歩で、智怨を得たまひました。これ如來が、 

lbHし X £ ひと XA& 9 5てんか れH すぐ 

「我には師なく"世(:我と諄しきものな <、天上天下、我{:勝れたるもQあるこiなしご 
か C£ ゆ AA. 

と喝破したまぅた所以であります。J 
な冬择ど そんじゃbたし*な；i1Jせつ 表ほ しんじ*» 

3£『善哉"S渚よ、朕はfi衲の御說の通り1:信受いたします。』 

t ぶつL蟠Cげん P ない〇 つい 

時に一佛の出現と限る理_に就て 

#-1ガ女tナそAil中 せそん あ愚t含 

王『那伽_那您漭よ、世#は一時、 
せかい と5じ にA-おtぐ 1中5へんちすなはぶっだ し^C せt-i rc-i r / —IrMll /I. T.4t J て f i ナ m J ^ ¢5 silh 

世界(:同時に二人の應供•正■知A卽i怫陀〕の出世し給ふこ士は"不可能のこiであり，因由 
ii かく ^-4fc3ていゆ*e ことがら 

なき事件である。是の如きことは到底許されない祺柄である< 

笫六帘干KM答 三H七 



明諏彌11陀王m綰 SA 

4■したまひました。されく1ょ’；slfiし1ふや、Sに三十七の1驚ff、 
1切の如來の演說し給ふや、等し<四聖諦を說气！切の如來の敎,を|1れ齡ふや、歡し丄1一歡を齡 

へ，一切の如來の敎益を施し！iふや、1i：しく輓妮が象mを淤き艇ひます。！？し、船ぎ船淝獻齡ょ，一 
切の如來の說法が一瓜ぁb、渠等の演滅が間一でぁ卜、觀がの齡,が祇でぁり、獻1の齡歡が一でぁ 

ふ方サ|'14ぃ しゆつげん右1 w , J rf—1-f iy- il-i *Ti w m JJtt\ L^nlfl 

るならば、何故に二の如來は同時に出現し給はないのですか。旣に此の世は一佛の沘世によりてすら、 

气;jl衆Iたるものがぁる。f i!一の黟の聽A船ふぁらば、iのiは二船為SLょって、Si 
に•史に赫奕たる照耀の度を壻すでせぅ。また世を敎ふるに當I一一齡が紀へ齡はば、〔一航よりも〕鉛 

者よ、何ぅぞ，脫に此の理由を敎へて、脫の凝親を取b%つて右さい。』 
C せかい ぶ〇 し^4-li こ せか"fcA，令* 

«:r大王よ"此の十千世界は，一佛の支持し給ふ世界です。換言せば此の十千世故は、ただ一扯取の各 

ぶゥtrioせ 

こた 1iい 

だけしか持ち耐ふることは能きませぬ。で、若し第二の如來の出現し從ふぁらば、yfuM-t、一 

f 0ff mf 0(. x^f\pmfrf0 f 

客しか乘せられない船のやぅなものです-乃もTVの!^酽つて妒れば、kの艇は齡船iして、齔く 

しみ 

そ HVI ^f9^4r ^1 —だい f hA-hい かい—ふ 4Iffi# 

Kの人の1;J:I:耐へます。が、若し第1の人と年齡も、階級も、力も、大さ 
-3ml f —J J% i G 

身趙のMb具合■ 



王rいい1、觀戴よ、衝の槪は漱して載せ運ぶことは觀きませぬ。船は职tや震擄し，動搖し、彼方此 

ff 專• S3 f に靈し、if, f 'して，f f f でB 
ふでせう0」 

がb、11ふ窮に親f'へ、M‘嗯にっかへるf寥ぃ髮f •へました。紐ifば觀の 
^-IK0s. 

ら"更に復たfjiのやうに喰べやうとしたと假定せば"此の人は果して安全でせうか。』 

王『いいえ，#ilよ、若し彼が其の上に喰べた&、死ぬよむ外に仕方はあれますまい。』 
そ >1ffli*♦や今おう4；Jtfii い f z ^ fb<* によ 

浮『大王よ、其の人が取二の饗應を喰べ得ざるが如く"—否なそれよりも一府—此の世a第二の如 

來を支待することは能きませぬ。』 

芏rされど、#若よ、此の大地は、何故に功德の重すぎるため，遝搣するのですか。』 

想『望ょ、•に齡iなWを一ばぃにilした二ぎ震がぁ--‘してのSのPを， 

二の取取に積み重ねたと假定せんに，其乙揭車は二羅分の荷物をfせて運ぶこiが能き圭せ5かじ 

王「いいえ、獻齡よ、それは節き±せぬバ若し：一! H4:分の荷物を一臺に賴んだら，其の車の15裂け、 
や やぶ 珐nぐみ ぶぶAぶぶAかい-f;い，しゃ；*1?ふ-f:ウを 

輻は破れ、骨組は部分部分!:解體し"車軸は二に折れるでせう。J 

第六章矛厨問答 三H九 



國課彌鯓陀玉問經 三四〇 
ば"允！Sょ' S殿1は"鞭■のfitきにfるため,服把，鑑に黯するでせぅか。』 

f111- ♦ *il' 

壬r飯ぅです、MMします。j 
ffいぢ 

核r磬ょ、iの对&vl■觀の■1ため：鉛寧2のも，Sその邮くです。禁ょ，發 
由は諸佛の力4をMSする賢'Llもな上音。ぎはcfgt-tt:に二yの聽が紀きなぃ靈な11gをず 

の聞が二徽派に證されるでせぅ。磬ょ、これ二繼bLに齡Mj?gはざるぎの！^でt專 

BJ^^PI^ t t t tir h i. ^ r b' I ^ 

陀は首長なb」と云へる取幻*/|^.0な，^、|-齡呢は齡船^^」とぽへ，5瓣幻い|^-^なり、「節^|は 
最善‘な-^」と云へる經ガV齡餘^なるでせ.フ。矿して幻、『_ぼは^:|ジ，^、齡齡^^、駆肅な&、|| 

M.^uu 

亦た實に二佛同時に出现（給はざる瑚此なることを把齡がそばされたい0 H... 

されど'丸f'iのギ十千緊に〔一rwiのみ哄gし1ふのは、褽の辦g 



まt®須—山は_大です. Jそは抱『でも 

办圭ta ,製U衛龙です、!^にそは唯一でゐちます。〔ぎ天の王なる〕帝釋，!r餚大です-良に耍も亦K 

唯一であbます。恧魔卽ち死の，は偉大です、故1:彼は唯一であbます。大梵天はr大です，故1:渠 

も^單一であむます"如來•應供•正M:智は絕大で3)らます。故1:渠は唯一です。此等の孰かが一つ生 

起すれば，世には典の第二を容れる赊地がありませぬ。此の故に、大王よ、唯一の如來•應供•芷徧智 
c H ft 一!んいじやうしゆつげんf:金V 

は、此の世に同時に二人以上出JJJし給ふことは能きませぬ。J 

王『尊者よこU衲は赀-善く示例引證して、此の雛しい冏題を御解釋になbました。無智のものでも、 

设衲の說明を聽かば滿足するでせう。況んや脫のやうに大智ある者-於てをやです。#哉、琢者よ" 

いかにも御說御道理です。私は御説の&りに信受いたします。_1 

なぜ ぶofif ふせ 

何故に佛陀よりも僧衆に布施すべきか 
ナーガセーナtAじや せeん 哿 をfi f?-rfr雀ミJけ マハ1-/ヲジTパナイ 5 

王『那伽犀那源者よ、世#は、其の叔母、一一喬多彌家の糜M波闊波提が、雨 
t i 六八念 に之い ふせ と含 か$贪な^か 

期用の反物を如來に布施せんとせる眙、彼女(:尚つて、 

「喬多彌ょ"其は僧衆{:供獲せょ。若し惯衆(':布irせば、便ち僧把にも 
*>れ びと crc-l へ5 

我(;も、等しく恭敬を表するこiとなるなり。- 

【三；！中阿含卷够四十七肌费彌 

鸫1:口く，「趿栽彌捋新命縷黄 

色衣往d&佛所、桥茁佛足却住 

IwI-inr世#*此新命縷萸 

色衣•我sa1n::»作、慈愍我 

故M飛納受、1II;et街P、观燊 

彌、持此菽施比丘衆_施比丘 
衆！r便供養我亦供券大衆u° 

tFH藏第十三赛班一册J1四！一一 
紙K下段) 

そAじや lii4い をliみVかくしけづ iか みづか 5か 0f-txs Litい をliA>»*くしけづ みづかあ5く 3'力う ffu 5S力 Aづ— 

と宣ひ圭した。されど"#者ょ、如來の叔仰が自ら梳り、〇ら糖搾し，^!ら打ち顶1、，0ら斷ち、〇 

麻六車矛鸪刖答 三四一 



阃課彌_陀王問％ . 三四二 

ら織れる雨期用の&仇を、如來に，施せん.^せる時、「啦は船船にぎ鲈せおたとすれば、；Si 

は僧致よりも、供に應ずる底の資格が一限優れて居たまうたとは云へませぬ。また〔僧政よりも〕一層 
そみちようくぎマ も そACや 一，!よ4いLA 言しゆ b ち ぬ一* 

#重し恭敬せらるべきでもありますまい。若し、尊者よ、如來は、嚣に僧衆よりも位置*か商く大きく 

優れて店たまふならば、^^に,,せられた方が一齡珈銜が尨きぃことを船糾して妒たまうたでせ 
し4iが そ5しゆ ふせ bH&Aiiや =よ&.い みづい f "*づか 

う。隨つて僧衆に布施せよとは仰つしやらなかつたでせう。が、#者よ、如來はぬら布施-预るだけ 

の道に居らt髟の如き％ntる！^を1§められなかったから、傲把餌は、：g粑が纪の妒1に觝 
trL せよ お しよ5にA 

つて、そは寧ろ僧衆に施與せよi仰つしやつたことを承認されるでせう0J 

雄！ょ、船秕が妒の沪你に郇って、「；！はm救に&瓣せよ」と槪kあそばせしことは妒？4です* 5 

れど，そは如來nらに拂はれる恭齡に、が飯の奶制妒なぃ獻でもなく、fcc-組する齩の鈀mが，けて 

居たiうた爲めでもなく，唯、慈悲同情のあま^「斯<せば、我が世を5^て後、紙巧飲斟 

恭敬するならん」imL念して亂の蚶く 11ひ、またm齡の祜する溆を船^して、「|を淝よ、HはSI 
に施與せよ。若しそれを！Sに紀蚯せば，配VI?衆にも！!にも、fしく ggを術ふことiなるなり」 

と仰せられたのです。大王よ、父がまだ生きてる如に、宰相•典士，使矿.响兵•謎衞私、把び配gJJ 
集の眞中で、或は王様の而亂に於てす.-IV、「若し-此處で斯%して鈀けば、Wの^,JIL犯の把配す 



涵とな£ 

みづH こち l-'tj典つ金»るひかう^ね^£> 高rvt±i 

なく自らの想ふがままに子等を取扱ひ、或は呑油を歡つてやつたり、或は；^靡してやつたb、xrは 
11づ あび 

水を浴せたbするのです。A 

とS幸 子供の离に有する德を稱讚するゃ- 如來4亦た—_親 

切®ぁま-^，1撕{て僧衆u、m來V我が滅度してか，b，f:の斟駆繼1:.す，0.■闕i 5Sだらぅしif齡 

l、m肥の船に奶す5觀を聽|<して、「iifMIょ"！！は船^!(:矿Wせょ。^;し船船(lrirせば、MvffI 
t ^ L .JLBa. ■ u. I 

衆にも亦た我(:も、等しく恭敬®;重を拂ふこiiriるなり」と卿せ^フたのであります。奴、对赶よ， 
たん 5 含iう —はぎ ふせ%づか す'〇t-飞し5»こよ*r* L& 1 ，ぐ 

單に雨期用の上著の布施に預つたからiて、そは_して僧^が*P1來よ^も斟く、疋っ齡れて0とぃふ 

理由にはなゎませぬ。大王ょ，世の父母は、其の子等1:皆泚を！Iつてやり、酽でた卜、把を齡させた 
、技P ノこ 』ば、』：ノ 4f:め Uらそ サ？し< t か すぐ 按摩しナbして穂種に^®して 一Jるといふことの爲に、子等ii其の兩親よbも貧く瓦つ優れて 

居るといふ理由t:なりますか 

王rいいえ、編よ^してなiiはあ-4ぬ。 
ま/i とりあつ1 あみ6かう*pA あ石6 #<! 

よりも偉く且つ優れて居るといふ理由にはなbませぬ。如來は僧4が、好かう*'好くまいが、〔2%こ 

とはお構ひな<3其の上著は，g|に妒tしなさいi妒1に&げ齡うたのです0 
ぶ*>3 ひと£5けん5,6八？てい しい f i 

大王ょ’ぁる人が王1:獻上品を捧Mしました。然る1:王はそれを飯沪糾のもの、做せば兔士か、使 
^0 しや5<-aそ今りよ かし 扣てい -tefeL n t J ‘‘ : 

節か、將軍か"僧侶か1:下賜せられた士假定せんに、敝等は，_配にぞから|1賜‘がぁったとぃふ蕲 

焫六窜矛犄問答 三四三 
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阈譯彌撕陀王R經 

mのために/王よ5も偉く且つ優れて居ると言Uれ查せうか。』 

H四四 

^rAt;穿 ^:'-:^ ^ ^ ^ - J li {J J Jm-UJ J. i t0l 

王rいいえ、#渚よ，決して其麽な玴由はあbませぬ。其のものは"王炉ら報酬を受け、王から生計の 
せいけい 

聲を得、而して王は彼を其の局に任命し、彼に賜品を下さるのです。j 

其赶劫ょ、姆耙と船4reの邮glも妒た趔の如く、miのものは、唯&'に妒施を受けたといふ事货の 

ために"如來よ6も偉くiつ優れて居るとは言へませぬ。僧衆のものは恰も如來の召使の如く、如來 

によって®fのiをm15るのです。！hして妯來ぃは祗彎を聪が置におき、1等に布施をデf給ふのです。 

妒ほ^対封よ、1 被(i、「mft:は、胪(-_する配の！？がある。で、iは我が所有であるけれども、 
そ5しゆ あね L91A今はr#5し'ffIti-cわ4te 

僧衆のものに與へやう」と思念して、上著を僧衆t:施し給うたのです。何 t四】卍蔵斛十二恋第十册I二 
によらい みづかふ JM よ 紙衷下段力 —れば、fょ、装は彭—を受けずに、取ろ世の—にfる底， 

b-f-お4しむiゆ£.f;si>5XA ち5 1Aひと~rfeは一!よ4い a 

のtあるもの1:與へやぅとml召したの^す。是の故に、大王よ、天中の天たる人、卽ち如來は"少欲 
ちそく さんだん $ 1旮 (g)ち$あごん ぐ^ふ令やぅ 5ち 

知足のものを讚歎し給ふ時、中阿含の求法經の中に、 
4H育2くちそく 念 わErくしゆち5 Lゆゐ もriよ く T 灵fJA^Kr てい ぶA 

「彼〔少欲知足の素：Jは、我が比丘衆中の首位とな最も能く供養とIt歎とt':應する底の分あb」 
せAせつ 

と宣說したまひました。 
sii>^5 

して又，大王よ、三界1:は如来よbも、より多く供(:應ずる底の分あるものなく、如來 
犬ら 

r偉7 



優れて蕃な5者はあ， jせ卽ち一r!界の中で"最大*最高•最弟3¢御方は如^^ 

T,i 

苑：齔，ぎ，逆は、及！^の鑑^3の犯で，配親の耐能にfち， 
「^^_©'諸〇1!^;、？吧矿||"叱は、,0齡|1な纟1」輯められ'||11|?此航が扣|:ては6?此、3:>齡0私 

f t , 5 € L 6 mo みi .Li f な 5 4¢ #-1 ^ t ^ ft-1 fe. ™f- ba i 1 L r」 
にては太陽こそ、其の首位を占むれと認めらわ、諸水の中にては丸你、顧路の中(:ては月、A'M> 

う*Lよ冰かい I ぶつtl 比い* し t 
天>の諸世界の中にては、怫陀こを第一位を*むれと認めらる0」 

>雜阿含經の中にiaつてあります。"而して、把むよvKA^i配ぎのiの 

偈は、惡く歌はれすして善く恥はれ^1<識されすして歆く 1rれ、肥愆 
tょ5さんf:«とこ10 か 择ふしやぅ^やり iつ 

の稱讚し給ふ所となちました。斯くて法將•舍利弗は、 

「把に船のP酷Tっt。影船はSTっぁる。攀はKを船き橄 

&を〔製の靈ょAMし齡ふFfの齡ぼを髮懸rのでぁる。」 
sip ,-*I f , 莫せ4人みづか * 

i說破して居ます。而して又"世#自らも亦た、 
ぴく&T5 ひと ょ ぅま 

-比丘等よ、多數の人の善利のため、幸福のために、世に生れたるも 

の、T天V爵•藤•震のため、P靈のため^^ 

す.iナヴガJ Z* 

【五 J M:iiva Gtafmika, 

【六一l^r'- 

【七】巴利雜阿含三の11©十な 
MIO 

1:八J巴利咐含10十三の 

IU川づ。海譯岈一阿舍您第 

三阿須偷品鍬八1:日く、「榭時 

世球舟諸比丘、若有f人、出 

现世、多饒益人、安瞇衆生， 

戡世群賴、欲使天人獲Jt榈魴、 

云柯爲人，所謂多隞阿娲阿礎 

河三耶三佛。」沿戡第十H赛 
筋二册十紙班上段} 

ひと吵 

たるものは、唯：u一人のみなり。而してその配だJ人とは辦A>なbやiならば、11く、姐於_i? 

なんぴと 

正徧智卽ち是れな 
®i;4 

j宣ひ去した。J 

箱六窣矛M問答 111四五 



s膝彌繭陀王RJ槪 三四六 
なNJRt*そAじや IIせつごもっとも ^Jtefi と31 Jんじ4 

wr—、f I御f If衲の靈Iい—いたします。』 

じA.L^r け いづれ か5 4 1 / !■ V -- I I ^ t ^ 3 1J > 

俗人と出家とは孰が幸福念りや 
ナt/fナ tAcや せ 4又 4 

王r那伽雕那#者よ、世®は一時、 

「^& ょ、i は g^tirA?た f をi は t〔PS を S き、s^iI;以て〕0粗に 
^9$ 以八だん b < 4 ぞくじAし嗲つけ f i しや5と5ゐ S 

劳违せるものを讚歎す。比JP等ょ、俗人たるi出家の人たるiを一一はず、正锿位に達せるものは、 

世に存する一切の困雛に打ち勝ち"阿紀漢果の妙埙にすら入ることをWベしど 
せんげつ ナI"-fciナを/Iじや 4 み びゃくえ つ 

と寅說したまひました。さて、那伽¥那隸者よ、若しもかに白衣を落け、 
じや5よくmしい±ま さいし けいみ* かてい す1つね さA.^acl 【九】5一ir比丘の 

情慾を放縦にし、審子の繫累ぁる家絕に棰ひ、常にべナレス【：產〕の栴Mや" 夺るベ三の頭陀全Kふ。 
-<七:<€ん•々す f なAか5 t &AX じゆなふ cs^ALfrt ちり-5含AかIft. くじA. 

花冠や薺水や、敕ifなどを用ひ、金銀を受納し、黃金珠玉を鎚ばめたる頭巾を冠れる俗人*？、正等 
ゐ た*r5^らかAく，C めキ普T S で 6 あた表& &じ^ころも4* 

位にP達Lて、！^羅漢果の妙1?!:すら入ることが能きるとせば、若Lまた頭を刺つ1:壤色®衣を著、 

せい-yや5L^Lゆウけ LやJTと5ゐ た！^f:o'#らかんt>5含や9 い _ で 

三誓行の一をち缺かざる出家の人：^正等位に到達し、阿羅漢の妙樘(:すら入ることが能きるならば、 
ぞく eAしゆつけ！iAfeAく べつ 

一別 
^Kif鉍テ.？1、は Pは t ftlfsu :1 ぼ；ドば 

^L. '•:!1“ Jry lr 4 L -- ^ ^ ?なtf-あ-&T:■がfcせいぎや.ぅ なん か5く，di み llffcたた1» 

俗人^*出SC人とua何の區別かあbます*。尙ほ又、i^衲镣の替行には何の効果も見えす、4|1.:^货達の 
y^.7 V At 

II_ ■- t ■一 if% k_ 睡 



若し4酽！ Lて安樂にi樂©联藤に®起tるこ4が能きSならば-铝掛製が齡vb'F網を齔み鯧ねらる 

るのは、何の役に立ち去すか。J 

你r裝よ，ftは，犯は！^たると，强Isがるとを％はす，爵yに起せるが_ 

®す議」とptた：rて，_よ，FにkのS-にilsよ谷ぬ。我SSに1し？ 
sc，gAs?。_よ、ri卽のAJ、P裝がることをrがた®に、s誔— 

おこf; し0つけ けつく^ 

す6ことを怠りiしたならば、叫家の緦基たる陬羅漱於をが，0ことgじてfしです。11んや铲し^? 

の-Wほ未：U、傲虬の見gl鰥嫩されるM-して，11颭するに妒いてをやです。されど、把邳ょ、rnw 

たると、ば家の人たるiを問aす、無上の知那を開き、ん1Jの至4slll配せるものは、H爾§ 

の妙境にすら人ることが能&ませぅ。されど、对勤ょ，；gm脱の致た-^ isものは，班1のWです。 

1八 

00 
だ sfiy びと ^ か しじ いlli" # か%さfibfi 

办ます'■大王ょ"人は「斯く斯くなら，然か然かなむ」と謂つて、如意齊涨の惯値を定め能はざるが 

ることは！8!せs'禁ょ、ひんは「船には，皺4—齡がt」.，4って、靈の鰣を獻へ 
で しゆつけて含ビいく Cつく£■くサやく かrr く で Tii>5 し»つナ ひとfl 

ることは能きても、出家的生活の功德刹益を算へ盡すことは能きませぬ。大王ょ、沘釔の人は、爲さ 
4にご^こく ちぎ そvl> な iL4t しゆつナ ひと ねばならぬことは何事でも、1刻も逓疑せず、卽時に成し遂げて了ひます。何せなれば沘氣の人は、 

麻六窀矛贈問答 H四七 



SI r, 
■#，茲 ■ 

g鞞彌睛陀王m練H四A 

00 f. 0f? 0^mmA^ PI 0 

行を成就して一點の疑念な5行履を爲f，ぎゲlltlfることに獻槪LA1:MASからです。衡jjfば槪の祀 

1:何事でも爲すべ？i6>描はれば？彼はI刻も遲疑せtsfjtit:11をir,がぐるこ < 齡P隊f卜の 

S紙が撖正金Iで二點の斯私もなく、mで、啦pi?、yg-rなるの船を似て、組it肥■する 

親 ぎ黯です*^I氍の1il^ASいたします。j 

苦行に就て 

ものなく、Jt.も獻S如< _M"®に激しt®.-MむもSなく、把^?も慰の如く f SをM艇するものな 

f 0,i<' f0K^f0K^f isfi 

んでした。が、それでも弗繭は、慰の如4^g~颭歡することM把$t 
「ぎ】の带船なるにぎてすfく繫g^v-l製f、W加がyばざる、gjの5がノ^职す，9 

ことI 



i謂つて，苦行の搜念，放棄L你ひました。か{带藏は繫招❾纪にれ^:てt、於齡にゆって 

挪昝を衝将f給ひました。無るに世隸は其の弟子等を敎ふるや. 
な4ド-もみづかitTIj/t 

「汝等f,:ぬら：！精勤して 云ぶが駙蝌の鍁一し聽阳せょ、，してr姒を艇 
*f*!r JC* 令r5ftLい 1 Jc» f. ^ * J 

こ剛力の象の盘の家を推くが如くせよ， 

【一S巴利ISM-■老偈第二rL六级 

1:出づ❹ 

f 

た❹磬よ、#,4獻は■なる_rしつつ、41にはi■し、kのsf^wがSIPIし、そ 
せPTりや！^ffAじき じ■ゆよラ 

のため一挪智を腿mすること*>能きませんでした。で"少设の搏食を受川しつつ、久しからすして 

舰13に艦製あそばしましたのは、起<^把の!itliつたのです。而してf道は諸の如來の一切#を歷得 
し1く 6つ 

抓脱が，kの喘船"に呢媒を雕mい！iはざりしは、此の罪、努力にあるのでもなく、力にあるのでもな 
く、11&に挪して祀街配sをsみsひしにあるのでもあり喜がふは一に食物v用ひ給はf 

し”み%為づか つねつかtか±ゐf;いわぅ おぼいそ みち 

しこと1:あるのです。而も道それ_らは、常1:使はれるのを待ち構へてisます。大王ょ、火^ぎで道 
Js b i I t KJ. b■一 I ft. 51Jl-»lt5^|^<*-6 か^-i^Cみ 一一tl'i.e 

をがき，餘いだ！！に足を傲めて、動けなくなり、路傍に锱臥すとfls定せんに、其の罪、大地1;あ 

狼六isSS H四九 

[Lrr^fi.1.,._>1;.入—, r:. 



罪2 
か• 与 

え 

m I f 
罪^:決!^ 
はし 
其tて 
の然; 

Mう 
で 

身欠は 
があ 
餘M 
りま 

せ 
餐ぃ そ 
い 

ぬ 
0 

だ 
爲$ 

大a 
地C 

では 
す常2 
ごに 

歩J 
か 
れ 
る 
の 
を 
待* 

Sa 

i 
で 
入い 

地K 

にあるのでもなく、惡魔に默して、配然としt聰^,撇まれたこ士にあるのでもあれませぬ。艦その齡 

は，贫物を用ひ給はなかつたことにあるのです。而してぎそれ|5らは、||に；^の肌ひるのを纪ち||へ 

て居—。大王よ、人の衣亂をす、把してgをgはないやぅなものです。^©鬈、gは漱にある 

のでなく，水は常に使はれるのを待ち構へて居ますから、船づいたK-は如^^にあるのです。知起 

よ、是れ如來V嚴子配をj[rふるにITて、tの齡を槪^，齡ふIIですa奶となれば、ガ^jよふの 

王よ、1黯ぢ齡です。鬱露の111にg，たします。』 

還俗者に就て 

阈評彌幽陀玉問te 

るでせうかIJ 
H1L0 



杲を體得tるまで敎化？れtから、ス®を許？るべきであ-^ませ.？*俩せなれば若f此等®ぎ：V-1撖紀 

ある人が，是の如く淸淨なる宗敎に入るこふを許さるれば、彼等は宗敎を拾てて，元の通りの下|1|;な 

狀態に逆戾〇し，被等の逆戾の爲に、世人をして「彼等が棄て去つた，沙門裔多燁の宗敎は、無益で 

あるに相違ない」と云ふ考を起さしむるからです。これ私が上の如く道破する所以であり圭す。J 
/*いれラ そこ しやtrtやiriTめiHいすゐ み み i<lcや5 そITAけ妒 ひ^I そ 

筏r大王よ、其處に淸淨透明な冷水の充ち满てる浴場があり、而して泥まみれになつて穢れた人が其 

處に來り"浴しないで、元の通b穢れたまま，逆戾むしたと假定せんに"世人は"•此の事件を見て、 

其の人を非難するでせうか、又は浴場r非難するでせラか。j 

w『翁渚よ、世人は、「i奴は浴場に往つて、元の通り穢れたまま還つて來ぁがつた。浴場〇らは、何 

うして浴しないものを綺麗にするこiが能きやラ、浴場に何の和があらうぞ」と云つて，其の人を非 

難するでせう0 J 

饮『大王よ、如來もk是の如く"解脱の淨水を充たせる浴池、卽ち妙法の浴場を雄設し給ひました• 

で、各自罪過の垢のために、機れて居ることを自费する聦明の士は、誰でも此の浴場に浴して、其の 

罪，の垢を洗ひ去ることが能きます。が、於し人あり、妙法の浴池に詣bながら、浴しないで、元の 

通banたまま逆炅りし，復た下賤ハの狀態に配つて来ましたら、世人は、「fの男は、勝渚の法-隨つ 

て、折角宗敎に入りながら、安心の處を見出しきれずに、復た元の木阿彌で逆戻りして來た。勝者の 
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阈謀彌蘭陀：土問經 
そ そしへ eゆAしゆ 

三五一一 
せいく.&0せいザい M t ^ 31 | i^/t^ £ #2 cLlrfl 

宗敎も、Kの敎を遵守して"生活を齊整しないものは、何うして淸めることが能きやう®されば^1It1 

そのもの1:何の谷があらうぞj i云つて、彼を弗難するでせう。 

大王ょ，人ぁ，^怕る•へき：1氣に磘b、診1'がゼ料で、杭效轧黻の獻魈をPLれるぢ士を驴ひなが&、 

うが、又は髒者を非難するでせうか。j 

そA-'tや せじん eTf いしや ちれ5 5 ひIt <b * ? 

3F1『尊者よ、世人は、「なんぼ上手なお醫者さんでも、治療を受けない人を、何うして快^させるこi 

*びい!^ , . . t .へいゆ T L->^5 公ん つみ 

を齊整しないものを、何うして平癒3せることが能きやラ。で、宗敎そのものt:何の罪がぁらうぞ」 

i云つて"其の男を非難するでせう。 
ぶぶ:5.* 卜：.-s'ctkrA— : _ n4o_ い，表な ii tA0 % *5, 



も預らすに，凯爰たまま藍4去つたと假定せんに、世人は其め飢人を非_tるでせ.っか，ルは慈#® 

供養を非難するでせうかしJ 

f*r#渚ょ、世人は、「此の野郎は、飢饿に苦しんで1*なが.b、慈系のh<澡がi奴のために準備されて 

ぁるのに、何にも喰べすに、W袅た儘逆展bして來ぁがつた。なんぼ御馳走でも、喰べない奴のP<に、 

何うして這入つて來ませう。されば食物そのものに何の答がぁbませうぞ」と云つて、典の男を非雛 

するでせう^ 

なつて居る一切の有情をtて、此の食物を喰べしめ、!：等かの形に於いて、何等かの世界に1jける、 

未來生活の戀慕を船めてやらう」と恐召して、興の岽敎の寶植の中に、萬物の無常を货現する、至ん• 

最蓊•吉祥•微妙なる不死の食物の、非常に穿味なるものを藏し齠ひます。奴r人もしkのt佩 
ベず，元の通りに渴氮に制せられつつ還り來^下賤の狀lに逆员りせば、世1は、r*iの見-W勝渚の 

敎に隨クて、宗敎の道に®入bなが.ら、其のダに安心の觀を見出さすに，紀た超のが阿彌に還つて妒 

た。何んぼ勝渚の宗敎でも"其の敎ふる配に隨つて〔身を修め：r &の您甜F齊整しないものは、淸め 
で 

ることが能きな 

だS-C 

tv 

L3け5 なAつみ之jilい そ を-o*jひ-&ん 

されば、宗敎(:何の罪稃があらうぞ」と云つて，其の男を非難しませう。 
だいわ^t によAい ぞAtA しよ咅ふ & <んれ< けM-tiAい f 

大王ょ、若し如來が、俗人をして、瑰道の初級(:於いて訓練してからのみ、a踽に入るこ士を許し 

0六窜矛盾問答 hk= 



-r-- ^ 

國課翊醣陀王piJMHitel 

^ i ^ ^ ^ u ^ w ^^ 0 0 i^ ^ n' 

れた浴池をずする人t'銜は髮に變して、*Aiも郷れたものは‘の駆^ってょならょ 

£ # * b l I hr f L f f I I 

唯塵ゃ稼を洗ひ去った者、卽ち澈潔にして垢なき者のみ、-此のが池に衝^ることを#5」と史ふド 
KいfrJl^l/*^や*^ ^~* ウErJ 

うなものです。さて、大王よ、其の浴f、&に11齠にな5-、jf垢なるものに配って、奶1かの似m 

があ& *f|r|せ5か。』 

王「い'ぇ、繁ょ、そは1iにV綴です。磬は釈船！^いて、初めらる？Sは、£に！^かで 
^r. ;v - 〇 二1f t. .いかよ各や5 6っ大ぅ 得て居ます。されは彼諄に取つて、带で浴場の必要がありませうぞ。』 

钟為王よ、今も亦た®の如/、、若し如^ ’ぎ㈣如の抓祀にA^つた啦A1Qみ、ijfc^赂にA^るこ惠#! 
PS 

xLfI3.P かれら すで け！f/;Aはひ ^0iA^4 A ,J * l 

し給ふとせは、彼等は巳に敎踽(:這入つて、求め得らるべき利益を#;て於るのです。されf、—こ 
L~ B ,-kl^ hp-lr hr 』, i 

取つて、^:で出象する必要があなませぅぞ〇 

ffmstssfiL. 
ぞ說にしてMなるがiのpふにi『じ、gゅる籍4すことQr^ 

彼は世んに献つて二諸君ょ*身に疾病あるものは、松をiAしてyさるな。齡船で把対な^*だ？ 
tslAin tif l c*'.，.，卜， t i bnしaNniA 

私を纺K L- ifAlfA ■flEr.a-r? 



强健！.：して、常に熙iilて歡べSも0が，何か其のi-Hに乞ラて得たいものがあ办—せラか"J 

王rいいえ、#渚よ、彼等は已に强健ですから"觀±に請ひ隶むる所はあらますまい。されば，なんぼ 

名醫でも、彼等r.取つては何の必要もあbませぬ0』 

るこ士を許すi命じ給はば、其等の人人は，巳に如來の敎の中で、求めらるべき利益を、巳に何處か 

で得て居るのです*されば出家生活は、彼等に取つて何の役にも立ちませぬ。 

大王よ、人あ\も乳で煮ぃた御飯を數百虹f意して、纪の.附一Iの人人に!!ひ、「I戴、5及たもの 

は何人と雖も、此の慈善の麴饌に應じてはなりませぬ。美味い物を喰べて、充ルし飽配して身心爽か 

なる人、盛饌を饗はれて、氣持の偸快なる人のみ來つて、iの饗饌に應せられたいしと官-言せりとせ 

ば、大王よ、巳に美味い物を喰べて、充足し、飽滿し、身心の爽なる人，盛饌の製Uあづかつてt紙持 

の愉快なる人、是の如き人人は此の慈善の饗應から、何かの利系をぼるでせぅか。」 

王rいいえ、筏者よ、何にも利益は#られませぬ。密绦は典の饗應にあづかつて得らるる%益、を、已に 
どこ 大ゐEAせいせん かれ& i &ん T 亡 

何處かで得て居ます。されば如何な盛饌でも、彼等に取つては何の役にも立ちませぬ。J 

#大王よ"如來も亦た其の通bです。苦し如來が、我が敎iは、已に聖gの初級に入つた人のみ 

入るこiを許すi命じ給はば、彼等は巳に何處&で法益を得て居るのですから、改めて敎刚(:入る必 

第六章矛iff問答 三五E 



國譯彌fffi陀壬問鎚 一一H六 
A9 J71, Brs £く £ Lゅっけ^争せぃく、ク かル& と*Aな?卜 

要はあ&ませぬ。されば一:なんぼ功德1:富め色出象的注活でも、貌锿に，取って\見の利影がぁゎませ 
ItA T 

ぅぞ《 

磐”磬ょ、tたび齡fて一rlrfものは、ifis.凝？。P■をs 
ttJtl い？め5とく&ん い(1かれらtf5だ4W*¥5 そ Gち 證することになります。五の妙徳とは何であるか。謂く、彼等は〔故®に入つて到達する〕故の位地が 

何れほど光榮であるかを結證■■し、Wの1地がるかを妃船•>, gあSものが；^に！：むこ 
いか ふかめ节 一fAしよラ そ ゐち わ5*つたいげA いか なんじ t ikf 

との如何{:不可能なるかを反證t、it-の位地{:到達體現することの如怀に敵#なるかをぼ證し、ルの 
& SAf 令八かい いか はんしょう 

中(:於いて遵奉すべき禁戒の如何1-:過多なるかを反證することであります 
しrjs*か^ら いか そ ゐち だいぐわ5式いはんし上5 て％.f_,Jrtい^-ご卜ぽ*^*SL 

然らは彼等は如何にして興の位地の大光榮を反證するかとならば"大王よ、例せば"恰も也象の門 
ちい-T*-六く AO-CA d ち，eif=hAiiふにん たい しよい*rしヤ 

地賤しく、卓越せる點もなく、智懸も足らざ〇貧乏人が、大なる王國の.所有者iなつたやうなもので 
すなaか*Iひさ れ今 f-{ri^そ くわ5大ぃ|^'>4,fcちfl'h, 

す卽ち彼は久しからすして王國を滅ぼされ、其の光榮を獱はれるでせう〇何访なれば其の位地が#■ 
|< ^方-f5いTかれ そItAIJJ しVt,Jh*7 いま f*y 

に取つては餘りに偉大(:過ぎ、彼は其の權威を支持することが能きないからです。大王ょ、〔今それ敎 
ffAV けt/urく ぼ^6 s T な人ら^¢1¢{つ1CAくどく ^ A K, 

團に入つたものが、還俗する場合も亦た〕是の如く、何等単.した點もなく、功德€なく、知：：^も足 
> t }•>、巧Pし广^5!7 * S-以 P しゆ--*»け5? ミ？tい3いe言しV 〇ゆrけ*ち たt らぬもの力肜漭の穿敎(:隨つて、世®を辭し出家入道しても"彼は到底最上至高の出家の位地を保 

islt:みづかそ くt?5九いE1C だらく はぐ^つ f &ち A/ ; • 

つ能はす，自ら其の光榮を滅ぼし、®落し、剝_されて、^^賤の把地に還4ます。戴し衡ぎは'象皆 
»敎義にょb^;起する境界©性S3:£>TIIりて そ L^_. f Ait 



能きないからです。大王 て徹等は〔憎伽たる〕其の位地の，如何に先榮なるかを反鐙t 6のf 

あります。 
ウrか£.& いか A-AちLや *1^13や与trくriALJL5rfいわう み^ 

次に#等は如何にして其の位地の淸淨無垢なることを反證するかとならば、大王よ、そは水のやぅ 

なものです〇虮栌把がi魁のhに&つれば、それに瓯筘しなぃで、鋩に鲈ち、嶸鍁し消え失せ， 

妃えな<な„ます0 ®しそはの齡齡M財なるがためでぁす。对芄よ、今もあ^!の如<、譎詐 

€T 
しからすして、」齡郝一：して！^、漱配にして無配なる、最？I至上の宗敎の中にf場を見邱し兼ね、そ 

れに船靳する艇はt妒の鉛mよ6淤えダせ、酽齡し、嗽船して、下賤の位地に還-'ます。蓋しそは 

mp0.K 
淸ず無狱なるかを反證ぃたします0 

mp0^p. 
かとならば、知？iよ，そは允瓶が、纪のi-に死Kの齡住を纪さないやぅなものです。卽tぅ此Mを海中 

に拟すれば、齡"に船fの齡いた隞fに忙ちPげてれひます。何せなれば大龆は諸の偉大なる動物の住 

ぎでぁるか4す。璧ょ、ぢも％!た#ti<, ■き齡、霧なM、smf 4;iなるAX 

餌六！？矛盾H控 三五七 



S9譁彌蘭陀王問貍 三五八 

%たる、if b宗敗を放象して、Tgx船Hいします。そは野しE獻の0|」、脱歡^"歡に％ 

むことM能きなぃからでぁらます〇大赶ょ，舻 <て槪|^|齡きものf、船JIsmMの¥に、！^と船 

次に彼等は如何にしてKの位地を手に入れSことの難事なるかを虹蹬するかとならば、允3£?よ、を 

は恰も拙劣で、g|で、！^で，：llfiの1iir42pl:は、「歡ff5どとぃふゃぅな 
eや5rbい V u^6しつ まと はづ な け i<r 

上の技_が能きす、粗を失t，的を外すやぅなものです。何せなればそはMの者が極めて嫌配なるが 

0xBpf, 
xu^L^xも1/づ か かれら しよ $しや flrffAffAゐ Lt-b て 1 

る點に撤底することが六ヶしいからでせぅ。斯くて彼笠は、勝者の激圈，の_货たる地位を手に；<;れて 
ねいげAT いか なんじ はAしis 

體現することの、如何に難事なるかを反證するのでぁります0 

いか し^5しや炒ぅだ八お じゆ.^,Jゆ *んかいく.cb **んしよ 
次に彼等は如何にして、勝若の敎圈(:於いて遵守すべき禁戒の過多なるこ±を紀證するかとならば、 

見て，戰場を拔け出でて^,げ14るやぅなものです。％:せなれば衡Eliil:一なるa;離の配时にftfoては、 
^ 1 : _ ぼ-:I tffかね^.い ilt 、r e&?如 A い？か八韌 riAy»>A はく 



-です。大王よ，今も亦た是0如{、邪惡漢•於逸輿* 衡饱漢• 

r_T. s ^ JA t ft A lfc_ * ■ IT- fcu /n 4- I JEill■加ん-—r & IP c- t- A- 1,'-1 pu- -0r L Awr fr n 1¢ {- iff —fc Fv 

癡•瞵恚0 <ふに富めるも® •恆心なきも® •卑劣漢•低蹯兒などの類が，勝者®主義Q.下^!，世鳳を黴し 
ll'l:ふだ* かIIら 

て出家入道しましても、被Ifrは數多の禁戒を持つこi能はず、C久しからすして敎阐よ^0拔け出でて 

逃げ還9、元の木阿彌0下賎な位地に逆戾bします。蓋しをは勝者の宗敎に在りては，非常に深山の 

禁戒を遵奉せねばならぬからです，大王よ、斯くて彼等は遵守すべき禁戒の、如何に夥多なるかを反 
し15 

證するのであります。 

把Siよ、花纪く衝木中がf善のもの、njち二重暌きの象释には、蟲のために紀された花もあ一 

f一寸に於ひ截られた1'莖もあ6、又往往にして倒れるのもあ-'ます。が、彼等が倒れたからとて、 

素馨の灌木が面目を失し.た譯ではありませぬ。何せなれば殘れる花は、四方に馥郁たる芳香を送るか 

らであります〇大石よ"勝者の敎法の下U、世>辭して出家入道せる老の中には、素馨の花が蟲に刺 

されて"典色番を损じ，又は發育すること能はざるが如く、下賤の位地に逆戾りする者もあbます。 
hHらyやく 6ど しよitしやL*Aけ*?*' 龙じよく なAし.^.け5 *rち めitiA.ゐA 

が"败等の逆戾りのために"勝者の宗敎を侮曝してtlいけませ2。何となれば宗敎の中に繾れる國員 

は、正しき行屐の馥郁たる芳香を放ちて、人天の世界(:偏滿せしむるからであbます。 

【=】Kimjns-har'' 

よ、健全な#t色を帶Vる稻の中には'=)力，ムパカと稱する一種の 

稻が生え"往往にして凋衰します。が、其のカダムパカ稻の凋衰のために" 

#1色0'稻が面目を失したとは云へませぬ。何となれば殘れる稻の實は王の食物となるからです。大王 

第六窣矛枒問答 三五九 



國課彌M陀王問經 三六〇 

ょ’勝者が敎此の下に’世を辭して出家入ボせるものの中に气齡粗が檝の牝に紀ける力てパヵ紘 

の、發育せす、成長せざるが如 <，往往にLて下賤の位地に逆gいす.るものがあす。が、の 
rやく*0t*LJC.5しやしぅけ5 ぶ^よく な/L次つ^rA,tffA |ち のこ i 

逆戾&のために、勝者の宗敎を侮辱してはいけませぬ。何となれば於然iして默脚の中に殘れ《V比丘 
& あらかA<*Jかぅ^や5 で 

等は、阿羅漢果にまでも向上するこi*か能きるからであ.&ます** 

磬ょ、船ysis®はぎ躯で4れ卷H vls®iなために、：gysiがgs 

で*—す。鍪ょ、繼 K 
りする者は、敎阐中{;於ける雅殺な奴であり、落第生なのです。が、彼等の逆戾6のために、勝者の 

fAえ〇 しや5 げんいん 

禪悅を生せしむる原因となるからであります。 

大王よ、厭V淸淨"，i"猶L—船槪|》すから，1?る節把は把ち駆れて、街街をことがあ卜ます。 

*>、其ため};赤梅檀の而目を失しf:と云ふ譯f:はま?Jゎませぬ。^?せなれば朽ち中に擊った^^;は、 

其馥郁たる芳香を發散して、四方1:撒き散らすからであります。允赶よ、配氣が歡船のTiに，-fFi:^を取 

して肌れA!r齡しながら、S2た沿3Tlr臟Q^m"に?1。ものは、齡齡■が阶ち_れた—おの—r、針把® 

け.rffAち**' 



中から投げ出？ & Vき奴等でt 〇が，彼等が逆戾〇したからi 縢者®宗tを侮辱して 

れば決ぞヂ *^«啊に€れるiiMi寺は、€i;:^JE;f き€鴕の爾齡 _^r V- 'AAflのrr ぬ*"何！ 
~Ai ん に漏滿せしむるからであb去すOJ 

王r善哉、揉者ょ，赀衲は、一つ一つ瓶歡なる此侧を取げ、TつTつ汩しき襯檻を趿て、谢jlみ11劇 

渚£iの無瑕なることを明かにt、誹きを！!酽することを和し、軺齡の船gです今,の心歡の妯 
か-f;<vつ ばんし上5 打ね あ含ら 

何1:車絕せるかを反證する旨を明かに3れました。』 

かA なr-&A 

阿羅漢は何故に肉體を制するの力念きか 
テ！ガセ1ナそんCや sfc■がた 

王『那伽M那#者よ、赀衲等は" 

「|:淝黠のぞけるrがTつぁ.る、そは献聯邮のぎで、11級屻の5cではなぃ： 

と言はれる0が、翁者よ' 阿羅漢は跹■(:侬止して心#：,を诹持して&ます。瓶〇に蝤は獻趣をM!する 

力なく、一:肉體を統御する〕主權なく、〔肉體を制Tる〕支配權もないのですか。』 

»『はい、大王よ、渠等1;は其の力があ—Hせぬ。』 

ないとは受取れませぬ。尊者よ，鳥ですら、Kの，ひ%の—の致歡であl敢UTであb、ヂ触齡では 

あちませんか。J 

第六章矛If問答 



國課彌瞄陀王問趑 三六11 

律r大王よ"生を阶へ身をぼへても"肉體に固布する十稀の性遛があ5ます。其の十Mの性竹とはSで 

あるかとならば"1iく"恶と熱と、飢と涡と、排泄i疲勞と、腿眠i年老るふ、18と死とでありま 

す。而して此等の點に於いて、阿羅%には、主權もなく、支配權もなく、制裁がもありませぬ。』 

理由.r承はbませう。J 
だい.¢5 h,<*> 犬LなA そh よ f 真-tそれ 1 Lよくifふ 

雄r大王よ"そは陸地に依止するものは、何でも其に依つて步き、其に依つて接み'Kに依つて職業を 

辨するやうなものです。大王よ、彼等に苏依止所たる大地を制する力があ支配權がありますか。J 

王『いいえ、あり去せぬ。_ 

する力もなく、權威もありませぬ。』 

王「#|ょ‘|?驗は、觀に餛歡ともに5^_しますか。」 

が船齡したliは，呢をju5すbながら,げるでせう〇对赶ょ、：^も妒た歡の邮く、がが0歡<gのな 



舨上にV倚す5ほど心が興fします。而して彼は是の如/-，典の心の無劃ISなるがためじ，載揉1’ 
く.CAけ5slt しAyAこAはつ^い^*^ ふつ5IIAげ A L Ala c ^5 少 

喚叫し、怕るべ•ラ帅吟の聲すら發します。大王よ，これ普通の人閲が、身心iもに，苦痛を蓥むるgp 
#.A 

以であbます0 

rrrでは、！|數よ、酽靶齡は、吨鹋に一術の妒痛，斷ち妒體，上のr痛のみをデけ、精神上の苦痛は受 

けないのですか。』 

拿r越ょ、kklt^vs盤せJれ“Sせられ、断！tfれ，！Iく齪せられ%祗r 

三&の枕に純ばbkけて!；き締めます。而して縱令彼の肉體は"苦痛-惱んで七顚八倒しても"三味 

の!fにiばけられたkのがW、祗ヂとして配かt mへす、#ヂiして迷ひ狂ひませぬ。これ阿 

羅漢が身茜の一種のみを感受して、心苦を感受せざる所以であります。j 

王『那伽犀那尊者よ、肉體がkへるのに、精神が震へないiいふのは赞に希有な事です。何ぅぞ私に 

其の理由を聞せて下さい。j 

だい，£5 ここ こAかA砂いAふ ^^5^ か-tい e かぜ • j . 
.ts『大王よ、此處に根幹•莖葉ともに丈夫な大木があると假定せんに"其の枝が風のために吹き動さる 

る時は、其の幹も亦た動きませぅか。J 

王rいいえ、決して動きませぬ^ 

第六摩矛屑問接 三六三 



s 
iii 

三六四 s諜钿s陀王問經 

货『Mよ、！：1gi、^:、Ju^^r齡のゃぅなものでtます。』 

王rがずなる^^?よ、未骨有なる！！，mlよ*職か！！だjjて一に紀いて，獻の断<Iかにか 
枝ふとう み 

ゆる法燈を見たことはありませぬ^ 

匕ん つみ つい 
俗んの罪に妬て .-ぐ * - b * If 一 # * • ， 

a i奢Vすデ？を4 ヒかく わ* なAぢW? 

J「 … 俗人でぁった："^極罪を犯したiいふことを自歡せす、MTもがたr齡ば职んでぁった^|、斯く^く 
ctpf"*.』-lpft 1 N^cu^. • f. X, l t パ.-、ヂカ l ， d j : 

妙：力然力のs罪を犯した」と：fiつて吿げ知らせもしなかつた士假氣せ4れょ。ゲもし術がM^M^'l?奶 

に逮奪んと1i-せば、i^Livって敗斯する概に，影の撒辦が心|*せラか< 
t3 _だぃゎラ T 

4いいX大王よ、それ(i能きませぬ。j 
な で そんじゃ 

王r何せ能きますまいか，尊渚ょご 
^/ftlc ラ CAh# とくtfA^mAh^M 

為大王ょJ具理を體得す赢因となるr♦のもQVM?には盡き取ててtiい？す。ぎgに齡： 
しんセたいとくt- {^ ( LAP たいとく P 

は眞理の體得*>能きませぬ 

不：『歡歡ょ，淤，躬は、「A?が以炉gをr慰Tれば、齡颭妒齡矿艇齡きが槪per土 
け & UN, b.c f , 



ゎ^2-|0 6髖铝は|きなぃ」と言はれます〇が1彀らば鲰软に其の衆\で.£:1:此兄サ 

す、隨つて；^极®价t起らt，心は寂靜でめるも0U，fi〔理の酿得が能？iiすまいか。；^ 0咖0は 
こIrt中ん tiじゆつ そんじゃ £ #1.じ参くか*r 5 ^ 和Vけウ （fr 

二個の矛盾せる叙述ですから"®渚ょ、何うぞ御熟考の上"解決して下さい。』 

作『大王ょ、撰擇した秫物を、善< 耕し、善く，溉せる肥沃の土地に、上ずに皆いたら、船紙いて！^ 

のるでせうか。J 

王r實のbますとも。』 

綠『然らば其の同じ轍子を岩の上に辟いても生えるでせうか。j 

王『勿論生えませぬJ 

萬で$同じ種子を土地に蒔けば生え、沿の上(:蒔けば生えないの 理由ですかじ 

王r尊者よ，岩には其を生やすだけの因曲がありませぬ。種子は因由 えることが能きな 

いのです。j 



M課彌窳陀王問貍HIハ六 

1»『されど、大王よ、彼等は空中に^止すること氣はすして、船して财！^に肥1|1^することが紀きますか。』 

王r尊者よ"そは彼の空中1:は、彼等がEitすべき酣；iがないからです。M"して組，は、酣*vなし1: 

は，依止することは能きませぬ0』 

で、因由なしには晁现の黻釈は配きませぬ-巧Sよ、ずのひ火は、_hlに妒ける4Eliに、和S：に！jい 
ても燃えませぅか。』 

王『いい>艮、燃>又ませぬ0』 

微r何せ燃えますまいか。j 

王『尊者よ、水中には、火の燃える卽緣が屯しないからです〇肥して：^はなしには■えるもので 

はありませぬ。一 

饮『ガ石ょ、化もぎた起qH く、&SA?は、墨の霸に綴4る慰SVII趣のために娜び 

得やぅ筈はあbませぬJ 

"St-,ート * .i* • ,^.JW. p ^lisllt:-A^p ^^-5^6:I ^ かく ’i LA.h# Lp—ぼ JS こ & -hp i 



-ないのに1如何 

を擧げて睽を説服Iて下さい。J 

律『允丑よ、®11A?が^fベたと51ふことを知らt-に、(ご-ノラIぐラ毒を喰べても、其0生命をきひ去 

られるでせうか。J 

王rそれは薄ひ去られますとも。』 

4光Siよ"的7亂を艇したことを自您しないで把て"そが11得の障礙となることも"亦た是の如 

くであbito大王よ、火は、人が自覺しないで、其の中を步く人でも燒きませうか。j 

王rそれは燒きますとも。』 

4装ょ、ぃまMrl ■ぁそばしたSiのMrfTIfのf 

【一1Mlhau. 
力ガ 

【11¢】Kala'gp 
n1ラaナ tlU Karga. 

1 
31rそれは殺しますとも0 j 

饮『对Siよ、いまMTdの御掛出あそばしたi?題の場合も"ボた丁艇その通りです。大石よ"奶のi力 
ンガiSなるin!フンナが、轉輪聖王の七寶に函繞せられ，王象に騎つて、其親膨を訪問 

する猙&亂の邊を通過し得なかつたといふのは"眞赏ではぁ6ませんか。これ罪を犯せるものは、 

組ゲ£7:を知ら^に居ても"決して眞理の智識を起すこi能はざる所以でぁります0』 
卜1ずセ1十 JJAU11tmLよ！し-P1Tlfいく^みい4itp龙含fcfc 

wr那敝单那尊者よ"これifaに勝考の語でなければなりませぬ。罪過を見出すのは無益であ气これ貴 

笫六帘矛盾間答 三六七 



H藤镧剁陀王P敍 三六八 

納の說明の意味でなければなりませぬ。防は免Wの紀ぎの祖れに衝奶いたします0 j 

初i：の邮貧に辦て 

§^f 0^0C 

.律『磬よ、齡のふ抓す7、齡の鉛の觀'が十iあisす。％そ'十gの鍵によ 
つて沙Sは彼に與へらるべき布施を‘似一たます0 

有罪の俗人よb區別すVき、有敗の取Hの十船の德とは把であるかとならば、！！<、对1^よ，前^! 

の沙eは、W陀ヶ敬Sじ、：^を此搬じ、航伽を船鹿じ、槪£50艇するものを船廠い、！！^新湯.^ 

作を愼しみ、其の心を&4射1®A妬がに獻き、^:H^ntになるこiであbます。巧sよ、船」ゲ妣 

破6が如 <、有亂の职門も亦た愼んで带彷を街ジます〇これ11u針’配のより1和すべき、初WD 

沙門魁する十穐の德であhまT。 



I'iる—®を淨化する十補の道とは何であるi1士ならば、、號.ひ錐き銳吖灰限，ご 

とに於ぃて齡似M、齡此！iに.％することに！；いて^:似M»' fkll漱m<に祇つてJ姑L^紙wするに郝せ 

る、■繼eiに％むこA」把ぃて爵じ、ることに厂て窮一,繫VSを記 

くことに於いて淨化し、眞1!；•のぼに孤生するこiを、最後H命とすることに！J1て郝g_i'>、齡1U 

一切衆生中の觀一.位をJめ阶ふといふ、於直なる！^仰を纪することに^いて網似じ、厭jをぎく制る 

こi-於いて猙$^、これ胍沪粑に製まれたる妒"施を||^,气十恥の颭でぁ1爷。 
だいわ5 5rい LやtAsrTinらくtcか せしゆ ふ-e♦よ みづ/:4A Nfl 

大王よ、布罪の沙門は"全：<m落Lてすら、尙ほ且つ施主の布施を淨めます。例せば、水(-1縱令潞 
ゐ なAでいでい%&お1ifん < あら 奋 ，と まf:みづ あ〇ゐ あ >oliflゐ 

つて居ても、軟泥•泥•汚穢•及び顏垢を洗ひ虫るが如く、又水は熱くなつて：^ても、或は散立つて&て 

も、炎炎たる火を消し止めるが如く、或は#物a、縱令穢くiも、たる勒SM船；ゼ齡むるが邮き 

ものでぁります。何となれば、大把よ、世齡は彼ののずfsiの：Sに、 
5 K びとlrAr-p5frいくわ とbな ここ洛LAこよ3iふ 9 

「有徳の人の、善行(:は大果の伴ふべきを<11:信じ"如法にして刹し 

たろものを，無徳の人(:布施すわば、斯る布^は，常に^|1:ょって 
f fl5 
淨め&る〇」 

せ つ 

iw-說したま*アてあるからです。』 

1:le #筋四十七.msii總第 

九にE<、「®趣施：小精逝•如 

法栉歡部心，倍初粱次张報、 

此施闪施主餅ど(卍藏第十三 

裔第•册一!W四紙^上段) 

t户於 け かな 4/Lじや ああ みぞ5 かなffiKK^ 

ir f なる一、■ょ、fるi、■ょ。一•だM に11;の iE&lfeね 
0S矛盾£咎 •Hーハ九 



 一 

國蹕彌蘭陀31問經 三七0 

iしたのに衲は、现由と實例とを擧げて之を說明し、聽若をして、恰も〔涅槃の〕美嗽なる神紀を 
の 〇 土 ここち かAぁUか？& ilAtしtvpriv U4み&らひ ふつ5 に<づく 

飲むが如き、心地を感せしめられました。そは恰も料xrn人若くは料调人見習のものが、齊通の如豆蔻 

を取つて、其に種秫の材料をぁしらひ、王の食事を举僴するが如く、#者ょ、贵衲は、脫が唯だgに 

普通の疑問をお尋ねしましたのに、理由及び赏例を以て其を説明し、聽者をして、ぼ览の„なる嫩 

酒を飮むが如く、法味龅滿さしめられ去した。j 

れい つレ 

水中の靈に就て 

王r那伽犀那筇者ょ、水は火を以て煮らるれば、颶颶として沸沸たる多くの音を發てます。されば、S 

審ょ，水は生きて居て、戯れに叫ぶのでせ5か、それとも煮られる苦痛に堪へかねて、泣き出すので 

せぅかL: 

，『大王ょ"水は生きては居せぬ。水には靈魂もなければ、犄もありませぬ。そが颶腦として沸 

沸たる音を發てるのは、炎火で熱せられるからであbます。j 

wi齡ょ、tに「把は生きてSgるといふ槪mのBに把ち、制泥を肌ゐるこiを抿み、把を酸Wて、 

種種の食#を微溫(:して喰べる外道が居ます。而して此等の輩は、「釋子，沙nliIのk能ある拉物を!! 



す i云0 tl捫紫の紙軋を見邸し"piてf?拊^ 

し雪寃せねばな9ませぬ®』 

為对避よ、：^は舻きてasgiせ3-鯧には!!飯もなければ、^もぁ^ませqrそが！I露としt1齡 
>»と jj 1KAく b ねづAulf1C つぶラ しふIf幸* 

たる1如日を發てるのは、^;火で熱せられるからであちます。そは滅いるやうな烈しい熱風の_擊(:會は 

ないうちの、滥•iA^sww .一酽•翻i.kは地Bの対の抑にあろ犯と！！じであ-ます。大王よ、此 

ぎの!^に於ける和は，厭■として漱1たる前を發てますか0J 

王『ぃぃえ"發てませぬ。J 

t$rされど若し把きて居るならば、其等の水も亦た音を駿てさラなものです。是の故に"太王よ"水に 

は齡もなければ、槪Pありませぬ。而して亂颺として1沸たる音を發てるのは、炎火に熱せられるか 

らです。却珀ょ、；gi：に孤ては；<た妒の！^がぁ.^iす。巧Sよ、钯し粑と犯阳4を一緖に鍋に人れ 

て1をなし、遊にかけなかつたら、それでも音を發てませうか。j 

王rいいえ、發てませぬ、®者よ。そは動かすに、靜にして居ます。J 

?んど、箬ょ、把し、ipvぎAsた燃を給〆^kぃて鬆さるれば、それ—Sはi 

そんじや Aづ 4J だ 

王『いいえ、#;#よ、さうすれば7X:は動き虹し、激動して攪亂され、浪を起して、念1:签の中を上下 

し、沸沸iしてrn泡の玉を；},*>し、更に水泡の把冠を出来します。J 

餌六京矛！&問答 三七 



n . * 卞4わ巧 なぜ ユつ， eや与f:い釦 みづ >、D 
frては火王よ、何故1:谱Mの狀態に於ける水は，動か^に、じつとして居ませうか〇』 

三七U 
なぜ ふたいお 
Aづ 2^ 

^0pfi 

を發てるのですJ 

#?れば、磬ょ^には?な4,い？、^の1^ずて'^|てるものなるこ$齢- 
W4二 こと つい &f:りい， かく4てぃ <*v みづfr*b t 

ませう。大王よ、此の事f:就ては尙ほ他のF!!由があbます〇各家庭1.:は、口のついたt靈があ办、其 
feか みづ い <t>L 

の中に水が入れて、口を閉めきつてあ〇でせう^ 
さ そんbャ 

王『然うです、尊者よ〇』 

あ^六 たt 

は抱を立てて〔玉のやうに〕轉がbますか0』 
r § .そ みづ ふつラ じや今f-いP6 Lづか、^ 

.T『いいえ、其の水は、.通の狀態を保ち、靜にじつとして1kますIJ 

;ですVお王よ、勝T^は，此の职は'允ぎ^kても、gmだといふこと£ぼき配びですか。 
变T- お^ 技 5な 1 JJ11 J /,aまべ rj. よt:w |^«L *t ■k" 

又そは大いに吼え唸つて，濱邊に打ち寄せ’玉と碘けて飛び趣つといふことをお阶き对びですか1=° 
た卖 f 

,“ぃ、承はbまfた。加ぞ^1は、ガ_の把ぢ纪に_って、西沿い二百似い、顏く妒^っの 
を見i—た。通 



賢——- Iでは、大王よ、siの狀態に“ Jける 

— 

水は，動かじつ Jて居る®に、何故に大海®水は勤き 

且つ吼えSでせ•フか.。J 

JI『®者ょ、大海の水の動％rっ吼えるのは'船の配親の允一iょるのです。が，於^の扣の私の，邮 
3 j J— 41 れ LAAf 

もせす、音も立てない®は、典をm搖するものがないからです〇』 
f ^|ぅや， 

太鼓の口め截いたのを蓋ひますまいか。j 

王『蓋ひますとも、尊密よ^ 

0prmf0,ti 

3tTいい良、あbiせぬIJ 

六いこ ど f 
律rでは、其の太鼓は、何うしてIlfを出しますかOJ 

丨 秦—戈な ちから £ 
hfそは男なb女なりが、力をいれて磘くからです〇一 

#^3E.ょ，±r說の！^即すが如rw船^ふがた*に、#1を^て*す。3^Q^2、ガ赶ょ 
陛下は水i:は靈もなく情もなく、火熱1:よつ1:音を配さしめられることが、お鹏りにならねばなわま 

せぬ。 

大王よ、衲は1-脱？！-に贸||して、1の||敷を十奶5;;ち附かねばな6.圭せぬ。允芯ょ、伊んな船 

第六京矛府I!!J答 一一 1 

.-■'••■!"二;^ftl^n 



闕譯彌m陀王問鎚 三七四 
■基や 

王r#者よ"そa或る種の鍋1:限ります。J 

難『然らば、大王よ、陛下は始めの立場を棄てて、今や「水には靈もなければ情いない」といふ鞠」の把 
を X みづ itfA 5 

場*:お發ちになつて居られます。何となれば「水に靈がある」iの立言{i"何んな鍋に入れてでも熱 

しさへすれば、音を發てるといふ場合にのみ正しいからです。水(:は、恰も生けるが如く、話の能き 

るものと、話も能きす、生きても居ないものとMl種類ある譯ではあbますまい。若し一切の水が生 

きて15るならば、起fつた大tが#で吸ひぶみ、塔のやうに高い！sに注ぎかける水も\又は<から飲 
すぐ ゐ f みづ t ぎ5 U は あひ^ひ&お Cぶ T P 

んで直に胃の齡に送る水も、典に象の齒と齒との問に平たく腿し溃されるiき音を發てるでせう。ま 

た肥の百尺いある大船が、數百の貨物を滿載して，海面を走れば水をMf滑しますから，其iの水も 

音を發てるでせう。或は身長百由句もある大鯨は、大海の中に栊み、其の底に沈み、水を飮んで生き 

て居ますから、不斷にく口から水を飲み、且つ喷出せねばなりませぬ。然るに其の水も亦た彼等の鳃と 

が、是の如き巨大なものか 

ら、軋つたり、腦し浪されたbして"苛められても、水は音を發てませぬ。是の故に、大王ょ、陛下 

は「水には靈もなければ、情もない」ことをお了bあそばさねばなりませぬ。』 
^*1 そんじゃht あ&f:ていしゆつ 二 |んだい tfT み/1 かいけつ 

3*r善哉"尊者よ。脫がt衲に提出しました此のM倒な問題は"的確なる辨別力を以てc見事に〕解決 

あ2 办6だifiぬ ，rなか お s Ml * 

鰓との間"又は胃のrrの中で"壓しmされますから、音を發てるでせぅ。 



r れましたoK^r^^t 

铜mのr!li-_a;,m圏？ぞ{るが妮{，rcの m_®,li瓛酿ガ#ずにrちたるが M<、«rfEな®:M 
の、柴配ぎの一^にrちたるが¢112く、X?は郝街_が、薪At配の^1i:rちたる：^ipiく，いま谢费にg郎じ 

ました面倒な問題は、&®札gの撇歉にiつて皆斬に：一齢Sせられましれ。j 

1 UL * r: :， • 

1**•> 

二で：一 

.:令.S>..::1 ，'声'1 :‘衡' 

: 

‘ •：.入螃-:-ぐ、、 
.::/;■广： 

5: 

‘雄 

热六寒矛恩問答 

,* 

三七五 



:1■:ザ： 

困譯9HM腌主W揉 

だいLTIfじゆAiA Kふ 

第七章矛盾問答 

H七六 

障礙に就て 
ナ*-3srセーナそACや せそ4あSと含 

壬『那伽維那#者よ、世嚣は一時、 

trくら fh±5けAは&Kや，たいここ*&ウゆ& か これ 夂5こf5fi!>し 

「比丘等よ、…妄見を離れたる狀態に心を謀にし、Bつ之を歡び樂ん 

で生活せよ。」 

と宣說し給ひました。が、典妄見を離れたる狀態とは何をいふのですかM 

球r盔よ、は爾をiれたる藍ぃです。露蔚も！：1鬆も、 

阿羅漢果も妄見を離れたる狀觀■です。j 

prgilよ、若し乳yg脱も妄思を蒯れたる狀龆ザぁ耽し至！^g脱4S 
見のない狀態であるならば*何故に比丘箱は、§經^應頌•記說•諷頌•自銳• 

にょぜn 枝ん'.LやhHssl-iti*よ く.Cぐみやh-■と5ふ*rUゆ か そh& ついLつ%fi知V 

如是語•本生•希法•及び獲明等を諷誦し、且つ其等!:就て質問を發します 

&•何故にm等はEMしき事業•紀施んび於歡に就て"彼等05ぃを衡^しますか〇』 

パパンチヤ 
E 原踎1*li(x、眾[:妄 

見の義のみならす，人の鱗神 
的向上か碑癤せしめ"隨礙す 

5心的狀態か意味す5語'Xあ 
50 

【一一】鸫乃？K獲明までか小乘の 

九分敎i云ふ。大乘敎に-cft 

此0外！一三種を加へて十二分 

敎と云つて居る。 
**0000 ナ>/カム 

【三3新ら1さ事维(プ/311- 

1)と^、精合Q建立#綺な 

どな首ふ。 
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尊『大王よ、狻箏が、經•應頌乃至獲明等を諷誦し，且つ其等に就て質問をft"又は靳しき—*布 

妒祀び^#?に^てmITKらを娜[^しますのは，^Mをせる^Mi:vt雜^せんがための?c蒙でぁな去 

す。何世なれば、大王よ，天性純潔にして，iu過妒の歡iit:よっ1:肥されたる刚相する！5ft(r 
みなiiごI せつ& ¢5けA^Ahv じ0-5太いすな扠あらかんTcb-c b<fL1 

は、皆悉く1刹那の聞(:、要風を遠離せる狀態〔卽ち阿羅漢〕となることが能きますが、籐去の惡業 

にょって'f_arものは^繫f Sにょってqみ，iのなぃigffi14な 
T 

ること*>能きるからであむます。 

大もよ"或るんは、0〔っ2,を齡じ艇を斯き嫩奶させ、航&?の慰ゃ||も齡けすに、£!^'||此して齡 

稂するこif姐きますが、或る他の人は、蒔いたものを發育させんがために\山に往いてfを%り、 

fff f0f rs0i 

がにぎ去の審業によつて1されたる印象を祀するものは、t卜gを一§け中5齡，roことのfきの 

やうに、一刹那の間に、阿羅颭となるこiが能きます。觚る一/其のが“娜妒の齡歡のためにggなる 

ものは、恰14?を似ってから收齡，roこiの脃きるMのやうに，lllの対齡に虻ってのみ、！^gi 
なることが能1す。大王よ、そは氮い檬果樹の.抓ギしイ职のがあるやう.なものです9祝C漱艇 

力を有するものは、〔苦もなく〕典の果實を獲ること*か能きますが、神通力のないものは、先づ#を切 

り葛を切って梯子を造b、其を漱けて木に!^、船じ射mをぎることが子。和それ，把把よ、 

天性純潔にして'心に過去の善業によって歡されたる鹋齡：il把する齡は、1%も嫩配がを齡するWが、 

餌七窠矛盾間答 三七七 
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<|>じつ 5 せつな あひ^ あら’A #1* 一ろ <*5-こ 

〔苦もなく〕果實を獲るが如<，一刹那の閲に、阿羅漢となることが能きます。が、其の心、過去の惡 

業のために間眛なるものは、恰P木を切り葛を斷つて梯子を造り、其をfけて木に登り、^く果‘Kを 

，る人の如く、上述の方法によつてのみ、阿羅漢となることが能きるのであります。 

大Lよ"天性事氣に機也なるものは、一人で主君の所に行气直に其の爲さんi欲する事tを決斷 

しますが、女は有つても，事氣に明敏でないものは、其の#で人を屉ひ、雇人の援助によつてのみ事 

戴す。辦靈は！！Mの！！に、〔_な〕齡AI&しSVねばな-ませぬ。がそれ’碧< 

天性純潔にして、心-過去の善業によつて退されたる印梁を有するものは、恰も事業に明敏なる人が， 

己一人で事業を成すが如く，一念一刹那の間に、六神通をWることが能きiす。然るに其の心、，去 

の惡業の爲に開眛なるものは、恰も他人の力をかりて、彼が事業の所期の目的を達するが如く、上述 
lll^ltJE>しや BAもくt*t’tfAで 

の方法によつてのみ、沙門の目的を货現するこiが能きます。 

大Lよ、c經文の〕讀■は大いに善いことであります。發k•新しき車業•布施•撕養も，%た大いに皆 

いことであります。此等は各各比丘の所爲たる、精神的目的に取りて大いに善いことであbます*大 

王よ，大臣•兵士•使節-哨兵•護衞兵•從者等の中、其何れかが、王にibてmにS勤でぁり、奶肌で 

ぁる炉も知れませんが"王が何等かの事業を作さるる喘は、銜第は傲赶の嫩财となるでせぅ。利 



E I. ' - J- (1— ,1! (fc ^uc« J t ' ^ «lc u . -J.^. i、 —1^ I ,.v 1 i— Jr" ^ a r t« «% wi-rt、- f 

度其の如{，上述®方法は"皆悉く比丘® Em的を達する-^に，大なる援助iなるのでも-ます☆大王 

粑■ ?h. ft-i— _ t^A'tivts^fAけo- n t な 

切め人が、天性純潔uなれば1敎師によつて爲5Sベ 

し門弟たるこ-^の必要なる 
№0 f 

弗のやうな人ですら， 

>とU何•しもあ-^ませが' 然 

1人で所期の目的を達することは能きませ.»。大王よ，長^^^% 

.iゲ齡は，£の繁を巧して，をfた獻に、&髮一の穿に 

達して居ましたけれども—P1]弟として敎論訓誡を受けなければ，阿羅漢果を把现することは能きま 

せんでした。是の故に、大王よ、〔聖經を〕聞くことも松齡ですし、沿それを耐齡することも、齡，そ 

れに就て質問することも極めて松®な事，gであります。ぞの齡に®Tq齡㈣1i•齡剛齡に吧けるも 

のは、竟Uそれによつて降礙を遠離し、阿羅^^に到達するのであります。J 

王r#:r筇者よ：：M衲は、脫をして纪<炻の配斷なiiをせしめられました。妒齩龆齡mで 

す。眹は御說の通りに信受いたします。j 

ぞくbん 办らか八 つい 

俗人の阿羅漢に就て 
テ：がセーナそんUや あなf:**ね 

主r那伽舉那#者よ、is:衲等は• 
U, 
ぞくじん あらかんくbれ'れウ なんぴと(.* L^rLr 

A . ^ 

IJm-i / / ^4 J ^ W ( i m«3 i ^. /-/u b ^ i f%i £ cyv u け碜だ人 〇乏 

「俗人にして阿羅漢果に到達せるものは、何人と雖も、皆その日に出家して敎團の人となるか 
lfi ] _-iプ^jvすなuじやくめ0 これら でIrifAち5 び£かれ 1 か匁9 公 加h 

又は般涅槃卽ち寂滅するか、此等二條件中のIつのみが彼に取つて可能である。何せなれば眩 
そ 6 い(;■やう す ゆ で 

は其の日以上を〔俗人のままで〕過ぎ行くことは能きないからだ。IU 'つ - 

餌七章矛盾PSJ稃 11一七九 



阚課彌瞄陀王li饀 一-一八0 

illEはれる。さて那fr犀那贫者よ、彼もf"其のB、戒師と親敎師と衣鉢iを得るこiが能きなけれ 

ば，彼/J阿羅1であるから、自身一人で出家入道するでせうか、或は其の日以上に生き存ふるでせう 

か、それとも不意に他の阿羅澳が神通力によつて現はれて、彼を出象入道せしむるでせうか、又は其 

の日寂滅するでせうか。J 

枕r大}Aよ、彼は阿&漢であるからとて，彼0。ら一人で出家入道することは能きませぬ。何せなれば 

Iでも自分で出家入道するものは，竊盜罪に陷るからであります。また彼は其の日以上にぎき布 

ふる.ことは能きませぬ。また他の阿羅kが出現しやうが、叱現せまいV、彼は其の日をkb寂滅せね 

ばなbませぬ0J 

王rでは、那伽尊者よ、たとひ&麽方法で到達しても、阿羅淡果の神聖な地位は5<はれますねえ。 

何せなれば生の破滅は、其©中1:含まれて居るからです。』 
けC-CA fじA含やい そ あらかAくわ TUA そ 

難「大王よ"缺點のあるのは俗人たるものの境界です。而して阿羅漢果に到達した俗人は"其の境界 

に缺點あ且つ境遇それ自らの弱點のために、到達の其の日，出家入道、敎團の人となるか、成は 

1rば？卷s。fょ、こはでは？、r4の齡哲iiがt、十思 

でない5iらであらます。 



大王よ、そは食物のや5なものです。食物は一切衆生の生長を助け、又たKの生命を支持L —す® 

が、それが消化しなければ"胃の腑は「食物©强度と-1平均せす，瘡内の熱が德* 
か， i p 

Iつ弱い人. 

生命を奪ひ去ります* 

大王よ、俗人も亦た趙の如く，若し阿羅漢果(:到達した時、當人の健M狀態が，をれに適應せす平 
含4そ licや5含や5ぐラじやくてAかれ そ ひわffも1ゆつけ|->打5 け5iiAひと 1SSひ 

均しなければ、其の事情境遇の弱點のために、彼は其の□直1:出家入道！て敎圃の人となるか"或は 

寂滅しなければなもませぬ。 
Kい，C5 *た せ与 くさ はLr甘*^ は お& いは そ 5へ お 

大王よ、そは又かの微小なる草の葉のやぅなものです。微小なる華の葉は、通い岩を其の上に置け 

ば、極めて軟弱ですからdkに：！®tmぶされ亡くなって了ひます。んも扼弒の蚝<、酽酽漱船h獻 

じた時、其の人の事情境遇が、阿羅艦妒を支持するに缻しなぃから，kの"日®Iに枇^ん船してm配の 

人iなるか、又は寂滅しなければなbませぬ。 

また次に、大王よ、そは貧乏で弱くて、生れが下賤で、能力の劣小な人のやぅなものです。彼もし 
<-05ffいb5こく 争T いねf-5-tい ひA15心*fA i で ぞくじん ま T なと 

宏大なる王國を領するに到らば"到底その品位威嚴を保つことは能きないでせう。俗人も亦た是の如 

く、若し阿羅漢果を成せば、彼の事情境遇は、〔到底：一それを支持することは能きませぬ。これ&がk 

羅漢果を成じた営日、出家入道して敎®の人-Vなるか、或は寂滅しなければならぬ玴由であります。J 

4善哉、尊者よ、御說御道理です。私は御一の配りに信受ぃたします。』 

第七a^wrlfls 三八 
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: i歡觀の嫩船に紙て 

王r誤ITIIよ'黑にもが*—。j 

ミ磬よ，k影は，誔をgfてrす。擧には肥して||^^^ 

律rはい、あ-^ます0_ 

王rSkなる點にJjいてですか。』 

かれ つみ おちい 

て"彼は罪に陷もます。」 

王rされ-ど、IIよ"褽は、 

「罪を犯すものは、不注意か、^rbざるか、lmfの獻Wによる。」 1 fc L 
if 

律『いい1、大王よ、決して然ぅではありませ«。」 



irbu, I渚よ，老し网海_が_.ザ1犯Iても，不注意のためでないならば，彼の正念が键tして& 

•々場合でなければな-^ i»せぬ4』 

戆「阿羅漢は決して正ぎを混t;;することは能き去せぬ。•か，それでも尙ほ且つ罪i:陷ります。J 

王『では其の1:由を聞かせて下さい、それは一體何ぅいふ理由ですか。』 

饮『大王よ，世には、世閲普tの道德法を破るの挪搠の戒律を破るのi、11秫の煩惱があります。 

世問普！iの道徳法を破るiは何であるかとならば，十惡業:-則ちそれであbます。また敎團の於律を 
s いか V T ひi ふザ しp-tAAザ. 

破るとは如何なることであるかとならば、世俗の人には不是でなくとも、沙門に取つては不是であ 

相應しからざる事をいふのです。纪の事は，世尊が、沙門の終身背く可らざる戒法として制定し給ひ 

ました。大王よ，非時の食は"世俗の人には不正ではありませんが"勝者の敎Mの比丘には不正であ 

bます。大王よ，rを截り灌木を害するのは、世俗の人の眼には罪ではありませんが，比丘衆に取つ 

ては■不正であbます，水中にて戯れるのは"世俗の人には罪ではありませんが、比丘衆は戯れてはな 

办ませぬ。1類する多くの事は、世俗の人には不正ではあせんが、勝若の敎_の比丘に取bて 

はずけiせぬ。これ則ち戒律の破棄であbます。さて、大王よ、阿羅漢は、世诎普通の道德法を犯し 

て、_を歡ることはあ-'ませんが、锨齟の漱齡を如して、自嫩せすに鹕に巧ることがあります。翦事 

を’悉するといふことは阿羅漢の領分でもなく，又た其の力の及ぶ所でもあらませぬ。かくて奶は或 

る男子や女子の，%人の名前、又は其の姓を知らないことがあなます。またfは地上の道路を知らな 

聃七箄矛盾l铵 三八H 
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かん A'tff-i; だつ CX J I: J-1 メ ft i f V t w it:t:A-J5 

いこともあれます。されど阿羅漢は转誰でも，解脫に關することは知つてMrませう〇又かの六#.Mを 

賦與された阿羅漢は、典の勢力範圃だけのことは知つて居ませラ。而かも、允fよ、|船の事を知る 

のは、一切暫たる如來のみであ6ます。』 

壬r善哉，#歡ょ，斯&御勤ifです。の駆りに斷效ぃたします。』 

i あ 
世に在らざるものありや 

. 

W『船ぎ船,す1ょ，〔&%には：颭も妒られます。配も妃られiす。；g靶の^もfられミ 
て认りん一^与わ年み こく わ3しゃ み てんにん にんげん み そ ほS ふLf 

す。轉輪聖王も見られます。一gの王者4見られます。天人も人肋も見られます。其の他、常逬も、 

貧者も、幸福な人も、P幸な人も见られます。我等は女子になつた男子、哭チになつたがPをも纪ま 

す。世Uは背 1の業もぁ6、善惡業の果報を鰓愈するものもぁbます〇褴ずは、船般Wもの，船射，の 

もの，胎生のもの、化生のものぁるを見ます〇又ゎれ1:は！^鲥鲥槪•四巧i概4^船鈮ぁ. 

るをfす。我等は、夜叉•級刹•鳩陀茶r修i•捆那婆ず•，が^釘！！•iylLv膨^伽；^• 

須般那•幻师•及び妖術者等を見ます。世(:は象•馮•牛•水牛•駱駝*驢馬•!!!羊•取•鹿•脒•獅子•虎•豹• 
^^ij4fi1^^*i^-s^tf--sj Qvrmjyl.tJLtゆ Iffesyp:t/lrALAb9JJA^s^4u<Lt»c4*4せ^sAff 

熊•狼•!狗•犬•!!?狐•及び諸種の鳥等も居ます。また世uli金•銀*-E珠•金剛石•嫜SI•岩石•珊瑚•火ビ 



MJ- ^.こ I ft i -V14 W1 1 ^. HI ^ u- m£ f p啟 I 令 ft 
1•マ11ラ石*猫の目s•水晶*石英•鐵*_■黃飼-及び靑飼等も，のります。其の他また亞廒あ 

t今 麻あり,羊毛もす*又米Uれば麥4Aれば裁&あサ5タドサル 
かIt-- 

もあれば豆もあ小麥もゐ&ば油稲子及び野腕Sもあります"又木の根•汁•心•皮，1•花及び货等 

ょ5採りた6香料もあ0ば、芄他齓種のものょり作つた香料もあります。吾等はず*葛龥*灌木*樹木* 

藥苋•森•河.k•海•魚•龜缭は、皆世に在ることを細つて居まt mi、 . 
.i恕か Aじ—,^: ど.7-れ ..Jiは.サツツ—バダグVィ ^ V A 

【五】sate.JJHrddhi1^'^植得 

有愦想^どとH踝すベみS3-C 

あるが*これ-Uては歡褲が通 

で、今^假1:釕镒所 

Wの常住性iいふ穴課』施し 
is4% K先®0叱.Jliか仰ぐの 

である〇 

世の中(:何か無いものがありますか、何ぅぞ苏を承むたいです。』 

欺r大王よ、世(:此等三種のものはあbませぬ。何をか三種i謂ふ&となら 

ば、謂く，5意識的なるにせよ，無意識的なるにせよ、老汜を•免れるもの 
よ 於 し■'iarや $ *r ち む1>や|^ffti* 

は世に在りませぬ。-G諸行の中1:,無常ならざるものaありませぬ。3® 

一義の意味に於いて、き扩亂船m〔の常1Sなるものはあbませgoj 

王『善哉、尊若よ、御說洵に御nです。脫a御説のib信受致します。』 

ifゐtiふ 0い 

無爲法に就て 
ナI"セ,^んtや ょ ごふし中.T'tfAいALや5 惫甘つLf 5 JJAD-P 

3F.r那伽犀那尊者ょ、世には業生のものもあ原因生のものもあり，季節生のものもあります。#渚 
よ ごふL5げ八いAL-やラ 奮せつレやう 

よ、世に業生でもなく、原因生でもなく、季節生でもないものがあbますか 

笫七■:a^w卯答 三八五 
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何であるかとならば、謂く、；^fと涅樂とであります。大五よ、fの1ボ齡に起辦でもなく、U鱗 

でもなく、季節生でもあbませぬIJ 
そん0や せそ4.おWとは t ^ し ぎ愚A お〜れふ い 

qc『#著よ、世#の御語を傷づけては可けませぬ。また知らないで疑問に應答しても可けませぬ。』 

よ、glTは楸にfて、「肥把の艴fを齡づくるなかれ、妒らtて奶11に醅齡するなかれ 

n?r曾者よ"「虚空は"1生でもなく、原因住Fもなく、季節卽でもない」といふのです。 
ニル'tTナじつげんa5alふ つい 管そATIJ hv ^9fcでしt:ち せAせつ 

が、涅樂を赏現する方法(:就ては、世#が、數百の理由を擧げて、弟子達のためにK說あそばしたで 
しか あなた ラかザ1ナげんlAい 

はありませんか。然るに贵衲は、「©紫は原因-よつて生するものでない」と言はれますね0j 

へ給ひました。が、決して涅榮を生んだと言は0得る原因に就て、敎へ給ぅたことはあbませぬ0』 

M「尊屯よ、我等は、11袖が「妒に配撕yggする®iはある巧歡齡ビ般ぅじ斯る屁靴はなぃ」.4目は 
[^んこくfr5«いri>!Aiz 4りAそ5ち，みo'そ tr.^4ち i^4JNAそ，ふかtvw">.cvA-Uひ 

るるから、間黑よb1層大なる間黑に、薮林よ51層稠密なる薮林に、稠林より一層深い稠林に這入 

つたのです。若し猱者よ"世に^i槃y實現する原因があるならば、我等はぼ乾の^m因の存するこ 

iを豫想せねばなb iせぬ。そは恰も子には父があるから、其の父には、又そ®父*>あるiいふこと 



t ir tf:ueiliiT L 囔八嘴い t#A1Mb>il 
を豫想# Aばならflや*フに。又そは恰も弟子じは先生があるから、其®先生には1又そめ先生^Iる 

i沒ふことを豫想せねばならr 3やうに*ヌそは^SI植物には，種tfiがあ るから，其の種子は，又そ0 
種子から生じたも©Trあるとぃふこをを豫想せねばならぬゃぅ1:。若し觀齡ど歡现する赋祖がぁるな 

らば、その從つて起れる原因の存することを豫想せねばなりませぬ。H恶よ，そは^Zp苦し齡等が槪 
tyafvG1 ” ifA^r^us 严 , hnGJtW ゆ-!Kvaf:tAJds 5しんぶ文 およ i! 

木又は練繞#物の頂上を見たならは、我諄は其の樹木又は總繞植物{■:中心の部分、及び根のあるこ 
われら じゆ ft/1tAtl\Li<^ つち frLん ぶぶA知ょ ft 

緩#瑕のISJ:を男たならは，®等ii其の- ,; 

iを斷定せねばな&ぬゃぅ|:、若し涅槃を實現す0原因*>あるならば、配齡が從つて艇れる廊齡の射 
t*xい 

すべきこiを推定せねばならませぬ0J 
;rs.c*5-ji^tl4\ 5 いli -> ij ゆ灰 それ 1 お二 fA * A 

稼『大王ょ"涅槃は生み出され得るものではあhiせぬ。是の故に其が從つて起れる脫11はないとa, 
f 4 

言したのでありますOJ 

因はあるか、涅槃それtv©從つて！？れる齡肌はないか」といふ逆理を^! Vしむるために、際；iを 
一* つ -o^c 1 ^ 
以て脫を說き伏せて下さい。J 

〇と J 0 9 ちか & ここ し毳さAわ t-^’ir^t 1s±T 

よ、人は普通の力があれば、此處から諸山の王な〇大雪山にS;るこiが跟きませうか。』 

王rはい、それは能きます、尊者よ0』 

雄『では、Wは1Eぎあれば、_3をが度に1ちfすことが！gきま？か。J 

笫七章矛盾間咎 三八七 



:彳ノ V I_, 

g課锎蹦陀王問純 
で Astiiや 

王rそれは能きませぬ"S者よh 

三八八 

j 

付气tの齡l:r丸;-F^よ"ffirfTヂ&:sする配Mtiあるとrへますが、其の從つて起れるM'因があるiは言 

へホ&せぬ* 
T ”45 >4 そ つ4 ちか-&ふnのmいかい U&..t7か*^.ai_k^- I r«'^rs-en j 大王ょ、人は、其の普通の力で、船{:乘って大海を渡り、遙か向の濱邊に满き行くこと力能きませ 

うか。』 

王f能きますとも、#者よ。』 

«『されど、知起よ、A?は、f®?のがを识て"大海の遙か邮•か濱邊を處に將ち來すことが能きま 

せうか。J 

王？れは能きませ2 "尊4よ。』 

^3^の繼1:、ガ奶ょ，歡衡”ヂ免亂する歡亂はぁると貧へます*>"把の從って起れる原因がぁるとは言 
fcAiUザtナ *ゐらろせいしつ けC**ふ しや5 I ► - a - 

T谷ぬ。何となれば涅槃は、諸の性質の結合1:よつて生じたものではないからですJ 
そんじ|1ir5♦>け 

$『尊若よ"そは如何いふ理由ですか。』 
/;い -ル >1ナ ふくがふ 言なは一一41ナfeAal-^*? 

»『大王よ、涅槃は植合的のものではありませぬ。卽ち涇_を作つたものは何t:もありませぬ大王 
^ITl:^ては、起眼/されたtも，¢1叫3^れないとも、4出され得るとも言ふことは能きませぬ 
嘈いし嚕〇rf—r 



又そ；邊去0I0 ぎ，氣のもも，那Jgのものiilftほふこiは能VIサfl®而して又！^_は- 

I議で見-bれsiも、^識で聞かれsii、ぎ鄙で貪がれiiも，带雜で啦Uはれ*oiも，於漱でr 

れGれるとも言ふことは能きiせぬ。J 

*1— J. モんじ-¥»t flltTt夕1ivL^'-3せぃし疹ク 41* ? 

王rされど、尊者よ、若し涅繫は、生出されたものでもなく、生iii,されないものでもなく，屯叫され# 
6 ザTナ 

るものでもなく、過去のものでもなく、未來のものでもなC、膝た^^gのものでもなく、を 

*« ! 一一し會 6 令 ぞつし含 6 あけa 

つて見られるも©でもなく、耳識を以つて聽かれSものでもな{、索識を以つて味ははれるものでも 
しAし令 も ふ*tii よ t|没ヂ1ナ * -■ f なく"身識を以つて觸れられるものでもないならば"贵衲は、「世に既赞と安ふやぅなものはない、昆 

槃は非實在の法である」iいふことを御示しになるだけではあbませんか。』 

微『大王よ、涅樂ti货在です。MJしてそは聲識(:よって谢知するこi*>fきます。で、衝の孤於^,獻 

tr淸淨無研.！K:g.正 1kなる、船駅のががをmて、Mirずられました0』 

马氣らば、尊者よ"涅槃とはi：ういふものですか。影の如きぼ歡がをmて！^され妒ると！！ひま 

す。®者よ、「涅槃は實在である」と耷ふ事抝が、どれ權、！^によつて！^されtるかを誠給じて、 

睽を說き服せて下？い* 

像『大王よ"〔世に〕風といふ如なものがありますかU! 
もちろん 

王r勿論あちます。』 

第七摩矛思E答 三S 



M課彌瞄陀王問貍 三九0 
し办 ぐは 

示し下さい。j 
そんじゃ かぜ 办み で X ウ4 L法 

王『されど、®者よ、風はC眼で〕見ることも能きず、手で摑んだ絞つたらすることも能き圭せぬ。 

が、それでも風は實に存在します〇』 

棟『大王よ、若し陛下が衲に其の風をお示しになることが能きなければ、〔世に3のは在ら淡な 
いでせう。 

夺Aじや わねしかV そA L p +iとひね；^しぁ？ それ しめ T 
王『されど"尊者ょ"朕は風の存することを知つて居ます。假令私が貴衲に其を示すことは能きないに 

4ねしか1rtつずい しん 

しても、脫は風の實在なることを信じます0j 
1だぃ|>5|*>'たしt かく t t|ルザ—ナい* かfcちへ： しめ T 

隸r-Rfnよ、枬も亦た是の如く、氍槃や职をM;>uお一¥しすることは敝きませんが、纪衝が1な 

ることは確ですOJ 

王『あ哉、粑者よ、舻i妒mmです。嗽^！^の颭■-に撤斅ぃたします。j 

船！'の觀に；iて 

王i伽雄那ぬ耜ょ、Wが黠射であbv乳I勒であ，^與阶し的であ，，ますか。また黠もなく、gg 
し9-5tfクL0,， なん 

生でもな季節生でもないものは何ですか。J 



序『ガI'よ'fiflの起韶tr,骷dyijsfr’f妃び釦骷ょ纟射が5も©は、歉.編ぃ配齡3^地*11|:.始- 

忠び^、te皆は^;親パ-繫_^$，*14して/|;^と^漱©?^ば，網_まポ、齡郎^劣か^§?^です。^ 

ぞて戀¥街齡rぃふこiもぎをt ■縱紙^Jぃふことちす"とぃふことも紀き主せ 

ぬ。ヌそ{!:生货られた?>•-のども、生せ*b作?rいものiも、卸^,&^れぎ〇.ものとも、ii#のも0-と1’ 

未來.のものとも、牌た又激祀のも办と&安ふことばぎき4;也巧姬に％そは船||,歌^齡..敌^4於 

_にょって、覺知r‘れfのともfsこんh?せa J:vの簾ば祖にょって把ることがぎ 

° 000P6 

ことが能きたのであ&ます。』 

さ#游ょ、此のib'谢なS問现は费くv^^:せられ、Mrぜ11して、膨'孤にせられました〇齡L紀獻は、編1 

衲.にM寧$11、ぎく鬆せられました。&%、一败黑'取髮野懸衝V』 
ヤタLヤ 1い 

夜叉に就て 

;『那伽¥那尊者ょ、世に初St安ふやラなものが麼り圭すか。』 

欲ますi.も。』 

J5;では、#者ょ、槪腎は〔l:FS斯の奶為たる船觀fザ—■いたしますか。』 

饿七敢承#P9糝 三*, 



陬譯彌蘭陀王問總 三九二 

王rされど、# 1ょ、若し果して然りとせば、夜叉の死體を見たものもなく"死體の臭氣を嗅いだもの 

もないのは，〔一體〕如何いふ理由ですか。』 

律ゐ起よ、夜叉の死體はあbます、而して彼等の死屍からfcL氣も發します。&の惡夜叉の死體は"蠕 

凱の籾yなってgはれ、i-Mの齡rなつて顯はれ、蟻の於となって顯はれ、蛾の形となつて願はれ， 

iのEt-なつて顯はれ、蠍の形となつて顯はれ、百足の形iなつて顯はれ、鳥の形iなつて顯はれ、 

iimの形iなつて顯はれて居ます"』 
そんじ？- s^けんしやf:れ こ ぎ又 かいitつ え 

王『尊者ょ、貴衲の如き贤者でなければ、誰か、此の疑問を解決し得ませぅぞ。J 

船齡鰣起のが齡に漱て 

王r那伽MT那ょ1那羅陀•搜滿多梨•菴義拉藤•迦盥羅•乾陀羅祗1gf阿都羅•及び弗婆迦閉耶那等 
むかし いし せんせい そ これら しよ甘Aせい や5ひ しゃげんいんせいしつL八て八ちゆ ち 

一T往昔、醫師の先生でありました。而して此等の諸先往は、疾病の>生起•原因•性質•進展•治癒•治 

船^びs"^iv髂fゲi齡する靳掀をば、1も厭銳することなく、十分にii く知って居奉した。 
そ かれ& tf ttづ か かLじ かもだ かかし'i3やま 知こ 

而して彼等は機#を外さず、斯く斯く然か然かの身體には"^く斯く然か然かの疾病の起るだらぅと 
ぶん LP1か かれ& &>?Hlb<ちしゃ そんt4 

-ふことも十分1:知つて居ました。然も彼等は一人としてf切智者であbませんでした。？て、尊者 



如来は、一切智者であるから"佛知見を以て、^!來起るべき事件をffeし給*?たでせぅ。果して 

#』 こ p ffA p 4 A- T t tt if 竺 yA t pt. 1r fciv 然らば、個iのI件の起つた場合、卽ち已u世聞に知れ渡つて騒がし{なs•しi失が0がつて大 
き<な6、旣に世人が怒つてから、苏の折り其の折りに"戒_を制定する代りに，何故じぎ<斯<故 

か然かの場合には、斯<&<然か然かの戒律が必要であると云ふことを，前以て決定t、一切の戒律 

を一時に制定し給ひませんでしたか0』 

饬r大王よ、如來は、將矿、百五十ヶ條の戒Eは"皆it制定せねばならぬだらうiいふことを、十 

分承知し給ひました。然しながら"大王よ、如來は、若し0分が一時に、百五十ヶ：iの戒：dを制定し 

たら、世人は、「這麽に澤山の戒律を遵らねばならぬか。，沙1:•喬多1の敎法に隨つて、宗敎に入らん 
いかtr-5い Itlろふゐ いだ あるひ；け5u-aい ほつ 

は如何に離かしきことよ」と謂つて、心に怖畏を懷くだらう、或は又敎圈に入らんi欲するものも、 

人湖を見合せるにらう。f等は！^じぃ、耐して信1，ぶ漱ガのために、r艦の槪齡』に税齡す 

一一の戒律を制定しようと考へ給うたのであります。』 

主『於戯希扩なる哉、您漭よ、米曾有なる：IT錐あよ、如來はをJ皆灯なる嫩対でぁ〃ます。®！ •谢 

伽¥那ょ、11^に御道理です。如來は苽に善 <おを酽知し齡ひました9が、轳し^^g%に潑毗 
かいなゥ 1¢ 含► おそ おど5LよちLやし5け5 い 

の戒歡を遵らねはならぬと聞きましたら、畏れ驚いて、一人も勝卷の宗敎に入るものはなかつたでせ 

う。脫は费衲の御說のmbに信受いたします。』 

第七®矛勝1ISI錄 三九三 



_ 

---- I , i (. -m.-—Lfcr 

- 

$00^0,0 三九四 

4iいや, れ〇 つい 

太陽の熟に就て 

玉『那伽雄都M者よ、太陽は.常恆-猛烈に燃えますか、或?5其のれ！9減退する時があ—子か。J 

俅f大王よ、太陽は常恆に猛烈に燃え、決して其の熱の減退することはあ^^せぬ。J 

w『されど、t粗よ、若し果して然bとせば、太陽の1 一が時に或は猛烈であ-、時に或は船らざるは、 

如5いふ理由でずかM 

#大王よ"t世に〕wの妨碍：，ぐのつて、太ち$1ぎり、其の,を#^る0です。其の所！g四の妳娜と 
はV雲L、■と、烟と、蝕とであります。太陽は、此等四の妨碍の何れかによつて遮ぎられ&時、が 

の熱を亂傣られ毛ボ〇一 

王F於戯希布な-る哉、#渚よ、未！^なる！3、大氣よ。衛大なるが榮を赋奥せられたる托iにすら、做 
がV おrtいは .• 1 一^<f-Lゆtや3お ， そ八じ中 あなた f けAしゃ 

碍が起6ます、況んゃ他0〔賜小なる〕衆生{:於ぃてをゃです〇筇卷ょ、货衲の如§賢者でなければ」 
かべ f 疼めい で 

是の如き說明を下すことは能ぎまぜn。』 

含ザつ つい 

季節に就て 



那伽：^-那拿者よ、太i :w熱二 fr ^ T I Iなる*」何故です沪DJ 

SrぢE上、r$fにほ：1の^:にKifが^り'势种■し齡る鹰燃がKのためにrき1?され、^urけS顏 

が倍加f ノ弈常の勢ド以て疾呢が^与,して^！^のものがM船顺繼して、*J-iiTの！^露ぎSか 

ら、夏季に於ぃては其の熱が減恕す0のです。&るに、ガ初ょ、^|ぎに嫩ては、*:ぎは^:に齡か|:、 
あめ 

酤隻に齠せられ、褽は魁t、凝は餡rlか.に歡じ，游には—のgもなく、於には酽 

風が颯楓と吹.さます。で、虹等^,2§の光を遮るもの^は、带が^浓配して、ガ郎の恕鹏は呢^にな 

J) -J^ i そ^げ A-ttつ りい5 

，■てよりも、冬季1:於いて〗層嚴烈なる理由であわます 
い5 

時4、魅しく照り輝くことが盡きないのですOJ 

生r類¥給戴よ、露飯羅です〇颱f齡のMifに靈ぃtsしますL:' 

m七^妒盾問答 三九五 



國 

了ふ' 

▼^}*>7一\ 
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» 

阈課彌m陀玉問經 

ffs しやラtftゆAiん5^ふ 

第八章矛盾問答 

M-5—プサン^ラれう ふせ ウい 

吹三多羅王の布施に就て 

三九六 

4vlffセJナそんじゃ さい ほさ0 かれら ふそ. ツサン*ラわ5 さ(r<レ 

王r那伽單那尊渚よ、一切の菩薩は、彼^の妻子を布施しますか。それiも、吠三多羅王のみが■子を 

布施したのですかOJ 

律r大王よ、吠三多羅石ばかbでなく、諸の菩薩は皆その妻子を布施します。j 

王r然らば、猱者よ、彼等は彼等自ら滿足して，妻子を布施しますか。j 

雄「大王よ、妻は隨喜者でしたが、子供绨は、年齡が行かないので、嘆？悲 
t ，かれら ぷ八 ふせ > い5 れ5かい かHら t 

みました。若し彼等が十分にc布施の理由を〕了解しましたら、彼等も亦た 

贊成したでせ.>OJ 
王『笟容よ、菩薩が政て婆羅^:の奴僕iして、最愛の子供等を—施し給ぅたのは，货に辛い斬で，のり 

ます。而して一二の行爲、卽ち荒繩を以て、まだ.> ら游き最愛のf供等を縛ば&、それから彼等の手 

は歡を以て黑痣の出來るやうに，ばられ、婆羅阳に曳きtられ行くのを惊1Aして码給ぅたのは、1!に 

I】吠舍族进v謹)の中に-C 
VIヴサ 

A n tpr a U 也れ/:かbV e m 
Tレ脅ラ 

+目tiiraと^けたQである0 



Cら M— of tilliii?ゐ す tis * 冶 tAづか i*±1 4^h あと ft 令 n シft 

辛い事で¢6ます。次じ濟三の行爲、卽ち其子がsら芻を解いて、彼の钵を追ひがけt来た時、—は 

斯た衝を以て其®ヂを鱗—"復び「婆%95じ〕®yました®は，诞に一駆^?い齡であhます。^^に齡四 

の行爲、卽ち其子供等.か泣いて「ぉ奶さま、№1如が！!無rゲひ1:®"れ％ります」と^ぶ®を，？、「衛 

はが，〇なさるなと言つて、彼等を慰めたのは、「第三の行爲よbも〕更に一砑辛い事であむます〇 "次 

に第五の行爲、卽V王子-一-閥製が泣きながら、父の'^ 1にがち搬れ、「ぉ奶1，〔1jがg5§ヵン 
ゆ*ペC わたLa&おにLよt心h^LかHt:いf:んぐねん 

今ナfだけは許して下さい"私が彼の鬼i一緖に參ります、私は彼1:喰べられませぅ」士言つて#麗 
と含 含iiiぐrだい 3ら 

した時、それすら許諾することの能きなかつたのは、〔第四よりも〕更に一 
そ4ら tJtf-つr そん*5や だい か今ぬ す&はぞ？ジャ19 ssf-八 

層辛い事であります。又次(:尊者よ、第六の行爲、卽ち其子闊梨が悲嘆の 

XTa 
til】監■ 

;**\ハ*■■ギナ— 

f 三JK'-36sgis»* 

の如な"藪の中!:鬼に連れられて往くのに見返bもな$らない」と11111ふのを，き、齡齡の1icffifiwさ 

れ4^毅然として居たのは、S五よ&もピ—更に辛い事であります'耐もtの！！七のi£ll、Gpiv^ 

の子供等が、步一歩、名狀す可"らざる悲1の鼦献-fれられ1:<のに，槪我微3じてfltlデ&めす、 

泰然として居たのは、c第六よりも；一更(:一 厨辛い事であ卜-ます。A?は％を!Jしめて、的^斯afを,ん 
tl fcAn ところ かれ 秒し かれみづか ふ式 

i求め"果して何の得る所があbませぅか、彼は禅六彼，H.bを布施すべきでは6ちますまいか。J 

雄r允もょ'免？乾Mが，十千世犯に船り、於くねルの齡12¢.きMり，船51のS組する船^jなったこ 

iと、k修羅•伽樓囉•那伽•夜で等が次iに普iの如iV叫へて、：f的のの船：^にf脱し、屺胗に 

漭八^矛盾即答 三九七 



獮薇彌_陀K問璇 
f そせよ けつてA 6]5ぅtぅサ普 i ?y はさつ あ 

幽して乳の施與の缺點を誹謗し箱資し、そわが#いか惡：，かを射議しつつある©は"菩藤が彼れliど 
こんなん な だ!<■わ5 その4iか めいせい そ〜めいbはつ さいしAめいXつ しよ 

闽_なことを爲されたからであります。されど、大王よ、其蒔い名盤は、聰明悧發、細心明哲なる諸 
はさつ rci けAしや5 A i€, なAとAXく をん腎 しふぢ户くはな 

菩玀の十聽を顯韻して忉まず。十德とは何であるかとならば、〔P貪慾セ遠離--Tるこi, §執著を離る 

るこよ、ミ獻身钠1るこ达、S世事を捨離すること、00復び下賤め搜遇に逆轉せざること、g精緻な 

石こir七■偉犬なるこif <」不可m心纖なSこと、？未曾有なること、C十)佛榄界の無比なるこiであり 

t'炎壬气布施釣名嫌が、菩藤の火德を顯澎した1©:^fの點に就てであbます。』 
そんじゃ こな VAらくく^ttw 

壬r敢辨4、他の苦痛をmもす方法を以〇て、布施を行ふやうな入が、果して善樂の果報を受け、天 

上に轉往す石でせうか。j • 

雜『然うです、大王よ。j 

注f尊者よ、何うぞ其の砘由を捆かせてp<さい0』 

你『大王よ、此處に1人の有徳にして、悅配の尊萵なる麻雄1者、漭くは蹇h fulikに聪れる紙E" 

•或は婆羅門が短ます。然るC功徳を截まんと願へる人が居て、沙Bを榀荜に乘せ、彼：>行かんifす 
る場所に述れて11つたと^4せんに、其め人は、此めために•樂，の5f報を^{け、天上道に轉がす'ゐこ 

とが能きませ*フ沪ね』 



— Jc -iij* t c £,1 tl 11 t4 kviht *r 5 

王-1然フです"尊#ょ其の人-|1"それにょ卜て馴れたる象、又枝乘揭、转_11牛車、陸1にぁ 

-^.v^ t If f At A Sr ^ Ac ? 5 feu — >4t^ 母.n 疗 M 陸め乘物"水iにありては氷上®乘物、天上じ於ては"諸天®雜物、地上じあ％ > 
生生世世の聞"それに和®し、それに適應するもの、彼がt:めi:生じ、相當の善炎、また彼がt:め 

おこ ぜ4C5 V.-A? けいH令 そ か*^£>くち# じ/iづ等 の 6つ りが 1こ5势くて含 
に起b、漭道よb審itを經歷し、典の行爲0功力によむて、神M.の乘物!:乘り，以て願ふ所の目的、 

すなはニルザ—ナみやこた5r:つ 
卽ち涅槃の都に到達するでせぅ。』 

啓rされば大王よ、他の苦を齎らす®の方法にて、布施を1る人が、1 緩の脱報をinけ、天EtJに術 

生するのですね。卽ち牛車1:苦を見せて，ら是の如きの#樂(:到建するのですね。 
だぃ*>5 こと r#_ 

大王よ、此の事に能て—今一の認をぉffせ。iよ、f繼が雲の器をAI貧らT 

立て、而して 一r>命私を發して、其の金そ以て斯施をmんだと配定せんに、其の祀主は、紀施を衍ゲ 

ね爲;(:、蒋樂•の果報を受けるでせうか、又その布施は、彼をして天上〔の安樂〕世界に轉生せしむるで 

せうか。J 

正『然う1Tすiも、尊者よ。君主は、典のため(:、m百千の功德を受けるでせう。MJして搬はお^,の迫 
じ^;-5ベAはAXAち5 さいかう1*4Lや-sAt.う さいt:や5しや馋ら&Aも5 し 

-Vな諸天中の最上}Kとなり、焚天中の最高梵iなb、沙門中の最上沙門とな準羅1:中の至上 
汶らえfcらかAち5 さい^ゃ年ナ*か戎 

婆羅門となり、阿羅漢中の最上阿羅漢-Vなるでせう。』 

安樂J世界へ導く手引となるのですね。〔桷11せ.ば〕君主は、人民を，しめて得たt金を、斯紀として 

館八京ず的間答 
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^んで是の如き非常なる名聲と光榮とを享受するのですね0J 

®r趙ょ，齡に，&するこ4 fのIQit?魔し、■い、證rFrlf !す。JL?をPSIJ 
6f£&にt取 ふせ めぐ ひeや5 13ぜA4 よ せ* Ht f— 

遇ふ*>如く、何物でも布施士して惠むものは"非常の慈#密として、世(:^|^:^撕します。对^|よ、 

が網fがlifにょネRfgf fれば、f gg'ril wのgf gてfるfら？ 
s s :と能は<ぅ0が如{、又先天@|:乳^の加を航する_歡が';^(^,1?を^=%^%を_す;|*_{、 



の乘歡なために懋二ん' 配Iてな鑑祺沿rめに,の■火をぼt iたf r如 

繼攀の網1^1;漱郎なるがため、7K:I:も船にも繼されざるが如く：ぶ?:rの寶石の本來梅tる非常なる 

乳によって、SFを頸せしむる^く、逛の餛酽■に黠なる€め、gゃS1Sびす4 

船，す繼すが鲥く、また妃の巧地の’®かにガなるがため、^齡を獸.^^ 

るがH<、对かの銨の繫に繫rがため，sして一ぱいに溢が如く、—山の非 

きがため、Pとして©Jiざるが如く、黯の■に8き容め、！&なるが如く、姑陽の葬 

gく、：^ぎ繫客/るがため、1fその■をSすがiく、王の辦な4功徳によi,、世を 

紙がするが抓く，の街MのS似に歡繼せるがため、齡“夜叉•魔0の尊m恭肥を受くるが如く、 

娜ぼのSIE船Eなるがため、啦ぶ'へきものなきが如く、齡のMく一歡なる淤施は、世の賢者の讚美—、 

るの松配を術し主？。允？sよ、密のgr一お膨siは、ナ千世釈を1じて，®把せられ、^^せら稱 

ゼモぼとなられたのでぁhます。 

さて、ギデ，ぎ;<齡に_ゃる一Sの&■ぁる齡がtのに，何か布施iして' 義へらるべきも 

0A& SS 四P 



阈譁彌蘭陀王陶轭 go二 
ちお yか 

の、與^可らざviもの*>あ^^ますか^ 

正r尊者よ"世1:布施乏して不可ないものが十■あれます。把の十1とは！!く、Hgを阶獻すaこと、 

二：女を布貧するCと，写7RI牛を犯M"すること、$||7不阳の槪勸^知矿することこ 

士、S義を布施するこi、S顧を布施するこ士二ぅf永mをザ於すること、S断を^ぎするこiニャや 

正なる.度#器を布施することであ.〇ます。齡勒よ、取！^把齡い伊Wの斯ぎとして船むこiを^.!^ 

する所であbます。而して若し此等の布施を行ふものU、瓣gにlr般^ねばなりませぬ0_ 

專大王よ、衲は嘉納されなぃ咿施の槪亂をお||ねしたのではあbませぬ。挪fiL、把し斯齡に脂する脱 
の資.格ある人が出席して居る場合|:/布施を惠圭すにノ||^へねばならぬものがありますかと^^ね 

し^©でJ>ゎます。J , 

屯『ぃぃぇ'霧よ、sfのはぁ—せ.ぬ。器がA^ぢ艇れば、囊は影にgする齡 

pf 0^rsu00f 
rf、繼，は■百千^を觳し、pv爵を谿し、繼はsw攀Iら歡 

tパrり纪p卜“トレご* • t -?，IA^kf--£s>_bs^:k、：-JD!L::uff:r!^/aa^v:p^ 



に"斯の乎を』班に?<れ、帮f 3k賢sこと，€lfri}れる一&の一心習' 卽ゃり公認せ4れた，霞蜜；かsifは念 

らませんか〇 J 

王r然ぅです、それは6ります。』 

^§0,K 
斯の齡#をAt;歡し齡邮じたのは，此の理邮による-のであ6ます。それ故{:■彼は耐の人が惠んだものを 

gみ"iのMが&したことを11したのであhiす。ぬるに、九Sよ、陛下は何故に是の如く勝しく、 

層封中のSiなを‘吠三多羅を攻擊ゐそぱしますか。』 

晏齡齡よ‘、yJ-.L歡が斯%しだことを非1するので.はあhi谷ぬ。ただ彼が乞士から其の子女を乞はれ 

たS、歡ぞを取施する槪-^に，制ろ彼^:らを家施しなかつたかを责むるのであ？'*す0』 

其よ.、嫩もし把の费子を穿妒せよとなはれた峙、嫩1yを越iば、P正の行を像したこととなり 

ivせ.ぅ。佩iなれば.乞は仏る.ものは-，何で.も湛まれねばならS■からであり乏す。*K王よ、人あ^'、水 

を敵らせとiんだと&免せんに、若し何人かが食物を節らしましたら"其の人は彼が要求したことを 

度てやつ^4云べ去せうか。J 

王rいいえ、筏渚よ"さ-フi-i*言へませぬ〇人は初めM.bしくれと賴圭れたものを與へてやつてこそ，彼 

が要求したことを爲てやつたi言へます。j 

锵^■矛®問答 四0三 

.，い：：-儀 .,'-i--.i^,i.) 



阈謌彌瞄陀王問馘 四0四 

す〇で、大王よ，芯し璁羅5:が、吹三4羅の射，を獻ひたぃと齡彩したら、齡はgvg射配を谳齡に 

して、14我の酎齡が爲にが慄したり、所されたりす，0抓なことはなく、〔■齡として〕の射鈀 

i言つたら、彼は卽ち其身を施與し喜捨して、決して苦痛を膨せなかつただらぅigひます。 
ばf:\*ゆか々1^: ' : 代いi *泣 ごと ip t <わじつ あ走れ Ihy 

大王よ、恰も料现されたる肉塊の、多くの人に分配されるが如く、又は樹の果實の、數多の鳥の群 

により.て分PI^^-&るるが如<、吹一二多羅Lのがは、紀ガのものに把配1ずきでぁりました0^^な 

m^.sff^, imfr4.fi ^ 

石よ、窗へばダ敗なくして敗，^^しが.^、肌，1^め5j くに'配！f®跟.gTltm戰をも1;き、此 

穀物でも、妒，で气妒f 4、射肌が飯敝でも，聪r、ctでもfでも：Itが前すtのは、_で 

も子でも或は^^でも、11悉く して政桁rしたのでぁ-ます。对赶よ、妃mpt私 

を欲しがり、印京のためには、家でも、資產でも、穀物でも、金でもR-でも、J.でち彼でもI,祀にし 



1 ^ si is1®が内外に有するものは1p：ふも®な 

b,nr齡によ0ては〕^?©截#^すらも、#にぎ||;して\^繫^©,ぞ應ずした0であ§ます® 

"ずは、对葑よ、妒起齡扔の丑、桁『1篆,は、「ヂが|^呪に齠把せねばな&«ことは，锨がデ|:ザひ 

驸むるものを、似呢献-」铽に颭ふるこ-である」iFVt巧是の妃に嘗は妒の—を婆羅内に與 
ff*nMS 加n,*e 位4 あ^かtl>.ら 舍&かれら 

へf:のです。允Phよ"彼が妻子を^羅門に與へたのは、彼等を嫌つたからでもなく、また彼等を見ざ 
tづ 加*^ iix 60卜人^かHら ささ^かAか 

らんとgしたからでもなく、また彼等を邪魔物だと考へたからでもなく"また彼等を支へ得ないと考 
かれ i ふゆ<feい ifiJpi 择クt:^かS*か10' 

へ?2からでもなく、また彼に取つて不儆快なものを除去せんと欲したからでもありませぬ。誰彼か深 
V さぃちixJC す£ さぃちしゃちけん^ぃ^V _:^xr»-5w ぼ^,1r'r%[J^rUル^ば 

仰する一切智の衩物、卽ち一切智渚の知見を體得せんが爲の故に彼の宏大無邊なる亦齓卽ち彼自 

らのH^i'繫SSIJを嘗したのでt主，。fの船に墨は、き若用藏の中に、 

「われ兩兒の！2きにあらす"妃マッディーの僧きにあらす、ただ怫の搜 

挪は钯が挪鄉する船W虻に歉が愛するものを與へしのみ。 

とptた。齧よ、f S、■顔ぎ、kのiし子をして、g©vA"、客に, 

ました。fして！^を脈ふ鋁のために齡まされて、嗽烈なる悲憂が！^•心は熱！、呼吸は逼つて、 

越ょ"為誔靈好、k©r 露ik^L'®mitvri31^、^Q 

餌八章矛盾問答 四S 

【四】巴利語若用藏Iの九の五 

H頌に出づ〇 



m000^0m 祖〇1 

理凼が*:りまず。其の二の理由とは、1I-は’布施の^^を寧bれ去いと：ずふことi Mjには、t0 

子は.彼と共にずの根やかのすvがって！^ fしめんよりも、1に射へたら、維船！^によって' 

何人も把が兒等を、奴僕として支へることは能fsい。槪1肥•でが、槪|¥紀ひ邱すだらぅ。さす 

れば他1^、必ら中や復た自分に戾つて來るに相違ないと安ふことを知つて25たから.です。これ搬W 

乳の子を！f羅1：に施與した二の现由でぉりあす。 

0i 0 

に〕取はれて、杖に凭bす魴つて居る。彼が此の世をお暇するのも锻化いことではあるまい。：^の< 

德は僅少である。撇は到底我が路を奴僕としで支ふることは.衝^1まいといふことを奸つてぼまし‘30 

光Hよ、の，人の九で、WガはガMHぐ' ^对にして$^^ものを、1|亂かの把に"て， 

其の光を粼ひt皿として彼等を用ひることが徹J,去せ*フ炉。』 

王rいい文、勿論それは能きませ-ぬ0』. 

^ > ^0 - - i ^ ^ ^ ^ ^L T ^ ^ 
ith びと 

するごとの能きるも0!1、何人もあ^>ま甘ぬ。 

一? B t、5^hst. cri^ ご」はば—'；,諉二. ミ.；々ふr ぃ七，、_4: 



由があ|••大王よ"轉輪^王の、厚さ四尺"周回は車輪0毂の如 <，光輝あ-且つ美し{，八面 
tA*1i c. tASM それ 0¢ つつ かご なか い そIIさみ i i ^fL 

とも{:善く磨かれたる摩M寶珠は"何Aも3¢を布i:包んで籠の中1:入れ、而して鋏を硏ぐ磨石として 

使用するこiは能—eすまぃ〇大筘よ'世にはgA?も，igi^が妒の姐き、_¥!«:石の^ 
ら <?!£く しA-^5 

等を奴僕として使役し得るものはあ.^ませぬ。 

大王よ，何んもをf羅王のが等を紀見iして、使役し艦はざることに虹ては、纪ほそれ肌！4の配 

由があb±す。大王よ，高5八尺、長さち胴の周も九尺、柔和純白にして敷<く、疋つ纪の射fの三 
かしJtさ.か^'- へ ir しやラし！C ゐ ず***，CTfil/ufsと こさら*ふ^Aoそ.rtJJt*fefc 

箇處に、起水の表帝を示して居る象王、ク•ホーナタは、何人も小皿または扇を以て、芄を蓋ふこと能 

at或はBの如く、其を牛小屋に人るること能は*—が如く、吹fi一多f丑のぞぎもぎた％ 

の能く彼等を奴僕として使役f得るものはあbませぬ。 

大王よ、何人も吹三多羅王の兒等を、奴僕iして奶役し能はざることに齡ては、まだそれ肌！^の!； 

3があ-^ます。大王よ、は、kの粼さも一も艇さも挺.-きれなぃほどです。jbして?!を齡る 
そ ふかTiiか ふ#'の今teA&i そHi ふ鸢 ま六 £f;1^L 

ことも"典の深さをmることも不可能です。そこで何人も其を閉ぢ塞ぎ、又は一の渡し場のやぅに使 
f パ— > いま 冰けAiUかい ごと ひや5か q3flプサン*ラこら a 

用するこiは能き圭せぬ。今をれ、世!JJjから大海の如きものと評價3れて居る吠三多羅王の兒等を奴 
任く し大含 なんぴと で しごと 

僕として使役することは何人-も能きない事業であります。 

大王よ、何人も吠三多羅王の〇-0を、奴僕として使齡し聯はざることに郎ては、|^ほそれ^:;の逆 



親課M做陀王問越 四〇八 
い--' し115A わ5 ヒ-rフヤさAセか31€?ャナ匕今ゐ ジ肀ナ れAずん Aft 

由がぁります。諸山の王、大雪山は、高さ五由句.-周圍三千由句にして、八の連山と、四千の峰ぁり、 
f げんセA ぐfA含よ ところ ％まf f:かぅれ5 さんし咿〇ち t择ふ35 と 

: の源泉にして、大動物の群居する所となb、數多の香料の產出地(:して、數百の魔法草{:常 

み、〔地球の〕中心に雲の如<聳えて短ます。今それ、却邳ょ、肥離から諸1のHVだiialiの断きもの 

iして評愤せられて居ろ吠三多羅王の兒1Tを、奴僕iして使rし，るものは何人もあ，^ませぬ。 
だい*>5 こCと つい _$ Ai い^T りい5 fiちTeTも お！&はなぴ や#*A 

大王ょ、此のJEに就ては"grに又それ以上の理由があります。山のJI上に燃ゆる大花火は、夜蚍の 

開黑の垛合に、遠方から見られます。今それ吹-一t多羅Sjは、W齔のi-に粑いて、歡のSく齡松です。 
な^び1 か. ちよめい 6■と こら ね任く し大含 で 

されば何人も斯く莱名な人の兒離を、奴僕として使役することが能きるもの[i:あbませぬ。 
ぶ tマけ1咨 <ち5 釦 fnガI.Cゆlt-4:さ t含 なんぶ5さ0さつ ふ そ はな か！^き 0いし91びヤナ 

猶ほ大雪III中に於ける那伽樹の花暌く時、軟風mmA吹き初むれば、花の香M11、十乃至十二由句 
\ ^ yn ■ -I VIツサ>クラ? めいせい t ひろ 甘け八 ひぴ ゎね かれ ふくいく せいぎi£5かラ 

〔の廣さ〕に浮動するが如く、吠三多羅王の名聲も亦た廣く世間に響き渡わ、彼が馥郁たる正義の芳香 
ごと <1ッサ.\*ラゎぅ めいせい ま ひろ 甘けA>び ゎね かれ 

さ^ 

は、諸天.阿修羅•伽樓羅•乾園？夜义.Mi刹^i羅1.HI羅Vi,羅iの&鼠を1?撕して、飯鼦の 
Tカニプ决てAいれ す5 K1ジヤナ ひる ^r5 こ ゆAfcASJi か*V*>&ね 4f し 

阿迦尼吒天{:到るまで"数千由句Cの廣さ〕に浮動tます。是の故に何人も"彼の兒等を奴僕士して使 
-K令 5 

役し得るものはありませぬ> 
そ 2iいれ^¢1じジヤIVでA.か そ ちちズ1ッサン*ラか^V'z yAAeふ & 6^ 

而して’大王よ、王子闕梨殿下は、其の父吠三多羅王によつて、「即愛の子ょ、嫌の祖父が、敏羅門‘ 
ul*(^ザft^吃みみ5け A争 かhhix to 由んみか b 

に財wを與へて卿を身請せんとfる時、彼をして一千オンスの黃金を以て#をKひMさしめよ。nff 
みい651 

..8. 3 Ln^r J 



象と' ?百©馬と、J百®半と"一百®'^ゼと，泥び一百オンスの節——をISて、_ギゲ1ずひ處さし 

めよ〇 wispよ、耙し嫩が)1"矿が、树にも術ut-\tE<rたは如^かせf:ci:mの¥T 

られて居ました。之れ則ち彼が其の子を送り出さんとするgの獻衡でぁbます。肥して把デ陽科gp 

は其の敎に隨つて往き、其の祖史に乞はれた咐’ 

「お祖父さま、お父さまが，黃金1千オンスのるものiしてr吧のに！!；^船へました0 

而してまた象一百頭の價ぁるものとして、&的妹〕カンハーデナーをmrへました」 

と吿げました。」 

王よ、S亂Jなる問敵は.く船！^せられ、^1の船べ一中)fにfg5れました。gMt-はg 

發揮なさいました。J 
ぐ*,- “*•*]K V. •.，一• . . * *. 

•. 皆一$に_.て 
-<'*,-‘ - 

属那伽庫那隸者よ-:现の普薩は"みな苦仏齡代を貧たまひましたか、%は撕グ,のみ、11?として 

苦行時代を經たまひましたか0J ぐ - - 
第八車矛盾間答 四0九 



國課彌顢咜王問11 
Kいhう 咨い ほ#つ crや『DSJii t 

饮『大王よ、一切の菩薩が、みな苦行時代を經たまうたのではな， 

を經たまひました。』 

四10 
ゴi ザ ぼ— く芗ゃふ£ 

喬多崾のみ，菩藤iして苦行時代 

t CQ. もしか £!さつttrlrjつ さ5い い せいた5 
王『敢者よ、若し然らば一の菩薩と他の菩薩士に、相異がないと云ふのは、正當ではぁ6ませぬ。』 

江いウラ i さつ れほさつ しゆ 洚今い を しゆい{AIJt多つら 5tf:i 

離『大王よ、一菩藤と他菩薩とには四種の相異があbます。其の四賴とは謂く、〔菩藤练の生れ給へる」 

妒庭の相異と、時代の相異と、壽命の相興と、形贷の相異とです。大王ょ"此等四種の點に於て、1 

赉，と姐菩薩とに相異がぁす。が、然し、諸佛の間には何等の相異もぁbませぬ。卽ち諸佛は、 
し含 お かが お tfnお ち堯 ちからお げ&! 0 お げgちけA 

色{:於いても"戒(:於いても、正定1:於いても"智慧の力に於いても、解脫に於いても、解脫知見に 
お 鉍ゐお にhr^ お ち表 お ぶつだ ち 

於いても、四無提(:於いても、如來の十力(:於いても、六の特殊の赞慧に於いても、佛陀の十四の智 
焱釦 ぶ2 ふwmふ お なAしよぶつ 5 e 

筵に於いても、佛陀の十八不共法U於いても、何等の相異もあうませぬ。何となれば、諸佛は"佛陀 
i くせい ぐいうf:4 てん お み！tことごとどう びやう£*う 

の特性を具有し給ふ點に於いて、皆悉く同一平等であるからです。J 
そんじャ くぎや3C 

王『されど"筇者ょ，蒞し然らば喬多摩菩藤のみ*>"苦行ぁそばしたのは，如何ぃふ理由ですか。」 
ゴi >11:さづ いま ちし含 じゅく i含 ± U しゅっけ 如It<rや5 

離r大王よ、喬多摩菩薩は、未だ赞識の熟せざる時、世を辭し〔て出家し〕たまひました。で、彼が苦行 
な Itsく ちし含 せいじゆく 

を爲されたのは，未熟の智識を成熟せしめんがためでありました。J 
そんじゃ ゴi ► ち31せいC♦く ^ な£&ょ じ 

王『それでは"饽者ょ、a多摩は智雜|成熟せず、菩提成熟せざる1:"何故に世を辭甘られた0ですか‘ 
かh&V 4 

£ J ^y&r - ^ _ 
!■• ちiせ^C,4 

-ny * 
A/iじゆ^■ち A 6^ し硪つけ 

8 D ^ i ^r-1A c ^ U-^K 



迕 IP ® i ¢44 fs Anri i I hv ^ / 4f Mtsti 為 

f『大王よ、凳"薩は、その殿中に於ける婦人等0，揃ひも揃つて"不視律無作法た有耪をなせるを見 

て、それから嫌氣を催心中1:嫌忌^满足の念が起つたのです"而して梁が其を見て心に不滿足w 

念の充ち滿てる時"魔に隨侍せる天人が、今や彼の不滿足の心を驅b立つべき時だi思ひ"空中に顯 

はれてigガんよ、人よ、卿、1する勿れ。これよ6第七日に於いて、一千の輻と、完4無 

颭なるili、鉛^を粘する元の轍！^ Cに妒はるベI。"而Lて对1Kをがき、空牝を淝£~する寶物 

も、齡iって，嫩1:祀鉛すべし。かくて嫩办ciよ--發する辦ゲの言語は、四九洲と、Fび二千の附㈣ 
mとを卽すべけん。航して卿は、千人以上の子4と、敵の觅隊を矿ち破る底の大力姐ある英雄とを持 

こHら しそく しつ|£5 JIIAみゐfl， よ ilrち4を 0Hら 

ち"此等の子Eは、七寶の主なる卿を圃繞して"世を統治せん」i中しました。されど此等の語は、 

恰も長い日に熱して、十分に白熱せる鐡の棒が、彼の耳の穴に入れるが如く、菩薩の耳に盤いたので 

す。，して彼が生來旣に感せる悲歎の心は、天の言辭によつて、一層心痛怖设の情緒を增したのです。 

そは%も炎炎と&えて屈る爐に、奶に巩に新しい薪を投すれば、層一附猛烈に燃ゆるが如く、又かの 
しVAしつ— だいVすで tb< Lt:たみづ ひLつt.P6 はいぜん はいう 

S然に濕氣ある大地の、旣1:草木よb滴る水1:よつて卑錕の地となつて居るのに"若し沛然たる大雨 

が&れば、更に一層、泥濘の地となるが如く、菩藤も亦た旣に〔世の〕悲痛を感じて居られたのに、天 

人のm辭によつて、一£心痛怖畏の情緖を增L給ひました0 

王「されど，餺遨よ、若し天の輪喪が，m七日に7菩藤に現はれたならば、渠は其のため1:"0己の目 

笫八荩矛盾)!!I答 四I 



1彌鎺跎王問銪 四Iこ 
X含rやくTA. 

的よb逆轉したでせうか、いかがでせう0』 

4大王よ"輪寶は、竹|七0<に"菩薩に現はれませんでした。4:せなれば、そは衡の5^が|1?を歌獻 

せんがため1:街げたn時の3嘯言だつたからです。縱ケそれが肌那じたにせよ、1tti犯して〔だ© 
6<て含EilrてなA«いれ5 裊さつffuや5 く 社-^ 

目的を〕抛擲したまふやうなことはあbませぬ。何となれば、大王よ、#藤は、無常•苦•無我の嘗fo' 

を配r落し'を義にgjlJ-s妒IIしてrfたからでti音。_v sは1j 

王『いいえ，敗して其遊ことはあ.^ませぬ。j 

00ffff. 
普羅し"ぎ鬱を繫いて，六fのralに、霧• t觀参氣にrる瓣惹と？船ひま 

した〇蟛るに、对汜ょ、船虻v衡£の獻の姒に、myimいgふゃうなことがぁ1せう 
さ 

3:『いいえ、潭者よ、然ういふことはあらますまい〇』 

坊『大王よ，縱令大地は、其の諸峰紀び諸船虹とmciglすることぁ^'とも、船Hal邮1r,ゲ獻m 

000 i ^ ^ s- L ,i V.F ^ I % ^ p •) ,s - _ l-' i h ,) i, f - 3 rt- ^ ^ ^ i %• 



に於ける丸め如く、肅{るこiA” ifるも-而も菩藤はf銮aJ、：遽迷しないで，逆轉し鍩ふや 

うなこiuあ4ませぬ。縱令諸山の5Jる須彌山U、魏百千の斷打に分俄するこiあなとするも、而 

も菩薩は正等登に速违しないで、逆轉！給ふやうなことはあbませぬ。縱令日月は諸M4共u" h塊 

の如く地上に落つることありとも，而も#!薩は正第恐に逑速しないで1逆轉L給ふやうなことはあb 

ませぬ。縱令、旗き天の嗷物の如く捲かるることあbとも、而も菩薩は正等赍に逮速しないで、逆轉 

f給ふやラなことはありませぬ。何故なれば一TJ一切の繫縛を遠離し給うたからであ6ます。J 

王『尊者よ、世に幾何、の繫鲱があゎますか。j 

坊『大王よ、世に人を縛して邸家せしめt且つ人を逆轉せしむる十秫の1mがあります。kの十種の 
^ frA Uいわ5 はは けliく そ ちち fま こど& しん¥ 

繫縛-^は何であるか。大王よ、母は独往にして酸縛です、而して父も逢も子供も、親戚も、朋友も、 

富も-安樂な收入も、首長たることも，及び五欲も、世間に於ける繫縛です。大王よ、此等は世間普 

通の繫縛にして，人はそのために縛せられて、世を辭せす"又逆，稼せしめられます。而薩は此等 

そACや t ナさつ ここ^け/LAAじ9.うぬこ ちい1 かくい1(:ゆく と^XA ft しゆつ& 

王r#者よ、若し菩藤の心1:嫌厭9情起り、f?未だ熟せt®禾だ熟せざる時、天の語(:よbT出離 
&ぐ い.fiL-なAZ5 ち ii ザ cbtt! 

を志求せらるとせば、今まIf爲された苦行に何の功があbます炉。知：：を熟する1:至らしめたのは、一 

(■喫飯Cの功〕6:四6TTはありません炉。』 

第A寒孑爵网答 四一三 



興踝彌mte丑叫經 四5 
せ HA かろ St かAが みさげ けA-tt の©し 

#『大王よ"世聞から輕んせられ，賤められ"恥辱なりと考へられ"見下られ"諏貴せられ、駡られ、 
あい ! / 飞の i s なん いは をつと ふじAちから s f^9. 1 

愛されない者が十種あ5ます其十種とは何であるか。謂く、夫なき婦人、力なき^、朋友なき者， 

多食漢、P名春の家庭に住する者、罪人の友たる#、財配を^iしたる#衍傲の雛しき齡、祗齡" 
S© 6 くT:令 %© すなaせけAいやLかる ぷじょく みさげ けんせ含 

き者、目的なき若、これ則ち世則から賤められ、輕んせられ、侮辱せられ、見下られ、ルせられ、 
あい しゆ ひとびと だい.¢5 はさ〇 .£れ しよくげふ ％ くて争 めeし あい しゆ fTfrい.C5 fjさゥ れれ しよくげふ 1]? 

罵られ，愛されない十種の人人であります。大王よ、菩薩が、「我は、職業なく、目的なきもQとし 

て，^^ボ繼を^?て"^鐵1;*讓が|.1篇祖を_^|し^獻® 
% <hA*lAおr>f:i これら し咿 ことがら f 由-J b5 

なるべし」と云ふ觀念を起し給うたのは、此缲〔十種の〕事柄を憶ひ起されたからであります。大王よ， 
ほ3つ そsち^せいじゅく iき こ©せいしA&ク くrや5 おこfef:氣 

菩薩は、其智慧を成熟せしむる時、此精神を以て苦行を行ひ給うたのであります。』 

Hf『想进ょ，菩薩は苦行{:從事！給ひつつS5"&「孤し&あ行は、f通のA?の加を齓iする!^^:継 
t:ふとか ゼいf-5 ち表 しT のntちょく じつげん は^'tiふ iffv*iyや5 ち 

ち笾く且つ芷當なる智戬——ょり生中る、特殊の能力を•奴現する方法ではない。普提を成するの道 

は、まだ他にぁるだらうか」i獨語し給ひました。されば妒の蜓、普jiu、〔l&を齡，する〕mに魟て， 
そ こ*J5こんな5f-4 

其の心を困惱せられ給うたでせうか。』 

•> . 雄r大王よ"C,世に〕人心を弱め-心をして諸_を盡5んiの正定三昧に住するgtざらしむるもの 

二十五秫ぁ〇ます。其の二十五法とは何でぁるかiならば、齡款配•僞歡.がか•齡か•鉛g 

■?!^,ンは^^一く ほ^ほはばに-^ —U : し啫今み：泛含，gセ 



hitAt>UA i,M- c^ 9^/ 
び不滴足、これ則ら人心を弱め、諸漏をiさんとの正定三味を鈍からしむs二寸五®法であbます'- 

大王よ"f等二十五法のうち"菩薩の身體を襲うたのは，飢i黻i®二配でした。身^敗1:襲Uれま 

したから、心もMrつて捕へられ，正しくisi漏の滅盡に專心なることが服きなかつたのであbます。 
ii(l*£ラ;if3r- く*>こむりや1こふ あ6だしや3か しAか しやいb5かい t，5t:4ii 

さて"大王よ"菩薩は、過去無S劫の聞、生を代へ身を代へて、四歡諦の了解に從事f給ひました。 
しゅうれいftう炉い Lや5 かれ 3いご しや5 こ人Cや5 よ ぶつく.CAAじ¢5 みち くb八 ここ方なんら 

されば四聖諦の了解を生するmが最後の注たる今生この世で、〔佛果圓成の〕道に關して、心1:何等か 
こAな5 大II中 このゆ表 法—つ ここSぶつだ ち最#:いft-?なAらt-は号ほふ 

の困惱のあb得やう筈はあbませぬ。是故に菩薩の心には、「佛陀の知：：慧に逮達する何等か他の方法 

がありはしまいか」など云ふ考は毛頭起bませんでした。大王よ、菩藤は，それ以前旣に生後僅かに 

ーヶ月にして、其の父、釋迦が耕作に從褀して居ました時、間浮樹の冷しい木蔭のM舍に1gかれ，結 

跏趺坐して永へに一切の世慾を斷じ、一切の蔘善法を遠離して，有尋•ず伺生毐樂の狀態、卽ち礼 

禪に入り，次に11禪•三禪•四禪に入り給ひましたこ 
LA13ゆ .^さつ crやa ち A せい eAt:や わねし &ifワ とは j W 

王『善哉、尊渚よ、脫は御說の通bl:信受いたします。菩薩が苦行あそばしましたのは"其の贺麓の成 
じゆ 

熟せられるまでのこiであbましたij 

|iは顆ょりも聪し 

ナ1ガセーナそAuや ヂA t いづh*% rJL 

王『那伽犀那隸者よ、善と惡とは、孰がより强いですか- 

猫八尨矛iff間茶 四！£ 
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生きながら代もて刺し殺され、或は劍をy&て疏^,紳ねられます。ぎして槪1^の配制は一矿亂を船して、 

ら罪せられます。が，彼等は皆现见の世系に把りては、pが^:な制船をぞくるのです。把都ょ、一M 

報として〕f名聲•又は幸福を享樂したものがあbますか、〔一：^もありますまい.nまたのせ肘酌 
あ各ひ夺い5rTt;t命Aし& びと 0 i t ^ ， 

をなし、或は齋Hの行持を遵守せ〇人にして、此の世で、把の見费をぞけ/:ものがありますい。』 

A にA 

er^ n^y u* IV '^J- ) Lrfc j_■ o 0 

阙課彌蹦陀：土問鋰 g 一u 
旗『把较ょ、1^配く’駅は酎<ぁ卩ませぬ。』 



l「f者諸誰fすかt』 
fsi'r>^'—'JfK^tp ¢40ニ ミ れう (忙】寸 t デ，，-t ナれ $ * Ays> s? ^ ?f *,1-んし-p 

餘rそ+滿陀多王i" 尼彌王i、 沙提那王と、音樂家俱智那の四人者です*>』 

王「想表よ、此は我等の货見する能はざる"數千年前s出來事です。で、若 

し能きる事なら、世#の時代に起つた、若干の赏例を煨げて下さい0 

筇『大王ょ、今この時代に在りては、奴僕紛那迦は、長老•舍%弗に，一免 
く ¢5 い& す*i；ふがか.&けALく.V いま か.e プ；>ナAす*$がか9 

の供養を惣んで、卽日"出納掛の顯職を得、而して今や彼は紛那迦出納掛 

として、世の中に知られてeます。又かのg齡波羅の畑115は、貧窮な一農 

夫の女な-しが、其頭髮を三十二錢に貞其を以て、長老i摩訶迦多 

延那、及び被が七人の仲間U一食の供獲をなして、卽日(一一)優搪那赶の軋 

一妃となりました。Xかの優婆夷こ-一芻羅亂は、病僧の爲に、彼女の股の 
PC さ とflく六$ 4i いLS よくじつ その含铲 へいそく ひ 

肉を割き取り、肉湯を立てて入れました。而も翌日a其股の傷が閉寒！皮 

ずンダ—# 
jf 五】MarsdMEt* 

1六3 P 
サーT才 

J七】ssiE-p 
グ？vナiァ 

1八】 Gultir■_ 
ゴ1.パ—ラ 

t九 J GCP5.r 
マハー办ブチヤ--ヤナ 

【一01sllirKticciyanll- 

rlQud, 
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n1サラ t 一 0^slsu 
ス-wナ 【一s x;II;nEur 

エーヵ■サt女力 

B Kka Epp'tp 

><1::Inig VA.や かゆ せそん せ It^ueITf £!い 

谪も出來ました。又かの皇后 麼梨迦は、前夜の粥を世翁に施與して、卽日i、喬薩羅王のm一皇 

梪とな^'ました。又かの華蔓製造人末那は、世#に八束の素馨の花を獻上して、卽口大いに繁 
せい み ^ ^ 6A <H{)HIJ5Iナ—夕45 戈そ4 ころもせ^* だいじん い 

盛の身iなbました。又fi1の婆羅^;〒翳迦蹉多は、世#S:衣を施興したのみで、卽：：！、大臣の一椅 

子を得ました。太王ょ、此等は皆その世{:生存中に、當又は光榮を享受！た人人でぁ，ります。』 



_課彌磡陀王問餸 
そんじや あたれ 

王『では、尊卷よ、貴衲は、探し眾めて、此の六個の摁合のみを見gしたのですか。』 
だいV 

撺『然うです、大王よ。J 

ぐAじA 

いふことを御聞き及びですかIJ 
Cい？ 

萬はい"聞きiした"大王よ。j 

4や t X つ4 X あく X. な bた」 ：ち 

王『では"尊者よ、惡の方が善よ6も强く"善は惡よりも弱わいのです。阿せなれば、设は 一H1の中 
い**&ザ そ Cみあがな r^/ ス t 35i. iiA 

に、生き乍ら殺されて某の罪を賴ふものが、十人もあるのを見たからです。而tて〔菜したら〕三十人 

でも四十人でも乃至百人でも千人でもあるでせう。然かのみならす、5g^よ、^てせ 

る軍人に、跋陀露羅—ふもQSて、彼は繁して、g爭J1撕みました。1してk 

亂心して、戰場を躍-®はった。EmそQssiによ-^gされて？：ったとfKふ 
こ ゆ袅 4Aじ！？-fsfiLあくu.5 VAつよ い そ tんじ中 

力らであります是の故に敢畓よ"私は「惡の方が善よbも强い」と云ふのです。而して、饮渚よ、 
あな?:ゴ1タマJSつffi*__ *5か/.;さい ふせ なか 1TJサ，»>? ぞS ふir 

貴衲は〔喬多摩佛陀の時より已來〕一切の布施の中で、喬藤羅王の行へS布施に雙ぶベき&のはない- 

属されく靈ょ、f は、ぎin?き％▼の装iを8f、irrて、〔rfi 

の結果として〕富炉、光榮か、又ii幸福&を受けられましたか。j 



大，受けませんでLた'"』 

王rだから、歡紫に紀いては，账l:f黯の别•か■よbも^い®ですJ 

隸『対Kよ'顆は纪の^膨71|^のため|:，那漱!;ぽぇが-^±す0が，§-は^のポ.偉大なるがため，鴻 
*7 な炉CAAえラ こ こ-^ い4¢.もつ 0 t 

え失せるには長い時聞を耍します。此の事は、隱喩を以て"今一fi吟味し 

〔舞にし〕ませう。禁よ，一別のSレ、けるiクムダパンデイカ！ 
f? 一 3の飯観は、そが靈にSiいてM,.のSに歡，れるので、§ 

^TTVTTデ心^|[1|1 【| 七一wunludablek a. 
【l&K'ssalu. 

.サ〆といふ名を得て 

15去すが、おtiそが齡船-rctoまでは五ケ私所?;ハケルを奶します。で、大王よ、クムダバンディカー 
こ)6さ5い くべつ fc A 

と米との相異•區別は何ですか。j 
そんじ& れつと5しよくぶつf:か、—し！ぶつ こめ*>.5*Lよく^一く©Hir 

玉『尊漭よ、1は劣等の植物で"他は高等植物です。米は王の食卓(:上b、クムタハンティカーは奴# 
t- t±<&0 

奴隸等の食物となるのです"』 

もf Sの域く、iはkのぎS系のために雲に阶ぇfrの® 
か Ir&f5い*X, な^CかA大ぅ 

商偉大なるがため、消え失せるiでには長い時間を要します。J 

免».-Aく ％111 そW**つよ そんじヤ せんぢ-Pラ Iつとじんtく そ £含七^ 

の故に惡は费よbも一層强いものでなければなせぬ。#渚よ、戰場にては、最も迅速に其の腋下 

,sれ备組i-fれるをく、kかの■を懇にrずて、やすこ-Sr 
第八瑱手.t問衿 SM九 
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g課镧瞄陀壬W鎪 四二0 

隸『九fnょ、！T惡兩者吖彫钯は、艽の肜に1?いてilにされるのです 
よf:tlちあ令ら 

ぜんあぐりや3しや clluM*' 
於く そ 『み こん^や5 

。が、惡は其の罪のために、今生 
r./1a / >いにふへ ，シャット”ャぞくすなはと雩ちしゃ せいぶ0 こる -WAびと ran 

この世で直に明*にされます古昔の剎帝刺族卽ち統治者は、「來晰を殺したものは、性んでも凯に 
しょ あた と 

處し，與へられざるものを取つたもの、邪經を行ぅたもの，嘯をついたもの、村んを齡せるもの、 

賊をなせるもの，ik僞齔颭を衍”た筘は齓せらるべしJ iいふ11叙しました。矿して歉船も妒 

り調べた結m<に隨ヴて、粑肥を方し、それぞれの谳を叫し鰣しました。されど、把Siょ1虻に妒矿を 

惠んだもの、戒法を穿つたもの、齋日の行持をなせるもの等には、富を與へ、名#を與ふべしと_|ゴふ 
»ふ.H■い せ6*てぃ ぞ *f た4h,ら i u& Ef'J.* ぁ4^1 f.Jt TtT & 4■4r:4H_VJ. i し cb あ^か^る^5 时ちA6ひLfjl 

法令を制定したものがぁゎますか9而して又彼等を取り調Vて、恰も泥楸を笞ぅち或は縛ばるが如く、 
凄！T.お，/ Iみdbt-:めいよ あれ 

それぞれ相應に富を與へ名擧を與へますか。J 
いれ 

王rいいえ、其#ことは致しませS。』 
ff-^h5 备«J..IT* ^*,L_ 逢i: .よ^含‘> ..i ^ 

されば、大王ょ，若し然ぅいふEt;したら、發も亦/2此の世で、明£(::せられるでせぅ。^、t.fe 



而Lて，九？よ、これ善は次0^3一で， '多'-—®果報を受けs ® 辱S/J世では明かにならない®で血 

に、惡は此の世で明かにせられる理由であす。是の故[:善が惡よりも遙U强丸有力なるこiti， 

業報の將來する破滅によつて明ります。』 

王SE哉、#者よ、贵衲の如き賢哲によつてのみ、此の闽難な問題は解決されるのです。筏若よ、设衲 

は脫が世間的意義に於ぃて提出した問題を、出世_的意義にょって明かになさぃました。』 

死人の供養に就て 
貪Iがセ纟ナそんD-P6ろ6るせしゆ その；せ めぐ 1含 こ ふせ 

王r那伽單那#者よ、諸の施主は其布施を惠む時、「此の布施が、 これこれの御刹益があるやうに」と 

言つて、特に其皿先(:獻納致します。さて其死人は、此のぎ施から，何等かの御利益を得ますか。j 

銪『大王ょ、或者は利益を得ますが，或者は得ませぬ0J 

王『では、尊者ょ、誰が利益を得、誰が利益を得ないのですかM 

竦r大王よ、地獄に轉生せSものは〔刹益を〕得ませぬ*また天上に再生せるものと、嘔吐物を喰べて 

生活する锇鬼•飢灸纪つ渴せる餓鬼•渴のために瘦せ衰へてる饿鬼、fの三稲の®鬼は〔却系を〕得ませ 

ぬ。が"他の布施によつて生活するものと"德念を冇するものとは〔刹益を〕得ます。』 

王r然らば"尊者よ、彼第が利益を得なければ、施主の®む%施は，無駄(:なb無結果に了りますね。』 

笫八3S矛盾刑答 四二 



R譯锎蘭陀王网經 lmニニ 

饵『いいえ、大王ょ、それti無駆でもなく、無結果でもなく、施4^自ら其の利益となるのです。J 
Aくじや じつれい あ わねI t ふ 

乎rでは、#教よ、實例を擧げて、脫を說き伏せられよ。』 
だいf>う ひi 

a『大王よ、人あI 
5を1-くさげめしく.CLfcどeゆAh! 4のし^せ旮 かてい U5もん かてS 

傲•肉•酒•飯.m子等を準備し携へて"乳親戚の家庭を訪問したi假定せんに， 

茬し先方が其進物を受納しなかつたならば，K進物は全く無駄なもので"無結果1:なbませぅかM 
f-人じゃ しん6つ 芒 しょ*:しゃ かへ 

王『いいえ、尊渚ょ、進物は其の所持渚に還6ます0 

彷『大王ょ"施主も亦た是の如く、彼等0ら其の刹益を泼〇まT◊大王ょ、人ぁ\一の%、の院に這入 
かてい も*しやうceち ％!&>かftで J 

つたと假定せんに、若し其の正面に出aがなければ、如何にして彼は出て來ませうか。j 
は6 くち で き 

W『もと這入つた口から出て來ます。』 

域『大王よ，施主も亦た是の如く、彼等自ら1益を得ますOJ 

王『尊渚よ，では、それは然うとして置きませう。御說御道理ですから，睽は御説の通6信受いたし 

す。我曹は贵納の議論に盾つきは致しませぬ。が、#遨よ、荇し施主の惠む布施が、死人の或若を!： 

益し，1つ被等は布施の結果を收めますならば、生物を殺し、血を飲む底の殘酷な心を冇To人 

殺人罪を犯し"或は他をして戰慄せしむべき〔£行をなして"「我がfの行爲の結果をして"死せるi 

先に受け取らしめょ」L4mつて、死人1:獻納しましf:ら"其の結銀は彼第(:感應するでせぅかこ 

ひ.1 f i 力 



いい文、大王-v 

主r?れど、f 1ょ、警業の結菜は彼等r-M跑し— !毋冰®，vれは威^し-^い®U，挪%なる%！;卽，K碑 

なる道理ですか。』 

mT大主よ、こは赏に問はるべき問題ではありませぬ。大王よ、答を得やうと云ふお考ならば、iti麼奠 

7Tあし 

いか、人や烏は何故に雨足で、動物f何故u四足であるかとでも御問ひ遊ばす所存でせう。j 

王『尊渚よ、睽は問題を提起して、负衲をkらせ、i?犯なili-s5せやうといふではあbませぬ’ 

唯疑惑を空除せんがためにおiねするのです。SIよ、iluはきのWや、綁祗酽.のMが！^ま 

す。&が庇のiipザIHCI!したのは、「收等の？^な犯ぎは、に敷Sする1i齡を妒ち妒iぃかし1? 

へたからのことです〇』 
It:い£*5%ilふ それ 为こな 444 しよ51ひと，ぶん1*い 9 びと す&fr5 

律『大王よ、惡業は，典を行は中、又は承諾しない人に、分配され得るもの.ではあbませぬ。人は水道 

によって、長い距離から、水を連ぶこiが能fsす。が、紀等はm齡の!；齡によって、配いgの鮮き 

な山を移すことが能きませうかO j 
&ちろA で 

HiTいいえ、勿論それは能きませぬ。』 

つ て八くね おな みづつTAくわ で 

油を注いでてランプに點火しますが、同じランプに"水を注いで點火することが能きませうか。』 

饬八窣矛爵間答 四11三 



國課彌m陀王間經 

王『いいえ"勿論できませぬ"』 

四二四 

£一あ6 ± ごと VA/J ふjsAflw 

雄『大王よ、今それ業の場合も亦た是の如く、善業の分配は能きますが、惡業のそれは能きませぬ。大 

丑よ、1ii<(i、3t-の歡物を成熟せしめんがため"貯水池から水を引くことは能きますが"彼;1同樣の 
fvT*- 5み みづひ で 

目的のために"海から水を引くことが能きませうか。J 

王『いいえ、勿論できませぬ。』 

球『是の如く、大1よ、善業の分配は能きますが、惡業の分配は能きませぬ。J 

王『されど、翁者よ、そは何故なるか、道Mを以て朕を說き伏せて下さい。脸はWHでもなく"不注意 

でもありませんから、—拜聽すれば、曾得することが能きます。』 

律『大Mよ"惡は劣-?ですが、善は優大であります。劣小なる惡は行爲漭のみに影趣し"優大なる善は 
にんげんて人(5¢. 5ぜんサかい おほ 

人問天上の全世界を裰ひます。J 

王『翁者よ、比喩を以て、〔此の理を〕明かにして下さい0j 

饮『大王よ，微少なる1滴の水が、大地に滴つたi假定せんに"其の水は十由句乃至十二由甸の廣さに 

流れるでせぅか。』 

王『勿論流れませぬ0其の水は1滴つた地面の1點を濕ほすだけです。J 



Srされど、大王よ，そは如何いふ理由ですか。』 

ir，てはほん® I滴®水であ5か4であ今ます8 J 

餘『大王ょ"惡も亦た逛0如く、極めて徼小なも0です。而して其は,小なるの故を以て"伊爲齡のみ 

に影盤し，他に九配することは能きませぬ。されど，大王よ-纪し大きな雨雲がtり、地gの犯面を 
Uぞゾ： f % ^ みづ1TY は5めAお技 

滿足せしむるだけの雨を降らしたら、その水は凡ての方面をMふでせうか。j 

> e t $ wloヤナ frtジヤナ ひろ おは 

す。而して焚の水は十由句も十二ttl'旬もの廣さを殽ふでせう。J 
Cいb5 

饮『されど、大王よ，そは如何いふ理由ですか。』 
$ おK 

主rrii雨が大きいからです〇 j 
い々 vみ ^ a t ごと feft そ*, だIf'*f5 e*&つ ぜA PACA あひ^ぶん找い 

你『大王よ、善も亦た是の如く大きいです。面して其の大置なるの故を以て、善は人天の間に分配され 
07 

得るのであbます0J 

主r_よ、gは一組uぎ！g く |?で|、|%な#|に|?靖<黠ですか。』 

み，IVIIなf PS 似 Qps て、ke.glf し、K^llは^_p 

す。wせば"大王よ"一方には淸水涵きmtiで、他方には把の水流れ出づる、，队衝明の水ぁる1のや 

うなものです。卽ち一方から流れ出づれば，他方から傾き出すのですから、決して涸渴するこiはあ 

銥八車矛辟問答 四二五 



國譯瑚M陀王問經 
VA4 かく ごと いよいよまTますゆnか 

四二六 
Kいれラ ひと »1Aあひ^ か^b 

bませぬ。善も亦た是の如く愈愈益益mになるのです。大王よ、若し人あb、一}a年の聞でも"彼が 

行ふ所の善の如德を他人に讓り渡さんとするものは、把が讓り渡せば譲り®すほど、其の善は成長 

而して彼が讓り渡さんi欲する人に其の善功徳を分配することが能5ます。大王よ、これ〔善惡二者 

のうちで〕何故に善が〔惡よりも〕よb大きいかiいふ理由であります。 

大Lよ、惡を爲すものは、〔其の心：一悔恨の情を以て滿されます0 &してがに齡肥の1がるものはr 

〔其の爲せる所の惡.の想より〕脫するを得t無理に仰むいて、顚微し"〔が-'L;〕平安な配へ悲み、 

S惱の焰を〕燃やし、希望を抛挪し、D兀氣を〕消耗し，神氣m良よ6配はるる能はt宛然憂1のた 

めに捕へられたやうなものです*大王よ，大きな洲あり、枯涡せる河屯に落ちた1滴の水は、瞬時も 

溜つて居らず、直ちに其の落ちた地點に於いて移み盡さるるが如〆、、齡を作せるんもぎた紀1の情.L 

征服せられ、心に悔恨の情滿ち充つるが故に、己が爲せる卵の馬のi,よ〇肥するを得t に!：'む 

いて顚裰I、〔心に〕平安なく、憂へ惕み、〔胸に煩惱の炤を〕%やし、希載を失ひ、〔S氣を〕沏略して、 

嫩氣のm喪よb救はるる能はt宛然、見愁めために呑み#されたやうになるのです。大王よ，これ 

惡の劣小なる所以であります。_ 

王r善哉"#溝よ、御說齓に齓道mです*階が御歉のlbに獻斅いたしiす。』 



夢に就て 

ナ|ガセーナそんCや Z I ^ だんし ぢ1Lよ ゆめ bる ゆめ かつ み くわん ゆ|> 

王『那伽嵫那尊者ょ"此の世|:於ける男子も女子も、善き夢、また惡き夢、#て見たものに關する夢" 
かつ み <.^A ゆめ かつ みづかLこと くわAゆめ かつ みづかし 

曾て見/:こともないものに腿する夢、曾て自4爲た事に關する夢、曾て自ら爲た «ないものに 
z< 

關 

する夢"m前にある近いs:iする夢、遠隔の地にあるものに蹦する夢、稀Mの形、様様の色の夢な 

どを見ます。一體、人が涉と稱するものの正體は何であb、夢を見るものは何人ですか0 

钕r大王よ—渉といふものは心意.の徭路に近づき來る暗示です。而して〔下記〕六稀の人が夢を見ます。 
卽ちSI鉍の氣分の人は夢を見、H膽汁質の人は夢を見，Q5蛾性の人は夢を見、S天人の感化によb 

て夢を見、5彼，：：Iらの贺惯の感化によつて夢を見、S前兆の狀態に於いて夢を見ます。大王よ、是等 

の5ち"前兆の狀態に於いて兒る夢U眞實で、他は皆^i妄であbます。』 

王r尊者よ、前兆の狀態にがいて夢を^るiaM體怀をいふのですか。ぎち、そのM阳を11すため， 

1S自らの心を派遣し送<り出すのですか。又は其の人のがの徑路に隨つて、前兆自らが现はれ來るので 

すか。或は'何人かが彼に其の'事を話すの'ですか。』 

律『大王よ、搬龄ヴのが一、鍁兆を擗f射くのでもなく、^Iんかが鍁欺3:を！|すのでもなく、gif. 

第八窣矛盾間答 四二七 



國譯彌幽咜王閗經 
さfr14 土 t/;なん^と そめ大ぃしや51:3 A 

四二八 
かがみまへ 

なく、K船される||それ£€、ぎからかSiがK船*IのSぶirで穸きiるのです。j 

するだらぅ」といふことを知るのですかJ 

雄『ぃぃぇ、禁ょ、kの雕じSぎr?はt4ぬ。〔IIに〕黯がiはれた£で、kの辦I 

た人*>、之を他人に話します。すると，其を聞いたものが、翦の^味を說明するのです0』 

王rでは、#1ょ"^r脫のために比喻を擧げて、其を說明して下さい0J 

尊r磬ょ、そはがP®に露って'がifか，Eす裏"ぎrか'?^をkふ 
か、讚められるか、謗られるか、樂なるか苦なるかを表示する、丘1(腿物)1は！^のぼき出Jのや 

ぅなものです。大王ょ、其の場合に於ぃて、彼の丘疹は、「我等は祀く撕く然か然沪の，妒事を阶t-艇 

すのだ」といふことを知つて"〔人の摺上に〕现はれ來るのですか0.1 
そAC-Pげつ 1Tj e し*Pぶつ で#泛しi <bA せA.35か 

乐『いい1、尊者ょ，決して然ぅではあ6ませぬ0:^其の肫物の出來た場處[:關しては,占相家 
それ く.c<5 か i LeけつくbaAfrA 

其を觀察して、「斯く斯く然沪然かの結果1:なるだらぅ」といふ判斷を下すのです。J 
聲 T«め み 货&*t$ かかLe 1CAVAV そ 

懷r大王よ、をれi同樣1:，夢を見た同じ心意が，「斯くIrf{妙1か然か©安蚤なる"?f<(i怖るべき 

-> i 



果を伴ふだら5」iいふこiを知るのでは*めbませ〇。其の；}削兆3>『_夢に〕現はゎてから、之を他人に 

識せば"r於が^:0r妒を|:«喊じ：1恕哪するのです"』 

王rでは,;IIよ，A?^^るSは，fめて&るのですか' 聯つて&る®でU 
r气姑起よ、firめて！5るのでもなく、财つて^5るのでもあれませぬ。人の!!■眠が輕くな而も未だ十 

VLかX令 

ひと すゐみA T 

人の睡 
ゆめ み f V *L*,S I Idそ す。みAか4い ちラかんね2み ilいわ3 ►ぶ-bゆK 

<ルにぎ說的にならない時、卽ち斯の〔睡眠と覺醒との〕中WJに於いて夢を見るのです大王よ人か熟 
r & と令 炉Pic^laj ぼAか#や5 かへ かく ごi と， こ .… >ろは^& 

Mする時は、彼の心は其の本家鄕i:還つたのです。是の如くにして閉ぢ込められた心は働きませぬ 
t t く 3つど ittlliこ*〇ぞんあく し1TA.%く し^め ^T— f: 

而して乱動をmlまれた心は善—惡を知らず、善惡を知らないものは夢を見ることは能きませぬ是の故 
>む み そ ここ-* infe b I含fflr*わ5 も5ろ5»八こく tA くわラA9-ラ 

に夢を見るのは、其9心が鰂いて居る時です〇大王よ、0鱧•關黑にして、〔一點の〕光明なければ， 

】 と 一i あ> な/Lら く*>づど5 ，/^ そ くbct嘐 こ Is ^~A?V L ぜ Mfcく 

閉め鎖ざされたm1合t:は"〔何等の〕活動も致しませぬ。而して活動しない心は"善惡を知らず、善惡 
し ゆめ^fe ssi ゆめみt.'ここるa 4:ら ゐ 

を.bらざるものは、夢を見ることはあb去せぬ。何せなれば、人が恭を.見るのは，其の心の働いてnj 

るfでtからでぁ！す。齧ょ，#をgr、厭を爵とし、黯：1どて藍^^ 

纪た、把赶よ、起齡の啦mは、_に鄉さるれば、Pられざるが如く、沿その光線は縱令ぁつても"霧 
11^ ¥ b fxsii <nv せAi ね*r みや9AAMく 1こ.*そ 鸢よラ あら 

を！iして起を，ぐること能はざるが如く，又その光線は、光明なき〔間黑の〕處にては、其の作用を現 

の；！甜ifirvあ^nませぬ。配して%かなぃ心はぎ惡を知らす、善惡を知らざるものは、#見ることはぁ 

薛/\$铲犄問答 四一一丸 



阐辟镅齟陀王問糎 

1せぬ。何せなれば人が配を把るのは、&のがが既斷いて！5るSでぁるからです。装よ，射ぎを 

? ppaf{ ^s§f^k sfli si^L 

T, ?> mfM0 ii5'^^T. iy CJ- t V h- 

ft ^ffms 
!s。大王よ、開け齡しで、gfまで‘み！gしなき；^は磬gに配くることなきが抓く、起 

に達す4f見出すこiG能きなぃゃぅに、靨せるがは黏の巧向V，れ卷s。fのgに 
银醒せる人は夢を見ないのであります。1 

王rllょ、M,は“ .Pぁiiすか。j 

雄『あります、大王よ。』 

王rでは、霧ょ’漱一s、SI叫，311(じすか。j 

10T4X ff^lpf 

る，これ_既^初です。||き齡^!1み0皆は：本、^ごは1^^^,^5、』、^軺，:..^^.:3**。2晤/ 



中一 
C T - * ^ i,' f A ^ t * FI l HFW.4T づt^l T & *o.-<* 1 pv ii 1 气* l> *v •-/! 

*次に心が其れ自ら®本家_に入つた時、これ卽ち腌厭幻大王ょ，人が夢見」 

のは、腿眠の中、卽ち猿眠りの狀態にある時です。大王ょ，人が信念を確立し、菩提に於ぃて動搖せ 

す、坻想を〔一點に〕集注して.：Eら制し、〔生存〕競箏の音沙汰なき深山に沈み、靈妙な問題の解決に沒 

頭すれば、彼は極めて寂靜平安にして、其の問題の意義に通することを得るが如く、人は集注力あり， 

睡眠-も落ちす、而も莅伤として猿眠が狀態にある時、夢を夢見るのです。是の故に、大王ょ、〔生存〕 

競爭の音沙汰は、赍醒狀態1:常り、幽靜なる山は、猿眠れに當るのです。而して人は、〔生存〕競爭の 

音沙汰を避けて,熟帷に落ちす、中間の狀&にぁる時、靈妙なる問題の意義に！^達するが如<"覺醒 

せる人が、陲に落ちす、而も昏皆として猿眠の狀態にある時夢をMるのであもます。』 

王『善哉、尊者よ、脫は歡說の船-i:fii或いたします。』 

非時の死に就て 

裏那伽犀那尊者よ、衆生の死するのは、皆悉く時至つて死するのですか、また或者は〔時至らざる 

に〕非時の死を遂ぐるのですか。』 

彷『大王よ"世には時至つて死する者もあ，〇、〔時至らざるに〕非時の死を遂ぐる者もあります0J 
そAtf かれら と今いt4 L かれら #' P 

王『然らば、尊者ょ、彼等の中で誰が時至つ1:死し、被等の中で誰が非時の死を遂ぐるのですかこ 

第八章矛盾問答 四三一 

-.4,:l.:-:c 〆：,..、VJ??^t"!皆：？. Js^s^l德：-い請 s^-l!1^^!尚；^ 



興譯彌繭陀丑問&!四三こ 

^0^ 0yt^f 
るのと、成熟しないで落ちるのiあるのを御覽になつたこiがあbますか0』 

王fはい%あbます0』 

n-『では、大ポよ、擗酽の纪ちる船笟は、傲^"く 1Mって妃ちますか，それとも、S船は政靼らざ 

る|:〕非時に落ちますか0』 

w「尊渚よ"其の落つるや、#<成熟して落つる果货は、時至つて落ちるのであります。が、霞1:惱ま 

された爲に落ち"長い棒で打たれた爲に落ち"風によつ1:吠き裕さるるが爲に落ち、若しくは腐つた 

爲に落ちる果實は、皆すベてC時至らざるに〕非時！:落つるのですOJ 

なnT石よ，人もぎた轵の如<、5%ぃた總恥として死するのは，f敦ってのTOLでぁ1す。が、妒に 

ほふぐhs uf:ちす し 

法外に働き過ぎて死するものもありますOJ 

王f尊若よ"業のために死するもの、或は旅行のために死するもの、或は働きぎぎた！！[:死するもの、 

rは#ぃてfる急，Mr㈣ふてr?す。rてms：にてfるJすら、 
ですから、時が來て死ぬのです*又沪の齑室|:在つて死するも©も，若{は〔纪後〕}ヶ|4にして死す 



:rn Mi 

、B至百歲た〇て死するものも、皆悉{時が來t死ぬのです。卽Vこれ徵，定命ですか 

I f ^r $ 
f者よ"世に,I時至. て」非時の死を遂 時が來て死tる&のi $6はねばな—ませぬ®是の故h 

るもの{1あbませぬ、そは死するも®は皆定命で死するからであbます。』 

球r大王よ、世には"まだ定命を荷つて居ながら、非時の死を遂Cるものが七種あります。典の七稀 

とは何であるか。謂く、(「食阶をiるこiが能5ないで、内部が消1し飢餓にせまられる人。S:水を 

isることが能きす、心臟が乾iし盡して渦する人。き蛇に嚼まれて，激しい毒のために元叙が消耗L、 

W癒することの能きない人。seら氣を飲んで、苁佥肢體が燃えて居るのに、皆を^:ることの能.？な 

い人。？炎炎i燃ゆる火中に瞼ちて居ながら、m火の方法を講中ることの能きない人。S水に隨ちて， 

■取した立ち場札を纪此すことの能きない人。S〕投齡のためにf傷して、恙がるのに外皆®をiぶ 

との能きないん'此等七樋のWは，まだ定命を有つて居ながら、非時の死を遂ぐるのです。fの故： 

此筚七Mの人人の死を、非時の死なbと宣言いたします。大王よ、八補〔の原因jによつて，人' 

§痰氣の過多により、5二 

等三種の不幸なる氣分の結也-より、g陽氣の疑化により、ぞ保護の，不平均により、？锊士の治療U 

ょ-、？|1:點誔にょってが3のです。ザして，絮ょ，||八船の〔靈の〕¥、組の點繫^ 

「R餓i渦と毒-^、〔靡蛇に〕嚼まれると、火と水i" fされる±によ6て、人は非時の死を致す、 

第八窃淨时冏枉 

し 1はひと か？,け 音ぶA<^p わ/kcふ 死!:ます。卽ち人は、cn風氣の氣分の過多により、cu:膽汁の過多t:よ， 

^ : _f_ 

1■1■[ 
霞、；技，I*-',声.... ■一-、二't'liv,':減 



阐課彌瓶陀王間舷 rasra 

船氣と&沾氣と船氣と、起一の！^r、船と！V脱弒とぎ船とにょは！T時の&を雛す」 

と靈されてぁるからです。また、磬ょ'罟齡て踅た麗の黯齡にょって、し死ぬも9もぁ 
b-— 0f^0A% 

嫌懷•心の範8I添•梢齡.i.sび—断g疵のfにょつて！Sしめられてから、はす、！Tむら 
sf:含が 

も亦飢餓のために死に圭す0而して淇死も亦彼|:取つては、正當の時瓦つての把でぁります。 

また、诞のために/他人を死なしめたものは、何人でも、败百千紀の齡きに紅りて、齡{、ぎせ_ 
お^J Yな6A-せ1T0 が含 1J5にやく t かれみづか まかつ し 

及び苦難のために憔1$せる餓鬼iなつてから、老若を問はず、彼0らも亦た漱のために死にます。 

而して此の死も亦た彼1-:取つては、當然の時至つての死でぁります。 

また他人を蛇に®ませて死せしめたものは、Igwでも、5へrを！：へて，姐百千被の齡きに迫 
f:JJPi^bや sisLv^sへ£F卜 <*jt，に^*1>^ ぃrtAJ*-i0、 /1 ^ 

りて絕え中王蛇若くは黑蛇のため1:嚼まれてから、老若を問はす、被J:i:らも亦た終にtのために呢み 

殺されiす。而して此の死も亦た彼1:取つては、當然の時至つての死でぁります0 
どく 4.つfiLlALfcんびI す5 h A な^- £ね した• t A, 

また、#を以て他人を死なしめたものは、何人でも、數百千年の長き(:ずり、肢斷を燒かれ、がを 

破られ、及び死屍ょ6發出する吳紀にmしめられてから'私筘Tぞmiはす、楸郎fもがた飯をmてgさ 

れます。而して此の死も亦た彼1:収つては、當俠1©時つての吧でぁbます。 



34をfit相/蚤想31L欠— :^裥/でも"絮sf年0長—にS♦、地獄ょち地獄に徒浪丨、炎炎 

i阶ゆる本範の一の塊が6、他々木炭の塊にn移され：r肢體は%Sき且f責せられてか4,老ぎを問は 
す，彼的yも亦燒き殺されます。而して此死も亦彼に取つては、當然の時至つての死であ6ます。 

また他人を溺死せしめたものは何人でも、數百千年の民きに亙b、不具者•零落漢•破壊されたもの* 
Lf:い i-c *1ころしんつ5nくるr,5にf< と 念T鲁L 

肢體の弱きもの、心に心痛の：絕えないものとして苦しまされてから、老若を問は^、亦た溺死せしめ 

られるのです。而して此の死も亦た彼に取つては、當然の時至つて©死であbます。 

また劍を以て他人を斬b殺したものは何人でもr數百千牟の長きに亙6、截斷•ぬ傷•喘® •憔悴の苦 
0&L J 含 to 6Sみ ら今一一やく i Aづか ，t けAちづ 令 ころ 

{:遭はされ、若 <は武器を以て滅ぼさ^,老若を問はす"自らも獻た劍を以て斬b殺されるのです。 

而して此の苑も亦f2彼1:取つTは、當然の時至つての死Tあります。』 

4#者よ*貴衲が御說きなさいました非時の死に就て"典の理由を聞かせて下さい"』 

坊『大王よ、炎炎たる大，だの上に、乾眾•棒•枝及び木の葉などを積み&ぬれば、其の火は食物を消耗し 

て、燃料®mきるまで、決して消えないでせぅ。是の如き火は，何等の災殃もなく、■不虛の事變もな 

く、消ゆべき時が來てmえtものと言へます.。大1よ、人も亦た是の如く、數千日の問cこの世U〕注 
fir5L とし とfrAら hrは：S ふ，H やく あ-*>ひ ら tnL,•ひ£ 

き存らへて、年を老&、何鵁の災殃もなく，不虚の厄にも遭はす，竞に老死したとすれば、此の人は 

〔所謂〕時が来て死んだものと!mへiす。されど、大王よ"若し典の炎炎たる大火の上に，乾草•棒•枝 

及びがの葉などの嵇み重ねられた時、一天俄にかき逛办、沛然として大雨を注ぎかけて"其の火をm 

第八韋矛盾問答 四三五 



國輝彌蘭陀王間經 00 

して了つたなら"そは消ゆべき時が來て消えたものと言へませぅか^ 
壬rいい1"潭者よ"然ぅは言へませぬ。』 

樣『されば、大王よ、第二の火と第一の火とは，1^質4―rjt&か點な6船1あbはしませんか。J 
王i者よ、第二の火は、酿の1iを！^、^Jら中してfえてnつたのです。』 

—sg"%e:pss、p 

0^, 0^. 
また或は劍のため1:——非時の死を遂げます。大王ょ，これt:世に：11;時の死iいふもののgするgmA 

であ^'ます。 

4- 0i ^ 
に滿たしむるやぅなものです。而して其の雲は、何等の障碍もなく、P虛の事歡もなく、〔十把に〕祗 

く"不慮の厄にも遭はt竟に老死したとすれば"此の人M齡11jSがiて死んだものとfBへます。 

然る(:若し大豪雨の雲が、天01方に起つて|3ても、船©ために化き^ら§れた&、把の||は、聯截 



玉rいい>又、尊者よ，然，フは穿口へ-^せぬ。j 

雄rされば、ガInよ、観二の雲と第一の雲とは、其0性質上、何處に異つた所があゎますか。j 

王r倥者よ"第二の雲ば、旋風の襲擊を受けて、時至らすして消え散つて了つたのです。J 

筇「大王よ、或る稂の疾病の襲來する所となゥ、時至らすして死する靠も、亦た丁度そのやうなもので 

す。卽ち或は風鉍の過多のため、或はmiの，過多のため、或は痰铽の過多のため、或は此等三者の氣 

分の結合のため、或は陽氣の變化のため、或は保誰の不平均のため、或は治療法の〔_サ備の〕ため"或 

は肌、或は涡、或は火、或は水、若くは劍のために死にます。大王よ、これ卽ちC世に〕非時の死あb 
い 1A 

i言ふ所以であbます。 

復た，大Lよ、猛iなる粜蛇の、赫怒してんを嘢み、何等の障码もなく、不&の事變も起らt毒 

を以て典の人を殺したやうなものです。で、此の毒は、何等の障碍もなく、不虛の事變も起らす、其 

のSiをiした4一 5谷ぅ。萏ょ、Mもし鬚いて，ぢがspr?'ssMtも 

厄にも遭はす，彼が命の避終點に達し、時至つて死んだものi言へます。然るに若し蛇まじなひが居 

て、献まれて苦んで居る人に藥を與へた爲に"f|を消すことが能きたとすれば、其の毒は時が來て取 

b去られたものi言へませうか。』 

弟八章矛盾問答 0S 



阈踩彌蘭陀丑陶總 
tAJSや 

四三八 

?H『いい^r #者よ"然ぅは言へませぬ0j 

软rされば，大王よ？脱二の帮と职一の毒とは"把の性Hザ4:.に與ゲた船1ありますか。』 

王r尊者よ、第二の毒は藥が廻はつた爲に、未だ其£1的を達せなぃで、政般されて了つたのです。』 
しゆ や9;ひ 备Jみ 3 ist i Ji ly J‘ j 篇 ^.3 c s ち-plbJtAM 

难『大主ょ、翁る種の疾病の襲來する所となり、未だ時至らざるに、死するものも亦た丁度其麼もので 
T なはあ^ひかけIrくわf-あ.c ひ AF.^b ふ く ht:あS6f;A— あるひこH&tf t 

す。卽ち或UM氣の過多のため、或は膽汁の過多のため、或は痰氣の過多のため、或は是等三渚の經 

合のため、或は陽氣の變化のため、或U保護の和：¥献のため、齩妒が船配の！f不1の〕ため，Iは虻、 
あSJSかつ あるひ^ あ%ひみづ &しIrAし i;*>5 t ひ*, し 

或は涡"或は火"或は水"若くは劍のために死ぬものがあbます。大主よ、これ〔世に〕，斯時の死あb 
ゆ焱ん 

いふ所以であります。 -1 
ま ffい.£5 ゆみて はな 

筏た、大王よ"そは弓手の放つた箭のやぅなものです。苦し典®箭が、均M,i:池I'ベき配をJつて、 
at ねウ そや な八ら 1j しや9 癸 ifri**eiL#:づ * f * 

的まで達し?2とすれば、乳の箭(1何等の故隙1:も妨#にも遭はす、乳の的に達したと言へます。％1# 

ょ，長命して、其のMに何等の妒瓤もな <，农肥の脱にもIJI&はす，恝がを妒ぐも妒たpmその齡 

なもの，でTo然るi:若し弓手が箭を放つた1那に、かが拟をgalじたとすれば、妒の!gは、 
%くt令 みち とほStと わク い 

れた目的Q路を通つて、的に達したと言へiせぅか。』 

Wfいい兔、尊者よ、然•フは言へiせぬど 



为王よ，第二®節- の箭と U" 其© 性質上、 何處に異つた所があちますか。 J 

王『粑象ょ' 駝二®齔は积齔の_聲乾の®に，！^© _配を酽iL?れたのです。』 

樣『大王ょ，或る離の^%の1新する斯^なり、»#|爭』ざる(:%:,の,をぎぐるものもぎたで齡そのや 

-なも？す兩は齡ぎ：象のため、影のため、P,の組rため，粗くは 

是等111stぎ2, SSぎMs®ため、器のため、犯の^一た 
め、或は飢、或は枣或は火、§忘、粗くは娜のために」死ぬものが，？妻.。ガ封ょ’これ〔纪に〕 

非時の死あ^'と言ふ服以であ^'ます。 

復た、大Hiよ、そは恰も人が览輪製か器^一打ち嗚らすやうなちのです。1ち其の器ぼ^こ打た1た 

獻に音響を發します。而して其の音越i5そ•か自銳.の齡先として、船る*へき赋を觀つて、射购®配ま 

' fr$ f^p fmf?. fmf?. 

000si ^ 

，死を遂ぐるのも亦たで度その氣なものです。咖V銜はJ：•ぎの衡歡もな<，％の^^もなく、〔航 

fjlJ死に時が來て死ん：U-aj貧へます。您るにずしんがg銳配か_を把ち^■らして、街歡せしむる 

•否や、或密が來て、まだ其の音響が遠讯に製せないぅちに、斯の配び舰つたとすれぱ、槪が齡つた 

爲に音麵は止むで？'磬ょふの！^zgli、そが溢の藍として、；1るべきgを駆って、 

最後の地點まで達したと言へませうか。j 

笫八車矛霜問答 四三九 

--■ :^^1.-!;iv,;y:\ レ.^;卜しr?. 



捶蹕彌瞄陀王問鳃 四四Q 
壬『いいえ、®渚よ、然5は言へませぬ。』 

れく禁ょ，i二の霧“一の靈どは、&の靈ゼぎ配に8った船ヂの--43 

壬『一^渚よ、第二の音！^U、觸つて邪魔された爲に、，の音聲を壓止されたのです。』 

贫『或植のk病の襲來する所とな$、時未だ至らざるに，非時の死を遂ぐるものも亦た丁度その槺なも 

のです。igvsぎ繫のため、影黯の辦のため、齡處紀の麥のため、齡どItl系 

の鹋铽のため、幻はgl漱のi似のため％Sひは钯讓のを沉墘のため\%J治ilの分備の：一ため、或U 

vgli、Sが、歡忘、鬆1SIJIIために&?のがぁ--專。萏ょ、これ1]|>〔纪に〕？^ 

の死あb i言ふ所以であbます。 

紀た、大王よ、そは氣物の種子が、畑に蕃く生えて"多315の雨が降り注いだ爲に，善く贳の\收 

is期まで安全に長らへたやぅなものです。而して其+戴物は、何等のf障もなく、何等の障律もなく、 

そが當然來る•へき時期まで到達したと言へませ5。大Lよ、人が長命して、其問何等の災殃もなく、 

不itの厄にも遭はず"老死を遂ぐるのも亦た是の如く"當然の死に時が來て死んだi言へます。され 
I そ こく%つ ^5 i は みづ ふそく こしt;M>ぜん令^(; 

ど若し其の穀物が、畑に善く生えてか水の不足のために粘死したとすれば"そは常然來るべき時 

期まで到達したi言へませぅか。』 



王rいい良，釁者よ1然ラは言へませ00|« 

srilwよ、纪る衝發の衝來す5糜^〇な曝^:US4ざるに^^除の％を％t Sも®も，ボ尨皆，齋 
f』i T4技^S&かぎけ {.cr:*l^^r4じふ あみひ 4iA 奢 <l*>il 

その如{です*卽ち或は風氣の過多なるがため、或は1¥汁の過多Gるがため"或は廣氣の遇多なるが 

ため"芯くは1fl一者の結八：！のため，或は陽氣の變化のため，或は保護の■不平均のため，或U治療法 

のC不備の〕ため，先，飢、或は渴、或は火、或は水，若くは劍のために死するものは、皆これ非時の 

死です。大王よ"これ〔世に〕非時の死ありと云ふ所以であします。 

大Lよ、陛下は、竹て若い&類の〔折®穂を出したのに、蟲が出来て、根本からfひ倒したことを 

御聞及になりましたか。』 

王fはい、筇者よ、我等{1其麽いふものを聞きもし、又見も致しました。』 

律rでは"大王よ、其の穀物は時が來て枯れたのですか、又は時が—だ来ないのに枯れたのですか。』 

玉r#者よ：ては未だ時が來ないのに枯れた®です。何せなれば若し蟲が其を食はなければ、そは收獲 

期まで長らへたに相違ないからであbますに 

饬『&らば，大王よ"そは中酣に起つた災審のために亡くなつたのですか、卽ち若し%を受けなけれ 

ば、そは收穫期まで長らへたのですか。j 

玉「然ラです、#者よ。j 

だレ¢5 あるしゆ やまひ す4-iidbるひかrけ <れ亡*石ひたA.じふ くわれ ある；sf:八含 くわ^あろひ*しや 

4大王よ、或種の疾病"卽ち或はa氣の過多"或は1!汁の過多、或は痰氣の過多、或は是等三渚の紘 

体八摩矛爵問答 四？9一 



阈譯彌m陀主問提 S四U 
メレ»>るひ#ぅ含 /んくt>あるひ1±ご ふ f (い A5ひちれ5 ふげ 办多か夺 あ^：S 4つ あもひひ あ4ひみづ <4ひ 

合、或は陽^の變化"或は保謹の不公平"或は治療〔の不備〕、或は肌"或は渴成は火、或U水、或 

は狐齡の配Sする所となつて、死するものも亦た恰も避の如きものであbます。大王よ、これ门世に〕 
^ 0 L い S八 

非時の死あゎと云ふ所以であります" 

液が降つて、Kを躉なしにしたと云ふことを"御聞及(:なつたことがあbますか。J 

wf#港よ、把等は然ぅ云ふことを聞きもし、又見も致しました。』 

软rでは，把Siよ、陬Pは、其の作物は常然の時期に祜れたと仰つしやいますか、又は時期Maれと1:つ 

王r想渚よ、そは時拙¥れです。何せなれば若し被が降らなければ、其の作物は收糨期まで妊らへたに 

和違ないからです。J 

嚟『然らば"大王よ、典の作物は、中途に起つた災饵のために亡くなつたので"苦し被出がなければ" 

J 
し\くt>く音 なが 

收獲期iで長らへたのでせ* 

王r然ぅです"救者ょ。j 
ttb>h5 あ し^?ひ すなば%*ひ45rlr<わた あ%ひ1:人^ふ あもひ4i/l砉 %5ひ Mttら t中 

稼r大王ょ1或る稀の疾病"卽ち或は風級の過多"或al汁の過多、或は规铽の過多"或は趙鵁H^*0 



wrが1あ蓦ひ^今令 ^ A<h ^6^ ft J へ栌旮A Aiひち ふ 7 篡7ひ今 Uひ 13 /. ^ ^ 

結合"或は陽氣®變化"或は保謹の不平均、或は治療法Lの不備」、或は匍、或は诞"酸は火"或は永， 

若丨は亂等：V ®衆す*な-^、把把の把を！^ぐ£ iのも，,た辦f史® •紙きものであ.^ます*が书 

よ、これ〔世に〕非時の死あbと^ふ%以であります。J 

時の死を遂ぐるかを货に善<御說明にな办ました。贵wは世1:把時の死と安ふものの!?Tることを、 

洵に善 <肌嫩•平J]r的亂にな*uぃitた。筇乳よ、ぎ航船漱でも、酣が齡齡せる和でも、财撕の1^ 

の何れかによつて「世には非時の死がある」i云ふ結論に到遝しませラ。恥んや15あ.るもの(:谢て 

をやです。脫は旣にft納の列鐵された第一の比喻で、非時の死の取することを謝配させられました。 

然るに尙ほそれ以上の御說明を聽くこと*>能きまし12のii轨叫«:』則」でした0j 

擻歡に4'ける鋩Sに獻て 
w「肌ぎ船y^lよ、すべて！じたMのg,にはがgがあ，^すか0』 

软r大王よ"或密Uはありますが、或者にはあbませぬ0』 
il:ヤ いづ ひi い-jrT 

壬Tでは、#容よ、何れの人にあり"何れの人にないのですか* 

你「大王よ、般没繫した人の坡猫の上に、奇11のMはれるのは，三船のめ酣51^によるのです。 

第八窃矛mml答四三 



. I .r:.ir~.. . . . 

阏踩槲谰咜王间鸫 
黎に、l;5«く斯く然か然かの奇跋をnufフ」と安ふ決心〆なせる；^ですu慰の虹く^^齡の贼公によ 

つて、般没榮したものの拟趑には奇跷が現はれます0 

磐よ、nにg蹲齡したもqs審にi©!iはれるのは'がが■れんで；iはくは，ぎ 

I y 斌 ね si 1<<:■< S--31Af 1 i * ,A r t 
めよかし」と思惟する場合です。是の如く、天人の決心によって、脱現紙せるものの如鐵にはを！g*> 

X人にAけつLA 

現はれます" 

i .44^ ^F*^/\trt fw. M' こ ，•ALta® ■ * t ®i 
f-、寛あ4子、又鐘子v「iは <は&く f艺ぎかの編が1はれよかし」.4rつ lntfi 

tAか5けtA'toもなどしふぢ ふ <1> は島；S 11と ナ？し、 

っ、一心{:番*華赞*衣等を執持丨服事する嫩合です。是の如くん類の货心，(;ょって、船患旣ャるもの 

の墳墓には奇蹑が現はれます- 
ド^;^-S_ ，-TieIJ:か/:けctA49ュ irf-t 4% ふA參 I せ含%ら 二^b- b、 

太王よ"こわ卽ち固き決心によつて、般涅槃せるものの埙齪に、奇蹑を現はす三種の堞於であむま 

す‘し禁ょ、#三窮©一さも、s^f 1^なけれぼ、PをIしM<iriし■ 
9 ffvv CJ Jパ i 奢^奢At*,r*b— 6 » を h t 

己利龜f文のffi脊は奇s起—せぬ。ガf、若しgl,なければ、AiはgがFT犯 

_> そ^x-p_ ^_wr-?t こと、卜-If づ £1 れ ttslせ r iai 



I ■铤，餺者よ，樹說洵に御道i!でt。脸は御-)i0通bn信5.いたし去す©j 

大悟と行爲とK就て 

王it爹S家把和よ、IESしくガの#"を齡むるものは、齡悉く政理の®觅を體得し去すか、又は彼等の 
けん 加れら 

或者は體得いたしませんか』 
ち -nv>? あ56のt;い it _ 

Ifr大王よ"或者は體得しますが"或者は體得いたしませぬ』 

王rでは、禁よ、■がimし、■が■しないの—か。』 

律『把丑よ、齡抛として與れるものは、謝ゲ田しく其の身を修めても、眞理の智見を體得することは能 

4、£iの■をfたもの，Ksfrた含、齪じrて靈を^たもの‘si 
f f し^n でぅ かな つみ 5ち をか い*^ir>い いま ふく 

じたもの、icl-PM:め撕亂を毀つたもの、十三ヶ條の悲しむべき罪の中の一を犯して有罪とな未/r復 
耆 りo-wr*ffc'ぐA-5 瀑いいか じん！©ゐ t fcfft f tf >1 b瀑いいか じん^ゐ こ かれらfl^^f:^, 4 

歸しないもの、去歡されたA+、兩性具有のもの、七歲以下の人類の子たるもの"彼等は縱令正しく r 

の#^を齡めても、纪isの*智亂を酿槪す4>ことは紀きませぬ。大王よ、是等十六種のものは、縱令正し 

くrのtを-めても、眞理の智見に到達するこiは能きませぬ。』 

E啦歡よ、虹抓がぬ！^のHを！|獸するKの撕敷として^:びmfされた一よb十五までは、if能亂がぁ 

つても!！ くても搬ひませんが、七藏现アの兒童は、膨令1£?し<其の身を把め1:居ても、智見を體得す 
#八韋矛盾S 00^ 
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知れませぬ。が"七歲以下の幼兒の心は、無力であb.、©:弱であり'T賤であり,：であb、m/I>T 

國譯彌削陀王問鹤 四四力 

ることが能きないのは如何いふ理由ですか〇これ尚ほ一個の肌魈ですomとなればが魁にはMもな<、 

喷恚もなく、愚癡もなく，慢心もなく、邪見もな <、ド膨沿もな <、船%っ^4〇一〇ないこ.-Uが把^Tj 

れるではぁりませんか。我等が幼兒と稱するものは、船贩にょって赋|;せ&れなぃから、^^配齡の 

1^得にす〇適當してE5ます。いかに肥んやJ 5eで把る四.nl-(f船配すSt职をやです0』 

律『大主よ、幼兒が假令正しく其の身を修めても、11;理の赞取を撒獸することの際きない！^はT^wiil 

得することが能きませぬ〇 

であります。然るを尋常一樣の力贽勢力を以て、於の-^を衡^:から抝5ゼることが紀きませぅかOJ 
そルじ-P-'と'1& 

LLH _1 % L -IF Ltr • b 9 0 _^ h- L- BCL-- t* ¥ h .hi f I 



f r何せ能？ふホせんか〇』 
王r讓ょ、A?は親く、■基たる働賢iは' 繫rるtです。j 

i ここる -UI iけ： f t ，-嚐々^>;;T£v)^K^<rIIi^ 離『幼aの心i、没槃との關係も亦た恰も是の如くであれます。卽ちil兒のえは無力*贫恥•卑賤•劣 

¥.ii.k船？ v M 一鬍2MITIIIIは、II〔繫〖鏨.，％杂ぁ！ 
復た、允王よ、そはぎく、脱く、無邊，廣大なる大地のやぅなものです。然るを僅少なる一滴の水 

で大地を溻ほし、それを泥濘にすることが能きませぅか® 

王「勿論できiせぬ、尊者よ。J 

な C 一わ5 
微『何せ能きますまいか、大王よ。』 

王『一滴の水は微少である©|:、大地は廣尤であるからです。』 

软5■大王よ、幼兒の心i涅槃との關係も亦た恰も是の如きものです。卽■[■釘兒の、rは、無力•貧r物 

m0^..0 
とキていfei 

ですから、透底及びもつきませぬ。 

纪た、装ょ、；^に，g く'r、¥さく、vぎなる，i齡たるがぁ|靈せんに、,如き 

王r戴著よ"其麽ことは透底でき查せぬ。」 
第八3S矛盾問答 四四七 



阑課彌瞄陀芏問鎚 

律『何せ能？ますまいか。J 

主r'kのfはSSであh、纪f釈は船^であるからです0』 

四四八 

Uい^5 さいいか え*Tじ …5 むりよく 5KやくひせA hoぞ—ミffみや5 ふか ふれ 

«tT大王よ"七歲以下の幼兒の心は、無力•劣弱•卑賤•劣小•朦朧たるのみならt無明の澉ぃ深い間 
z< お核 ® こ^1表ちAひか-^か*,や Tff，Jn5 wいいか 

黑によつて蔽はれて居ます。是の故に咎憩の光を輝かすことは能きませぬ。大王よ"これ七歲以下の 
音zj,f-l6fiK そみ t しん&ちけAt:いとく で 多15 

幼兒は，縱令正しく典の身を修めても、眞IIの狗見を體得することの飯きない现山であbます 
だい.C5 含U I, > -Rlf JfL.1iひ MftJi いtpLなが しやくは-#4 じや'v*d itLや4 

復た次に、大王ょ、身體の極めて小さい3ナーラヵと云ふ蟲が、長さ九尺三尺•胴の狐h十尺• 
して 

【2 silllkp 

鼠さ七尺あり，三ヶ處1:起rの記號を顯はして居るg把を妃て，妒の氟の 

贤所に雜り、彼を呑み盡さんi目論見て、象をTきす0抓めたと配叙せん 

に、テーラカは其の象を吞み盡すことが能きませぅかIJ 

王r其麼ことは透底できませぬ。j 

tst『何せ能きますまい炉〇 J 

王『サーラカの身體は，極めて微小であるのi:、mf王の^1體は、槪めて1丸fあるからです0J 

聲『装ょ，七prif Tも、Mそのiぐ鰣识•齡 

敷VSWMIJは齡ガfぁ纟、妒齡でぁ卩ifTさilば■の锨軾•妒P扪恥.iI?-r遲颭なるが^^ 



1C如く旗-KI鵁な_ 苦■の相本原理に鋪達—i底するこiは能きiせぬ£大王-^ -れ 

七歲以Tの你見は，i令芷し{其め身を修めても、到底、眞理0帑見を_得するこ-能きない碑卸 

であれます。』 

勞んeや & せつまことご §っと6 わf-しおせつ tliL/Utゆ 

王『善哉、尊渚よ，御銳洵に御道理です。脫は御說の通りに信受いたします。』 

っ||' SSIUザ1ナ ‘ I 

涅槃の苦に就て 
ナ，ガセーナ じや-4ザ卩ナ1Pセ t そぶ名Aく 

王r那伽維那筇渚よ，涅檠は蚤く樂ですか、それとも其の一部分は苦ですか。』 
1じ 

【§】没槃tNirvf )(x、佛敎 

徒の終兄es的とすろ6；想の 

钺である0 

律『大王よ、涅槃は、全く樂であつて、其の中1:は秋塞も苦はIs;—つて控りませぬ。J 

王『翁者よ、我等は、涅槃の蚤< 純樂なる旨を信することは能きませぬ。# 

淤よ"我等は此の點に於いて、「涅槃は左をSじて居る」と主張fねばなむ 

ませぬ。何せなれば"尊渚よ、ぼ槃^>欣求するものは、身心の％力勤 
VA A5 fefeTなu.rやs^srぐbおよ しよくつつし ずゐみん おS か八<わ<せい 

勉を要するやぅに思はれるからであります。卽ち行•住•坐•臥*及び食を愼み、睡眠を抑へ"M宵を制 

し、富も穀類も、彼等の愛する親戚朋友をも辭さねばな.9ませぬ。されどfに歡f、ぎ脚にして喜i 

しく把齡iなるものは、縱逸に五故が快樂に耽りますOPTP組ずは航に机がが慰：^抓する、船一の 

愉快なる色を以て其の服を怡ばしめ、常に彼等が最も愛好する、様樣の愉快な音海、例せば把び 

歌などを以て其の耳を怡ばしめ、常に彼等が最も愛好す气種種の愉快な〇香、例せば花•果奴•葉• 

鉛八^矛®問rr 四四九 



M謀彌蘭陀王ptl鸫 
かはn.え含Dふ at cb かれら -01cAいか4 

aJla 
し#じゅびみ れい はん 

皮•根•液汁などを以て其のatを怡ばしめ、常1:彼等が最も愛好する、種種の美味、例せば堅い御飯* 

梁かい御飯•が利別•酒•飮料などを以て其の舌を怡ばしめ、常に彼等が最V愛#する、稀Mの愉快な 

る觸感J例せば柔軟•細緻妙なるものに觸〇て其の觸赀を怡ばしめ、常に彼等が通も愛樂する、淨 

機•善惡1の稀種樣様なる知钽、または，觀念を以て其の心を怡ばしめます。然るに负納等は、服•洱• 

择•舌•身•意の級屈を制止し、滅ぼt、處め、訶み、邪魔-し、抑制される。是の故に貴衲等の身體も 

蓝しみ、心も苦しむのです。而して贵衲等の身體が苦しめらるれば、*衲练は肉鱧上，の不快と&氣と 

を感じ、货衲等のfが'苦しめらるれば、货衲等は精神上の不快と『古痛とを 
かん か <rやや二11) 

感挣られる。これ彼の苦行者V一一一) 
せそAItつてん X 

ガンディヤですら、世#の缺點を看 

マfガンデ<ャ 
5一 J >!—tdgsdi 

ゆLやもAt;i^i7 ぞ今しAUつXん はく^いしやffうは ゆ焱ん 

破して、「沙門•喬多麽は、增進發展の破壊者である士道破—た所以ではあbませんか。J 

饮『大王よ、S槃には&はありませぬ、そは全く純樂です。大王よ、陛下は「涅%は蒙儀だ」と主！ 

れますが，「妒の雛儀」は^ivaあhませぬ。そは臨餅^-m現.するまでの妒1的献齡であう、配辦H 
欣求するものの歷楛なのです。で—涅槃それは、全く純樂であり、淨iであつて、決して纪痛雛 

儀を混へたものではありませぬ。大王よ，〔世に〕諸の王等の享受する、「主權の樂」といふやうなもの 



3 1余讅，iむまi J 

では"対®よ、^の「ii齠％の叫には"％1^は艇つて酽ません炉。』 

王r混つて居ませぬ。』 
ミ繫ば、蟹ょ^I錾r，1ぎぎ£鑽对に郁褽が獻った1ふの系の髮|^8 

範し、％る^1は您撕にfc<しめられ、％るJIはMSに％められっっ、d烈なる職4•に低ぎして、S命を 

すらMつほどの苦痛に惱まされますか。』 

H啦忠よ、そは？S齡の「私衡).漱〕と術？^るものでぁbませぬ。そは其の「主權の樂」をM先する豫 

「I搬gl^系4、界sfisiでぁるから—。』 ^ 

f I於、kの^がKしめるのは擊—‘ぶぎ寶£•ぎM•纪び$|1，|"獻飲 

ぎして、纪巧ぜ祗ガした拟0ことです。そは^も？一和たるものが、&の1卷を鉱傲してから、「あ繼 

叫^」を幕受するやぅなものでぁbます。是の如く、大王よ、涅槃は全く純樂にして"毫も苦痛を混 
第八窃矛盾€答 四3£| 



塊諏彌繭陀王問經 四五二 

へて居bませぬ。何せなれば涅槃と苦痛iu、全く別異の事柄であるからです。 

大王よ、配賞のt樂にして，『古を配せざるこiに就て、s’にこれ肌.Iの！^をいたしませぅ。好封 
慕る—.0け.*'しら かれら じゆA.tctゆく+VAへ 41いとく ちし含力の乙み 

よ、諸の敎師等1:は、彼等が〔それぞれの〕順路熟練を經て體得した「智識の樂Jといふや >なものが 

#>bませ5か® J 

王rはい、あります、尊者よJ 

竹fでは"大王よ、「智_の樂」には、苦を混へて居ますか。』 

王rいい*，又，混へて居ませぬ 
f ttt;;s£5 6ろtろけ5し& 妒くせい i含 そ^せんせい め八ザん へいふく また た みづく 

4然らば"大王よ"諸の敎師等が〔まだ學生の時は〕，其先生の面Srに平伏し、又は立ち、水を汲み" 
rゃ は TCVおよ*らひみづじゆ<ぴ ぎん£ん < せいく.£つ せんせい*し i あたまあん£ 

部Mを掃き、楊枝及び洗水を準備し"殘飯を喰.フて生活し"先生の足を洗つたゎ、頭を按摩したり、 

0fpKpit ^ 

くて彼等に何の利益があり、何の樂があbますか。』 
lit-A-tや ちしdsSLみ ちし^わ？み 2言 SAW かVs含ふ 

Hf翁者よ"そは「智識の樂」ではあ6ませぬ。そUr知3識の樂」を私求するものの準備の階級です。 

CD如く，#者よ、「智識の樂Jf:は、全rtffi?を混へて把bませぬ。伊せなれぱrf獄®;K i 



は，圣{别異©事钠であるからです、』 

ょ、恶衡r被た雛にIて，!#を■へてggbi*せfl。游落飯，求tsも 
nら しAtA<_4 じ Ttk y ぐれ Li<6-5ferつ rL-1ぬftA^ ^ かA.くh八せい 

の S等の身心を苦しむる0は事^です。卽ち行•住•坐•臥•食物等を愼み、睡眠を抑へ，感官を制 

し 。捨て、生命を棄てて〔涅槃の欣炎に〕%力します。が、1i等が「赞讖の樂」を享受するやぅ 

に P純樂なる涅槃ケ享受するのは、是の如く辛ぎして、涅氣y欣泶した後のことです。何せな 

れば涅般苦痛とは、全く別異の事柄であるからです。』 
なるほど <じや わたし产せつ と择 しんじゆ 

王f善哉 I者よ，朕は御說の通りに信受いたします。』 

街類の一梱に，席て 

王f那伽¥那|者よ、货衲等が常に談せらるる配槃なるものは、f賞やSk 

や推理や論證によって、其のi色•其の相•其の讅Mび典の^i」明かにす 
で 

るこiが能きますか。J 

球『大王よ"涅ずには何にも比類すべきものがぁ6ませんから、1^や！^ 

や推理や論證によって，其の色•其の相_其の!!疋びガの優をilにするこ 

-は能きませぬ。j 

w「ですが、#渚よ、涅氣は賺現货存在の法なるからには、111か槪11か11組.，によって，把の 

四五三 

1&'とは】103の課趙なろ 

が故！T»通の色の義I:咐し 

てはなら2〇佛敎IIては色4- 

物質の義UWL、或(t街茆災 

Gの®色iM短方脚等の形色 

の義に解すC 

3-a法 iitbha日1-办譯語 

|:て、軍に法と云ふ寂味のみ 

にあらす。物、取t の 

がら，こiがらの義4有す。 

故II现货#布の法とは"現U 

赏龙するものとtrふぼどのB 



阔閼铖繭陀王间趑 , 四五四 

色、其の相、其の壽及び其の®を明かにすることの能きない理由はあれますまい。何うぞ此のことに 

就て、何等かの解明を興へて！^さい。』 

ヴ『かしこまりまし^。ガ王よ、世1:大海-^言ふやうなものが在bまTか。』 

?!-:『はい、大海は在bます0 j 
Kいi>う 1si あ&f:tpか nかい いくら みづ いくこ ど5ぶワ そ なかT冷 

W『では、大王よ、人あ陛下に向つて，r大海1:幾设の水があゎ、幾偭の動物が其の中1:棲んで店 

ますか」と問ね/:と假定せば、陛下は、彼の所問に對して何とお答へ1:なれますか0』 

王『尊者よ，股は斯る問題に對しては、「其方が股に問へることは、nlふべき事柄ではない。誰しもk 

麽な問を發してはならぬ、そは默つて棄て蹬かるべき問題である。博物學漭は，決して大海を調淼し 

■eこね 

ることも能きない」i答へます0 J 

球『されど、大王よ、陛下は現赏存在のかたる大海に齔して、何故に斯•な齡rなさいますか〇殿，下は 

壤ろ彼に對して、「大海には、これこれ贷の水があり，其の中には、これこれ個の動物が%んで&る 
こね あそ 

と，お答へ遊ばすVきではありませんか。J 

王『翁者よ、そは能きない相談ですO f問題Cの解決〕は"人朗の力の及ぶべき範sではありませぬC 



fr允^よ，允瓶は如でも-ながら、liもそのfifはrの㈤じ妒’？。■翻め鋁の聲if'i 

なるかを、人に吿げ知らtことの^IJないと简樣に，！21槃も亦た現實存在®法ではあ§3*すが,政揭 

なる方法を以てするも"其©色、其の相"其の壽及び紮の景を"陛下i:お話することは能きませぬ。 

よしんば神通力を冇する心自在の溝が居て、大海の水を级り、又は其の中に楢む觔物の數を餌ふるこ 

iが能きると致しましても，典の神m力を有する漭でも、S乾の色、その相、その靡、及び其の贷を 
せつめい で 

說明するこiは能きまぬ。 
だいわ5 电疼®®®® -Iルげ*ナし— fe中およ ZK, ひゆ &つ せつ办い 專 

大王よ、現實存在の法たる涅槃の色、その相、そのft及びその贷は、比喩を以ても，說明を以ても、 

推现を以ても、論證を以ても、了解の能きないことに就て"更に他の方面から說明いたしませぅ。大 

王よ"諸天のWに「無色身」と名くる天が在なますか。j 

wrはい"在るといふことを聞きました。』 

软『では、大Kよ、陛下は、比喩か、説明か，推理か、論證かによつて、無色身元の色、そのI、その 

壽"及び典の通を明かにすることが能きますか〇 

王『いいえ"をれは能きませぬ。豫漭よ。J 

»『では、大王よ"無色身天といふものは無いのですね。J 

王『尊若よ、無色身天は在ります。が、その色、その%その壽、及びその贷は、比喩を以ても、說明 
すゐh ♦a ALi-> あ*■-& を以ても、推理を以ても，將た又た論證を以ても、明か1:することが能きないのです。』 

第八章矛®間答 四五五 



阈譯彌m陀王問經 四五六 

饮『大王よ、無色身天は"現實存在の衆生な6といへども"而もその色、その相、その讅、及びその位 

をII>すことの能きないやぅに、涅乾も亦た現實存在の法ではあbiすが、比喩•説明•推脚ぐ及び論' 
し寺 35 じゆ おi そ JP-や51含ら U 

によつて、その色、をの相、その靡"及び其の悬を明か{:することは能きませぬ0』 
そんじゃ|>ねしニル^IナSAらく ひゆ せつめi Tf およ ろ八し*5 6つ し含 f 

王『尊者よ、脫は涅槃の純樂にして"比喩•說明•推理•及び論證を以てするも"その色"その相"その 

#及び其のf等h明かにすることの能きない理由は承認いたします。が、他の物U固有なるもので、 

見槃の性質を言ひ表はし、隱喩を以て、それを明か!:し得るものが在りはしますまいか。』 

软r大怒よ"ぼ策の形糾！T關して說明され得るものは絕無ですが、典の性質に關してな&ぱ、説明し 

得るものが無いでもありませぬ。J 

王rあな，嬉し、#苦よ、早衡お話しずさい。股はそれで涅槃の特性の1點だけなbとも明かにするこ 
そんじゃ ことほ わたし IIつしづ <fr 

とが葩きませぅ。#;器よ、贵衲の淸涼•甘美なる一1業©隞败を以て、脫の心の熟を露めて下；さい。J 

枕『大王よ、涅樂は、速華の一性贤水の二性質と、薬の三性質と、大洋の四性贾气食iの五性質 

と，の十配質と、如意寶1の三S質と、赤%檀の三性質と、酿醐の抱の三性質士■山の®上の五 

性質とがあります0』 

王『翁者よ"涅槃の有する、一華の一性質とは何ですか。J 



»r大王よ、蓮華の水によつて汚？れざるが如涅繫も亦た如何なる煩惱によつても汚されまter 

これ良赞の有する、蓮華0一性質でぁ—iす。』 

王T#l漭ょ、涇策の有する、水の二性質とは何ですか。』 

侏「大王よ、水の冷かに{*て熱を鎭むるが如く，涅樂も亦た一切の傾惱よb起る熱を鎭めます。これ 

浮槃の有する、水の第一性質であります*次に大王よ、水の&く、飲料の缺乏のため，Kを渦黛し切 
は5 ZAf ひとあS6ど5J5Tつ かつ しづ f 二作ザ1ナ1 iAよく nhf みらい せいく.cつ-edf 

頦して困惱せられる人成は動物の涡を嫩むる如く、没檠も亦た貪慾を熱望し，未來の生活を切蜇し、 

世閲的の繁昌を渴盟するものの渴を鎭めます。これ没策が有する、水の第二！i質であbます。j 
ニルザrIナい5 <Th, せいし0 なん 

王『君者よ，涅槃の有する，藥の三性質とは何ですか。j 

なr大王よ、藥は、毒のために#::まされる者の避難所たるが如く、没樂も亦煩惱の毒のために&まされ 

るものの避雛所となbます。これ涅槃の有する，藥の第一性餌であります。次に、大王よ、藥が疾嫡 

を根絶せしむるが如く"涅藏も亦た憂惱をt絶せしめます。これぼ务の有す气；緒の第二f質であ5 

ます。復た次に、大王よ、藥は長注の神食なるが如く"涇槃も亦た不死長生の妙藥、です。これ没繫の 

有する"薬の第三性質であbiす。』 

王『尊者よ、涅樂の有する、大海の四性質とは何ですかOJ 

律『大王よ、大皆の紀を留めざるM如-"没樂も亦た一切の煩乳の死體を容れませぬ。これ涅槃の冇す 

る，丸iの第一性質であります。復た次に、大王よ"大海の廣大無邊にして、其に流入する一切の！： 

笫八車矛盾M答 四五七 



國譯彌S陀王間經 
な か よゆうしゃくしゃく 

四五八 
ごと ■fル't■ —ナ 含^すべて し':4»じや5い なtiかつょ f 

を容れて、尙ほ且つ餘裕綽純たる•か如く、涅樂も亦た乳處に入り來る一切の衆生を容れて、鉗且餘裕 

紙くgくでぁ！す。これ籍ナのgl、齧のi二靈でtます‘ふv齧ょ、■は爲 

なる動物の住處たるが如く，涅槃も亦た一切煩惱の垢を斷じ、力を得て、能く己の主となる偉人、卽 

ち阿羅漢の住家であ-ます。これ涅藥の有する，大海の第三性週です。復た次に、大王よ"大海t悉 

{これ花にして、1も水波の蕩搖よb生する、千態萬狀の美はしき漪漣の花もて滿たされるが如く、 

涅槃も亦た淸淨の智S及びf脫の!-姿萬容の美はしき花もて滿たされます。これ没觀の有する、绾四 
し0 

性熨であります。』 

王r#渚よ"涅槃の有する、食物の五性質とは何ですか。j 
しよく 6ワ J 边いや5 せいめい しぢ f£ 11ルヴIナま41これCつげA しゆじや5 せVCU* 

软r大王よ、食物の能く一切有惝の生命を支持する•か如く、没藥ム亦之を.M現tれば”〔衆生の〕生命の 

支持若です。何せなればそは老と死-^を滅盡するからであbます。これ涅槃に固布なる食阶の笫一性 

贺です0復た次に，大王よ、免阶の能< 1切衆生の力を增進するが如く、没藥も亦之を實現すれば、 

衆生の神力を增します。こわ涅槃に固有なる食物の第二性質であbます。復次に、大王よ、食%の能 

<1切衆生の美の淵源となるが如く、没槃も亦た之をK現すれば、一切の衆生に神聖の美を賦與しま 

す*これ涅槃に固有なる食物の第三性遛であります。復次に、大王よ、食#の&く一切衆生のを 



るが如<1涅樂も亦た之を貨現すれば，一切の煩惱よb生する衆生の苦惱を止めます®これ持簡 

に卽祀なるt;_%;k鑑四街鉛であ&ます。龆和に，允Kよ，餡#iぎil{一挪齡起I:1柄す气ri^伽薪il 
せいふく Sいし^じ平5 モ< %■が1J1f ク5 ^^ixA 

を征服するが如く"Jn槃も亦たこれを赏現すれば"一灿衆生-存する"飢餓及び有ゆる苦痛の弱點を 

征服します。これ涅槃にk有なる食物の第四の性質であります。J 

玉「尊者よ、涅樂の有する，虚iiの十性熨とは何ですか。』 

雄『大王よ，fiiの不生•ず老•不死•不去にして•後布なく•打勝たれ難く•盜み取られ雛く•何物にも 

依止する所なく\鳥その裡に飛ベども何等の障碍なく•且つ無限なるが如<、涅氣，も亦た不生•不老•不 
Lふ含JLT *> r> ^ 5*f*n,T -*f ^rp なに急«;やく iwAtマし f 今ちく，-■■>->£5 

死•不去にして•後有なく •打ち勝たれ雛く •盜み取られ雛く •何物-も藩する所なく •黑者その裡に活動 

するに何等の障碍なくつ無限です。これ溫樂uk有なる虚空の十性質であります。J 

王『#若よ、涇撕の有する、如意寶珠の三性質とは何ですか。J 

仿『大王よ、如意寶珠の，〔人の〕慾盟を滿たすが如く、涅槃も亦た人の慾？f滿たします。これ涅槃に 

固有なる如意寶珠の第一性質であbます。復た次に、大王よ、如意寶珠の喜樂を生するが如く，涅槃 

も亦た喜樂を生じます。これ涅槃に固有なる如意衩珠の第二性質であります"復た次に、大王よ、如 
iは'じf くマ夂いかくLやく ，と -U>1ナ i <£，r天いかくL.やく ，一 i-r/tナこい5 によい 

意寶珠の光瑩赫灼たるが如く"涅槃にも亦^光瑩赫灼たるものがあります。これ涅槃に固葙なる如意 

寶珠の第三性質であります。』 

王『尊者よ"涅槃の有する"赤栴栩の三性熨とは何ですか0J 

第八章矛盾問答 四五九 
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p しやくせAだA? か^1 ニルザ，ナ考b f で -u*/tナiい5 
球『大王よ、赤栴檀の得oこと難？が如く、涅槃も亦t:f?^i(:得ることは能きませぬ0これSH槃に固有 

し，c，Ai:A*#i(r»そいしつ i つy だい〜Leiせんf八は！^ル3trひ -I 一Uザーナi f 

なる赤栴檀の第一性質であります"復た次に、大王ょ、赤栴檀の芳香無比なるが如く、涅槃も亦た^ 
f ニルげ1ナこい5 しやくせんi!Aflい せいしつ i rr だいれぅ しやくせんだん 

香無雙であhiT。これ涅槃r_固布なる赤柄檀の第一一n:質であります。mた次に、大王ょ、赤栴檀の 
X^A しよAtん ごと HルザIナま vAliAしよ5さ八 1j知ザtナこいう しゃく 

善人(•:よつて稱讚せらる〇が如く，涅槃も亦た善人(:よつて稱晴せられます。これ涅槃!:岡有なる# 
¢4だん だい せいしヴ 

栴樅の第三性質でありますご 

巫『尊者よ、涅樂の有する、醍醐の三性質とは何ですか® 

雄「大王よ、醍醐の美なる色香を有するが如く、没樂も亦た美しい德の色光を把つて居ます。こ』i槃 

に固有なる醍醐のm一 性質であbます。抱た次に、大王よ、醍醐の芳香をAするが如く、沿槃もがた 

戒德の齓郁たる芳香を有つて®ます。これ涅槃に阖仏なる醍醐の第二性©であ6ます。钽た次U、大 

王よ、醍醐の美味を冇するが如<、Si樂も亦た美味をずつて，ます。これ5H樂に配有なる醍醐の1三 
せいち 

性質で&ります。』 

壬r纪者よ、涅槃の^する，imが五槪奶とは奶ですか。j 

旗『大王よ、山取£黨なるが如く、席酿i4た鰣めて敗g,lであむます。これ歡赞プ酽杭なる阳聪が配 
» -■- - I t«- rj. ^ ^ mjt. 

性質であbます❹復た次に、大王よ，tIJmの動せざるが如<、eh槃も亦た決して動じませぬ。こn. 
ェルザ1ナこい5 

S锫I S荩 u H D 疼二 D 
智いし0 

生3 f ►D kl-0 > '. 
だい|>5 3A*t-p:5i ザた /li *1 ルザ |ナ £ 

uv E ,r ^ % 41' 5 i s' nr I % 3rft& 



たJ切の顆齡しit .。酿ザ>4*これ涅藥に固有なS山孤の第111性質徑次に、犬 

把ょ、igLは二舰の繼b_rことi$i<•襲rf一ysgstv義fしむ 

ることは虻4!せぬ。こ^歡齡ナに配钔なる此«??3||四慌彫でぁ？式す。復た次1:、大王よ、山顶の喜 
ど をん， fji-IルザJナi 争ど t?A9P―^ザ；-ナこい5 SAちゃ5 fい せ七-^ウ 

怒1姐離するが如 涅槃も亦た舊怒を遠離して居ます。これ涅槃に固有なる"山]T1の第五性質でぁ 

bます〇 | 

属1gl、よ、！t說此ノ-御道IIです*朕は御1の通りに信受いたします。.i 

堪敷の_に漱て 

馮那i尉ぎ®齡よ、齡撕齡は、 

「昆，樂>ぎ去でもなく，ぎ來でもなく"现在でもなく、生でもなく"不生でもな<、又生じ得べ 

きものでもないu° 

-4日はれるが、.iの墚齡に於いて、正しく其の!^を調御し、5H樂を-K現するものは、已生の或もの 

をt配するのですか、又は彼自ら初めて其を生じて，然る後に實現するのですか"』 

你『が王よ、正しく；^の身を修めて、涅鼠を實現するものは、£}生の或ものを赏現するのでもなく、又 

歡郎e船を齡，じて、船るのち船歡するのでもぁ-ませぬ0が、船もMscgの身を修めて、‘K現する 

谘八窣沪爵問答 四六J 
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所の涅樂界は、實に存在して居ます。』 
*こ もん^い かいLや < あい金(ftい あ％允 こHfめいせい/ftt*かいしゃく 5LL 

王『#渚よ，此の問題の解釋を曖昧にしては可けませぬ。*衲t-i此を公明正大に藤釋せられよ。統;^: 

にさまよひ、困惱に沈み、途方に蒜れて居ます。尊者よ，何うぞ人の心に刺さつた、wの術齡がぎを 
ね さ ぐた 

拔き去つて下さい。』 

敎に隨って諸行の船ゲp靶mし、槪l$bのi：11によって節嫩するのです。1Vそは齡，も妒の！：驳が、 

其の先生の敎訓にf"ひ、漱SWの知iをmて、一の！siに!!齡fるやうなものです0 
又もし陛下が2涅槃はにして知〃得られるか」！の斯銳ねならば、そは！^古•ll^•l;祖l-fl 
安樂•喜悦•妙好•淨潔•淸涼によつて得られます• 

大王よ、乾燥した妬の數多の來を，み慰ねて、粼艇として妒ゅる奶の时で度&れっっぁるMが、^ 

ら發脔策®して、某の爐を虻け邸で、耐して!!齡がfに酽くれば、把なfegを船gするでせう。的 

それH.しくkQrllミもの.た，ぎS く、iがM3©P•にょ？、三WのKiのiド1 
滅せる，没落b至紀至樂をず現するでせう*^<王よ、1:iの#5?〕爐は三w、W阶に槪せる^?は齡ぐ斯 



の身を修むる人、淸凉の地は湼槃と見るべきであbますn 

tlsた^;に、^B ょ"^•^,^yA5-[lr®5Eifif^、m(^ii"^trE^^p^f'rvrtsii.%RKrv?GiA: 

射思のin£<"#?vs^yの5なsKal(:ょって、一饥齡他の疋屍を遠離する、fr槃の至上なる安樂を實 
6i 

場听はSH槃と見るべきであbます。 
IJ j J み VI iu4ttM*ft A 沙と 

ff ?' ffKp^fff ffmf, ^ If ^ 

るでせぅ。的それむるものも&た慰の叱く，®が觚，仏の£實にょつて、刪®驚駭を遠 

^ I h, - ftp L,' h*- y ^ mA ? ft- tta * L? t _FV 

ig^に、だSょ、&槪^撕^c1^もてMされたな斯Sに落ち*込める1^が、がら發®努力して 

T=?と さいしん ち.^い 

く 

Cいれう 

第八犛矛爵問答 四六三 
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阐碟彌5 § i 四六四 

は^^の身を^^At居||の1gは繼ぢる？—!t 

S「諸行の敬展に關して眞玴を捕奶にます。配して歡が歡既を把船するふき'は^^:封がり、 

f 0i pkfi 

此を包紙t-し、赤熱！.iすれば、人は其の既wか、礼*も•終w紙れの樂辦にも、gるにgする船を纪g 
すことQfなぃゃぅなも？す。萏ょ、r松めて、glvllにi%,み 

見出さないのであ^■ます。 . 



^ ns. ; ( J ; ^-1 JIU费にtされ-遇1朋もな{、傑連もなく、t蕻もなf、 

-c&ss ® t ^ ,L0 5 f ,b ^ ^ f ^ 6 i T } 

是の如'—彼u艇常なる人生のp安を見て，：；an.の心に、「fflclてしなきfの起は、起-tがに^gけg^*つぎ 

ぇてr。そはぎEfして、V&蝨S3は&ぇて&る。fが譜の慰"得れば，kk 
- fff ^ - fff 0^ 

眺盡し、貪慾を袷離f、门絕&和鞭の歡齡fぁるj iいん歡ド艇します。Sを似て槪のが1i、'kの賢 
00^ - © 

■-ます。大王ょ，險)iして興亂を齡し、K失ったものが、麟ドにして歡船にmfo齡を妃て、m 

林を脫し、乳の路に沿ぅて進み、「我は竟に路を見出した」とて愁ぎの船？Vなし、纪槪し、礙取するや 

ラなものです。今それ無常なる人生のダ矿を槪破す&ものも％!た影の邮く、がti、「辦しなき*iの酎 
tciiss やか 6Pくfcwh^li旁#4$ く^今Aや5 fi ゐ *i \ W ^ -P 

は、全く火に燒け且つ燃えて居る。そは苦惱多 <して、希剴cの把明；jは絕えて屁る。芳しんが無毛の 

狀態に達し得れば、K處のみはK祉でぁり、㈣职でぁる。配してこそは斷！^一谢のかを紀し、虹 

等一切の瑕疵を脫し、1切の煩惱&iし、取£を齡し？、〔紀難〕器q磬rる」とい装 

を起します。此を以て彼の心は其の無生の狀irに嫩齡して，「われtuliggを把邮せb」との的fを 

ffiA^^JS問答 S 六E 



s;^彌《陀王間貓 四六六 
を0>ここ10やし£:っひIfじや5 tN-くtoLAtst*しか^,け0<*>5«ぃ*>5 1t^N 

に幾たびとなく、K心を養ひ，貧(:無常を超過して、眞货至商の結果を得るのです。大王よ、自ら典 
tv *C*T¥ 1¢ こめtや541い 5 -tt?:3 H irj.t ナ CづtlA 

の身を修むる^が、此狀態を得る(:到れば、これ卽ち涅槃を货現したのでぁねます。』 
な*ほu そんじゃ おせつ±*2iも？-5 Sしおせ"^とほ しAtゆ 

王『善,#者よ、御說洵に御道理です。脫は御說の通りに信受いたします。J 

すなはニルr/1ナlrつtfA 

ijル11ナ 

涅槃の場所に就て 
セ1ヂそや ニルザrJナあんち ぼしよi5[l.T- I 4しte^#r$ さ• t多 

壬『那伽M那尊进よ、涅槃の安置せられる場所は、柬方f:在りますか、若くは南が、或-は服ず、又は把 
^■; 7' t ) , 办みひじや5ばぅ^3+^ ^ / い il- 

力に在るのです力それとも或は上方に在るのですか、又は下方にあるのですか。然らざれば地％線 

上にあbますか0』 

部r大王ょ"涅槃の安置せられる場所は"取でもなく、M-rでもなく、献がもな<f啦でもなく、；^でも 

なく，下でもなく、また地平線上でもあbませぬ0』 
届 4AKや &_ はfiしかJL11ル^T ナ trl'e-TIfA&e>r、*L 

4されど、#者よ、若し果して然5とせば、〔世には〕涅樂もなければ、3¢を實现する^もなく、亂つ 
そKつげAま^^音よarNfiti-*l—こ せo*f>b*tLtip‘.*[;& 5 

て其がmJHa〔全く〕處僞であります。いま脫は〔少しく〕此の理を說明いたしませう。#/卷よ、池上に 
0:5さく#ウ せいちや5 :;たけixr,t い！：itな _xな さ <^a く づ :*C 

は避«*物の生長する伽があり、芳香を出す花があり、花を暌かしむる灌木があb、亂览を亂さしむる 
1与^-fl5£?つ 5 (PX^^A こ こ也& .C ち？* i ^ : % 

椟木があれ、寶珠を發掘し樽る鑛山があす。此0故1:、是等の中の^,-かを货しいんは、魏處に把 



つて其を#ることi7能きるのですS尊港よ、槃も亦た皆©如{、若し見に街紀するも®でしたら、 

人は起穿0?4氣5れる所が"钶處かに在. -とを豫想せねばな办ませfleされど贵祐は其®！^所が_ 

いと言はれるから、「涅槃もなければ，其を货現するものもない。隨つて其を實現すると云ふは、蚤 
ff せ041 

くJt僞である」と說破するのであります。』 

饮『大王ょ、涅槃の安題せられる楊所はあbませぬ。されどぎ务は货に存在致します。而して自ら其の 

身を修むるものは、細心の注意にょつて、没槃を實現すること*>能きるのであります。そは恰も火の 
t/J:is A どc4Maf5 ゐ わけ ひと ふ^-〇き f 30 

やうなものです。卽ち火は何處にも貯藏されて居る譯ではあbませんが"人もし二の木を颅擦すれば、 

火は〇ら出て來ます。大王よ、没槃も亦た是の如く、安置せられる場所はあ6去せんが*■乳は確に攻 

在して居ます"而して21ら正しく其の身を良むるものは、細心の注意によつて、涅槃を赏現すること 

*>能きるのであbます。 
i or H 115しや Loi一ぅ す金51,&ん|15 ざ5は5めは5じ僻は5にょは5しゆゲ5は5おょ u tA.aラ 

復た次に、大王ょ、〔世{:〕王若の七賢"卽ち輪w*m^•馬寶•珠寶•女W•主藏寶•及び顧問寶があb 

iす。此等の寶は一定の場所に貯藏せられる譯ではあbませぬ。が、王若がaら其の身を正しく修む 

れば"七HはSら獨b手に出來るのです®大王よ、5H乾も亦た谌の如く、縱令その安置せられる場所 

はなくとも、存在することは確です。而してAら正しく其の身を修むるものは、細心の注意を以て、 

涅槃を實現することが能きますOJ 

乐『筇渚ょ、〔世に〕13;槃の安置される場所がなぃことは承認致しませぅ。されど、人が立脚して正しく 

饰八3S淨府叫答 四六七 
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其の身を修め、以て涅氣を货现する場所は、何處かにあるでせう*j 
球r然.フです、大王よ、然ういふ場所ならあります0』 

干：r觀者よ，其の場所は如いふ舶ですか。』 

4大王よ、持戒卽ち正菽の生活は货に典場所であbます。何iなれば人もし生活の浓ぼを持戒の上- 

■き，念を攝して、正しく典の身を修むれば、〔其の身U〕シシア或は希臘Uあら5とも、支那劳 <は 

犍靼にあらうとも，アレキナンドリア又はnクム，ハE:あらうとも、ベナレス又は喬薩羅にあらうとも、 

迦缌亂雑または犍^kuあらうとも、或は山願若くは梵天の世界にあらうとも、何んと雖V、没策ど 

赏現するこiが能50からであ6ます®大王よ、例せば眼を布するものは、何處に尻ても、卽ちシシ 

ア藉くは希MII:居ても、支那土6たは韃觀に居ても、アレキサンドリア若くは11クムバに居ても、べナ 

レス又は務藤嫌に思ても、迦級または趣陀羅に居ても，i.船或は梵天の世界に居ても、渺茫たる 

天基をも見れば、術にSVる*i取iをもHAるやうなものであbます〇汜轺よ、：^も艇戤の虬く，政し 

く典の身を修故て念を攝するものは、何人と卿も、また何處に店ても，卽ちシシア若く{i希臌に居て 

も，支那または韃靼1:店ても，Kレキサン•トリア茬くはニクムバ«:居ても、ペナレスまたは喬藤羅に 

Sて气迦湿Mi羅念f3は1也羅--JS3ても、W顚または僧天の世界に居てち，起ぎの扣現に繼達する© 



电4备4b- « fc- tH 4J-ザ^-ナ rtj- ^r htL 备 l ^uv ft* L {s 

王r善哉"箅者よ，也M衲はslx槃に葳て膨を敎へ下さいした -V，たFts檠め广1現に就〆」敎へ下さいま- 

た。贵衲は戒の德を說示し、至高の成就卽ち八_ffiir脫をsaLき，眞理の幡を高槲—"嚣理の眼を.建立し- 
しか#r KT-*,. い5 iU5Kふ けウ むえ含 むか5ftいじ 

至高の目的を初するものの採れる方法は、決して無益でもなぐ、また無効でもないことを明示せら 
>そんじゃ15ねLお甘ヴ 114しんじゅ 

ました。酋渚ょ，脫は御說の通むに信受ぃたします《 J 

四六九 
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M鉀彌m陀王問趑 四七〇 

S だい 

卷の翁五 

すゐ り 6A だふ 

推理問答 

爾の時に、彌蘭陀王は、那伽焯那敢者の住所に往气#者の前に跪づき、却いて 一MU坐を占めら 

れた。而して彼は坐を占めBるや、知らん士欲I、聞かんと欲L、記憶せんと欲し、知：^の般^J 

しめんと欲し、其の無明を摧破せんがため、dら免勵精進し、端心正念にして、想者に虬ひ、iぅて 

im はく、 

王『#者ょ、贵衲は、曾て"佛陀じ拜謁あそばしたこと*>あむますか。』 

餘J■いい良"あbませぬJ 

玉『では、尊者ょ、贵衲の戒師樣は、佛陀に拜謁あそばしたことがあhiすか。』 
- 

tsrrいい^、ありませぬ。』 

王『霜者よ、赀衲も未だ付て佛陀に拜謁なすつたことがなく"貴衲の戒師槌も拜謁あそばしたことは 

なぃと言はれる。然らば、尊若ょ、佛陀は〔世1:〕存在し給はなかった€)ですね。佛陀の〔世(:〕存在し 
そんじゃ ぶつ f:i ぶ 



給•フた證德はないではあ％ませんかJ 

trでは1尤5:よ"MPの衢彤れにな-^iした、鑛俩_観摇が厭敗樹40®義齡邾蘅漱餐u,c.貧 

に〕存在したのですか。J 

壬『居ましたとも、尊者よ、何で其の事が疑はれ圭せうぞ〇』 

雄『では、大王よ、陛下は、曾て彼等にお會ひ遊ばしたことがあbますか。j 

も 
王「いいえ、#うたことはあbませぬ0』 

ri ，广いず ^CA びiびとすなはかてい けそ5 ぐんたい 乙や今か今mふ.^〇せいていUや*J1iiiiiA& かつ 

饮『ではフ陛下を敎訓した人人、卽ち象庭の敎師僧、m隊の將校、法#の制定者、及び大K等は、曾て 

往古の刹帝利族に會ひましたか。』 

壬『いいえ、會つたこiは*bませぬ。J 

偉『では、大王よ、若L陛下もお會ひにならす、陛下の先生等も會つたことがないとすれば、1^古の剎 

帝刺は何處に居ますか。往古の刹帝利が居たiいふ、明かな蹬§はないではありませんか。』 
レ# , や_ >れr^iHTふや♦[/,%，すなはじゆんはくひ中さわ5 くねA-Uぐつらいrうを r■ちは±JAaJL. 

h『されど、曾者よ、彼等が用ゐた王漭の徽章、卽ち純白のH傘•王冠•上靴•錄牛の馬ある刚诏*劍♦及 

たこiを知り且つ信じます。J 

旗『大王よ、我等も亦影の如<"世ずの带把し!iうたことを如ゥ^！つ£じます。となれば觀がには 
そ^^ いifitL か la 5い5 p ^9 & ん v は 

世#0存在し給うたことを知り且つ信ずる理rjlがあるからです。その卵由は何であるかとならば、謂 



阈課彌做陀王問a 
せそA.ち fe ちけ八5しや.^ Lt 

{，世尊•智M•昝見•應供•正等正覺によって 
i 40や*r yTtca 二)ねAじよへ二)しや5 

用ゐられた"王若の徽章，卽ち四念處四正 

齡が、；Tiほ脱として存‘します。而して人mEf天 

上の全世界の者は、此等によって，世雄の存在 
蛮 しかCA^ 

し給ぅたことを知り丑っ信するのです大王よ 

iの！^によb、iの論據によ-^ iの氣證に 

よら，iの推論によって、世#の存在し給ぅた 
し 太 ゆ余い 

こiJf知^'得られiす。〔故に言はく〕 

「一切の繫縛を離れ，一切の煩惱を斷じて 

1紀の人類を一:生，死9皆界よ-、〔涅槃の彼 
X 浮いi-じ八右ゐちゆラさいヒや今しやいま 

岸へ〕濟度せる、人類中の最上渚の在せし 
TAfQA し A 

ことは、推論によつてのみ知b得らる」と。』 

王rtj者よ、何うぞ比喩を傷げて、之を解釋し 

脇七二 

•**チヤタ1P1サナ^*パク 
11 】E念處(catsro Eipaマ 

1>slla)とIt、li-「身it不 m 

iMcL,lpt-「受は避れ迸な 

りと®じJ、三に「心/I無常t 

觏CS四(X「法it無我i觀f 

SJか荄ふ〇 
•*«チヤ々1-&1サムす 

E二】四1H勤{Cass im* 

ppadhSn5)とit、11 :「未生の 

惡It也ぜTらLめ/二！i「巳 

也のMII滅ぜしめし*三に「未 

生の藓は生VLめ」"四II「E 

生の»は裕砭¥しむる」か云 

ふ0 

*«•乎r夕"* £f,ィツザィハ1 
【三 J 四神足 tnall5!.Q iddhf;- 

&)とは，欲と念と進と®と1 

か汲ふ〇而して徽U希向B樂j 

して四念處の搲¥卵鈹す5の一 

義、念K心か！：念の！！に堪注j 

して、JH念1:住するの叙，進j 

は專ら四念挺の現か觀じ-cnllw 

せしめざるの裔である。 
«#パ>チヤドリヤ1■一 

I 四】五根(PPCIM iiE-riy,i=iYJ 

は、®と逛と念と>£と毅iか 

云ふ〇而して信は四諦のgfな 

mじて無Mの#4力禪定解脫三 

昧等か巾するか云ひ、進It諸 

法か信1"5が故|:倍策綺進す 

ろを沄び、念iliH»Jの道な念 

eて邪妄4*Aらしめざろん云 

ひ"定U心、®し^.TEis及び 

肋近の中に布りてIft亂 

せしめざるか一KCA"#*{x前*: 

例Lて知るこiが能きる。 
*•パンチ-Vパラー■一 

【五】31力C50 〇名 

nit前©五根とF'ilt:である 

が"心的何上の路％Ms上に 

於いて"能く？SOISS』棑し‘ 

五枇S作出か咐£ylむろが 

爲|1此の力か必驭iするので 

めS具 
ヂ.7货 JL- A ずT 



さい&』 fe 运<?)理^Itし"心^じk .一は念i锞i進經安- 

『太王.上、Iへ^U备"は市®の^象®令•<- も 

のであります。卽ち彼は城府を建てん士欲fる 
t だい さか けふこぐ%ふとつ 

や，先づ第一!:坂なく、峡谷なc，a凹もなく、 
^ 含け/Uなんら けf-cA 

岩もなく，攻擊の危險もなく、何等の缺點なき 
ち さが 

きrtかぶ く！6 ぶ八と のぞ 

{■して"木の切り株や、枕を十分1:取b除き、 
X含^*r. C くわく そくりや5tこ ^'つゆ 

それから適當の區劃(:測置して"其處1;立派な 
含，Cせい VAVTJ'f-めぐ rA? S,«Jへ音 

規律#.然たる铖府を建て、周らすにrr嫌、11壁 
fe ^t4i し3ttAら it•- もA-{£芩 tQf，Dlr^tA 

を以てし、又その城(:は^牢な門、望樓、銃眼 

定i栳i各iLKSが 

凋Uないからt此の七s^w 

ゐ弋均脚すSの*,费支とIX 

菩提な得る/:めの修行®と云 

ふほどの®:である〇而して念 

£11身心な靜かにL蝕1«靜思 

する作用-探とは镞¥染®_ 

膨劣镞か分別しVT不善か捡 

てて#に就く作用、逸とは前 

e分別搦搽ゼa#法か進んで 

货行する作用、菸とW如法1: 

修行1て其の歩か_むれぱ、 

E r^s ss s « s£ a ft ^ t 

釋y:fifT濟悦咚愦がIfi:拊■位 
しズsc心®埝口入るの作用， 

定とU身心の平和な#てiリ 

更に進んで定心禪定3修訂1: 

入る®墟#、拾とげ靜止跸定 

0心のMI:逆一#Lて、带眾 

4-超越したる安樂の墙#を：4 

ふのTあろ9 
【七】八：止道とはiTiIltJH思惟. 

正®,3E業.！4命* N耕#‘正 
念_正定であ*% 

r4,あ^*，か* eや3ふ で4••あが tを^せつけいしや どこ い 

が出來上つたlrく榮華の城府が出來上つた時、其®設計者は、i4へか往つて了ひました。槪るに 
4 *けITて -)> -t‘、找ふ、ほじ？ fい-C か？てゆくれいいみしよくてん f みかいfv 6とKと H 

時の進むにっゎて"贫の域府は繁昌(:なって、平和，幸福，愉快な飮食店ゃ，布ゅる秫麵階級の人人の集 

影となbtな。Ask盖4|羅.器^編?<溢 
へa-s^frcベね-A-!?ゆr>fcL*Aル*sp:5しか かは ぷ tlriかひとLょくげふて含今含し ぐAれ与り0Aせいざ5(-4り1±つや trI4 

兵*^客•官免•勇士 •英雄•鹿の皮を冠つて戰ふ人•職業的力士の群•料现人•ヵレー製造人•理愛馬1浴 



阈譯彌谰陀王间經 
CC-P私V**N4し 普4ぎんなまりす中：^5てつし八ぢゆ5乏ぅ Lょく！2AUITせ^しや5ししや-f-5含やLJtせい.5fJ^rf-/Lせいかくしや今く *£i .いy3!i八ざ.5 

の侍者*鍛冶•花師•叙銀鉛鍋銅鏹-E論镣の職人.货る商*使者•陶器M•鹽M造人•製革：M •車製造人*m 
f そこくLe-な15ざ*TLJACLせいwilA.telr 5し1くに4-か5いずラ：iAズゼいVぅI-A,ゆみいとせいず，にAやItいWにんぐ？5せAttnちにA 

疋彫刻#4製造A!.櫛製造人•紐結職人i製造人•弓製造人•弓絲製造人.箭製造人45•染料製造人. 
4らC- し言？さ•-$*し し去八しゃごふくふ|1も0しゃラかぅれ5しゃぅくさか ひと含^6とやと 12AI9 なかU&<ゎじつiilよ 身* 

染屋•織工•裁總師•試金者•吳服太物商•香料商•萆刈b人•木伐り人*Mひ人•森の中の花•果K•及び木 

四七四 
やLH&せいV」うにAせいか <しや今く疼±一いぎ5にAざ5 

勺 务つ yiyL i ラ ■/ tt 漏' i 『巧；' ，‘ J ■一 JC — J, ,J 1 i4 s * 

の根などを集める人•飯.3呼び资り子子賣り子•魚资〇子夫•酒赀り子•俳優•舞ひ子•輕業師.手 

龆祗が-AjcsfL黻の燼つた擗の扔酽M411AXIの札の酽人•ちS•破落pf跳び 

子•紮慢漢の奴隸女等•及び諸地方諸國から來た人人—卽ちシシ了パタトyr•支那• 4ラータょb 
音 ひとeAじAじAへA>T4兮 ？マ//ダ 

來た人•クフデA — -1人•バー，カツチヤ人*vナレス人•コーサラ入•邊植地方の人•摩揭陀•サーケt 

ひとめし H こ VJCL こ M-をう こ iふ 5けう こaいい5 i か^^yt T. 

** せぃは5 含 ひと 办シユミール ガ.\ダーラ 

夕•スラッタ及び西方より夾/:人• n Iツムパラ•マゾラ•アレキサンド？ア•迦濕彌羅•_陀羅よ-〇來た 

すV-Li#のだ从{1舻の城1の住%どなりました0虬して鈀等は此の规律整然と一て缺點なく、 

銳勤1一して齦獻な、虻の_らしいsmを見て、「iの城Mは餘程練達な設計街が建てたに相違ない」i 
L 

いふこiを知るでせ-フ。 
ドス？ せそAITと，^t?む太ぃむひ ふかしt ふかす，ふか々T Tや、i;<^■じT_t:印^へAち-?へんr<れur^cVA 

大王ょ、世11:•無等•無等等•無對•無比•不可稱•不可銳•不可避•無最徳•德成就•無邊智•無邊光•無邊 
し,p5i>^tfへA,，普 1 か，、 frcsbき Uや,ITじ1r>f:i If あく a fei そ あも ぐんぜい げ合わい いAAじT*まぅ 

精進•無邊力も亦た^の如く、佛力を成就し給ぅた時、惡魔及び其の有§る^勢を擊退し、異論の邪網 

を¥¥i:iり變气艇Ffs銳し、起ザしめ、靶ねを齡£し、粒をLT颭ilriせしめ' 數m 



,r貧を^IIし齡ひiした。而して^£?よ，rflの此の法坡に、持戒卽義の生活を以てK摄 

歡i し，^ , 

e ¢41ffいbl そ しがいfl*rしぢや5 く.sじつしtrや.r'げどく vいし！tやラく-r吟し尨?-»■しAD令は5じゆしぢやラおi5いLや5 

而して又"大王ょ、JfcのTIJ街{:は花市場•果赏市場•解啬彻布場•藥市場•神食*w珠市場•及び一切の商 
C^AL1u-«i^i5 - 

品市圾等があbit。』 

SHXい もつ 

そAじや ^ X篇r-だUなしtrや^ なA 

w『#褒よ、世尊•佛陀の花市場とは何ですか。J 
をし く*>Aさぅ 

你『5筘ょ、wl*fJs 1供•正等正g-<ょって敎へられたる舰想の 

- ii- - Ms^ 

rig船％i ?鬆(_#i §霧(Jgi gis 
だぃ*>5 これら 

は賢尊の敎へ1へる觀念芻想の主題であります。 

iして老死を解脫せんと欲するものは、誰でも此等の中の何れか一を觀 

念冀氣の對象として取b、其の’賢念冥想にょつて，貪•瞑.癡•慢及び邪兄を 

遠離し、依て以て生死の5kを渡b、情慾の急流を堰き止め、三垢を淸め、 
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栴橙. 
M ^ if St- かtlil今 

群香i、蓮華i"又は灌木と"是等諸香め中にて、戒香こそ 

はfi;^ れ。■1• 
&窄か5お1 せんぱん 4i，rか， エ5すく か.iと<fifか9 ti^~A lit,rliは■/;い* 卜 

麝rr及び栴擅{1、芳香の最少なし、されど戒德の妙香は、諸天の中[:匂ふこと第1なりパ 

r 

仰せ給うたからであちます。j iィ； 

王『尊者ょ，世尊、佛陀の果實帘場と11何ですか。』 
だい.C5 せそんじvr>r?し たま すな；！しゆrlをAく.c t^ご-< くね*なごんくわあ6かA.く|>く今く*>とを 

®『大王ょ、世筇は芯干の果を敎へ給ひました®卽ち須陀恒果•斯陀含果•阿那含果•阿羅漢HI•空果等 

fligil®し至•!！■•彩IT至し一:i:一でぁbます。の中の何れか一を欲するものは，業を以て其代價と 
骞し しゆ/i^/1.く*>%し L Siご.<；くね 6L あなごAく^もし あらかんくね 6し く*^わと5し 

なし、苦くは現^m果、苦くは斯陀含果、若くは阿那含果、若くは阿羅漢果"若くは空果等至"若く 

手の%るまでは'kの^於を断き船しませんが"kひ手が來れば、典の代價を取つて、「此處にお出な 

さい、fのiu"常i:取fが生つて居ますか&、贵下は未熟なのでも、凋れたのでも"毛のぁるので 

も、のあるのでも、或は熟したのでも、贵菹の欲するものをお取むなさい」と言ひます。そこで 
かて 文らfrwか みづJ0*6つとよる す&はみじゆく H しを 

買ひ手U"撕つた代憤に應じ、0ら最も笪しとするも0、卽ち未熟なのがよけれは未熟なのを"凋れ 

たのがよければgれたのを"毛のあるのがよければ毛のあるのを，熟したのがよければ熟したのを取 

hy 

装よ、f istのgく'起^れをifもs，Ml、として處を獻 

推理問答 四七-t; 

, 



阈譯糊睹陀王！：総 四七八 

ひ"彼が欲する所に隨って、或は须陀：m梁なり、乃至無願果等至な^'をkふのです。大王よ、これ卽 
ザそん <btつし^-P5 しXラ 

ち世#の果货市場と稱するものであります。』 

「人は代Mとして其の業を與へ、mて不&の果货をKふ。 

此の不死の果货を貝へるものは，幸福なb、安樂な，^」 

Hi「®者よ、世#、佛陀の解毒_市揚とは何ですか。j 

雅『大王よ，世#は荞干の解毒_を敎へ給ひました。而して世筏は其の藥を以て、煩悩の淼炉ら、人天 

のが世問を故ひ出し給ふのです。其の解#卿とは何であるか。謂く、世®の敎へ給ひし四现諦、詳言 

せば、S苦諦と、01#の原因たる集諦と、を苦の掃蕩せられたる滅婦と、S苦の柿蕩に引襟する道諦 
ttcヤ5t*ltAごAぐf;れ み z uvr 含 ご5 ラ 

とであ6ます。而して至上の智見を欣求するものは、誰でも皆な此の四酈諦の敎義を聞き、後有を受 

けt私を遠離し、死を遠離し、&S.悲4in.惱•絕塑を遠離します0大王よ、これ則ち世#の解#劑市 
If令5し上5 

#■と稱するものであbます。』 

「1奶世哪の一切の藥品れ、怕るべき！||の解劑となるもの， 

•此の法藥に過ぎたるはなし、比だ等よ"fを飲んで生皆せよ。」 
をAC-や せそA.ぶ0だ なA 

主『筇者よ"世®•佛陀の藥帘場iu何ですか。J 



^ -.SOI5 SM f-3 t3 i r J.iT.J Jt— ,1 f , —ノ t / ,1!/ ，-s 1 t-ノ— c 1J J1J 

@r大王よ、世尊は，若干の藥を敎へ給ひました。而lて菜は其藥を以て、人天の全世間c®病氣〕を 

■し艄ひ！す-祀の1|:^は-四^|.:-^四尥15^-、四妮1'£:と，五柅と，五允—，七，貧_貧〜，贰び<: 

颭でぁi等。f平却の齡：^姒て、一把のA!を，し、Mし思偏 

4° 

航してf慰は、！5を.UきJlfさしめ、歡を叱き邱さしめ，癡を叱きm.rさしめ、恨を吐き出さしめ、身見 

卽乂批把の51をeき此さしめ、配を阳き邱さしめ，掉ぎを叱き即さしめ、苷沈と賴眠とを吐き出さし 

と稱せられるものであもます。』 

「配の1のSr、PのIs、ざ馨に錯tsTrし， 

おお比丘於よ、4を配め、服んで而して服みつつ生活せよ。 

鄞しぢfの&1U4^ば、粒と死とを軋齔して、諸の傾惱を斷じ、 

iEmLて、〔1挪SHを_气へければ？。」 

王^歡よ、•佛陀の甘露市場とは何ですか。』 

M0i pmm,k fp^^T 0p 
8に、把の把ぎを8ぎかけ齡0ました。4して^^は、北&を觀ぎかけられて、後有を受けす、 

起L貧4•ぎs.Mis&します。戤の縱丐霸の敦？|"は， 



W課镧W陀玉fHJfei 四八〇 
b くしt か八乃 く & にくねい げffr hA令し& 

「おお比丘衆よ、廿辦を食ふも©は、肉體を解脫する念を養ふ。 
甘んせつ だいV-fsせそA かAろL5キ しf 

i宣說したまひました。大王よ"これ則ち世#の甘露市榀と稱せられるものであります0j 
「渠は人類の疾病に苦しめるを見て、甘露私をi業せb， 

比丘等よ、け、：Iして汝等のmjを代6として， 
か かんろ 味ふじ— か 6つ た戎ぢらみづか 

彼の甘^の〔法〕食をMひ、以て汝策0V養へ。」 
そんじ-pせXぶrriは*rじゆしtrや.^ なA 

王『#者よ、世#•佛陀の寶珠市极とは何ですか。J 
一iい^5 せモ< あ は*r；3ゆ t $ e は5じ^^ *-5 mしら ：Uな 

雄f大王ょ、世#は、或-0赞珠を数へ給ひました。で、其の寶珠もて美装せる佛子笼は、光を放つて、 

人天の蚤世界を輝かし、上をも下をも照らし、地平線ょ\地平線に至るまで、典の威光をgて光被 
そ そのi£ラcゆ い かい*^ a今^ゆLや年t;や5 ustゆち^ultゆげだつ はゆげだ-TIち*t/vは气じゆ 

Lます。面して?t寶珠と言ふのは、戒德の寶珠•正定の寶珠•锴愁の寶珠•解脫の寶珠_解脫衍見の寶珠• 
ぶんYoは5じゆおよ かくし 

分別の寶珠•及び七恐支の?5:珠であります。 
だい.C5 かいとぐaSBゆ なん ， いavつげだつサウr*rrl.bつrかいみや#^しや5じや今かい大ん く.CA 

大王よ、戒徳3寶珠iは何であるかとならば、lmく、別解脫钳懺•根栉儀戒•命淸淨戒•緣に關す 

る把•小戒•中戒•大紀•道虻•果紀であります。而して，大王よ、世の一切衆生は、人即も、天人も、惡 

朦も、焚天も、沙門も、婆5111も、此戒徳、の数珠を以て:r联せる人』を涡仰顋窠して止みませぬ。また、 

大王よ'此戒德の寶珠を箸けたる比だは、资珠の光もて上下四方を照，bします。,してf赍珠の恕^、 
だいかs Iなみ し<てい ^^^5 f tA A ^ I さいrlttc嘻 ts かれら ノ _ かれ6 あつ 



7は大珣6鼓なきiiよ 天に貝ffiされる一皙WJ寶诗に僅 牴等を起超- 

銷します、^.ftょ、^® 綱きi?:観の«?®が、rilsTKIsi凇鈮じrいて1^られ S のです-二^^vrfl 

の寶珠制場-v稱せ，bるるものであb it* 

「癖^^?は、Itli菌らn-此せbo しく街をmj;て似fなし， 

fr5zl'b5L&irtr心 *r Uキ1>ゅ fe/L 

おに、和赶よ"f.科ぬW歡辦とは術でぁるかとならば、§|く (愚ず尋W伺三 

f, 
怎1く IJ— Lんい こ t ぉよ1う^:^J^^i、^p^LKな^ 

くればノ情慾の意、購患の心、及び烦惱を根本とする高lc掠薄•邪見•# 

に紀齡は、1^起が|^に齡れて、把のがよ卩紀6&ち、把散し離散し、祀 

と斯に心^!す、衡卽|しないやうになbます。允王よ、そは彼の水が、 
漱つS、がら齡.ちふmし‘散して、其の葉Sに 

射It美k.象じないゃうな急です。ぎ慰のmく'藍が寶賢」r〒れ 

のsiに賢|ゃ郁ゃ、み鎖”ざがか&献ゝぞ、黯し‘齡して、，€ヂ4’齡に槪 
辦じrせぬ〇 !:1れ&釤，の奶脱が、|歡に那齣rるからです。^?よ，こり則ら世f i 

サィタヴカ*サ丄+ヤ| &丨•サ-#-1 
1 xav it tk Ismvtcjl ro—lu〒 

T 
dhi* 

T + *ツカ*成チヤーラマツト！サ 
1 ATitiikka-vicii atrlstu>A*r 

サ11V4 
rllSLUL 

T4 *ツカ*rギチヤtnl*サ-rl 
Is】 V^JJHO适51, 
グィ 

dbi_ 
スa十卜1_サマ1ディ 

i Kluto達 ui lu. 
T17、ツト—+ マ J-yィ 

1£ Aiu s £p-^l=- ulE:. 
rパ-t t卜1•サマ1デイ 

??冗】Aplmihito-lsasl^lhL 

推Hiry答 四八 



網課彌_蛇王岡ME3八二 

|£ぅじ^L25 か こjl^rLtゆ サそん はぅじゆしぢゃラ 5 

熨珠と稱せらるるものであり、且つ此の寶珠は世尊の寶珠市場で贸られるのであります。 

「正定の奴冠を冠れる眉毛の下には、決して惡？Iの起ることなく、 

ra惱仏亂せる心を驅逐す、汝等これを質ひ以て汝等の身に落けよ。」 
つぎffい£5 せ|1-ん ちikU气じゆ &ん いは し0.5でし t ち&t 

次に、大王よ、世尊の智憩の寶珠iは何であるかiならば、謂く、聖#1子は其の智隸1:よりて、善 
t かしゃく かしやく & な 

なるもの、-Mなるもの,呵责§るべきもの、呵責されざるもの、爲さるべきこと、爲さるべからざる 
おI すぐ *か4 めい あん こんか56!に 

こる、劣れるもの、優れたるもの、閣きもの、明.？もの、明と暗iの混交せるものの何なるかを、十 
X し 5 t t かれ じつ2こちJelIx5ts§, < c f ん 

分に知るのであります。而して又た彼は-过に能<此の智Mの贺珠によりて、苦なるもの"苦の厮 

因、苦r滅せる狀％ぞの滅せる狀齓一^するmの輒なるかを知るのです。郑丑よ、これ胍圹淝槪の 
ち^はAじゆ しi5 

細pflの寶珠と稱せらるSものであbます。 
t袅ulr^f>んか赶 しゃ5ラt;?く 

「智慧の寶遛を冠れるものは，生有を持續することなかるぺし， 

妒は何れの世界にも再生を願はす、不死の5H槃に到達せん。」 

次に1大王よ"世#の解脫の寶珠は何であるかとならば、謂<、阿羅漢果を呼んで，，脫の寶珠と 

ぃひ"1A漢果-到達せる比丘を呼んで、解脫の寶球もて美齡せるものとぃふのです。把丑よ、そは 

恰も人が把珠•金剛石•黄金•珊瑚を連ねて珠數をなせる1iを著け、肢體にはァヵ〆8*斯衡.夕5ス， 
釦よ せAffAか,13,み く JC サ— 5 Mcb-rA, -e (p t-T-tt 

br fe- K_ 4^—■■■■--p b * pk- ,fe b- b- *s fc- PC.»ifc. 1■■ L fl ».^1 hi a • I p h » » fekr p- •.11 t ■一. I I I i^^ir k 



含f:i扇G ■涔顙墨 4轉赖. 色£淒—芥•アテイムツタカ ▼晖砰 

啦•黯擊•m*ァラビヤ^f,li轵ょbぎ々®^ゲrくれば"^致避^•«^餅1^の_じぃ齡に^ぃて， 

妒の船趔を_鰣し、K'c;)魁鯧がSiたる！5i:A?をして&"せしむるやぅなものです"对妇ょ，H?貧！M 

し&ftそ ち& れつ びく い 5ら かみ すTtfffつcrく かくかく 

下は來だ其の地位に達せなぃ比丘は云ふも更な上は巳1:解脫せる比丘までも"赫赫r:る光彩をJejl 

かnら あつお5 な だぃ*>5 6るも方わ？わ八ち5^5く**>< そ それ し^ 

て照疵し、彼等を]fi倒するのです。何せなれば大王よ"諸の王冠中の王通は一であ卜、而して其は心 

f艇のか挺があるからです。これすllちの，解脫のW珠と稱せられるものであります。 

*_仏齡34けた>€斟は、妒人等の見上ぐる所となb、 
しAtffiつ くわA-つ もの にんげATAt:や5が5くれん とこる 
I / I .に 一 f : <Lf / て .Jr tr I 1 / ^ J J Jly ^ i «^r ; 

心解脫の王冠を藩けたる者は、人閲天上の仰觀するFとなる U 
いは r，磬ょ、£@歡編のgf^でぁるかとならば、gく， 

『pz>\め5く.C1A3Cち せそAifffつちけAaうじゆ し|5でしら こめち もつ -Jルヴ1ナ 

妙M察普が世#の解脫智觅の寶珠です。藥茁子等は此智を以て、涅槃 

パプチヤ-H1カナナ1ナム 
0101 Jvaccavekkhisiil* 

Tツ*パナイサムビダー 
P一】Aurtpatlsiim hM&, 

ダムマパチイサムビダー 
Eil】 一)Is m nmpalijflhhldi. 

ニルツナイパナイサムビダー 
P?51 J2-3itipniijmlnbydp. 

パナイパ！ナパナ<サムビダ1 
HE】1^librl Jakim bhidt-' 

に51?するi く铝漱か妮と、抝iせる__く鲥_卞へき燜_の蚓なるかを如るのです0 
しや5じやら こ ち かれ& すで つ？.C みち Vi ふ みも し 

「聖者等は、此の智によりて、彼等が已に通過せる道と未だ踐まざる道とを知る。 

おお勝ちのデ!^よ，汝等精進して"汝等自ら此のfw愨の寶を得よ0」 

和に、对赶よ，世Sの無礙解の寶珠とは何でぁるかとならば、謂ぐ"S一)義無礙解ii)法無礙解と 

昼#!一肥艄と§鑑無礙，とでぁbまT。大王よ、f四無礙解を以て、郭身を飾れる比がは、如何な 

みち ニルザ—ナ XT ^A.f なほ"A 迮んな5 なに 

推理閗答 四へH 

_J^-l-lJi!i 考 T 居し.|5ド“:;:_乂|-1'':'厂_ 



1陀W問趑 
&かt4 はひ すfciiあ^6ヂしぞくな>は6 あ¢6 i一ら又て なかは&¢5しや 

る仲問の中!:入つても、卽ち或は^士族の中(:入わ、或は■羅i2族の中(:入，〇、或は商人皆の中にAt 

*4*5ひ」"^rrfj:ifieかはひ かくしAも，aひ けつ 4く 
b、或ti首蛇族の中に入つても，確信を以て入bますから、決して當惑するこiもな <、又慰しがる 

Iもあむませぬ。卽ち彼は騰するこふもな<,又怕るることもなく、或は興浙することもなく、幻 
L^/fr」 .や-Aし*3tcか はひf£い，£ うf:l ぶし よるひ令 ilA.li/tu!> 

4i怖することもなく、群集の中(:入るのであむます。大王よ、®へば武士の鎧を薪て、戰陣にwoや 
ぅなものです。卽ち彼は臺も怕るるこiもなく、「若し敵〆gくにiれて酽れば、われtの弔をmてぎれ 

s b 一®^1H&こ•ち &TT含 111*y や，4!^ & ク 5 IP# t y 3^-*p • 

淳を射てやら5。若し彼0が此方に進んで來たら、われ此の挞糙を以て討たう。若し衝ぎがYfに！g* 

|さ t * t p ■ .:. 

tr _か:f;か <4A 典つ せ会Aはひ だいわ， ^ C1かく m 

まくつてやら5Jといふ、堅い確信を以て戰陣に入るのであります。大王よ、比丘も亦た足の如く、 

こ 四％%ぎq!54をkoにSて&れば、&伴なるill^sに对るにも、TVL域きいてAs 

い5 4 2 I ** _ IV !いぅ iif.Aい'Aもつtft-Ml tT^ V* ' lrb、 i 、」 

說き、理由を以て理由を說き、原laを以て原因を說くこiが能きる。撕くて予は銜が撕惑を解き，谢 

1f姐iし、；us ■の齡肌fってfをgsせしめ？。治し；plriv 
&:Ai^4 て:^Lsl^tA.KV *cv し令 と 4含— 4 かA* I & f fto ^ 

予{:SMを提此せば、fは慰理を肌て^：Srを■气てfirビ記气穿船を犯て炉P 
*»レ卜. LJ 5 ■» - r I n Aザ丨ナ ■JルザIナi 



涅■を以てSi ■を説き，空を以て空を説き、無相を以てt相を說§、舖1!を现てstを說き、i't:を 

识て酽鍁を記< ことがrきる"靶{て予は槪vlrijを觀願し、Cが断®を1_し，ヂ0艄齡|:(ょつて， 

槪をして船8を&せしめや5。皆し又何人かが、飼無礙解に就て問翅を提出せば*予は句を以て句を 

&き"語をSて語を&き、r字を以て文字を說き、連聲法を以て連聲法を說き"子音を以て子音を説 

き，嵌齡を似て秘祀をがき、船！Dを以て揚音を說き，精髓を以.て精髓を說き、法則を以て法則を說き、 

1配を以てi§配を記くことが能きる。斯<て予U彼が'疑惑を晴らし、彼がMlを一掃L、予の解釋に 

よつて，衡をして歡喜を得せしめやう。若し又た何人？一が、辯瓣礙解に就て冏題を提出せば、予は% 

智を以て頓钡を說き，！？喩を以て比喩を說き、特性を以て特性を說き、法味を以て法味を說くこiが 

能きる。斯くて予は貧が疑惑を晴らし、彼が®惱を一掃し、予の解釋によつて"彼をして歡喜を祺せ 

■。大王よ、これ則ち世尊の無礙解せられるものであhiす。 

「彤づ此のi礙解の寶珠を買ひ，iして汝等の知 =憝と熟練とを以て煩惱を截斷せよ。 

tくて汝等は一切の痛1fni怖设とを遠離し，以て天地の兩界を照らすことを得ん。」 

kに"大王よ"世敢の七锻支の寶珠は何であるかとならば"诹く、念逛支i"擇法锻支と"精 

支と，惠赍支と、輕安盤支と、定赀支と、捨费支iであります。而して、大王よ、此の七赀支の寶珠 

を以て、其の#を莊嚴マる比丘は、人天の令世界を輝かし"照破し、光被して、開黑を驅1し'、光i 
を生せしめます0大王よ、これ則も世筇の七覺支の致珠と稱せられるものであhます。 

四八S 

--.... 
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四A六 
こ *SCL f<^Aつ ち® まへ 11AifATAyん iも ね <rや5 一 へ5 

「此の啜支の王冠を蓊けたる者の前(:は、人間も天人i共に起ちて恭ITの意を表す。 

汝は業を代憤iして、此の数支の王冠を質ひ、而して之を避れ。L 
そん15や せそAぶm #ぃしゃ今ひんし；0ゃ5teA 

王r#者よ、世S•佛陀の一切商品の市場とは何ですか〇』 

f そ そこ ぶつK, _みらいしゃ 

ゆゐLALやり をh f サぃブ お1 

ffiであります。而してK處には、娵陀が、〔米來の生に於いて〕節貴の門地{:把を受くること、氣 
%や^めいけ人かラb上5ち*せけんT:含犬いよ てAじや爷て#大いよ お2-1ル-/!ナと5 わい.-lK、i:つげA てんと5 ちんrtつ 

長命•健康•美菸*=戬•世聞的榮卷•天上的榮#•及び涅槃等の體得赏現を〔店‘頭に〕陳列あそばfまし 

た。而して典等〔數多の商品〕のJ"の何れかを斯んと欲するものは，把の代價として組!^の起を瓣へ、 

彼が欲するものを1 员ふのです。1„ち船耜は妒漱を识てkひ、SIU虻SFの杭齡をmて|只ひ，SのB 
くにして、下は最小の黠にぎi*で，yはg姑\%はギK齡齡3齡の〔gの船yがる〕祖鲅をすふの 

などと交換し、又は小矿.3錢で、所耍のものを7ふ.-卜4が能きるゃぅ>ものであります。世您の把隐 
ftかく ごと なん し4.えラ レ^ごふ4Tに か C だいわ5TなUせそA 

も亦た是の如く、何でも所要の品は、業といふ錢でKふことが能きます。大王よ、これ則ち世雄の一 
さいLや p^tAL^— 5 しよ5 

切の商店のTfr場と稱せられるものであり去す。 

「長命^、懷%と、_各と、天卜|犯11生るることと、皆贵の^{:42るることと、 



*仲朽之并® r_.傑韵ゼ. 

Mは大也の嘗を叙て，.H其®故t Sも0を〕Sふこiを得るな办〇 

比丘衆よ、來れ、而して汝の信根を代價iなし、 
6rliAt?らmつ ii OTK^ くSつ か 卜 それ 蚤マらく 

以て汝等が欲する所の〔法の〕货物を貢ひ、且つ武を貧f樂せよ。」 

大王よ、世®の法の都に榇める住民は下に擧ぐる人^*でぁります。，ち經師41:師•論師、1を!^ 
ひi ほALやラ/:Aじゅ T ちや5あごんCゆihi ち1あご八 じゅ ひと r'ふあごAじゅ びと f あごAじゆ 

人"本生譚を誦する人、長阿含を誦する人、中阿含を誦する人、雜阿含を誦する人、增一阿含を誦す 

る人"クッダヵ•二ヵーャを誦する人、戒法を持つ人、正定に住する人、智怨を和する人、七赀支の 
せいく.CAよ方こ ^tc ちけAい5 ひI せい<れ< LAX い ひとDゆげrt capT:んじや5Lfi1 

靜觀を萚ぶ人、智見を有する人、靜觀のため-森林に独來する人、樹下に坐する人，雲天井の下に住 

ち5 AL い^Tf:い^■ ひ1 My ひと 4* や,P4 くf>と すな(1あ^ひしゅ/£を<くわ 6Lしff'A. 

中の一若{は一以上を體得せる人、有學の人、四羅を享樂する人、卽ち或は須陀m果、若くii斯陀含 
く-?*あるひr^& ;6し あらかAく*?*>fK Ai みつ ちけAかと すfcaLよITや5むじ¢5 沪いかいく 

果、或は阿那含果、若 <は阿羅漢果を享樂する人、三つの知：：見を有する人、卽ち諸行無常•三界错苦* 
.LAJiiふぶW ち.け*Aい5 ひiKAづ5 T じAづ〜办含 ひi ち*聶ん±< 右今たつ ひとtl^Li しや今 

諸法無我の智見を有すS人、六神通の人、神通力の人、知：！SのM滿に到達した1、念處に熟達し、正 
ほほパ^-3:IIよいv< s<^ ひと こA^'含 じゆ<§ ひと ぜAt,*マじゆく^つ >i げ/fつeゆく 5 ひI 

勸に熟達L"如#足に熟達せる人"根と力と1:熟達せる人、禪定に熟達せる人、解脫1:熟達せる人， 
し含*frし含Lt'K-®^ fいbあAらく 含7がいf:つ ひ4ど しか せ f み？filtおよ あし 

色無色より獨立せる、平和安樂の境界に達せる人等でぁります。然り、世#の法の都は、竹反び蘆の 

林の如く、常に此等の阿，漢が群居し、独來して&ます。齡に盱はく、 
10;!?はこす t^Af 1si しんい ぐち をAザ ひ土 

「法の锨に住むものは、貪慾を遠離する人、腿恚を遠離する人、愚癡を遠離する人、 



國髎彌蘭陀王問艫 四八八 
Vろ5 ひと ひと か2い とAあい ひと . 

無漏の人"煩惱を松離する人、涡愛もなく、貪愛もなき人なち 

料の瓣•!-&むものは、森fを家とするん、頭陀を行する人、 

思き人、®衣を被る人，貧靜を樂む人、，1=ぁる人なb。 
み?jTぐれしょ cb ざtalyひと 

法の都に住むものは"臥處Uぁbても常に坐彳-て眠る人、 

t住座臥靜STる人、i棄せられたる衣を纏へる人等なり** 

法の都C住むものは"三がを纏ひ、寂靜にして"筇四iして皮を有する人、 

一EI一食して樂める人、賢き人等なゎ。 
0hy みやこず せいじつ ひと J-Ah-i ひi 1と iA.らAじや5 ち ひと 

法の都！:住むものは、誠寅なる人、深虛ぁる人、少避を取bて贫赛の情なき智ぁる人， 
ふせ ir> ml 1Aぞく 6'4^5 

布施を受くるも受けざるも滿足する人等なり。 

mの齡CI1むものは、靜邋の人、静1を雄む人，安樂、の心を持すS男土， 
toAb^lfA^Jlr 6,と -J ルヴ—ナ.-ACひとと5 

念力堅牢の人、没槃を欣泶fる人等なり。 
のり み?i すrf5 5%¢ 5 tslくt->t;ひと 

法の都に住むものは、道を行すs人、mの上に立てる人、 

或る於を體#するも尙有學の人，其E的を最上のH標に昀ける人等なb。 
仍， みや*J す せV作ラい C しやサ 

法の都1:住むものは、聖流に入れる人"穢垢を捨離して、 



鳥£ゃ？ itひ4 ,4 さち さい T V ^ J 5 ^ AriKJr 
地上に今一たび生るべき人、更に1生せざ&Vき人、及一阿羅漢等な. 

^l”i免する*!粑にIs迤 f5A?"*vl!f®iJMf#i;lA?-%MLyrAiA:， 

齡の學#fAf、擧はSのid^Aff 
-iいt § くffゥ ひI ォいnf:sLひとし1Aねつし八 s 、々—障こt: ひ4 > 

妯惹足に熱達せる人、靜!1を樂む人"正勤1:熱心なS人、此镣は法の荀に住L人なb 
じ八づ5AAじやぅ ねんじょf:§し 

六神她を圓成せるもの、四今》處を樂めるも0、 

がれに^£するがぁるもの、f等は法の歡に住む人な办。 
5S t ひとげんご つつしひと かんく*><ほ:1* ほ ひa*お1れ♦マびい 

俯向き勝の人、言語を愼む人、感宫の窓を善く讓る人己に克っ人" 

慰產±|〔齡〕|?ょっV*く繼きれたるもの，擧&のpsiむが\ 

三明を苻するもの，六通を有するもの、神通をg]成せるもの、 

智惹をi成せるもの、此等U法の都に住む人なb」と。 

に越せる！^r起の如きは、世尊のあの■に於ぃて、法將it*ばれます。 
t つぎ でいわラtsんづ5り含 い5 ぴく 公げ t かくしん <^t ひ言 

復た次{:、大王ょ、神通力を琯する比丘、無礙を學せるもの，確信を有するもの、益中を飛行する 
*4んじ|)»大 5 かLt?か5どぅ tiいtr 

もの、K£對され得ざるもの、打ち勝たれざるもの"支持なくして行動す4>もの、大地を搖がすもの、 
f*じや' ♦うそくertf-pふ 5 そみ へんげ うご けっしん かTじや5て含せいLんと 

水上(:休息するもの、日^に觸“ねるもの、其の身を變化し、動かざる決心と、向上的精神i:富める 

推理問答 四八九 
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國II彌诹陀iF.間經 四九〇 

もの、神通の四成に達せるもの、是の如5比丘等は，世#の齡の觀C批て、ばれます。 

復た次に、大王ょ，頭陀を行中る比圮、牝足、のもの、妒紀をgひるgf-gfる，恥の把!^ 

を憎むもの捣食のために次第に歩くこと、蜂の花を追ふが如くするもの、〔乞街—;yつて〕なる 

ぎ上の價値をHくもの、慰の如き比丘fは、の財の舰一て、載fmi4ばれます。 

呼ばれます。 
1 rr おは でんせつ i でんしょぅ て の5 り-5 

復た次に，大王ょ、多くの傅說を學ベるもの、傅承されたるものを傅ふるもの"法を持つも®、律 

* Arft)> * 4飞 _*6んじ»'tvおん1;;くおAちや、お会んおAけいおんSぅおんf=iけrxい ぶん—あん普 
を枓つもの、論をI.Vつもの、文字の淸音濁茜•長音短音•輕音通.昔を巧に決定するもの、九分齔を昭記 

するもの、M疋の如きの比丘％U、肥抝の鞀の寄い妒ぃて、駅戤m.,4‘ばれます。 

殲 つぎ だいわ"*' w.c**v びく ，〇 じ少くもTいく^いん^t く^か.』t 、*r& 

復た次!:、大王ょ、律に博學なる比11:、律を熟知するもの、罪過の因緣を巧{:开疵するもの、げ爲 

> * fCIdAciぷe uく i, t含ぃ-^ く*け？ぃ すぃ一一ん Xぃけん'.aCぃふ4んこ <bA 64^^ 
もの，謂の4起•承^•赦免•自白等の問題を巧[:決定するもの、報人の停榄•[111抱*隸1|:餛‘する間|0/ 
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「花寶bji呼ばれます。 

%たkに、'対缸ょ，四S諦の了解に徹底せる比丘、及び彼笠舟らのmを以てg璀諦を府破せる教、 

Atv/lふるこ4の岍なるもの、船阳の四艇に鄘て，&-歡を齠龆1、-超脫せるもの、安樂の境界を體 

mせるもの、^bの"得たる銳笟を、粑の妃踮新に射鲈するもの、慰のS-きtr^丘は，世槪の浓の鰣C於 
いて、r果實賣む」と呼ばれます。 I 

tつrf い#1今 し^，rしよ！fl^5IX*Jri*t^ 1¢-r く Jt/I,ち！^5 しゅ1:ゅさ±ず^| 1ATV •-1rいL中9'»八 

復た次に、大汜よ、正義の勝妙なる芳香を以て满mせられ"稲植様樣の徳ヤ賦與せら〇"罪隙irl 

ばれます 
s rr 1 V3rfll<*>5 のり 1% くれAぎ あいご か5ftAう ろん 办つ 5ち Afl;や-5 

復た次に、大王よ、法の中にあbて歡喜し、愛語L、高遠精妙なる論士钳iの中!:ありて、無上の 

配船を配じ，M抝または橄Tir、若くは私kの所にぁ6て、法の妙液を飲み，身!:於ぃても、nt;於ぃ 
い£1あだかみづか«tふ め^-犬含 W■ち >5にふ f しゆじゆ ほふ 5ちf:くみLん-JfetA:LA 

ても、意(:於ぃても、恰も自ら法の妙液の中|:投入せるが如くし、秫種なる法の屮に"巧に深遠の異 

15を昶めておを骯mし、,つぎ£,,气牝£を談じ、：^やで談じ、寂靜を賧じ、遠離を談じ、精進ど 



闺霖彌期陀.王m]鯉 四九一一 

一iじ、Lklルを談じ、正定を談じ、智蔻を談じ、解脫を談じ、解脫の確信よ6生する智見を談じ、1iし 

てkの談話の妙味を飲んで〔修養の足らざる所を〕補ふもの、是の如き比丘は、世鹧の法の都に於て、 

「泥せる人、または飮客」と呼ばれます。 

wた次に、大王よ、夜の初更から深夜まで、眠らない阶習に耽るもの、從逬至夜、坐するにも、立 
ある つねしやぅぢや5<わん.Cん办い$ラくhA.しふふIfみづか 今A旮'IW.んな$ %んてい 

つにも、步くにも、常に正定に住するもの、觀念冥想の僧習に耽り，0らの利益のため、傾惱の鎭定 

に默柯するもの、4の队き比fは、世尊の怯の都に於いて，「監守人」と阶ばれます。 

Wた犯に、大王よ、意義にまれ、言詞にまれ、論說にまれ、解釋にま0、卵由にまれ、例證にまれ、 

の九把mを鍁1sし、散げ11るもの、戤の如^^は、f抝の齡の於ぃて、1_法の子」-呼 
馨 

ばれます。 
a ウytlい.C5 の今/:からしさん I でん甘r>尨** せいてん しさん I ふがぅ ^ X 

復た次|:、木王よ、法の寶の資產に富めるもの、愧說及び聖典の資產に寫めるもの、符號と母音と 
L知ん ^ It しか そ ちし彔 これ し1は苓 ち！.*,'t-つ かく m びく せそA 

子音とを曾得するもの、而して其の智識を以て、之を諸方に暢達するもの、是の如き比丘は、世#の 

法の都に於いて、「法の銀行家.」と呼ばれます。 

把た次に、大王よ、微妙の敎訓に徹底するもの、货行さるべき靜虛の對象の、解釋と分類とを曾得 

するもの"_練修犖の一切の微妙なる點に於て、完全制滿なるもの"避の如き比丘は、世tの法の都 
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がiく、際の想の、一挪のIS鬆をtつけt齡ひ？べ-0繼が鬆にも1享、祖 

f判察するを得ん。 
推理答 HAH 

•U於いて，「冉十越せる法の師J i呼ばれます.* 

尨邳ょ、肥粑0抝の雛|:、墘の妮{腎{戤1[»せられ、鋇の妮<#<鈮遛せられ，髟の.她{貧く埘茹 

せられ^歡の斷く&く配ぎせられ’慰の邮くぎく齡把せられ’思の如く善く斅衞せら巧是の如く審 

の把齡、tのS獻、fの!^" iの概iil:ょつて"世#tがf;A世に3存在せしことを知らねばなb去 



铖課彌m陀王間鯉 四九四 

人は、象王の足跡を見て、如！：に妒の1妒允〆tしかをg妒祗轵するが航』く，从於の駅み％ 

し路のPに、A^中の象たる，陀の阶し粑へる姒麟をPT,*"::!:(:傾舻の&对にましませし 

かを推知すべし。 
ひ1さい せいる* せん今つ しふふく み じ5わ*^tiうかM* 

人は、一切の生類の戰慄し摺伏するを見て、獸王の咆llf:せるものな_ 
ごi 

>を知るが如く、他派の 
^t-Lf 含よ5く&し仰く xi<f:5:s みmふ.£5 ししく いか さiん 3つら 

敎師等の恐懼畏縮して、跳躍逃避するを>iて、法王の獅子吼の如何に莊嚴なbしVをa知す〇な 

tiいぢ X ぐ.CんMい *C5 6{ Iん含んこ お しifみ くnんrKいうレ 9 
人は、大地の善く、灌漑せられ、舉〔木〕の欣欣乎として生ひ繁F'lるを見て、歡慕9大雨降り濕ほ 

k : ,.r5Htv?T^SL、>^み かれら Mi CT1 枝■マ かか せりと言ふ力如{、一切^生の欣び樂み平和aるを見て、被等の心を鎭めた〇法雨の、如何1:咏 
す*% 

なbしかを狼知せざる可ら^〇 

^affいぢ： 5^^ でいねい*lpf:< .み 知|±あ^ふ すゐち fli- 

人は、大地の編ひ、浞徵となり、沼澤となれるを1て、九いに雨^bしこ，とを眼知t-るが如く、 
1*んは5TIf*<-llも ，、ら し-5Cや5 Siふf* あら S しひ，！T*レ，‘いかい £1く ,*んすん 

煩惱の泥濘の/:めに眩まさるる衆生の、法流(:よつて洗ひ去られ、正法‘の大海U托せられ、A:则 
に4 みなひと IrJ 26^ かしこ かんろ なみ ぜんしん ひね t み 

も天人も皆等しく、或敦は此處に、或者は彼處に、甘露の波|:全身を浸し潔めらるるを見て，法 
いか だい Tt 

雲の如何に大なるかを推知するな5。 
ひ^^ ff:かれ4 i5一 负へ は〜か5 いた it;みみMかん い*たしか 

人人の旅するt:當り、彼等を-¥ばしむS、妙なる芳番の，到る處(;充ち滿てるをMl'じて、今やt 
だいしA>4敁な寺 *0办す-ftさ■ rち たへ 



:大森杯の横木®花暌ける頃な. 

して、Iて：^上の佛陀め住し%ひLことを推知すiなh-」 

00 ?0K?0^. 
bしことを醋1不するこiが服今iす。%奶ょ、そは齡f悧潑な華鬆製遗人が、有ゆる棚種の一來の花 

p, 
ウ < すじはJK? fe く！*? く しゅじゅ はな 6iflltLlsu^.けit くれい 

造るやぅなものです。卽ち佛陀は無®無邊の功徳ある、種秫なる花の一束であり、私は勝渚の敎會に 

ぁって、鮮ずの被を縱に颭すM‘S5Mです。铲して弒_ssへずへる&に船ヂ、盅っ*私句らの错 

淤をmひ、瓣齡の1^を，げ、船艦にょって、撇ぼの^力vir小することが能—子。』 

fT戴齡ょ、题のHくがfを%げ，船街にょつて，佛陀の偉力を顯示せんことは、何人も雛しとする所 
bt-:し こ もんだい ねいf>なれ しゆ匕ゆ せrめい Uいちやう 瀵んぞく含えつ 

であります。私は、此の問題1:對する、费衲の十分にして種種なる說明を拜聽して、満足喜悦の至に 

>«推察知tるが如{、妙3る戒香の天地に充ち满てるをtf叫 

m理問铵 



Ss—I E负《 

ft ffu* 

卷の第六 

酚陀帘にて 

9J、fが齡のを雛して、爾？命いて、题mpsれるを把、 

iの兩fに就いて深き疑問を起しぬ。 

「纪し俗人と11-S4た眞理を.奴現せば，頭陀の行を守るは、 

艇1の！!ならざる叽らす。いでやゎれ、どょ-、三藏に通曉し、 

Sに駆め18をisr&sじ戤をiひ‘.SをMmむ」と• 
e とき tリンダ.cう チ1ザセ1ナ4ん^や そtrゆ，rしi f 1¢ ^ -T 

爾の時に、彌臨陀王は那伽M那餺者を其の住處に訪づれ"そして彼の前にrを下け"却いて 
かれまへあf-法さ し，ぞ 

ざし ぎをは かれ ナーダセーナそん匕ヤ 耖3*いは 

座を^iめられた❹婭し已つて被は、那伽那#者1:向つて謂く、 

さt せんiiAか5 6.V け！sfA.かちすゐか*rふん &ち あ石ひAんJ^ん じゅょ〜 ま?:こんがK-せ♦ しんじ^bぅrん15 

レス產の栴檀晋を用ひ、華霞.香水，番粉を用ひ"或は金銀を受用L"又は金剛石*眞珠•黃金等 



會赋yrけて、#蓮V衂配にするflA.!にして'®ほ^0取籼钜鄞のis;f?f:i!したものがあ 

,ii— か ** J 

雄ょ"配(:は百A^のみなら^、二百•三百•五百•六百Aiのみならす、千人0みならす，十蔺人® 

みならホ%千萬人のみならす"一億人のみな6す"十傲人のみならす、iar槃を赏現しt:ものがあうま 
すなUめt Lやうねいfiいとく 6の ないし もつ>し つく ぼt 设し 

す。卽ち明かに四患謙を體得せる患は二十•三十•乃至百千を以て敎へ盡せない程ありますで、衲は 

如何なる顺序方法にiて、その證1を陛下に示しませうか0j 
王ri：うぞ•'御隨意說明して下さい。j 

だをf4い-^と5 C^A L^**< みな <わんけい 心 だいわう か5 LiていLH令ふく i-i 

逍のg得等に關する甯句は、呰これU關係して居るのであります。大王ょ"商處•低處•起伏せる處* 

齠地•湿地i>の地方に降れる雨は"锊流れ流れて、大水を溢へる大衡に於て一緒Uなります*今それ 
ぶつff試んけ5ちう お しんせい せいく .£つLT? 1びづだ く f じ->かうiう ちろんや5 く f 

佛陀の九分敎中1:於ける神聖の生活、1道の體得、幷に頭陀め功徳の货行等1:關tる諸の®句は、；！ 

於のIにIfるがf、この一mにasされねば？急ぬ。fてま鄕祖、PI4をf 
する、iのis?配の觀明も' 亦た此の一點に集注せねばなbませぬ。斯くて此の事化は充分に分析せら 

れ、美を盡f、善を盡すこ能きませぅ。大王ょ、彼の堪能なる喪道の先味は1人の要求1:ょりて， 
か かねじゅくだっ です しめ あt かれけ“けんちし含 しよ12ふ はめい 士 かf- 

その遊き方の熟達せる樣子を示すに當り、彼の經驗と智識と1':ょりて、#法を說明し"以て番き方を 

gゲ、！^くて把事ザ>ぎ4に！、|强1:するでせぅ。衲も亦た#<3如く，經驗と® 

だいV かんの* せんせい 大5含5 

頭陀行に就て 四九七 



®課镧晓陀王！：総 釋为；ノ 

せ〇办い Z てん Lふち.^ こeけん ぶA,せ令 v/4,T S, 

の說明を此の一點に集中せねばならませぬ。かくて此の事件は充分1:分析せられ、善を盡し"美を盡 
T 

すこi*>拒きませラA 
{ nサJザ■■/ナギじゃ今ない T tん せそん しや,rxLウwtサ办 ウバ1シカ1 みち 

大王よ、"こ舍衞城内UV約五千捣の世筇の見弟子•做坠龜_優婆典が道 
芒のlti 1ん にん あなごんくわ 

を行じて尻ました。が、其中三十五萬七千人は阿那含果を體将しまf-たへ 
そ かれら みなぞく(5ん け51一んf!んゐんすなu^ < tf: 

而して彼等は赀俗人にして敎團の刚M卽ち比及ではあbませんでした。又 
0一> じゅ もと なす令甘*■おこ 4 お—ん しゅじや5LTS 

かの"■ガンダムパ樹の下に二:€の奇趿が起った時、二僦萬の衆生が四观歸 
たつ てってい そ まゅ>1フラ普ゃ5Aんずr> & 1!ぃ音nじ05 

の了達i:撒底fました。而して又た論雛喉M經の演說t:於いても、大杏祥 
f Aんぜつ おい 一5争Tえん#T- おい tsuいほ5令や5 Aん5 匁 

經©浪說{:於ても、サマチッタ經の演說に於ても、敗亡經の演說U於 
is 令T式んぜC； おい {&$i AA^ いても、ブーフーゴーダ經の演說t:於ても、カラW •ギヴーダ經の演說1: 

JI せや5えんVO お (¢1だい音やうえんぜつ お £) 

於いても、小經のm説に於いても、ヌ大經の演Iffiii於いても、ホッヴタ 
孴や3大んVつ お サ17プツ«泛ん奇¢.5大んザつ & 公す5 てんにんら しん 

力經の浪說に於いても、舍刺弗品經の演說{:於いても、無mの天人等が.R 

サ t feXつtい 

现の初MI:徹底し去した。 
t/:£5し中tや5 & まん うでし ウバrサカ ウパt&itl-ら Aち rや， & 

又王舍城1:於いて、三十五mの艰第子•脩婆m•褪婆爽等が道を行じて思 
そ 食Y;か だいぎ二13 exも i fiA しゆじ7 

ました。而して又彼9大象」Sダナパーラを馴致tる時は、九億鸹の衆生 

サJザツナ4 
IL 

ガンダ4バ 
【二】Gn&a-ulku 

サfチッ身 【二一 2 mElclua. 

【四】巴利S5賭M观集.蛇：：10 
一•敗亡鸫铬六。 

trLl ru—ぎsff轫褪 mA 

八” 1侬四r5rベIダ紐節 

十0 
カラハ*-p*/Tダ 

【六】Kalahaividp赌貍兜ffi 

八八品徘g:,pa錄鸫第十I。 

【七】M總迆雄八八品笫四•ル 
舵浓十一0 

1八一同前大鸫笫十三Q 

t九 I Tusuliu-何flsffi十四〇 
ダナパ15 

【Is Dhlsapsr 

1n f 3 P暑 if 
1 nu3vlf p 



パltlI一力精舍に集まちてこミパ—ラーヤナ品を演說す-〇時は、九傲 ！：js 

五千萬の衆生こ？ィンダサーラ洞窟にぁbては、八i萬®灭人"鹿野苑■!: 

肥ける初轉法輪の時は、一伋八千邋の焚：大及び無摄の諸天、三十：一一天のこaa 

パンブ•カム•ハラ141;;の上に於いて阿呲達艄を説かれる時は、八似Mの天人、 

幷に諸天の世1-4ょb限デして含-サンカッサ城の門£に集まれるもの、疋 
*J(Ai 寺臂彔 办ら お <4ん1-んでん ぶつでしらLや,f:いちAてCXV* 

び此世[:奇Mを现はせる三谥萬の入天の沸弟子等が、四架■の赞sit:微底 
1 か^ fL-pかぞく1?か U5 

Lました。而して復た迦毗羅衞城の釋迦族に向つて… 

いて佛種姓經を說かれる時、大會經を說かれる時は、菇數も及ばざる秤の 

無址の諸：大が佛法の初怨に撤底しまた。又彼の碓爾製造人の罚m那の祺 
けん <|>んLふAifeあひn?ガラハザiナ こと くわ八 し玄 は*ひふ#,u-TJf〆 

件に關する浓倚の場合、伽羅波陳那の褀ぃ關する集铃の极合、.MW阿難 
陀のぎに關する犯脅の場仑、裸形爪道3ジャムブヵの事にmする塊會の 

てん *1 * く^AL ふ表 fin)XA-aと く^A- 

Zダーカ元の事に關する集位、一 : 

グローダ寺に於 

ts】？レP拷- ニダ&Tダ 

r!d装ブびナ 
V-U1 crtahmhnnlu 

【一八】JibuTili老fts二八 H 

W乃钜二八六M參M。 
【一^MP-3tpErk£u 

サッタ•クンダg 
ssKatlko^tL 

m】il,t, 

【j三】 
異ペッダ1 

5;11ぎ bhadd3. 

目 

E 

サ，1ヶ—夕 

31】 冢r? 
A1ナ1パランタ 

bunflpafantrr 
产4口 —ダツダAッ* 

PO Tigkuf1^sut? 

li1L>r^、^r?£> 夕•クンダリ天の事l:關する集會の場公、娼婦--ス 

ラサーのWに關する集曾の垛合、4-シリマ--の祺にktる集曾の場が、機織娘の斬に關する集舍の場 

合、§ス/ッダ1の事關する集會の级合、eサ—ヶータ婆雄Hのf葬を見物する場八'•孝スーナ 
i <^A し■一最 はあ6 セいしやくてんていL§*3か ちんだい AA しふ^琀あひ vつ6ん令や5お 

パランタの事に關する集龠の場合、帝釋天の提出1:係&;>問題(:|1する_#の場合、雜交經|:於け 
S5音やぅAんVつ はあひas■'け5Aんぜウ は < ひ これら ひと ひと 焓#>ひ おい ぶつ^ふ ち^ 

るi ノブィD1クッダ經の演説の塢合、寶敎の演說め极合、此等の一つ一つの場合に於て、佛法の郫B 

四九九 

_ 



せるものが八萬四千人ありました。大王よ、世#が此の世に在して、三大地方十六箇斶-止住 

した妻フた陬ポ、二三門五f千•萬のM天等が、脱和至？i®M槃を货現せしを妒るのは、fw遊給の 

gであbました。而して彼等は赀天人、茬くは俗人のみで、比丘でUありませんでした。大王よ、足 

s§si 0f06pi fsff 
Jh槃の境界を货現致しました。』 

王『那i犀那嚣春よ、若fsの如く"家庭の生活を營み、五欲の樂を縦にせる俗人にして、尙且つ 

起g,i」實現することが能きるならば、頭陀の行は何の役に立ちますか。若t是の如くんば、祺ろ彼の 

『迦陀の把ぱ、恧戯の行がなければなりませぬ。何となれば、尊者よ、荇し疾病が藥を服ます-癒るな 

らば、吐1•下_^び典の他の—を飮んで'體を弱めて、何の利益になbますか。苏し人が舉阀一つ 

で、敵を征亂することが能きるならば、劍•槌•投裣•弓•鋒•-棍棒等の必要はないではあbませんか。苦 

しMが斷だの'屈il：の、！<だのを賴つて木に上ることが能き、或は木-生える•及び枝などを 

賴つて、をの木に上ることが能きるならば、長い强い梯を探す必要はないではあbませんか。莳し地 

ベたに酿つて"四肢五體が安らかならば、奇趨な肌觸〇のよい、柔かな臥成を茚ね求めて何になりま 

すか。1右！人がが險■しして恐るvき！：漠，气一人で越すことが能きるならば、大商隊を組み、史裝し 

阈恧彌閟陀王mj餡 
まAにん だい£5 いま 

五〇〇 
だいちは5 こく L1;^>ぅ 



恥鬣する必耍はなぃではぁりません炉〇转し人が己ゎの腕で’流を渡ることが能きるならば-滟錢の 

議 

r、：1 

般觀はないでUありませんか。皆しA!が肖己の^產を以て、餘食家屋を華傰し得るならば，如何ぞ他 

の獻めに證し、11ぎ肌ておにざ、猶編デ8焱って、1衝を&ませぅぞ。8の_く，囊 
ft かて--出11*く^勹いとな よく亡のしみifLいt ぞくじん {いz 含？がい?い£5<んすなは-utrナEbつげi 

よ、若し象庭の生活を#み、五欲の樂を縱にする俗人が、平和の境界、哉上善，卽ち浮槃を實現す 

ること*>服きるならば、殊更に頭陀の行を營む必要はないではあちませんか。』 

其知！Sよ、kぼの伊？には二十八の1爵がぁります。氣ぎは1，しく典の德を願煞し、典の德を欣來し 
^-± そ K なん いは せいくわつし？-!Irtや5 へい.C N¢4 く <*>?■い 

給ひました〇苏の二十八德iは何であるか"謂く"注活の淸淨なること、平和極樂の果&ること"罪 
i 太 妒ぃ ふ* 右 <B IPS Vんせぃちや5 

垢なきこと"他を害せざること、怖提なきこと"他を苦しめざること、專ら善を成長せしむること 

射以を截配fしめざること、1k■なきこと、把れ的bにしてY種の保護なること、願培；を滿足するこ 
，靠いLゆじや5 なづか よ をのれか Lゆつけしや ふさ t 

と、一切衆生から懷しがられること"善く己{:克つこと"出家漭{:相靡はしきこi 0立すること、 
f だつ 5 -Cんよく KんめP しんい だんめつ ぐち だんめつ か*1.まんSL-や^I 

■渺を得ること，貪慾を斷滅すること、職恚を斷滅するこ士、愚癡を斷滅すること，萵慢を拾離する 

こと"!5想を斷すること、疑惑を捨離するこ1\怠惰の念を制すること、不滿足を揹離するこi"忍 

麻すること，そのがgsls>ること、その如1の1配なること、一舻の和&の斷滅S道なること、 

妃れ胍uk^mの二十八の8iであ-ます。矿して鉛順は傲鹌し<戤を亂絮I、欣求し給ひました* 

0p^m£ 

M陀行 uk-c 五o 



一一斑铖K附芏問鍤 8 = 

を善く保護す:こi、心業の淸淨なること，その1進の1傲せざること、一舰のt肥を齡められるこ 
と、個性の一切の趼惱を拾酽すること、一谢紮生に靴しての！！ 1r、歡ぎの11配い嫩eするこく 

齡に■袋船fこく _の_なきこと、■がiiればpivgMlAtと、銳p&u 
こく1^編しむこi、yにiFること、これBK等に^Qppる船に温に艦は本 

八の蕃德であbます® 

次に_大下：ょ、頭陀の衍1>酽冇？0十慟の故|がぁ.-ます01い歡紀ぁること，勘*£^阶づるこ< 
ゆ5含arx L7 みづか sh.Lゆ へんしん ^rc こa t」 

勇氣あるこ士、僞爭<f捨離すること、自ら己の主なること、變心せざるこ學を机むこi,备ジで 
なん3Tや*：'ぉ〇む 

da^,J 4パt つAをA A じひ ねんつよ すなa づ 3rや1}rp*r こ* 5 

雛rに趣くこ-^、罪を犯し得ざること、慈悲の念强きこと、これ則ち頭陀の行を行ずるものにIJg^-な 
じひ ねんつ 

る十種の刺益であbます。 

^00. 07^PKt^0^p^ 

—る漀のSは，鬆&が■に掀て、この十三の謬P雲' gF、gて鍵；gをぎ、 

. :: :, >*^, , . : tr‘ I , I i' 4* L ■ «v 4,0 



抑巧r . nrrをi翱ゼIむる韁なも®で，Qbます‘卽ち先づ弓を持つ荽勢"弓の1 

M, HQlill1げ筑、^の^き览"^の11彳1*げぞ敏の^に^の^けギ^の#り滅.15«:^め^’# 

せば歜光艇”チャナヵ獻k锅を识てiiれるKIをrらしむることを敎へ、それがら王に4仕する渚 

士して，彼等を乳介致します。•茲に於て%は、王から坶窀•象•馬•金*穀物，下女•下男•妻及び土地を 

貧與せられます。足の如く、大王よ、凡ての俗人にして五欲の樂に&リ、家庭注活を發みながら、ぬ 

ほ貧く平和至ilなる涅槃の狀態を货坝し&る所以のものは，皆彼筚が宿世に於て、十三の頭陀行を奴 

行し、彼等の行爲を淸淨にし、以て其の根柢を莽ったからであれます。 
«いV f 3 vvyTしゅ おん しT けP あらかんく.£ tつげん 亡5: 

大王よ、荷世に於ぃて替行を修せざる、堪一の生には、決して阿羅漢果の赏現！iあbませぬ。只通 

猛精進し、熱心に正義を實行し、#細a識の辟びきによりてのみ、阿羅漢果のK現が能5ます。大1 

よ"そは宛浐锷ず苦くは外科贤が、始めて先生を取り、月謝.V拂ひ、苦くは無期奉公をなして、礼針 

を取ること、切開すること、突き刺すことを習ひ、又た傷をm毒し、其を乾炉し、胥藥を貼b-、吐刺 

及び下劑の盛りがを習ひ、疋び滞队y行ふこiを習ひ、船して十分の練習を經て、其年期奉がをすま 

し、自^'其の業に熟達して、遂に病人を診察し、把等を平癒せしめM =5るやぅなものであす。大王 

は、皆彼等が宿世に於ぃて、十三の頭陀行の功槪を營なみ、その行爲を淸淨にし、以て其の配概令M 

つたからであ-^去す。 

頭陀行に就て 五〇三 



S課繡繭陀芏P4經 五〇四 

对丑よ、航S16を奶り、その功氍1:よりて、配化”れたA^でなければ、眞理の體得は能Sませぬ0 
3い tAづ，M せ一ちや5 V づだrやぅ ま6 c fl< くれ 

1切の樣子は來が無くて!-1、成長することの能きなぃゃぅ(:、頭陀行を守り"その功德!:よ0て淨化 
しんりtlst T 若くどi性あんゥf;かr\ゐ * 

されたものでなければ"-EMの體得は能きませぬ。又功德多き行Mを打せず、美しき行爲をなささる 

急は、篇に靈するこiiは—がs<、&iff?の齡酎によ—、一繫れた41ければ、 
_T d ^s-c.9 J^r srvくt n J t^ J ^- i 

眞哩の徵得は能きませぬ。頭陀行を守つて得られる結果は、淸淨ならんと欲するものに取りてその 
づだぎや5 %% 大 けつくtiしゃぅ0や5 S 

5 ひと 1W V%*ん ，あヤか.ffいぢ 中5 づffr,* くどくt年*^じやぅ ドニ J 

地激となること、恰も大地の如なものであゎ4す。頭陀行の功德は、淸淨ならんと欲する人(:取bて、 
A_ir*±ん«£今 办”*&«あ f»-Aづ _«. 5-Jfi'rT> く どくLや！^eや5Sつ 

一狐欺惱の垢を洗ひ去ること"宛jも7K:の如なものであります。頭陀行の功德は、淸淨ならんと欲する 
ひとと さぃはんとんiく-Pぅく 々か6 T - 〇 
人に取b.て、一切煩惱の今：：；欲を燒き盡すこと、恰も火の如なものでぁhiす。頭Ft行の功徳は、宛も 

かぜrflLや5じやtr5r rt-£ 盏pi/vなs ^hy ふち づffyや， くどく あ一;かくすbごと 

風の如く"淸淨ならんi欲する人の，一切煩惱の塵を吹き散らします。頭陀行の功德は"宛も藥の如 
L&itT 3e つ 6么 任ん言 やaひしづ づ 1:rすく く もV か.*t L ci'rり fliLI^T 

く、淸淨ならんと欲する人©、煩惱の病を鈸めiす。頭陀行の功徳は、恰も不死の藥の如く、镝淨な 

らんと撕するWの獻衡の飯を主-。配略mの如■は、巧V陬一gされた土地の如く、.淸淨ならん士 

齡するMに-^て、®1の如飯のmgを齡歡ヂしめます〇靶一mの，功飯は^Iも如窟赞珠の如 <、淸淨 

ならんi齡するMの、齡Iすヂ攛の郞&>を虻妒します。節陀行の，功fu宛ち船の如<、淸 
じ^5 揉つ ひと ゎん.h-?':いかい ひがん 0 ^-5ilrT* くどく あTfかごと 

淨ならんと淝するんを，輪廻の大海から彼^に乘せて行.5ます。®陀行の功徳は宛も避雛所の如*" 
h rv_r- L h-J--in. *. t f n 



滿淨ならんft:する人をして、老死の悚费を脫—、安全ならしめます。？&蛇行の功德は宛も坶の動 

RL-^lbrv«-») so mvl f. hi Afi Js 1!:?_ づ 314 f^pl **--■ r-uir 於；；/•か！#*B- Mi t « c ^ if 
{、淸淨ならんi欲ts人をlて，罪惡®苦を免れしめまV。頭陀行の功德は宛も父の如く，淸淨な 

办と ふん含 し今つIfし平*fA く AI く ぞ今もゃぅ づだず^5 i tc_ あ.^か氐节いラ m らんと欲する人を箭起せしめ、出家者の善功德を增長せしめま-*。頭陀行の功德は宛4朋友の如く， 

淸、淨ならんi粑するA?をして、肌i耜の歡ず攀を犯iすslp^i:ぢ1iせしめiせぬ。1沉のf觀 

は宛も蓮華の如く、淸淨ならんi欲する人をして1惱の龆I:妒ましませぬ。酈gmのが3は1,も弒妒 
右^れ5 2と しや今じゃ1 s t ほんな5 あくし5ijづffrT < f あ！tiかrが か5さん 

なる香料の如く、淸淨ならんと欲する人の煩惱の惡臭をmしt\頭陀行の功徳は宛も巍峩たる高山 
ごと. し&,じゃ5 5 

の如く、淸淨ならんと欲する人をして、八風の襲擊ょ6還れしむる保議とな办ます。頭陀行の功徳は、 
$かKdベis-，]£.lft,^? 虎 S ■ 3ぃ し？Wぃ5 づ15 くどく 為かかは 
宛も虎荃の如く、淸淨ならんと欲する人をして、一切の降碍を脫せしめます〇頭陀行の功德は宛も河 

の流の如く、淸淨ならんi欲する人の一船船齡の獅をgひ；kif。配他沉の珈齡は鲒14g齡の鲥 
LTstや5 择ウ ひと さいせい 苺|>く だつ とんょく？,いしや，^ そ*—炒ん だク あんぜん 

く、淸淨ならんと欲する人をして再生の沙漠を脫f、貪欲罪障の薮林を脫せしめて安全ならしめます。 
づa:rT 4 f*f;i tiいLや，たいごと しや5じや5 § ひと ばゐ へい£しか5 -p/rナ 

頭陀行の功德は、宛も大商隊の如く：淸淨ならんと欲する人をして、無畏にして平和ポ高なる既磐の 
はな @こ¢1んぜん つゆ づだ矿ゃ5くどくぁ打か亡で 1 ftつ ひと こん 

花の抓[:安全に連il行きます。頭陀行の功德は宛も楯の如く、淸淨ならんと欲するA'-よら、爾惱の琨 
f や およ つNfr ふせ ひと とんCん 

癡の三火の炎Wよb藏れしめます。頭陀行のが槪は宛P月の1く、11漱ぃらんとmするMによりて、 

mmfn 0a 0 

のを議し妻。k稱の湛はp黯の如く、，SrんとfるA?に、gIIQwis, 

ffi陀行II就て 五〇五 



國課彌做陀王問趑 五0六 

藏をぼさしめます。大王よ、頭陀行の功徳の廣大無邊にして，錡数の能く及ぶ所にあらVoなことも、 

亦た大海のそれの如くであbます。 

大王よ、頭陀の行は、是の如く、淸淨ならんと欲Tる人に對して、大なる任狢をなし、苦私を掃蕩 

し、不，2?を打ち消します。又そは怖畏•我見•及び心の閉塞を除去し' 惡•悲惱痛•貪歡•蹒患i 

擬•商f邪見及び一切の煩倘を芟除し、而してそは名f利益•幸福を薇らし、{女東•慈愛•把び：私&を 

將把し、非雛を免れしめ、猫®を得せしめ、斿數の及ぶ能はV」る、善根如德の衩iとなむます。 

大王よ、そは溢狻を得んと欲する者の贷物を求め、健康ならんと欲する者の藥を求め、援助を初む 

る者の友を求め、水を渡らんiする者の敗を求め、芳香を欲する渚の！！！水を求め、安全を奶むる粗の 

避難所を求め、敎脊を願ふ者の先住を求め、名聲を欲する渚の王たらんことを求め、如盘を和むる苦 

の如意寶珠を求むるが如く、阿羅澳等は、出家患の有らゆる利益を捋んがために、頭陀行の如飯を！! 

求するのであ.〇ます** 

また、大王よ、水は種子の屯長がためとながは挪を燒くためとなb、纪加y艇ふ&ためと 

な，^、葛は物を縛ばるためとなり、劍はものを切るためとな办、水は您を獸するためとなり、把寶は 

信用を寄與する爲めとなり、配は彼岸.J渡るためとなり、藥W免を1すためとなり、歡-は1女氣に紀招 
す S ため i な和、趦錐听は恐喵，iol ひる.£^-6;■と、-*b、B よ：^ 整ふ.Is、R.h.--鮮•+U/,1:?-Isi 
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頌陀行f:就て 五o七 



3陀王問總 5八 
中く はか で それ ひ もの て#Lt;い て*^^ 

ます*その利益は、Sることも能きねば、其に比すべき物もなく、敵對すベきものもな<、赵越する 

ものもあちませぬ。そめ光榮は偉大•高® •無邊にして、德重し恭敬すべきものであb 土6す。 

禁ょ‘Q&I鬆Iし，綴黯tv、rぎ^とな' |黯％年#I'氍の都 

船は、そのmm、骷毗の断mたるに猶嗽しからt使値な<、枳,當なi希であ--主\是の如き人 

は船れも傲一一犯が撇iを扼き，JJt4Jす如飯の慰知を！^ます•何となれぱ彼は此の世にあbて 
は、嫌忌せられ、輕蔑せられ、嘲索せられ、絕纪せら0、放逐せられ、未來に谢ては、阿好地獄の大 

< f 5 * ^ ^ i ふか riv ナ 太:/bdL>く-?^ 

宵惱を受けねばならぬからでぁります。その阿鼻地獄は、深51百由句|.:-て、炎炎たる虹火を以て 
LTごん ゐ かれ まんねん な垆 t;f}く zi. ^LH うか*r *\ちん さ^_ら 

犯嚴せられて居ます。而して彼は一萬年の永きに互bて、その地獄の中[:#降浮沈す〇こと"宛然， 
に ^ I み 与ちfcrごとtvfl く 0が いb^?-Jri すが-* 

敷え立つ海の中に投げ込まれたるが如くであbます。而fてその地獄を遺れ出づるや、僧侶の姿をな 

せi尨舻がとな^その四财五黻はfせ織-て、船11.深断の狀ジ忠し、その！IU眼れ上-、飢と‘渴と 

に攻められ、奇®:殘Iの!}を里し、その耳は裂き取られ、その服は常に目ばたきし、その四肢は苒痛 
e ぜんしん 含や'さ，f/}ふtr-マ 5ち 6 专<bでと ほ 

に攻められ"その金身は狂想の餌となり、そのSI--Iの腑は微風の中1:燃えつつ"猛火の如く熱くなり" 
ち^ しt:が そのかづや 沙なんし， f'y Eyv-し p 

口[iftれども針ょりも小さく、從つて其渴止if時なく、避{る1:避雛所なく、助くる!:保謹^な. 



慈悲•憐愍.で請•フてJhj吟と，悲鳴をぁげつつ、地上を泣き廻はらねばなbisせぬ。 

尨丑ょ、Eたる.に衝せす，無-№1:しからざ.〇、鈀％なき，^-齡の！4に5Sれた親が，打忠瓣JTvf 

<れぱ、彼は其手を切られ、足を切られ、手足を切られ、疋を切らわ、獻をず.れ、奶职を奶られ、 

m.Tf0fn ^0^0fn 

鹽水もて煮られ、藁の船の公に起らせられ、11 くはt獻せるp船がれ、对は祀にfはされ、妒の妃 

©種の刑罰を受けて、苦しまなければなbませぬ。何-vなれば銜は把乾たるに船せす，如赌せす、防 

値なき、卑賤の貧に生れ、自ら稱して王iな6、王歡の似き、斯の衝加が齡嫩を1ぇ、皆郎の购 

^fm ,P0KT fffi 1 

aflかれ こころい5 Vんく_どく しつ- く 5 なん こ i f 

を招き.彼が心に有せる蕃功徳を失して、本2を受けねばなbませぬ。何となれば此の世に於いてu、 
輕蔑せられ、嘲#せられ、1Tlせられ、衝£せ.bれ、歡奶せられ、M您せられ、1^に粑ぃては、飯 

さ百3旬にして、紀炎たる與九をmてm巧せる对粑,"地飯に猷ちて、一獻鲒の鉍3に勘.^妒の牝に 

なければならぬからでぁbます〇而して彼は其の阿#地獄を此でてのち、皙侶の外がをなせるた肥取 



M課彌期陀王间銪 K10 

、kのra五Mはrて、し齋11’のPSし、kの齦ぽれf、肌抛にせめられ、奇 

^ 4Kv' I^u' 0f^, 
も批さく，职はy;JFむ2賢く、®るるに^!ssなく、jjfくるに傲護乳なく"■慈齡磬？乞ぅて呻吟 
ひめ.； rtKiKiw a 4^ , K 19 

し、悲(xし、叫喚して、大地を泣きMらねはなりませぬ 

0r^^L<. pfe' m^.Tt 
く、齡獻「のが一/貧b、ぞ妒の妒1 ぃとならt糊飢ill1、粑<>fmの起釈光紙を东めざ5 

Mして8iのデな-、影を^Iれんと漱せば、歡の妮きMは、"観い撤齡hにして‘觀のP 
良し，二胤の名#を受くるに足ります9何となれば彼は人天のためi:獲せらil识仰せらるること 

pf^mi ^ 

るgeに部する船iの％gのgr’ んと漱するJにf 

赠漱蚁の雜齡の妬くなるからでぁ-ます〇槛は游に四鱿m•四政齡“四MfJat•六觚MV.HL肌*五扣•七配 
_. ‘< ■ 一!..■』 & ,f Mi 



を^使し去す。一Emて^をt'へば，恥^^たる一挪の|4[ぽ，彼^^っのもの 

棄の姻く、16?«,酿ざぎ應の累.の±:を_ひ專。 

% pi ^ n 灌Sせられn 

2IJ<-f もんちたかxll*,cう い一 1ヤツト4ヤ，£モしや く.cんちし甘0if>f I。 ) *1 

大王ょ、門地商き、帝王の家t:生れたる刹帝利の王者が、满顶(卽位)の式を暴ぐるt:當6諸のrr 
みAし1ちa多 iiAみ.<；ぐんじ4.じしやと5 かれ ff Dじと t^t^s tr - , げ^!.5しや!L-^5d旧 

逆、諸地方©人民命人•從漭等の、彼1:奉公し、隨侍するが如く、又带王の三十八部の從者•舞踏衆• 
bAyし 1な6しfし含f “八し？^<、iら灵？ かくは -Kじr 古ホ tx^ ^ ^ ^t^JU 輕業師•占卜漭•式部官•沙i：•婆羅C及び各派の信者等が、屢腿その當廷に到b>而1て彼自らは各地 

文,かい*?ぢTく？ざAとくれいVいと节しゆけ < しゃ ごと ^ -b X て1#1^だんバ八ゐ八 .isI^* , 

方の開港場•鑛山•都會•税宵竦の主a渚となるが如 <、阿羅漢たるに適し、敎Mの刚Mたるに村Eしき 

flhなしふぎるに！siぁ-、1sぎるにiliし、r紙：^にして1挪を1しみ、を板4、 

精進II猛にして決心固く，詐僞の念なく、狡猾の念な < 食欲の奴隸とならす物質的和益幷に世 

gの靈絮を¥めf影kる齡v じて靜をiれんとIし、なれば，®の 

げろ gAici する®s£ の M<，％ITl^fA?iJ、M^iQM^ 

く^たうtloかれ XllALよ ん じょいそく こん り旁 かくし L 

乱の到達の如くなるからでぁります。彼は審く四念處•四正勸•四如愈1•五根_五力•七撒支•八正逍に 

五一一 

ヴKLilf 慧 



瓦二1 

到®し、その-心平和にして、知蓋ぁ.I出.一配活の四艇を舻、四孵酽粑一冗六mを觀iします。一 
首以て之を言へば，出家者の一切の敎蕤は彼自プのものとなb、船：pcg'g-せられたる把者の；gく、 

純白淸淨なる解脫の日齡が彼の上を蔽ひます。 . 

大王ょ、人がm槃が火瓶に釈して配-£roるれば、十三のi齡衍がぁ6ます。褴UJ^IJいて、 

宛も波の中に遊化するが如く，宗mの！^に肥.1八攣至します。航して槪/;杖が 
しゅ<みゃ5っぅて<げんっ5ろじん0ぅ だいじんづ今 A 

锫命通•天眼通•漏盡通の大神Mを得ます_ 
< f なん いは^^/Lv-,rAtlA ぢ えeや5こ cu^し 

十三の功徳とは何であるか、謂く、一〕持幾掃衣§但持三衣？常乞食〔5次 
だいこつじ^f:A Tt含 Uちこつじ合 ふt;ゆTieゆじ^あらんにや じゆげご ろしよT;ゆ5 し 

綰乞食k.fi一 坐食g鉢乞食—不重受食3十阿If若g樹下屈？：深所住？一 
bんゐ 卞ftしよt;ゆう eや*1-V-みA iiいbう かHLゆ<玷 おい によiiふ 

林位？5隨處住—〕®坐眠であ，ります。大王よ、彼は宿世に於て、如法(:K 
Tゐしよぢ§う じや5V-みん Siいt かHしゅくせ 

.屍 
によii-'ふ $ 

Aんヶ U こ釔 . ぎ？しゆ じ0か5 すゐか5 しや6A-X#せいく ho 3い 
行履を打し、是等の十三の行を修し、赏行し、遂行し、沙1:的生活の一切 

けつくわ く.£く it へいわ ISAらく1、し えA 
の結果を獲得し、平和、安锯にLて等至を得て^るのであります。 

ヴ； 
i-七】yilnga* 

在ヴ=ttits 
二八】TakkoF 

チチ 
!九一 chip 

T^fl， 

fil sofr'_ 
スラト 

R|!l Tumt 
了レキサンドvy 

11!13 AoxondriF 
If 113|ザ>^1沙 

t】 KlmBJeL 

灯いV かいこうぢやラ^( 
ふだん く，sitf ち^4գしふ もつ とみ あ-,> 

允珀ょ、瞅酿剿に於いて枳龊に節衡を齔此て節を類むる艦の船钔衹はを繼つて！ヴン 

(-一〈)タツn1ラ完f气一〕)Vi —ラニ3スラト„至-rレキサンド3ヤg 

は其他の場所に旅行することが能1す。太:EVよ"前生に把いて®11一に船行iを把し、取把i;十三 

たいや5 わu 

だ—T 



の頭陀行を修し，f行し、成就Lて、淡pi的生活ぬ一切のMillを纖得I、I-Lて^;秕紫樂に！-て、 

S1を锝る人も、亦-CM>疋の如Cでぁ-^ます。 

だ超ょ，獻b--がぎ、がの黎たるxsfigllssを齡奶し，それj>ら谢やし、#*、黯C聪 

4が，||.お4為邮<、||—て，盤にぎ衍€把し、2昏1£會齡し，禁し、 

あらます。 

Isょ、SIせる筘のをm虻し、断把の叙軺粑たり、その龀rる所を爲t、全Mを服從せしむ 

る-妬く、鉛寧J掀て十三の酽啦沉を紙し、m抗L、断新が祭詉にFける主とな，^統治洛とな4、 

沙門のr切の1iをiるに至る密も、亦た是の如くであります* 

知丑よ％纪お§#扣奶撕^齡が弗多は、この十三の頭陀行を充么に贲かせしため，舍飲城に住す 

而して世曾の前に拜跪せる時、恭しく其の側に座を占めることが能きたで 【i ウバ-yセ_ 

Uで碧一 
ツセ-™ヂ#ひガ.\*プ■'/舞 

na Vang芒一taputtp 

はありませんか。而して世#は，彼の從者等の、如何にも善く馴致されて 

酽るのをW齡ひftl、^lに銳醬し稱齡ビて、獻鍁の言葉をかけ、突しきt聲を以て、腿波雄那に問ひ 



I 

u§r.T.• 

■ 

阔譯彌蘭陀王叫趑 
とてい じゅんら 

の徒弟を©I致せしか」と。 

五一四 

Tナ ぶつ^ 

惙波雄那は、正等覺の陬陀、天中の天によつて、是の如く尋ねられた時、世#に淇Eの理由をrげ 
て&く*「世#よ、私の敎_に入らんと欲して來る和、若くは私の弟子たらんi欲する者に對しては-- 

わ农しrね Lfe i い 含 すなuXアーラiヤ ー, れ力しし太く 6 0 〇つじ含wft 
私は常に下の如く言ひ聞かせます。卽ち予は阿餡若--住するものである。私の食物は乞食によ6て之 

を得、又糞掃の衣を以て衣士して居る。若し汝が私と同じやぅに菘らすことが能-5るならば、デU汝 

に敎sの人となぅ、又弟子たることを許してやる-^ぞ<て若{,が喜んで私の氣を奉じ％i乳！j私 

の总見に從ひますならば、私は彼に敎團に入ること、4Tに私の弟#たる事を聽許します。が、がし11 

らざれば私は彼を敎圈にも入らしめす、私の弟子にも致しませぬ」と。大王よ、人は足の如くして、 

頭陀行を修して、勝者の宗此-於ける主となゎ、統治銮iなゎ，前畏L^なり、；gして■平和、安敗にし 

て等至を捋るのであります。 

大Lよ、淸淨でる蓮華の、其の始めより光澤あ梁軟にして芳香を放ち、人に涡紫せられ、愛せ 

られ、赏められ，水若くは泥のために染汚せられ中、小さな花瓣、雄蕊及び果皮を以て飾り、数多の 

1のIふ所iなり、淸淨糚涼，なる流の子となるが如く、il者の弟子も、亦た楚の如く，轺世に 

15いて队法U其の行rで辧じ、十三の頭陀行を皆し、.K行し、成就iて、一!一十の氣高の辦を肥與せらる 



るので，Qbます。其三十の最上®功德とじ何で&るか。謂く、彼の心は霞愛に充tく粢戟なるこi" 

J^の觀をiiし、ilぼし、l';ifすSこi、*MS-1#1を撒1^するこi，その^都の^^^敗にしてぁは 

されfoこと、：rQm■を翦で恥舻钯齠にして朝ぎを聽變fsふこと，泊藐の§;热吖鹿土S比なる 

■を ig す ff 

rい*>あんらX ねが せいf せいく*>つさいKや5むひ 

と二る 

の斟沪！e；むる船PなSこi、®齡•!&*__學1の齡讚じ、齡1kする所となること、現世來世の愛著にょ 

bて郝され•さること、挺，破¥の！!に！jぃても危敝をMyること，觀卽のt货なる財m、摄上の那達 

を和むるものの齡船、齡歡の財寶に&むこと、沙門の四須要私の最審の供養に應すること、貧な 
鸢いVAくぎや？ r^u VA.Vや今Lや5ねんぢゆぅarf-ほんなラ あみ だつ み；いせいく.#>つ 

くして！^善の苦行、6P'ち禪定の3E念1:住するこ士、全くM權の網を脫すること、未來柒活の五#の狀 

.i へAかlr£lさいじやラ しやもん Lゆえ*ri:つ/、bん ___ 

ること、性格の不變なること"行爲の厳上なること、沙E：の四須要物i:關 

する配綴をSさざるごと、斯5Sを免るSこと、凡ての基惑を超過すること、 

そのが％4裳いるぎSの把及酽くこと、輝tiを颭得するこ< 一挪の恐紐を.1今^ 

と，紙mの一抓のが飯を前すること、これ■則ち沙呪を莊嚴する三十の最上の鋇行であれます。 

だ®よ、齡起辦却弗^、f脱の主たる佛陀Q;bを除けば、十千化职に於ける#蕃の人ではあi*せ 

ta】五！gの砬礙とは、贫.— 

癍，恨，疑か云ふ。 

S陀行I:就て 五一五 



W譁繃m陀王問轾 五：< 

齡衍を如てし"觀iiに槪てf把に次ぐfK功&のwとなり、ゴTタマ世教のぎに施て、法輪を紙ず 

るMとな，，去した9妃のポ-、天叫の天たる世尊が、雜阿含經の中に、 

よ、我は也刺弗の如く、審く我に次ぃで法輪を轉する者あるを知らす。 

1{寺よ、舍邮弗は货に能く最上最tの法輪を轉する人な^'。」 
せんサつ I , 

と宣說したまひましたJ 
ナーガ ttナモんDや ぶ9だ ぷんけ5 さいじや今15いぜんかさいじや5IJ-ひ せかいf:5f:0 

王「善哉、那伽®那敢者よ、佛陀の九分敎と、最上最善の行爲と"最上無比の世界に到達することと、 

阪1m槪ysmの齡射が網¥#られる所の功齔のぎに包含せられて居ます。』 



11 

it だ^ 

卷の第七 

だい しやう ひゆ &ん/fふ 

第一章比喩問答 

壬『船ぎ齡yi和よ、g船のKlvli獻忠を览觀するには、IVSの槪をrたなければな！sせぬか。j 

驾大3E?よ、阿羅Sr4に斬達せんとSするimは、TJ:のMきの槪をtたねばなりませぬ0』 
ろ■ほ せいしつ 

一驢竭の 一#:質 

四牝豹の一性質 
ナけ せいしつ 

七竹の】性質 
35 せいしつ 

5猿の二性質 

1_f一種實の二性質 
いがク せいしつ 

一穴錨の11性質 

をん！Uり せいしつ 

一一雄鷄©五性質 

1f|牡豹の二性質 
ゆみ せいしつ 

八弓の一性質 

1一絲瓜のI性質 
サ彳ラじゆ ijttto 

一四沙羅樹の一性質 
Kteしら せいしつ 

一七楹の一性質 
す*ふ 甘いto 

一九水夫の一性質 

11二水の五性質 
せいし0 

Is巖石の五性質 

芯i^it喩問答 

びいかい せいしつ 

S大海の五性質 

filll火の五！i質 

吴盧_の五性質 

_ii栗M0一件質 

穴iの五性質 
からす せいし〇 

九烏の二性質 

三蓮華の三性質 

―船の三性興 

1< 船帥の三性贺 

三大地の五性質 

1一四風の五性質 

1H*乃の五k質 

五一七 

‘_|•，卢 -. •ミi: ::i:l-.:i^Kz 



阈課彌_陀王問經 

一一八太陽の七性餌 
し,？あり せいしつ 

風一白蟻&1他質 
かつ ボし0 
一一：四蠍の一性質 

一ii七鹿の三性質 

S象の五性質 

1ぺーナ. 
て5 せいしつ 

力！鳥¢5二性質 
つ卷 せいしつ 

冥鶴の一性質 

四九毒蛇の三性贸 

芸幼兒の一性興 

蚤木の三性奴 

凭獵師の四性質 
みづ**め せいしつ 

六I水瓶の一性質 
宄-Tん せいしつ 

疫稻田の三性質 
しipせぃし〇 

S弓手の四性资 

^v^2tA せいし口 

11九帝釋天の三性質 

芎猫の二性贺 
せいしつ 

§マングtスの一性質 

一一K牡デの四性質 

SI獅子の一性質 

园家鳩の一性質 
かnrt,sv せいしつ 

四セ蝙蝠の二性質 
いは5 せいしつ 

吾0蛇の一性質 
をか？tle>せいしブ 

憂陸龜の一性質 
i$ せいしつ 

黃雲の五性質 

竞漁？Kの二性質 

六1一鐵の二性質 
4<9 せいしつ 

空藥1二性質 

K王の四性質S下SS 

五一八 

でん今んじ9.1rh5 戈いしつ 

1110轉輪舉王の四#質 
ねやみ せいしク 

gmの一性質 

一:其老豺の三性質 
ゐめしLせいしづ 

発猪©二性質 

醫ーチャッヵヮt力鳥の三性質 

ra枭の二性質 

凭姪の.一性質 

S道i蛛の一性質 

蟲山阪の五性贺 

1资珠の三性質 

g火エの二性質 

g日傘の三性質 

奕食物の三性質 

究£番の二性質 
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i いし fいし^ 
s砥石の一性質 

irrみ-P5 噶い1っ 
セー燈明の二性質 七二孔雀の二ft質 

1翁馬®二性質 
てんぴん せいしヴ 

芙天秤の一性質 
しや <3btf*しや せいし0 

セ九借財者の一性質 

八二河の二性贺 
しラv(f'にん せいしク 

八！*}收稅人の二性質 

八八犬の111贾 
h.いぎ5 せいしつ 

九一犁牛の一性質 

益一眼者の二性質 

九七染屋の二性質 
Lふ令んし平 ゼいしウ 

50集金者©一性質 
書いS15Lせいしつ 

sill裁縫師の1性質 

^ ^ f LP A t ^.1 〇 

1配務窗の二性質 

老劍の二性質 
h平ぅにん せいしつ 

A病人の二性質 
すゐち， せいしつ 

八=1水中の一性質 

八六泥棒の三性質 

八九鲈者の三性質 
めんどりifstc 

空牝鷄の二性質 

莹農夫の三性質 
さじ サいしウ 

九八匙の一性質 

101馭者の二性質 

10四舵手の一街酌 

七五闕の二性質 

¥<魚の二性質 

八一死體の二性質 
みち 噠いしク 

八四道の二#質 

八七厩の一性質 

九0 _子持女の二性質 
はI せぃしつ 

查鴣の三性質 
めお柱かみ ゼいしつ 

九六牝狼の一性質 
しやV-含んi一ん炷んしや せいしつ 

九九借金談判者の 一n質 
そんちやぅせいしつ- 

511村長の二性質 
せいしウ 

10五蜂の二性質 

馬 

ナー"令1ナそんじゃ 

WM'!; 
なん 
王『那伽燁那霖者ょ"赏枬は〔疵に〕瓣くてはならぬ驟斯の1街撕がぁ4とずはれましたが、その1齡 

質とは何ですか。J 

第一章jt喩問答 S 一 t 

せい 



律 

大iミ 王な 
荆3今iも 
棘言そ ' 
のぐれ又 
寢ね、は > 
床？瑜ゅ燊公气 
の伽がの驢ろ5 

^ I，P r i U定IU !沿- 
で を5 の 、陀 

i !； f S1 
<觀2も堆;ミ 

Wi ^ M1"W 
に士し處‘上:！ 
ももにに 
な亦1でで 
いたも も 
地さ是で橫？、 
上？の臥;gt| 

-f 
も、ま 
、撤更す 
何ど布ぶが 、 
處：さ 1道？ 
にれ何ど路5 
でた處この 
も草！に四I 
'のも辻？ 
筵t上z永容に 

にくで 
搬？で*宿？も 
げもる、 
て、こ若t 
休？木こi < 
息！のをは二 
す葉u許？村t Q 
るのさ落乏 
こ上:！れの 
i にま入 
をでせ 
許fもぬに 

『さ、 〇で 

で 

五 

□1 

れ去すが、ii§にぁりてHiをしては？4ぬ。对TSょ' これす則ちfeu無くてはならぬ、驢M 
の 一mmでぁ1爷。4:せなれば、巧iの苑たる世尊が、 

^(ST ffxppo<f, 
尨tiね*! Eふしやラ ちやぅらぅサTVプツ* 1 

と仰せ給ひ"法將たる長老、舍刺弗も亦た 

「▼ 丘^ょ、把し配W把坐fるに1f'、其の膝の上に雨降らずば、 

これ船ち熱心なる比がの、安樂の住所とするに足る。j 、 
せ.-,>£ぬ 

と說谀して居〇からでありiす。』 



呢質iは何をいふのですかaj 

f#£5.hs AC4£IF h-M (U-A- Ch-Af «-1 L- fft. it ir^r, L- _^v n. 

fr大王よ、雄鷄の時を違へt"塒に行くが如{"瑜伽の定を修する觀行®±も亦、時を違へffjg 

僉の周圍の空地を掃き、其の日の飮み水を準備し、〔如法{:〕衣を荖け、沐浴をなし、精舍の前に禮拜 

し、先輩の比丘を訪ね、時到りて、禪ん室に入らねばな>ませぬ。大Lよ、これ則ち彼に1rてはなら 

雄鷄の第一性質であbます。 

復た次に、大王よ，雄鷄の朝早く時を違へずに起きるがMく、瑜伽の定を修するく觀行が士も%:、¥ 

朝時を違へすに起き出で、精舍の周固の空地を掃き、其の日の飲み水を準備し、〔如法に〕rを著け， 

精舍"の良に禮拜し、禪1に^<らねばなbませぬ。^Hよ、これ，ち1に無Cてはならぬ、嫩鈮の歉二 
せいしつ > * - 

性質であります。 

纪た次に、大王よ、雄氣の、ぎふべき免物を探し啄むために、不斷に地面を肫き&るが抓く、„ 

の定を修する觀行の士も亦、其の食を&るに當つては、常に自ら反省し、愼重に注意して、「我今こ 

の食を取るは、快樂を求めんが爲でもなく、興脔を得んが爲でもなく、肉體を美ならしめんV爲でも 

なく、容貌を！！徒にせんが爲めでもなく、睢眾-amの苦痛を免れる手段として、！^身を保存し、 

生氣を保持し、我れ向上的注活に資せんが爲めに喰•へるのである。斯くて我は已；の^!を掃Iし、當 

生の苦を起らしめt〔世の〕非雛を遠離して安樂にぼさぅしと念步ねばなbませぬ。大王よ、 

ち彼に無 <てはならぬ、雄鷄の第三性熨であります。何せなれば、天中の天たる世fが、 

すなは 

れ則 



而そ語?： 
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si:kの齡紀を1せんがために"其の食物を取るのみ。」 

i宣說し給ぅたからであbます。 

?!4^?(:、対必ょ、職織は、船^!組Eic%frつてigても、夜(:なればfi目となるが如く、瑜伽の定を修 

す^<歡辦が±"も、ま|:赋^齡$11ではな<とも'^^肓目の如でなければなむませぬ。卽^(彼は森林の 

ませぬ。把Siよ、これfill!7歡に辦くてはならぬ、嫩觀の獄四街船であbます。何せなれば、長老•糜 
ハ1カッチャ1ャナ 

訶迦旃延那が、 

「衡をしてあるも！n目の如<ならしめ、聽く左も聾の如くならしめ、 

i說賦して居るからであbます。 
ざ獨に、磬ょ、齡爾は、±?挪ゃ、拟ゃ、_1て_!れて5|の铲:^が|るが 

i 5し孕 < 卜ん 1〜L 美？一えてうせいじ.^，P,A丨 *hwi4^:<^it?JJ • ご sin i 



如<、1'»:の£を修す4觀行の士も亦"法衣調製1:從卽Iて居やみ 

とも、歡{は術が0^^の»1衍が^衡に船$:-1て^6ゃぅとも，範^;#を^へ，^は^^€ぎ31けて&ゃ 

rなiかrtc をんV? K せいしつ こ ゆ&, 4ん± 

よ、これ則V彼に無くてはならぬ"歌鷄の第五性質であります。是の故に世尊も亦た" 
び< Lゆ £3 ¢ tTLiいづれ 

「比丘衆よ、比丘のa所は何なるか。 
it:かれむかし れ5こくいづれ いは すなは 

又彼*>#からの王國は何なるか。謂く"そは則ち四念處なb し 
由んぜつ ¢5 ほふし.や5 ちQ-5(;うサーリブr/.-*t 

と宣說し給ひました。而して法將たる長老•舍利弗も亦た、 
f-と 

と道破して居ます0』 

さいじr JthA炉い 

要m" 

王r那伽耀那尊者ょ、贵衲は〔彼に〕無くてはならぬ栗鼠の一性質があると言はれ圭したが、其の一性 

質とは何ですかOJ 

名ガ赶ょ、影は、%|%れば、ぎ||の麟_す|で、盔で抵ぃてミ‘.|,|^し 

第一章比喩q答 五三二 

*な亡 如れ な 甘いしつ せい 

___ 
^ '1 ^ 



國屣彌糊陀王即雜 五II四 
こ^1>, ぶん^*T•ちゃ今 -T. —nそ こんはう もワ ぼんな5 げ令4iい .^w-t.5 

の棍棒の〔十分に〕膨脹tるまで打ち鍛へ、其の棍棒を以て"煩惱を擊退せねばなりませぬ大王よ 

これ則ち彼に無くてはならぬ栗鼠の一性質であbます。何せなれば長老3チュツラ•パンタカが" 
Lゆクけせいく.C0 <どく fわいしゃ 故ん^* ■CH4 お 食4i 

「若し出家生活の功德の破壊者たる煩惱が、我等の上(:落ち來らば、 

我等は念力の棍棒を以て一Fび三たび"%等を殺戮せざる可らす。」 
irs 1a 

i說破して居るからであります。J 

0 へ5 
牡豹 

kl#セIナ亡んじや 1Ti かれ な I せいし3 か そ^せいしク 

王『那伽犀那尊者よ、貴衲は〔彼に〕無くてはな&ぬ此豹の1性質があるi言はれましたが、其一性質 
なん 

とは何ですか。J 

马ガ丑ょ、^§はtたび涊齡ヤれば、鰓して一一配と把弒の侧に伊きませぬ〇瑜伽の氬y修する觀行の 
しi?-みらいさい甘い くわいf;い L 5 み ，んねおよkくLゆ さいせい 合专ふ ^ Aマ 

士も亦、未來再生の懐胎と、死と、滅とを見、また輪M及；!&趣に再生する恐怖と、其苦惱及び悲痛 
Jo み wlf'? け7.ん 

とを見て"復fr後有を受けず、再生しまいi堅く決心せねirなりませぬ- 
kv*£5 wrjlかHな ft ? せいしつ , なん 

大王ょ、これ則ち彼に無くてはならぬ、牝釣の1性質であります。何とな 
^ r 

れぱ、天中の天たる世尊がーュ諸經®v集とr駄尼耶喬波羅迦經とに、 

チユ >5パン^办 
【I】QJlrppntharl* 

スヴタ11パ—夕 
【二】Butunipst? 

ダニヤゴーパーラカ*Kッタ 
| 三 T Dlls iy agopiirkil-8y t C1* 



「强力なる牡牛の、彼を縛すを切6斷つが如{，又は象の1林を踏破するが如， 

漱は®1た漱してK叫にA11らざるべし"^よ、M新しsiirば"®をrらせよ。 

甘んVつ nt>丨 

と茛說し給う1:からであります』 

を へう 

把豹 

qpr^isf齡歡よ、齡，は！^:辦くてはならぬ把私の一&質がぁると貧はれ去したが"茈の二性 

贺とは何ですか。』 

餘『禁ょ、&2がに^齡った对の敲^がSや'のblや、Kくは凱のSや、％は獻の时の默 

g くは篮‘くはig、粗くは■、斬，は||、歡くは1,齡|^れて‘ぃ 

絜の航く^||ど|船を^デする<歡巧のぎ、黯に六氍の|1齡となるからで$ます。 
允史よ、これ則V、彼1:無くてはならぬ、牡豹の蒗一性質でぁbます。何となれば聖典を結集せる長 

, - :r -1 

「皺れ象(:激める紀扣の、^v捕ふるが如く、沸子も亦智見と誠-實もて- 
そのみ ぶ f じやく1こ3す±I1Cや5 ► ) 

其身を武装し、幽寂なる所に棲ひ、無上の果を得ざるベからす。」 

第I窣比喩問答 五二iL 

I 



3課彌蘭陀王問貍 五二六 

一說いて居るからであります^ 
nわ5 V みづかこる *Ti f;i> なん 

復/2次[:、大王ょ、牡釣は自ら殺した獸を喰ふに當り、若しも其が左侧に落つれば、縱令何でぁつ 

ても決してfベませぬ。ゲそれ冗伽のする■一Tの士も齩尉の扼く、愤を船いてi：られた4も 

の、棕櫚の葉を施して得られたる物、花を施tて得られたる物、ギ物を施して得られたる物、g浴を 

施して得られたる物、土器を施して妒られたる抛、，油4を縱じて舻られたる-抛、齔f枝を搬じて妒 

られたる物、諂諛にょつて得られたる物、甘言もて俗人を能絡して，られたる阶、眞をMf馏を暗示 

して得られたる物、他のP供を！!して！：られたる1、齡が射くiI4から！4へ、俨齡をがてて齔られ 
ひと ちれ5 犬 ち*^かい1-んtmXctfふtfiさいてん i 

たるもの、人を治療して得られたるもの、仲介人たる仕事をして得られたるもの、事業又は祭典の事 
犬 ふせ «/ ぶゥSSAか5くゎ^大eふせ 

に關する使者となつて得られたるもの、布施として受けた物品と交換して得られたるもの、一度布施 
ころt Ltfro £いろ かと へんく|>ん 大 か？Aは5か5 か？ん ひ36*55ん 

された衣、iたは食物を贿賂として、人に返還して得られたるもの、幸運の方向、幸運の日、幸運の 
匕んさ今 ぁん〇え 6の らし ぶpi! ひf-s 耷ぃ じやみや，て^;一*rftふ A 

人相などを暗示して得られたる物、若くは佛陀の非とし給うた、一切の邪命的方法1;よつて得られた 
占 ^ #f;かをT そ 3 f ^Ifん けウ 

るものは決して喰べてはなbませぬ。そは恰も牡豹が其の左側{:落ちたものは、如何な肉でも決して 
<fc かく ご1 大Lょ <6つけ0 わfrいわ5 すなUかれ 

喰はないやぅに"是の如くにして得られた食物は決して喰べてはなゎませぬ。大王ょ"これ則ち彼に 
な4へ5 だい 甘いしつ かHtふしや5 ちや*rtf'サ19ププ身 

無<てはならぬ牡豹の第二性質であbます。これ彼の法將たる長老舍利弗が、 
Uんご*んじ 

a LI I f ■ -E3 * 
P い ili>ゥ 



六る堠を負Uは' 银力tn淀ねセ 

されe私、彫ケ悔るべき鮮飯の1?;所とな4、胃の腑©出で去るが如き感ぁ¥とも 

また我が齡命を犧牲にするも、生活の軌道を踏み外さざるべし。し 

と高唱して居る所以であります。J 

か办 . 

王r那伽渾那筲者よ、贵衲は〔彼に〕缺くべからざる龜の五性質があるI言はれました*>"其の五性質 

とは何ですか。j 
だい|>5Tゐち5ど5 f广つ かめ すぬち！^t:«*r含よとと$ ごI ゆが Uや5し_ A*^r^5 t±t€r 

尊『大王よ、水中動物たる龜が、水中の住居を整ふるが如く、瑜伽の定を修する觀行の士も、亦其の 

fをして、廣き世界の一切衆生に■して、慈悲同情の念を寄せねばな.CVませぬ。卽ち全く惟惡怨恨の 
1?.やNHLf^ さいt*pじや5 か-'ふく く.C5f;いtfYA¢5ひ そそ だいわ5 すなは 

情を捨離して、1切衆生の幸福のfzめに、廣大無邊の慈悲を注がねばなりませぬ。大王よ—これ則ち 

彼{:缺く Vからざる、龜の第一性質であbます。 

ぼた次に、大Kよ、龜は水に泳ぐ時、典の頭を水上にあげますが"他から見らるれば、復び彼から 
みf:めfiiiちみづ f %ぐ こ いま ゆがtrや5 しゆ <h<re.5 L fl 

忠られざらんが爲に、直に水の底に潜り込みます。今それ瑜伽の定を修する觀行の士も亦是の如' 

砑私の性癖が現はるれば、復び其等の煩惱から見られない如に，正定の水の中に沈み、其の深底に潜 

らねばなむませぬ。大王よ、これ則ち彼(:缺くべか4ざる广龜の第二性質であbiす 

笛一®比喩間答 

し.ゾゴ?:•:■ -t 



illa彌牖陀壬問貍 五二八 
t frli い7 かk)みづ い〇こ ひ — ご i cr ^ く.CSJA17 “ d 

復た次!:、大王よ、龜の水より出でて、自己を日に晒すが如く、瑜伽の定を修する觀行の士も亦 

正？Tより,づれば、行住坐臥、煩惱に對して，正勤の中に其の意を晒さねばなbませぬ。大王よ、 

是則ち彼に缺く可からざる、龜の第三性質であbます。 

Wた呢に、把Siょ、船が地を掘b穴を作つて、獨り住する如く、瑜伽の定を修する觀行の士も亦" 
ふ音-*4 .es みやPT6/LLよWMUAす りん中LAなA含年りよK-ど#r くつ^,/1.くつと5 しづかC.TげAしよ どくirゆ*r 

浮世の利得•名問•稱讚を棄てて、林野•森林•丘陵•洞窟•巌窟等の靜な空閑處に、獨住せねはなbませ 

ぬ。禁ょ、これ1品^くFliの酽11—!す。，iとなれば繼ぎv 
「比丘は！：人Mを〕離れて皆少なく、猛獸の出沒する所に獨棲し" 

tfy»し かく ごtyぐねtゆよ5 

靜思せんがために、C斯の如き〕坐臥を受用せょ。」 

士言つて居るからであ-^ます® 

妒た和に、把封ょ、職はかがkの周酽に酽るのを見れば、直に其の頭も四肢も、殼の中にWき 

ば、11に獻歡の六！iに！Jぃて、in齓のmを岍ぢ、自漱の纩*驴の恕を！M、不斷に念とn覺iを繼續 

し，似て船を船1せねばな-ませぬ。对S5ょ、これ孤に妮く可からざる、齪の第五性質であ 

P 

m XA.ち.^ XAl:s ぎふあごA.ひゆijや*r 'も 

ます。何せなれば天中の天たる佛陀が、雜阿含の醫喻龜經の中1:、 



「鑑の故の四1'を證の中に?!|;き込むる^如<、圯丘は其の意の念を納め、獨立獨行！ふ' 

挪截をも^せ tffi^の1?をも n t3s:i^7ffi'lrm繼かiltsr^til?せざ s^61 ®」 

鸶Alepf:4 
と宣說し給うf:からであb去す。J 

い4 

$ 

竹 

王r肌¥船，歡iよ、齡撕はC费に〕Wく可らざるmの一街纪がぁる-4百はれiLたが、其の一性質. 

は何ですか。』 

旗r起对ょ、怖は'矿贤でで獻がぎぜ"瓣齡-、激してゲ 

妒銳姑のない？フにして，氷m射の歡を犯軺せねばなbませぬ。大王よ、これ則ち衝に缺く可らざる、 

竹の一性質でぁす。何せなれば長ぎ&,膜羅が、 
われkとけをLf ^5 し#:が によほふ 六^ 

「我は佛の敎たる九分敎に隨ひ、如法i:正しく、 

fつ^：Mfe祀を打して、獻鰣に龆生することを超過せ 

と言つT居るからであbます。』 

** 
弓 

笫fis比喻問答 五-1丸 



阈譯彌制K王問鉍 
ナT3Vセ—ナそんじゃ あな‘ 

五三〇 
ナセ|ナeAじゃ**t;かれ か Yd<ゆみ せいCづ か , t ■せいしP 

王『那伽¥那你者ょ、*衲は〔彼に〕缺く可ら*|弓の一性質がぁると言はれ圭したか"其の一性質 
たん 

は何ですか。』 
,tL*£n ょ じ争，llri*c^へ»f*含AゆみUILaLぴや*n^5Sが №5 ぐf>んこ 

雄『丸王ょ、善く上手に出來て、ぅまく平均のとれた弓の、端から端まで平等に曲b、棒の如く頑固 

紀拟しなぃや5に、ぎ，の^VIすいim,の士も於、ずの1f4把餌、卽ち長老ぅに對しても、年少の 
たぃ Sち？しやf:ぃ Iし みづ»*?と，&ち ^0 ^ 

ものに對しても、年長者(:對しても、若くは自らと同等の位置の者t:tしてもS力!-:屈讓し決し 
なら はA.か5 だいマ*fなはかふ か Y4 ゆみ 

て彼等に反從してはなりませぬ。大王よ"これ則t>彼に缺< 可らざる弓の 

一槪siであります。iせなれば天4^の天たる世#Iが§ギダラ•ブンナカ• 

ギ吵ラ プンナカジヤ1タカ 
【四】 Vk 11131ゴ nnaKa Jstata. 

ジャータカの中に、 

「歡齡をして、Tの飢{に舶り、rの如くに屈し、決して反抗せざらしめょ* 

〔&〜て&は諸王の本家孤にぎむ可けん。」 
せんIfつ 

i宣說し給うたからであなます◎ J 

烏 

ナ1#セー十 &At-pあ^右 扣れ か Yか 扒らTせいしク い そ .せ-ll'ruつ 

王『那伽庳那尊者ょ、贵衲は〔彼1:〕缺く可らざる烏の二性質があると言はれました*>、其の二性質と 



は何です沪J 

f『*!;Ei、it®Tl!*i!f*ilして®に^IflりfsIJす，〇が M{、ri5の"^を^す^:1:^0^ゼも^た§!戚 

す&uかれ か ベか か—で*甘ヤしつ 
則ち彼(:缺く可らざる烏の第一性質であります 

** つぎ だい？ からす お¢>*1み？U ，えr 4ょ^;つ*t-ド * レ八ばご“ ■二i 

復た次に、大王ょ"烏は、己が見附出して得た食物は、如何なものでも、其の同僚に分配して喰へ 

piでt!も、iが鏨Si被あたなVQですら、賊してkのisに把一することを鉛れ 

てはなbませぬ®これ-則<ち彼に缺く可らざる"烏の第二性質であ^'ます。何せなれば、法將たる長 
サ1少プツ* 

老•舍利弗が" 

「隱素的生活をなせる我に"布施せらるるものの"何たるにせょ， 
ょ LJEI-A i それ#ん汰い しか のち しょくじ な 

予は諸人と共に其を分配し"而して後〇が食事を爲す」 

と言つて居るからであれます*J 

猿 

W『船V船m歡ょ、11账は、〔彼に〕缺くべからざる猿の二性質があるinはれましたが、其の二性質 

とは何ですか。J 

第！帘比喩M答 五SJ 
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復た次1:、大王ょ、 

上で夜を明すが如く、 

國髁彌_陀王阏鑪 五三11 

律『ガ赶ょ、街は、允搬の枝魁の齡纪してiひmさb、#'C4寂として、避難の確かな場所-、典の 

iみ%を占めます。今それ瑜伽の定を修する觀行の士も、亦た是の如く、謙譲•溫順•方正にして、人 
t^7 9c 亡ll'xん せiつ5 しんあい そんち<rT YんぜCか%ん'5 sr?>CAP^r およ け5いく 

格美しく、聖典に精通し、親愛し、猱重し、恭敬すべく、辯舌家で、溫厚で、說渝、薰陶、及び敎育 

にgぐ•が4Sじ、8iし二 1fむることのTをif £に&惠ば？Is。sciはk 
の岍として、Sfの鲥き妃をmば•ねばな1。せぬ。允恝ょ、これ1JIち把に鈮く tらざる、猿の第一！^質 

であb す。 



第二章比喩問答 

へち f 

絲瓜 

壬『那伽域那よ、货衲は"〔彼に〕缺く可らざる絲瓜の一性質がぁると言はれましたが、其の一性質 

とは何ですか。J 

專好？5よ、歉妃は、gfにでも、瓣にでも、若くは獻の銳にでも、其の卷鬚でからみっき、粑ぢ上って 

亂私一ます。的それ„の齡1ザ)修し、阿羅漱果を11達するまで、向上發展せんと欲rる觀行の士ち亦 

射の如く、kの船の起'iにからみ附けねばな—せぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らI、 

絲瓜の一性質でぁ6ます。何iなれば法將たる長老•舍刹弗が、 

「I瓜の"ず又は刺、或は莴の類に、典の卷鬚を捲5つけて、樂ぢ登るV如、阿羅泥果を得んi 

欲する佛子も亦た、無學果を成せんとの、觀念の上に捲きついて、攀；a上らざる可4す。」 

J言つて居るからであれます。』 

五三三 



國課彌iir陀王問越 芄三hn 

王r那伽，那#洛よ、货衲は、〔彼に〕缺く可らざる蓮華の三性質があると言はれましたが、其の三性質 

とは何ですか。j 

代T大王よ、速錐は、縱令水の中に生じ、また水の中に育つても、水の爲めに染汚されない如に、瑜伽 

の定を修する觀行の士も亦、&が受領する扶助のため、或は彼が隨#たる弟子等のため、荇くは名間 

のため"kは名#のため、又は恭敬せられんがため、若くは彼が享受する須要物のために、染汚され 

てはなりませぬ。大王よ、これ則t彼に缺く可らざる、蓮華の第一性質であります。 

復た次に、大王よ、蓮華の、水の上に超然iして存するが如く，瑜伽の定を修す,*觀行の士 &亦、 

浮fの事物よb、超然として慕さねばなりませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる、蓮華の第二 
せいしつ 

性質であります0 

復た次に、大王よ、連華の，極めて幽かなる微1に吹かれても、直に搖ぎ配くが%く、瑜伽の定を 

修する觀行の士も亦、極僅な煩惱のためにも、又は〔極めて小なる罪の中にも〕危險の茌することを覺 

teXAち5tん せそA 
あbiT。何せなれば、天中の天たる世#が、 

「彼は最枳の罪の妒{:も、危險の存するを&て、@3"獻||を親び、^<5|71)!)1漱す。し 



仰せられ/:からで6ます。』 

し#. 

稲實 

1 ^ ^ &30<&^0 - -^a ^L^^^ 

とは何ですか^ 

るれば、IrsiIVぶでせぅ。4^'それぎill鎰すI^s05ri®Qi く、imiのPな 

る果實を獲んがためには、槪其の配船r軺しくし、fmを？T8にせねばな—▲せぬ。尨Siょ、こ 
tteu か べか し-&じウfrs せいしつ 

れ則ち彼に缺く可らざる、種赏の第一性質であうます。 

sa 

t ?r だ(|*£,5 しゅじつ 

復た次に、大王ょ、稀實は、善 <惡填紙草を虻けたf地に植及らるれば射く啦鰣じます。Wそ 

n^ e§pf0L. 

力の健剛なる最上の地面に乳を投ずれば、piく歌mb〆たします。允^^、これ船ブ槪に紀く㈤らざる 

「护しrigを顏？1にIE•かば、kQSはlir、^ 
si く*5んrや？L** かく fitp.ぐじ ¢.5 iころ£1 

今それ觀行の士も亦た是の如く、寂靜の所に於いて、 
そ Cこるej中八けつ ねんセよくち お じんそく せ"^ゆく 

其の心純潔なれば、念力の地に於いて、迅速に成紙するなI」 
第二窃比噙間答 五三五 



國踩彌蘭陀王P轾 

と言つて居るからであむます。』 

ナ tヲ じ^ 

沙羅樹 

五三六 

壬『默#船，獻齡ょ，谢视は'衡に！！嫩く可らざる犯液歡の一性沈があると言はれiしたか、其の】性 

質とは何ですか。』 11 3大S論第十卷にHI、 
「链如*樹名1£好齡"赴樹在地 

中百歲枝葉具足、In出生？S 
W丈茇云0しと*菡し好槪とは 

か：鑼の葸課である。 

難^怒ょ，(一辦配雛®、ぼく1,如雛いぎ时に、齡齡t5る*>如く'瑜 
_ I p F r cf 

ぎ'll^Itif?T船，1して，imの四齡•西鬉■丄ハ1、 
if: :f?Af 

Sび齡iにifしき、一娜の傲を■"せねば？4ぬ。装ょ：』れ 
► ^kr£Jit pwp^ll^ ラ — フ^ 

船b^齡I':紀く㈤らざ气の1i見でぁ办ます。MfせなればS老•羅臟羅が、 ： 

「黻ぼょ、骱，i船rbr歡—XIの％下に紙がして、i扔に生え、船して時至れば、の 

* :<* - , * pB “.»• 

と言つて居るからであります。』 

ふね 



$r術，fTrf^戴よ，fn^は、〔^に〕^く^;らざる船0三性1;^&ると言はゎ金した力、^0三性蜀と 

I 

は何でtか& J 

雜r大王よ"種秫の木材を組合せて造らるる船e'能く數多の人を乘せ渡すが如く、瑜伽の定を修する 
ォ、わんぎや$ しtね ぞA-ぎや*,.しやぅrや*^ く£くおよ 找/*.ぶAせい しや5L&1-#tt < あUにA.でAせ 

觀行の士も亦、善行•正行•功德•及び本分の完成よ6生する、種種なる德を組み合せて、人天の世 

取を渡さねばなb.ませぬ。火王よ、これ則ち彼に配く！^らざる'船の笛一性質であらます。 

復た次に、大王よ、fの能く®の如き種秫なる波の攻擊に瑯へ、また，大なる渦卷のが擊にも班ふ 

るが如く、瑜伽の定を修する觀行の士も亦、t種なる烦惱の波のt擊にも瓶へ、また#敬•輕蔑•扶助• 

名fii美•稱歎•供齡•！！遇、妃び粑鋩族よ卩の1艦等の、船齦なるggの颭の妬_に，へねばな 

りませぬ。大王よ、これ則ち彼に妮く可らざる"船の第二性質であります。 

復た次に、大王よ、船は、無邊無限-して際涯な'-、ルの深底ai搖せすvtmri!る音を出して吼 

Ltf^かく 1riそ こ*‘み*い いAtl^と令 15vbか5/fい b 5 

の士も亦是の如く、其の心をして、四諦十二因緣等を透過し、旅行せしめねばなりませぬ。大王よ， 

これ則ち彼に缺く可らVI、配の第三性質であbます®何せなれば、5の充たる！一獻が％齡W瓣！^ 

の雜阿含の諦品の中-" 

「比丘等よ、汝等思惟する時は、常に、fは！ictM把はrのg那な&、 

此は?|0の滅なら-、1«:"は,の滅(;歡ドの歡な&と1艦せざるボらす〇」 

餌二窣比喩！I：答 五三七 



邏 
1- 

s 

阈課彌-S陀王間趑 五三八 
ttAtfつf:ま 

と宣說し給うたからであbiT。』 

いか-*' 

0 

王『那伽犀那尊漭ょ、贵.衲は、〔彼に〕缺 ベからざる錨の二性質があると言はれましたが、其の二性質 

とは何ですか。J 
^ fr? いかb i 16ぼtcみこfcみ か み/fね 二f,や“ 

饮『大王よ"M.は"寄せては返す大波小浪のためu、mき亂される大海^!:於いてですら船を定薪せ 
そ なみ*ちら Tiff' rv ブ f-a ^ 1ィ！rllr 

しめ、而してM-のために、彼方にも此方にも，淺はれないやうに致します今そぎ瑜饳の定を修する 
あち4 こちら 

こころftんてい <hl^yp-今 し*ねかく ごと tAよくL4.い ぐち なみ5Lさ llrt:や！^f;い^冲5ち ゐ ^ -lt、J i-j*.- L..1 ^ ! 

觀行の士も亦是の如く、貪慾，瞋恚•愚癡の波打つ"思想上の大競爭の中1:居て其の心を安定固著 
をhいづ *5 かf-よ だいhぅ すyuかれ か yか かかり 

せしめ、其をして何れかーガに偏らしめてはなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる"錨の 

第一性質であbiす。 
妃た^、齧よ^おして&かずに齡んでぎす。|して1さ百^髂にぁ-てすら、1を 

w ^ w W |ご rIf卞 ウ 笋鲈 Kや5し^<bAr-^-7 Llt かく 2£かhふ^めいせい 

しつかbと動かない如に結び附けます。瑜伽の定を修する觀行の士も亦"是の如く、彼は抉持•名聲* 
ftlf'Aそんすp <rや5 くや— r&Ayfじ>>&や5 そ ふぢないしさんyfと5ちや*^Uや5f-iAL< 为に 

名#•戴敬•恭敬•供#•!!美を受領しても、其の扶持乃至讀美镣の頂上(:立つて、慢心を起さす、唯そ 
^ しITt:i,cAJSA*^ f *jこ^1;い%0■<rfい.C5'-rなaか h ^ 

の象命を支持すれば足るとの®念の上に、心を定著せしめねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼(:缺 



■和らざる，儀の1!二f;IJでゐhi*す。是の故に敗®たる長老•舍利弗 

「鲲の^上に浮き上らt"波®下に沈めるが如{" 

賞讚又は斯施の爲に獻く IIらず、出^卑に處らざる可らず0」 
aヴIPゐ 

一說破して居ます。J 

技^し& 

檣 
GrlナそんCや あな44 ほ/JU& せSしク W『那伽婼那#者ょ、赍衲は、〔彼に3缺<可らざる槛の一性質がぁると言はれましたが、其の一性質と 

は何ですか。J 
餘『大王ょ、檣の1{、繩と、帆桁操縦の綱と、帆とを支持するが如く、瑜伽の定を修する觀行の士 

t-fc.ciiLや5ねん^.& を すなはすす L吵ぞ み 令が 

も亦、常に正念と自徵とを有つてnlらねばなbませぬ。卽も進むにも-退/、にも"舰るUも、探すに 

も、腕を伸ばすにも、背をかがめるにも、1を蓊るにも、行乞するも、喫茶喫1"行住來臥、寢て 
含 げんご け， そ しtAJe/Lじかく ii*rしつffいれ5 

も覺めても、言語する1:も、沈默する1:も"決して其の正念と0登iを忘失してはなbiせぬ。大王 

よ：一れ辦魏にf Fざ气®!il靈でt妻。fMに、沿？.？黑は、 
0S びぐら ぴく つね しか*c t せい <れ0 いとな 

「比丘缭ょ"比丘は〔常1:〕见11深<、且っ自覺ぁる生活を營まざる 
Vか 4れ な八Vら け，い iこみ 

可らす、これ我が汝等1:敎誨する所なわ。」 

【—1此の文！！、長阿含輕遨行 
總に出づQ 

せA.甘つ 4i± 

i宣說し給ひました〇』 

第二敢比喻一:答 $3九 



國課彌湖陀王問貍 

X し 

船師 

五四〇 

王『那伽犀那您者ょ"货衲は、〔彼に〕辦く町らざる船師の三性質がゐると|5れましたが、其の三槪觀 

iは何ですか0J 

mmmpi ^ 
Vや5しゆ く^んSrや5 L ±わ そのこころご じ1今ちぅしや ^ やす しやtrtAど9** く 

の定を修する觀行の士も亦、Jf;心を調御する1-當つては，從畫至喪、不斷の休みなく、精進努力f， 
Lsfllr め八みつ ¢0 そ lizsxlfl/;い £5f&u Ati^ ベか せんし 

周到綿密の注意を以て、典の心を調御せねばなりませぬ"大王よ、これ則k彼(:缺く可らざる，船師 

の敗一性質であbiす。是の故に、天中の天たる世尊が"法句經の中U、 

「ifife^せよ、〔變P■せよ，*^^ 
TSち5 おちい nと f5 

ること"泥中に陥れる强象の如くせよOJ善 

【三一此の侮巴利歃法句貍 
笫三W11十七1:出づ〇 

と宣&し給ひました。 

復た次に，大王ょ、船師の、海中の雄は、善かれ惡沪れ、皆悉く知れるが如く、禪定f修する觀 

行の士も亦、善惡の區別、冇罪無_の㈤別、121賤のi別、明暗の111別を知つて居らねぱな--ませぬ" 

大王ょ、これ則ち彼(:缺く可らざる"船師の第二性質であります。 



復7:次に’大王ょ"船師は，他人をして手を觸れさせないため{:"把舵の機槭を封じます"今それ 

_起ymts<It相;Jw±lち^、衝髓韶顏をして/®らしめないやぅに、i^©,eiに^faf0餅邮を#さねばな 

せをん 3い.iip*/'rふ^'A.3Fや5 irllr 

る世#が/最上の雜阿含經の中に、 

「比f等よ、慾念•#念•殺念、是の如きの惡不善の念を懷くこと勿れ。」 

と，K說し給ひました0』 

す* ふ 
水夫 

王r那伽耀那棼者ょ、贲衲は、〔&£缺く可らざる水夹の一性質があると言はれました：^其の一性質 
なん 

とは何ですか。』 

律『大王ょ、船の甲板に&ける水夫が、「予は逋はれて居る"而して此の船 

の屮板の上で、賃錢を得んが爲に働いて居る。私は此の船で働けばこそ衣 

資を&:るのである。私は懶けてはならない"で"唯熱心に此船を亂m 

おも ぞ八笤や5 しゆ <eJArや5し itiよ 

せしめねばならぬ」と思ふやぅ(:、職定を修する觀行の士も亦、「予は 
tsげんそ H X な しAたい く^Aちし含え ふfrA やす さいしA し上A 

S四原素の和合よb成る身體I:關して、十分の智識を得たから、不斷(:休みなく、細心の思虛i念i 

を失ふまい。而1て生_老*死.憂*悲*苦*惱*絕槊を遠離して、寂靜平和の生を送るゃぅに|5猶努力し 

【四一四照溱とは"地と水と火 

と風iの四つか茇ふ〇漢ult 

この四ET素のことな四大と馘 

し飞ぁ古〇故に佛徙0||1:飞 

IT痫Mのことか四大不諏i/p 

ぶのであso 

0S比%問答 五四一 



阈蹕彌烟陀王問總 五g二 
やぅ」と！^ねばな6ませぬ。大王ょ、これ則ち彼に缺く可らざる"水夫の一性質であります。是の 

§&楝ふLや〜 1?やs^trサゾ> * 

故{:法將たる長老•舍利卯は" 

「羿たび11一たび、此の身の何たるかを理解L領會して、 

妒の被配をSiし、似てぞ傲の船滅を期せよ0」 

と道破して居ます。J 

だい かい 

大海 
ナー"+1ナ.一，んじや 办なf: かれ vか ^ I Sしつ せいしつ 

3tr那伽犀那#者よ、贵衲は、〔彼に〕缺く可らざる大海の五性贤がぁると言はれましたが"其の五性質 

とは何ですか。j 

4把起よ、汜齠の把屍とmに^I槪せ？0が鲥く二iがを修すJ毈衍，の士も亦1、貪&IIK愈^ 

齟•卿飢•，敷船•燃艇4$1裔4僞知信，•肥瞞•和義如惡等の、肥愤の瘀穢と供に共橛してはな--ま 
だい»>5 1なaかれ か ベか 

せぬ。大王よ"これ則ち彼に缺く可らざる、大海の第1性質であbます。 
ま つぎ だい#>5 だいかい 芒 ラち さい*115せ含Sゐ すなは しんじゅこA51>J-lr含办今がAir^ら せ*Aい 

復た次に、大王よ、大海の、興の中1:1切の有らゅる齊石類、卽ち簏珠*金剛石*猫服石*螺*石英* 
さ ii すゐし0.5と5?51.かみなこ|亡れら xa Jc<tp-f*5Lゆ <b、rplrLtfiだ5 くtlCA 

珊瑚•水晶等を藏し、而も皆悉く其等を隱匿するW如く、禪定を修するM行の士も亦、道•果A四：5禪• 
irff^しや今1?9-5と5し PA^ia L* じ^U5じ令 大 それら *)5ぜA r: 



1:八〕解脫•£定•等至•觀智•神通等の輔铺の赞琲を锝ても，其JS：を11，ハム妙一と杓ち出tことはなb 

ませぬ-だ五ょ、これ•脈vl>,t-ぎ？和らv‘る' K齡の挪一f掛がでお.=ます。 

駅たk〆、ぢHょ，起赋は鲈ぢなる齦敝と谢に龄Sずるが如く、禪妃を修する觀仏，5 士も鰣，欲.ダ 

なく、rるこ士をJb、M語!£私Tjして、紙傾の掃蕩を行ふもの、正行•謙讓•溫S:•篤货にして、被犯 

すべく"ず鲛ぁh "歡如を語るもの、Vらの耻會がぎ失を指摘して、自らの過5< を责め"說諭<& • 

歡mに5Iに、歡し船■じて、每レしむることの姐さるもの氟の'配子仲則と脫に共辦せねばな 

hi谷ぬ。紙fをば、鉱>髟の鲥きを勝^^して、梵^V」修し、如1に街はねばならませぬ'丸 

石よ，これ版ち彼に缺く可らざる、大海の第三性質であります。 
i 0 yfiいわ5 打いかい 『Jd妒 # 

復た次[:"大王ょ"大海は、恆河*ャムナ*ァチラフティ1*ナラフ_ 
お1#;かは 

ヒ1*及び他の百千の河、 

網^天XI穿をぞけ緊れますが，虬も靶してkの溃邊I:汎濫せしめませぬ。今それ術定を1する虬衍の 

士も齩射の妮く、榭持•街絍•稱1恭敬•禮び名#等のために、意識的に林逆を良るやぅなこ-が 

あつてはなりませぬ。否な彼0らの注命の爲にすら，禁戒を犯してはなゎませぬ。大王よ、これ則ち 

齡にk<Ff,鍵®四■で.？ます二3配に、於S©たる！一歡v 

「王よ、火漱の靜止してWかt且つ決して乳の水を汎濫せしめざる：^如く、我がm子等も亦た彼 

等の爲に制定せられたる淸規を阶み外す1らす。然わ.彼等自Vの生命のためなhi雖も"戒法 

を犯す可らす^ 

第二铱比喩問答 五Eg3 



S00§s 

とW說f給ひましたA 

1pq四 

i r 一 

抱た次(:、大土ょ、大海の、愧河.ャ4ナ*ァチ5ヮティ！&1びサラブ|奶の壯ガ<の^5、啦ブ^^ 

^lr' f pp^ 

滿足してはな！せs‘f :iれ肌Vぽにf f f'凝のg五■1!す。がのg 
* 3? ベi せ•奢AKんしゃ、れん1 . I 

に"天中の天たる世#が、本生淵の中に' 

「惡gの絜ょふのf製1^ぃて、iしてSJせ•1もく、 

火海のW川を秤み盡して、^ほ且つ汎濫せざるが如く、 

此の#%る弟子0は、乳1の1を,き、 
Ifo ? tA Yh 

決して飽滿することあ〇可らす。」 
せA臂つ ^4 

iTf説f給ひました。J 



Si いL-tl* ひ^tAffふ 

第三車比IJiR!]答 

大地 
ナ—ガセーチそAtや6なfiかれ か ペト/ri#^blLo , tItv 

壬r那伽耀那您瀵ょ--a衲は、〔彼に〕缺く可らざる、大地の五性質^>あるil:はれましたv典の五ttv 
しク なA 

質とは何ですか。』 

饮r大王ょ、大地は抓の上(:好ましきものを搬，されて も、好ましからぬものを撒>fliされても™^—例せ 
5甘Aか^そけいぐ-2せ/Lだんか13ふ.JA6し た<じふねル3)$?,-し あ‘L#if- w- £* r 之？，/j 

ば妒腦•沈扩•索街花•栴械赉•泊夫藍を撒布されても，芯くは服汁•痰.膿汁•血•：ホ•脂册•阶晚•桃絶•縦 

節，V命かにする流動が恥M;:Pびガ％を衡妒されても—慰も贶こiなく、名tmlの船臌tザき 

します今そゎ禪忠を修する舰行の士も亦怂の如く、扶持せられても、扶#を拉られても、又は1#* 
ふめいLJLセなaA,-^JllAJAか，ふかう あ V5 iAVT r II fjいどtrpc 

不名秦*非鏹*#躜，幸*不幸に#ぅても、遥も頓著せ中"〔常5^1の態度を持歡せねばな6ませぬ。 

把iHよ、これ則ち術に此く％らざる、光ぎのm;一咐齡であります。 

復た次に、大王よ、大地には裝飾もなく、あbません；^それの衝で5械に|1ち1ら 

て於iす。今それ禪宇v修すJ觀行の士も航戤の虬く、1 跑はずけません•か，gがの®!がまな 

る#で、典の周^を取bまかねばなりiせぬ〇ガ.-f-7よ、これliil/ひ把配く<らざ气把Mrto飯一ftrfri' 

娘 HaJ-t喻11:衿 3LS 五 



阈緙彌S陀Hi問餒 五r!六 

であります。 
t つぎ Kい.n かた*4-かAtf含ftウ ちラみ0 みづか かくは，めA 

復た次に、大王ょ、大地の、整くして孔もなく"聞隙もなく、厚く稠密にして、それ自らを各方面 

に燃げるが虮く、■勢i』槪す*？士も般、皆隙な <、瑕疵fく、厚く綿密-して、破銳しなぃ正 

義の生活をなして、各方面|:、そゎ0らを概張せねばなりませ《。大王ょ、これ則ち彼に缺く可らざ 

る"大地の第三性質であります" 
4 つr^ frvち モんら< わいしふ しiこCじ^ちく かはいItみ7みやじ*Jki*ひとお1;な八nl{-A 

復た次に、大王ょ、大地の、村落•都#•市府•諸！>樹木•]»嶽•川•池•湖•野糊•鳥•人•及'ひ男女の群 

鉛，デ/载せても、粼—て艇れざるが蚶<、赠定を修すJ.k钉のゼも轧、說識.i%•镳陶•疋び敎化を與 

へ、また於を艇斯mf,慨^しめ、圯っ法'の謝明をなして、Kr疲れてはな--ませgo大王ょ、 

これ則vrfに缺く可らざる、大地の第四性質であbまT。 
t つ3rf;いわ今 だいち XA^ふAど をAゥ ぬ いま ザ1 AtrやちしV ふttj 奶い 

笾た次1:，大王ょ、大地は__も愤怒も遠離して居ます"今それ禪定を修する觀行の士も亦此の大 

iの抓く、船Wにも斯びt -も！{rt解脱せる精神を相續せねばな1谷ぬ。大王ょ、こ 

れ脈V#?に此くRr?らざる、大地の飯五t®であむ去す。邀の故に優■夷チユッラ•スバッダ—女が、彼 
C-HみづいL5LLゆつWしょ今さA 

女自らの宗旨の出家を稱讚するとき， 

「人の怒りて，斧もてKS腕を切〇去る!:#ふとも， 



又は人の歡喜して妙^!をIぐに會ふとも，一を惡圭ず、他を愛せf" 

rの^:tr^響®朗く、1?も^1:ぜざるも0、これぞ#ち我が沙門なる。」 

と道破して居ます0』 

みザ 
水 

pr服iS&S齡よ、獄撕は，槪に紀く &らざる、私の五配鉛があ'ni _目はれましたが、其の五性質と 

は何ですか。』 
4把怒よ、姑の〔狐または#r树にありて^亂农動であむ、〔其がぎ通の狀態に於いて一一褪亂せられ中■> 

第一性質であb iす。 

^©P^L' 

れませぬ。光甘よ、これ船^(衡に配く可らざる、水の第二性質であ6ます。 

giた和に，好S?よ、把のi?'漱概を齡むるが如く、祇起を修するS行の士も亦、村落にあbても、森 
にありても、1^のfrめらゆる齡(:5あむても、課4_を遠離し，また其の師•主•及び師の如き人に對fる 

節三摩比#間答 五四七 



阈諛彌193陀王問綰 五四八 
，-wわ をみ〇 rc.**i5 すなUかれ か v^s みづ だい せいしつ 

罪過を遠離せねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる、水の第三性踅であす。 

役だ次に、大Lよ、水のr货の人に好まるるが如く、禪定を修する觀行の士も亦、少欲知足にし 

て、斯良に嫩酎し、齡に肥人の奶辦するiLOならねばなbませぬ。がLよ、これ则ち齡に舻く可らざ 

る、水の第四性質であります。 

筏た次に、大！4よ、水の何人に翻してもま3を爲さざる如く，禪定を修する觀行の士も亦、身口意の 

三業を矜み、課論•喧f#闞•口論ふ石くは&虛の感情、又J-立腹、或は不平などを起さしむる底の， 

何等の邪惡をも働いてはなbませぬ。大王よ、これ則ち彼にiく%らざる水の第五性質であbます。 
こ 螬最 てんち5XAせそA 5ち 

足の故[:天中の天たる世尊は、ヵンrチャータヵの中に、 
LゆCや$ しゆ 六いし¢4てA なAt:れれ お4もの あ右 いづれと守 いづれ1にる たに 

「おお衆生の主なる帝釋无よ、汝もし我に賜物を與へんとならば、何の時"何の處にても、何も 

のをも，我が身、我：^心に害せざらしめよ。是れ賜物队の賜物として我が撰ぶ所なむ。 

it說し給ひました。』 



徐IP^Eよ、^0"i;{fiを^き、木を燒き"枝を燒き，葉をr{が如驛定を修ts觀行の士も 

啦、伊說Qfをmて、街まし<とも，齡ましからすとも、主觀渺なるにせよ，1<觀的なるt:せよ，一 

挪のSISを!^&さねばな办ませぬ。大王よ，これ則ち彼に配<1らざる'4<の紙一此&;であisす。 
金 つぎ 一-一い^5 6 ど5^やぅねAc ^Wこ1¢ d ぞ八ぢやラしゆ chArや5し まね 

復た次に、大王よ、火には同情の念もなく，慈悲の心もなきが如く、禪定を修する觀行の士も亦、 

一挪の厭iに紙して、配槪が1 セ&&の“％」1はしてはなbませ气大邳よ、これ則t’彼に缺く可ら 

ざる、火の第二性質であb•ます。 

t0^p. m0T^0,f¥ 

を!！やして、一如の微惱を&き滅rねばなちませぬ。大1よ、これ則ち彼に泌くJ-らざる、火の紙三 

性質であります。 

妃た^j/尨蛄よ’ fの酽くに鲰しても船^V」も刺めt艇^?酆しても111も礼せt 

Ifのものを熱するが如く、禪定を修する觀行の士も亦、何人かにkび、又は何人かを惡んではなり 

ませぬ。大把よ、これ則ち彼に缺く可らざる、火の銪四性質であります。 

妒た和に、汜丑よ、！cのSi!をm<殺するが1 く、滞&を蟛するがfも酧、艇肌のS飯を船逐せ 

ねばな！谷ね。鍪ょ、これit—にi く p參る；si五靈—|す。藍に、喬® 

たるfずは、斯のF、羅脲羅に對する齓誡中、 
I -V 寧 . • / * 

馆三牮比%nil答 五四九 



m譯彌繭陀王問經 S五〇 
「羅脲羅よ、汝占、b火の燃る*>如く、正定三昧を實仏し、それを以て未4の惡を生せざらしめ、 

いしT あく 

已生の惡を一掃し去れよ” し 
せAせ0f:t 

と宣說し給ひました0J 

かぜ 
風 

セ1ナそんじや あなfiかれ か ぺか かぜ せいしつ い 芒 せいしつ 

王r那伽雖那尊苕よ^M衲は"彼に缺く可らざる"風の五性質があるi言はれましたが、其の五性質i 
なA 

は何ですか。j 
だい背 J__ かぜ しよ Mなさ なみ音 なか ,iかAみ hた いま fAじや5しゆ くれ/Lぎf与し afi 

炒『大王よ、風は森林及び花睽<並樹の中の空IIに滿ち瓦bます。今それ禪定を修するM行の士も亦、 
げだつ め.^ くわ さLや*^trや5なみ令 『ぢ あItふ犬つ<-*>A^iiい^5-rなUかれ 

解脫の妙花を暌かする、正定の並樹の中に在つて法悦歡喜せねばなりませぬ。大王よ、これ則ち彼に 
か Vか かviffい せいL0 

缺く可らざる，風の第一性質であbますれ 

復た次に"大王ょ、風は"地上1:生えたる一切の樹木を搖れ動炉し、又彼等を屈せしむるが如く" 
ぜAVや5し妒 cb<ぎやぅLt4i しんり4.5もfrsいAさいiiAい5 しAせいしつrAAfい 战4.な5 ¢0 

禪定を修する觀行の士も亦、森林の中[:退隱Iて、一切萬有のM性質を吟味し，一切の煩惱を屈せし 

めねばなりませぬ。大王ょ、これ則ち彼に缺く可らざる、風の第二牲質であります。 
i ウrばい.£5 か V X せ*rAf fiと ずAt;や5 し❖ip L て >せけAl含ftふち多 

復/:次'[:,大王ょ、風の能く空中を逍遙するが如<，禪定を修する觀行の±も亦、超世聞的0法中 
'«5東5 ここ3 L.TbA やし^eいh〜tなitかれ か. Vか かぜffblサルし0 
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動fよ、 
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齡修友 

< L T 
はる< 
下げ觀2 
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若L命- 
く 決S 
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若芒香t 
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名p歌 
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U逍遙する，心の習惯を養はねばなbませぬ。大王よ，これ則ち彼に缺く可らざSt風の第三性質で 

あ JZH 4Aす• 

t or Iだい^5 かぜ <Aか^f -I ぜ.¢¢¢5し^んrや5 L ir:rllかれみづか かいit UW-かラ 
復た次に、大王よ、風の第香を送るが如く、iir定を修する觀行の士も亦、常1:彼自らの戒德の芳香 

^ •ffい£5 すなUかれ か ベか かぜ だい せいしつ 

を放たねはなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる、風の第四性質であります。 

復た次_、大1よ、風には家もな<、航るべき釔起>のりませぬ0ぢそれ祖起*^料すし_稅がゼも 

航,Hく二4もな-、露もなぐ、繫に■することも？、.>l4gのgL一ばしめねば？ 

ませぬ。大王よ、これ.則I彼に配 < 可らざる、風の第五性質であisす。！^の那に、於时の苑たるf 
tAしよ含や||^大5しふ Jfち 

尊は諸經要集の中に、 
ぞXV ふゐしT かXいせ；wl>0 lrA.ltL&5 加てb*ぞぐか， z JDOtfc げ 

「俗交より怖畏生じ、家庭生活よb鹿穢注中0家庭なく、俗交なき、是れ货に牟尼の見.なb。」 

と宣kし給ひました。__ 

X f 
巖石 

* , • 

王『那伽犀那翁者ょ、貴衲は、衝に歡く％らざ气齡5|の五槪奶がぁると|11はれましたが、把の五配齡 

とは何ですか。』 

第三窣比喩問答 五五 



阈課彌繭陀玉叫鸫31五こ 
&し ふめい1し^ぅ3Abしf>fe'A.t ちし ^4 *5lt こ & 二)ープ1 

若くは不各卷"赏躜茬くは非雛、苦若くは樂、好ましきもの又は好まし力らさるもののために、Jr'ビ 
sかされt罄の邮く、,-して益でなければな！せ'磬ょ、これ我■にr%らざ 

る、®5の挪一槪船でぁります。配の故-"天中の天たる&笾が、 
「一娜が船Kが"S齡にSiかされ'さるが_く、！®は"f呰と稱黎と-動かさ&ることなL。」 

と宣！§し給ひました。. • / 

ぎ^?、蕩ょ，■©一r して、祝PII—へ f が_く'pmす fegf±"、 

%た組rしてIIし、激して船ものにもがひぎ&&へてはな！せ 【一一巴利語法句鸫笫八十一域 
【In巴利雔硪鸫要集餌三•九 

の三五m。 
の故に、天中の天たる,筘が、 

「財家にも混らず、SJX家にも混らす"家なく-て遊行し" 

&免なるもの、我、此の人を婆羅門と云ふ。し 
せん甘0 

と宣說あそばされました。 
* ofTEノ 妒Aせ含 i t ね liいtデ人^'や5しゆ く.c.AilvT し 逢fiかく 

復た次に、ガぞょ、齡石の上には、種子を薛ても生え圭せぬ。今それ禪定を修する舰行の士も亦是 
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性®でぁbます。是の船u歡數纪チ；ラ•スパッダIが齡ギ^bのgv日のLぢを11ぎするl 

b. $x^ixv b んsrl it みづか f い£つ かとi«れ各If4-+lv 

「我が心に諸の貪欲？め念起る時は、自'ら省察して、獨9彼等を酴退せん® 

汝もし貪慾のために心を動yれ、ilを！；^するものの獻:D£ゲ齪かされ、 

愚癡の爲に情：i.惑はされなば，齡"紙<i,'なる酎の时に鄱鼪せよ。 

そはYのiは、繼V士の靈、雜の組にして、1人f if _せる翠 

pkの"褽が1船をfさt P&®を刺に歡せょ。」 . 

と道破して居ます。 

kく處らねぱなせぬ。おpよ、これ孤V衝に呢く！^らざる、獻}|の！！四從鉛でぁります。fの游 
'-C-Aちぅ XA.せ蚤A 

に天中の天たる世尊が， 

慰 ritpcr こ i〕‘ほ iFrる繼の、iiTi;をrがSHIし，」 
せA甘つ 4i± 

と宣說し給ひました。 

0S比嗡問答 五五三 



®課彌蘭陀茁刖經 
^t >7^. _wこ^*,^ 

五五四 
La t?ft 

4一んはiにtて失にtて〔心〕憂ふ。 
おおず黯ら等ょ、tif siぎ於いてi一なれ。」 

と說破しました〇』 

<5 迨A 

空間 

『蕭ぎ船聚獻齡ょ、財Wは、術に配く町らざる，あ肌の五がぁるi^吕はれ主したが、攻の五性贤 
な八 

とは何ですか。』 
r い4ぜ八^や*^しゆ くねんrや5し 

找『だ政よ、齡剛はM11ででも、撕配することは能きませぬ。今そil禪定を修する觀行の士も亦^の4[ 

く、なる起fでも，SSのためにSはれてはなりませぬ。允王よ、これ則T!彼-缺く可らざる、 

iiのMil鉛でtます。 ■ 

ぎ和に' 磬よ、觀は證齡gl•猶.Sび1121のSしみ叢する所でぁります。今そn禪 

备*Sて、&の•伊して靈に驅©だ^5し®ねばt卷ぬ。大王よ：A則4に缺く 

和らざる，空：聞のi§!一性質であります。 ' 
^ r - H: . ^ t ぎ-^ ぢやぅし'9>.^cAr^s-t.-t'f— 4十 _ * 



ff:^;に、hijよ、空Eは恐怖を®得せしめます"今そわ顙龙をる擗个I 

て_^厭^の配懷を邮らしめ、漱して^,に^11を^^してはなりませ»。^翌よ，これ娜バ\槪1:齪 

く可らざる、空間の第三性質でありまず。 
i つrffいh， t*r かん む.^や今社へAtrLfA-IrAUT i <l>4rやラし to こ* 甘いri£ fA 

復た次に、大王よ、空間の無m無邊無限なるが如く、禪定を修する觀行の士の行ふ正義も、亦無邊 

であゎ彼が智識も、亦た限迸を超越して居らねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる 

空間の第四忡質であります。 

，た次に、大王よ"空間は何もの-も鎚り附か中、何ものにち絡み附炉す、何ものにも依憑せす， 

何ものからでも停ifcせしめられるものではありませぬ。今それ禪定を修す〇觀行の士も亦是の如く、 

f者も賴らず、何物にも鎚らす、何iuも目を觸れす、家族の渚からも、將た又その弟子からも邪 

紀されt若くは優乳のため、又は住處のため、若くは宗敎的生活の如％:なる妨害のためにも"又は 

彼が觀する必要品のためにも、成は如何なる種類の煩惱のためにも、邪魔されてはなbi*せぬ。大王 

よ、これ則ち彼にk く可らざる、歡朗の第五性質であります。是の故に天中の天たるf筘は"其の子 

羅，眠羅に對する敎誨の中に、 

「羅「眠羅よ、空間の何物にも又何處にも依立せざるが如く、汝も亦虎空の如き正定を聚修せよ。 

たとひ汝のfは烈しく動搖せらるるとも、決して快不快の感を起す可らす。j 

i宣說し給ひました。j - 

第三章比喩冊答 五五丑 



阈課细湖王fin經 五五* 

? 

月 

3£iti¥Tts漱よ"15价は、槪に影く tらざ气那の五咐船がぁるとrはれAしf2が、纪の五艇奶と 

は何ですか。』 
Sス45 ザAはんげつ お つ^4すますぞ5だ!f*i ぼf しゆ L-*#• vrA-rやぅ^ 

離f大王よ、前半月に於ける月の、益增大するが如く、禪定を修する觀行の士も亦、#行•持戒•功徳* 
ぎむ <bA^^せいてAちLtso く含よ しふぐわんJCAじよ かA<f>Ate けい:'甘ぷ含巧や*19 r7^ L* 

義務の完成、架典の智識"獨nlの潛惯、念處"感官の窓の膂謎•節食•撤夜等の行持を益增大せねはな 

b,ませぬ。^Sよ、これ則a紀に.<礼らざる、月の第一件質であります。 

，た和に"^Aよ，Wはti犯の；}&把なる故なるが•く、祖起f修す。觀行の士も亦、彼Aらの鈀 

がに鉛して，皆％なる主んfでなければなhませぬ。允tよ、これ則ち彼に缺<可らざる、月の第三 
■^SLP 1 
性貧であh iす。 

hませぬ9免ぎよ、これ則ち彼に缺くべからざる，月の第二性質であbます。 

tr’tfi卜 かかrjいれぅ すなuかれ か Yか. つ含/rい ^U_-L^_ 

祖旗を赢く揭げねばなせぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる，月の第四竹flで6bます 
っ1 I ホ，p」ri:e_i«r;i: "u、g口”^, r 找；t!”bLk、 



復た次に"犬主ょ，月はLスが稀へと■ひIるNに If. 

A?0親#ll:41#^.，て^1Tをぞけねばなれませぬ®^fhょ，これIIちr,に缺<可らざる，月の第五性質で 

あり去す。配の故に，天队の天たる世尊が，無上の雜阿含經の中{:, 

「此^i等よ，汝等は、月の如く、臥人の家を訪へ。汝の動作をして、外面の威儀作法に於いても， 

また內面の精神に於いても等tしからしめよ。汝は、俗人の面前を辭退するiき、常に初客の如く 

なれ。し 

と宣說し給ひましたIJ 

たい ？ 
尤陽 

liナM^--lflナ*そAじや *なわ かれ か ベか たいや5 せいしつ いeせiし0 

王f那伽雖那尊者よ..:H衲は"彼に缺く可らざる、太陽の七性Hがあると言はれましたが/其の七性質 

とは何ですかIJ 

碌r大王よ、太陽は一切の水を蒸發せしむるが如く、福定を修する觀行の士も亦剩さす漏さす、彼が心 

中の一切の烦惱を一Iかし盡さしめねばなbませぬ。大王よ，これ則ち彼に缺<可らざ气太陽の第一 

性質であbます。 

復た次に、大王よ"太陽の間黑を觀ぎするが如<、禪定を修すJ觀行の士も亦瞑恚.愚貧.良 

f邪見•邪惡、幷に有ゆるF正義の開黑を皆mせねば；tませぬ。大王よ，これ則ち彼に蟛く可らざ 

銥三#比喻問答 



阈誅彌蹦陀王m經 rIA 

る、太陽の第二性質であります。 

，てれぅ すf£はかれ か Vか 亡いや5 だい せいし0 Q 

ばなbませぬ。允王よ、これ則ち彼に缺く可らざる、龙陽の第三性質であbます 

がた^;，知？3ょ、ガSqS麥v初するが斷く，艇4^*2する^|^^ちギ*^が衡券|:,せね 

ff^f 0^f0kff 0Mtm0 
m.f00^00ifmf0A^ 

私肥せしめねばなりませぬ。允拍よ、これ船^術に故く^らざる、ガ陽の策五性質であります= 

p' 0,^—y. pfetA- 

衝の獻まし^■にSはれ、iSに&ぃてMM、浮•歡のm?捕"」t衆®を&て、丸なる避 

si酎術とを脚て、kの^^¥せねばなりませぬ。対野よ、これ船ril敝に颭らざる、太陽の第 

六性質であもます。 

ぎ—、鍪ょ、一s-ltrsrを■にするが崎<、轰奚するwpt,五が 
t ■> « y- ? -r-l> <1 tr.l h if 13J. 



七铿支*四^處*四正勤，四如意足*及び一切の世閲出世聞の法を明かにせねはな6去セ 

r/ンギ1サ 
【三一VJIP 

illlv槪r.rく Cらざる"^iialv七街船でぁります❹+是の故に長老二-■ヴンギーfは 

r雜g# 抛と！^なる«#!なt f瓣なfの—101が 

にするがm く、！T丘も％:た妒の--Tに1を保持しつつ、無明宵目の人 
Lやラrfぅ-T^< あ含ら y* 

人のために、基道の福樂を明かにせざる可らす」 

と言つて居ます。』 

fii IT tA 

帝釋天 

王iTぎ船■#"!?ょ、说撕は、術に^く！^らざる、制歡沿が三艇歡がぁるi,一口はれましたが，ずの三性 

質とは何ですかこ 

SSS1對を齡がねばなbませぬ。^^ょ、これallひ槪に嫩く！s?&ざ气氣釋1^の亂一粗質でぁbます。 

pfep 

fn,0f$£ f.st 

肥をIIしめ、j^齡-、SVKSf、w^ねばなbませs。允S5よ，これ則^^に配く礼 

ぜ％ 

3uli比儉E答 EE九 



J 

國譯彌關陀王一:鉍 五穴0 
£ つぎ SIいわラ^ttL-rlCXAふSAe< かん i fAt;や5しゆ くわ八^やぅし ±f-*r<*iいA甘い 〇い 

復た次に、大王ょ、帝釋天の不滿足を感ぜざるが如く"禪定を修する觀行の士も亦、獨居隱榇に就 

て、が！^i取の^&I-るiを斯へてはな^'ませぬ。允起ょ、これ則1銜に齔くポらざ气帝釋天の 

第11一性質でぁす。是のkに長老*須菩#は、 

「大斑士ょ，ゎれ卿の敎ふる所に隨って世を辭せb。 

されば我は決して心にず紙の念も、愛藩の情も起さしめざるべし^ 
ぃ ゐ 

と言つて居ます。J 

てADAじや5 .£5 

轉輪聖王 
ナTガセ1ナそんじゃ あな/:かれ か ベか せいしつ ^ ■**%, 

王『那伽耀那邀者ょ"货衲は"彼に缺く可らざる、轉輪來王の四性質がぁると言はれましたが，興の四 

私質iは何ですか。』 

猙『大王よ"轉輪I王は§人盟の四要素によつて、人民の忠愛を得ます。 
vA.tr5.ぅし少 cxf^^7し 袤力かく ごと けん 5んび八T*てい Lゆちや5 

今それ禪定を修する觀行の士も亦是の如く、敎刚の雲兄水弟、敎剛の酋長、 
，や5せ，v f^A ここaよろこ ねのし 

【四】人轺の盹婴素とは"行出- 

溫柔i竊■公平をKふ。 

梟よ *JこIV J1V-Jttat そ ぁぃち怎5 5 一一いt>ラ すなはかII 

及び兩性の俗人の心を喜ばしめ樂iしめて、Kの愛寵を受けねばなbませぬ。大王よ"これ則ち彼!: 
か Yか せいしク 

缺く可らざる，轉輪聖王の第一性Hであります- 
-|L 11 .^.rT 11VITI. _ 



復た炙に"丸IJよ、^轍m王は其の王國の中に盜賊を起さしめませぬ。今夫禪定を修する觀行の± 

4かた起® 、犯の-6:1 :5街锻_ K爹，懷酿の說を)|?らしめてはな"^ませ«。ガ茄よ，これ則ち彼に缺 

{%らざる，断齡觀二悅Cでぁbます。是の故に，天中の天たる世尊は， 

「纪鉑の漱を船*i、常に念虱ぁりて、不淨觀を修するもの" 

衡は〔kの〕®!を滅ぎん、彼は魔の嫩を斷たん。 

i宣1し給ひました。 

纪た和に、对赶よ、鑑sufi^u、敷iを吟ぼしっっ"瓶^のtに到tで、全國を視察して旅行し 
い1 ザ人ぢT7しゆ くわん3Tや5し ま T みづかなLAくい fxにち(-ち以ん>い矿んみ い 

ます。今それ禪定を修する觀行の士も、亦た是の如く"0ら爲せる身口意の業を日日反省吟味して「如 

何にせば予は此等の三處に於て"非難なく此の日を過し得るだらぅか」と考へねばなhませぬ大王 
rdixA.tんじや5,c5ffい せいしつ こ ゆ袅xAf XAr せそA 

よ"これ肌V他に跳く可らざる、轉轍私王の散H性質でぁbます"是の故に"天中の天たる世尊が" 
trじやf P5 あnA含や*^*rち 

無上の增一阿含經の中1:、 

fcrAtは、PQ"Iに艇す〔—fr 
15れ いか をん にちにちせssprAlt vか 

我は如何にして存するかと、□日将狻吟味せざる可らす」 

i宣齡し齡ひました。 
t つ, だ！135 てん，£^じゃラ£ぅ ないぐわい *\A 汝WN よJTV'ゐ ptVACや5t夕 

復た次|:、大王ょ、轉輪#王は"內外とも5:、十分!:防諧の用总をして居ます0今ふれ禪定を修す 
く^Arや5 L iたしゆくわんかく<.CA,さい 迮んなう たいitいかい しゃ5ね八6つ そ ぼん 

る觀行の士も亦"主觀容觀？一切め傾惱U對する警誡のために、正念^以て其の衞士とせねばな-ま 

崧三窣比喩問答 五六 



だい^5 す&はかれ か Yか だい せいし0 C ゆ表t:八ち5XA 

せぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可ら'さる、轉輪爆王の第四性謂であれます。是の故に、天中の天た 

る|"が、 

「おお比丘笠よ，製弟子たるものは、正念を以て：N；の門衞となし、不務を槪配してIfし、 

有罪を捨離して無罪を增長し、自ら淸淨の生活を保謎せよ。 

と質説し給ひました。J 



だい MV づ 
第四章比喩問答 

しも fchv 

白蟻 

■EiTi船霞齡齡ょ、Hは、槪に嫩く一^らざ&、eu聪01街飢がぁると貧はれましたが、斯の1li® 

iは何ですか。J 

e「'姑赶ょ、沿断はBSビ艇ふぎ奶を歡b、Q/.ドv艇ぅてから、^の製辦に也ずします。今それ禪定を账 

すし、齡沉がfも脱、瓣觀と免fbとをぽ奶として、把のがを蔽ひ、佑報遊行せねばなhiせぬ®何せな 

1土#1は^のin,く1:して、一狐の怖捉を趙乳するこiが能きるからであbます。大王よ、これ則ち彼 

に妒く化らざる、0龜の一街質であむます。是の故に長老、クifナ•ワンガンブットラは、 

かいIくこくf平ft しわ そ …5おほくれ八#やうA 

「戒徳*克己の屋根の下|:、典の心を蔽ふ觀行の士は" 

SI世の獻Lit さわt〔一 I2f:f_t 

と言つて居るのであわます。』 

猫 

し 

餌四草比喩問答 五六3 



阔踩彌蘭陀王㈣越 IL1ハM 

王r那伽蚶那尊渚よ、货输は、彼(:缺く可らざろ"猫の二性質がある士 1111はれましたが、kの二悅船と 

は何ですか。』 

代f大王ょ、猫の啜屢巖窟•洞穴、又は1i胍の^にぁ.^て、4ピ搬すがM<、艦1^>贼すしsjlbfも 

亦、荇くは村落、若くは森林"若くは樹下"若くは络屋に行いて、不斷に熱心に，其の食物卽ち正 

念を搜さねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺<可らざる"猫の第一饨質であbます。 

復た次に、大王よ、猫の災の食物を搜すに當りて、•膊&が如 <、禪怒f修すb■街が.Lも扼'五船 

の起源、圯び典の斷滅を思惟し、「色は鋇の如し，mの！^は戤の鲥し，^の11は鋇の鲥し、戰は射 

は史の如し、行は皆の如し、行の起源はあのfし、行が斷滅は是の如し、識は一^の；gし、識の!は 

是の如し、識の斷滅は慰の如：し」と云ふこiを歡がへねばなbませぬ。^Sよ、これ脈V槪に1 く⑽〇 

ざる、猫の第二性質であります。是の故に、天中の天たる世尊が、 

「遠き未來-再生を求むる勿れ、汝が天に生れたbとて何の却益かある、 

此の世、此の狀態にて、汝Aら勝者たれ。 
甘Aせク +it 

と宣說し給ひました。J 



み 

鼠 

主『那伽^T那尊渚よ、t衲は、彼に缺く可らざる"鼠の一性質があると言はれましたが"其の一性質と 

は何ですか。J 
/;ぃ*15 ねヤみ さい5 -Jし 冗ご せ、大5 つね しよく％づか さ>*1jと a55しゆ <わんダや5 

坊『大王よ、鼠の〔左右を顧視し、〕前後に逍遙して、常に食物を嗅ぎ搜すが如く、禪定を修する觀行の 

士も航'肥處に逍範して、思船衡くあらねばなbませぬ〇ガ王よ、これ則ち彼じ嫩<可らざる鼠 

の一性質であります。何となれば長老•クバセーナ•パンガンタブッタは" 

「3?奶あるWよ、常-敏捷にして平和なれ、而して知：：靆を萬：dの首頭として翁卽し" 

1切の所要品の懸念を遠配して向ら住持せよ" 
«srt^ 

と道彼して居るからであむます〇』 

4V1ガセ1ナそんじヤ あなnかれ か：¥か?»•*り 』甘いしつ• ”， * --^士丄，- 

王r那伽M那#者ょ、*衲は、彼に缺く可らざる"蠍の一性質がぁると言はれましたが、其の一#質と 



闽課彌S陀芏問貓 五六六 
rや5uip ちし含 ぶ含 そめぶ音 4つ* Pね しぢ3 だい♦>ぅ すな11かれ 

行の士も亦、智識を以て武器iなし"其武器を以て常に止住せねばなれませぬ。大王よ、これ則ち彼 

に缺く可らざる蠍の一性質であれます。是故(':、大王よ、長老•クバセーナ•パンガンタプッタが、 

「智§の人は智識の劍を抜いて、一切の貧役を遠離し， 

戰場にfける勝者たらざる可らす。」 
レ ゐ 

と言つて居ます。』 

マング丨ス 
V 

王『那伽犀那#客よ、貨衲は、彼に缺V、可らざる，マングIスの一性質があると言はれiしたが、其の 

一性®とは何ですか。J 

©『大王よ、マングーヌの蛇を攻酿するや、解毒劑を以て其の身を蔽ひます。今それ禪定を修する觀 

行の士も亦、膦恚、僧惡の多き世界に出で、噔i•口論•项論等の支配する®iなる社龠に出づるに當 

つては、慈悲の解毒劑を以て其の心を鎏らねばなbませぬ。大王よ，これ則ち彼に缺く可らざる•マ 

ング.1スの一性質であります。是の故に法將w r利弗！4老が" 

「是の故人は自己の同族及び他族のために慈愛を垂れ、慈悲の以を以て， 



此の取丸r5fJ#;l:筘ち黻たしめざる^らt、これ加V謝颳©tirk 

と一言0て居b A4TOJ 

ら5 3い 

老豺 

王『那伽犀那酋教ょ、4柳は、街に街cmらざる、起辦の二街奶がぁると1aはれましたが、把の二槪0 

vA-甘や5 し少 

禪定を修す 

あな^ かh.か Vか 

とは何ですかOJ 

雄「大王ょ、老豺の典の食物にぁりつけば、tでも嫌はすして、食ひたいだけ^xふが呢 

る觀行の士もが、如のStるmが食ちの祀たるを阶はtsseの®^！:鉗せんがためなり.4Tへ 
_r?- ^ ■ b. #-..; ' .1 ■ LI I h I i, k 3lラ-t-'Hpv«* 3Tclt * t i 

_も嫌ふことなく、其を食はねばなりませぬ。大王ょ、これ則ち紀(:紀， 

1^らざる老豺の第一性Kであ.^ます。tの,に(一)^起^が、 

「われ山間の坐•臥處よ^行乞のために齦MT(:prr、 

1J長老偈10五四乃至！〇 

五六頌か見M0 

らいじA £/ly ( Jf f ' i < J 9や5中 かれ 

痛人の食を取れるを見て、恭しく彼1:近づけb 
かれ われ 

彼は腐れ果てたる手もて、我{:其の食をm:めぬ、 

而して食を〔我が鉢に〕投するや、指も：g典1に齡れ，ちぬ。 

我は井{:もたれて、典の食を喰ひぬ"而して嘴ひつつありても、 

噴ひ終卩ても、漱に嫩練の！！鉛〇ざうきど 
笫四窣比喩11:答 五六七 



g®镧幽陀王№1經 五六八 
を 

i 云つて居，ります。 

妃た由1:、允sょ、恝術の食鲥や、kilたるかを吟1せざるが如<、tl!を齡する鰣稱の士 

も齩，衝に颭Vれた食軌吖费妒なるか、若<は不把なるか、"又は香ょきか，或は赉惡しきかを吟味し 
くわA47Aかれ あた しつ&-P*Aぞく す&はかれ か Yか 

てはなりませぬ。換言せば彼r-與へられたる食物を以て满足せねばならませ•ぬ。これ則ち彼に缺く可 

らざる'の第二性質であります。fの敖に§長老*ゥパセーナニンガ( ^ 
t二】長老俶五八〇を見 

ンタブッタが， _I_ 

「紀なるにても滿ルし、他の多くの美味を1Mることなかれ。諸味に著する渚の心は、 

戴1叫8^與^^こと聯はす0&へらるる鲥もて銳沿する人にのみ、沙&:果は1^沪らる0」 
■1% 

と言つて吾むます。』 

しか 
rrIU 

驗 

王『那伽維那戬者ょ、食衲は、被{:缺く可らざる、鹿の三性質があると言はれiしたが、其の三性質と 

は何ですか。』 



赉屬は森林に^いて過し、夜は雲天井の下に臥せねばなhiせぬ。大王ょ、これ則ち彼に缺 &ざ 

^ J 

_v.■U 琴 
_ミ.n ■sa て」 

-颭〇鄴一街鉛であちます。1:のr,じ'沿料0殆たsffftは， 

0&0S^ fmmpffi, 

宣說し給ひました。 

をk&-&め4 2。化それ■努&す』齡mfも繫為く，炉し霤の繫し艇るJは、かい 

鹿の第二性贾でぁ bます。 

復た次に、大王ょ、鼠は人から見らるれば-肥斯•皆に逝げ歡れて，^bれないや5にします。的 

それIB-定^-§，る4行の士も射影の如く、^>|觀^きのねゃ、#||-0||.^^を斬-^するもの、齡？1|^ 

るか、又は彼等に曾はないやぅにせなければな—iせぬ。姑！Aょ、これ祕v^ui く^らざる、鹿の 
卞:^|1+丄っ-- *』 ゆ^ftふしゃうサtlrvプヴタちゃ9^5 

第三性質であ5ます。是の故に法將•舍利弗長老が、 

「罪あるも©、怠trなるもの、撒勤にsliしきもの、鋭附なるもQ、 

不行跡なるものをして，船れの14船れのyにても、概と珩は&しめざれ< 

第E窣比%問答 五六九 



豳課彌蘭陀王問iiJ^c 

i貧つて居ifOJ 

を 5 L 

牡牛 

肌i船穿S都よ、傲撕は、槪に赋く❿らざ气把牛の四M:jLルがぁると貧はれましたが，典の四性質 
とi可ですか』 

よ、製のf V4を％てfがfすて黯す 

ベく、f奴に親漱！、赌搬せらるべき^一質のものなb-yいふ理时を以て、其のヂを齋ててはな*^圭せ 

ぬ。¢/赶よ，これT^ii槪じ嫩{可らざる、牡牛の節一性質でぁ**'ます。 

ぎた％に，对Hよ、は' TたびE<ゼかけらるれば、嫩なぼ射でもSしぃ場がでも、§规を保 

ぅと锻だら！\兎にM、keifへ—で、一篇rirぜrrまで、sしてkのIf 
ぎててはなりませぬ。好！3よ，これ抓(齡に撕一呢らざ气妒牛の策二性質でぁむます。 

ぎデ、磬よふ¥の，f iむ』してiかざる&pl5てするが如く、禪定を修する舰行 

の：^も般、群£ぅして鬆が離、梢を&き、5?くは繫のもの、濟くは中老のもの、游く 



はmE;のIU恝の船街、裉-t-■記fkれねばな-ませぬ。姑把ょ、-、-a則vfcに妒く可らざる、牡牛の 

銳四街贫でぁbltl:の拟に艇账：射和颭抝起 

「ゲV、此SW'道せるのみなる、七歲の雛僧と雖も、我を把ふることを得， 

啦に概は、彌を1■フして喜んで彼の敎訓を持たざる可らす" 

矿して批5?し8似いらんには、奶鼢にてtに位ふとも"又幾度と雖も、 

iは配iを槪にIげ、？H?まel,を¥に辦ふるを衝ま？ 

と言つて居bます。J 

ゐのしし 

猪 
t/fセ1ナミ怎 かれ.^ Y4 ， しし •：：isf 广 ' j w: L/>1ば；^ 

4那伽舉那尊者ょ"a衲は"彼f:缺く可らざる"猪の二性質があるi言はれましたが其の二®® 
&A _ 

とは何ですか。』 

#『知把ょ、!!しはk斯の纪し齡<て，您かれるやぅな天氣の日は、®赝水邊に那す。今それ禪定 

p把にして、配網なる慈把狐が和把にiらねばなbませぬ*大王よ、これ則ちtに缺<可らざる猪の 

第一性質であbiす。 

,0^^ 0\0M0^00T ^© 

第四取比噏間答 五七一 



00000s 五-bIJ 
1 luくわ'^?*Ltf-そみ そ •1，ち 5 e SI 〜ち！f- 

中i-#はる力如くa定を修すo觀行の±も獻、典の身を其の心の中に攝し、而して瞑想の中1:橫は 

らませぬ。磬ょ、これjj^im嫩く pr^g^fr藍でぁ—6す。f^に鬆-.いン 

「霍は&の！^II妒繼ぃ、褽に^づかすして、 

と言つて居ます0 

ぎ？ 

王『那伽¥那|者ょ，货納は，槪に嫩くボらざる，氣の五槪船がぁる士貧はれましたが、 

は何ですか。j 

し，1切の傾惱を獻し溃さねばなむませぬ。ガ丑ょ、これ肌_1>^|に嫩<心ちざる、射の節一街齡でぁ 
bili，す。 

ff 00mp^pfMrtt f0PT 0m 



定を修す3觀行の士も亦，feを1;るにf:つてrの^#;を^;じ、^rf:^!;;^^て、炉：1:が!'51し、計/、は 

f i 办ふ t-L L4i ふ 
上を仰ぎ、若くは下に險す 7V 冷 ft*AC A ゃ{ 4?打sfffijaf 

の目を面前一1の問U置かねj^な.oiせぬ。大王よ、これ 

則V衝に鲥-らざ气象の艇二傑tであbます。 

復た次に、九王よ，象に常住の宿斯無く" 5<艽の食物を於むるにも、常に彫陂；i一處に娜らt一 
定の住處なきが如くこs{手ゲ&す/J.■行の士も齩、常住が鉛MW く、邱衍irsmに、！！m酽:打かね 

ばなbませぬ。卽ち有智のものは、小屋の內でも、樹の下でも、洞穴の中でも、山の麓でも、何處で 

も、愉快にして把圮に阶舻はしき摁所に齡匕賊して！d所を一釣してはなbませぬ。好？jよ，こル觚 
か4 か_ ぺか3Tうだい せいしつ 

ち槪に缺く可らざる、象の第三性質であります。 
4 ,つ.ITIffい¢5 fう せい<,£5せ含UぐHんげ 4つ おは せいりや5と5めいHんち とうuふ さかAみづ 

復た次に、大王よ、象は，靑黃赤白の蓮華を以て蔽はれ，淸涼透明の水ある蓮地に投入しTMi:水 
0. い耷 ぼぢや5し命 {pArf しt4i げ打つ はな おa しや5 

を鈥Aます。今それ觸定を修する觀行の士も亦、解脫の花もて蔽はれ"淸 

淨無垢にして淸澄透明なるi理の妙水を以て滿されたる正^T0船UA3じ" 

智慈を以て一一一諸行を驅逐し、出浚の人の樂とする遊戲の中に踊躀せねばな I 
6ませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる、象の第四性質であゎます* 

t or だいITう ざ5 こそくげ>■-< ち今い =と vAtrや冬 <£んぎ&5 L £fii 

復た次に、大王よ、象の場足下足t:注意するが如く、禪定を修する觀行の士も亦、爆足で足、正氯 

に住、又往く-も||るに\若<は衂の伸¥ぃも、％粑赕-ぁ6ても、政齡1:阳せなけばな--ま 

せぬ。大王よ、これ則V衝に配く不らざる、象のmr五性賢であります。1の齡||-、12のでた气^ 

【三】蹄行($を一辱£1と«、此 

あろ〇 

铒四萆比喩叫答 五七三 



^ __I I _ 

阈譯彌m陀王卵經 

そん ざふあごん令やうなか 

敢は雜阿含經の中に、 

五七S 

，しAぉ. VA, VA 

i 

「身に於いて攝する6i善なら、語に於いて攝するも善なり、 

Frてiするも,-^ i節は一IIに&ぃて街？、配P傭ぎし、 

宣說し給ひました0J 



笫五章比喩問答 

A卜 

ナ|ガセーナそA.じや 0亡 かれ か：Vか しし せい化つ 小 

w『那伽雖那筇渚よ、貴衲は、彼1:缺く可らざる"獅子の七性質がJ)ると言はれましたが、その七性質 

ia何ですか。j 
て％LUしや亨Is-o-rtft 一^/wl?ラ亡ん<#>ぅしよ4 fs*rA^&5しゅ chAu^ ラふ 4*，?〆•* 

fitr大王よ、獅子の淸淨無垢にして、純潔の淡黄色なる•か如く"禪定を修する觀行の士も亦其意 

ざる獅子の第一性質であります。 
t rrffい £5Lし あ¢-¢4 あしrT ぶ =と*^^ 1ル:^ 

復た次(:、大王よ，獅+の歩るくに四足を以てし"その足取れの速かなるが如く"禪定を修する颧 

piも—四舊？にょ名譜せねばな！せぬ。龚ょ：)'III齡』<ポ|る、ざの 
第二性質であります。 

ぎ％1禁ょ、ざの露？霸の#.て’齡！^i編するがiく、而鰣を$する 

ざる獅子の绾三性質であh iす。 

0S 五七E 



睡課钿闼陀王叫艟 H七六 

復た次に、允ぞよ、獅子は縱令その身命を取らるるとも"何人の前も屈せざるが如/、，禪rを修 
C#>/Lrやラtaたf-A;sし叫つけしや LJC.え5lt-oすなut*Aし上くいふくぐ41ぐ い TIラ Rf あた いへど けつ 

する觀行の士も亦、縱令出家者の所要物卽ち飮食•衣服•臥具•髒藥_を得ること能はずと雖も、決し 

て何人にも屈してはなりませぬ。大王よ、これ則:/*彼(:缺く可らざ〇獅子の第四性質であります。 

復た次に、大王よ、獅子は其の食物が落ちてをれば、何tででも、要する：Uけのものを秧序正—く 
4eいじや*^tr± け-*jに < 6と い2:►rA.lf'や5 し^くわん5*|?ひ 

食らひ、其れ以上には何んなに善くとも，決tて一口の肉でも求めませぬ。今それ禪定を修>る觀行 

の士も亦，行乞の爲に顺次に各家の前に立ち*決て蕃い食物を典へさぅな％庭をkび"苦くは何A 
な乾でも铬略してはなりませぬ。又彼は食物を撰び出tてもいけませぬし，一口の飯でも布施を受け 

ujl t^. I 110 

らざる，獅子の汸五性質であります。 

復た次に、大王よ、獅子は己の食'へるものを貯藏もしなければ，又一度その食物を喷べれば二度と 
そttふ.tflr<fl-f VAぢや5しゆ <#>A.r:や！ri Lgtた けつ し..±く％つちよざぅ 

其i:振り掏きも.L4せぬ。今それ禪定を修する觀行の士も亦、決して食物を貯藏してはなbませぬ。 

大王よ、これ則t>彼(:缺く fらざる、獅子の第六性質であります。 

復た次に、大王よ，獅子は蟛令免物を斯なぃでも、肥して齡がされiせぬ。Fして粑し歡が斯を妒 

れば、切求もせす"弱りもせす，衰へもせす!:それを喰べます。今それ禪定を修する觀行の士も矿、 



籲岭噹琚を獨ん纟 -て1旮？ねてはなb去ゼ幻< らは，哲逑もゼt. jせす- 

^144 £4^? 0( f tf A t Luc fl ibJf~ ち l奢 5^r 着れ ( 

衰へもせす、味に这著するの危險なることを知-、食事の結果め十分な5智_を以て，其を食はねば 

な！せ气禁ょ：』cf g繼ef呢麥气舻家f靈でぁ！す'デのSU_Q 
てAせそ/LVXあ.ご八含や'5 ち！J-nr■ら*rだいかせふ ぼtli とき 

天たる世筇が雜阿馋經の中-、長老大迦葉を賞め給ふ時、 

「比丘衆ょ，この迦恶U、彼ががけ取つただけの食物でk足して居る。彼は、人が莨0ただけの食 

物を以て滿足するものを#める。彼は又行乞のため-何等の不如法、葙く>不體裁の罪も犯さな 

ぃし、縱令把が何にも得なぃでも、尙.^つ驚かされもしなぃ。荇し食物をぼれば"味に贫篆f 
含け4L しよ-、匕 しAれちかい せづ争5 ±15おとみ 考れ 力 

るの危險なるを知食事のmのQ的を了解して切求もせす、弱らもせす、衰へもせすに典を喰 

べるのである0」 

と宣說し41ひました。』 

6チヤクラヴーカ鳥 

王『那伽渾那®者ょJ:H衲は、彼に缺く坷‘ざるチヤクラヴI方鳥の三性質がぁsi言はれました*: 

其の三性質とは何ですか。』 

«tT大王ょ"チヤクラVI力鳥は、縱令臨終の間際i:至るも"淝してその俐 

間を捨てませぬ。今それ禪定シ#-fJ觀行の士も亦臨終の間際まで、決して微心正念を把ててはな、 



阐課彌蘭陀王問經54/ 

ませぬ。允:1:?よ、これ^;^>^衡(-斯く{^らざる、チヤクラヴーカ鳥の第一性質であります。 

&た和{:、允S5よ、チヤクラヴーカmiは"セーヴーラ"奶びパナカを食ひ"其!:よつて滿足を得ま 
fc fhp-afl*^crへIf•!cA,tr^pll^L^^ufb-A-r-^i^L 

す。^してJrく陶Miを^:ても、そのため1:變の九，契も減りませぬ。今それ禪定を修する觀行の士 

も财、孤が奴㈣せるものを似て漱奶せなければなちませぬ〇矿して若し樹が滿足しても、彼の正定の 

*1はfもしまSし、*备に&ぃても、1^にrても、牌iIJにrても、將た又一切の善！I 

力鳥の第二性質であります。 
4IT違 * S〇|释■# な/1,^.*»”&1flicAt:や-L^ 

^1た^;|:,丸あよ、チヤクラヷ|力鳥の，屯咖1:鄙して何等の害をも爲さざるが如く、禪定を修す 

4槪.飢gをぎれねばなbませぬ。^jよ、これ脈V齡に&く和らざる、チヤクラブis策コー性 
,vo*J#— xru 4*7Tん せIrん»iんしや pTjJiん5ち 

質であります0是の故|:、天中の天たる世#が"チヤクラヴーカ本生譚の中に、 

「繼さず、嫩ぼさず、耐縱せす、此をして1挪のギ物に齓する親切を捨てしめざるものは， 

その平和を妨ぐるものに對しても決して怒らざるなむ。」 

と宣說したiひました。』 



*} tri 

ハ1ナ#—ヒカ1 

讀 

ナ—ガせI卜そん1¢ あ«et:かれ か Vか t?ifいしヴ い 

王r那：^_那讀溝よ"fl衲は"彼に缺く可らざるベーナーヒカー鳥の二性質があると言はれましたが" 
なん 

興の二性質とは何ですか。j 
ビ％7 X5 か 4f2.ULA $1 Lr と こ や 

雜『大王ょ、ベ！ナItヵー鳥は，彼の女自身の夫に對する嫉妬のために、その子を養ふことを拒み 
い±vA,.trp-〜し窄 <,£んぎや！^し t^T ごと かれ しんAう おこ さい|*んな5|1ね か しや*^.cjん 

iす。今それ禪定を修する觀行の士も亦是の如く、彼が心中1:起る一切の煩惱を妬み"且つその正念 

の加一一よりて，岛己の妙なる罅隙の^に煩惱を追ひ込み、肉體に關する一切の車件に齡て、斷えや正 

Yか X5 だい 甘いしt> 
可らざる、ベーナーヒカ—鳥の第一#質であbます 

^—Ttf 
1:二 J F51?< 

ブヲフ71サハムバナ4+ 
55111 BrphnltBI&llm3PAtr 

復た次に、?<王ょ、ベーナーヒヵー烏は、食物を探さんが爲1:，盡の時聞を森林中i:於いて費し， 

gはi朋の保讓のために典の群の中に.Mbます。今それ禪定を修する觀行の士も亦是の如く、或時は 

歡嫩を脱1せんがための故に、撕靜なる皆-_行かねばな6ませぬ。而して&處に於いて滿足すること 

が服きなければ"非難の危險に對Lて，保護を請はんがために、取び敎_の中に一り"而して敎_の 

庇譏の下に住せねばなりませぬ。大王よ，これ則ち彼に缺く可らざる、ベーナTヒカIBS第二忭踅 

であります。是の故1:(3ブラフマー备ハムパタィが世尊の前に於ぃて、 

第五章比喩問答 五七九 



「邊土の媸臥を樂み"纏縛の離脫を行へ、面して若し典處に 

歡樂を能はすんば、正念の人として、敎闽の■中に住せょ* 
1% 

i言しました。J 

いへ はと 

家鳩 

五八0 

ナ："+1ナそんじや あなf: f-h.f l Vか 二は1 せいしつ せいし， 

王『那伽焯那想遘ょ？货衲は"彼に缺く可らざる、家鳩の一性質があると言はれましたが？その一性質 

とは何ですか。』 

球『大王よ、家鳩>他人のfe永に住つて,その人人に屬するものの爲に“を辉はれす、只鳥に關するも 

のについてのみ注意.ザ>拂ひ、その他の事に關しては"全く局外中立の態度を取bまt今それ禪定 

ひA4rいt:<:6At しゅじゅ し*くもつ くわん 二ころ LゆつけにA-'こみ!' 

品、又は赘澤品、若くは稱種の食物に關して心を^はれず、出家人たる觀念にのみ心を向けねばなり 

ませG。巧Sょ、これ」-Stみに妮く私ら？气14赋の一傾gでぁ！爷。の紀に、天中の天たる世 

猱Vチユッラ•ナTナダ本生譚の4に、 



等しく節度を守り，而して美なる色のため1:、汝の心を奪はれしむる勿ゎ。」 

tAtつ 
ふJi說したまひました 

ふ4る 

梟 
げ"セTrそAyや おなれ かれ か ベか ふく办 せいしつ % そ せいしク 

王f那伽岸那雜若よ、竹衲は、彼に缺く.可らざる，枭の二性質があると言はれましたが、其の二性遛 

は何ですか。』 

咪r大王よ、枭は烏を敵として，夜間、烏の群集する所に行き、被等を殺します。今それ1定を修す 

る觀行の士も亦是の如く"無明を敵として、獨ち密かに坐し、其を破亂せしめ、疋つそれを祀航せし 

めねばなりませぬ。大王よ、これ則ら彼に嫩く可らざる总の第1饨質であります。 

復た次に、大王よ、ぎusg氣の鳥なるが如く、禪定を修する楓行の土も亦孤郎を樂み、Winn活 

に熱心せねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる梟の第二性質であ6ます。是の&1に、 
てAち5 て/VせそAずふ&f;l<^1+Jl^few 

天中の天たる世#が、雜阿含經の中1:, 

「弟子等よ、比丘をして苦の何なるかを知り、苦の原因の何なるかを知b、苦の斷滅の风なるかを 

知り、i古の斷滅に襟く道の何なるかを知らしめんがために’艇K5献を；&にし、Mi殿歌sih數 
ましめよ” し 

i宣説！給ひました。J 
第五取比喩鸿答 五八 



阈課8贴陀王問鎚 芄八U 

つ« 

鶴 

王r船hi揶E歡ょム5柳は，彼に缺く可らざ气鶴の一性質があると言はれましたが"典の一性興i 
は何ですか◊』 

fr『知把よ、齡は把の瓣娜をmて"將に！^來らんとする吉凶の巡命を他-知らせ主\今そ0®定 

を船すろ、齡ms 士も航歡の如<、を說气以て地獄の鲥iに恐气へき狀^^るか-^涅樂の如！： 

に紙しき,鑑^るかとを、人i:知らせねばなi4せぬ。犬王よ、これ則ち彼に缺く可らざる鶴の一性 

勸であbます。配の故に長f §ビNK1ラ•パ—ラドヴーヂヤが、 ビンKJラパ.-ラドヴーヂr 

せi しif I?二 t -Uけナ—み 一一C四】a-a嘗BIす 

「誠货なる出家の人は"地獄の如何に恐怖るべく"涅槃の樂の 

姑！：に船尤なるか、此の二つの膝件を"他3人に說き明か5ざ'〇可らず。i 
い% 

と言つて居ります。』 

蝙蝠 

Tir那伽MT那#衮ょ、贵衲は、彼1:齔く«!:,らざ气蝙蝠の二性質があるi言はれましたが、其の二性質 

とは何です炉J 



萬：nょ、_齠は、A5©撳rに膨びがんで、拟の牝を嫩び®；レますが、1!ちに欺蟛を邸で^I沏し 

て昶 <顧®!いたしませぬ-七それ1!怒rぜ¥1^根がゼ％葡取の_<、根与 

に繫sSに&ち參v %ぎぎ溫：^がてMしてkiに5く霸してはな！せぬ" 
af15， ^ 15 だいせいしつ 

太王ょこれ功ち彼{:缺く可らざる"蝙蝠の綰一性質でぁります0 

ばし xIIせし®、ぎ襃 f s 髿齪し、s<llrij.L—し、piL、％は||の 

らねばな6卷ぬ。磬ょ、これgvgに•意、■のg二■でぁ！す。ぎgに、^ 
ら5*x4 せそん ちやtfcflAさ5音や5なか 

中0天たる世您が、長阿含の相經の中に- 
た*l-^A5 p.^せいこ5 ケねん±3 いか かれら し^はい 

「彼は他人の羽益LJ成功とを願Mして、如何にせば彼等は、信(:於てもI 

咖c^^_ 6A^V:ii!いおい しゃ， 

戒1:於ても、聞1:於ても、菩提に於ても、捡離に於ても、 けんしAt令 

，獻身的なること■ 
(Sふ おftIrAe おい ずいば,-a" ,t6づ S. |ち ，- 

法に於ても、多{の善事に於ても、財寶-於ても、皆物に紙ても、土地に施ても、 

riても、數に齡ても、sにsても、対に獻ても，靈に齡ても，；fiuて\ 
び：おい #Aもく おい す* j 4しなirAせf if ^ 

美t:於ても，安樂{:於ても、少しも失tlす、減少せしめざるこiを得るべきかをmfi,す。」 
せAせ0 : t 

i宣說し給ひました0j 

第五な比喩問斡 五八三 

-rf:.，h f!i:J ,::,::p: ?.' :sf I. 



經 
王「術が船穿獻歡よ、!は，衡に配<%ら*?る，粗の一性ぼがあるはわ圭したか，一列？と 

は何です2 , ちす .まVI 
®r§よ、Mlti\sをprくれば、i膨にでも^かbとがひpfrいて"血を吸ひf 〇今それ禪定を 

eapfi s ff. 

k のg さ、kssM、&0i，kemi に M てirsひ Mし、1is 

M® 一IIでぁ！す。配のH:ii_が、 
「i くllLk、1ilfs ぎて；|"る^"の iを f 

s を 
と言つて居ります』 

どく じや 

毒蛇 

狼ぎSぎK卷よ、似柳は、槪に赠く％&*|、毒似の三他質がぁると貧はれましたが、以の三柯® 

圃筇彌瞄陀不；間趑 五A四 

ア5tル-'yダ 

【K1 Amjru&ha* 

なA 

とは何ですか。J 



trガ汩よ，#蟛の齠扨するに、扣lrをPJ[Iてするが如〜、颳定を修す乙觀行の士も亦、進行tるに增裔 

を以てせねばなりませぬ。何となれば進むに|=恝を以てする出家渚の心は"常に出家者の特性に合a 
ざるものを斥け"其の特性に合ふものを發展せしむる所の、四諦の现を觀するからであります。大王 

よ、これ則ち彼に缺く可らざる、毒蛇の第1性質であhiす。 

，た次に、大王よ、毒蛇のk くに當主」、魔腿藥を避くるが如く，禪定を修す.<觀行，の士も亦，：g 
の道を進むに當りては、?^正を避けねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く一^ら'さる、毒蛇の第 

せいしつ 

一一性®-であbます。 
2 つぎ だ||'わ5 どくCや ひと み いラりよ よくく.clr>ひ みち 一*と い4 VA 

復た次に、大王よ、#蛇は人よられんことを憂虛し、努力して囘避の道を求めます。今それ禪 

定を修する觀行の士も亦、其のfに邪想、若くは不滿の念起るを见れば、憂虛し、努力して■配避の道 

を求めねばなりませぬ。而して彼は、「我は此の日を怠慢に過してはならなぃ、予は決して其を取6返 

すことが能きないだらう」と獨語します。大王よ，これ則ち彼に影<可& 
ifく^や tlv せいしつ こ ゆ焱 S 

ざる，毒蛇の第三性質であbます。是の故にi 

1蛏の美なる鳥の言として" 

ラ1>ィャ本疰譚の中 

バVKNIテ4ヤヂヤI雀* 

t六】BhdHtlja Jitaka. 

「獵師ょ、我等は故鄕を出でて、唯一夜、此處に過した。而して我等の瑣に逆らつてl 

終夜我等はお互の身の上に就て考へた。が"其一夜こそは货に悲しむ*へく、 

憂ふべき一夜であつた。そは蓋し決して取り戾すことが能きないからであるL° 

笛五京比喩問答 五八五 



國譯彌m陀モー:貍 

iあります〇』 

五八六 

いは へび 
岩蛇 

TI"セー t tAcや あなt- かれ Vか いは5 せいしつ 

HRr那伽維那筇者よ、m衲は、彼に缺く可らざる、耑蛇の一性質があると言はれiしたが"其の一性質 
なA 

SJy'<>*r SはへyfLAちゃ5 15eやう なが <-> -T fe-〇 す*fcc! す^,そSゐ み しょくもつ大 

咪『大王ょ、碧蛇は、その身長が非常に長ぃから、络腹を以て數日を過し、苏以を充たす食物を得な 

とは何ですかJ 
だい背 SUへrjf 

雅『大王ょ"锃蛇 
な<じふ な91かウおのれいのち ぼぢ で いま ft笮7 Lゆ <^a¥^9 L 

いでも、雛&しながら、尚[_]己の生命を保持することが能きます。今それ禪定を修する觀行の士も 

を慰じ、若くはその腹をrたす•闲難なる場合あbとても"的し彼が最上善を求むれば、彼は四 こと 

いフi なほよ 

P、恭くは芷Pの食を喰はずとも、釗善く水を以て察腹を充さねばなりませぬ。大王よ"これ則ち彼 

にrFざる、鼗の一氍でぁrす。；；S漱に黯r"舍ii繫V 
「比丘は濕bたる"又は乾きたるを喰ひて、茌だしく飽くこともなく， 

aらみ Lよくりや5Lや！f-JSAゆrやぅ 

腹滿たず、食に嫌あ^^正念にして遊行すべし。 

四片五片をがふことなくして水を飮め、cこれ〕f心なる比fの鼠住!iは足る。」 



pAffふ 
第六章比喻問答 

道蜘蛛 

屬那伽雖邨棼瀵よ、^f衲は、彼1:缺く可らざる，道蜘蛛の一版質がぁると貧はれましたが，其の1#: 
しつ なん 

質とは何ですか。』 

萬允.王ょ，mi舻u、mのEr-i"のPV)1b、妒の配にかかれ，〇铝は、颭でも，嗽でも、明蟲でも， 

何でも捕へてKを喰べます。今そ”禪定を修する舰行の士も亦足の如く、 --- 

5六窓の1に正念の幕を張り、苏し槪惱の贼が把の1に&かれば、彼等を 身.^IUoi 
捕旃にせねばなりませぬ。大王よ、これ則'彼-J.缺く可らざる"道蜘蛛の一性質でぁります。1の故 

办nsff%や34う 

に阿寃樓駄長老は、 

「人は六窓©上に、氣上最善なる正念の網を張り、以てそのがを,ぢがめ、 
ほAな* かれ^二る へか 

而して一切の煩惱を補へ、知H見の劍を以て、彼筅を殺さざ〇可らす。」 

破して居bます。』 

0S比喩問答 五八七 



五八八 

九い U 

婴兒 

Kfmt,船1111Bよ、11撕は"槪に嫩く1??bざ气，兒の一性取があるi目はれ±したが，其の一醬 
なA 

とは何ですか^ 
えいじ b, T こしつ 6 t №0 と音 な/:いま fAeやiル^ 

球『大^Iょ、M;兒は己の利贫を固執し，芯し乳を欲する時は、泣き出します。今それIjl1定を修する觀 

5Tのfも航歡の蚧く、SJ利に掀家じこiして粑槪に於ぃても、質問應答ビ粃ても、行爲に於ぃても、 

繫の證fいても、Sr辦f uも、薇がM被Cて爲、㈣らいても、影の1變 

z|て斲かねばなりませぬ。大王よ"これ則ち被{:缺く可らざる、嬰兒の一性質であbます。是の故に 
XAち5 てん せそん ちや5あ-*lltA含！^rtf*びffいはrtaEXAryやう なか 

天中の}Kたる世#が、長阿含經幷[;大般涅槃經の中UI 
Tナi わ4；な会せつ？ な备じし八り.T:<ぼレ，X.な■一r•みづか 

「阿難陀よ、我は汝(:切讓す、汝S身の利益のために熱心なれ"汝自らの善行を琛修せよ，汝は 

的fの那斟のために、精勵し、熱中し，熱心せよ。」 

と宣說し給ひました0j 

をか かめ 

陸龜 



王『那伽阽那奪渚よ、货衲は、#に铀< 可らざ： 陸f S一性釣があるたが f 刹® 

とは何ですか^ 

4義ょ、隞齡は‘釤を1れて'ぎ&鉴船にiiします。&して歡のf尨を鋩くるiif 
-て，その护.4ヂぞ敝鉍に妒がいたし主？。粑それBぬy槪Tる觀給 

齡なるを纪て、阶進が％秀なる利!！を知つて椏ます。何となれば怠®の危險なることを見れば、彼の 

「齡船-A.して、放逸の恐るぺきを知れる比丘は、 

谢㈣することなくして、4i樂にこそは近づかん。」 

i宣說し給ひ4した0』 

さん ちや5 

山頂 

U何何ですか。』• 

改『ガ赶よ、11Iがの齦れ妒でぁbます〇ゲそれ藏叙を修する觀行の士も4是の如、他人の罪と 

虻mとを隞I，nを粑に颭がにしてはな--ませぬ。把丑ょ、これ,ら妒に鲥く1らざ气5顶の第一 

上質であります。 

笫六3S比喩問答 五八九 



國讅彌哚陀王P!]鞠 五九0 

t 0ぎfrい^5 さんちやラdflひと な ご1 ぜA.■ぢや1 しゆ <.CAぎやラしlf:£<i くしんい ぐち 

復た次に、大王よ、山顶」數多の人の無きが如く，禪定を修する觀行の士も亦、貪慾•瞬道•通癡• 

傲慢等を避け、幷に邪見の網及び一切の煩榴を拾離せねばなりませぬ。大：土よ、これ則ち被に缺く可 

らざる、山顶の節二也質であります。 
±つぎ Kい-¢5 含A-ちや5 じやくじや今とこみ ひisbi ぐAしふ と い1 ザんぢ旮5しゆ く£A 

復た次に、大王よ、山顶は寂靜の處にして，人人の群集よh遠ざかります。今それ禪定を修する觀 

行の士も亦总の如く、寂靜の處にあbて、罪ある不蕃の法を捨離し、又罌にあらざるものを&けねば 

なbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる，山顶の第H性質であれます* 
i つ3fffい-C5 洚んちや5じやくじや5 しやモじ^5 ごと ヂAt;や.^しゆ v-bArやラt±わ じやく1> やITしや5tf 5 

復た次に、大王よ、山顶の寂靜にして淸淨Uるが如く、禪定を修する觀行の士も亦、寂靜淸淨、 

氓斯にして，情也y捨-iし、僞蕃を肥離せねばなせぬ。允把ょ、これ則ち歡に齔くyらざる"邮飢 
1111 4* *し{\ 

の第四性質でありますC 
ま つぎ だいわ5 さんちや5せかしや し}tLisい/-とこる hi ぜん1#笮5しゆ くれArや5Lm 甘いしや 

復た次に、大王よ、山TIは羝者の腿煺到る處なるが如く、禪定を修する觀行の士も亦、恶渚により 

て近求されねばなりませぬ。大王よ、これ則ち彼に，<Aらざる、山肌の第五性質であ办ます。1の 
ゆAtAf てん せそ/Lすふあごん彔や今 なか 

故に天中の天たる世#が、雜阿含經の中[:、 
かん去よ ひと をA含 ひと せAUん ひと ずAし &と つねLや！/'-ごんど，よく ひと し寺しや とも 鬈ゆ5 

「閑Mする人、#贵の人、謀心なる人、禪思の人、常に精勤努力す〇人、識者と共(:住せよ。」 

と宣說し給ひました。J 



樹 . 

不T那伽犀那尊者よ、贵衲は彼に缺く可らざる"樹の三性質があると言はれiしたが，其の三性質 

は何ですか。』 

敢『大王よ、樹は货を生らせ、花を暌かせます。今そね禪定を修する行，の士も亦是の如く’解脫© 

花を暌かせ、沙円杲の赏を生らせねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く瓦らざる、樹の第一性 

質であす。 

復た次に、大王よ■'樹trその側に來る人、若くはその下にfまる人の上に、その蔭を投げます。 

今それ祿定y修す.觀行&士も亦、彼の側に止まり、彼に隨侍する人人を、肉體的見鮮に於ても、1 

び宗敎的欲求に於いても、親切に船へねばなむませぬ。火王よ、これ則ち觀S斬らざる、樹 

の第二性質であむます〇 

復た次に，大王よ、樹はその蔭を與ふるに何導の&別をなしませW。今それ禪定y修すレ觀行の士 
かく /JI 

も亦是の如 
3い¢5ん KPI5あ！SU&Aら く YO 1MA てきい い5 

一切の人類の閲に何等の區別をなさす"泥棒にも、番心あるもの[:も、敵意を有する 

齡にも、!iくは彼0らの好める人にも、等しく慈悲を，がねばなbませぬ。大王よ，これ則ち彼に缺 
yか 含 だい せいしつ こ ゆ晟 mふしゃ5 サIVプヴ♦ちゃう45 

.町らrる、樹の第三性質であbます。是の故!:法將たS舍利弗長老が、 

五九 



了 

阐課彌W陀:>:卯^ 五九二 

rfM^は、術を¥驅せん士視みたる衢墨遨爹に鄹しても'_榭の|魅だ气そァングタマ1フ(:對 
かれ こころ ^rf—r/ダッ* たい どる氐，/ しゆく*>い 
泥槭 

*ぃし 

4iIr- 

しても、齡の制をmAらんiせる象1:對しても、彼が暇一の激子たる羅 

そめ六 さい 60f;t(■ ひと £.譬>ろ ¢-3 た5 

腋Mに亂しても、乳他一切の者に對しても、等しき心を以てし給^ 

TVダザ节1ラ 二】AigHmsr 

を 
と言って^6ます。』 

$ 

雨 

3iit^奶纪您救ょム|撕は、肥に^くW,らvtoフ献の五脱船があ〇とi 一口はれましたが、kの五配^ 

は何ですか。j 
，バ？ $ ? ち技しづ f ズ^?し少 ぐわArT丄 美 そめし八？ おに .さい ぼSI5 

雔『大王ょ、雨のょく一饥の鹿を鎭むるが如く、禪定を修する觀行の士も亦、典心中に起る一切のr惱 
fA'r、 し^;;い^^' すfcはかrlか ベか**め，ffい•せいLつ 

の塵垢を鎭めねばなb去せぬ。大王よ、こ“則ち彼に缺く可らざる、雨の第一性質であります 

妃た和に、把式よ、献は釈¢1 地の齦を，fます。ぢそれ颸蟛する觀行の士も亦是の如く、慈 

第二性質であb去す。 
a ウyォスゎぅ $ X3いしゆ在* や$ぃ€ゐ せいちや5 i ばぢゃ5 しゆ L 

復/:次に、大王ょ、雨の善く一切種類の野菜類を成長せしむるが如く、#定を修す0觀行の±も 
*^tLs じ中5 ここA しAhA 如こ 
I 一旮5>:^1\ ■ f■一S 
し^し 

r — rt 
た.^ aつ じ^ £1 f - +o Q r* fs. 



f&u 4L t一んげんかV*く.65太い svv-sf t*r4icl AAtb 多ち **t:さい和5 

ませぬ"卽ち天上、若人1界(:於ける，光榮ある興生の低？到達に€{のみならt，!£(:又#高 

善たる極樂の没槃界にも到迮せしめねばなりませぬ。大王よ’これ則ち彼に齪く可らざる、雨の第三 

性質であわます。 

復た次に、大王よ、盛M三伏の候{:於ける雨の、避く革木•蕊#木•藥草•及び森のivt:對して保護 
あC 1Tと L-P6Aくね a ふitご ちね 

をmiふSが如く、禪定を修する觀行の士も亦た，謙愼の潛惯を養成して、沙門^:の街に傲譏をm;へね 
なにゆ11さい ザ八也ふ こAぼA—AしA.ぅち そ/*. 

ばなhiせぬ。何故なれば一切の#法は、その根本を謹愼の中に存するからであbます。大王よ、こ 

れ則ち彼に缺く可らざる、雨の第四性質であります。 

がたku、汜茲ょ、献の，く谳•貯KIlwal8— •淤隞•觚4ゲ彤たすが如く、sty 

を滿记せしめねばなりませぬ。大王よ"これ則ち彼に缺く可らざる，雨の第五饨贤であbisす*是の 
ゆ^核ふLや！^ サ la1NSV*-%^-54$ 

故に、法將たる舍利卵長老が、 

「牟尼は、開悟せしむべき人を見ては、百千由旬も一刹那の問に行きて、rを！一悟せしめ給ふ。」 
b>ゐ 

と言つて居ます 

•一ArK せ— 
金剛石 

氓六焓比璁問籽 ill 



00 、" 五九 SI 

壬rllp囊ょ、鑤は"にfw—る、§被の一一一驚が？？fれましたが"のH 
^,v? ZAf 5 ir 4； Lや3じや5tr‘ f V八«;やうし嘴 くわんぎやうし せいくれつ ±た まつれしや5bや5tfc 

饮r大王よ，金剛石の全：く淸淨無垢なるが如く、禪定を修する觀行の士の件活も亦、全く淸猙無垢でな 

ければな^'ませぬ。大王よ、これ则ち彼に缺く可ら*さる，金剛石の第一性質であbます。 

復た次に、大王よ、ti’衣の如何なるものとも鎔ゲされ能はざSが如く、禪1y修すァハ舰行が士も 

亦た"決して惡人を友とし交つてはなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる、金剛石の第二 
甘(r*しr 

怖質であbます。 
tfrttlct#>5 *iArrtf-せ^6つとか ir か は5せ音 と & お 2と fA^®■うし^vxAr-p，L 

復た次に、大王よ，金剛石は、最も商價なる寶布と共に鼢かるるが如く、禪定を修する觀行の士も 

亦、配尙•善啟なるものi父はり、聖道の第て第二、笛三階級-入れる人と交は又は阿羅漢の 

赞珠と交は6、若くは三明、苦くは六神通の人と交はらねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く 
Yか こA.が$せ令 Siい せいしつ こ ゆItてAち5 てAIt令厶 L1令や*rAうしふなか 

可らざる、金剛石の第三性質であります。是の故に天中の天たる世#が、諸經耍集の中に" 
しやうじやう しやうじや！^ひ厶 1(3は*■つね しや1ねAtr'赍,J 

「おのゎ淸淨{:して淸猙の人i交b、而して常(:正念(:往せよ， 
か4-人trさいちげA龙 く f ic-auA 

斯くて〔汝は〕一切の贺見を得て、苦惱を滅盡せん。」 

士宣說し給ひましたM 



ナr//Tナ4■八eや あなた rttか ベか せいしつ ’ e vいしr 

Hf那伽罐那尊者よ"费衲は、彼に缺く可らざる、獵：帥の四性質があると言はれましたが"其の四性質 
なん 

iは何ですか。』 

饮『大王よ、獵邮の不屈不撓なるが如く、禪定を修する觀行の士もk,不屈不撓でなければなちませ 

ぬ。大王よ、これ則L把に缺く可ら'—、獵師の第1性質であむます。 
** つぎfiい hiふLよ そ ち1い しか 5へ そそ vA^f5し^く!>Arf5Ltrl 

復た次(:、大王ょ、獵師の善く其の汴窓を鹿の上に注ぐが如く、禪定を修する觀行の士も亦、その 
flいしや1うへ けいち.^ だ Tfifaかれ か』 Xk h>.iu 

注意を/a惟の一對象の上に傾注せねIrなりませぬ。大王ょ、これ則t,彼1:缺く可らざる、獵師の第二 
せ(|1し0 

性質で^ります。 

や斷，すべき時である、今や隱也よでて働くべき時である-と獨語しつつ、‘善くuの時間を知ら 
ねばなbませぬ。大王ょ，これ則ち彼に辦く可らざる、獵師の第三性質であらますa 

復た次！T大Lょ，獵師の鹿をfて、1今度は必らす射北めてやる」と決心し、心にぎ悦を感受する 
fi-y ずやうしa く，cAfや*^ し ip しゆゐ もくて令 けん こ\ど hな P'<ぐ とくしゅ ^ ^-7 

が如く、禪定を修するM行の士も亦、思惟の0的を一見して「今度は必らf我が欣求せ〇特殊の卵想 

を握つてやるJi決が心に蠤悦をMl受せねばな&ませぬ。大王よ、これ則ら彼{:赠く兄らざ气 

r 五九五 

._/\ 
__ 



Kis彌劇陀玉11鸫 
hふUがい せいしつ Z ゆ表 ArTcl."1 

獵沛の第四性質であります。是の故に長老『モーガラーヂャが• 
そ ここ5ニル*/■テ，へIfしゆつけ 6と L f みち^%くへう みと 

「其の心を涅槃の上(-向けたS出家の人は、思想を導く一の目標を認め 
A £れこttかな さ^.か'r 4 くX含f:つ 5 令115 ilこ 

得んか、我是によつて必らす最萵目的を達f#べしiの希槊を起し- 
こころむじやラ よるこb みた 

心は無上の喜悦もて滿されん.° 

と言つて居ます。j 

f ふ 
漁夫 

すガセーナそ人怎 S右 かれ か：ベか yよふ せいしつ f ，そ- せいしつ 

王『那伽罐那尊者よ、fi衲は，彼(:缺く可らざる、漁夫の二性質があると言はれましたが、興の二性質 
な八 

とは何ですか。J 
Kt(*b5rf\ i つわはり ちつ 〜を 0SI^ A< ^ Krしゆ くhんぎやうL ±f:1 そ ち.?I 

坊『大王よ、漁夫の善く釣針を以て魚を釣b上ぐるが如くノ禪定を修す〇觀行の士も亦、善く其の贺慧 
令いか—いじや5とこるいTiし5.ちふく.G つ*だいわ5 す-id dかHか 

によちて，最高最上の處1:到〇まで、沙門果を鉤b上げねばなちませぬ。大王よ，こわMち彼[:缺， 
¥か ぎょふfrい せいしつ 

可らざる7漁夫のm一性質であむます❹ 
t rlfザよふ X 令Aす ぎせい *wo お孩合A為 5 ごと VAVC-5しゆ くわんrや5 -J 

復た次に、大王よ"漁夫の能く僅少の犧牲を以て大な獲物を禅るが如く、禪定を修する觀行の士も 
翥4! i ix い％ i す 烊い L^6A<fo み A 灯11*わ5 すなばかれ 广 
亦、能く浮ili:の卑しき餌を捨てて、大なる沙E：果の實を得ねばなbませぬ。大王よ、こ“則ち彼に缺 

rf-s. 

そ3ガVl'TJヤ 

1 三】Moghiirir 



*可らざる，t夫の第二性質であれます。是の故に羅猴羅畏老が 

「¥をf t f，霧\酽デ，瓣_と、四瘕も六識—f 〇」 
と言つて居ますこ 

だい C 

大工 

とは何ですかoj 
だいく 

稼『先i'ょ"大工は、木{:墨絲を打たる線の上を挽きます。今それ禪定を修する觀行の士も亦、是の 

如く、戒德の某礎の上に立ち、信の手に智慈の鋸を捤り、勝若の敎に從つ 

て煩惱を切斷せねばなbませぬ。大1よ、これ則ち彼に缺く可らざる、大 

x;の第一性質であbます" 

hy V 

ま つ, だいわ5 一:いく ざいもく やはらかJSJSA ふょ5 す^ 

復た次に、大王ょ、大工は材木の柔なる部分を不用のものとして棄て去 
かわ ぶ i\A i い4 ぜA.\f-P5 L ゆ <t>Arやラし X9 け 

堅い部分を取れます"今それ祖定を修す〇観行の士も亦、無用なる戯 

CPH1以下の各論1:就ては■可 
なy時p}i¥3sして，考ヘtL* 

硏究もLてJir:が"印度の何 
m25に?SSかii常がつかT" 

Sつて3®常な課S&が見出ゼ处 
^ 〇 

5ん t すな1£じや今けAfJんけiHいTJA にくたい f ぶ0 しゆちや5 ろん れいこAべつい しゆちや5 

論の道、卽ち常姑、斷見、銳魂と肉體とは同一物なりと生張する論、餒魂と肉體とは別趄な办と主張 

する論、一e一切の敎は等しく最上なもと主張する論、爲さぬ祺は益なしと主張する論、人間の行爲は 

tr§*う大5 し5ちやう るALや5匕や*f' せい-^わつ*:/*.やくf-しゆttや5 ろA__> Lf 

甫要のもの1:あらすと主張する論、淸猙の往活は何の役にも立たぬと主張する論、萌情死すれば九種 

笫六堪比喩間# 五九七 

蓬JldiNIWWMslssliliPT^ 春^!. -:“ 纏^ 【 



闕課蝴3 — gM1八 
し入ラじや今あら しゆちやう 1^ん HT&やう 1^rせいて令*Kirそ 式い^八 しゆちや！^ ろA.15『|ふし5.みづ»*こ5± <r»f*5 

の新有情JJjはると主張する論、有情の構成的耍素は永遠なりと主張する論、作業渚dら此世で果報を 

5Hくと主張"する論、ml1が業を作りて、乙その果報を受くと主張する論、及び纪の如き業に.itるS 

見、若くは業果に11する他の1切の邪Mを排棄して、諸行の0性のm一義空"不動無違者，畢觉格な 

ることを學ばねばなりませぬ。大王よ、これ則ti彼に缺く可らざる，大工の笛二性質でありまて。何 

となれば、そは天中の天たる世#が、諸經觀ぎの中に、 

「塵を除け"埃をも拂へ、典より饒舌の徒を追へ， 
しやbん しや！OAお&ひ じやよ<じやぎや*rしXともがら のe 

沙門にあらすして沙門の思をなすも0、邪欲邪行處〔の蕺〕を除き、 
しや今じ&今 しや！rhACや5じや5 とttf か1 

淸淨1:して正念あるものは、淸淨のものと共に居を構ふべし。J 

と宣說し給うたからであります0 J 



第七章比喻間答 
みづ 沪ぬ 

w『那伽躍那1勒ょ、4Sは、街にiくnj--らざ气初銳の一街机f2と131はれましたが、沈の一街卽 

律『大王ょ、水瓶の水を充さるれば、音を級てざるが赋'srを齡す、舭rlsfも航、船の慰 

か4^み.づかRいる ^ ft A 一一ま4か IP-5/VW5 しやJ?'. jC ぅ4ro^ けSV つ L^-xf^xtf % 

彼®ら_の色をもなさす"自慢もせ中、自慢萵慢箸を捨離し"鏡舌せす、他を輕蔑せず、正直i:世を 

渡らねばなりませぬ。大王ょ、これ肌V彼!:嫩 <可らざ气„水瓶の一啦質でぁります。ぞの泥に、方 
t せそAItか 

中の天たる世#が、諸經要集の中に、 

「滿たされざるものは音をなし、滿てるものは靜なb。 

&齡は料ばたるふ•へぐ、Sはf ?ge!**J 
y-A^つ た± 

i宣說し給ひました0』 

5 
鐡 

浓七筇比喩M答 五九九 

11^1 IJk 
^r— 



賴 E:卜 •:霞 

六〇c 

す^セTナそんじゃ あなた かれル ベか ►ベ，£ --ボルっI ナ_ L j ¥ ノ：--、4」、5 I[:^1if2 

4那伽焯那@素よ、*衲は、败に缺く可らざる鐵の二fl質があると言Uれました力Kの一一性rと 
せいしつ 

CHx>®なa% ft. のbla-'cAtrや5L^く^んr-pp^- t 

萬：^丑よ、.はがち,ばされても、抓よく16:きものを載せます。今それ禪定を修する觀行の士の心も 
£:■>く fji 今At气 し*V く？I biis 一一%ク!1こT^SC5 ,ITJ¢¢(1念れ 

射ぞの如く、謹撕の習低1:よりて、靈き荷物を連ぶことが能きねばなりませぬ。大王よ，これ則ち彼 

に脱く可らざる，鐡の第一性質であり去す。 

t±ferf > mff¥ ffmm 

ff0?i 0^ sf$K 

船攣酎亂するt。gは颭に！：羅配似の一！^を货現せsのみならt 

又その全部を货现せりと云ふべきなb。J 

』1說^給ひました 

こころ 



王『，伽g那HIよ、-as衲は、彼に缺く可らざる、日傘®三性赞があるiはれましたが，其の三性質 

iは何ですか。』 

律r光丑よ、W傘の紀く-<の_ゼを蔽ふが如く、禪定を修Tる觀行の士も亦"一切の煩悩の上に車絕せ 

る性^をぜせねばなbませぬ。大王よ，これ則ち彼に缺く可らざる口傘の第一性質であぅます。 

妒た幻に、圮汜よ、の紀くWの離おを離ふに柄に依るが如く、蟎定f修すi觀行の士も亦、霞 

脱を3ts柄とせねばななませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざるn傘の第二#;質であbます。 
% rr 

復た次1:"大王 
し また«まずま ひ 

vか vv't つ 

逢 0rだいr>5 > がさ X かぜ ふせ ね0 mせ ほ令ふ5令 Jせ ぜAyやラし•ゆ <hA¥^»7 
復た次に，大王よ、日傘の能く、風を防ぎ、熱をyjぎ"暴風雨を防ぐが如く、禪定を修する觀行の 

ゼも航、齠P、ミ縱齡を杭する船谳の船m、の齔，見の鉑#…。#ぜ齡ぎ、m嗽虻^ 

齡ぎ、KSI©を41がねばな！2。禁ょご-•れiU▲に^W*ざ气"日f MHSで 

xsfff 

¥政紀の^るM鹋を持して、船惱の雨を防ぎ、及び三火の炎熱を防ぐご 
い を 

と言つて居ます。J 

P9T/I 

稻田 

筇七車Jt#，問答 六〇} 

tAIHii^iiiliiiLVFiiiiii-iii^lsIVIKMH 

J31 



國課彌m陀王問鎳 六〇二 

王r那伽犀那尊考よ、贵衲は"彼(:缺く可らf气稻H1;の三性質があるi言はれ圭したが、其の三性質 

とは何ですかOJ 
だいわ5 ftus でAく，£4.がい 又が ¢0 じゅんび ごと 

ミ—ょ、fはi—Qために、譯を以て取fれるが如く、114r&WWIglfも哿盤の 

箱田に水を,bすyk、l]Tち4%の“の雕に臌れ气船術なるの傲mを取働せねばなぅませぬ。 

大王よ、これ則ち彼-缺く可らざる稻田の茁一性質であります。 

役た次に，大王よ、稻mの水を保持する爲には'堤塘を準備せねばなbませぬ。今それ齡す 

る舰行の士も亦是の如-^疋義の注活の堤拗を_齡し、罪，を恥订、盅っ啦によりて狀£ぬる齡齡^^ 
. • だい^: すたはかれ か ベか ?I/fいせいLつ 

染汚にせねばなりませぬ。大王よ，これ則ち彼に缺く可らざる、稻田の第二性質であります。 

復た次に、大王よ、稻mが戥作であれば、農家の心を喜ばしめ、若し僅の秫子を播いて多泣の1M 
fcw±允お！51 力れ ま i f^rx, しstiふ i©ITか iAこbひじやう いま 

あb、若し又多くの種子を播いて更に多姑の收入ある時は、農家の喜は非常なものであります。今そ 

取-'、以て興の心を®ばしめ"支持せねばなbませぬ。允赶よ、これ搬：r街に！E く 1らざる，節町の 

第三性質であります。是の故に持戒第一の優盤離長 

「稻田の如く結果よくあれ、一切の1暴に富め、 

そは播主に氣上の作物を與ふる最盡一の郎fなるを以てなり。」 



i言つて居ります。J 

c-r9 

藥 

王r那伽MT那#者よ、赀衲は、彼に缺 <可らざる、藥の二性質*>ぁ0と言はれましたが，其の二|1質と 
X 

は何ですか。』 

#『大王よ、乾の中には、惡蟲の生fゴ〇が如く"禪定f修すo<觀行&士も亦、Kのがに煩#?を起らし 
だいtrs すなはかK少：Vか ぐす¢1:い せいしつ 

二る 

めてはなりませぬ。大王ょ、これ則ち彼に缺< 可らざる、藥の第一性質であbます。 

復た次に，大王ょ、藥⑴、人が〔毒蛇等に〕噼ま若くは^れられ、或はfひ、或は飲める所の毒 

を消します。今それ禪定を修すろ觀行の十：も亦足の如く、貧_M•癡•慢及び邪見の毒に逆らUねばなり 

ませぬ。汜葑ょ、これ]lり槪に鈮く gらざる飯が！！11齡炤であ-'ます。vglに、知中の芄たる世をが、 

宛も一切の煩惱を斷滅すS解毒劑の如くならざるべからす。」 

と宣說し給ひましたご 

fvv*< 

食物 

炕七^比喩問答 六〇三 



阈譯一imK王叫M 六〇尥 

王f那伽埘那筇漭よ、货衲は、彼に缺く可らざる、食物の三性質がある1目はれましたが/その三性質 

L」は何ですか。J 
ffibsLAぐもつ X 3いしゆじ中与しt:'しや ごと ぜん%•や5 し-3>し4六 3いしゆtや5 

彼T大王よ、食物0能く一切衆生の支持若たるが如く、禪定を修する觀行の士も亦、一切衆/tをして" 

八芷道の窓を昍かしむる、1種の把手とならねばなbませぬ。大王よ、これ則ちtに&く可らざる" 

食物の第一性質であります。 

ぼた次に、大王よ、食物の&く人の力を地すが如く、禪定を修する觀行のfも亦、功徳をして增大 

せしめねばなbませぬ。大王よ、これ則ち彼に缺く可らざる、食物の览二性質であbi4す。 
tつyfrい.cラ し1くちつ さいしゆじや〇あ.い^*> tこ-51と<んし^くれA.rや5しan3い 

復た次に、大王よ、食物は|切衆生の愛槊する所となるが如く、禪定を修する觀行の士も亦、1切 

f離のmmするmとならねばなりませぬ。允£Yよ、これ"則ちtに缺く可らざ气食物の第三性質であ 

ちます。菇の故に長老•大目糎連が、 

「觀行の士at己と訓練と戒行と赏行とによりて、 

1切世人の涡仰する所とならざる可らす。, 

と言つてmります。__ 



w『那伽_那尊者よ、贵納は、彼に配く可らざる，弓手の四街船があると111Uれましたが-,の四板那 

iは何ですか。J 
^0pfer^t. 

f細部に’釦を斷け、和軋黑辦をデ、Mlを说と.^のg纪するg•にF、 
の斑にt41虎な力らしめその首を伸ばし、其口 i一眼とを閉ぢ、「今射るのだ」-^他心の廠を四め、喜 

,Ta一ん-〆ん <bA.vい二*、含 6つ ふど，しヤい，-%j 4^ こ3ふんt*f AcCTよ<5 ふffんしりよ 
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齠の鉗帖を使mせねばなbませぬ〇ガSiょ、これ"肌V紀に靶<pbざるKfの！|二|船でぁぅ*す0 

制せらるる間U,逆に興を制せんこiを練習せねばな办ませぬ。允ptよ、その配見とは船であるかと 
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